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係
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じ
め
に

一
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書
作
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一
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書
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こ
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二
、
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書

二
、
乾
山
絵
画
作
品

　

一
、
絵
画
の
こ
と

　

二
、
乾
山
の
絵
画

三
、
花
押
と
印
章

　

一
、
花
押
の
こ
と

　

二
、
印
章
の
こ
と

　

三
、
乾
山
の
花
押
と
印
章

乾
山
の
消
息
（「
小
西
家
文
書
」）

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

　
　
　
　

小
笠
原　

佐
江
子

は
じ
め
に

　

文
事
・
芸
事
は
人
の
心
を
和や
わ

ら
げ
る
。
感
動
を
呼
び
、
寿じ
ゅ
ふ
く
ぞ
う
ち
ょ
う

福
増
長
、

佳か
れ
い
え
ん
め
い

例
延
命
の
法
と
さ
れ
る
が
、
表
現
は
そ
の
人
物
の
蔵
す
る
許
容
に
限

ら
れ
る
。
望
む
と
こ
ろ
広
く
・
深
く
・
長
く
・
大
き
く
と
な
る
が
、
表

現
者
の
度ど
り
ょ
う量

は
、
同
時
に
扱
う
者
の
度
量
を
問
う
。

　

乾け
ん
ざ
ん
や
き

山
焼
は
、
元
禄
の
陶
工
尾
形
深し
ん
せ
い省

乾
山
が
京
都
に
お
い
て
創は
じ

め
た

や
き
も
の
で
あ
る
。
軟
陶
と
硬
陶
、
色い
ろ
え絵

と
銹さ
び
え絵

、
平
面
と
立
体
作
品

が
あ
り
、
画
と
文
字
に
よ
る
装
飾
、
初
期
に
お
い
て
は
書
は
乾
山
、
画

は
専
門
絵
師
の
「
つ
け
た
て
法
」
に
よ
る
絵
付
け
を
特
色
と
し
た
。
洛

西
鳴な
る
た
き
や
ま

滝
山
に
お
け
る
鳴
滝
窯
に
始
ま
り
、
洛
中
二
条
通
丁ち
ょ
う
じ
や
ち
ょ
う

子
屋
町
に
移

転
し
た
借か
り
が
ま窯

時
代
、
養
子
猪い
は
ち八

と
と
も
に
設
け
た
聖し
ょ
う
ご
い
ん

護
院
窯
、
や
が
て

江
戸
へ
下
り
東と
う
え
い
さ
ん
ろ
く

叡
山
麓
入い
り
や谷
村
に
お
け
る
作
陶
、
光
琳
二
世
を
名
の
り

絵
師
と
し
て
も
活
動
す
る
時
期
へ
と
移
る
。

　

色
絵
に
は
和
歌
・
物
語
の
世
界
、
光
琳
文
様
、
国
内
外
の
陶
磁
器
写

し
、
銹
絵
に
は
漢
詩
・
漢
文
、
山
水
・
人
物
・
草
花
図
が
描
か
れ
た
。
書
・

画
・
文
学
、
紙
・
絹
の
芸
術
を
土
上
へ
移
す
が
、
作
者
の
技
量
、
見
識

を
表
徴
。鑑
賞
ま
た
活
用
に
は
い
ず
れ
扱
う
側
の
識
見
が
求
め
ら
れ
る
。
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乾
山
焼
：
画
讃
様
式
の
発
想
と
表
現

　

乾
山
焼
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
陶
片
資
料
、
デ
ザ
イ
ン
の
資
源
、
画
讃
様
式
の
発

想
と
そ
の
典
拠
、
様
式
と
そ
の
関
係
、
変
化
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

　

当
時
の
人
々
の
需も
と

め
、
乾
山
の
好
む
所
を
確
認
し
た
が
、
書
・
画
を
一
体
化
、
装
飾

の
基
本
と
し
た
や
き
も
の
は
乾
山
焼
以
前
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
大
特
色
、
商
標
と

な
っ
た
が
、
漢
詩
・
漢
画
・
唐か
ら
よ
う様
の
書
、
和
歌
・
大
和
絵
・
能
絵
・
和わ
よ
う様
の
書
な
ど
、

屏
風
・
巻
物
・
帖
・
扇
面
ほ
か
紙
・
絹
に
表
さ
れ
た
芸
術
を
土
の
上
に
移
す
。
や
き
も

の
と
し
て
の
認
識
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
乾
山
焼
の
書・画
は
広
く
深
い
背
景
を
伴
い
、

文
学
・
芸
能
・
宗
教
、
歴
史
・
人
物
、
そ
の
情
操
な
ど
を
今
日
へ
と
伝
え
る
。

　

若
年
時
代
は
文
人
で
あ
る
こ
と
を
憧
憬
し
た
。
国
内
外
の
文
事
・
芸
事
に
心
を
寄

せ
、
そ
れ
は
作
品
群
の
識
見
に
見
出
せ
る
が
、
乾
山
の
志こ
こ
ろ
ざ
し
に
適
う
詩
人
・
歌
人
・
書

人
の
存
在
、
み
や
こ
の
意
識
、
環
境
、
取
り
巻
く
人
々
の
教
示
・
助
力
。
や
き
も
の

製
作
に
は
加
え
て
す
ぐ
れ
た
絵
師
・
陶
工
・
窯か
ま
た
き
に
ん

焚
人
の
支
え
が
あ
っ
た
。

　

尾
形
家
は
曾
祖
父
道ど
う
は
く柏
以
来
京
都
の
誇
る
文
化
人
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
豊
臣
家
・

浅
井
家
・
本
阿
弥
家
と
の
所ゆ
か
り縁
に
始
ま
り
、
祖
父
宗そ
う
は
く柏
は
光
悦
の
姉
法
秀
を
娶め
と

る
な

ど
、
光
悦
流
書
の
書か
き
て手
と
し
て
名
を
残
す
。
本
家
に
は
学
者
・
医
者
、
分
家
で
は
宗

謙
を
は
じ
め
宗そ

う
か
ん鑑

、
光
琳
、
乾
山
な
ど
書
・
画
・
能
に
長
じ
た
人
物
を
輩
出
。
乾
山

の
人
と
な
り
は
第
一
に
生
ま
れ
育
っ
た
富
裕
な
商
家
、
父
宗
謙
の
深
い
懐ふ

と
こ
ろ、

兄
光
琳

の
絵
師
と
し
て
の
実
力
と
そ
の
生
き
方
な
ど
、
す
べ
て
は
切
り
拓ひ

ら

い
た
乾
山
の
歩
み

の
礎い

し
づ
え・

道
標
と
な
る
。

　

乾
山
焼
は
用
の
み
の
器う

つ
わで

は
な
い
。
装
飾
、
意
匠
、
形
状
の
伝
え
る
と
こ
ろ
、
元

禄
と
い
う
時
代
、
み
や
こ
の
観
念
、
豊
か
な
町
人
の
上
昇
志
向
を
象
徴
す
る
な
ど
、

遊
び
心
、
機
知
、
品
格
を
具そ
な

え
た
陶
の
芸
の
創は
じ

ま
り
で
あ
っ
た
。

　

職
人
の
分
野
と
は
い
え
、
事
物
を
転
用
、
新
規
と
為
す
こ
と
に
は
、
作
者
の
度
量
、

技
量
、
構
想
力
の
如
何
が
問
わ
れ
る
。
左
頁
は
そ
の
意
を
図
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る

が
、
表
具
の
仕
様
は
古
く
経き
ょ
う類
、
掛
物
は
唐
代
を
経
て
平
安
中
期
に
渡
来
し
た
。
室

町
期
に
な
り
床と
こ

の
間ま

が
成
立
、
今
日
へ
と
続
く
形
式
も
整
え
ら
れ
る
が
、
茶
の
湯
の

盛
行
が
大
き
く
作
用
、
真
・
行
・
草
の
三
体
に
大
別
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
総
ま
と
め
と
し
て
や
き
も
の
の
ほ
か
に
伝
世
す
る
書
・
画
作
品
、
さ

ら
に
本
人
の
証あ
か
しで
あ
り
、
需
要
の
高
ま
り
と
と
も
に
商
標
と
な
っ
た
乾
山
・
乾
山
焼

の
花
押
と
印
章
、「
小
西
家
文
書
」
に
残
る
関
係
資
料
を
顧
み
た
。

　

①
： 

額
形
式
は
、
扁
額
を
基
と
し
、
形
状
は
額
皿
で
あ
る
。
漢
に
お
い
て
は
表
に
詩
・
画
、
裏
面

に
落
款
を
入
れ
た
唐
様
式
、
和
で
は
歌
仙
絵
形
式
に
則
り
表
に
歌
人
の
像
・
秀
歌
を
記
す
。

　

②
： 

掛
物
・
帖
形
式
で
は
、
本
紙
部
分
を
角
皿
と
し
、
周
囲
に
額
ま
た
縁
を
造
り
額
文
様
、
表
装

の
一
文
字
か
ら
そ
の
文
様
を
移
す
。
二
様
式
が
あ
り
、
漢
詩
で
は
表
に
山
水
・
人
物
・
禽
獣
・

草
花
・
竹
木
画
、
裏
面
に
落
款
。
和
様
で
は
表
に
歌
意
絵
、
裏
に
料
紙
文
様
を
描
き
和
歌
、
時

に
継
色
紙
を
模
倣
す
る
な
ど
二
枚
の
皿
を
貼
り
合
わ
せ
同
一
面
に
書
・
画
を
入
れ
る
。

　

③
： 

書
巻
・
画
巻
の
巻
子
本
を
基
に
、
巻
物
の
料
紙
形
式
に
造
る
。
書
・
画
は
余
白
を
活
か
し
同

一
面
に
描
か
れ
る
が
、
茶
碗
・
火
入
な
ど
立
体
作
品
で
は
画
面
も
小
さ
く
、
書
・
画
は
省
略
、

和
歌
に
お
い
て
も
仮
名
書
は
余
白
を
活
か
し
た
散
ら
し
書
き
と
な
る
。

　

④
： 

か
る
た
形
式
は
二
枚
一
組
、表
に
書
・
画
を
入
れ
、和
歌
の
上
・
下
句
に
従
っ
て
二
枚
に
別
け
る
。

同
形
式
に
は
書
の
み
の
場
合
も
あ
り
、
同
じ
く
上
・
下
句
に
従
っ
て
二
枚
一
組
と
な
る
。

　

⑤
： 

短
冊
に
擬
え
た
短
冊
皿
は
、
料
紙
文
様
を
施
し
、
書
の
定
法
に
従
っ
て
和
歌
一
首
を
書
き
入

れ
る
。
短
冊
の
書
式
は
頓と
ん

阿あ

に
始
ま
り
一
般
化
さ
れ
た
と
伝
承
、
自
ら
の
和
歌
は
歌
題
の
下

二
行
頭
揃
え
、
古
歌
は
下
句
（
二
行
目
）
を
一
字
下
げ
て
書
く
こ
と
が
約
束
で
あ
る
。
乾
山
焼

短
冊
皿
は
す
べ
て
そ
れ
に
従
う
が
、
贋
作
に
は
そ
の
配
慮
が
み
ら
れ
な
い
。

一
例
で
あ
る
が
角
皿
寸
法
は
色
紙
に
準
じ
、
大
角
皿
七
寸
×
八
寸
・
小
角
皿
五
寸
×
六
寸
で
あ
る
。
光

琳
覚
書
帖
に
は
硯
蓋
「
長
八
寸
七
分
、
横
八
寸
、
ふ
か
さ
一
寸
二
分
」
と
あ
る
。

乾
山
焼
：
画
讃
様
式
の
発
想
と
表
現
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絵

表裏

平面作品立体作品

―
乾
山
焼
の
書
・
画
：
画
讃
様
式
の
発
想
と
表
現
―

二
、
書
・
画
の
表
現
と
形
状

絵書

書書

絵 書
絵 書

書
・
絵

書
（
和
歌
）

（
上
の
句
）

（
下
の
句
）

書
・
絵

（
上
の
句
）

（
下
の
句
）

書
・
絵

一
、
本
拠
と
形
式
・
形
状

―
②
掛
物
・
帖
物
形
式
―

―
④
か
る
た
形
式
―

茶
碗

小
色
紙
皿　

表
・
裏

―
⑤
短
冊
形
式
―

―
①
額
形
式
―

―
③
巻
物
形
式
―

短
冊
皿

額
皿長

額
皿

角
皿

扁
額

手
焙

絵 書

（
二
）　
和
様
：
和
歌
・
謡

（
一
）　
唐
様
：
漢
詩

茶
碗

火
入

―
②
掛
物
・
帖
形
式
―

―
③
巻
物
形
式
―

尾形乾山の書画(3)



書
の
こ
と

一
、
書
の
用
と
美

　
書
は
点
と
線
の
芸
術
で
あ
る
。

　

一
筆
の
み
、
一
回
勝
負
の
世
界
で
あ
る
。
や
り
直
し
が
で
き
な
い
。

　

腹
に
力
を
込
め
、
一
気
に
書
き
あ
げ
る
が
、
文
字
と
文
章
、
文
意
と
筆
者
の
心
は

切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ず
、
古
来
「
書
」
は
人
格
の
表
徴
と
さ
れ
る
。
実
用
に
始
ま

り
、
筆
者
内
面
へ
と
及
ぶ
が
、
書
に
美
を
見
出
し
、
や
が
て
鑑
賞
の
域
へ
と
向
か
う

と
こ
ろ
か
ら
東
洋
を
代
表
す
る
芸
術
と
な
る
。
書
は
人
な
り
、
文
は
人
な
り
と
い
う
。

表
現
は
精
神
に
至
り
、
筆
者
の
心
と
形
を
表
徴
す
る
が
、
文
字
は
一
本
の
線
、
一
つ

の
点
で
構
成
さ
れ
る
。
単
純
・
明
快
、
書
手
の
性
格
は
如
実
に
現
れ
、
筆
ほ
ど
書
く

者
の
心
情
を
反
映
す
る
も
の
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。

　
「
真
の
美
は
天
然
に
あ
る
」
と
い
う
。
書
は
巧
み
に
書
く
こ
と
を
好
ま
な
い
。
う
ま

く
書
こ
う
な
ど
と
思
う
こ
と
な
く
ひ
た
す
ら
筆
を
運
べ
ば
よ
い
と
す
る
が
、
巧
拙
を

超
え
た
と
こ
ろ
、
自
づ
と
何
か
が
滲
み
出
る
が
、
気
迫
、
清
澄
、
躍
動
感
な
ど
、
そ

の
人
独
自
の
表
現
が
心
を
打
つ
。

　

如い

か何
よ
う
な
分
野
で
あ
れ
、
表
現
は
そ
の
人
物
の
有
す
る
許
容
範
囲
に
限
ら
れ
る
。

　

書
の
美
は
、
奈
良
時
代
の
写
経
に
始
ま
る
が
、
意
を
正
し
写
す
と
い
う
原
則
に
従
っ

て
心
を
込
め
て
書
写
し
た
態
度
か
ら
は
、
一
字
一
句
が
ゆ
る
ぎ
の
な
い
形
と
し
て
現

れ
た
。
平
安
期
に
は
仮
名
が
始
ま
り
、
独
創
的
な
文
字
が
作
ら
れ
た
が
、
和
歌
は
人

の
心
を
表
す
唯
一
の
法
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
書
は
そ
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ

り
、
歌
を
詠
み
、
そ
れ
を
書
写
す
る
。
書
く
こ
と
は
歌
人
の
重
要
な
前
提
条
件
と
な

り
、
実
用
と
美
の
一
致
の
意
識
が
生
ま
れ
る
。
鎌
倉
期
に
な
り
宋
代
の
文
物
が
移
入
、

文
化
も
大
き
く
転
換
さ
れ
た
が
、
中
心
と
な
っ
た
武
家
社
会
で
は
禅
僧
の
も
た
ら
す

墨
蹟
、
唐
様
の
書
法
を
受
容
。
死
を
覚
悟
し
た
武
士
の
心
情
が
反
映
す
る
。
が
、
そ

の
精
神
は
室
町
期
、
公
家
・
武
家
文
化
の
深
い
融
合
、
五
山
僧
、
さ
ら
に
庶
民
の
文

化
的
、
宗
教
的
活
動
も
活
発
化
す
る
な
ど
、
支
配
階
級
の
文
化
に
変
化
が
生
ず
る
。

茶
の
湯
者
・
連
歌
師
・
猿
楽
師
な
ど
文
学
・
芸
道
一
般
に
集
団
的
な
志
向
が
高
ま
り
、

書
も
技
法
・
技
巧
を
超
え
、
精
神
の
吐
露
を
重
ん
ず
る
態
度
へ
と
変
わ
る
が
、
実
用

を
離
れ
、
美
を
求
め
て
観
賞
用
の
書
へ
向
か
う
な
ど
、
専
門
職
と
す
る
書
家
が
出
現
、

流
派
が
生
ず
る
。
上
方
文
化
は
地
方
へ
普
及
、
戦
国
大
名
の
領
国
支
配
下
、
城
下
町

に
京
都
文
化
が
移
植
さ
れ
る
が
、
欧
州
か
ら
は
南
蛮
文
化
が
渡
来
、
日
本
文
化
に
新

た
な
要
素
が
加
え
ら
れ
る
。

　

戦
乱
が
終
わ
り
、
江
戸
期
は
泰
平
の
世
と
な
っ
た
。
社
会
、
経
済
も
安
定
、
教
育

へ
の
目
も
開
か
れ
、
徐
々
に
制
度
も
調
う
が
、
文
字
は
庶
民
層
に
ま
で
行
き
渡
る
。

印
刷
術
の
発
展
は
、
各
階
層
に
読
み
・
書
き
・
算そ
ろ
ば
ん盤
、
識
字
率
は
当
時
人
口
の
半
分

を
超
え
た
と
さ
れ
る
が
、
江
戸
で
は
武
士
・
町
人
を
中
心
と
し
た
文
化
が
繁
栄
、
京

都
で
は
貴
族
・
僧
侶
の
文
化
的
伝
統
が
上
層
町
人
の
手
に
依
り
洗
練
さ
れ
て
ゆ
く
。

Ⅱ
　
乾
山
書
作
品

(4)



二
、
乾
山
の
書

　
尾
形
家
に
は
、
光
悦
流
書
の
伝
統
が
あ
っ
た
。

　

曾
祖
父
道
柏
が
光
悦
（
一
五
五
八
―
一
六
三
七
）
姉
法ほ
う
し
ゅ
う
秀
を
娶め
と

っ
た
こ
と
か
ら
、
乾
山
祖
父

宗
柏
（
一
五
七
〇
―
一
六
三
一
）
の
母
は
法
秀
で
あ
っ
た
。『
光
悦
四
墨
』
に
称
揚
さ
れ
る
光

悦
流
書
の
書か
き
て手
と
な
る
が
、
先
妻
に
は
井
上
氏
、
後
妻
に
は
秋あ
き
ば場
一い
ち
じ
ゅ樹
院い
ん

を
迎
え
て

お
り
、
秋
場
氏
は
四
墨
の
一
人
秋
葉
工
庵
（
秋
場
貢
庵
）
に
所ゆ
か
り縁
あ
る
人
物
か
と
推
定
す

る
。
工
庵
は
同
時
期
宗
柏
と
同
じ
く
鷹
峯
に
家
屋
敷
を
有
し
て
い
た
。
秋
葉
家
は
宗

達
の
扇
面
屏
風
を
所
持
（
同
じ
秋
葉
家
か
否
か
）。
扇
面
裏
面
に
は
「
糸
印
」（
円
印
）
が
あ
り
、

糸
印
は
糸
割
符
に
関
係
す
る
な
ど
、
呉
服
商
尾
形
家
と
の
関
わ
り
を
推
測
、
宗
柏
と

の
縁
も
絹
布
、
書
を
結
ぶ
両
所
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
「
小
西
家
文
書
」
に
は
書
家
小
島
宗
真
（
推
定
一
五
八
〇
―
一
六
五
〇
―
？
）
の
消
息
が
伝
え

ら
れ
る
。
一
樹
院
息
宗
謙
（
主
馬
）
宛
書
状
が
二
一
通
、
巻
物
六
巻
が
伝
世
。
消
息
に

は
し
ば
し
ば
「
一
樹
様
へ
も
可
然
様
二
御
意
得
」「
一
樹
様
へ
も
別
紙
に
て
申
度
候
へ

共
」「
一
樹
様
ハ
い
ま
た
御
上
京
に
て
」
な
ど
、
宗
謙
母
一
樹
院
へ
の
気
遣
い
の
こ

と
ば
が
み
ら
れ
る
。
宗
真
は
光
悦
流
書
の
書
家
、
宗
謙
の
師
で
あ
っ
た
。
光
悦
と
は

二
二
歳
、
宗
柏
と
は
一
〇
歳
余
り
の
年
齢
差
が
あ
る
。
光
悦
に
は
寵
遇
さ
れ
た
と
伝

承
す
る
が
、
四
墨
の
一
人
尾
形
宗
柏
に
師
事
し
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
一
樹
院

へ
の
気
遣
い
に
は
、
宗
謙
を
超
え
師
で
あ
っ
た
（
推
定
）
宗
柏
へ
の
敬
意
、
同
じ
く
光

悦
流
書
の
達
人
で
あ
っ
た
一
樹
院
所
縁
の
秋
場
貢
庵
、
背
後
に
は
両
者
へ
の
配
慮
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

江
戸
期
の
書
は
「
寛
永
の
三
筆
」
に
代
表
さ
れ
る
が
、
近
衛
信の
ぶ
た
だ尹
・
本
阿
弥
光
悦
・

松し
ょ
う
か
ど
う
し
ょ
う
じ
ょ
う

下
堂
昭
乗
の
書
風
が
賞
揚
さ
れ
た
。
戦
乱
が
去
り
、
自
ず
と
安
定
し
た
書
風
が
求

め
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
桃
山
期
の
伸
び
や
か
な
筆
遣
い
は
消
え
、
公
家
間
に

は
持
明
院
流
な
ど
父
子
相
伝
と
す
る
書
法
、
歌
人
・
冷
泉
家
に
は
定
家
様
の
伝
統
、

武
人
に
お
い
て
は
風
格
、
僧
侶
間
に
は
人
格
の
表
出
す
る
書
が
賞
翫
さ
れ
た
。

　

三
筆
の
一
人
、
光
悦
の
書
に
は
和
様
（
和
歌
な
ど
の
書
巻
・
色
紙
他
）、
唐
様
（
法
華
信
仰
に
関
す

る
題
目
・
修
業
指
南
書
な
ど
）、
書
状
が
残
る
。
独
特
の
風
趣
を
伝
え
、
す
で
に
指
摘
は
さ
れ

て
い
る
が
、
慶
長
一
七
年
頃
ま
で
の
書
に
は
線
に
丸
み
、
病
を
得
た
同
年
後
の
書
に

は
筆
先
の
尖と
が

り
、
文
字
の
乱
れ
な
ど
が
現
れ
る
。
漢
字
・
仮
名
の
融
合
、
線
の
肥ひ
そ
う痩
・

強
弱
、
抑
揚
、
文
字
の
散
ら
し
方
な
ど
に
特
徴
が
あ
り
、
書
流
は
嵯
峨
本
な
ど
の
刊

行
に
関
連
。
出
版
に
携
わ
り
同
流
書
手
の
角
倉
素
庵
（
一
五
七
一
―
一
六
三
二
）・
観
世
黒
雪
・

尾
形
宗
柏
・
秋
葉
工
庵
ほ
か
烏
丸
光
廣
、
本
阿
弥
家
関
係
の
人
々
の
手
も
あ
っ
た
。

　

正
保
年
代
（
一
六
四
四
―
四
八
）、
光
悦
没
し
て
二
〇
年
、
京
都
に
は
小
島
宗
真
の
活
躍

が
あ
る
。
宗
真
は
「
三さ
ん
と
の
ふ
の
じ
ょ

都
賦
序
」「
大た
い
ほ
う
の
し
ん

宝
箴
」
な
ど
の
漢
詩
巻
を
残
す
が
、
奥
書
に

よ
れ
ば
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
七
一
歳
、
和
歌
巻
に
は
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
六
六
歳
・

明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
七
六
歳
と
認
め
ら
れ
る
。
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
頃
の
出
生
、
京
都
の
人
、
号
は
慎
獨
軒
・
晴
斎
な
ど
、「
光
悦
書
を
学
び
後の
ち

張
即
之
を
好
み
世
に
宗
真
流
と
云
う
」
と
あ
る
（『
本
朝
古
今
新
増
書
畫
便
覧
』）。
筆
先
の
尖
り
、

大
小
文
字
、
線
の
肥
痩
と
連
綿
の
運
筆
、
広
い
文
字
間
・
行
間
な
ど
に
、
技
巧
的
・

装
飾
的
な
光
悦
流
書
の
特
徴
を
示
す
が
、
そ
の
筆
癖
は
門
人
で
あ
っ
た
尾
形
宗
謙
の

書
に
も
み
ら
れ
る
。
が
、
両
者
の
用
い
た
料
紙
に
宗
達
様
式
の
装
飾
は
な
く
、
宗
謙

は
、
鳥
・
草
花
図
を
下
絵
と
し
た
鳥
の
子
料
紙
を
活
用
。
鳥
の
子
は
雁が
ん
ぴ皮
が
主
原
料
、

雁
皮
紙
と
も
い
う
が
、
淡
黄
色
、
平
滑
・
緻
密
・
光
沢
が
あ
り
、
筆
の
す
べ
り
・
墨

尾形乾山の書画(5)



の
発
色
も
よ
く
、
保
存
性
も
高
い
な
ど
、「
薄う
す
よ
う様
」
は
平
安
時
代
上
流
階
級
の
婦
人
が

好
ん
で
用
い
た
と
さ
れ
、
雛ひ
な

の
色
に
因
む
「
鳥
の
子
」
の
称
は
鎌
倉
末
期
に
興
る
と

い
う
。
宗
謙
の
書
巻
末
尾
に
は
「
寛
永
二
十
年
十
一
月
日
尾
形
主
馬
書
」
と
あ
る
。

二
二
、三
歳
頃
の
書
で
あ
る
が
、
若
年
時
か
ら
の
筆
道
修
練
を
確
認
。
宗
真
に
比
し
、

穂
先
の
尖
り
、
連
綿
の
柔
ら
か
さ
な
ど
、「
小
西
家
文
書
」
に
残
る
漢
詩
集
写
、
和
歌

集
写
な
ど
に
も
穏
や
か
な
筆
法
、
風
雅
な
趣
き
が
窺
わ
れ
る
。

　
『
本
朝
古
今
新
増
書
畫
便
覧
』
に
は
宗
謙
は
宗
真
流
（
光
悦
流
）、
宗
鑑
の
父
と
あ
る
。

宗
鑑
は
宗
謙
長
子
藤
三
郎
、
光
琳
・
乾
山
の
兄
で
あ
る
が
、
号
を
宗
鑑
、
光
悦
流
書

の
書
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
さ
れ
て
い
る
。
穂
先
鋭
く
技
巧
的
、
装
飾
的
な
筆
跡
で

あ
る
が
、
宗
真
書
状
に
は
「
藤
左
よ
り
御
と
り
被
成
候
鳥
子
五
十
枚
」、
別
に
「
内
々

頼
入
候
御
同
性
宗
謙
老
御
手
跡
之
義　

未
出
来
不
申
候
哉
」（
辻
又
左
衛
門
書
状
「
小
西
家
文
書
」）

な
ど
と
あ
り
、
宗
真
門
下
、
鳥
の
子
料
紙
の
こ
と
、
父
宗
謙
の
書
の
仲
介
を
す
る
な

ど
の
行
為
を
確
認
。
延
宝
末
期
に
は
勘
当
さ
れ
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
は
戻
る
が
、

元
禄
末
年
に
は
江
戸
へ
下
向
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
と
な
る
。「
職
に
あ
ら
ざ
る
」

こ
と
に
執
心
、
能
楽
に
長
じ
、
書
に
も
す
ぐ
れ
、
江
戸
で
は
尾
形
助
右
衛
門
を
名
の

る
が
（「
小
西
家
文
書
」）、
旗
本
川
口
源
三
郎
方
に
仕
官
、
同
家
屋
敷
の
あ
る
神
田
明
神
下

辺
り
に
住
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。

　

光
琳
の
書
も
光
悦
流
が
基
本
で
あ
る
。
一
五
歳
の
折
り
小
畠
左
近
衛
門
正
本
「
装

束
付
百
二
十
番
」「
花
伝
抄
」
を
筆
写
、
証
書
・
消
息
、
定
家
十
二
ヵ
月
和
歌
書
、
古
・

中
古
三
十
六
歌
仙
和
歌
、
遺
書
・
譲
り
状
な
ど
が
現
存
す
る
。
五
六
歳
、
晩
年
ま
で

の
書
跡
が
伝
わ
り
（「
小
西
家
文
書
」）、
筆
線
は
さ
ら
り
と
し
て
の
び
や
か
、
運
筆
も
軽
く
、

穏
や
か
な
筆
跡
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

寛
永
の
三
筆
は
江
戸
前
期
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
衰
退
す
る
。
代
わ
っ
て
盛
行
し
た
の

が
幕
府
、
大
名
以
下
寺
子
屋
な
ど
庶
民
の
習
字
の
手
本
と
な
っ
た
御お
い
え
り
ゅ
う

家
流
で
あ
る
。

　

御
家
流
は
、
唐
様
、
宋
代
の
書
風
に
、
和
様
・
道
風
ら
平
安
期
の
書
法
を
加
え
た

筆
法
を
基
礎
と
す
る
。
始
祖
は
京
都
青
蓮
院
宮
尊
円
法
親
王
で
あ
る
が
、
幕
府
・
諸

藩
と
も
に
公
文
書
に
活
用
、
出
版
物
に
も
多
用
さ
れ
る
な
ど
、
庶
民
間
で
は
寺
子
屋

な
ど
往
来
物
（
御
家
流
）
を
習
字
教
育
の
手
本
と
し
た
。
和
様
書
道
の
中
心
と
な
り
、
子

弟
教
育
の
基
盤
を
為
す
が
、
一
方
、
文
化
人
ら
は
唐
様
の
書
に
親
し
む
な
ど
、
出
版

物
の
翻
刻
も
あ
り
、
王お
う
ぎ
し

羲
之
・
王お
う
よ
う
じ
ゅ
ん

陽
詢
・
顔が
ん
し
ん
け
い

真
卿
・
張ち
ょ
う
そ
く
し

即
之
・
趙ち
ょ
う
す
ご
う

子
昂
な
ど
、
隠
元

ら
の
渡
来
に
よ
っ
て
は
明
代
書
法
・
禅
宗
様
、
宋
代
の
四
大
家
（
蘇そ

し
ょ
く軾
・
黄お

う
ざ
ん
こ
く

山
谷
・
米べ

い
げ
ん元

章し
ょ
う・
蔡さ

い
く
ん
ぼ

君
謨
）
の
筆
法
を
学
ぶ
。
が
、
圧
倒
的
な
人
気
を
得
た
の
は
張ち
ょ
う
そ
く
し

即
之
（
一
一
八
六
―

一
二
六
三
）
で
あ
っ
た
。
大
楷
書
・
小
楷
書
に
す
ぐ
れ
、
禅
味
を
帯
び
た
清
新
な
書
は
、

意
気
、
気
品
を
伝
え
、
鎌
倉
期
に
禅
宗
様
と
し
て
日
本
に
渡
来
。
技
よ
り
逸
気
の
気

を
貴
ぶ
風
潮
の
な
か
、
武
家
社
会
に
習
字
志
向
の
高
ま
り
と
と
も
に
禅
家
の
賞
す
る

即
之
様よ
う

が
浸
透
、
禅
家
・
武
家
間
の
規
範
と
な
る
。
歯
切
れ
も
よ
く
一
字
ご
と
の
形

状
は
整
い
、
肥ひ
そ
う
じ
ゅ
ん
か
つ

痩
潤
渇
の
変
化
、
力
を
蔵
し
て
筆
力
充
実
。
鎌
倉
期
に
は
『
異
制
庭

訓
往
来
』（
虎こ
か
ん
し
れ
ん

關
師
錬
）、
室
町
期
に
は
『
尺
素
往
来
』（
一
條
兼
良
）、
桃
山
期
に
な
り
茶
の

湯
の
隆
盛
と
と
も
に
掛
物
と
し
て
「
ヲ
シ
板
ニ
即
之
ノ
文
字
懸
テ
」（『
宗
湛
日
記
』）
な
ど

賞
翫
、『
津
田
宗
達
他
会
記
』『
津
田
宗
及
他
会
記
』『
松
屋
会
記
』
な
ど
に
名
を
留と

ど

め

る
。
秀
吉
は
即
之
の
「
千
字
文
」
を
後
陽
成
天
皇
に
献
上
（『
聚
楽
第
行
幸
記
』）。
江
戸
期

に
は
「
張
即
之
墨
蹟
一
幅
」（『
鴻
池
道
具
帳
』）、「
掛
物
張
即
之
」（『
槐
記
』）
な
ど
と
あ
り
、

文
化
人
間か

ん

で
は
贈
答
用
と
し
て
も
珍
重
、
日
本
で
は
唐
様
書
法
の
規
範
と
な
っ
た
。

　

乾
山
の
書
に
は
そ
れ
が
あ
る
。
光
悦
流
を
学
び
・
離
れ
、
和
様
で
は
定て

い
か
よ
う

家
様
と
御

(6)



家
流
。
定
家
様
は
十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
角
皿
類
、
御
家
流
は
光
琳
妻
尚
貞
の
代
筆

家
屋
敷
売
渡
状
、
唐
様
、
張
即
之
の
書
風
に
は
三み
よ
し
あ
た
か

好
安
宅
に
呈
し
た
「
過お
う
と
つ
か
に
よ
ぎ
る
の
き

凹
凸
窠
記
」・

光
琳
の
た
め
に
書
し
た
落
款
・
讃
の
例
書
が
あ
る
。
隠
元
ら
ど
っ
し
り
と
し
た
線
の

太
い
明
代
書
法
も
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
父
か
ら
は
元
代
禅
僧
月
江
正
印
の
墨

蹟
も
譲
ら
れ
る
な
ど
、
技
巧
よ
り
は
精
神
を
尊
重
、
広
い
視
野
に
立
ち
習
道
に
励
ん

だ
も
の
と
推
考
す
る
。
周
囲
に
は
友
の
歌
人
打う
だ
み
つ
の
り

它
光
軌
、
参
禅
仲
間
那な

ば波
家
二
代
九

郎
左
衛
門
祐ゆ
う
は
く伯

（
義ぎ
ざ
ん山
）、
鳴
滝
移
転
後
に
は
「
習
静
堂
」
に
住
し
た
書
家
桑
原
空く
う
ど
う洞
も

お
り
、
義
山
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
九
月
二
日
、
独
照
、
月
潭
を
交
え
た
「
習
静
堂
」

の
披
露
に
お
き
、
乾
山
を
励
ま
し
独
照
に
和
し
て
七
言
絶
句
二
首
を
詠
じ
、
そ
れ
を

書
き
留
め
た
端
正
な
書
を
残
す
（『
義
山
艸そ
う
こ
う稿
』）。
が
、
何
よ
り
乾
山
の
書
の
理
解
者
は
二

條
綱つ
な
ひ
ら平
で
は
な
か
っ
た
か
。
和
歌
の
家
柄
、
書
へ
の
関
心
も
高
く
、
能
書
家
乾
山
の

書
を
い
ち
早
く
心
に
留
め
、
鳴
滝
開
窯
を
理
解
し
た
人
物
と
考
え
る
。

　

乾
山
の
書
の
師
は
不
明
で
あ
る
。
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
唐
様
で
は
張
即
之
を

心
得
た
人
物
に
師
事
ま
た
独
学
か
。
和
様
で
は
平
明
か
つ
温
和
な
運
筆
か
ら
御
家
流
、

古
筆
鑑
賞
の
影
響
下
、
実
用
、
速
記
、
独
特
の
風
格
を
も
つ
定
家
様
を
習
得
。
漢
画

的
主
題
の
や
き
も
の
に
は
一
字
ご
と
字
形
も
整
っ
た
張
即
之
風
、
日
本
的
主
題
に
お

い
て
は
定
家
様
の
書
を
施
す
な
ど
、
平
明
、
流
暢
、
の
び
や
か
な
線
は
や
き
も
の
に

も
合
致
。
呼
吸
、
書
と
し
て
墨
の
味
わ
い
を
失
す
る
こ
と
な
く
焼
成
し
た
工
人
の
技

術
も
す
ぐ
れ
る
。
江
戸
で
は
絵
画
活
動
を
始
め
る
が
、
四
〇
年
に
及
ぶ
陶
に
お
け
る

筆
の
重
み
、
そ
れ
は
紙
・
絹
に
お
い
て
も
乾
山
故
の
特
質
と
な
っ
て
趣
き
を
添
え
る
。

　

乾
山
の
書
の
贋
作
は
、
自
信
の
な
い
筆
の
運
び
に
現
れ
る
。
模
倣
故
の
慎
重
さ
、
動
き
の
鈍
さ
な
ど
、
当
然

な
が
ら
は
本
人
ほ
ど
の
自
信
は
な
く
、
運
筆
の
力
、
線
の
弱
さ
、
呼
吸
に
表
れ
る
。

―
書
と
装
丁
―
（
図
は
次
頁
）

　

鎌
倉
時
代
、
上
流
武
家
に
お
い
て
は
輸
入
品
、
宋
・
元
の
名
器
・
珍
器
を
飾
る
こ
と
が

流
行
し
た
。「
床
の
間
」
は
そ
れ
を
飾
る
卓
に
代
わ
り
造
ら
れ
た
「
押お

し
い
た板

」
に
由
来
す
る
が
、

壁
面
に
仏
画
を
懸
け
、
そ
の
前
に
香
炉
・
花
入
・
燭
台
の
三
具
足
を
飾
る
。
畳
の
現
れ
た

室
町
時
代
に
な
り
座
敷
面
よ
り
一
段
高
く
、
二
尺
（
約
六
〇
㌢
）
ほ
ど
奥
へ
設
え
る
こ
と
を

考
案
。「
上
段
床
」「
床
の
間
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
畳
床
・
板
床
の
別
も
工
夫
さ
れ
た
。

　

書
院
・
広
間
に
は
角
柱
・
塗
り
框か

ま
ち・

畳
を
敷
い
た
「
本ほ

ん
ど
こ床

」、
茶
の
湯
に
は
框か

ま
ちを

置
か

ず
畳
面
と
は
同
じ
高
さ
に
揃
え
る
「
踏ふ

み
こ
み
と
こ

込
床
」、
台だ

い
め
だ
た
み

目
畳
（
畳
の
長
さ
を
四
分
の
一
ほ
ど
切
り
取

っ
た
畳
）
に
合
わ
せ
た
「
台だ

い
め
ど
こ

目
床
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。

　

巻
物
・
帖
類
は
、
一
度
に
多
く
の
人
々
が
鑑
賞
す
る
に
は
不
都
合
で
あ
っ
た
。
掛
物
と

す
る
こ
と
を
創
案
す
る
が
、
中
国
で
は
晋
代
に
壁
画
か
ら
移
行
、
唐
代
に
な
り
今
日
へ
と

続
く
様
式
が
考
え
ら
れ
る
。
日
本
へ
は
鎌
倉
時
代
に
宋
代
の
表
具
技
法
が
伝
播
、
桃
山
時

代
に
現
在
の
表
具
形
式
が
成
立
し
た
と
伝
承
す
る
。

　

書
は
好
き
ず
き
で
あ
る
。「
古こ

ひ
つ筆
」
は
、
歌
合
せ
や
歌
集
、
朗
詠
集
な
ど
の
和
様
書
の

断
片
を
い
う
が
、
小
野
道み

ち
か
ぜ風

（
八
九
四
―
九
六
六
）・
藤
原
佐す

け
ま
さ理

（
九
四
四
―
九
八
）・
藤
原
行ゆ

き
な
り成

（
九
七
二
―
一
〇
二
七
）
ら
の
筆
跡
が
伝
え
ら
れ
る
。
桃
山
期
、
豊
臣
秀ひ

で
つ
ぐ次

（
一
五
六
八
―
九
五
）

時
代
に
書
の
鑑
定
家
と
し
て
古
筆
家
が
生
ま
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
集
成
、
手
本
と
し
て
ま

と
め
た
も
の
が
「
手て

か
が
み鑑
」
で
あ
る
。
書
の
見
本
と
も
な
り
、
紀
貫
之
の
高こ

う
や
ぎ
れ

野
切
、
道
風
の

本
阿
弥
切
、
佐
理
の
筋
切
、
行
成
の
関せ

き

戸ど
ぼ
ん本
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
古
今
集
・
万
葉
集
・

和
漢
朗
詠
集
、
歌
人
の
家
集
に
人
気
が
集
ま
り
、
江
戸
期
は
藤
原
定
家
の
全
盛
期
で
あ
っ

た
。
一
枚
ご
と
色
を
変
え
た
色
紙
を
用
い
て
巻
物
、
冊
子
も
作
成
さ
れ
た
が
、
後
世
、
そ

れ
ら
は
切
断
さ
れ
、
継
色
紙
、
升
色
紙
な
ど
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。「
懐か

い
し紙

」
は
、
懐

中
す
る
用
紙
、
そ
れ
に
詩
歌
を
認し

た
ため

た
も
の
で
あ
り
、
各
人
各
様
の
筆
致
に
特
徴
が
あ
る
。

歌
は
二
題
、
江
戸
時
代
に
は
書
法
も
定
ま
り
、
三
行
三
字
、
終
わ
り
の
三
字
は
万
葉
仮
名

に
決
め
ら
れ
た
。「
詠え

い
そ
う草
」
は
、
懐
紙
を
簡
素
化
、
書
式
に
厳
し
い
決
ま
り
は
な
く
、
用

紙
を
横
二
つ
折
り
に
し
折
目
を
下
に
し
た
も
の
を
横
詠
草
（
折
詠
草
）、
縦
に
折
り
折
目
を

左
に
し
た
も
の
を
縦
詠
草
と
称
す
る
が
、「
短た

ん
ざ
く冊

」
は
、
鎌
倉
後
期
に
始
ま
り
、
主
に
自

詠
の
歌
を
書
く
（
題
は
上
部
三
分
の
一
・
三
字
ま
で
一
行
、
そ
れ
以
上
は
二
行
。
歌
は
頭
部
を
揃
え
二
行
書

き
。
古
歌
は
下
の
句
を
一
字
下
げ
て
書
す
）。
懐
紙
を
縦
に
裂
い
て
用
い
た
こ
と
を
興
り
と
し
、
古

今
伝
授
の
切
紙
に
本
居
が
あ
る
と
も
伝
承
す
る
が
、
白
短
冊
は
無
地
、
装
飾
は
室
町
以
後

の
こ
と
と
さ
れ
る
。
短
冊
の
み
を
集
め
た
手
鑑
も
あ
る
。「
色
紙
」
も
室
町
以
後
の
こ
と

で
あ
る
が
、
様
式
は
今
日
へ
と
継
続
、
本
来
冊
子
本
で
あ
っ
た
も
の
が
切
ら
れ
、
継つ

ぎ

色
紙
、

寸す
ん
し
ょ
う
あ
ん

松
庵
色
紙
、
升ま

す

色
紙
な
ど
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。「
消
息
」
は
書
状
で
あ
る
。
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平
安
時
代

鎌
倉
時
代

室
町
時
代

―
書
の
表
現
と
料
紙
・
形
態
―

書
巻

消
息

古
筆

懐
紙

二
題

手
鑑

種
々
の
形
状

切
り
取
る

切
り
取
っ
た
形

折
る

詠
章

墨
蹟

短
冊

横縦

色
紙

色
紙

切
紙

継
色
紙

　

料
紙
の
装
飾
は
平
安
以
来
の

伝
統
が
あ
る
。
絵
所
絵
師
の
仕

事
で
あ
っ
た
が
、
染
紙
・
雲
母

刷
り
・
金
銀
泥
な
ど
や
ま
と
絵

を
基
本
と
し
て
、
絵
画
的
表
現
、

工
芸
的
手
法
に
よ
る
加
飾
法
が

考
え
ら
れ
た
。
扇
面
画
は
古
代

に
遡
る
が
、
檜ひ

お
う
ぎ扇
に
は
彩
絵
の

鶴
・
松
・
菖
蒲
な
ど
、
平
安
末

期
に
は
法
華
経
・
人
物
・
草
花

図
が
描
か
れ
て
お
り
、
南
北
朝

期
に
な
り
料
紙
装
飾
、
扇
制
作

は
土
佐
派
絵
師
代
々
の
仕
事
と

な
る
。
室
町
期
に
は
水
墨
画
家

の
画
讃
、
土
佐
派
に
よ
る
「
源

氏
花
鳥
色
々
」（
扇
面
模
写
巻
・
粉

本
）、
狩
野
派
に
も
正
信
を
は
じ

め
多
く
の
扇
面
画
が
伝
世
。
無

名
の
絵
師
・
工
房
に
よ
る
既
製

品
も
作
ら
れ
、
慶
長
中
頃
に
は

宗
達
に
よ
る
扇
絵
が
現
れ
る
。

　

扇
面
画
の
書
は
、
基
本
と
し

て
唐
様
は
上
部
、
和
歌
は
下
部

を
目
安
に
書
き
入
れ
る
。

　

三
十
六
歌
仙
な
ど
組
物
に
は

終
わ
り
の
一
枚
に
の
み
落
款
を

施
す
こ
と
が
約
束
で
あ
る
。

―
料
紙
装
飾
と
扇
面
―

料
紙
装
飾
と
扇
面

(8)



―
乾
山
の
手
跡
―

　

乾
山
の
書
に
は
唐
様
（
漢
字
）、 

和
様
（
仮
名
）
の
二
様
が
あ
る
。

　

唐
様
は
当
時
日
本
に
お
い
て
禅
家
・
文
化
人
ら
が
賞
翫
、
影
響
を
受

け
た
と
す
る
宋
代
士
大
夫
張ち
ょ
う
そ
く
し

即
之
。
父
宗
謙
か
ら
譲
ら
れ
た
元
代
禅
僧

月
江
正し
ょ
う
い
ん

印
の
墨
蹟
。
黄
檗
禅
を
伝
え
た
隠
元
隆り

ゅ
う
き琦

ら
明
代
唐
様
の
書
や

書
風
の
流
行
が
身
辺
に
あ
っ
た
。
鎌
倉
期
に
は
唐
代
風
、
室
町
期
に
は

宋
代
・
明
代
風
が
盛
行
す
る
が
、
和
様
は
そ
の
影
響
下
、
世
尊
寺
流
・

法
性
寺
流
・
持
明
院
流
な
ど
家
流
か
ら
青
蓮
院
流
へ
と
移
行
す
る
。

　

和
様
は
鎌
倉
期
歌
人
の
書
が
中
心
で
あ
っ
た
。
新
た
な
和
歌
観
が
呈

示
さ
れ
、
書
も
実
用
、
速
記
、
そ
こ
に
美
を
認
識
、
特
性
を
意
識
し
た
が
、

藤
原
定
家
は
字
形
・
用
筆
法
に
お
い
て
も
独
自
の
書
格
を
確
立
。
和
歌

の
復
興
す
る
な
か
、
江
戸
期
に
は
古
筆
鑑
賞
が
盛
行
、
茶
人
・
文
化
人

ら
は
定
家
様
の
絶
大
な
る
影
響
を
受
け
て
ゆ
く
。

　

乾
山
の
書
に
は
、
張
即
之
、
定
家
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に

祖
父
宗
柏
以
来
、
尾
形
家
伝
統
の
光
悦
流
書
法
で
あ
る
が
、
宗
謙
宛
に

は
光
悦
流
書
家
小
島
宗
真
の
消
息
・
巻
物
六
巻
が
伝
わ
る
（「
小
西
家
文

書
」）。
書
家
と
し
て
宗
真
・
宗
謙
・
宗
鑑
（
乾
山
長
兄
藤
三
郎
）
の
名
は

刊
本
に
も
見
出
せ
る
が
（『
本
朝
古
今
新
増
書
畫
便
覧
』）、
乾
山
の
書
の
師

は
不
明
で
あ
る
。
が
、
宗
真
は
光
悦
を
学
び
後
張
即
之
を
好
む
と
あ
り

（『
書
畫
便
覧
』）、
乾
山
も
初
期
に
お
い
て
は
宗
真
に
師
事
、
や
が
て
天
下

に
流
行
し
た
御
家
流
の
書
法
を
修
め
た
も
の
と
推
測
す
る
。

『
義
山
艸
稿
』
那
波
義
山
著

　

那
波
義
山（
一
六
三
三
―
九
七
）

は
京み

や
こ都
の
金
融
業
那
波
家
二
代

九
郎
左
衛
門
祐
伯
、「
義
山
」

は
独
照
禅
師
か
ら
受
理
し
た
道

号
で
あ
る
。『
義
山
艸
稿
』（
貞

享
元
年
か
ら
元
禄
一
〇
年
迄
の
義

山
雑
記
録
）
を
著
し
、
元
禄
三

年
九
月
二
日
「
習
静
堂
」
に
お

け
る
独
照
・
月
潭
・
義
山
ら
の

集
い
を
記
録
、
自
詠
の
七
言
絶

句
二
首
を
記
す
。

一
、
唐
様
：
漢
字
（
張
即
之
・
月
江
正
印
・
隠
元
隆
琦
）

二
、
和
様
：
仮
名
（
藤
原
定
家
・
本
阿
弥
光
悦
・
小
島
宗
真
）

張
即
之　

宋
代

隠
元
隆
琦　

明
代

藤
原
定
家　

小
倉
色
紙

本
阿
弥
光
悦　

和
歌
巻

小
島
宗
真　

和
歌
巻

月
江
正
印　

元
代

七
言
の
韻
文
「
無
夢
偈
」
で
あ

る
。
元
代
禅
僧
月
江
正
印
が
、

渡
元
し
た
日
本
か
ら
の
禅
僧

一い
っ
せ
い清

に
与
え
た
偈
と
さ
れ
る
。

明
代
書
と
し
て
通
行
し
た
隠
元
の

書
で
あ
る
。
線
の
太
い
ど
っ
し
り

と
し
た
当
時
の
唐
様
書
で
あ
る
。

唐
様
の
影
響
下
、
法
性
寺
流
、
世
尊
寺

流
な
ど
の
家
流
か
ら
、
鎌
倉
期
は
歌
人

の
書
が
中
心
と
な
る
。
俊
成
・
定
家
な

ど
実
用
、
速
記
、
そ
こ
に
美
を
認
識
、

定
家
様
は
独
特
の
風
体
が
賞
翫
さ
れ
た
。

光
悦
書
に
は
下
絵
料
紙
に
和
歌
、

漢
詩
を
書
し
た
巻
物
、
色
紙
・

短
冊
が
あ
る
。
漢
字
と
仮
名
の

調
和
、
文
字
間
の
ゆ
と
り
、
線

の
肥
痩
、
文
字
の
大
小
に
特
色

が
あ
る
。

南
宋
代
士
大
夫
・
書
家
。
楷
書
に
す
ぐ
れ
、

内
に
力
を
蔵
す
る
歯
切
れ
の
よ
い
書
体
を

残
す
。
日
本
で
は
僧
侶
、
文
化
人
に
賞
翫

さ
れ
た
書
で
あ
る
。

尾
形
宗
謙
宛
借
用
証
の
一
つ
に
、
宗

真
筆
草
字
絹
地
手
本
一
巻
を
、
小
判

一
両
の
借
用
質
物
と
し
て
叶
大
和
・

長
七
か
ら
受
け
取
っ
た
文
書
が
残
る

（「
小
西
家
文
書
」）。
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―
花
押
（「
小
西
家
文
書
」）
―

宗
謙
（
宗
謙
・
花
押
・
印
宗
謙
）

藤
三
郎
（
藤
三
郎
・
花
押
・
印
不
明
）

市
丞
（
惟
富
・
花
押
・
印
惟
富
）

権
平
（
惟
允
・
花
押
・
印
権
平
か
）

三
、
尾
形
家
の
書
―
「
小
西
家
文
書
」
―

（
二
）
父
宗
謙
　
市
丞
宛
「
譲
状
之
事
」

（
三
）
長
兄
藤
三
郎
（
宗
鑑
）「
一
札
之
事
」

（
四
）
次
兄
市
丞
（
光
琳
）
内
蔵
助
宛
「
一
札
」

（
一
）
祖
父
宗
柏
（
光
悦
流
『
光
悦
四
墨
』
の
一
人
）

　

尾
形
家
の
書
は
光
悦
流
で
あ
っ
た
。

　

祖
父
宗
柏
の
書
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
小
西
家
に

は
父
宗
謙
・
長
兄
藤
三
郎
・
次
兄
光
琳
の
書
状
・
証
書
・

覚
書
・
書
巻
が
伝
世
、
光
悦
流
の
書
の
踏
襲
が
認
め

ら
れ
る
。
各
々
独
特
の
筆
圧
に
よ
る
線
の
肥
痩
、
連

綿
体
、
墨
の
濃
淡
な
ど
に
特
徴
が
あ
り
、
三
者
と
も

に
装
飾
性
の
強
い
書
で
あ
る
。
乾
山
の
書
に
は
加
え

て
当
時
禅
家
・
文
人
・
数
寄
者
に
好
ま
れ
た
張
即
之
・

定
家
様
、
古
典
の
風
趣
な
ど
を
確
認
。
尾
形
家
で
も

一
味
異
な
る
趣
き
を
呈
し
、
均
斉
美
、
明
快
な
点
画

は
那
波
義
山
（
前
頁
）
の
書
に
も
相
通
す
る
。
と
も
に

独
照
禅
師
門
下
、
書
が
文
化
人
の
教
養
と
自
覚
し
て

い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

光
悦
流
は
光
悦
の
没
後
、
書
法
規
範
の
手
本
と
な

る（『
本
朝
名
公
墨
宝
』正
保
二
年
刊・一
六
四
五
）。
が
、『
新

撰
古
筆
手
鑑
』（
元
禄
八
年
・
一
六
九
五
刊
）
に
は
な
く
、

江
戸
中
期
頃
か
ら
次
第
に
人
気
を
失
う
と
さ
れ
る
。

　

花
押
は
書
判
。
唐
代
初
期
に
始
ま
り
、
日
本
で
は

奈
良
時
代
末
期
か
ら
、
平
安
期
に
は
花
の
よ
う
に
自

署
す
る
意
か
ら
「
花
押
」
の
名
称
が
生
じ
た
と
い
う
。

書
の
隆
盛
に
伴
っ
て
公
家
・
武
家
・
僧
侶
が
活
用
、

や
が
て
学
者
・
書
家
・
絵
師
・
連
歌
師
な
ど
庶
民
間

へ
と
普
及
す
る
が
、
江
戸
期
に
は
洪
武
帝
（
太
祖
）
の

用
い
た
明
朝
体
が
主
流
と
な
り
、
家
康
の
花
押
を
規

範
と
し
て
徳
川
一
族
・
家
臣
・
公
家
・
僧
侶
、
町
人

間
に
流
行
す
る
。
天
地
・
上
下
に
二
本
の
線
を
引
き

「
天
平
地
平
」
の
意
と
す
る
が
、
安
定
感
の
あ
る
形
状

は
武
家
様
体
と
称
さ
れ
る
な
ど
、
尾
形
家
に
は
和
算

学
者
中
根
元
圭
の
出
入
り
が
あ
り
、
姓
ま
た
名
か
ら

原
字
を
選
択
。
自
ら
の
生
年
・
干
支
・
陰
陽
五
行
説

の
理
念
を
合
わ
せ
、
専
門
家
に
よ
る
知
識
を
借
り
る

な
ど
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。

「
光
悦
四
墨
」
は
、
延
寶
三
年
（
一
六
七
五
）
刊

行
さ
れ
た
書
の
手
本
で
あ
る
。
本
阿
弥
光
悦
・

尾
片
宗
伯
（
尾
形
宗
柏
）・
秋
葉
工
庵
（
秋
場
貢

庵
）・
角
倉
与
市
（
素
庵
）
ら
四
人
の
筆
跡
を
掲

載
。
光
悦
流
名
手
を
証
す
る
一
例
で
あ
る
。

宗
謙　

和
歌
集
写

市
丞　

寿
市
郎
宛
「
遺
書
之
事
」

藤
三
郎　

尾マ
マ

三
左
衛
門
宛
書
状

光
琳
宛
書
状
・
同

覚
（
深
省
・
花
押
）
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四
、
乾
山
の
書

　

乾
山
の
書
に
は
明
快
、
端
正
な
美
し
さ
が
あ
る
。

　

書
家
の
書
で
は
な
く
、
書
く
こ
と
が
好
き
、
書
に

自
信
を
も
っ
て
い
た
人
の
手
跡
で
あ
る
。

　

工
芸
に
書
を
用
い
る
こ
と
は
光
悦
に
続
く
道
で
あ

っ
た
が
、
人
為
の
及
ば
ぬ
火
焰
に
任
せ
、
ざ
ら
つ
く

土
上
、
描
き
出
さ
れ
た
書
・
画
、
色
彩
、
籠
る
気
魄

は
単
な
る
装
飾
の
域
を
超
え
る
。
紙
・
絹
同
様
、
色

紙
・
短
冊
に
擬
え
た
形
態
を
考
案
。
本
格
的
な
絵
画
・

和
歌
・
漢
詩
を
施
す
が
、
乾
山
独
自
の
構
想
は
、
書

に
自
信
の
あ
っ
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。「
小
西
家
文
書
」

に
は
乾
山
の
手
跡
、
筆
年
の
明
確
な
も
の
が
残
る
。

書
風
と
表
現
、
運
筆
・
字
形
・
筆
癖
の
特
色
な
ど
、

漢
字
、
仮
名
と
も
筆
法
は
方
形
に
纏
め
る
特
徴
を
確

認
す
る
が
、
潜
む
気
骨
は
、
現
存
す
る
書
・
画
作
品

の
比
較
に
お
け
る
手
懸
か
り
と
な
る
。

　

や
き
も
の
に
比
し
、
紙
上
の
模
倣
は
容
易
で
あ
る
。

乾
山
の
書
・
画
を
真
似
る
、
手
本
と
す
る
な
ど
、
結

果
と
し
て
、
模
倣
者
独
特
の
運
筆
が
現
れ
る
が
、
慎

重
な
こ
と
・
形
式
へ
の
拘こ
だ
わり
・
筆
勢
の
失
せ
る
こ
と

な
ど
、
そ
の
特
徴
が
表
出
す
る
。
乾
山
で
は
な
い
以

上
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
時
代
と
と
も
に
実
作

品
に
紛
れ
て
し
ま
う
。
が
、
模
倣
・
贋
作
に
は
必
ず

不
自
然
な
足
跡
が
残
る
。
一
般
に
筆
の
と
り
よ
う
、

筆
づ
か
い
、
紙
あ
た
り
の
三
点
を
重
ん
ず
る
が
、
以

下
乾
山
の
書
・
画
と
さ
れ
る
作
品
を
三
種
に
分
別
。

　

一
、
筆
年
・
年
齢
・
書
法
な
ど
に
よ
る
乾
山
手
跡

　

二
、
筆
年
の
あ
る
も
の

　

三
、
筆
年
の
な
い
も
の

乾
山
の
真
筆
は
少
な
く
、
そ
の
確
認
も
あ
り
自
ら
の

手
跡
、
花
押
・
印
章
は
一
一
二
―
三
頁
に
提
示
し
た
。

「
一
札
の
事
」（
貞
享
四
年
）

柿
本
人
麿
和
歌
（
年
代
不
明
）

（
乾
山
書
・
光
琳
画
合
作
）

崇
保
院
宮
追
善
和
歌
（
元
文
五
年
）

「
過
凹
凸
窠
記
」（
元
禄
五
年
）

光
琳
宛
書
状
（
推
定
元
禄
九
年
頃
）

（
一
）
漢
字

（
二
）
仮
名

光
琳
覚
書
帖
（
推
定
正
徳
三
年
頃
）

―
年
紀
銘
の
あ
る
手
跡
―

―
「
小
西
家
文
書
」
―

尾形乾山の書画(11)



（
印
）
尚
古
斎

　
　

過
凹
凸
窠
記　

今
茲
壬
申
首
夏
歩
自
雙
岡
之
艸
堂

将
遊
洛
東
矣
四
明
之
南
鴨
川
之
東

到
干
一
林
叢
號
一
乗
寺
藪
里
而
八

大
天
王
穏
坐口
地
也
石
華
表
之
傍
松
樹

森
々
古
怪
可
観
居
民
號
曰
下
松
矣
行
東

二
百
歩
許
而
入
柴
扃
中
山
深
人
稀
茂

林
脩
竹
相
接
三
径
是
則
東
溪
石
先
生

之
所
棲
遅
也
先
生
既
没
其
跡
猶
依
舊

焉
先
生
初
仕

東
照
大
神
君
少
有
隱
淪
志
後
遊
於
列
國

或
居
於
京
師
寛
永
十
八
年
辛
巳
先
生
歳

五
十
餘
遂
求
此
地
以
為
退
休
之
匆
株
茅

縛
屋
経
營
詩
僊
堂
畫
漢
晉
唐
宋
之

詩
人
三
十
六
輩
像
自
書
其
詩
以
掲
四

壁
是
我
邦
擇
詩
僊
之
濫
觴
也
堂
之
上
頭

架
三
重
小
樓
顔
曰
嘯
月
樓
四
面
空
闊

森
羅
萬
象
唯
在
一
望
之
中
堂
之
東
有

（
印
）
尚
古
斎

　
　

過＊
お
う
と
つ
か
に
よ
ぎ
る
の
き

凹
凸
窠
記　
　
　

　

今き
ん
じ茲

、
壬＊

じ
ん
し
ん

申
の
首し

ゅ
か夏

、
双な

ら
び
が
お
か

岡 

の
草そ

う
ど
う堂

よ
り
歩あ

る

い
て
、

ま
さ
に
洛ら
く
と
う東
に
遊あ
そ

ば
ん
と
す
。

　

四し
め
い明

の
南み

な
み、

鴨か
も
が
わ川

の
東ひ

が
し、

一い
ち
り
ん
そ
う

林
叢
に
到い

た

れ
り
。
一い

ち
じ
ょ
う
じ

乗
寺 

藪や
ぶ
の
さ
と

里
と
号ご

う

し
て
、
八は

ち

大だ
い
て
ん天

王の
う

穏お
ん
ざ坐

の
地ち

な
り
。
石せ

っ
か
ひ
ょ
う

華
表
の

傍か
ら
はら

、
松し

ょ
う
じ
ゅ

樹 

森し
ん
し
ん々

と
し
て
古こ

か
い怪

み
る
べ
し
。
居き

ょ
み
ん民

号
し

て
下さ
が
り
ま
つ

松
と
い
え
り
。
東
に
行
く
こ
と
二
百
歩ぽ

ば
か
り
に
し

て
柴し

ば

の
扃し

ょ
う
ち
ゅ
う

中
に
入い

る
。
山や

ま
ふ
か深

く
人ひ

と
ま
れ稀

に
し
て
、
茂も

り
ん林

の

修し
ゅ
う
ち
く

竹
、
三＊

さ
ん
け
い

径
に
相あ

い

接せ
っ

し
た
り
。
是こ

れ
則す

な
はち

東と
う
け
い
せ
き

溪
石
先せ

ん

生せ
い

の

棲せ
い
ち遅
す
る
所と
こ
ろな
り
。
先
生
既す
で

に
没ぼ
っ

し
て
、
其そ

の
跡あ
と

な
お
旧も
と

に
依よ

れ
り
。

　

先
生
は
じ
め
、

東と
う
し
ょ
う
だ
い
し
ん
く
ん

照
大
神
君
に
仕つ

か

え
し
も
、
少わ

か

く
し
て
隠い

ん
り
ん淪

の
志こ

こ
ろ
ざ
し

有
り

き
。
の
ち
列れ
っ
こ
く国
に
遊
び
、
或あ
る

い
は
京け
い
し師
に
居お

れ
り
。
寛か
ん

永え
い

十
八
年
辛し

ん
し（
か
の
と
み
）

巳
、
先
生
歳と

し

五
十
餘よ

に
し
て
遂つ

い

に
こ
の
地
を
求も

と

め
、
以よ

っ
て
退た
い
き
ゅ
う
休
の
処と
こ
ろと
為な

し
、
株し
ゅ
ぼ
う
ば
く
お
く

茅
縛
屋
、
詩し

僊せ
ん

堂ど
う

を

経け
い
え
い営

せ
り
。　

　

漢か
ん
し
ん
と
う
そ
う

晉
唐
宋
の
詩し
じ
ん人
三
十
六
輩は
い

の
像ぞ
う

を
画え
が

き
、
自み
ず
から
其そ

の

詩し

を
書か

き
、
以も

っ
て
四し

へ
き壁

に
掲か

か

げ
た
り
。
是こ

れ
我わ

が
く
に邦

の
詩

僊
を
撰え
ら

ぶ
の
濫ら
ん
し
ょ
う
觴
な
り
。

　

堂ど
う

の
上じ

ょ
う
と
う

頭
に
三さ

ん
じ
ゅ
う

重
の
小し

ょ
う
ろ
う

楼
を
架か

し
、
顔＊

が
んし

て
嘯し

ょ
う
げ
つ
ろ
う

月
樓
と

い
う
。
四し
め
ん
く
う
か
つ

面
空
闊
に
し
て
、
森し

ん
ら羅

萬ば
ん
し
ょ
う

象
、
唯た

だ
一い

ち
ぼ
う望

の
中う

ち

に
在あ

り
。

一
、
乾
山
の
手
跡

乾
山
三
〇
歳

【
読
み
下
し
】

＊「
過
凹
凸
窠
記
」
は
小
林
太

市
郎
『
光
琳
と
乾
山
』
に
先

例
が
あ
る
。

　

同
記
は
乾
山
の
詩
仙
堂
遊

記
・
由
来
記
で
あ
る
が
、「
記
」

は
文
章
の
一
体
で
あ
り
、
筋

道
を
立
て
事
実
を
述
べ
、
一

般
に
は
そ
の
由
来
を
記
し
後

世
に
残
す
も
の
と
さ
れ
る
。

作
者
は
感
慨
を
込
め
記
念
文

と
す
る
こ
と
が
多
く
、
林
羅

山
の
「
詩
仙
堂
記
」、
乾
山
習

静
堂
に
関
し
て
は
月
潭
禅
師

の
「
習
静
堂
記
」、
中
国
に
は

「
独
楽
園
記
」（
司
馬
光
）「
岳

陽
樓
記
」（
范
希
文
）「
蘭
亭
記
」

（
王
羲
之
）
な
ど
が
あ
る
。

　

文
人
と
し
て
教
養
を
積
む

乾
山
は
、
和
漢
の
学
問
、
先

人
の
「
記
」
を
参
考
に
、『
圓

機
活
法
』『
詩
學
大
成
』
を
傍

ら
に
お
き
「
過
凹
凸
窠
記
」

を
纏
め
た
も
の
と
考
え
る
。

乾
山
の
詩
文
制
作
を
伝
え
る

一
作
で
あ
る
。

＊「
壬
申
」
は
み
ず
の
え
さ

る
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）。

＊「
三
径
」
は
庭
園
の
三
つ
の

小
径
、
門
・
裏
口
・
井
戸
に

通
づ
る
小
道
。

＊「
顔
」
は
表
れ
る
、
額
し
て

の
意
か
ら
額
を
掛
け
る
こ
と

も
い
う
。

「
過
凹
凸
窠
記
」（
元
禄
壬
申
・
五
年
・
一
六
九
二
）
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一
室
初
曰
猟
芸
巣
博
窺
諸
子
百
家
之

書
後
改
曰
至
樂
巣
檻
外
有
巌
瀑
跡

洗
蒙
瀑
是
也
瀑
之
下
流
有
流
葉
汜陌

前
庭
有
百
花
塢
過
塢
到
小
有
洞
堂

外
之
小
關
曰
老
梅
關
有
梅
両
三
株
想

玉
蕋
破
臘
則
依
佃希
乎
孤
山
之
看
彷

彿
乎
羅
浮
之
夢
耳
堂
後
庖
厨
之

側
有
老
僕
樵
童
昕一
居
名
躍
渕
軒
然

今
不
詳
其
匆
厨
之
東
有
井
曰
膏
肓

泉
其
清
澄
宜
沁
詩
脾
而
煮
芳
茗
矣

春
則
有
満
蹊
白
櫻
前
村
犁
雨
夏
則

有
岩
牆
瀑
泉
穐
則
有
砌
池
印
月

溪
邊
紅
葉
冬
則
有
四
山
高
雪
晨
眺

台
嶠
閑
雲
夕
望
洛
陽
晩
烟
登
高
則

鴨
川
長
流
難
波
城
樓
屯
眸
子
裏
園

外
松
壱巴
調
奏
雅
樂
隣
曲
叢
祠
鎮

護
幽
棲
即
是
凹
凸
窠
十
境
或
為
十
二

景
矣
凹
凸
之
字
考
字
書
畫
記
云
張

　

堂
の
東
に
一い

っ
し
つ室

有
り
。
は
じ
め
猟り

ょ
う
げ
い
そ
う

芸
巣
と
い
い
て
、
博ひ

ろ

く
諸し

ょ
し
ひ
ゃ
っ
か

子
百
家
の
書し

ょ

を
窺う

か
がう

。
の
ち
に
改あ

ら
ため

て
至し

ら
く
そ
う

樂
巣
と
い

え
り
。
檻ら
ん
が
い外

に
巌が

ん
ば
く瀑

の
跡あ

と

有あ

り
。
洗せ

ん
も
う
ば
く

蒙
瀑
是こ

れ
な
り
。
瀑た

き

の
下か

り
ゅ
う流

に
流り

ゅ
う
よ
う
は
く

葉
汜陌
有
り
。
前ぜ

ん
て
い庭

に
百ひ

ゃ
っ
か花

の
塢う

有
り
。
塢う

を

過す

ぐ
れ
ば
小し
ょ
う
ゆ
う
ど
う

有
洞
に
到い
た

る
。

　

堂ど
う
が
い外

の
小し

ょ
う
か
ん

関
を
老ろ

う
ば
い
か
ん

梅
関
と
い
う
。
梅う

め　

両＊
り
ょ
う
さ
ん
し
ゅ

三
株
有
り
。

玉ぎ
ょ
く
ず
い
蕋
の
破は
ろ
う臘
を
想お
も

い
て
、
則す
な
はち
孤こ
ざ
ん山
の
看な
が
めを
依＊
い

佃き希
し
、
羅＊
ら

浮ふ

之の

夢ゆ
め

を
彷ほ
う
ふ
つ彿
す
る
の
み
。

　

堂ど
う
ご後

の
庖ほ

う
ち
ょ
う

厨
の
側そ

ば

に
老ろ

う
ぼ
く僕

樵し
ょ
う
ど
う

童
の
居き

ょ
し
ょ所

有
り
。
躍や

く
え
ん渕

軒け
ん

と
名な

づ
く
。
然し
か

れ
ど
も
今い
ま

其そ

の
処と
こ
ろ

 

詳つ
ま
び
らか
な
ら
ず
。
厨
く
り
や

の
東
に
井せ

い

有
り
。
膏こ

う

肓こ
う
せ
ん泉

と
い
う
。
其そ

の
清せ

い
ち
ょ
う

澄 

宜よ
ろ

し
く

詩し

ひ脾
に
沁し
ん

し
て
芳ほ
う
め
い茗
を
煮に

る
べ
し
。

　

春は
る

は
則す

な
はち

満ま
ん
け
い蹊

の
白は

く
お
う桜

、
前ぜ

ん
そ
ん村

の
犁れ

い
う雨

有あ

り
。
夏な

つ

は
則

ち
岩が
ん
し
ょ
う

牆
の
瀑ば

く
せ
ん泉

有
り
。
秋あ

き

は
則
ち
砌せ

い
ち池

の
印い

ん
げ
つ月

、
溪け

い

辺へ
ん

の

紅も
み
じ葉
有
り
。
冬ふ
ゆ

は
則
ち
四し
ざ
ん山
の
高こ
う
せ
つ雪
有
り
。　

　

晨あ
し
た（
あ
さ
）

 

に
は
台だ

い
き
ょ
う

嶠
の
閑か

ん
う
ん雲

を
眺な

が

め
、
夕ゆ

う
べに

は
洛ら

く
よ
う陽

の
晩ば

ん

烟え
ん

を
望の
ぞ

む
。
高た
か

き
に
登の
ぼ

れ
ば
則
ち
鴨か
も
が
わ川
の
長ち
ょ
う
り
ゅ
う

流
、
難な
に
は波
の
城
じ
ょ
う

樓ろ
う

は
眸ぼ

う
し子

の
裏う

ち

に
屯と

ん

す
。
園え

ん
が
い外

の
松し

ょ
う
せ
い

声
は
雅が

が
く楽

を
調

ち
ょ
う
そ
う奏

し
、
隣り
ん
き
ょ
く
曲
の
叢＊
ほ
こ
ら祠
は
幽ゆ
う
せ
い棲
を
鎮ち
ん
ご護
せ
り
。
即
ち
是こ

れ
凹お
う
と
つ凸

窠か

十じ
ゅ
っ
き
ょ
う

境
に
し
て
十じ

ゅ
う
に
け
い

二
景
と
為な

せ
り
。　

　

凹
凸
の
字じ

は
字じ
し
ょ書
を
考か
ん
がえ
る
に
、
画が

き記
に
云い

え
り
。

「
詩
仙
堂
図
」『
京
名
所
図
絵
』

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
刊

＊「
両
三
株
」
は
二
、三
本
の

樹
木
。

＊「
依
佃希
」
は
彷
彿
、
感
動
し

た
さ
ま
。

＊「
羅
浮
之
夢
」
は
李
元
珪

（
元
）
の
七
言
絶
句
に
あ
る
。

　

美
人
不
作
羅
浮
夢

　

獨
倚
梅
花
看
月
明

＊「
叢
祠
」
は
草
む
ら
の
中
に

あ
る
ほ
こ
ら
。

林
羅
山
「
詩
仙
堂
記
」
部
分

寛
永
二
〇
年

尾形乾山の書画(13)



張
即
之
「
広
総
幹
李
公
基
誌

銘
」
部
分

僧
繇
畫
一
乗
寺
壁
望
如
凹
凸
近
視

則
平
名
曰
凹
凸
花
俗
呼
一
乗
寺
為
凹

凸
寺
蓋
此
境
有
一
乗
寺
舊
號
依
之
名

凹
凸
窠
先
生
本
諱
凹
猶
先
生
遺
稿

覆
醤
集
之
序
講
習
堂
昌
三
載
之
其

餘
清
景
佳
趣
不
可
枚
挙
先
生
平
生

昕一
愛
有
六
物
曰
竹
如
意
曰
椶
毛
拂
曰

　

天
造

几
曰
木
崑
崙
曰
沙
銕
瓶
曰
眉
公
琴
悉

是
幽
居
玩
具
而
文
場
奇
品
也
先
生
自

作
之
銘
林
氏
之
兄
弟
共
有
歌
謡
而
賞

之
詩
僊
堂
記
詩
僊
傳
叙
十
境
十
二
景

詩
六
物
歌
謡
各
其
真
蹟
三
巻
今
猶
存
矣

先
生
之
詩
専
傚
唐
詩
軆
有
雅
古
之
風
其

徳
上
達　

天
子
下
逮
異
域
花
晨
月
夕

常
興
文
賓
詩
客
相
交
會
々
則
無
不
催

雅
興
矣
厭
濁
冨
而
樂
清
貧
一
生
無
妻
無

子
謝
世
之
後
平
岩
某
相
継
退
居
干
六
々

山
中
未
幾
而
逝
今
主
安
宅
徴
士
者
三
好

長
慶
之
弟
實
休
之
曾
孫
也
雖
久
居
民

間
匿
姓
名
而
其
氣
㷔
可
摩
星
斗
實
稀

世
之
英
雄
也
然
因
無
栄
利
紛
華
之
意

布
裘
破
弊
木
屐
履
地
獨
居
而
自
炊
矣

張ち
ょ
う
そ
う
よ
う

僧
繇
の
画え

が

け
る
一い

ち
じ
ょ
う
じ

乗
寺
の
壁か

べ

は
望の

ぞ

め
ば
凹お

う
と
つ凸

の
如ご

と

し
。

　

近ち
か

く
み
れ
ば
則す

な
はち

平た
い
らな

り
。
名な

づ
け
て
凹お

う
と
つ
か

凸
花
と
い

い
、
俗ぞ
く

に
一い
ち
じ
ょ
う
じ

乗
寺
を
呼よ

ん
で
凹お
う
と
つ
じ

凸
寺
と
為な

す
。
蓋け
だ

し
此こ

の

境き
ょ
うに

一
乗
寺
の
旧き

ゅ
う
ご
う

号 

有あ

り
。
依よ

っ
て
こ
れ
に
凹お

う
と
つ凸

窠か

と

名な

づ
く
。
先せ

ん
せ
い生

は
も
と
諱い

み
なは

凹お
う

な
り
。
猶＊

な
お先

生
の
遺い

こ
う稿

、

覆ふ
し
ょ
う
し
ゅ
う

醤
集
の
序じ

ょ

に
講こ

う
し
ゅ
う
ど
う
し
ょ
う
さ
ん

習
堂
昌
三
が
こ
れ
を
載の

す
る
ご
と
し
。

其そ

の
餘よ

の
清せ

い
け
い景

佳か
し
ゅ趣

は
枚ま

い
き
ょ挙

す
べ
か
ら
ず
。

　

先
生
が
平へ
い
せ
い生

愛あ
い

す
る
所と

こ
ろの

六ろ
く
ぶ
つ物

有あ

り
。

　

い
わ
く
竹ち
く
に
ょ
い

如
意
、
い
わ
く
椶そ

う
も
う
ふ
つ

毛
拂
、
い
わ
く
天て

ん
ぞ
う
き

造
几
、

　

い
わ
く
木も
く
こ
ん
ろ
ん

崑
崙
、
い
わ
く
沙さ

て
つ
へ
い

銕
瓶
、
い
わ
く
眉び

こ
う
き
ん

公
琴
、

悉こ
と
ご
とく
是こ

れ
幽ゆ
う
き
ょ居
の
玩が
ん

具ぐ

に
て
、
文ぶ
ん
じ
ょ
う
場
の
奇き
ひ
ん品
な
り
。
先
生

自み
ず
から

こ
れ
の
銘め

い

を
作つ

く

り
、
林は

や
し
し氏

の
兄き

ょ
う
だ
い

弟
も
共と

も

に
歌か

よ
う謡

有あ

り

て
、
こ
れ
を
賞し
ょ
うせ
り
。

　

詩し

僊せ
ん
ど
う堂

記き

と
詩し

僊せ
ん
で
ん伝

、
叙じ

ょ

十
境き

ょ
う十

二
景け

い

詩し

、
六
物
の
歌

謡
、
各か
く

其そ

の
真し
ん
せ
き蹟
三
巻か
ん

、
今い
ま

な
お
存そ
ん

せ
り
。

　

先
生
の
詩
は
専も
っ
ぱら

唐と
う
し詩

の
躰て

い

を
倣な

ら

い
て
雅が

こ古
の
風ふ

う

有

り
。
其そ

の
徳と

く

は
天て

ん
し子

に
達た

っ

し
、
下し

た

は
異い

い
き域

に
逮お

よ

べ
り
。
花は

な

の
晨あ
し
た、
月つ
き

の
夕ゆ
う

べ
に
、
常つ
ね

に
文ぶ
ん
ひ
ん賓
詩し
か
く客
と
相あ
い

交こ
う
か
い会
せ
り
。

会か
い

す
れ
ば
則す

な
はち

雅が
き
ょ
う興

を
催も

よ
うさ

ざ
る
無な

し
。
濁だ

く
ふ冨

を
厭い

と

い
て

清せ
い
ひ
ん貧
を
楽た
の

し
め
り
。
一い
っ
し
ょ
う
生  

妻つ
ま

無
く
子こ

無
し
。

　

謝し
ゃ
せ
い世

の
後の

ち

は
、
平ひ

ら
い
わ岩

某な
に
が
し

　

相あ
い

継つ

い
で
六ろ

く
ろ
く
さ
ん
ち
ゅ
う

々
山
中
に
退た

い
き
ょ居

せ
し
が
、
未い
ま

だ
幾い
く

ば
く
も
な
く
し
て
逝ゆ

け
り
。

　

今
の
主し
ゅ

安あ
た
か宅

徴ち
ょ
う
し士

は
、
三み

よ
し
ち
ょ
う
け
い

好
長
慶
の
弟お

と
う
と

　

 

実じ
っ
き
ゅ
う

休
の
曾そ

う

孫そ
ん

な
り
。

　

張
即
之
（
一
一
八
六
―

一
二
六
三
）
は
南
宋
期
の
士
大

夫
・
書
家
。
形
式
化
し
た
唐

代
の
風
潮
を
離
れ
、
明
快
な

筆
の
動
き
と
意
気
、
均
斉
美

に
特
色
を
み
せ
る
。
日
本
で

は
桃
山
期
茶
の
湯
の
流
行
に

伴
い
茶
人
・
禅
僧
・
文
化
人

に
賞
翫
さ
れ
た
。

＊「
猶
」は
な
お
何
々
の
如
し
。

「
猷
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
猷

に
は
「
は
か
り
ご
と
」
の
意

が
あ
る

＊「
気
焔
は
星
斗
を
摩
す
べ

し
」
は
、『
圓
機
活
法
』（「
人

品
門
・
武
士
」）
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　

氣き
え
ん
せ
い
と
を
ま
し

㷔
摩
星
斗

　

威い
り
ょ
う
り
ょ
て
い
を
ふ
る
わ
す

稜
震
虜
庭
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語
余
曰
我
無
毫
末
之
求
唯
要
此
幽
居
不

頽
摧
而
先
生
祭
祀
不
永
絶
而
已
堂
之

壁
掲
先
生
像
乃
探
幽
斎
昕一
畫
而
讃
詞

則
先
生
自
書
之
形
容
厳
恪
如
在
又
巽
隅

有
祠
堂
扁
曰
頑
仙
祠
謁
是
祠
者
不
能

無
懐
古
之
情
余
以
手
加
額
稽
首
訖
返

堂
上
茗
譚
巳
熟
則
日
影
下
舂
悵
然

臨
別
以
期
再
遊
耳

　
　

餘
情
不
盡
賦
一
絶
謝
主
人

　

遙
帯
鴨
流
訪
獨
幽
翠
圍
凹
凸

　

映
高
樓
詩
僊
堂
上
無
邊
興

　

留
我
幾
思
紅
葉
秋

　
　

　
　

習
静
堂
霊
海
省
稽
首
書

　
　
　
　
（
印
）
双
岡
散
人
・
霊
海

　
久ひ
さ

し
く
民み
ん
か
ん間
に
居い

て
姓せ
い
め
い名
を
匿と
く

せ
り
と
雖い
え
ども
、
其そ

の
気＊
き

㷔え
ん

は
星せ

い
と斗

を
摩ま

す
べ
し
。
実じ

つ

に
稀き

せ
い世

の
英え

い
ゆ
う雄

な
り
。
然し

か

れ
ど

も
栄え
い
り利

紛ふ
ん
か華

の
意い

無な

き
に
因よ

り
て
、
布ふ

き
ゅ
う裘

は
破は

へ
い弊

し
、
木も

く

屐げ
き

も
て
地ち

を
履ふ

み
、
独ど

っ
き
ょ居

し
て
自じ

す
い炊

せ
り
。

　

余よ

に
語か

た

っ
て
い
わ
く
、
我わ

れ
毫ご

う
ま
つ末

の
求も

と

む
る
と
こ
ろ
無な

し
。
唯た

だ
こ
の
幽ゆ

う
き
ょ居

の
頽く

ず

れ
摧く

だ

け
ず
し
て
、
先せ

ん
せ
い生

の
祭さ

い
し祀

の
永な
が

く
絶た

え
ざ
る
こ
と
を
の
み
要よ

う

せ
り
と
。
堂ど

う

の
壁か

べ

に
は

先
生
の
像ぞ
う

を
掲か

か

げ
た
り
。
乃す

な
はち

探た
ん
ゆ
う
さ
い

幽
斎
の
画え

が

く
所
に
し

て
、
讃さ
ん
し詞

は
、
則す

な
はち

先
生
自み

ず
から

之こ
れ

を
書か

け
り
。
形け

い
よ
う容

厳げ
ん

恪か
く

に
し
て
在あ

る
が
如ご

と

し
。　

　

又ま
た

、 

巽た
つ
み
の
か
た

隅 

に
祠し
ど
う堂
有あ

り
。
扁へ
ん

し
て
頑が
ん
せ
ん
し

仙
祠
と
い
う
。
是こ

の
祠ほ

こ
らに

謁え
っ

す
る
者も

の

懐か
い
こ古

の
情じ

ょ
う

 

無な

き
こ
と
能あ

た

わ
ず
。

　

余よ

は
手て

を
以も

っ
て
額＊
ひ
た
い

 

に
加く
わ

え
て
稽＊
け
い
し
ゅ
首
し
訖お
わ

ん
ぬ
。　

　

堂ど
う
じ
ょ
う

上
に
返か

え

っ
て
茗め

い
た
ん譚

す
で
に
熟じ

ゅ
くす

れ
ば
、
則す

な
はち

日ひ
か
げ影

下か

舂し
ょ
うせ
り
。
悵ち
ょ
う
ぜ
ん
然
と
し
て
別わ
か

れ
に
臨の
ぞ

ん
で
、
以も

っ
て
再さ
い
ゆ
う遊
を

期ご

す
る
の
み
。

　

餘よ
じ
ょ
う情

は
尽つ

き
ず
、
一い

ち
ぜ
つ絶

を
賦ふ

し
て
主し

ゅ
じ
ん人

に
謝し

ゃ

す
。　

　
　

遥は
る

か
に
鴨お

う
り
ゅ
う

流
を
帯お

び
て
独ど

く
ゆ
う幽

を
訪た

ず

ぬ
れ
ば　

　
　

翠み
ど
りは
凹お
う
と
つ凸
を
囲か
こ

み
て
高こ
う
ろ
う楼
に
映う
つ

れ
り　

　
　

詩し

僊せ
ん
ど
う堂

上
の
無む

へ
ん辺

の
興き

ょ
う

　
　

我わ

れ
を
留と

ど

め
て
幾い

く

ば
く
か
紅も

み
じ葉

の
秋あ

き

を
思お

も

は
し
む

　
　
　
　
　
　
　

習し
ゅ
う
せ
い
ど
う

静
堂  

霊れ
い
か
い
せ
い

海
省　

稽け
い
し
ゅ首
書し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
双な

ら
び
が
お
か
さ
ん
じ
ん

岡
散
人
・  

霊れ
い
か
い海

＊「
額
手
」は
手
を
額
に
あ
て
、

敬
意
を
表
す
礼
を
い
う
。
司

馬
光
傳
に
以
下
の
よ
う
に
あ

る
。

　

帝
崩
赴
闕
臨
衛
士
望
見

　

皆
以
手
加
額
曰
此
司
馬
相

　

公
也
」（『
宋
史
』
司
馬
光
傳
）

＊「
稽
首
」
は
中
国
の
礼
式
に

お
い
て
最
も
丁
寧
な
お
辞
儀

と
さ
れ
る
。
頭
が
地
に
つ
く

ま
で
体
を
屈
し
拝
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
書
簡
文
の
終
わ

り
に
書
し
、
敬
意
を
表
す
る

語
と
す
る
。「
頓
首
」
と
同
義

に
用
い
ら
れ
る
。

光
悦
「
如
説
修
行
抄
」
部
分

本
法
寺

　

明
代
、
文
人
批
評
、
文
人
趣
味
、
文
人
の
生
活
全

般
に
わ
た
り
詳
述
し
た
書
物
に
『
長
物
志
』（
文
震
亨

著
）
が
あ
る
。
雅
人
、
品
位
を
重
ん
じ
豊
か
な
感
性

を
磨
く
こ
と
な
ど
、
実
生
活
に
即
し
て
衣
食
住
、
賞

翫
・
嗜
好
に
関
し
花
木
・
書
画
・
文
房
具
な
ど
に
つ

い
て
綴
ら
れ
た
。
書
画
「
論
書
」
に
は
書
を
学
ぶ
に

は
二
法
が
あ
る
と
い
う
。「
臨
」
は
手
本
を
み
て
書
く

こ
と
、「
摹
」
は
手
本
の
上
に
薄
紙
を
お
き
写
す
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短
、
書
は
算
木
の

如
く
上
下
方
整
、
整
然
と
配
列
し
た
も
の
は
書
で
は

な
い
と
定
義
し
た
。

　

書
の
鑑
別
、
鑑
賞
は
、
心
を
澄
ま
し
て
考
え
を

定
め
る
と
い
う
。
以
下
の
諸
点
に
注
意
を
促
す
が
、

①
筆
遣
い
と
字
体
構
成
（
結
体
と
体
勢
）、
作
者
の

精
神
の
反
映
を
み
る
。
②
自
然
か
不
自
然
か
。
③

相
伝
の
来
歴
。
④
鑑
識
印
・
識
語
、
紙
・
絹
の
色
・

質
を
弁
え
る
。
⑤
文
字
の
組
み
立
て
筆
画
の
如
何

を
み
る
（
鋭
さ
の
な
い
の
は
模
本
）。
⑥
運
筆
の
如
何

を
み
る
（
字
形
の
釣
り
合
い
・
機
械
的
か
否
か
・
精
彩

が
あ
る
か
否
か
、
そ
れ
ぞ
れ
臨
本
・
集
書
・
双
鉤
と
い
う
）。

⑦
古
人
の
書
は
墨
が
じ
っ
く
り
と
紙
・
絹
に
染
み

込
ん
で
い
る
が
、
偽
作
は
表
に
墨
が
浮
く
な
ど
の

こ
と
を
弁
別
せ
よ
と
し
た
。

尾形乾山の書画(15)



う
。
こ
れ
が
丈
山
先
生
の
見
立
て
た
「
十
境
」
の
趣
で
あ
る
。

　
「
十
二
景
」
は
、
春
、
小
道
に
咲
き
乱
れ
る
桜
の
花
と
前
村

に
降
り
し
き
る
雨
。
夏
は
岩
に
落
ち
る
洗
蒙
瀑
の
清
々
し
さ
。

秋
は
庭
の
池
に
映
る
月
と
小
川
に
浮
か
ぶ
木
の
葉
の
紅く
れ
な
い。
冬
は

四
方
の
高
い
山
に
積
も
る
雪
が
情
趣
を
添
え
る
。
朝
に
は
比
叡

山
に
か
か
る
閑
か
な
雲
を
眺
め
、
タ
方
に
は
「
み
や
こ
」
に
上の
ぼ

る
夕
餉
の
煙
を
は
る
か
に
望
む
。
嘯
月
楼
に
足
を
運
べ
ば
、
西

に
一
筋
鴨
川
が
帯
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。
南
を
見
れ
ば
遠
く

大
坂
城
が
目
に
映
る
。
庭
外
で
は
松
風
の
音
が
雅
楽
を
奏
す
る

よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
隣
村
の
森
の
祠ほ
こ
ら（「

頑
仙
祠
」）
が
隠
棲
地

の
幽
境
を
鎮
護
す
る
。
こ
れ
が
凹
凸
窠
一
〇
種
の
情
趣
、
一
二

種
の
勝
景
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

　

凹
凸
の
文
字
は
宇
書
（『
宇じ

彙い

』）
に
よ
れ
ば
、
画
記
（『
丹た

ん

鉛え
ん

總そ
う

録ろ
く

』）
の
い
う
所
、
南
朝
・
梁
（
五
○
二
―
五
七
）
の
画
家
張ち

ょ
う
そ
う
よ
う

僧
繇

（
生
没
年
不
詳
）
が
丹
陽
懸
建
康
・
南
京
の
一
乗
寺
の
門
に
描
い

た
花
文
様
に
因
る
と
い
う
。
イ
ン
ド
伝
来
の
隈
取
り
・
暈ぼ

か
し

の
暈う
ん

染せ
ん

法ほ
う

で
あ
る
が
、
近
く
に
見
れ
ば
平
面
的
、
離
れ
て
み
れ

ば
凹
凸
が
あ
り
、
立
体
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
な
ど
、
そ
れ
に

よ
っ
て
花
文
様
は
凹
凸
花
、
一
乗
寺
は
凹
凸
寺
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
伝
承
。
ま
さ
に
こ
の
地
も
天
台
宗
園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
（
三

井
寺
）
派
別
院
一
乗
寺
の
あ
っ
た
所
、
凹
凸
寺
の
名
の
由
縁
に

結
び
付
く
が
、
さ
ら
に
先
生
の
諱
は
凹
で
あ
っ
た
。「
異
域
亦

有
一
乗
寺
号
凹
凸
花
石
公
諱
偶
云
凹
」
と
『
覆ふ
し
ょ
う
し
ゅ
う

醤
集
』（
遺
稿
集
）

に
は
講
習
堂
昌
三
（
松
永
尺
五
）
の
序
文
が
あ
る
。
勝
景
、
妙
趣

は
な
お
語
り
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
先
生
が
日
常
好
ん

で
用
い
た
も
の
に
竹
如
意
・
椶
毛
拂
・
天
造
几
・
木
崑
崙
・
沙

鉄
瓶
・
眉
公
琴
の
六
物
が
あ
る
。
凹
凸
窠
の
風
雅
を
偲
ば
せ
る

珍
器
、
文
房
具
の
遺
宝
で
あ
り
、
各
々
に
銘
が
あ
る
。
林
春
斎

（
向こ

う
よ
う
け
ん

陽
軒
・
鵞が

ほ
う峰
）、
春
徳
（
讀ど

く
こ
う
さ
い

耕
斎
）
兄
弟
も
歌
謡
を
つ
く
り
賞

玩
し
た
が
、「
詩
遷
堂
記
」（
林
羅
山
）
と
「
詩
遷
傅
」（
堂
壁
の
図

と
は
異
な
る
図
巻
）、
十
境
十
二
景
詩
、
六
物
歌
謡
の
三
巻
は
今

な
お
真
筆
が
伝
世
す
る
。

　

先
生
の
詩
に
は
唐
代
の
風
格
が
あ
る
。
俗
を
去
り
、
古
語

「
過
凹
凸
窠
記
」

【
参
考
】

　

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
初
夏
、
二
九
歳
の
乾
山
は
石
川
丈
山

の
隠
棲
地
、
詩
仙
堂
を
訪
う
。
丈
山
没
し
て
二
〇
年
、
乾
山
も

洛
西
御
室
に
隠
居
し
て
三
年
が
経
過
。
同
記
は
そ
の
折
の
感
慨

を
纏
め
た
由
来
記
（
記
念
文
）
で
あ
る
。「
過
」
は
尋
ね
る
・
訪

問
す
る
、「
凹
凸
窠
」
は
詩
仙
堂
の
異
称
で
あ
る
が
、
文
人
と

し
て
の
意
識
も
高
く
、
筋
道
を
立
て
漢
詩
・
漢
文
を
用
い
て
論

を
進
め
る
方
法
に
は
中
国
文
人
へ
の
憧
憬
が
窺
わ
れ
る
。

　

寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
丈
山
（
一
五
八
三
―
一
六
七
二
）
は

京
都
一
乗
寺
村
に
詩
仙
堂
を
経
営
、
五
九
歳
か
ら
没
年
ま
で
の

三
〇
余
年
を
同
地
に
過
す
。

　

乾
山
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
父
宗
謙
の
没
後
、
翌
元
禄

元
年
（
一
六
八
八
）
六
月
ま
で
に
権
平
を
深
省
と
改
名
（「
小
西
家

文
書
」）、
同
二
年
に
は
洛
西
御
室
に
習
静
堂
を
設
け
て
隠
棲
し

た
。
習
静
堂
は
、
同
三
年
独
照
、
月
潭
禅
師
、
那
波
義
山
ら
を

招
き
披
露
、
独
照
か
ら
は
道
号
「
霊
海
」
を
受
理
し
た
が
、
文

人
生
活
も
軌
道
に
の
り
三
年
が
経
過
。
丈
山
隠
棲
地
を
尋
ね
、

同
年
秋
九
月
一
九
日
に
は
那
波
祐
英
・
宇
打
光
軌
ら
と
と
も
に

妙
光
寺
に
清
遊
を
楽
し
む
。
七
言
絶
句
を
賦
し
、
笙
を
奏
し
、

父
亡
き
あ
と
俗
を
離
れ
、
禅
に
傾
倒
、
自
ら
耕
し
、
詩
歌
、
音

楽
に
興
ず
る
な
ど
、
ま
さ
に
若
年
時
代
は
文
人
と
し
て
気
概
に

満
ち
充
ち
た
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。「
記
」
は

そ
の
折
り
に
作
成
、
先
人
の
す
ぐ
れ
た
表
現
を
手
本
に
、
傍
ら

に
は
語
彙
集
成
『
圓
機
活
法
』『
詩
學
大
成
』
を
お
く
。
記
末

に
は
堂
主
に
謝
し
て
七
言
絶
句
を
呈
す
る
が
、
一
字
・
一
句
に

も
心
が
込
も
り
、
筆
力
充
実
、
明
快
な
書
は
張
即
之
の
風
で
あ

り
、
乾
山
の
意
気
が
潜
む
。

【
大
意
】

　

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
夏
の
は
じ
め
、
双な

ら
び
が
お
か

岡
の
草
堂
か
ら
徒

歩
に
て
洛
東
比
叡
山
の
南
、
鴨
川
の
東
に
あ
る
村
を
訪
れ
た
。

一
乗
寺
村
藪や
ぶ
の
さ
と
里
と
い
い
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
八
大
天
王
が
氏う

じ
が
み神

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
土
地
の
人
々
は
下さ
が
り
ま
つ

松
と
呼
ぶ
が
、
村

の
入
口
に
は
烏
居
が
あ
り
、
深
々
と
し
た
松
の
森
が
周
り
を
囲

む
。
東
に
二
○
○
歩
ほ
ど
進
む
と
表
門
の
柴
の
扉と
び
ら（「

小
有
洞
」）

の
門
前
へ
出
る
。
山
里
の
た
め
人ひ

と
け気
も
な
く
、
鬱う

っ
そ
う蒼
と
し
た
竹

林
が
隠
者
の
庭
へ
と
続
く
が
、
こ
れ
こ
そ
が
石
川
丈
山
先
生
の

閑
居
し
た
所
で
あ
る
。
先
生
は
す
で
に
亡
く
、
残
さ
れ
た
家
屋

敷
が
当
時
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
。

　

は
じ
め
先
生
は
徳
川
家
康
（
一
五
四
三
―
一
六
一
六
）
に
仕
え

た
。
が
、
若
く
し
て
隠
士
の
道
を
志
し
、
諸
国
を
巡
り
、
京
都

に
滞
在
。
や
が
て
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）、
五
九
歳
を
迎
え

る
と
隠
棲
地
を
同
所
に
求
め
生
涯
を
托
し
、
庵
を
結
ん
で
「
詩

遷
堂
」（
詩
仙
堂
）
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

　

堂
の
名
は
、
漢
・
晉
・
唐
・
宋
代
の
中
華
の
詩
人
三
六
人
の

肖
像
画
（
探
幽
筆
）
に
自
ら
詩
を
書
し
掲
げ
た
こ
と
に
よ
る
が
、

日
本
に
お
い
て
詩
人
と
そ
の
詩
を
選
定
し
た
は
じ
め
で
あ
っ
た
。

堂
の
上
に
は
、
三
階
建
て
の
小
さ
な
楼
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

「
嘯し
ょ
う
げ
つ
ろ
う

月
楼
」
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
四
方
の
眺
望
は
す
ば
ら
し
く
、

天
地
が
一
望
の
う
ち
に
見
渡
せ
る
。
東
方
に
は
「
猟り
ょ
う
げ
い
そ
う

藝
巣
」、
の

ち
に
「
至し
ら
く
そ
う

樂
巣
」
と
名
を
改
め
た
読
書
の
間
が
あ
り
、
此
所
で

先
人
の
す
ぐ
れ
た
思
想
、
学
間
、
精
神
を
究
め
た
も
の
と
想
わ

れ
る
。
屋
外
に
は
「
洗せ
ん
も
う
ば
く

蒙
瀑
」
と
称
し
た
滝
の
跡
が
残
っ
て
い

る
。
下
流
に
は
「
流り

ゅ
う
よ
う
は
く

葉
汜陌
」
と
い
う
小
さ
な
川
が
流
れ
て
い
る

が
、
前
の
庭
に
は
四
季
の
花
を
楽
し
ん
だ
花
壇
「
百ひ
ゃ
っ
か
の
う

花
塢
」
が

あ
り
、
こ
こ
を
過
ぎ
る
と
表
門
の
「
小し
ょ
う
ゆ
う
ど
う

有
洞
」
へ
と
導
か
れ
る
。

堂
の
横
の
小
門
を
「
老ろ
う
ば
い
か
ん

梅
關
」
と
い
う
。
数
株
の
老
梅
が
植
え

ら
れ
て
お
り
、
遠
く
西
湖
の
孤
山
に
隠
遁
し
た
林り
ん
ぽ逋

（
九
六
七

―
一
○
二
八
）
の
廬い

お
り、
羅ら

浮ふ

山
麓
で
夢
に
梅
花
の
精
に
会
し
た

と
い
う
趙ち
ょ
う
し
ゆ
う

師
雄
（
隋
）
の
故
事
を
偲
ば
せ
る
。
堂
の
後
方
に
は

台
所
が
あ
る
。
そ
ば
に
は
従
僕
の
住
む
「
躍や
く

渕え
ん

軒け
ん

」
が
あ
っ
た

と
い
う
が
、
今
は
そ
の
跡
は
不
明
で
あ
る
。
台
所
の
東
方
に
は

「
膏こ
う
こ
う
せ
ん

肓
泉
」
と
名
付
け
ら
れ
た
井
戸
が
あ
る
。
水
は
清
澄
、
茶
も

う
ま
く
、
自
ず
と
詩
作
の
苦
心
を
助
け
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
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を
尊
び
、
格
調
高
い
こ
と
を
重
ん
じ
た
が
、
す
ぐ
れ
た
評
価

は
禁
中
後
水
尾
院
の
耳
に
も
達
し
、
朝
鮮
（
菊
軒
権ご

ん
ち
ょ
く
侙
）、
中
国

（
陳ち

ん
げ
ん
ぴ
ん

元
贇
）
な
ど
異
国
の
人
々
に
も
及
ん
で
い
る
。
花
鳥
風
月
を

友
と
し
、
文
徳
あ
る
逸
人
、
詩
人
ら
と
の
清
淡
、
風
雅
な
そ
の

趣
き
は
尽
き
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
。
世
間
の
汚
れ
や
官
貴

俗
人
か
ら
は
遠
ざ
か
り
、
私
欲
の
な
い
清
貧
な
日
々
を
楽
し
ん

だ
が
、
妻
も
な
く
、
子
も
な
か
っ
た
生
涯
で
あ
る
。
没
後
は
、

遺
言
に
よ
り
加
賀
藩
の
儒
官
で
あ
っ
た
門
人
平ひ
ら
い
わ
せ
ん
け
い

岩
仙
桂
が
堂
主

と
な
る
が
、
仙
桂
は
僅
か
一
年
ば
か
り
に
し
て
卒
し
て
し
ま
う
。

　

今
の
堂
主
（
三
代
目
）
は
三み

よ
し好
安あ

た
か宅
で
あ
る
。
戦
国
武
将
三
好

長
慶
実
弟
、
義
賢
・
実
休
入
道
の
曽
孫
に
当
た
り
、
久
し
く
浪
々

の
身
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
気
焔
、
大
空
の
星
に
も
届
く
ば
か

り
の
勢
い
で
あ
り
、
稀
に
見
る
英
雄
で
あ
る
。
名
利
名
声
、
奢

侈
の
心
は
微
塵
も
な
く
、
破
れ
た
衣
に
粗
末
な
履
物
、
従
僕
も

置
か
ず
独
り
自
炊
を
し
て
日
々
を
送
る
。「
筆
の
先
ほ
ど
の
私

欲
も
な
い
。
唯
こ
の
堂
の
荒
れ
果
て
る
こ
と
を
恐
れ
、
先
生
の

祭
祀
の
絶
え
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
を
願
う
の
み
」
と
語
る
。
堂

の
床
に
は
丈
山
先
生
の
肖
像
画
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
狩
野
探

幽
（
一
六
○
二
―
七
四
）
の
筆
画
で
あ
る
が
、
先
生
得
意
の
隷
書

に
よ
っ
て
自
讃
の
詩
句
が
施
さ
れ
て
い
る
。
厳お
ご
そか
に
し
て
慎
し

み
深
く
、
ま
る
で
先
生
が
そ
の
場
に
座
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ

た
。
堂
の
東
南
、
舞
楽
寺
村
の
山
中
に
は
「
頑が
ん
せ
ん
し

仙
祠
」
と
い
う

祠し

堂ど
う

が
あ
る
。
生
前
に
丈
山
先
生
自
ら
選
定
し
た
墓
所
と
そ
れ

を
守
る
堂
で
あ
る
が
、
当
時
を
偲
び
懐
古
の
情
に
浸
ら
ぬ
者
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
中
国
の
礼
式
に
倣な
ら

い
、
手
を
額
に
当
て

体
を
屈
し
、
頭
を
地
に
つ
け
敬
意
を
表
し
た
。

　

山
房
に
戻
り
茶
を
喫
し
、
語
る
う
ち
に
日
も
暮
れ
始
め
た
。

別
れ
が
惜
し
く
、
再
び
訪
う
こ
と
を
約
束
し
た
が
、
名
残
り
は

尽
き
ず
、
絶
句
一
首
に
感
謝
を
こ
め
て
堂
主
に
捧
げ
る
。

　

遠
く
鴨
川
に
徴
士
の
幽
居
を
訪
え
ば
、
滴し
た
たる
翠
が
凹
凸
窠
を

囲
み
高
楼
を
青
く
染
め
る
。
詩
遷
堂
の
尽
き
な
い
興
、
去
り
難

く
、
秋
に
は
紅
葉
の
美
し
さ
を
思
う
。

【
語
釈
】

凹お
う
と
つ
か

凸
窠 

：「
土
窪
曰い

わ
く凹　

土
高
曰
凸　

古
象
形
字
」（『
丹
鉛
總
録
』）

と
あ
る
。「
凹
」
は
窪
む
、「
凸
」
は
出
る
の
意
で
あ
り
、

高
低
、
で
こ
ぼ
こ
を
い
う
。「
凹
凸
」
は
石
川
丈
山
の
号

で
あ
る
が
、
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
以
来
三
〇
年
余
を

住
ま
い
し
た
京
都
市
左
京
区
一
乗
寺
下
松
東
の
草
庵
詩

仙
堂
の
呼
称
で
も
あ
る
。
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
同

所
は
曹
洞
宗
詩
仙
堂
丈
山
寺
と
改
め
ら
れ
た
。

過　

：
訪
う
・
立
寄
る
。

今き
ん
じ茲
： 

今
年
・
こ
の
時
。

壬じ
ん
し
ん
の
し
ゅ
か

申
首
夏
：
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
初
め
。
乾
山
は
二
九
歳
。

四し
め
い明
：
比
叡
山
中
の
一
高
峰
四
明
ヶ
岳
を
称
し
、
転
じ
て
比
叡

山
の
別
称
と
な
る
。
中
国
で
も
古
く
か
ら
浙
江
省
寧
波

西
南
の
四
明
山
を
霊
山
と
し
て
尊
重
、
宋
代
に
は
天
台

宗
主
流
派
山
家
、
四
明
学
の
拠
点
と
な
っ
た
。

林り
ん
そ
う叢
：
藪
・
草
木
の
群
が
っ
て
い
る
様
子
。

一
乗
寺 

：
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）
天
台
宗
園
城
寺
派
三
井
寺
の

末
寺
と
し
て
一
條
天
皇
中
宮
藤
原
彰
子
（
上
東
門
院
）
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。「
一
乗
寺
僧
正
」
と

呼
ば
れ
た
園
城
寺
三
二
代
長
吏
・
聖
護
院
初
代
門
跡

増ぞ
う
よ誉  

（
一
〇
三
二
―
一
一
一
六
）
も
尽
力
す
る
が
、
保
安

二
年
、
対
立
し
て
い
た
延
暦
寺
僧
徒
に
よ
っ
て
焼
き
討

ち
に
遭
う
な
ど
、
そ
の
後
再
興
。
が
、
南
北
朝
期
に
再

び
戦
火
に
遭
遇
し
焼
失
し
た
（『
扶
桑
略
記
』『
山
城
名
勝

志
』）。
一
乗
寺
村
は
同
寺
の
名
に
由
来
す
る
が
、
比
叡

山
西
南
麓
に
位
置
す
る
高
台
に
あ
り
、
向
畑
町
遺
跡
な

ど
縄
文
時
代
か
ら
の
歴
史
が
残
る
。

八
大
天
王
：
一
乗
寺
村
氏う
じ
が
み神
。
三
月
五
日
に
祭
礼
が
行
わ
れ
る
。

穏お
ん
ざ座
：
寛く

つ
ろい
だ
席
。
盛
り
の
後
に
残
る
も
の
の
意
か
ら
、
丈
山

の
隠
居
の
地
に
も
結
び
つ
く
。

石せ
っ
か
ひ
ょ
う

華
表 

：
石
華
は
石
の
上
に
雨
水
、
石
灰
質
の
水
が
落
ち
花
の

よ
う
に
凝
結
し
た
も
の
。
石
の
鳥
居
の
称
と
な
る
。

古こ
か
い怪

：
訝い

ぶ
かし

げ
・
常
の
様
子
と
は
異
な
る
。

居き
ょ
み
ん民
：
そ
の
地
に
住
ん
で
い
る
人
々
。

扃し
ょ
う
　

：
門
戸
の
扉
に
付
け
ら
れ
、
案
内
を
乞
う
者
は
こ
れ
を
叩

い
て
来
意
を
告
げ
る
。
転
じ
て
扉
・
と
ぼ
そ
を
い
う
。

脩し
ゅ
う
ち
く
竹
：
長
く
伸
び
た
竹
。

三さ
ん
け
い径

： 「
径
」は「
徑
」の
俗
字
、
道
の
意
で
あ
る
。
庭
の
門
・
裏

門
・
井
戸
へ
と
通
ず
る
三
径
を
い
う
が
、
隠
者
の
庵
へ

通
ず
る
道
を
表
し
、
名
利
を
避
け
て
自
ら
の
道
を
行
く

意
と
す
る
。
漢
の
蒋し
ょ
う
く詡

（
字
元げ

ん
け
い卿
・
杜と

り
ょ
う陵
の
人
）
に
始
ま

り
、『
蒙
求
』
標
題
に
は
「
蒋
詡
三さ
ん
け
い逕
」
と
あ
る
が
、「
新
」

朝
創
立
後
仮
皇
帝
と
な
っ
た
王お
う
も
う莽

（
前
四
五
―
後
二
三
）

の
摂
行
に
対
し
、
蒋
詡
は
官
を
辞
し
て
郷
里
に
隠
棲
。

庭
に
三
つ
の
小
道
を
作
り
俗
世
間
と
の
交
流
を
絶
つ
が
、

友
の
求
仲
、
羊
仲
の
二
人
と
の
み
静
遊
を
楽
し
ん
だ
と

す
る
故
事
が
伝
承
。
三
徑
に
は
松
竹
菊
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
廉
直
な
彼
を
敬
す
る
晉
の
陶
淵
明
も
四
一
歳
に

し
て
役
人
生
活
（
江
西
省
彭
沢
縣
縣
令
）
を
辞
し
て
故
郷

に
帰
る
な
ど
、決
意
を
述
べ
た
「
帰
去
来
辞
」
に
は
「
三

徑
就
荒　

松
菊
猶
存
」
と
あ
り
、
荒
れ
て
は
い
た
が
、

小
径
に
は
主
人
を
待
っ
て
松
や
菊
が
な
お
残
る
と
す
る

な
ど
、
三
径
の
意
は
こ
れ
ら
の
故
事
に
基
づ
い
て
い
る
。

東と
う
け
い溪

：
丈
山
の
号
の
一
つ
で
あ
る
。
李
白
に
「
題
東
溪
公
幽
居
」

と
し
た
七
言
律
詩
が
あ
り
、
東
溪
は
宣
州
宛
溪
、
流
れ

る
水
は
長
江
へ
と
注
ぐ
が
、
東
溪
公
は
清
く
無
欲
な
隠

者
と
さ
れ
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、「
東
溪
石
」

は
丈
山
自
ら
が
唐
様
を
模
し
て
呼
ん
だ
と
さ
れ
る
。

棲せ
い
ち遅
：
世
を
避
け
て
田
野
な
ど
に
ゆ
っ
た
り
と
隠
遁
、
心
静
か

に
閑
居
す
る
こ
と
を
い
う
。

東と
う
し
ょ
う
だ
い
し
ん
く
ん

照
大
神
君
：
徳
川
家
康
（
一
五
四
三
―
一
六
一
六
）
没
後
に
勅

許
さ
れ
た
神
号
。

隠い
ん
り
ん淪

： 

仙
人
の
よ
う
に
秀
れ
た
隠
士
。
後
漢
の
思
想
家
桓か

ん
た
ん潭（

前 

二
〇
頃
―
後
五
六
）
は
「
天
下
神
人
五　

一
曰い

わ
く神
仙　

二
曰
隠
淪　

三
曰
使
鬼
物　

四
曰
先
知　

五
曰
鑄
凝
」  

（『
桓
木
新
論
』）
と
し
、「
真
仙
人
変
形
也
」（『
説
文
解
字
』）

尾形乾山の書画(17)



と
あ
る
。

株し
ゅ
ぼ
う茅
：
茅
を
と
め
る
意
。

縛ば
く
お
く屋
：
粗
末
な
茅
葺
き
の
庵
を
構
え
る
。

詩し
せ
ん
ど
う

僊
堂
：
凹
凸
窠
に
設
け
ら
れ
た
一
室
で
あ
り
、
堂
の
中
枢
を

な
し
、
扁
額
に
「
詩
僊
堂
」
と
あ
る
。
四
周
の
壁
に
中

国
漢
・
晉
・
唐
・
宋
代
の
詩
人
三
六
人
の
画
像
（
探
幽

筆
）
と
詩
（
丈
山
筆
）
を
記
し
た
額
を
掲
揚
。
現
在
飾
ら

れ
て
い
る
も
の
は
模
写
で
あ
る
。

濫ら
ん
し
ょ
う
觴
：
起
源
・
物
の
始
ま
り
。
揚
子
江
ほ
ど
の
大
河
も
水
源
を

尋
ね
れ
ば
觴さ
か
ず
き

 

を
濫う

か

べ
る
ほ
ど
の
小
川
で
あ
る
の
意
。

顔が
ん　

：
顔
・
額ひ

た
いの
意
か
ら
、
堂
や
室
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。

嘯し
ょ
う
げ
つ
ろ
う

月
樓
：
詩
仙
堂
上
の
三
階
に
あ
る
小
楼
を
い
う
。「
嘯
月
」

は
月
を
仰
ぎ
な
が
ら
朗
吟
す
る
の
意
。

空く
う
か
つ濶
：
広
々
と
し
て
い
る
。

森し
ん
ら
ば
ん
し
ょ
う

羅
万
象
：
天
地
間
に
あ
る
一
切
の
現
象
。

猟り
ょ
う
げ
い
そ
う

藝
巣　

：
読
書
室
。
至
樂
巣
と
も
い
う
。

諸し
ょ
し
ひ
ゃ
っ
か

子
百
家
：
春
秋
、
戦
国
時
代
に
現
れ
た
種
々
の
思
想
家
と
そ

の
学
派
、
学
説
、
著
書
な
ど
の
総
称
。

窺う
か
が
う 

：
手
が
か
り
を
求
め
調
べ
る
。

巖が
ん
ば
く瀑 

：
巖
に
か
か
る
滝
。

洗せ
ん
も
う
ば
く

蒙
瀑
：
知
識
や
道
理
に
暗
い
「
蒙も

う
ま
い昧
」
を
洗
う
滝
の
意
。

流り
ゅ
う
よ
う
は
く

葉
汜陌
：
小
さ
な
流
れ
、
庭
の
小
川
。

百ひ
ゃ
っ
か
の
う

花
塢
：
多
く
の
花
を
植
え
て
楽
し
む
道
横
の
土
手
。
花
壇
。

小し
ょ
う
ゆ
う
ど
う

有
堂
：
凹
凸
窠
の
表
門
。
扁
額
に
あ
る
。

老ろ
う
ば
い
か
ん

梅
關
：
小
道
か
ら
石
段
を
登
っ
た
所
に
あ
る
第
二
の
門
。
扁

額
に
「
梅
關
」
と
あ
る
。
老
梅
關
の
右
手
に
第
三
の
門

が
あ
り
、
扁
額
に
は
「
凹
凸
窠
」
と
あ
る
。

玉ぎ
ょ
く
ず
い
蕋
：
「
蕋
」
は
「
蕊
」
の
俗
字
。
し
べ
。

破は
ろ
う臘
：
百
花
に
魁
け
一
二
月
の
寒
気
に
負
け
ず
花
を
咲
か
せ
る

と
し
た
意
。

依い

佃希
：

き

「
依
稀
」。
彷
彿
・
よ
く
似
て
い
る
。

羅ら
ふ
の
ゆ
め

浮
之
夢
：
「
羅
浮
」
は
広
東
省
増
城
縣
東
、
博
羅
縣
に
あ
る

山
。
東
晉
の
葛か
っ
こ
う洪

（
二
八
四
―
三
六
四
）
が
神
仙
術
を
得

て
住
み
つ
い
た
所
。
羅
浮
山
中
に
は
天
華
宮
が
あ
り
、

山
麓
は
梅
の
名
所
と
し
て
名
高
く
、
隋
の
趙ち
ょ
う
し師
雄ゆ

う

が
こ

の
梅
花
村
に
宿
し
、
酒
に
酔
っ
て
夢
に
梅
花
の
精
（
美

人
）
に
出
会
っ
た
故
事
が
伝
承
す
る
。

庖ほ
う
ち
ゅ
う

厨　

 

：
く
り
や
・
台
所
。

躍や
く
え
ん
け
ん

渕
軒 

：
老
僕
、
侍
童
の
居
所
。

膏こ
う
こ
う
せ
ん

肓
泉 

：
井
戸
の
名
称
。「
膏
肓
」
は
心
臓
の
下
・
横
隔
膜
の

上
の
部
位
を
い
い
、
容
易
に
薬
も
届
か
な
い
所
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
深
い
井
戸
の
意
と
な
る
。

詩し

ひ脾
：
「
脾
」
は
脾
臓
、
消
化
を
助
け
る
働
き
か
ら
、
詩
人
の

脾
臓
、
よ
く
詩
材
を
消
化
す
る
こ
と
を
い
う
。

沁し
ん　

： 

浸
す
・
沁
み
込
む
。

芳ほ
う
め
い茗
： 

芳
し
い
、
香
り
の
良
い
茶
。

蹊け
い　

： 

こ
み
ち
。

犁れ
い　

： 「
犂
」。
唐か

ら
す
き鋤
。
ま
だ
ら
。

牆し
ょ
う
　

：
垣
・
垣
根
。

砌せ
い　

： 

砌み
ぎ
り・
軒
下
の
石
や
瓦
を
敷
い
た
所
。

台た
い
き
ょ
う
嶠
： 

中
国
の
天
台
山
を
「
台た

い
れ
い嶺
」
と
い
う
。
模
し
て
日
本
で

も
比
叡
山
を
台
嶺
と
称
し
、「
台
嶠
」
も
同
意
で
あ
り

比
叡
山
を
唐
風
に
呼
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る
。

隣り
ん
き
ょ
く
曲
：
隣
り
・
近
所
。

叢そ
う
し祠
：
林
や
草
む
ら
に
あ
る
小
さ
な
社や

し
ろ。

十
境
（
境
内
の
景
物
を
中
心
に
丈
山
が
見
立
て
た
一
〇
ヵ
所
）
：

　

①
詩
僊
堂
：「
詩
仙
三
十
六
人
輩
」
の
間

　

②
嘯
月
樓
：
物
見
台　

　

③
猟
藝
巣
（
至
樂
巣
）：
読
書
の
間

　

④
洗
蒙
瀑
：
滝
。
巖
瀑
の
跡
の
み
が
残
る

　

⑤
流
葉
汜陌
：
浅
い
川
。
ま
た
池

　

⑥
百
花
塢
：
花
壇

　

⑦
小
有
洞
：
表
門

　

⑧
老
梅
關
：
第
二
の
門

　

⑨
躍
渕
軒
：
下
男
・
侍
童
の
居
所

　

⑩
膏
肓
泉
：
井
戸

　

そ
の
他
： 

迫萵
軸

は
い
じ
く
け
ん軒

（
安
息
所
）、
白は

く
し
つ室

（
寝
室
）、
剔て

き
へ
い蛃

（
書
棚
）

な
ど
が
あ
る
。

十
二
景
（
同
じ
く
丈
山
が
見
立
て
た
凹
凸
窠
中
一
二
の
勝
景
・
丈
山
、

林
羅
山
父
子
の
詩
が
あ
る
）：

　

①
満
蹊
櫻
花
：
小
道
に
咲
き
乱
れ
る
桜

　

②
前
村
犁
雨
：
前
村
に
そ
ぼ
降
る
雨

　

③
岩
牆
瀑
泉
：
巖
に
落
ち
て
響
く
滝
水

　

④
砌
池
印
月
：
池
の
汀み
ぎ
わに
映
る
月

　

⑤
渓
邊
紅
葉
：
谷
川
辺
の
色
づ
く
紅
葉

　

⑥
四
山
高
雪
：
四
方
の
高
い
山
々
に
積
も
る
雪

　

⑦
台
嶠
閑
雲
：
比
叡
山
に
か
か
る
穏
や
か
な
雲

　

⑧
鴨
川
長
流
： 

一
筋
に
流
れ
る
鴨
川
の
水
（「
記
」
で
は
⑧
⑨

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
）

　

⑨
洛
陽
晩
烟
：
都
に
上
る
夕
餉
の
煙

　

⑩
難
波
城
楼
：
遙
か
に
臨
む
大
坂
城

　

⑪
園
外
松
声
：
庭
の
外
に
聞
こ
え
る
松
風
の
音

　

⑫
隣
曲
叢
祠
：
隣
村
の
林
中
の
小
さ
な
祠ほ
こ
ら

字じ
し
ょ書
：
漢
字
の
字
形
・
音
・
意
味
の
解
読
書
。
明
代
梅ば

い
よ
う
そ

膺
祚
著

『
字じ

い彙
』
一
四
巻
（
万
暦
年
間
刊
）
を
い
う
。

画が

き記
：
明
代
楊
愼
撰
『
丹
鉛
總
録
』
二
七
巻
の
中
に
「
画
記
」

と
あ
り
、
唐
代
許
嵩
撰
『
建け
ん
こ
う康
実じ

つ
ろ
く録
』
二
〇
巻
の
こ
と

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

張ち
ょ
う
そ
う
よ
う

僧
繇
：
生
没
年
不
詳
。
南
朝
・
梁
代
（
五
〇
二
―
五
七
）
の
画

家
。
江
蘇
省
（
呉
・
蘇
州
）
の
人
、
官
は
呉
興
の
太
守
。

丹
陽
縣
一
乗
寺
の
門
に
は
「
凹
凸
花
」
と
し
て
名
高
い

張
僧
繇
の
描
い
た
花
文
様
が
あ
り
、
イ
ン
ド
伝
来
の
明

暗
、
隈
取
り
を
用
い
て
立
体
的
効
果
を
も
た
ら
す
描
法

は
、
近
く
で
は
平
面
、
遠
く
か
ら
は
凹
凸
の
あ
る
よ
う

に
見
え
た
こ
と
か
ら
、
一
乗
寺
を
凹
凸
寺
と
称
し
た
と

さ
れ
る
。
仏
画
、
山
水
画
に
も
す
ぐ
れ
、
飛
龍
を
描
い

て
は
金き
ん
り
ょ
う
陵
（
南
京
）
の
安
楽
寺
に
「
画
龍
点
睛
」
の
伝

説
が
残
り
、
画
龍
に
睛ひ
と
みを
点
じ
た
と
こ
ろ
雷
光
と
と
も

に
風
に
乗
っ
て
飛
び
去
っ
た
逸
話
が
伝
わ
る
。
顧こ
が
い
し

愷
之 
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（
三
四
五
頃
―
四
〇
六
）、
陸
探
微
（
南
朝
・ 

宋
）
と
並
び

六
朝
の
三
大
画
家
と
評
さ
れ
た
。

『
覆ふ
し
ょ
う
し
ゅ
う

醤
集
』：「
覆
醤
」
は
反ほ

ご
古
紙
と
し
て
醤
油
瓶
の
蓋
に
な
る

の
意
で
あ
る
。
転
じ
て
自
己
の
詩
文
の
謙
称
に
用
い
ら

れ
る
。
丈
山
自
撰
の
『
覆
醤
集
』『
新
編
覆
醤
集
』、
丈

山
甥
克
常
（
半
助
・
数
馬
）
の
編
し
た
『
新
編
覆
醤
續
集
』

『
新
編
覆
醤
續
集
附
録
』
の
四
種
が
あ
る
。

　

①『
覆
醤
集
』（『
凹
凸
窠
先
生
詩
集
』）：
上
下
二
巻
一
冊
。
慶
安

元
年
（
一
六
四
八
）
成
立
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
刊
。

丈
山
自
撰
の
五
言
・
七
言
の
漢
詩
集
。
友
人
京
都
所

司
代
板
倉
重し
げ
む
ね宗 

（
一
五
八
六
―
一
六
五
七
）
の
求
め
に
応

じ
た
も
の
。
講こ
う
し
ゅ
う
ど
う
し
ょ
う
さ
ん

習
堂
昌
三
（
松
永
尺せ

き
ご五

）
の
序
、
潜せ

ん
ろ
う楼

散さ
ん
じ
ん人
埜や

三さ
ん

竹ち
く
し子
苞ほ

う
（
野の

ま間
三さ

ん
ち
く竹

）
の
叙
が
あ
る
。

　

②『
新
編
覆
醤
集
』（『
覆
醤
續
集
』
正
集
）：
四
巻
四
冊
。
慶
安

元
年
成
立
、
延
寳
四
年
（
一
六
七
六
）
刊
。
丈
山
撰
、

石
克
子
復
編
。
第
一
冊
に
林り
ん
し
ど
う

之
道
（
林
鵞が

ほ
う峯

）
と
講
習

堂
昌
三
の
序
、
潜
楼
散
人
埜
三
竹
子
苞
の
叙
、
門
生
石

克
子
復
（
石
川
克
常
）
の
後
序
。
第
二
冊
に
人
見
竹
堂
（
金

節
）
の
丈
山
年
譜
と
石
克
の
凡
例
、
目
録
。
第
三
・
四

冊
に
丈
山
自
撰
の
詩
を
載
せ
る
。

　

③『
新
編
覆
醤
續
集
』（『
覆
醤
續
集
』
續
集
）：
一
六
巻
八
冊
（
先

の
正
集
と
合
わ
せ
て
二
〇
巻
一
二
冊
）。
延
寶
四
年
刊
。
石

克
子
復
編
。
北
山
埜
子
苞
序
、
目
録
、
丈
山
の
詩
文
、

銘
（
六
勿
・
六
物
）・
賛
・
題
・
詞
・
序
（
詩
仙
圖
像
・

一
二
景
）・
跋
・
碑
・
傳
・
書
な
ど
を
収
録
。

　

④『
新
編
覆
醤
續
集
附
録
』：
三
巻
二
冊
。
延
寶
四
年
刊
。
石

克
子
復
編
。
第
一
冊
に
林
羅
山
（
一
五
八
三
―
一
六
五
七
）

の
詩
仙
堂
記
・
十
二
景
詩
他
、
向こ

う
よ
う陽

林
子
（
林
春
斎
・

鵞
峯
）、
讀ど

く
こ
う耕

林
子
（
林
春
徳
）、
講
習
堂
昌
三
ら
の
十
二

景
詩
。
第
二
冊
に
向
陽
・
讀
耕
林
子
ら
の
六
物
謡
、
埜

子
苞
（
三
竹
）
の
六
六
山
人
墓
誌
銘
・
行
状
、
平
岩
仙

桂
の
祝
壽
編
序
を
収
め
る
。

　

⑤
そ
の
他
『
鼇ご
う
と
う頭
覆
醤
集
』：
三
巻
三
冊
。
元
禄
一
七
年

（
一
七
〇
四
）
刊
。
躋せ

い
じ
ゅ
あ
ん

寿
庵
丈
白
編
。
全
巻
に
頭
書
・
本

文
上
註
解
が
付
く
（
未
見
）。

講こ
う
し
ゅ
う
ど
う
し
ょ
う
さ
ん

習
堂
昌
三
：
松
永
尺
五
（
一
五
九
二
―
一
六
五
七
）
の
号
で
あ

る
。
江
戸
時
代
前
期
の
儒
者
。
字
遐か
ね
ん年
、
名
昌
三
、
号

尺
五
・
講
習
堂
。
京
都
の
人
。
父
は
松
永
貞
徳
で
あ
る
。

儒
学
を
藤
原
惺せ
い
か窩

（
一
五
六
一 

―
一
六
一
九
）、
和
歌
を

細
川
幽ゆ
う
さ
い斎

（
一
五
三
四
―
一
六
一
〇
）
に
学
び
、
建
仁
寺

に
お
き
仏
学
を
究
め
た
と
い
う
。
京
都
所
司
代
板
倉
重

宗
の
厚
遇
に
よ
り
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
堀
川
に

講
習
堂
、
正
保
五
・
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
御
所
堺

町
に
尺
五
堂
を
設
立
。
仕
官
は
せ
ず
、
門
弟
の
教
育
に

つ
と
め
、
木
下
順
庵
、
貝
原
益
軒
ら
の
す
ぐ
れ
た
門
人

を
育
成
し
た
。

六ろ
く
ぶ
つ物
：
竹ち

く
に
ょ
い

如
意
・
椶そ

う
も
う
ふ
つ

毛
拂
・
天て

ん
ぞ
う
き

造
几
・
木も

く
こ
ん
ろ
ん

崑
崙
・
沙さ

て
つ
べ
い

鉄
瓶
・
眉び

公こ
う
き
ん琴
の
丈
山
遺
愛
の
六
品
を
い
う
。
自
ら
銘
を
作
り
、

林
春
斎
、
春
徳
兄
弟
に
よ
る
六
物
歌
謡
が
伝
え
ら
れ
る
。

　

①
竹ち
く
に
ょ
い

如
意
：
銘
は
「
龍
之
形　

心
之
表　

如
此
君　

天
下
少
」

 

「
吁あ

あ

竹
如
意　

象
鼻
龍
姿　

儒
雅
所
執　

武
将
亦
持
中

虚
以
表
心
了　

何
抓
背
爲
」
と
あ
り
、
仏
家
の
法
会
・

講
讃
な
ど
に
用
い
、
道
士
の
持
つ
道
具
と
さ
れ
る
。「
如

意
」
は
仏
教
と
と
も
に
イ
ン
ド
か
ら
渡
来
、
説
教
の
折

に
備
忘
の
た
め
要
点
を
書
き
留
め
て
お
く
な
ど
に
活

用
。
菩
薩
が
持
つ
と
伝
承
す
る
。
中
国
で
は
官
位
あ
る

者
が
持
ち
、
文
官
が
記
憶
す
べ
き
啓
事
を
覚
え
書
き
す

る
手
板
「
笏こ
つ

」、
指
の
よ
う
な
形
を
し
背
の
痒
い
部
所

を
掻
く
「
掻そ
う
じ
ょ
う
杖
」
の
二
つ
の
用
途
を
兼
ね
て
作
ら
れ
た

と
い
う
。
君
公
に
事
物
を
指
し
示
す
時
、
歌
の
拍
子
を

と
る
時
、
護
身
の
た
め
な
ど
、
意
の
如
く
に
用
い
る
こ

と
か
ら
「
如
意
」
の
名
も
あ
り
、
仙
人
・
道
士
が
、
陰か
く

れ
た
徳
の
あ
る
貧
士
に
与
え
る
な
ど
、
ふ
り
上
げ
れ
ば

意
の
如
く
に
物
が
出
る
と
し
た
逸
話
も
残
る
。
丈
山
の

銘
に
は
、
儒
者
、
雅
人
ま
た
武
将
も
こ
れ
を
持
つ
と
し

て
、
内
が
空
洞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
自
ら
の
無
心
の

境
地
を
表
し
、
背
を
掻
く
た
め
に
な
ん
ぞ
用
い
て
よ
い

も
の
か
と
述
べ
る
。
形
は
象
の
鼻
、
龍
の
よ
う
だ
と
形

容
す
る
が
、
後
世
は
単
に
賞
玩
用
の
道
具
と
な
っ
た
。

　

②
椶そ
う（
し
ゅ
）も
う
ふ
つ

毛
拂
：
銘
は
「
竹
柄
椶
毛　

蠅よ
う
ぜ
い蚋
遁と

ん
と
う逃
」（
二
言
）。

 

「
椶
拂
」
は
棕し

ゅ
ろ櫚
毛
の
は
た
き
、
仏
具
の
一
つ
で
あ
り
、

僧
侶
が
蠅
や
蚊
を
払
う
た
め
に
用
い
た
も
の
。
白は
ぐ
ま熊

（
ヤ
ク
・
大
鹿
）
の
尾
の
毛
を
束
ね
て
柄
を
付
け
た
も
の

を
「
拂ほ
っ
す子
」
と
い
う
。

　

③
天て
ん
ぞ
う
き

造
几
：
銘
は
「
攤
書
焚
香　

憩
臂
靠
背　

皺
皮
如
波
形

質
以
朏　

希
代
化
工　

天
興
吾
愛
」。
珍
し
い
木
材
を

用
い
て
作
っ
た
肘
掛
け
（
脇
息
）
の
類
。
読
書
の
折
に

は
書
物
を
載
せ
、
香
を
焚
く
時
は
香
炉
を
置
き
、
肘
を

休
め
た
り
背
も
た
れ
に
し
た
り
と
応
用
す
る
。
希
代
の

加
工
、
天
吾わ
れ

に
与
え
て
愛
せ
し
む
と
あ
る
。

　

④
木も
く
こ
ん
ろ
ん

崑
崙
：
銘
は
「
惟こ

れ
こ
つ
ろ
ん

囫
圇　

元も
と
こ
つ
と
つ

榾
柮　

圍は
く
さ
ん
を
か
こ
み

博
山　

 

黄こ
う
う
ん雲

發は
っ
す」。「
香
几
也
」
と
添
書
が
あ
り
、
香
炉
を
入
れ
た
置

物
で
あ
る
。
中
国
西
方
の
霊
山
、
黄
河
の
源
に
な
る

崑
崙
山
に
見
立
て
た
木
の
切
り
株
に
博
山
（
香
炉
の
銘
）

を
入
れ
込
ん
だ
も
の
。
神
仙
思
想
に
基
づ
い
て
天
帝
の

都
に
喩
え
、
黄
色
の
花
咲
く
仙
薬
、
気
は
上
っ
て
天
に

通
ず
る
意
で
あ
ろ
う
か
。

　

⑤
沙さ
て
つ
べ
い

鉄
瓶
：
銘
に
「
沙
鉄
瓶
」
と
し
た
も
の
は
な
く
、
林
春

斎
・
春
徳
兄
弟
の
六
物
歌
謡
に
よ
り
、
花
入
れ
と
し
て

用
い
た
こ
と
、
海
中
に
落
ち
て
青
鉄
色
に
砂
や
石
の
赤

色
、
塩
分
に
よ
る
白
色
の
点
々
文
様
が
浮
か
ん
で
い
た

こ
と
、
二
つ
の
牡か
き
が
ら

蠣
殻
が
付
着
し
て
い
た
様
子
な
ど
が

わ
か
る
。「
花か
へ
い缾

」
と
題
し
た
丈
山
の
銘
に
は
「
銅
質

銕
色　

鱸
口
蜂
腰　

盛
水
無
變
貯
花
不
凋　

維
夫
興
茗

器
併
永
樂
賓ひ
ん
り
ょ
う

僚
」
と
あ
る
。
沙
鉄
瓶
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

⑥
眉び
こ
う
き
ん

公
琴
：
銘
に
「
眉
公
琴
」
と
し
た
も
の
は
見
当
た
ら

な
い
。
同
じ
く
林
兄
弟
の
六
物
歌
謡
に
よ
れ
ば
、
丈

山
は
華
風
を
慕
い
古
雅
を
好
み
と
し
、
眉
公
琴
も
長

崎
に
渡
来
し
た
李
西
湖
な
る
人
物
の
持
参
し
た
も
の
で
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あ
っ
た
と
い
う
。「
眉
公
」
は
明
代
の
学
者
・
文
学
者

陳ち
ん
け
い
じ
ゅ

継
儒
（
一
五
五
八
―
一
六
三
九
）
の
号
で
あ
る
。
字
は

仲ち
ゅ
う
じ
ゅ
ん
醇
、
白は

く
せ
き
さ
ん
し
ょ
う

石
山
樵
と
も
号
し
た
が
、
華
亭
・
松
江
（
上

海
）
に
生
ま
れ
、
二
九
歳
に
し
て
小し

ょ
う
こ
ん
ざ
ん

崑
山
に
隠
棲
、
野

に
在
っ
て
著
述
に
専
念
、
眉
公
琴
は
彼
の
愛
蔵
し
た
七

絃
琴
の
称
で
あ
る
。
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）、
文
芸

に
秀
で
た
霊
元
天
皇
（
一
六
五
四
―
一
七
三
二
）
は
詩
仙

堂
を
訪
問
、
琴
を
弾ひ

き
、
の
ち
絃
の
修
復
を
行
っ
た
と

さ
れ
る
。
北
宋
代
、
元
照
大
智
律
師
が
比
丘
必
携
仏
具

六
物
を
解
説
、
図
に
し
た
も
の
に
『
仏
制
比
丘
六
物
図
』

が
あ
る
。
日
本
へ
は
京
都
泉
涌
寺
の
開
山
と
な
る
俊
し
ゅ
ん
じ
ょ
う芿

（
一
一
六
六
―
一
二
二
七
）
が
も
ち
帰
る
が
、
僧
伽
梨
大

衣
・
欝
多
羅
僧
七
条
・
安
陀
会
五
条
・
鉢
多
羅
・
尼
師

壇
・
漉
水
嚢
の
六
種
を
い
う
（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
）。

詩し
せ
ん
ど
う
の
き

僊
堂
記
：
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）、
丈
山
友
人
、
幕
府
儒

官
林
羅
山
が
、
三
男
春
斎
（
鵞が

ほ
う峯

）、
四
男
春
徳
（
讀
耕

斎
）
を
伴
い
詩
仙
堂
に
遊
ん
だ
折
り
に
作
成
し
た
記
で

あ
る
。
内
容
は
丈
山
の
背
景
、
中
華
詩
人
三
六
輩
と
そ

の
寸
評
、
詩
仙
堂
の
由
来
と
周
辺
の
情
景
、
堂
内
の
造

作
、
当
日
の
接
待
な
ど
に
及
ぶ
が
、『
詩
仙
堂
志
』（
三
橋 

子
弘
）
に
模
刻
、『
新
編
覆
醤
續
集
附
録
』
に
収
録
さ
れ

た
。
同
折
、
羅
山
は
凹
凸
窠
十
境
・
十
二
景
詩
、
春
斎
・

春
徳
兄
弟
は
十
二
景
詩
・
六
物
歌
謡
を
創
作
し
た
。

詩し
せ
ん
で
ん

僊
傳
：
詩
仙
図
像
一
巻
を
い
う
。
叙
文
は
野
間
三
竹
（
埜
子   

苞
）
が
書
し
て
い
る
が
（『
新
編
覆
醤
續
集
附
録
』）、
堂
の

壁
像
に
加
え
て
も
う
一
種
三
六
輩
図
の
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
、『
詩
仙
堂
志
』
に
は
「
堂
中
所
三
十
六
仙
詩

像
原
有
二
様
」
と
あ
る
。

六ろ
く
ぶ
つ
か
よ
う

物
歌
謡
：
林
春
斎
・
春
徳
兄
弟
が
、
詩
仙
堂
、
丈
山
愛
用
の

六
品
に
つ
い
て
韻
文
形
式
の
詩
（
歌
謡
）
を
残
し
た
も

の
。
六
品
は
、
竹
如
意
・
椶
毛
拂
・
天
造
几
・
木
崑
崙
・

沙
鉄
瓶
・
眉
公
琴
で
あ
る
。

唐と
う
し詩
：
中
国
唐
代
（
六
一
八
―
九
〇
七
）
に
作
ら
れ
た
詩
。
唐
代

以
前
の
詩
を
古こ

し詩
・
古こ

た
い
し

体
詩
と
い
う
が
、
唐
代
に
な
り
、

絶
句
・
律
詩
・
排
律
な
ど
の
近き
ん
た
い
し

体
詩
が
完
成
、
杜
甫
・

李
白
・
白
居
易
・
柳り
ゅ
う
そ
う
げ
ん

宗
元
な
ど
の
秀
れ
た
詩
人
が
輩
出

し
た
。
丈
山
は
、
古
く
は
陶
潜
、
唐
代
は
杜
甫
・
李
白

に
親
し
ん
だ
と
さ
れ
る
。

雅が

こ古
：
格
調
を
重
ん
じ
、
古
語
を
好
む
。

天て
ん
し子

：
天
皇
。
こ
の
折
は
後
水
尾
上
皇
。

異い
い
き域
：
こ
こ
で
は
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）、
来
朝
し
た
朝

鮮
聘へ
い
し使

一
行
と
随
行
者
詩
学
教
授
権ご

ん
ち
ょ
く

侙
（
菊
軒
）
ら
の

宿
泊
先
本
国
寺
（
京
都
）
に
お
け
る
筆
談
、
詩
の
次
韻

な
ど
。
ま
た
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）、
明
の
帰
化
人

陳ち
ん
げ
ん
ぴ
ん

元
贇
（
一
五
八
七
―
一
六
七
一
）
の
丈
山
訪
問
、
詩
の

評
価
な
ど
の
交
流
を
い
う
。

文ぶ
ん
ぴ
ん
し
か
く

賓
詩
客
：
文
徳
あ
る
騒
人
ら
と
の
交
友
。
丈
山
の
隠
棲
生
活

は
俗
を
離
れ
て
読
書
、
詩
文
に
明
け
暮
れ
た
も
の
と
さ

れ
、
交
遊
者
は
羅
山
父
子
、
昌
三
、三
竹
、
竹
洞
な
ど

僅
か
六
、七
人
と
「
聘
君
石
六
六
山
人
墓
誌
銘
」（
柳
谷  

野
子
苞
・
野
間
三
竹
）
は
伝
え
る
。

謝し
ゃ
せ
い世
：
こ
の
世
を
去
る
・
死
去
。

平ひ
ら
い
わ
せ
ん
け
い

岩
仙
桂
（
？
―
一
六
七
三
）：
漢
学
者
。
名
は
桂
、
号
は
仙
山
・

忘
筌
・
一
柳
軒
な
ど
。
京
都
の
人
。
丈
山
門
人
。
経
史
、

詩
文
に
す
ぐ
れ
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
加
賀
藩
の
儒

官
と
な
る
。
丈
山
の
死
に
よ
っ
て
同
一
二
年
（
一
六
七
二
）

京
都
へ
戻
り
、
遺
言
（
宛
人
は
天
野
彌
五
右
衛
門
、
石
谷
五

右
衛
門
両
者
）
に
従
い
二
代
詩
仙
堂
堂
主
と
な
る
。
が
、

翌
延
寳
元
年
に
は
自
ら
も
卒
し
て
お
り
、
堂
主
は
僅
か

一
年
足
ら
ず
の
務
め
で
あ
っ
た
。
仙
桂
は
帰
京
後
も
加

賀
藩
か
ら
二
〇
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、『
新

編
覆
醤
續
集
』（
巻
三
）
に
は
「
平
巖
仙
桂
號
忘
筌
子

先
生
之
門
人
」、『
附
録
』 （
巻
三
）
に
は
「
仙
桂
仕
加
賀

羽う
り
ん林
君
後
退
居
六ろ

く
ろ
く六
山
中　

舊
歳
罹か

か
り

 
沉ち

ん
あ疴
而
逝
矣　

故
不
及
著
述
此
集
之　

序
跋
以
爲
恨
焉　

幸
得
此
文
字

於
反
故
堆
中　

故
録
之
聊い
さ
さ
か爲
記
姓
名
爾の

み

」
と
あ
る
。

徴ち
ょ
う
し士

：「
徴
」
は
召
す
・
呼
び
よ
せ
る
の
意
。
登
用
さ
れ
て
も

官
に
つ
か
な
い
学
者
、
徳
行
の
高
士
を
い
う
。

三み
よ
し
な
が
よ
し

好
長
慶
（
一
五
二
二
―
六
四
）：
室
町
末
期
、
戦
国
時
代
の
武

将
・
大
名
。
父
は
阿
波
・
山
城
守
護
代
元も
と
な
が長

（
改
名
後  

長
基
・
一
五
〇
一 

―
三
二
）
で
あ
る
が
、
一
向
一
揆
の
攻

撃
に
よ
る
元
長
戦
死
後
、
一
二
歳
で
家
督
を
継
承
。
室

町
幕
府
管か
ん
れ
い領
細
川
晴は

る
も
と元

（
一
五
一
四
―
六
三
）
被
官
と
な

り
、
の
ち
畿
内
を
制
圧
、
四
国
を
支
配
下
に
治
め
る
。

水
軍
を
擁
し
最
先
端
の
軍
事
力
を
誇
り
、
キ
リ
シ
タ
ン

を
受
容
、
文
芸
に
も
秀
れ
、
谷
宗そ
う
ぼ
く牧
・
宗
養
父
子
、
里

村
紹
巴
（
一
五
二
五
―
一
六
〇
二
）
ら
と
の
交
流
な
ど
連

歌
の
保
護
に
も
努
め
て
い
る
。
晩
年
は
将
軍
足
利
義よ
し

輝て
る

（
一
五
三
六
―
六
五
）
と
の
確
執
、
家
臣
で
あ
っ
た
松
永

久ひ
さ
ひ
で秀

（
一
五
一
〇
―
七
七
）
の
台
頭
、
弟
実じ

っ
き
ゅ
う
休
（
義
賢
）、

安
宅
冬ふ
ゆ
や
す康
、
嫡
子
義よ

し
お
き興
ら
の
死
に
よ
っ
て
失
意
の
う
ち

に
病
死
し
た
。

三
好
実じ
っ
き
ゅ
う

休
（
一
五
二
六
―
六
二
）
：
長
慶
実
弟
、
三
好
義よ

し
か
た賢

剃
髪

後
の
称
。
名
之
康
・
元
康
、
豊
前
守
。
阿
波
の
守
護
細

川
持も
ち
た
か隆
被
官
で
あ
っ
た
が
、
天
文
二
二
年 

（
一
五
五
三
）

弟
十そ

ご
う
か
ず
ま
さ

河
一
存
の
援
助
を
得
て
持
隆
を
暗
殺
。
阿
波
を
統

治
し
て
長
慶
を
助
け
、
や
が
て
河か
わ
ち内
国
主
、
高
屋
主
と

な
る
。
が
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
旧
河
内
国
主
畠
山

高た
か

政ま
さ

（
一
五
二
七
―
七
六
）
が
根ね

ご
ろ来

寺
と
連
合
北
上
し
、

同
寺
僧
徒
往
来
右
京
ら
の
手
に
よ
り
和
泉
久
米
田
に
討

死
す
る
。
長
慶
は
同
折
り
連
歌
師
谷
宗
養 

（
一
五
二
六 

―

六
三
）、
弟
安
宅
冬ふ

ゆ
や
す康

（
一
五
二
八
―
六
四
）
ら
と
北
河
内

の
飯い
い
も
り盛

城
に
お
い
て
連
歌
会
を
開
催
、
実
休
戦
死
の
報

を
受
け
る
や
「
蘆あ
し
ま間
に
ま
じ
る
す
す
き
一ひ

と

村む
ら

」
の
句
に
、

「
古ふ
る
い
け沼

の
浅
き
方
よ
り
野
と
な
っ
て
」
の
一
句
を
付
け
、

兵
を
興
し
て
戦
場
へ
と
向
か
い
敵
を
破
る
と
伝
え
ら
れ

る
。
三
好
氏
は
、
鎌
倉
期
、「
承
久
の
乱
」
に
戦
功
を

立
て
た
清
和
源
氏
小
笠
原
長な
が
き
よ清

（
一
一
六
二
―
一
二
四
二
）

の
一
族
と
さ
れ
る
。
長
清
は
文
治
年
間
（
一
一
八
五
―
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九
〇
）
信
濃
守
、
の
ち
紀
伊
・
河
内
・
阿
波
三
国
の
守

護
と
な
る
が
、
子
の
長
経
を
阿
波
三
好
に
住
ま
わ
せ
、

三
好
姓
を
名
の
る
始
め
と
す
る
。
室
町
期
に
は
四
国
守

護
細
川
氏
の
被
官
と
な
り
地
位
を
確
立
。
活
躍
は
応

仁
の
乱
（
一
四
六
七
―
七
七
）
に
端
を
発
し
、
長
慶
曽
祖

父
筑
前
守
之ゆ
き
な
が長

（
一
四
五
八
―
一
五
二
〇
）
が
細
川
成し

げ
ゆ
き之

（
一
四
三
四
―
一
五
一
一
）
に
従
い
京
都
へ
出
陣
、
次
い
で

長
秀
、
元も
と
な
が長 

（
一
五
〇
一
―
三
二
）
と
続
き
、
一
一
歳
で

父
元
長
の
非
業
の
死
に
接
し
た
長
慶
の
非
凡
な
軍
略
、

戦
事
力
、
経
済
力
、
さ
ら
に
連
歌
、
茶
の
湯
な
ど
の
文

芸
へ
の
理
解
が
三
好
一
族
の
基
軸
と
な
る
。
長
慶
は
三

弟
の
う
ち
義よ
し
か
た賢

（
実
休
）
を
阿
波
、
一か

ず
ま
さ存

（
一
五
三
二
―

六
一
）
を
讃
岐
の
十そ

ご
う河
氏
後
継
者
、
冬
康
を
も
と
熊
野

水
軍
橘
氏
・
紀
伊
国
安
宅
氏
の
後
継
者
と
為
し
、
兄
弟

を
阿
波
・
讃
岐
・
淡
路
に
配
し
て
本
拠
を
固
め
る
。
自

ら
は
京
都
に
あ
っ
て
中
央
政
界
に
力
を
注
ぐ
が
、
地

方
と
「
み
や
こ
」
を
往
復
し
つ
つ
勢
力
を
拡
大
。
淡

路
・
大
坂
・
紀
伊
に
か
け
て
の
安
宅
水
軍
を
手
中
に
し

た
こ
と
、
堺
商
人
と
結
び
つ
き
財
政
的
基
盤
を
固
め
た

こ
と
、
文
化
人
と
の
交
流
に
よ
っ
て
絶
大
な
権
力
を
確

立
し
て
ゆ
く
。
が
、
長
慶
娘
を
妻
と
し
た
家か
さ
い宰
松
永

弾だ
ん
じ
ょ
う
の
じ
ょ
う

正
忠
久
秀 

（
一
五
一
〇
―
七
七
）
の
非
望
に
よ
っ
て
、

長
慶
嫡
子
義よ
し
お
き興

（
一
五
四
二
―
六
三
）
は
没
し
、
安
宅
冬

康
が
殺
さ
れ
、
義
興
後
継
者
義よ
し
つ
ぐ継

（
一
存
息
・
一
五
四
九

―
一
五
七
三
）
も
滅
亡
す
る
。
長
慶
亡
き
の
ち
久
秀
は
、

永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）、
義
継
補
佐
で
あ
っ
た
三
好
三

人
衆
長な
が
ゆ
き逸

・
政
康
・
岩い

わ
な
り成

友と
も
み
ち通

（
？
―
一
五
七
三
）
と

共
謀
し
将
軍
義
輝
を
暗
殺
す
る
が
、
二
年
後
に
は
三
人

衆
と
対
立
、
追
い
込
ん
で
奈
良
の
大
佛
殿
を
焼
き
払
う

な
ど
す
る
。
が
、
織
田
信
長
（
一
五
三
四
―
八
二
）
の
軍

勢
に
は
力
及
ば
ず
、
武
田
信
玄
、
上
杉
謙
信
ら
を
頼

り
と
し
な
が
ら
、
自
ら
信
貴
山
城
に
火
を
放
ち
自
刃

す
る
。
秘
蔵
で
あ
っ
た
平ひ
ら
ぐ
も

蜘
蛛
の
茶
の
湯
釜
を
抱
い
て

投
身
、
打
割
っ
た
と
も
伝
承
す
る
が
、
三
好
一
族
中
宗

三
・
政
長
（
一
五
〇
八 

―
四
九
）
は
堺
の
茶
人
武
野
紹じ

ょ
う
お
う鷗 

（
一
五
〇
二
― 

五
五
）
に
茶
を
学
び
「
九つ

く
も
が
み

十
九
髪
茄な

子す

」

（
大お

お
め
い
ぶ
つ

名
物
茶
入
）
を
秘
蔵
、
実
休
も
紹
鴎
の
弟
子
で
あ
っ

た
と
伝
聞
。
安
宅
冬
康
は
和
歌
・
連
歌
、
書
に
も
す
ぐ

れ
て
集
外
三
十
六
歌
仙
の
一
人
と
な
る
。

三
好
安あ
た
か宅

（
？
―
一
七
一
三
）：
乾
山
は
実
休
曽
孫
と
記
す
が
、

詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
水
戸
の
浪
人
三
好
安あ
た
か琢

な
る
人
物
が
京
都
に
住
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、

同
人
か
否
か
は
解
ら
な
い
。
東
涯
に
よ
れ
ば
安
宅
は
伊

藤
仁
斎
の
門
下
で
あ
り
、『
先
游
傳
』
に
は
「
與
先
子

交
」
と
あ
る
。
紀
州
に
生
ま
れ
、
三
好
長
慶
末
裔
と
さ

れ
る
が
、
仙
桂
没
後
、
丈
山
の
遺
言
に
従
い
「
人
品
御

見
立　

作
法
可
然
者
」
と
し
て
延
寳
元
年
（
一
六
七
三
）、

遺
言
宛
人
天
野
彌
五
右
衛
門
、
石
谷
五
右
衛
門
が
三
代

堂
主
に
選
ん
だ
も
の
と
伝
承
す
る
。
安
宅
は
詩
仙
堂
に

四
〇
年
（
三
〇
年
と
も
）
余
を
つ
と
め
る
が
、
延
寳
九
年  

（
一
六
八
一
）『
雍
州
府
志
』
を
著
し
た
黒
川
道
祐
（
？
―   

一
六
九
一
）、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
俳
人
松
尾
芭
蕉   

（
一
六
四
四
―
九
四
）、
同
五
年
乾
山
ら
が
訪
問
。
道
祐
の

記
か
ら
は
談
話
・
酒
を
好
み
、
乾
山
の
記
か
ら
は
朴
直

剛
勇
、
栄
利
を
厭
い
貧
に
甘
ん
ず
る
独
楽
の
人
の
面
影

が
浮
か
ぶ
。
没
後
は
安
宅
友
人
真
言
宗
の
僧
祖
巖
が
在

任
、
さ
ら
に
そ
の
門
弟
曇ど
ん
し
ょ
う
性
が
堂
を
守
る
。

気き
え
ん焔
：
意
気
盛
ん
な
様
子
・
気
勢
。

星せ
い
と斗
：
星
座
・
星
を
い
う
。

稀き
せ
い世

：
世
に
ま
れ
・
め
っ
た
に
な
い
。

紛ふ
ん
か華

：
華
美
・
名
利
。
華
や
か
な
こ
と
。

布ふ
き
ゅ
う裘

：
布
の
裏
に
皮
を
付
け
た
衣
・
皮
衣
。
方
外
の
趣
あ
る
も

の
と
し
て
道
士
な
ど
が
着
用
。
破は
へ
い弊
、
破
れ
傷
む
な
ど

「
弊へ
い

裘き
ゅ
う」

は
破
れ
た
皮
衣
。

木も
く
げ
き屐

：「
屐
」
は
下
駄
の
類
。
雨
降
り
や
泥
道
、
山
道
を
上
る

折
り
に
用
い
る
下
駄
と
さ
れ
る
。
乾
山
も
妙
光
寺
に
お

け
る
那な

ば波
祐ゆ

う
え
い英
・
打う

だ它
光み

つ
の
り軌
ら
と
の
清
遊
に
引
用
し
た

が
、
六
朝
代
の
山
水
詩
人
謝し
ゃ
れ
い
う
ん

霊
運
（
三
八
五
―
四
三
三
）

の
履
い
て
い
た
も
の
を
「
謝し

ゃ
こ
う
げ
き

公
屐
」
と
い
う
。
登
山
の

折
り
は
前
歯
を
外
し
、
下
山
の
折
り
に
は
後
歯
を
外
す

工
夫
の
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。

毫ご
う
ま
つ末
：
毛
先
。
転
じ
て
極
く
僅
か
、
毛
頭
。

頽た
い　

：
崩
れ
る
・
崩
す
。

祭さ
い
し祀
：
神
や
先
祖
を
ま
つ
る
。

先
生
像
：
丈
山
寿
像
。
狩
野
探
幽
筆
画
、
丈
山
自
讃
。「
如
意

隱
几
綵臼
褐
烏
巾　

黙
々
霄
貌
昭
々
精
神　

交
游
造
物
涵

養
道
具　

八
秩
頑
老
三
陽
逸
民　

逸
民
謂
誰　

六
々
山

人　

自
書
」
印
（
六
六
山
洞
凹
凸
窠
人
）
と
あ
る
。

厳げ
ん
か
く格

：
厳お

ご
そか

に
し
て
慎
し
み
深
い
。

巽た
つ
み
　

：
辰
巳
。
南
東
の
方
角
。

頑が
ん
せ
ん
し

仙
祠
：
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）、
六
三
歳
の
丈
山
が
詩
仙
堂

を
設
立
後
、
四
年
程
し
て
近
く
の
舞
楽
寺
村
山
中
に
自

ら
墓
所
を
選
定
。
寿じ
ゅ
こ
う壙

（
生
前
に
作
っ
て
お
く
墓
）
を
築

い
て
祠
堂
を
建
て
、
頑
仙
堂
（
祠
）
と
称
し
た
。

額が
く
し
ゅ手

：
手
を
額
に
あ
て
、
敬
意
を
表
す
態
度
を
い
う
。
司
馬
温

公
に
例
が
あ
る
。

稽け
い
し
ゅ首
：
中
国
の
礼
式
で
、
頭
が
地
に
付
く
ま
で
体
を
屈
し
て
拝

す
る
作
法
。
最
も
深
い
敬
意
を
表
す
礼
と
さ
れ
る
。「
頓

首
」
と
同
じ
く
書
簡
文
の
末
尾
に
書
い
て
敬
意
を
表
す

語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

訖き
つ　

：
終
わ
る
・
と
め
る
・
悉こ

と
ご
とく
。

茗め
い
た
ん譚

：
「
茗
」
は
茶
、「
譚
」
は
談
。
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
る

り
と
談
ず
る
・
茶
話
。

下か
し
ょ
う舂

：
日
が
沈
む
頃
・
日
の
入
り
。

悵ち
ょ
う
ぜ
ん

然
： 

う
ら
み
嘆
く
さ
ま
。

一い
ち
ぜ
つ絶
：
絶
句
一
首
。

鴨お
う
り
ゅ
う

流
：
鴨
川
の
流
れ
。

高こ
う
ろ
う樓

：
こ
こ
で
は
嘯
月
樓
を
い
う
。

無む
へ
ん邊
：
限
り
な
い
・
果
て
し
な
い
。

尾形乾山の書画(21)



①
洛み

や
この

西せ
い
ほ
く北

、
仁に

ん
な
じ
の
ま
え

和
寺
前
、
野の

の
む
ら
に
ん
せ
い

々
村
仁
清
よ
り
乾け

ん
ざ
ん山

緒お
が
た方

某そ
れ
が
し

㴱し
ん

省せ
い

へ
相あ

い
つ
た伝

え
た
る
陶と

う
き器

の
作つ

く

り
方か

た

、
上う

え

に
掛か

け

候そ
う
ろ
う

薬く
す
りの

方て
だ
て、

地じ

土づ
ち

の
製せ

い
ほ
う方

並な
ら

び
に
絵え

の
ぐ
の
て
だ
て

具
方 

等な
ど

、
則す

な
はち

仁に
ん
せ
い清

受ず
り
ょ
う領

播は
り
ま
だ
い
じ
ょ
う

磨
大
掾
藤ふ

じ

良な
が

判は
ん
ぎ
ょ
う

形
の
一い

っ
さ
つ冊

、
本も

と

の
侭ま

ま

に
鄙ひ

ご語

俗ぞ
く
げ
ん言

を
顧か

え

り
み
ず
、
こ
れ
を
書か

き
写う

つ

し
、
送お

く

り
進し

ん

ぜ
し

め
畢お
わ

ん
ぬ
。
愚ぐ

ふ夫
の
今い

ま

の
案あ

ん

は
朱し

ゅ
じ字

を
以も

っ
て
こ
れ
を
記し

る

す
。（
朱
）
仁に
ん
せ
い清

と
云い

う
字じ

は
、
俗ぞ
く
み
ょ
う

名 

野の
の
む
ら

々
村
清せ
い
え
も
ん

右
衛
門
と
云い

え
り
。 

仁
和
寺

の
「
仁に
ん

」
と
清
右
衛
門
の
「
清せ
い

」
の
字 

を
合あ

わ
せ
て
、「
仁
清
」
と
普あ
ま
ねく

陶
器
に

銘め
い

す
。
全か
な
も
り
そ
う
わ

森
宗
和
老ろ
う
じ
ん人
好こ
の

み
の
茶ち
ゃ

器き

、
仁
清
専も
っ
ぱら
こ
れ
を
製せ
い

す
。

 

乾
山
深
省　
（
印
）
深
省

②
（
朱
）
是こ

れ
は
仁
清
よ
り
乾
山
方か
た

へ
焼や
き
も
の物

の
方て
だ
て

 

伝つ
た

へ
申も
う

し
候
奥お
く
が
き書

の
写う
つ

し
な

り
。

　

右み
ぎ
ほ
ん
や
き

本
焼
、
楽ら
く
や
き焼
、
絵え
ぐ
す
り薬
、
錦に
し
き
で
え
ぐ
す
り

手
絵
薬
の
諸し
ょ
じ事
、
土つ
ち

の
合あ

わ
せ
様よ

う

ま
で
、
具つ

ぶ
さに

書か

き
写う

つ

し
遣つ

か

わ
し
申も

う

し
候
。
必か

な
らず

必

ず
他た

見け
ん

他た

言ご
ん

成な

さ
れ
ま
じ
く
候
。
拙せ
っ
し
ゃ者
家け

祕ひ
で
ん伝
に
て
候
へ

ど
も
、
ご
所し
ょ

望も
う

に
応お
う

じ
申も
う

し
候
と
こ
ろ
な
り
。　

以い
じ
ょ
う上

 

元げ
ん
ろ
く祿

十
二
年
卯う

八
月
十
三
日

 

野
々
村
播
磨
大
掾 

藤ふ
じ
な
が良
判　

緒
方
深
省
老ろ
う　

参ま
い
る

③
一い

ち
も
ん
じ

文
字
に
平た

い
らめ

た
る
所と

こ
ろに

付つ

け
候
。
堅た

て
（
縦
）
に
付
け
て

も
横よ
こ

に
付
け
て
も
宜き

じ持
申
し
候
。
右み
ぎ

之の

外ほ
か

珍め
ず
らし
き
品し
な

候
は

ば
、
工く

夫ふ
う

の
上う

え

相あ
い
た
め試

し
、
作さ

く
て
い定

致い
た

し
た
る
義ぎ

こ
れ
有あ

り
候

は
ば
、
重か
さ

ね
て
相あ
い

認し
た
ため
進し
ん

ぜ
べ
く
候
。
以
上
□
□
□

 
巳み

三
月
五
日　

乾
山
深
省
（
花
押
）
爾
字
型

　
元げ
ん
ぶ
ん文
丁ひ
の
と
み巳
秋あ
き

八
月
武ぶ
こ
う江
蘭ら
ん
け
い溪
任に
ん

（
印
）
勝し
ょ
う
に
ん
任　
　
（
印
）
矢
田
陪
氏

　
水み
な
か
み
の
ひ
し
ょ

上
秘
書
に
し
て
他た
け
ん見
を
お
そ
る
ゝ
も
の
な
り

　
水
上
蘆ろ
せ
ん川
（
印
）
陶と
う
え
ん
き
ょ
ぞ
う
し
ょ
の
し
る
し

煙
居
蔵
書
記

『
陶
工
必
用
』

①
洛
西
北
仁
和
寺
前
墅
々
村
仁
清
よ
り
乾

山
緒
方　

某
㴱
省
江
相
傅
陶
器
作
方
上
ニ

掛
ヶ
候
藥
之
方　

地
土
ノ
製
方
並
絵
具
方

等
則
仁
清
受
領
播
磨　

大
掾
藤
良
判
形
ノ

一
冊
本
之
侭
鄙
語
俗
言
を
不　

顧
之
尹

冩
令
進
送
畢
愚
夫
之
今
案
者
以
朱
字
記
之

（
朱
）
仁
清
ト
云
字
ハ
俗
名
野
々
村
清
右
衛
門
ト
云
リ　

仁
和
寺
之
仁
ト
清
右
衛
門
之
清
ノ
字
合
テ
仁
清
ト
普
ク
陶

器
ニ
銘
ス　

全
森
宗
和
老
人
好
ミ
之
茶
器
仁
清
専
製
之　

 

乾
山
㴱
省
（
印
）
深
省

②
（
朱
）
是
ハ
仁
清
ゟ　

乾
山
方
へ　

燒
物
ノ
方　

傳
申

候
奥　

之
寫
也　

右
本
燒
樂
燒
繪
藥
錦
手

絵
藥
諸
事　

土
之
合
様
ま
で
具
ニ
尹
寫
遣

申
候
必
々
他
見
他
言　

被
成
間
敷
候
拙
者

家
祕
傳
尓
て
候
へ
共
御
昕一
望
ニ　

應
申
候

昕一
也
以
上　

野
々
村
播
磨
大
掾
藤
良
判　

元
祿
十
二
年
夘
八
月
十
三
日　
　

 

緒
方
深
省
老　

參

③
一
文
字
ニ
平
め
多
る
所
ニ
付
候
堅
ニ
付

て
も
横
ニ
付
て
も
宜
持
申
候　

右
之
外
珎

敷
品
候
ハ
ゝ
工
夫
之
上
相
試　

作
定
致
多

る
義
有
之
候
ハ
ゝ
重
而
相　

認
可
進
候　

已
上
□
□
□　

巳
三
月
五
日

 

乾
山
深
省
（
花
押
）
爾
字
型

　
元
文
丁
巳
秌
八
月
武
江
蘭
溪
任
（
印
）
勝
任

 

（
印
）
矢
田
陪
氏

　
水
上
秘
書
尓
し
て
他
見
を
お
そ
る
ゝ
毛
の
な
里

　
水
上
蘆
川
（
印
）
陶
煙
居
蔵
書
記

乾
山
七
五
歳

＊『
陶
工
必
用
』
は
元
文
丁
巳
・

二
年
（
一
七
三
七
）
三
月
五
日

江
戸
に
お
い
て
乾
山
の
認
め
た

陶
法
伝
書
で
あ
る
。

　

内
容
は
三
部
に
分
か
れ
、

①
仁
清
伝
の
本
窯
陶
法
：
粘

土
・
釉
薬
・
絵
具
、
楽
焼
な
ど

の
秘
伝
の
こ
と

②
孫
兵
衛
伝
の
内
窯
陶
法
：
粘

土
・
釉
薬
・
絵
具
の
こ
と

③
乾
山
伝
の
本
窯
・
内
窯
陶

法
：
粘
土
・
釉
薬
・
絵
具
の
こ

と
な
ど
が
纏
め
ら
れ
た
。

　

巻
末
に
は
「
武ぶ

こ
う
ら
ん
け
い
に
ん

江
蘭
溪
任
」、

「
勝
任
」
印
が
あ
る
。
宛
人
は

武
蔵
国
江
戸
住
「
蘭
溪
勝
任
」。

「
勝
任
」
は
「
藤
原
勝
任
」（「
東

照
宮
百
三
十
年
御
忌
記
」）、
江
戸

進
藤
家
、
輪
王
寺
坊
官
進
藤

周
防
守
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
乾
山
と
は
懇
意
で
あ
り
、

没
後
弔
い
に
金
一
両
、
墓
所
善

養
寺
を
配
慮
し
た
人
物
で
あ

る
。
の
ち
に
所
持
者
は
「
水
上

秘
書
に
し
て
他
見
を
お
そ
る
ゝ

も
の
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

「
陶
隠
居
」（
印
）
と
号
し
た
水

上
廬
川
。
巻
頭
・
巻
末
の
蔵
書

印
「
矢
田
部
氏
」（
満
岡
忠
成

「
陶
工
必
用
に
つ
い
て
」）
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
矢
田
部
（
陪
）
氏

と
称
す
る
人
物
に
渡
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
水
上
氏
・
矢

田
部
氏
の
詳
し
い
こ
と
は
不
明

で
あ
る
。

　
『
陶
工
必
用
』
に
は
折
り
目

に
「
飛ひ

り
ょ
う
ざ
い
て
ん

龍
在
天
」（
楕
円
形
朱
印
）

の
証
印
が
あ
る
。

『
陶
工
必
用
』（
元
文
丁
巳
・
二
年
・
一
七
三
七
）

『
陶＊

と
う
こ
う
ひ
つ
よ
う

工
必
用
』

①②③
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①
右み

ぎ

条じ
ょ
うの

も
の
、
本ほ

ん
や
き焼

山や
ま
が
ま窯

陶と
う
き器

の
地じ

づ
ち土

、
上う

え

の
掛か

け
ぐ
す
り

薬
、

素す

焼や
き

以い

ご後
の
絵え

の
ぐ具

、
本ほ

ん
が
ま窯

よ
り
焼や

き
い
だ出

し
候
上う

え

に
い
ろ
い
ろ

焼や

き
付つ

け
候
絵
具
の
方て

だ
て、

茶ち
ゃ
い
れ入

、
茶ち

ゃ
わ
ん碗

、
そ
の
外ほ

か

数す
ひ
ん品

の

器う
つ
わの
掛か

け
薬ぐ
す
りの
方
、
御お
む
ろ室
焼や
き
も
の
し
に
ん
せ
い

物
師
仁
清
、
受ず
り
ょ
う領
は
野の

の々

村む
ら

播は
り
ま
だ
い
じ
ょ
う

磨
大
掾
方か

た

よ
り
相あ

い
つ
た伝

へ
候
諸し

ょ
ほ
う方

、
又ま

た

、
愚ぐ

せ
つ拙

累る
い
ね
ん年

工く
ふ
う夫

の
上う
え

撰え
ら

み
出い
だ

し
候
方て
だ
てと
も
、
今こ
ん
ぱ
ん般
ご
懇こ
ん
も
う望
に
応お
う

じ
、
逐ち
く
い
ち一

書か

き
記し

る

し
附ふ

ぞ
く属

せ
し
め
候
。
ご
閑か

ん
げ
き隙

の
節せ

つ

、
御
翫も

て
あ
そび

の

一い
ち
じ
ょ助

に
成な

り
候
は
ば
幸こ

う
じ
ん甚

と
為な

す
べ
く
候
。
頓＊

と
ん
し
ゅ

首

 

元げ
ん
ぶ
ん文

二
年

 

巳み

九
月
十
一
日
乾
山
七
十
五
翁お
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㴱
省
（
花
押
）
爾じ

字
型

②
右み
ぎ

書か

き
付つ

け
候
分ぶ
ん

は
、
皆み
な
み
な々

内う
ち
が
ま
や
き

窯
焼
、
楽ら
く
や
き焼
な
ど
の
方て
だ
て、

累る
い

年ね
ん

習し
ゅ
う
と
く

得
候
分
、
又ま

た

は
自じ

こ己
工く

ふ
う夫

を
以も

っ
て
焼や

き

出い
だ

し
候
方

と
も
、
残の
こ

ら
ず
毫＊

ご
う
ま
つ
ち
く
い
ち

末
逐
一 

書
き
記し

る

せ
し
め
候
畢お

わ

ん
ぬ

　
　

元
文
二
年
巳

　
　

九
月
十
二
日　

京け
い
ち
ょ
う

兆

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
山
陶と
う
こ
う工

　
　
　
　
　
　
　
　

紫し
す
い
ろ
う
じ
ん

翠
老
人

　
　
　
　
　
　
　
　

㴱
省
（
花
押
）
爾
字
型

【
参
考
】

　
『
陶
工
必
用
』『
陶
磁
製
方
』
は
巻
頭
・
巻
末
の
み
を
掲
載
し
た
。

秘
薬
と
す
る
黒
・
白
絵
具
の
工
夫
、
惣
地
塗
り
の
釉
法
な
ど
に
乾

山
独
自
の
特
色
が
あ
り
、
伝
書
は
陶
家
が
そ
の
一
流
と
す
る
所
を

家
伝
・
秘
伝
と
し
て
伝
え
残
す
た
め
に
書
す
る
文
書
。
元
来
、
身

を
も
っ
て
習
得
す
る
弟
子
ら
に
は
不
用
の
も
の
で
あ
り
、
乾
山
伝

書
が
数
寄
者
宛
て
に
書
か
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
一
理
で
あ
る
。

『
陶
磁
製
方
』

①
右
条
之
者
本
燒
山
窯
陶
器

地
土
上
ノ
掛
藥
ス
ヤ
キ
已
後
之
絵
具

本
窯
ヨ
リ
燒
出
候
上
ニ
色
々
燒
付
候

　

絵
具

方
茶
入
茶
碗
其
外
数
品
之
器
ノ

可
け
藥
之
方
御
室
燒
物
師
仁
清

受
領
ハ
墅
々
村
播
磨
大
掾
方
ゟ

相
傳
候
諸
方
又
愚
拙
累
年
工
夫
之

上
撰
ミ
出
候
方
共
今
般
應
御
悃
望

逐
一
尹
記
令
附
属
候
御
閑
隙

之
節
御
翫
ヒ
之
一
助
ニ
成
候
ハ
ゝ
可

為
幸
甚
候
頓
首

　
　

元
文
二
年

　
　

巳
九
月
十
一
日
乾
山
七
十
五
翁

　
　
　
　
　
　
　
　

㴱
省
（
花
押
）
爾
字
型

②
右
尹
付
候
分
ハ
皆
々
内
窯
燒

樂
燒
等
之
方
累
年
習
得
候

分
又
ハ
自
己
工
夫
ヲ
以
燒
出
候
方
共

不
残
毫
末
逐
一
令
昼
記
候
畢

　
　

元
文
二
年
巳

　
　

九
月
十
二
日　

　
　
　
　

京
兆  

乾
山
陶
工

　
　
　
　

紫
翠
老
人
㴱
省
（
花
押
）
爾
字
型

乾
山
七
五
歳

『
陶
磁
製
方
』（
元
文
丁
巳
・
二
年
・
一
七
三
七
）

『
陶＊

と
う
じ
せ
い
ほ
う

磁
製
方
』

　
「
飛
龍
在
天　

天
下
文
明
」

（『
圓
機
活
法
』
巻
七
）
は
、『
易

経
』「
文
言
伝
」
に
天
に
昇
っ

た
龍
、
志
を
得
て
人
の
上
に
立

つ
者
、
聖
人
の
み
の
業
の
意
。

同
声
は
呼
応
、
同
気
は
互
い
に

求
め
合
う
と
す
る
が
、
雲
は
龍

に
、
風
は
虎
に
伴
う
理
と
な

る
。「
飛ひ

り
ょ
う
て
ん
に
あ
り

龍
在
天　

利
た
い
じ
ん
を
み
る
に
よ
ろ
し

見
大
人
」

（「
聖
主
得
賢
臣
頌
」
王
子
淵
）
と

も
あ
り
、
天
子
は
大
人
物
を
み

て
登
用
す
る
な
ど
君
臣
相
遇
の

意
と
さ
れ
る
。

＊『
陶
磁
製
方
』
も
同
年
元
文

丁
巳
（
同
二
年
・
一
七
三
七
）
九

月
一
一
日
、
一
二
日
両
日
、
下

野
佐
野
に
お
い
て
記
さ
れ
た
陶

法
伝
書
で
あ
る
。
本
窯
・
内
窯

陶
法
の
二
部
か
ら
成
り
、『
陶

工
必
用
』
と
同
じ
く
仁
清
・
孫

兵
衛
・
乾
山
の
陶
法
・
秘
伝
を

記
す
が
、
仁
清
の
瀬
戸
修
業
、

絵
師
光
琳
の
参
加
、
聖
護
院
門

境
に
お
け
る
二
代
乾
山
尾
形
猪

八
の
製
陶
、
樂
家
と
は
四
代
一

入
以
来
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
認
め
ら
れ
る
。

＊「
頓
首
」
は
「
稽
首
」
に
同

じ
。
中
国
の
礼
式
で
、
頭
を
地

面
に
つ
け
る
、
叩
く
な
ど
し
て

敬
意
を
表
す
こ
と
で
あ
り
、
書

簡
分
の
末
尾
に
書
す
。

＊「
毫
末
」
は
ほ
ん
の
少
し
、

毛
筋
の
先
ほ
ど
の
僅
か
の
意
を

い
う
。

①②

尾形乾山の書画(23)



＊
前
輪
王
院
崇
保
院
宮
追
善

和
歌 

『
乾
山
遺
墨
』
文
政
六

年
刊

東
叡
山
は
京
都
比
叡
山
延
暦
寺

に
擬
し
て
江
戸
の
鬼
門
上
野
に

建
て
た
寛
永
寺
の
山
号
。

＊
袖
の
露
も
か
は
き
や
は
せ
ぬ

今
朝
の
み
を　

あ
は
で
こ
し
夜

に
思
ひ
く
ら
べ
ば
（『
雪
玉
集
』

第
五
恋
一
九
〇
九　

実
隆
）

＊
う
つ
つ
と
も
ゆ
め
と
も
わ
か

ず
身
に
そ
へ
る　

か
の
ま
ぼ
ろ

し
と
さ
ら
ば
た
の
ま
む
（『
相

模
集
』
ゆ
め
五
一
八
相
模
）

＊「
瑠
璃
」
は
青
瑠
璃
の
光
が

空
に
満
ち
あ
ら
ゆ
る
物
が
光
明

に
輝
く
意
（『
三
籟
集
』）。

＊「
法
」
は
仏
の
教
え
。

＊
む
さ
し
野
の
草
も
ほ
と
け
の

み
な
が
ら
に　

と
な
ふ
る
み
世

の
外
の
た
ね
か
は
（『
雪
玉
集
』

第
十
一
仏
名
四
三
一
二　

実
隆
）

＊
む
さ
し
の
の
く
さ
ば
お
し
な

み
ふ
く
か
ぜ
に　

夏
わ
す
れ
ゆ

く
た
び
の
そ
ら
か
な

（『
右
兵
衛
督
家
歌
合
』　

夏
風
右

一
二　

女
房
）　

右
の
書
は
、
三
代
乾
山
宮
崎
富
之
助
妻
は
る
か
ら

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
酒
井
抱
一
に
渡
っ
た
も
の

で
あ
る
。
箱
書
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

表　

入
谷
乾
山
譲
状
併
懸
物
其
外
書
物
入

　

裏　

文
政
六
年
癸
未
十
二
月
期
朔
日

　
　
　

江
戸
東
叡
山
坂
本
入
谷
村
居
住
従　

　
　
　

乾
山
三
世
宮
崎
富
之
助
妻
は
る
相
伝

前
輪
王
院
准
三
后
御
宮
乃

第
三
忌
越
迎
へ
奉
り
天

崇
保
院
乃
御
名
を
句
の
可
見
尓

を
支
天
六
首
乃
和
哥
を
献
す
る
古
と

寔
尓
お
曽
禮
ミ
〳
〵
可
し
こ
満
り
奉
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方
㴱
省
百
拜

袖
の
露
盤
満
多
可
ハ
可
ぬ
尓
う
き
支
者
を

ミ
と
セ
の
春
能
个
ふ
尓
む
可
へ
て

う
徒
々
と
毛
夢
と
も
わ
可
寸
阿
た
尓
乃
ミ

き
衣
奈
天
露
の
身
盤
乃
古
梨
希
理

本
可
ら
可
尓
飛
ら
く
類
花
の
う
天
奈
よ
梨

留
り
の
飛
可
李
や
曽
ら
尓
美
つ
ら
ん

う
け
徒
支
し
法
の
と
毛
し
火
可
希
た
可
具

あ
支
ら
个
き
世
越
奈
を
や
て
ら
さ
ん

い
く
千
と
セ
佐
可
へ
ん
毛
の
可
梅
可
保
梨

多
ち
者
奈
匂
ふ
玉
の
み
者
し
盤

む
さ
し
墅
能
草
葉
お
し
奈
ミ
の
へ
ふ
す
も

た
え
ぬ
御
法
の
花
乃
春
風

前＊
さ
きの

輪り
ん

王の
う

院い
ん

准じ
ゅ

三さ
ん

后ご
う

の
御お

ん

宮み
や

の
第だ

い
さ
ん
か
い
き

三
回
忌
を
迎む

か

え
奉た

て
ま
つり

て
、
崇そ
う
ほ
う
い
ん

保
院
の
御お
ん

名な

を
句く

の
か
み
に
お
き
て
、
六
首し
ゅ

の
和わ

歌か

を
献け

ん

ず
る
こ
と
、
寔ま

こ
とに

お
そ
れ
み
お
そ
れ
み
か
し
こ
ま

り
奉
り
て　

緒
方
㴱
省
百ひ
ゃ
く
は
い

拜

　

袖＊
そ
での

露つ
ゆ

は
ま
だ
か
は
か
ぬ
に
憂う

き
ぎ
は
を

　
　

み
と
せ
の
春は
る

の
け
ふ
に
む
か
へ
て

　

う＊

つ
つ
と
も
夢ゆ

め

と
も
わ
か
ず
あ
だ
に
の
み

　
　

き
え
な
で
露つ
ゆ

の
身み

は
残の

こ

り
け
り

　

ほ
が
ら
か
に
ひ
ら
く
る
花は
な

の
う
て
な
よ
り

　
　

瑠＊
る
り璃
の
ひ
か
り
や
空そ
ら

に
み
つ
ら
ん

　

う
け
つ
ぎ
し
法＊
の
りの

と
も
し
火ひ

か
げ
た
か
く

　
　

あ
き
ら
け
き
世よ

を
な
を
や
照て

ら
さ
ん

　

い
く
ち
と
せ
栄さ
か

え
ん
も
の
か
梅う

め

か
ほ
り

　
　

た
ち
ば
な
匂に
ほ

ふ
玉た
ま

の
み
は
し
ば

　

む＊

さ
し
野の

の
草く

さ
ば葉

お
し
な
み
野
へ
ふ
す
も

　
　

た
へ
ぬ
御み
の
り法
の
花は
な

の
春は
る
か
ぜ風

乾
山
七
八
歳

崇
保
院
宮
追
善
和
歌
（
元
文
庚
申
・
五
年
・
一
七
四
〇
）１

、
日
光
山
輪
王
寺
は
奈
良
時
代
に
草
創
さ
れ

た
天
台
宗
の
寺
と
伝
承
。
江
戸
期
東
照
宮
の
移

建
に
伴
い
天
海
が
再
興
、
日
光
門
跡
は
日
光
・

比
叡
山
・
江
戸
東
叡
山
寛
永
寺
の
三
管
管
領
、

門
主
を
併
任
、
本
坊
は
徳
川
家
菩
提
寺
上
野

寛
永
寺
に
置
か
れ
て
い
た
。「
輪
王
」
は
釈
尊
、

「
東
叡
山
」
は
東
国
の
比
叡
山
、「
東
照
宮
」
は

家
康
を
祀
る
神
社
で
あ
る
。
駿
河
久
能
山
・
下

野
日
光
・
尾
張
名
古
屋
・
紀
州
和
歌
浦
・
江
戸

に
あ
り
、
日
光
は
家
康
遺
骸
を
久
能
山
よ
り
改

葬
、「
社
」
は
三
代
将
軍
家
光
の
造
営
で
あ
る
。

２
、公
寛
法
親
王
（
一
六
九
七
―
一
七
三
八
）
は
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）

得
度
し
て
覚か

く
そ
ん尊

、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
改
名
し
て
公こ

う
か
ん寛

、
戒

名
を
崇そ
う
ほ
う
い
ん

保
院
宮
と
称
し
た
が
、
元
文
三
年
三
月
一
五
日
薨
去
。
同

和
歌
書
は
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
同
宮
の
三
回
忌
に
「
そ
う
ほ

う
い
む
」（
傍
線
）
の
戒
名
を
句
の
頭
（
か
し
ら
）
に
お
き
、
七
七

歳
の
乾
山
が
詠
じ
た
追
善
和
歌
で
あ
る
。
実
隆
に
は
土
御
門
院
の

弥
陀
号
を
頭
（
か
み
）
に
お
い
た
和
歌
、『
伊
勢
物
語
』
に
は
「
か

き
つ
ば
た
」
の
五
文
字
を
頭
に
お
い
た
和
歌
が
あ
り
、
乾
山
は
こ

の
よ
う
な
用
例
を
充
分
承
知
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
】

拡
大
図

(24)



梅
月
の
畫
軸
亡
夫

法
橋
光
琳
筆
越
染

乃
古
し
置
処
也
こ
れ
を

龍
華
乃
興
善
院
江
納
天

冥
福
尓
そ
奈
ふ
朝
夕

大
乗
乃
妙
音
越
幾
可
者

奈
と
可
結
縁
尓
奈
ら
さ
ら
ん

や
と
お
も
ふ
事
志
可
也

　
　

干
時
享
保
元
年

　
　

丙
申
霜
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　

尚
貞
敬
白

宇
徒
し
絵
乃
花
盤
ち
と
勢
乃

色
奈
可
ら
そ
乃
阿
登
と
め
ぬ

人
乃
お
毛
可
希

梅ば
い
げ
つ月

の
画が

じ
く軸

、
亡ぼ

う
ふ夫

、
法ほ

っ
き
ょ
う
こ
う
り
ん

橋
光
琳
、
筆ふ

で

を
染そ

め
残の

こ

し
置お

く

と
こ
ろ
な
り
。

　

こ
れ
を
龍り
ゅ
う
げ華

の
興＊

こ
う
ぜ
ん
い
ん

善
院
へ
納お

さ

め
て
、
冥め

い
ふ
く福

に
そ
な
ふ
。

朝あ
さ
ゆ
う夕

大だ
い
じ
ょ
う

乗
の
妙み

ょ
う
お
ん

音
を
聞き

か
ば
、
な
ど
か
結＊

け
ち
え
ん

縁
に
な
ら
ざ

ら
ん
や
と
思お
も

ふ
こ
と
然し

か

な
り　

 

干＊
か
ん
じ時

享き
ょ
う
ほ
う

保
元
年

 

丙へ
い
し
ん（
ひ
の
え
さ
る
）

申　

霜
月
二
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚し
ょ
う
て
い
貞  

敬け
い
は
く白

　
　

う
つ
し
絵え

の
花は
な

は
ち
と
せ
の
色い
ろ

な
が
ら

　
　

そ
の
あ
と
と
め
ぬ
人ひ
と

の
お
も
か
げ

光
琳　

梅
月
画
軸

＊
興
善
院
は
尾
形
家
菩
提
寺

で
あ
る
。
宗
柏
（
一
五
七
〇
―

一
六
三
〇
）
弟
日に

ち
じ
ょ
う
饒
（
一
五
七
三

―
一
六
四
四
）
は
妙
顕
寺
一
三

世
で
あ
る
。
四
三
歳
の
折
り

隠
居
。
尾
形
家
の
援
助
を
得

て
、
塔
頭
に
興
善
院
を
設
け

余
暇
に
文
事
を
楽
し
む
と
さ

れ
る
が
、
以
後
同
院
は
尾
形

家
宿
坊
、
菩
提
寺
と
な
る
。

　
「
寺
」
は
中
国
に
お
け
る
役

所
の
古
名
、
官
庁
で
あ
っ
た
。

「
白
馬
寺
」
は
河
南
省
洛
陽
東

に
あ
る
最
古
の
寺
と
さ
れ
、

永
平
一
〇
年
（
六
七
）
後
漢

代
北
魏
明
帝
が
建
立
。
寺
名

は
イ
ン
ド
か
ら
迦
葉
摂し

ょ
う
ま
と
う

摩
騰
、

竺じ
く

法ほ
う

蘭ら
ん

の
二
僧
が
白
馬
に
乗

っ
て
「
四
十
二
章
経
」
を
伝

え
た
逸
話
に
因
む
が
、
白
馬

寺
に
お
い
て
仏
教
事
務
を
執

行
。
以
後
、
仏
寺
の
意
に
使

わ
れ
た
と
伝
承
す
る
。

＊「
結
縁
」
は
仏
縁
を
結
ぶ
こ

と
、
得
道
や
成
仏
の
因
縁
を

得
る
こ
と
の
意
。

＊「
干
時
」は
「
か
ん
に
」「
か

ん
じ
」
と
読
む
。
時
に
・
時

の
よ
ろ
し
き
を
得
ん
こ
と
を

求
め
る
意
と
な
る
。

乾
山
五
四
歳

尚
貞
梅
月
画
軸
裏
書
（
享
保
丙
申
・
元
年
・
一
七
一
六
）

二
、
乾
山
書
と
さ
れ
る
筆
年
の
あ
る
書

【
参
考
】

１
、
光
琳
筆
と
さ
れ
る
梅
月
図
画
軸
の
裏
書

で
あ
る
。
署
名
は
な
い
が
、
光
琳
妻
尚
貞
（
多

代
）
の
乾
山
代
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

享
保
元
年
六
月
二
日
は
光
琳
の
命
日
で
あ
っ

た
。半
年
を
経
た
十
一
月
二
日
の
筆
年
が
あ
り
、

後
家
と
な
っ
た
尚
貞
が
光
琳
菩
提
寺
妙
顕
寺
塔

頭
興
善
院
へ
納
め
た
梅
月
画
軸
で
あ
る
。

　

文
意
か
ら
は
生
前
光
琳
の
描
き
残
し
た
も

の
、
寺
へ
納
め
て
冥
福
に
供
え
結
縁
を
願
う

と
あ
る
が
、
末
尾
に
尚
貞
詠
と
す
る
和
歌
が

あ
る
。
画
中
梅
花
の
色
褪
せ
ぬ
こ
と
に
比
し
、

人
の
散
る
命
の
儚
さ
を
い
う
が
、
こ
れ
も
代

筆
を
し
た
乾
山
詠
の
和
歌
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

２
、
図
は
月
と
梅
、
法
橋
光
琳
、
印
章
は
「
寂
明
」（
白
印
・
晩
年

使
用
）
と
あ
る
。
梅
月
図
は
い
く
つ
か
伝
承
。
が
、
枝
の
描
写
、

月
の
表
現
な
ど
に
本
来
の
光
琳
筆
画
、
乾
山
書
に
も
尚
貞
筆
を
意

識
し
た
か
、
つ
ね
の
均
整
美
が
乏
し
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

３
、
光
琳
の
戒
名
は
長
江
軒
寂
明
青
々
光
琳
（
五
九
歳
）
で
あ
る
。

文
書
に
は
以
下
各
々
の
戒
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

妻
多
代
戒
名
：
光
岸
軒
清
江
尚
貞
幽
尼
（
七
七
歳
）

　

父
宗
謙
戒
名
：
良
温
院
浩
斎
宗
謙
（
六
七
歳
）

　

母
か
つ
戒
名
：
慈
勝
院
心
月
法
雲（
年
齢
記
載
な
し・「
小
西
家
文
書
」）

　

弟
乾
山
戒
名
：
霊
海
㴱
省
居
士
（
八
一
歳
・
善
養
寺
墓
碑
）

　

次
頁
以
下
、
現
存
す
る
書
作
品
の
う
ち
、
真
贋
に
拘
わ
ら
ず
筆
年
・
年

齢
の
判
明
す
る
も
の
、
乾
山
書
と
さ
れ
る
も
の
を
集
成
し
た
。

尾形乾山の書画(25)



徒
連
〳
〵
わ
布
類
人
ハ

い
可
難
累
心
奈
ら
無
ま
幾
留
々

方
那
九
堂
々
飛
と
梨
安
流

乃
ミ
古
曽
よ
希
礼
世
耳
志
多

可
遍
者
心
の
外
能
塵
耳

宇
者
々
禮
天
ま
と
飛
や
数
久

人
耳
ま
し
波
連
者
詞
よ
昕一
の

聞
尓
し
た
可
飛
て
さ
那
可
ら

心
尓
あ
ら
寸
人
尓
多
者
ふ
礼

物
耳
あ
ら
曽
比
一
多
比
盤
う
ら
み

一
度
盤
悦
ふ
曽
乃
事
さ
多

満
礼
累
古
と
南
し
分
別
み
多

梨
尓
起
り
て
得
失
や
む
と
き

奈
し
ま
と
飛
の
う
へ
尓
ゑ
里
酔

乃
中
に
夢
越
那
寸
者
し
里
天

い
曽
可
者
（
盤
）
し
く
保
礼
て
わ
す
れ

多
累
事
人
ミ
奈
閑
久
能
古
と
し

い
ま
多
誠
乃
道
を
志
ら
寸
と
も
衣
無

を
者
奈
れ
て
身
を
閑
尓
し
事
尓

安
都
可
ら
数
し
て
心
を
や
春
く

世
ん
古
曽
志
ハ
ら
具
堂
の
し
む

登
毛
い
飛
川
遍
个
礼
生
活
人

事
技
能
学
問
等
乃
諸

縁
を
や
め
よ
登
古
楚
摩

訶
止
観
尓
も
侍
連

 

享
保
丙
午
歳　

夘
月
念
一
日

 

京
師
逸
民　

紫
翠
㴱
省
敬
昼

嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
慶
長
年
間

刊
　
『
徒
然
草
』
は
鎌
倉
末
期
の

随
筆
。
吉
田
兼
好
著
。
兼
好

は
堀
川
家
家
司
、
朝
廷
に
も

仕
え
、
尚
古
趣
味
が
知
ら
れ
、

同
書
に
は
室
町
期
の
正
徹
本

（
招
月
庵
正
徹
）
が
あ
る
。
光
悦

時
代
は
嵯
峨
本
と
し
て
刊
行
。

兼
好
と
は
思
う
所
・
見
る
所
・

感
ず
る
所
な
ど
、
光
悦
、
さ
ら

に
乾
山
と
は
相
通
す
る
も
の

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

＊
心
の
・
心

＊
悦
ぶ
・
喜
ぶ

＊
え
り
・
酔
へ
り

　

酔
う
こ
と
は
良
心
が
不
正

や
憂
い
な
ど
に
眩く

ら

む
こ
と
。
醒

は
道
理
を
辨わ

き
まえ

る
・
理
性
の

明
ら
か
な
こ
と
を
い
う
。

＊
技
能
・
伎
能

＊『
摩
訶
止
観
』
は
五
九
四
年
、

隋
の
文
帝
代
、
智ち

ぎ顗
が
講
じ
、

筆
録
さ
れ
た
天
台
宗
の
観
心
、

修
業
の
根
拠
と
な
る
書
。「
摩

訶
」は
偉
大
、「
止
観
」は「
禅
」

と
同
義
。

＊「
夘
月
」
は
、
四
月
。

＊「
念
」
は
「
廿
」、「
念
一
日
」

は
二
十
一
日
。「
夘
月
念
一
日
」

は
四
月
二
一
日
で
あ
る
。

つ
れ
づ
れ
わ
ぶ
る
人ひ

と

は
、
い
か
な
る
心こ

こ
ろな

ら
む
。
ま
ぎ

る
ゝ
か
た
な
く
、
た
だ
ひ
と
り
あ
る
の
み
こ
そ
よ
け
れ
。

　

世よ

に
従し

た
がへ

ば
、
心＊

、
ほ
か
の
塵ち

り

に
奪う

ば

は
れ
て
ま
ど
ひ
や

す
く
、
人
に
ま
じ
は
れ
ば
、
こ
と
ば
、
よ
そ
の
聞き

き
に
従

ひ
て
、
さ
な
が
ら
心
に
あ
ら
ず
。
人
に
戯た
は
むれ

、
物も

の

に
争あ

ら
そひ

、

ひ
と
た
び
は
怨う
ら

み
、
ひ
と
た
び
は
喜＊

よ
ろ
こぶ

。

そ
の
こ
と
定さ
だ

ま
れ
る
こ
と
な
し
。
分ふ
ん
べ
つ別
み
だ
り
に
起お

こ
り

て
得と
く
し
つ失

や
む
時と

き

な
し
。
ま
ど
ひ
の
上う

え

に
酔＊

よ

へ
り
。

酔よ
い

の
中な

か

に
夢ゆ

め

を
な
す
。 

走は
し

り
て
い
そ
が
は
し
く
、
ほ
れ
て

忘わ
す

れ
た
る
こ
と
、
人ひ

と

皆み
な

か
く
の
ご
と
し
。

　

い
ま
だ
誠ま
こ
との

道み
ち

を
知し

ら
ず
と
も
、
縁え

ん

を
は
な
れ
て
身み

を
閑し

ず

か
に
し
、
こ
と
に
あ
づ
か
ら
ず
し
て
心
を
や
す
く

せ
ん
こ
そ
、
し
ば
ら
く
た
の
し
む
と
も
い
ひ
つ
べ
け
れ
。

「
生し
ょ
う
か
つ
活
、
人に
ん
じ事
、
伎＊
ぎ
の
う能
、
学が
く
も
ん
な
ど

問
等
の
諸し
ょ
え
ん縁
を
や
め
よ
」
と

こ
そ
、「
摩＊
ま
か
し
か
ん

訶
止
観
」
に
も
侍は

べ

れ
。

 

享
保
丙ひ
の
え
う
ま
午
歳 

夘＊
う
づ
き月 

念＊
ね
ん

一
日

 

京
師
逸
民
紫
翠
㴱
省
敬
書

　
　
　
　
　
（『
つ
れ
づ
れ
草
』
上　

第
七
十
五
段　

吉よ
し
だ
け
ん
こ
う

田
兼
好
）

【
参
考
】

１
、
享
保
丙
午
・
一
一
年
（
一
七
二
六
）、
四
月
二
一
日
、
乾
山

六
四
歳
の
書
と
さ
れ
る
。「
つ
れ
づ
れ
」
は
、
所
在
な
さ
や
物
思

い
に
耽
る
意
な
ど
に
用
い
る
が
、
兼
好
は
独
り
で
い
る
こ
と
こ
そ

好
ま
し
く
、
あ
く
せ
く
生
き
る
こ
と
を
や
め
よ
と
い
う
。
心
の
安

定
に
は
閑
居
こ
そ
よ
く
、
迷
い
の
元
と
な
る
生
業
・
社
交
・
習
い

事
や
学
問
も
要
ら
な
い
と
「
摩
訶
止
観
」
の
教
理
を
説
く
が
、
習

俗
・
俗
人
の
否
定
で
あ
り
、
若
く
し
て
習
静
堂
に
閑
居
し
た
乾
山

に
と
っ
て
は
心
に
響
く
詞
章
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

２
、
絵
画
作
品
に
も
兼
好
法
師
図
が
あ
る
。「
す
め
ば
ま
た
（
こ
こ

も
ま
た
）
う
き
世
な
り
け
り
か
ね
て
よ
り
（
よ
そ
な
が
ら
）
お
も
ひ
し

ま
ま
の
山
ざ
と
も
が
な
」
と
し
た
和
歌
が
添
う
。

六
四
歳

『
徒
然
草
』
抄
書
（
享
保
丙
午
・
一
一
年
・
一
七
二
六
）

(26)



　
　

山
市
晴
嵐

山
可
勢
乃
立
に
ま
可
セ
天
春
秌
農

尓
し
き
盤
お
し
む
市
人
毛
奈
し

　
　

漁
村
夕
照

夕
希
婦
梨
木
可
久
れ
深
幾
一
村
乃

入
日
耳
可
者
累
以
さ
李
火
の
影

　
　

烟
寺
晩
鐘

世
中
を
驚
く
へ
具
盤
仲
津
波

可
々
類
と
古
ろ
乃
入
相
乃
可
称

　
　

瀟
湘
夜
雨

梶
ま
く
ら
と
ま
毛
累
雨
や
布
留
き
世
を

し
の
布
累
こ
と
の
ね
尓
可
よ
ふ
ら
無

　
　

遠
浦
帰
帆

行
〳
〵
毛
猶
夕
奈
起
乃
あ
可
さ
梨
し

可
遍
李
裳
や
ら
ぬ
海
人
の
釣
舟

　
　

洞
庭
秌
月

月
影
の
夜
の
佐
々
波
し
つ
可
尓
天

氷
の
千
里
秌
風
曽
婦
具

　
　

平
沙
落
鴈

行
方
毛
わ
寸
累
々
貝
尓
満
し
梨
ゐ
て

き
よ
起
渚
を
あ
佐
類
鴈
金

　
　

江
天
暮
雪

降
く
ら
寸
山
毛
佐
奈
可
ら
影
し
あ
れ
者

雪
の
曽
こ
奈
類
四
方
乃
浦
波　
　

　
　

京
兆
野
叟　

紫
翠
㴱
省
拜
冩

　
　

雪
玉
集

 

＊
山さ
ん
し
の
せ
い
ら
ん

市
晴
嵐
（
六
三
三
三
）

山や
ま
か
ぜ風

の
た
つ
に
ま
か
せ
て
春は

る
あ
き秋

の

に
し
き
は
を
し
む
市い

ち
び
と人
も
な
し

 

＊
漁ぎ

ょ
そ
ん
の
せ
き
し
ょ
う

村
夕
照
（
六
三
四
二
）

夕ゆ
ふ

け
ぶ
り
木こ

が
く
れ
ふ
か
き
一い
ち

む
ら
の

入い
り
ひ日

に
か
は
る
い
さ
り
び
の
か
げ

 

＊
煙＊

え
ん
じ
の
ば
ん
し
ょ
う

寺
晩
鐘
（
六
三
四
三
）

世よ
の
な
か中

を
お
ど
ろ
く
べ
く
は
お＊

き
つ
な
み

か
か
る
と
こ
ろ
の
入い

り

あ
ひ
の
か
ね

 

＊
瀟し

ょ
う
し
ょ
う
よ
る
の
あ
め

湘
夜
雨
（
六
三
四
四
）

梶か
じ

枕ま
く
らと

ま
も
る
雨あ

め

や
ふ
る
き
世よ

を

し
の
ぶ
る
こ
と
の
ね
に
残＊

の
こる
ら
ん 

 

＊
遠え

ん
ぽ
の
き
は
ん

浦
帰
帆
（
六
三
四
五
）

ゆ
く
ゆ
く
も
猶な
ほ

夕＊
ゆ
ふな
ぎ
や
あ
か
ざ
り
し 

帰か
え

り
も
や
ら
ぬ
あ
ま
の
釣つ

り

ぶ
ね

 

＊
洞ど
う
て
い
の
あ
き
の
つ
き

庭
秋
月
（
六
三
三
八
）

月つ
き
か
げ影

の
よ
る
の
さ
ざ
な
み
閑し

ず
かに

て

氷こ
ほ
りの
ち
さ
と
秋あ
き

か
ぜ
ぞ
ふ
く

 

＊
平へ

い
さ
の
ら
く
が
ん

砂
落
雁
（
六
三
四
七
）

行ゆ
き

か
た
も
わ
す
る
る
貝か
ひ

に
ま
じ
り
ゐ
て

清き
よ

き
な
ぎ
さ
を
あ
さ
る
か
り
金が

ね

 

＊
江こ
う
て
ん
の
ぼ
せ
つ

天
暮
雪
（
六
三
四
八
）

ふ
り
く
ら
す
山や
ま

も
さ
な
が
ら
影か
げ

し
あ
れ
ば

雪ゆ
き

の
そ
こ
な
る
四よ

も方
の
う
ら
な
み

　
　
『
雪
玉
集
』
第
十
五　

八
景　

三
条
西
実
隆

「
瀟
湘
八
景
」
和
歌
（『
雪
玉
集
』）
は
『
実
隆
公
記
』

『
再
昌
草
』
に
よ
れ
ば
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）

宗
祇
に
求
め
ら
れ
、
相
阿
弥
筆
瀟
湘
八
景
図
屏
風

の
貼
り
付
け
用
色
紙
に
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

宗
祇
が
上
杉
家
滞
在
中
の
こ
と
か
ら
「
越
州
へ
下

し
遣
は
し
了
ぬ
」
と
あ
る
。
乾
山
の
書
は
粘
葉
本

で
あ
っ
た
か
、
の
ち
和
歌
と
落
款
を
合
装
し
、
表

具
に
は
慶
長
裂
が
使
わ
れ
た
と
い
う
。

＊
烟え

ん
じ（
お
ん
じ
）

寺
・
煙
寺

＊
仲
津
波
・
お
き
つ
な
み

＊
か
よ
ふ
ら
む
・
残
る
ら
ん

＊
夕
な
ぎ
の
・
夕
な
ぎ
や

＊
山
市
晴
嵐
（
六
三
四
一
）

真
柴
と
り
草
か
る
を
の
こ
お
の

れ
さ
へ　

今
朝
の
市
に
と
行
く

山
路
か
な

＊
漁
村
夕
照
（
六
三
三
四
）

あ
ま
の
家
む
ら
む
ら
見
え
て
あ

し
の
は
に　

入
日
す
く
な
き
夕

霧
の
空

＊
煙
寺
晩
鐘
（
六
三
三
五
）

な
が
め
侘
び
ぬ
尾
上
の
か
ね
の

夕
け
ぶ
り　

霜
夜
は
ま
れ
の
夢

も
あ
り
し
を

＊
瀟
湘
夜
雨
（
六
三
三
六
）

竹
の
は
の
色
そ
め
か
へ
し
な
み

だ
を
も　

夜
ぶ
か
き
雨
の
ま
く

ら
に
ぞ
し
る

＊
遠
浦
帰
帆
（
六
三
三
七
）

は
る
か
に
も
こ
ぎ
か
へ
る
か
な

あ
ま
小
ぶ
ね　

猶
こ
の
き
し
を

思
ふ
方
と
て

＊
洞
庭
秋
月
（
六
三
四
六
）

い
く
千
里
光
を
花
と
に
ほ
て
る

や　

浪
に
は
て
な
き
秋
の
よ
の

月＊
平
砂
落
雁
（
六
三
三
九
）

な
ほ
ざ
り
に
か
へ
ら
ん
な
み
の

み
ぎ
は
か
は　

友
よ
ぶ
か
り
も

こ
こ
ろ
有
り
け
り

＊
江
天
暮
雪
（
六
三
四
〇
）

い
つ
も
み
る
入
江
の
松
の
村
だ

ち
も　

た
だ
夕
な
み
の
う
す
雪

の
そ
ら

瀟
湘
八
景
和
歌
（
筆
年
不
明
）

拡
大
図

　

年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
書
は
「
徒
然
草
」

に
同
じ
く
刊
行
さ
れ
た
書
物
の
抄
書
で
あ
る
。

人
気
を
得
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
瀟
湘

八
景
歌
は
『
雪
玉
集
』
に
二
組
が
あ
り
（
一
組
は
下
段
に
掲
載
）、

乾
山
書
で
は
両
者
を
混
合
、
書
し
て
い
る
。『
雪
玉
集
』
は
乾
山

書
・
陶
・
画
作
品
の
和
歌
の
出
典
を
多
く
占
め
る
。

【
参
考
】

尾形乾山の書画(27)



　
　

三
十
六
哥
仙

　
　
①
②
左　

人
丸

た
徒
多
川
紅
葉
々
奈
可
類

神
奈
飛
乃
御
室
乃
山
耳

時
雨
布
累
ら
し　
　

　
　
　
　

躬
恒

寸
美
よ
し
能
松
を
秋
風

吹
可
羅
尓
聲
う
知
曽
ふ
類

興
津
し
ら
浪

　
　
①
②
中
納
言
家
持

万
起
毛
久
能
飛
者
ら
も
い
ま
多

久
毛
羅
称
者
小
松
可
原
耳

安
者
雪
曽
婦
留

　
　
　
　

業
平
朝
臣

月
や
阿
良
ぬ
春
や
む
可
し
乃

春
奈
良
怒
わ
可
身
悲
と
つ
盤

毛
と
能
身
尓
し
て

　
　
①
②
素
性
法
師

を
と
尓
の
ミ
き
久
乃
白
露

よ
累
盤
を
支
て
ひ
る
ハ
思
日
尓

あ
へ
数
个
ぬ
へ
し

　
　
　
　

猿
丸
太
夫

お
具
山
尓
紅
葉
布
ミ
わ
希

南
具
し
可
能
聲
き
久
時
曽

秋
盤
加
奈
し
幾

 

三
十
六
歌
仙

 

奈
良
の
み
か
ど
竜た

つ
た
が
わ

田
河
に
紅も

み
じ葉
御ご

ら
ん覧
じ
に
行ぎ

ょ
う
こ
う
幸

 

あ
り
け
る
時と

き

、
御
と
も
に
つ
か
う
ま
つ
り
て

た＊

つ
た
河が

は

も
み
ぢ
ば
な
が
る
神か

む

な
び
の

み
む
ろ
の
山や
ま

に
時し

ぐ
れ雨

ふ
る
ら
し

 

『
拾し

ゅ
う
い
わ
か
し
ゅ
う

遺
和
歌
集
』
第
四
冬
二
一
九　

柿か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま
ろ

本
人
麿

住＊
す
みよ

し
の
松ま

つ

を
秋あ

き

か
ぜ
ふ
く
か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
お
き
つ
し
ら
波な
み

 

『
俊し

ゅ
ん
ぜ
い
成
三
十
六
人
歌う

た
あ
わ
せ
合
』
左
八　

凡お
う
し
こ
う
ち
の
み
つ
ね

河
内
躬
恒

 

題だ
い

し
ら
ず

ま
き
も
く
の
ひ＊

ば
ら
の
い
ま
だ
く
も
ら
ね
ば

小こ
ま
つ松

が
原は

ら

に
あ
は
雪ゆ

き

ぞ
ふ
る

 

『
新し

ん
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う

古
今
和
歌
集
』
第
一
春は

る
の
う
た
歌
上
二
〇　

大お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持

月＊
つ
きや

あ
ら
ぬ
春は

る

や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ 

わ
が
身み

ひ
と
つ
は
も
と
の
身み

に
し
て

 

『
古こ

き
ん
わ
か
し
ゅ
う

今
和
歌
集
』
第
十
五
恋こ

ひ
の
う
た

歌
五
・
七
四
七　

在あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平

お＊

と
に
の
み
き
く
の
白し
ら
つ
ゆ露
よ
る
は
お
き
て

ひ
る
は
思お
も

ひ
に
あ
へ
ず
け
ぬ
べ
し 

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
十
一
恋
歌
一
・
四
七
〇　

素そ
せ
い
ほ
う
し

性
法
師

お
く
山や
ま

に
紅も
み
じ葉
ふ
み
わ
け
な
く
鹿し
か

の

こ
ゑ
き
く
時と
き

ぞ
秋あ

き

は
悲か

な

し
き

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
四
秋あ

き
の
う
た

歌
上
二
一
五　

猿さ
る
ま
る
だ
ゆ
う

丸
太
夫

 

「
百
人
一
首
」
五　
　
　
　
　
　
（
読
み
人
知
ら
ず
と
も
）

【
参
考
】

　
「
住
吉
の
浜
」
は
「
雁
な
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
は
あ
れ
ど　

春

の
海
辺
に
す
み
よ
し
の
浜
」（『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
八
段
一
二
五
）

な
ど
と
あ
り
、
物
語
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

＊
陶と

う
ば
ん板 

「
立
田
川
」

＊
陶
板 「
住
吉
」

＊
重
色
紙
皿 

「
を
と
に
の
み
」

＊
ひ
ば
ら
も
・
ひ
ば
ら
の

＊
重か

さ
ね色
紙
皿
図
「
月
や
あ
ら

ぬ
」『
乾
山
遺
墨
』

①
三
十
六
歌
仙
和
歌
帖
（
元
文
丁
巳
・
二
年
・
一
七
三
七
）

②
三
十
六
歌
仙
和
歌
帖
（
元
文
辛
酉
・
六
年
・
一
七
四
一
）

①　
　
　
　
七
五
歳

②　
　
　
　
七
九
歳

①①

②②

(28)



　
　
①
②
中
納
言
兼
輔

み
し
可
よ
の
更
行
満
々
尓

高
砂
乃
美
年
能
松
風

吹
可
と
曽
き
久

　
　
　
　

中
納
言
敦
忠

伊
勢
の
海
知
ひ
ろ
の
濱
尓

飛
ろ
ふ
と
も
今
ハ
何
て
ふ

可
飛
可
あ
る
へ
支

　
　
①
②
公
忠
朝
臣

登
の
毛
梨
能
と
も
乃
宮
徒
こ

心
あ
ら
者
古
の
春
ハ
可
里

朝
き
よ
め
寸
那

　
　
　
　

斎
宮
女
御

袖
尓
さ
へ
秋
乃
ゆ
ふ
へ
盤

志
ら
禮
个
里
き
え
し
浅
茅
可

露
を
可
遣
徒
々

　
　
①
②
敏
行
朝
臣

秌
萩
乃
花
佐
支
尓
个
利

高
砂
の
尾
上
能
し
可
盤

今
や
奈
久
ら
無

　
　
　
　

宗
干
朝
臣

山
里
盤
冬
曽
佐
比
し
さ

満
佐
梨
个
る
人
め
も
草
毛

可
禮
奴
と
思
へ
者

 

夏
夜
、
ふ
か
や
ぶ
が
琴＊

ひ
く
を
き
き
て

み
じ
か
夜よ

の
ふ
け
ゆ
く
ま
ま
に
高た

か
さ
ご砂

の

峰み
ね

の
松ま
つ
か
ぜ風
ふ
く
か
と
ぞ
き
く

 

『
後ご

せ
ん
わ
か
し
ゅ
う

撰
和
歌
集
』
第
四
夏
一
六
七　

藤ふ
じ
わ
ら
の
か
ね
す
け

原
兼
輔

伊＊
い

勢せ

の
海＊

み

の
ち
ひ
ろ
の
は
ま
に
ひ
ろ
ふ
と
も

今い
ま

は
何い

か

て
ふ
か
ひ
が
あ
る
べ
き

 

『
後
撰
和
歌
集
』
第
十
三
恋
五
・
九
二
七　

藤ふ
じ
わ
ら
の
あ
つ
た
だ

原
敦
忠

 

延え
ん
ぎ
の
お
ん
と
き

喜
御
時
、
南み

な
み
の
で
ん

殿
に
ち
り
つ
み
て
侍は

べ

り
け
る
花は

な

を
見み

て

と
の
も
り
の
と
も
の
み
や
つ
こ
心こ

こ
ろあ

ら
ば

こ
の
春は
る

ば
か
り
あ
さ
ぎ
よ
め
す
な

 

『
拾し

ゅ
う
い
わ
か
し
ゅ
う

遺
和
歌
集
』
第
十
六
雑
春
一
〇
五
五　

源み
な
も
と
の
き
ん
た
だ

公
忠　

 

一い
っ
ぽ
ん
し
し
な
い
し
ん
の
う

品
資
子
内
親
王
に
あ
ひ
て
、
む
か
し
の
こ
と
ど
も

 

申も
う

し
い
だ
し
て
よ
み
侍
り
け
る

袖そ
で

に
さ
へ
秋あ

き

の
ゆ
ふ
べ
は
し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ぢ
が
露つ
ゆ

を
か
け
つ
つ

 

『
新
古
今
和
歌
集
』
第
八
哀あ

い
し
ょ
う
か

傷
歌
七
七
八　

斎さ
い
ぐ
う
の
に
ょ
う
ご

宮
女
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徽き
し（
よ
し
こ
）に
ょ
お
う

子
女
王
）

 

こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
家い

え

の
歌う

た
あ
は
せ
合
に
よ
め
る

あ
き
は
ぎ
の
花は
な

さ
き
に
け
り
高た
か
さ
ご砂
の

を
の
へ
の
し
か
は
今い
ま

や
な
く
ら
む

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
四
秋
歌
上
二
一
八　

藤ふ
じ
わ
ら
の
と
し
ゆ
き

原
敏
行

 

冬ふ
ゆ

の
歌う

た

と
て
よ
め
る

山や
ま
ざ
と里
は
冬ふ
ゆ

ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る

人ひ
と

め
も
草く

さ

も
か
れ
ぬ
と
思お

も

へ
ば

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
六
冬
歌
三
一
五　

源み
な
も
と
の
む
ね
ゆ
き

宗
干

 

「
百
人
一
首
」
二
八

＊
海
・
海
の

＊
陶
板 「
伊
勢
の
海
」

① ①①

②② ②

＊
琴
ひ
く
は
「
月
下
弾
琵
琶
」

な
ど
、
皎
々
た
る
月
光
の
も

と
、
楽
器
を
弾
ず
る
、
妙
手

賞
す
べ
し
の
意
で
あ
る
。

　

韓
愈
（
七
六
九
―
八
二
四
）

の
言
に
、
凡
そ
も
の
は
平
静

を
得
な
け
れ
ば
動
き
鳴
る
と

あ
る
。「
送
孟
東
野
序
」
に
、

音
楽
は
心
が
ふ
さ
が
り
内
に

籠
り
そ
れ
が
音
と
な
っ
て
漏

れ
現
れ
る
も
の
。
よ
く
鳴
る

楽
器
を
選
び
そ
れ
を
か
り
て

鳴
る
な
ど
、
草
木
の
声
な
き

も
風
が
こ
れ
を
吹
き
撓
ま
せ

鳴
る
と
し
て
い
る
。

　

平
安
期
、
藤
原
公
任
は
自

ら
の
心
に
響
く
秀
歌
・
歌
人

を
集
成
、「
三
十
六
人
撰
」
を

著
し
た
。
そ
れ
は
当
時
の

人
々
の
心
に
も
響
く
和
歌
で

あ
っ
た
ろ
う
が
、
同
撰
に
は

二
手
が
あ
り
（『
国
歌
大
観
』）、

歌
人
の
組
み
合
わ
せ
、
歌
数

に
も
一
〇
首
・
三
首
の
相
異

が
あ
る
。
鎌
倉
期
俊
成
は
「
俊

成
三
十
六
人
歌
合
」
を
撰
し

て
お
り
、
秀
歌
各
三
首
ご
と

を
好
み
に
従
い
集
成
。
室
町

期
に
は
歌
人
・
和
歌
と
も
に

自
由
に
選
択
さ
れ
て
い
た
。

尾形乾山の書画(29)



　
　
①
②
清
正

天
津
風
布
け
井
の
浦
尓

ゐ
累
た
徒
乃
奈
と
可
雲
ゐ
丹

加
遍
良
さ
類
へ
支

　
　
　
　

興
風

契
り
个
ん
心
曽
徒
良
起

七
夕
乃
年
耳
一
度

あ
ふ
ハ
阿
布
可
ハ

　
　
①
②
是
則

三
芳
墅
能
山
乃
し
ら
雪

徒
毛
類
良
し
故
郷
寒
く

成
万
佐
累
也

　
　
　
　

小
大
君

大
井
川
曽
万
山
風
の

さ
無
个
禮
者 
多
つ
岩
波
を

雪
可
と
曽
見
類

　
　
①
②
能
宣
朝
臣

美
可
起
も
李
衛
士
の
焼
火
乃

夜
盤
も
部
飛
累
ハ
き
え
徒
々

物
越
古
曽
思
へ

　
　
　
　

兼
盛

忍
布
れ
と
色
尓
出
耳
个
利

我
恋
ハ
毛
の
や
於
毛
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
天

 

殿て
ん
じ
ょ
う
上
は
な
れ
侍は

べ

り
て
、
よ
み
侍
り
け
る

あ
ま
つ
風か

ぜ

ふ＊

け
ひ
の
浦う

ら

に
ゐ
る
た
づ
の

な
ど
か
雲く
も
い井

に
か
へ
ら
ざ
る
べ
き

 

『
新
古
今
和
歌
集
』
第
十
八
雑
歌
下
一
七
二
三　

藤ふ
じ
わ
ら
の
き
よ
た
だ

原
清
正

契＊
ち
ぎ
りけ
ん
心こ
こ
ろぞ
つ
ら
き
た
な
ば
た
の

年と
し

に
ひ
と
た
び
あ
ふ
は
あ
ふ
か
は

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
四
秋
歌
上
一
七
八　

藤ふ
じ
わ
ら
の
お
き
か
ぜ

原
興
風

み＊

よ
し
野の

の
山や

ま

の
白し

ら
ゆ
き雪

つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
寒さ
む

く
な
り
ま
さ
る
な
り

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
六
冬
歌
三
二
五　

坂さ
か
の
う
え
の
こ
れ
の
り

上
是
則

 

平た
い
ら
の
か
ね
も
り

兼
盛
が
大お

お
い井

の
家い

え

に
て
冬ふ

ゆ
の
う
た

歌
よ
み
侍
り
け
る
に

大お
お
い
が
は

井
河
そ
ま
山や

ま
か
ぜ風

の
さ＊

む
け
き
に

岩＊
い
はう

つ
波な

み

を
雪ゆ

き

か
と
ぞ
み
る

 

『
新し

ん
し
ゅ
う
い
わ
か
し
ゅ
う

拾
遺
和
歌
集
』
第
六
冬
歌
六
六
九　

小こ
だ
い
の
き
み

大
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三さ
ん
じ
ょ
う
い
ん
お
ん
な
く
ろ
う
ど
さ
こ
ん

條
院
女
蔵
人
左
近
）

 

題だ
い
し
ら
ず

不
知

み
か
き
も
り
ゑ
じ
の
た
く
ひ
の
よ
る
は
も
え

ひ
る
は
き
え
つ
つ
も
の
を
こ
そ
お
も
へ

 

『
詞し

か花
和わ

か
し
ゅ
う

歌
集
』
第
七
恋
上
二
二
五　

大お
お
な
か
と
み
の
よ
し
の
ぶ

中
臣
能
宣

 

「
百
人
一
首
」
四
九

し
の
ぶ
れ
ど
色い

ろ

に
出で

に
け
り
わ
が
恋こ

ひ

は

物も
の

や
思お

も

ふ
と
人ひ

と

の
と
ふ
ま
で

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
十
一
恋
一
・
六
二
二　

平た
い
ら
の
か
ね
も
り

兼
盛

 

「
百
人
一
首
」
四
〇

＊
陶
板 「
ち
ぎ
り
け
ん
」

＊「
深ふ
け
ひ
の
う
ら

日
浦
」
清
正
和
歌

漁
船
『
和
泉
名
所
図
絵
』
四

＊
さ
む
け
れ
ば
・
さ
む
け
き
に

＊
た
つ
岩
波
・
岩
う
つ
波

＊
陶
板 「
み
よ
し
の
の
」

①①①

②②②

(30)



右　
①
②
紀
貫
之

む
寸
ふ
手
乃
し
徒
久
尓
に
古
流

山
乃
井
能
あ
可
天
も
人
耳

和
可
礼
ぬ
留
可
奈

　
　
　
　

伊
勢

三
輪
乃
山
い
可
尓
待
み
ん

と
し
ふ
と
も
多
徒
奴
留
人
も

あ
良
し
登
思
へ
盤

　
　
①
②
赤
人

和
哥
乃
浦
尓
志
保
ミ
知
久
れ
者

可
た
を
奈
ミ
阿
し
へ
を
さ
し
て

た
徒
鳴
わ
多
流

　
　
　
　

遍
昭
僧
正

い
曽
乃
可
ミ
布
留
能
山
邊
の

佐
久
ら
花
う
へ
个
む
時
を

し
留
人
曽
奈
支

　
　
①
②
友
則

夕
久
れ
盤
蛍
よ
り
个
尓

も
由
連
と
も
光
見
年
ハ
や

人
乃
徒
れ
奈
起

　
　
　
　

小
野
小
町

和
ひ
奴
連
ハ
身
遠
う
き
草
の

称
を
た
え
天
さ
曽
ふ
水
あ
ら
ハ

い
奈
ん
と
曽
思
ふ

 

し
が
の
山
ご
え
に
て
、
い
し
ゐ
の
も
と
に
て
も
の
い
ひ

 

け
る
人ひ

と

の
わ
か
れ
け
る
を
り
に
よ
め
る

む
す
ぶ
手て

の
し
づ
く
に
に
ご
る
山や

ま

の
井い

の

あ
か
で
も
人
に
わ
か
れ
ぬ
る
か
な

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
八
離り

べ
つ
の
う
た

別
歌
四
〇
四　

紀き
の
つ
ら
ゆ
き

貫
之

 

仲な
か
ひ
ら
の
あ
そ
ん

平
朝
臣
あ
ひ
し
り
て
侍は

べ

り
け
る
を
か
れ
方が

た

に
な
り
に

 

け
れ
ば
、
ち
ち
が
や
ま
と
の
か
み
に
侍
り
け
る
も
と
へ

 

ま
か
る
と
て
よ
み
て
つ
か
は
し
る

み
わ
の
山や
ま

い
か
に
ま
ち
見み

む
年と
し

ふ
と
も

た
づ
ぬ
る
人ひ

と

も
あ
ら
じ
と
思お

も

へ
ば

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
十
五
恋
歌
五
・
七
八
〇　

伊い

せ勢

わ＊

か
の
う
ら
に
し
ほ
み
ち
く
れ
ば
か
た
を
な
み

あ
し
べ
を
さ
し
て
た
づ
な
き
わ
た
る

 

『
続し

ょ
く
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う

古
今
和
歌
集
』
第
十
八
雑
歌
中
一
六
三
四　

山や
ま
べ
の
あ
か
ひ
と

辺
赤
人

 

や
ま
と
の
ふ
る
の
山や

ま

を
ま
か
る
と
て

い
そ
の
神か

み

ふ
る
の
山や

ま

べ
の
桜さ

く
ら
ば
な

花

う
ゑ
け
む
時と

き

を
し
る
人ひ

と

ぞ
な
き

 

『
後
撰
和
歌
集
』
第
二
春
中
四
九　

遍へ
ん
じ
ょ
う

照
（
昭
）
僧そ

う
じ
ょ
う

正

ゆ＊

ふ
さ
れ
ば
蛍ほ
た
るよ
り
け
に
も
ゆ
れ
ど
も

ひ
か
り
見み

ね
ば
や
人ひ

と

の
つ
れ
な
き

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
十
二
恋
歌
二
・
五
六
二　

紀き
の
と
も
の
り

友
則

 
文ぶ

ん
や屋
の
や
す
ひ
で
み
か
は
の
ぞ
う
に
な
り
て
、
あ
が
た
見み

に

 
は
え
い
で
た
た
じ
や
と
い
ひ
や
れ
り
け
る
返へ

ん
じ事
に
よ
め
る

わ
び
ぬ
れ
ば
身み

を
う
き
草ぐ

さ

の
ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水み

ず

あ
ら
ば
い
な
む
と
ぞ
思お
も

ふ

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
十
八
雑
歌
下
九
三
八　

小お
の
の
こ
ま
ち

野
小
町

＊
夕
く
れ
は
・
夕
さ
れ
ば

＊
重
色
紙
皿 「
わ
か
の
浦
」

嵯
峨
本
『
三
十
六
歌
仙
』「
赤

人
・
小
野
小
町
」
慶
長
末
年
刊

②

① ①①

②②

　

す
で
に
光
悦
の
時
代
に
は

「
像
讃
抄
」
な
ど
が
描
か
れ
て

い
た
。
左
記
は
嵯
峨
本
の
歌
仙

図
で
あ
る
。

尾形乾山の書画(31)



　
　
①
②
中
納
言
朝
忠

萬
代
乃
始
と
个
布
越

い
の
李
を
支
天
今
行
末
を

神
曽
加
そ
へ
ん

　
　
　
　

高
光

春
過
天
知
利
ハ
天
尓
个
累

桜
花
た
ゝ
香
者
可
り
曽

枝
耳
乃
こ
連
流

　
　
①
②
忠
岑

春
多
つ
と
い
ふ
者
可
り
尓
や

三
芳
墅
能
山
も
可
寸
ミ
天

今
朝
盤
ミ
由
ら
ん

　
　
　
　

頼
基
朝
臣

子
日
寸
累
墅
へ
尓
小
松
を

引
徒
連
天
可
へ
累
山
路
耳

鶯
曽
奈
久

　
　
①
②
重
之

夏
可
李
能
玉
江
の
あ
し
を

婦
ミ
し
た
支
む
れ
ゐ
る
鳥
の

多
つ
空
曽
南
起

　
　
　
　

信
明
朝
臣

本
の
〳
〵
と
有
明
乃
月
能

月
可
希
尓
紅
葉
吹
お
ろ
寸

山
於
路
し
乃
風

 

天
暦
御
時
、
斎さ

い
ぐ
う宮
く
だ
り
侍は

べ

り
け
る
時と

き

の
長ち

ょ
う
ぶ
そ
う
し

奉
送
使

 

に
て
ま
か
り
か
へ
ら
む
と
て

よ
ろ
づ
世よ

の
始は

じ
めと

け
ふ
を
い
の
り
お
き
て 

 

今い
ま
ゆ
く行 

末＊
す
へは

神か
み

ぞ
し＊

る
ら
ん

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
五
賀が

二
六
三　

藤ふ
じ
わ
ら
の
あ
さ（
と
も
）た
だ

原
朝
忠

春＊
は
るす
ぎ
て
ち
り
は
て
に
け
る
梅＊
う
めの
花は
な

た
だ
か
ば
か
り
ぞ
枝え

だ

に
の
こ
れ
る 
 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
十
六
雑
春
一
〇
六
三　

藤ふ
じ
わ
ら
の
た
か
み
つ

原
高
光

          　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如に
ょ
か
く覚
法
師
）

は＊

る
た
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
三み

よ
し
の

吉
野
の

山や
ま

も
か
す
み
て
け
さ
は
見み

ゆ
ら
ん 

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
一
春
一　

壬み
ぶ
の
た
だ
み
ね

生
忠
岑

子＊
ね
の
ひ日
す
る
野の

べ
に
こ
ま
つ
を
ひ
き
つ
れ
て

か
へ
る
や＊

ま
べ
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く  

 

『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
右
六
〇　
（
大お
お
な
か
と
み

中
臣
）
藤ふ

じ
わ
ら
の
よ
り
も
と

原
頼
基

な
つ
か
り
の
た
ま
え
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き

む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ
そ
ら
ぞ
な
き

 

『
後ご

し
ゅ
う
い
わ
か
し
ゅ
う

拾
遺
和
歌
集
（
抄
）』
第
三
夏
二
一
九　

源み
な
も
と
の
し
げ
ゆ
き

重
之

 

題だ
い

し
ら
ず

ほ＊

の
ぼ
の
と
有あ

り
あ
け明

の
月つ

き

の
月つ

き
か
げ影

に

紅も
み
じ葉
吹ふ

き
お
ろ
す
山や
ま

お
ろ
し
の
風か
ぜ

 

『
新
古
今
和
歌
集
』
第
六
冬
歌
五
九
一　

源み
な
も
と
の
さ
ね
あ
き
ら

信
明

【
参
考
】

　
「
長
奉
送
使
」（
奉ほ
う
へ
い
し

幣
使
）
は
斎
宮
が
伊
勢
神
宮
へ
赴
任
す
る
折
り

奉
送
の
任
に
当
た
る
勅
使
を
い
う
。
乾
山
の
書
は
和
歌
帖
に
限
ら

ず
短
冊
・
絵
画
と
も
に
同
一
形
式
で
あ
り
、
歌
仙
図
和
歌
帖
と
も

同
じ
で
あ
る
。
公
任
撰
で
は
な
く
、「
俊
成
三
十
六
人
歌
合
」
を

基
本
と
し
、
現
存
す
る
書
作
品
に
は
模
写
・
模
倣
が
み
ら
れ
る
。

＊
末
を
・
末
は

＊
か
ぞ
え
ん
・
し
る
ら
ん

＊
陶
板 「
春
す
ぎ
て
」

＊
山
路
・
や
ま
べ

＊
陶
板 「
春
た
つ
と
」

＊
重
色
紙
皿 「
子
日
す
る
」

＊
陶
板
「
ほ
の
ぼ
の
と
」
同
和

歌
は
絵
画
に
も
あ
る
。

① ① ①

②②②

＊
桜
花
・
梅
の
花
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①
②
順

水
の
面
尓
照
月
奈
ミ
遠

可
曽
ふ
連
ハ
古
よ
比
曽
秋
の

毛
奈
可
南
梨
希
類

　
　
　
　

元
輔

知
き
梨
起
奈
可
多
ミ
に
袖
を

志
保
李
徒
々
寸
衛
の
松
山

波
古
さ
し
と
ハ

　
　
①
②
元
真

佐
幾
尓
个
利
我
山
里
の

夘
の
花
ハ
垣
年
尓
き
え
ぬ

雪
と
ミ
累
万
天

　
　
　
　

仲
文

思
日
し
流
人
尓
見
勢
者
や

夜
も
寸
可
良
和
可
と
こ
奈
つ
尓

お
き
ゐ
多
類
露

　
　
①
②
忠
見

い
徒
可
た
耳
鳴
天
行
ら
ん

本
と
ゝ
支
数
よ
と
の
わ
多
り
乃　

満
多
夜
深
き
尓

　
　
　
　

中
務

秋
風
の
吹
尓
徒
希
天
も

問
ぬ
可
奈
荻
の
葉
奈
良
者

音
盤
し
天
ま
し

 

屏
風
に
八
月
十
五
夜や

に
い
け
有あ

る
い
へ
に
て
あ
そ
び

 

た
る
か
た
有
る
所
に　
　

水＊
み
ずの

お
も
に
て
る
月つ
き

な
み
を
か
ぞ
ふ
れ
ば

こ
よ
ひ
ぞ
秋あ

き

の
も
中な

か

な
り
け
る 

 

『
拾し

ゅ
う
い
し
ょ
う

遺
抄
』
第
三
秋
一
一
五　

源み
な
も
と
の
し
た
ご
う

順

ち＊

ぎ
り
き
な
か
た
み
に
そ
で
を
し
ぼ
り
つ
つ

す
ゑ
の
ま
つ
山や

ま

な
み
こ
さ
じ
と
は

 

『
後
拾
遺
和
歌
集
（
抄
）』
第
十
四
恋
四
・
七
七
〇

 

「
百
人
一
首
」
四
二　
　
　
　
　
　
　
　
　

清き
よ
は
ら
の
も
と
す
け

原
元
輔

 

咲さ

き
に
け
り
わ
が
や
ま
ざ
と
の
う
の
は
な
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ
雪ゆ

き

と
み
る
ま
で

 

『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
右
八
八　

藤ふ
じ
わ
ら
の
も
と
ざ
ね

原
元
真

お
も
ひ
し
る
人ひ
と

に
み
せ
ば
や
夜よ

も
す
が
ら

わ
が
と
こ
夏な

つ

に
お
き
ゐ
た
る
露つ

ゆ

 

『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
右
九
六　

藤ふ
じ
わ
ら
の
な
か
ぶ
み

原
仲
文

 

天て
ん
り
ゃ
く
の
お
ん
と
き

暦
御
時　

御
屏び

ょ
う
ぶ風
に
、
よ
ど
の
わ
た
り
す
る
人ひ

と

 

か
け
る
所
に

い
づ
か
た
に
な
き
て
ゆ
く
ら
ん
郭ほ

と
と
ぎ
す

公

よ
ど
の
わ
た
り
の
ま
だ
よ
ぶ
か
き
に

 
『
拾
遺
和
歌
集
』
第
二
夏
一
一
三　

壬み
ぶ
の
た
だ
み

生
忠
見

 
平た

い
ら
のか

ね
き
が
や
う
や
う
か
れ
が
た
に
な
り
に
け
れ
ば
、

 
つ
か
は
し
け
る

秋あ
き
か
ぜ風
の
吹ふ

く
に
つ
け
て
も
と
は
ぬ
か
な

荻お
ぎ

の
葉は

な
ら
ば
お
と
は
し
て
ま
し

 

『
後
撰
和
歌
集
』
第
十
二
恋
四
・
八
四
六　

中な
か
つ
か
さ

務

＊
能の

う
え絵
皿
「
融
」
に
「
水
の

お
も
に
」
同
和
歌
が
あ
る
。

＊
陶
板 「
契
り
き
な
」

＊
辛
酉
は
二
月
二
七
日
に
改
元

さ
れ
、
寛
保
元
年
と
な
る
。

＊「
既き

ぼ
う望
」
は
陰
暦
一
六
日
。

十い
ざ
よ
い

六
夜
。「
望
」
は
十
五
夜
。

陰
暦
一
五
、六
日
か
ら
二
二
、三

日
ま
で
を
い
う
こ
と
も
あ
る
。

光
が
月
の
全
て
を
覆
う
意
か
ら

「
満
月
」は「
既き

せ
い
は
く

生
魄
」と
い
う
。

　

上
段
乾
山
書
「
三
十
六
歌
仙

和
歌
帖
」（
元
文
二
年
・
同
六
年
）

二
冊
は
、
書
体
・
書
風
、
字
母

の
用
い
方
・
崩
し
方
ま
で
が
同

じ
で
あ
る
。
佐
野
に
お
い
て
同

地
の
素
封
家
・
文
人
須
藤
杜
川

に
与
え
た
同
帖
も
あ
り
、
乾
山

真
筆
を
模
写
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

①

②

①
元
文
丁
巳
初
冬　

於
野
州
佐
野
庄
須
藤
杜

川
丈
人
應
望　

紫
翠
㴱
省
冩　
（
印
）
深
省
か
・

霊
海　

逸
翁
美
術
館

②
元
文
辛＊

酉
春
二
月　

既＊

望　

京
兆
七
十
九
翁

紫
翠
㴱
省
冩
（
印
）
深
省
か
・
霊
海　

出
光
美
術
館

①① ①

②②②

尾形乾山の書画(33)



　
　

庚
戌
試
毫

堯
雨
舜
風
発
育

仁
山
河
大
地
一
同

春
太
平
日
久
扶
桑

國
蓬
戸
不
傭　

欝
壘
神　

希
佐
曽
美
累
春
く
る
曽
ら
乃

海
原
や
霞
を
分
て

乃
本
類
日
の
影　

㴱
省
艸

夫
地
獄
遠
幾
耳
非
寸

己
己
越
責
ム
極
楽
盤
眼

前
也
神
則
我
也
我
亦

神
也
心
又
神
也
一
代
の

守
本
尊
ハ
汁
と
食
也
倹
約

不
絶
家
業
大
切
也
一
盃
呑

て
ハ
寢
る
可
極
楽
也
獄
門

遠
嶌
追
放
ハ
慈
悲
之

説
法
也　

一
休
判

　
　

寛
保
二
壬
戌
之
秋
華
洛
乾
山

　
　

陶
隱
紫
翠
㴱
省
八
十
歳
冩
焉

　
　
　
　
（
印
）
不
明
・
霊
海

堂
知
残
す

錦
以
具
む
ら

秌
萩
乃

花
尓
お
久
あ
類

宮
き
の
ゝ
原

　
　

紫
翠
㴱
省
八
十
歳

　
　
　
　
（
印
）
深
省

 

庚こ
う
じ
ゅ
つ

戌　

試し
ご
う毫

堯＊
ぎ
ょ
う
う

雨  

舜し
ゅ
ん
ぷ
う

風
、
仁じ

ん

を
発は

つ
い
く育

す

山＊
さ
ん
が
だ
い
ち

河
大
地 

一い
ち
ど
う同

の
春は

る

太＊
た
い
へ
い

平
の
日ひ

は
久ひ

さ

し
き
扶＊

ふ
そ
う桑

の
国く

に

蓬ほ
う
こ戸

、
欝＊

う
つ
り
つ
し
ん

壘
神
を
傭よ

う

せ
ざ
り

 

け
さ
ぞ
み
る
春は

る

く
る
そ
ら
の
海う

な
ば
ら原

や

 

霞か
す
みを
わ
け
て
の
ぼ
る
日ひ

の
影か
げ　

㴱
省
艸そ
う

そ
れ
地じ

ご
く獄

は
遠と

お

き
に
あ
ら
ず　

耳み
み

を
責せ

む　

極ご
く
ら
く楽

は
眼が

ん
ぜ
ん前

な
り　

神か
み

則す
な
はち

我わ

れ
な
り

我
れ
ま
た
神
な
り　

心こ
こ
ろま

た
神
な
り

一い
ち
だ
い代

の
守ま

も

り
本ほ

ん
ぞ
ん尊

は
、
汁し

る

と
食＊

し

な
り

倹け
ん
や
く約

、
家か

ぎ
ょ
う業

の
不ふ

ぜ
つ絶　

大た
い
せ
つ切

な
り

一い
っ
ぱ
い盃
呑の

み
て
寢ね

る
が
、
極
楽
な
り

獄ご
く
も
ん門

、
遠お

ん
と
う島

、
追つ

い
ほ
う放

は
慈じ

ひ悲
の
説せ

っ
ぽ
う法

な
り　

一い
っ
き
ゅ
う

休
判

 

寛か
ん
ぽ
う保
二
年
壬じ
ん
じ
ゅ
つ（
み
ず
の
え
い
ぬ
）あ
き

戌
秋　
　
　
　
　

華か
ら
く洛
乾
山

 

陶と
う
い
ん
し
す
い

隠
紫
翠
㴱
省
八
十
歳
冩
焉＊

こ
こ
に（印

）
不
明
・
霊れ

い
か
い海

 

萩は
ぎ
ざ
ん
せ
い

漸
盛　

享き
ょ
う
ろ
く
禄
七
廿
五
続し

ょ
く
せ
ん
撰
三

た＊

ち
残
す
錦に
し
きい
く
む
ら
秋
は
ぎ
の

花
に
お
く
あ
る
宮み
や
ぎ木

の
の
原 

 

『
雪
玉
集
』
第
三
秋
一
〇
〇
一　

三
条
西
実
隆

【
参
考
】

１
、
享
保
庚
戌
・
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
元
旦
、
乾
山
六
八
歳
の
詩

歌
書
で
あ
る
。
試
毫
と
あ
り
、
書
初
め
で
あ
る
が
、
王
羲
之
『
目

儀
書
』
に
は
歳
旦
の
試
筆
に
書
く
べ
き
と
す
る
文
例
が
あ
る
。「
一

休
法
語
」
に
は
陶
に
用
い
る
「
乾
山
」「
陶
隱
」
が
み
ら
れ
る
。

２
、
乾
山
の
扇
面
画
に
は
草
花
図
、
ま
た
烏
丸
光
廣
和
歌
「
寒
山

拾
得
図
」
が
あ
る
（『
光
琳
百
図
』
下
）。

＊「
堯
雨
舜
風
」
は
国
を
治
め

民
を
憐
れ
む
の
意
で
あ
る
。

「
堯
舜
」
は
至
高
の
善
人
、

　

堯ぎ
ょ
う
ふ
う
と
う
と
う
と
し
て
や
ろ
う
お
う
か
し

風
蕩
蕩
野
老
謳
歌

　

舜し
ゅ
ん
じ
つ
き
き
と
し
て
ぎ
ょ
じ
ん
さ
お
を
こ
す

日
熙
熙
漁
人
皷
棹

（『
虚
堂
録
』）
な
ど
、
仁
政
を
布

き
天
下
泰
平
、
万
民
和
楽
を

も
た
ら
し
た
古
代
理
想
の
天

子
堯
帝
・
舜
帝
を
い
う
。

＊「
山
河
大
地
」
は
森
羅
万
象
、

こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
物
、「
一

同
」
は
四
方
万
里
、
い
づ
れ

の
地
も
同
時
に
の
意
。

＊「
太
平
」
は
太
平
無
事
の
時
。

＊「
扶
桑
国
」
は
日
本
国
。

＊「
鬱う

つ
り
つ
し
ん

壘
神
」
は
門
神
。
神し

ん
だ荼

と
鬱う

つ

壘り
つ

、
百
鬼
を
支
配
す
る

兄
弟
神
を
い
う
。
鬼
門
で
あ

る
東
北
・
万
鬼
の
出
入
り
す

る
門
に
立
ち
、
悪
害
を
加
え

る
鬼
を
葦
縄
で
縛
り
虎
に
喰

わ
せ
る
が
（『
山
海
経
』）、
黄
帝

は
大
き
な
桃
の
人
形
を
立
て
、

門
戸
に
神
荼
と
鬱
壘
、
虎
の

絵
を
描
き
、
葦
の
縄
を
ぶ
ら

さ
げ
て
悪
を
防
い
だ
と
す
る

（『
論
衡
』
訂
鬼
）。（
画
讃
様
式

「
山
水
」
六
一
頁
最
下
段
で
は
「
う

つ
る
い
し
ん
」
と
し
た
が
、
誤
読

で
あ
る
。
り
つ
に
訂
正
）

＊「
食
」
は
め
し
の
意
。

＊「
焉
」
は
「
こ
こ
に
」
の
意

を
表
す
指
示
語
。
疑
問
詞
、

助
字
に
も
用
い
ら
れ
る
。

六
八
歳

八
〇
歳

（
享
保
庚
戌
・
一
五
年
・

一
七
三
〇
）

（
寛
保
壬
戌
・
二
年
・

一
七
四
二
）八

〇
歳

和
歌
扇
面

＊
絵
画
萩
図 「
た
ち
残
す
」 

庚
戌
試
毫

一
休
法
語

（
寛
保
壬
戌
・
二
年
・

一
七
四
二
）

(34)



　
　

詠
杜
時
雨

　
　
　
　
　
　

和
歌

　
　
　
　
　
　
　

㴱
省

布
梨
由
く
や
我
毛
佐

尓
古
曽
夕
志
久
れ
老

曽
乃
杜
農
名
の
ミ
者

閑
李
爾

　
　
　
　
　
　
　

㴱
省
上

　
　

靏
伴
仙
齢 
 

仙
人
乃
尽
ぬ
よ
者
飛
遠

宇
徒
し
毛
て
幾
千
世
よ
本
ふ

宿
の
友
靏

　
　

詠も
り
の
し
ぐ
れ
を
よ
む

杜
時
雨　

　
　
　
　
　
　

和
歌　

㴱＊

省

ふ
り
ゆ
く
や
我わ

れ
も
さ
に
こ
そ
夕ゆ

ふ

し
ぐ
れ

老＊
お
ひ
そ曾

（
生お

ひ
育そ

）
の
杜も

り
（
森
）
の
名な

の
み
ば
か
り
に

　
　

鶴＊
つ
る
は
せ
ん
れ
い
を
と
も
の
う

伴
仙
齢　
　
　

㴱
省
上

仙せ
ん
に
ん人

の
つ
き
ぬ
よ
は
ひ
を
う
つ
し
も
て

い
く
千ち

よ世
よ
ほ
ふ
宿や

ど

の
友と

も

鶴づ
る

【
参
考
】

１
、「
懐
紙
」
は
懐
中
の
用
紙
に
詩
歌
を
認
め
た
も
の
。「
詠
草
」

は
懐
紙
を
簡
略
化
し
た
形
式
で
あ
り
、
横
二
つ
折
り
、
縦
二
つ
折

り
が
あ
る
。
和
歌
の
下
書
き
、
歌
稿
と
す
る
。

２
、「
鶴
伴
仙
齢
」
は
、『
雪
玉
集
』
に
「
露
の
ま
に
ち
と
せ
ふ
る
て

ふ
山
路
よ
り　

ぬ
れ
て
も
ほ
す
か
鶴
の
毛
衣
」（
第
六
・
二
二
九
三
）

と
あ
り
、
類
似
の
歌
題
に
は
「
伴
菊
延
齢
」
な
ど
が
あ
る
。

＊「
㴱
省
」
と
あ
り
、
類
似
の

和
歌
は
あ
る
が
、
出
典
も
不

明
で
あ
る
こ
と
か
ら
乾
山
自

作
の
和
歌
と
も
推
定
。

＊「
老お

い

曾そ

の
杜も

り

」
は
歌
枕
で
あ

る
。
滋
賀
県
蒲
生
郡
安
土
町

奥お
い
そ石
神
社
の
森
を
い
う
。
生

い
添
（
育
）
う
は
、
い
よ
い
よ

繁
る
の
意
で
あ
る
。「
杜
」
は

神
社
の
あ
る
木
立
を
表
す
。

＊「
鶴
伴
仙
齢
」
は
仙
人
・
世

俗
を
離
れ
た
人
・
高
貴
の
人

の
意
で
あ
る
。「
仙
洞
」
は
仙

人
の
住
む
所
、
上
皇
院
の
御

所
を
い
う
。

　
「
寄
花
神
祗
」「
伴
菊
延
齢
」

「
仙
人
」
な
ど
の
歌
題
は
、『
雪

玉
集
』
に
多
く
み
ら
れ
る
。

　

書
の
模
倣
は
、
訓
練
に
よ

っ
て
技
術
、
形
式
な
ど
は
捉

え
ら
れ
る
。
時
に
よ
っ
て
本

人
よ
り
そ
れ
ら
し
い
筆
癖
を

残
す
が
、
字
母
の
限
定
、
字

形
の
く
ず
し
方
、
ポ
ツ
ポ
ツ

と
し
た
呼
吸
な
ど
に
偽
作
者

の
特
質
が
表
れ
る
。

和
歌
詠
草

　（
筆
年
不
明
）

和
歌
懐
紙

　（
筆
年
不
明
）

三
、
筆
年
不
明
の
書

＊「
放
言
」
は
思
う
ま
ま
に
言

い
散
ら
す
の
意
。

不
向
比
間
住
那
知
日
似
年

選
窮
諸
嶺
石
甞
遍
一
山
泉
燕

喜
蹴
芲
舞
鹿人人
憨
啣
草
眠
鐘
声

提
夢
醒
何
必
更
談
禅

　

詩
成
因
語
山
僧
曰
竹
院
逢
僧
話
浮
生

半
日
閒
已
是
最
樂
境
界
况
留
此
數
旬
山

林
之　

趣
領
略
無
窮
不
知
何
似
消
受
僧

云
無
事
此
静
坐
一
日
是
兩
日
當
作
如
是

観
時
有
小　

沙
彌
在
側
煮
茶
入
聞
言
私

咏
日
山
静
似
太
古
日
長
如
小
年
余
憐
其

聰
慧
擧
手
向
僧　

曰
強
將
無
弱
兵
遂
相

視
大
笑

　
　

右
勒
山
公
子
華
胥日
放
言

　
　
　

京
兆
散
人
紫
翠
㴱
省
寫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
霊
海

不
向
比
間
住　

那
知
日
似
年　

選
窮
諸
嶺
石　

甞
遍
一
山

泉　

燕
喜
蹴
芲
舞　

鹿人人
憨
啣
草
眠　

鐘
声
提
夢
醒　

何
必

更
談
禅

　

詩
成
因
語　

山
僧
曰　

竹
院
逢
僧
話　

浮
生
半
日
閒

　

已
是
最
樂　

境
界
况
留
此
數
旬　

山
林
之
趣
領
略
無

　

窮
不
知
何
似
消
受　

僧
云
無
事
此
静
坐　

一
日
是
兩
日

　

當
作　

如
是
観
時
有
小
沙　

彌
在
余
憐
其
聰
慧　

擧
手

　

向
僧
曰　

強
將
無
弱
兵　

遂
相
視
大
笑

　
　

右
勒ろ
く
ざ
ん山
公
子
華
胥日
放＊
ほ
う
げ
ん（
ご
ん
）

言

　
　
　

京
兆
散
人
紫
翠
㴱
省
寫
（
印
）
霊
海

【
参
考
】

唐
代
李
渉
（
生
没
年
不
詳
）
の
七
言
絶
句
「
題か

く
り
ん
じ
に
だ
い
す

鶴
林
寺
」
に
、

　
　

終し
ゅ
う
じ
つ
こ
ん
こ
ん
と
し
て
す
い
む
の
か
ん

日
昏
昏
醉
夢
間　
　
　
　

惣た
ち
ま
ち
は
る
つ
く
と
き
き
て
し
い
て
や
ま
に
の
ぼ
る

聞
春
盡
強
登
山（
有
習
静
之
意
）

　
　

因ち
く
い
ん
に
よ
ぎ
り
て
そ
う
に
あ
い
わ
す
る
に
よ
っ
て

過
竹
院
逢
僧
話　
　
　
　

又ま
た
ふ
せ
い
は
ん
じ
つ
の
か
ん
を
え
た
り

得
浮
生
半
日
閑

　
　
　
（
於
紛
擾
之 

中
而　

尋
幽
寂
之
趣　

浮
世
之
真
樂
也
）
と
あ
る
。

勒ろ
く
ざ
ん山
公
子
問
答
（
筆
年
不
明
）

尾形乾山の書画(35)



 

寄え
に
よ
せ
る
こ
ひ

繪
恋

せ
め
て
も
と
う
つ
す
す
が
た
を
見み

る
か
ら
に

な
ほ
恋こ
ひ

し
さ
の
も
と
こ
そ
つ
き
せ
ね

 

寄ま
つ
に
よ
せ
る
い
は
い

松
祝　

霜＊
し
も
ゆ
き
雪
に
み
さ
ほ
か
は
ら
ぬ
軒の
き

の
松ま
つ

待ま

ち
み
む
花は

な

の
春は

る

も
と
か
ヘ
り

 

遊＊
ゆ
ふ
し絲

（
か
げ
ろ
う
）

花は
な

の
の
ち
も
そ
め
な
す
春は

る

の
い
ろ
み
せ
て

な
が
き
日ひ
か
げ影

に
か
か
る
糸い

と

ゆ
ふ

 

梅ば
い
か
ひ
さ
し
く
か
ん
ば
し

花
久
芳

あ＊

ひ
に
あ
ふ
と
き
は
の
や
ど
の
花は

な

な
れ
ば

な
が
く
久ひ
さ

し
く
に
ほ
ふ
梅う
め

が
香か

 

夕ゆ
ふ
ひ
ば
り

雲
雀

ゆ
ふ
ひ
ば
り
そ
れ
と
し
見ひ

え
ず
老お

ひ
の
目め

の

さ
ら
で
も
か
す
む
春は
る

の
な
か
空そ
ら

短
冊
書
例
『
慶
安
手
鑑
』
慶
安

四
年
（
一
六
五
一
）
刊

＊「
霜
雪
」
の
和
歌
な
ど
、
巧

み
に
乾
山
書
体
を
模
倣
す
る

が
、
署
名
「
深
省
」
に
正
確
さ

を
欠
く
な
ど
、
自
筆
で
は
な
い

こ
と
の
証
し
で
あ
ろ
う
。

＊「
遊
糸
」
は
い
と
ゆ
う
、
陽

炎
の
こ
と
で
あ
る
。

＊
絵
画
梅
花
久
芳
図
「
あ
ひ

に
あ
ふ
・
紫
翠
㴱
省
」『
乾
山

遺
墨
』

和
歌
短
冊
（
筆
年
不
明
）

右
短
冊
拡
大
図
（
以
下
同
様
）

【
参
考
】

１
、
江
戸
期
、
短
冊
の
書
き
方
は
す
で
に
刊

本
手て
か
が
み鑑
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
た
。
乾
山
の
書

も
現
存
作
品
の
多
く
は
模
倣
。
同
一
書
式
、

書
法
、
筆
癖
の
誇
張
の
ほ
か
、
署
名
「
深
省
」

の
誤
字
が
み
ら
れ
る
。
筆
勢
、
運
筆
、
呼
吸

な
ど
、
模
倣
者
独
特
の
慎
重
か
つ
丁
寧
な
筆

遣
い
に
特
色
が
あ
る
。

２
、「
寄
繪
」
は
屏
風
絵
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
詞
の
意
。
和
歌

「
寄
繪
恋
」
に
は
「
き
え
ね
た
だ
常
に
か
く
て
も
あ
ら
な
く
に　

是
を
み
よ
と
の
筆
の
す
さ
み
も
」（『
雪
玉
集
』）、「
思
ひ
せ
く
心
の

滝
に
た
ぐ
へ
て
も　

音
せ
ぬ
波
ぞ
袖
に
か
か
れ
る
」（『
広
沢
輯し

ゅ
う
そ
う

藻
』）

な
ど
、「
寄
松
祝
」
に
は
「
君
が
代
を
あ
か
ぬ
心
に
ま
か
せ
て
は

　

松
の
十
か
へ
り
い
く
か
へ
り
み
む
」（『
雪
玉
集
』）
な
ど
が
あ
る
。

３
、「
遊
絲
」
は
「
く
り
か
へ
し
春
の
い
と
ゆ
ふ
い
く
世
へ
て　

お
な
じ
み
ど
り
の
空
に
み
ゆ
ら
ん
」（『
拾
遺
愚
草
』
八
〇
九
）
な
ど

と
あ
り
、
幽
斎
は
よ
く
晴
れ
た
日
、
空
に
糸
の
よ
う
に
ち
ら
ち
ら

と
乱
れ
見
え
る
も
の
を
遊
絲
と
解
し
た
。
梅
花
久
芳
（
薫
）
は
「
春

の
う
ち
に
て
久
し
き
心
に
て
は
有
る
べ
か
ら
づ
」「
多
年
多
春
の

心
な
り
」
と
あ
る
が
（『
聞
書
全
集
』）、「
夕
雲
雀
」
に
は
「
い
づ

く
と
も
ね
ぐ
ら
は
し
ら
ず
夕
ひ
ば
り　

な
が
鳴
く
声
は
空
に
の
み

し
て
」（『
慶き

ょ
う
う
ん（
け
い
う
ん
）

運
法
印
集
』
五
五
）
な
ど
の
詠
歌
が
あ
る
。

　
　

寄
繪
恋

せ
め
天
毛
と
う
徒
寸
姿
を
美
留
可
ら
尓

猶
古
飛
し
さ
の
元
古
曽
徒
支
セ
ね 

㴱
省

　
　

寄
松
祝

霜
雪
に
み
さ
ほ
可
ハ
ら
ぬ
軒
乃
松

待
見
無
花
の
春
毛
十
可
ヘ
梨　

㴱木
省

　
　

遊
絲

花
の
後
も
曽
め
奈
寸
春
能
色
見
世
天

奈
可
支
日
影
尓
可
々
類
糸
遊
ふ　

㴱
省

　
　

梅
花
久
芳

あ
飛
尓
阿
ふ
と
き
者
の
宿
能
花
奈
れ
者

長
く
久
し
く
匂
婦
梅
可
香　

㴱
省

　
　

夕
雲
雀

夕
飛
者
梨
曽
れ
と
し
見
え
寸
老
の
め
乃

佐
ら
て
も
霞
む
春
能
中
そ
羅　

㴱
省 

(36)



＊
絵
画
扇
面
紅
葉
図
「
そ
め
そ

め
し
」

　

紅
葉
を
詠
じ
た
和
歌
に
は
、

「
山
紅
葉
」「
露
し
ぐ
れ
こ
と

に
や
そ
め
て
世
に
し
ら
ぬ　

も

み
ぢ
の
洞
の
ふ
か
き
秋
か
な
」

（『
雪
玉
集
』）、「
落
葉
」「
そ
め

そ
め
て
今
は
と
思
ひ
し
紅も

み
じ葉

葉

の　

風
を
ま
た
ぬ
ぞ
い
は
ん
か

た
な
き
（『
雪
玉
集
』
七
八
八
四
）

な
ど
が
あ
る
。

　
　
紅
葉
秋
深

曽
め
〳
〵
し
嶺
の
紅
葉
々
秋
ふ
可
幾

色
の
可
起
梨
越
徒
具
し
て
そ
み
る
㴱
省

古
こ
ろ
お
者
能
里
乃
こ
呂
も
に
そ
め
那

　

志
て

み
越
者
う
起
よ
の
之
お
尓
ま
か
せ
天

　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）
巾
着
型
か

 

紅も
み
じ
し
て
あ
き
ふ
か
し

葉
秋
深

そ＊

め
そ
め
し
み
ね
の
紅も
み
じ葉
ば
秋あ
き

ふ
か
き

い
ろ
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
て
ぞ
み
る

こ
こ
ろ
を
ば
法の
り

の
こ
ろ
も
に
染そ

め
な
し
て

身み

を
ば
う
き
よ
の
し
お
に
ま
か
せ
て

 

躑つ
つ
じ躅

岩い
は

つ
つ
じ
折お

り

か
ら
誰た

れ

も
名な

ご
り残

あ
る

春は
る

く
れ
な
ゐ
の
色い
ろ

に
咲さ

く
ら
ん

 

夕ゆ
ふ
が
ほ顔

残＊
の
こる

日ひ

の
う
す
き
影か

げ

よ
り
咲さ

き
出い

で
て

草く
さ

の
戸と

す
ず
し
夕
顔
の
花は
な

 

『
雪
玉
集
』
第
二
夏
八
三
〇　

三
条
西
実
隆

 

春＊
か
す
が
は
な
じ
ん
ぎ
に
よ
せ
る
を
よ
む

日
詠
寄
花
神
祇　
　

和
歌　

㴱
省

春は
る

し
む
る
神か
み

の
め
ぐ
み
の
色い
ろ

も
香か

も

手て

に
ま
か
せ
た
る
花は

な

の
し
ら
ゆ
ふ　
（『
乾
山
遺
墨
』）

【
参
考
】

１
、
乾
山
書
と
す
る
短
冊
和
歌
の
出
典
に
は
不
明
な
も
の
が
あ

る
。
類
似
の
歌
題
、
和
歌
は
あ
る
が
、
短
冊
の
書
法
か
ら
も
古
歌

を
書
し
た
も
の
で
は
な
く
、
疑
問
が
残
る
。

２
、「
躑つ

つ
じ躅
」
に
は
「
種
し
あ
れ
ば
松
だ
に
お
ふ
る
い
は
つ
つ

じ　

な
か
の
お
も
ひ
を
打
ち
い
で
て
や
さ
く
」（『
雪
玉
集
』
第

十
一・四
二
六
八
）
と
あ
る
が
、
絵
画
に
も
活
用
。
茶
碗
に
は
『
源
氏

物
語
』「
夕
顔
巻
」
を
主
題
と
し
て
「
よ
り
て
だ
に
露
の
光
や
い
か

に
と
も　

思
ひ
も
わ
か
ぬ
花
の
夕
が
ほ
」
と
あ
る
。

３
、「
寄
花
神
祇
」
は
「
く
ず
の
は
の
う
ら
み
秋
は
た
ち
か
へ
り

　

神
の
い
が
き
も
花
ぞ
う
つ
ろ
ふ
」（
第
一
三
・
五
七
四
三
）・「
神

ま
つ
る
道
も
む
か
し
の
こ
の
は
る
や　

花
も
明
しマ

マる
か
す
が
の
の

原
」（
第
一
八
・
七
七
二
四
）
な
ど
の
和
歌
が
あ
り
、
歌
題
と
し
て
は

「
寄
榊
神
祇
」「
寄
鏡
神
祇
」
な
ど
も
あ
る
。

＊
絵
画
夕
顔
図 

「
残
る
日
の
」

『
雪
玉
集
』

＊「
花は

な
じ
ん
ぎ

神
祇
」
は
花
の
神
々
、

神
祇
は
天
神
と
地
祇
・
天
つ

神
と
国
つ
神
を
い
う
。「
祇
」

は
も
と
「
示
」。
神
示
を
意
味

し
、
中
国
で
は
古
く
天
子
は

冬
至
に
天
を
祀
り
、
夏
至
に

地
を
、
四
時
に
は
各
方
位
の

山
や
川
を
祀
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
　
躑
躅

岩
徒
々
し
折
可
羅
誰
毛
名
残
あ
累

春
久
れ
奈
ゐ
乃
色
尓
咲
良
ん　

㴱
省

　
　
夕
顔

能
古
累
日
乃
宇
数
支
可
遣
与
梨
咲
出
天

草
の
戸
涼
し
夕
顔
能
花　

㴱
省

和
歌
短
冊
（『
乾
山
遺
墨
』）（
筆
年
不
明
）

春
日
詠
寄
花
神
祇
和
歌
（『
乾
山
遺
墨
』）

（
筆
年
不
明
）

春
日
詠
寄
花
神
祇

　
　
　
　
　

和
歌

　
　
　
　
　
　

㴱
省

春
志
む
類
神
乃
免

久
美
の
色
毛
香
毛
手
尓

ま
可
勢
多
流
花
能
志

羅
遊
布
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一
、
絵
画
の
こ
と

―
琳
派
様
式
の
背
景
―

（
一
）
や
ま
と
絵
：
土
佐
派

　「
画
」
は
面
の
芸
術
と
い
う
。「
書
」
の
点
と
線
に
比
し
て
い
わ
れ
る
が
、
日
本
の

絵
画
「
や
ま
と
絵
」
は
中
国
渡
来
の
「
唐か

ら
え絵

」
に
対
す
る
称
で
あ
り
、
語
意
や
解
釈

は
時
代
と
と
も
に
変
化
を
す
る
。
一
〇
世
紀
末
期
頃
か
ら
使
わ
れ
始
め
、
平
安
時
代

に
は
日
本
の
風
情
・
風
趣
を
描
き
、
公
家
社
会
を
中
心
に
制
作
・
享
受
。
鎌
倉
期
に

は
舶
載
さ
れ
た
宋
・
元
の
水
墨
画
に
対
す
る
概
念
と
な
り
、
室
町
期
に
は
屏
風
・
障

子
絵
な
ど
の
大
画
面
か
ら
絵
巻
・
帖
な
ど
小
画
面
、
肖
像
画
も
含
ま
れ
て
ゆ
く
。

　

奈
良
時
代
か
ら
平
安
前
期
、
日
本
の
絵
画
は
中
国
、
唐
様
式
の
技
法
・
構
成
・
表

現
下
に
あ
っ
た
。
や
ま
と
絵
は
朝
廷
の
「
画え

だ
く
み
の
つ
か
さ

工
司
」（
大
同
三
年
廃
止
・
八
〇
八
）
に
代

わ
り
設
け
ら
れ
た
「
絵え

ど
こ
ろ所

」
に
お
い
て
制
作
。
絵
所
は
宮
廷
の
画
事
、
装
飾
事
、
装

束
の
文
様
な
ど
を
扱
う
役
所
と
さ
れ
る
（『
日
本
三
大
実
録
』『
西
宮
記
』
な
ど
）。

　

が
、
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
遣
唐
使
が
廃
止
。
唐
様
式
は
し
だ
い
に
和
様
式
へ
と
移

行
す
る
が
、
書
に
は
仮
名
、
文
学
で
は
漢
詩
・
漢
文
か
ら
和
歌
・
物
語
・
日
記
な
ど

の
国
文
学
が
発
展
。
一
〇
世
紀
後
半
に
は
絵
画
に
や
ま
と
の
風
情
・
心
情
に
即
し
た

表
現
が
始
め
ら
れ
る
。
身
近
な
風
景
・
風
俗
を
主
体
と
し
、
遺
品
は
な
い
が
、
仏
画
・

平
等
院
の
扉
絵
・
壁
画
の
背
景
に
描
か
れ
た
四
季
の
風
物
、
画
面
構
成
、
繊
細
な
描

写
に
当
時
の
王
朝
の
美
意
識
が
偲
ば
れ
る
。
や
ま
と
絵
は
琳
派
様
式
の
基
盤
で
あ
る
。

　

表
現
手
法
、
画
題
・
主
題
、
図
様
な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
以
っ
て
日
本
絵
画
に

浸
透
す
る
が
、
第
一
に
構
図
に
お
い
て
水
流
・
土ど

ば坡
（
堤
）、
雲
・
霞
な
ど
を
区
切
り

と
し
て
描
く
、
第
二
に
モ
チ
ー
フ
、
画
面
構
成
に
お
い
て
、
中
心
と
な
る
図
柄
は
置

か
ず
、
画
面
全
体
に
そ
れ
を
散
ら
す
手
法
に
特
色
が
あ
る
。
様
式
は
院
政
期
、
一
一

世
紀
後
半
に
完
成
し
た
。
彩
色
の
美
し
さ
、
余
白
の
活
か
し
方
、
繊
細
な
画
法
と
焦

点
の
定
ま
ら
な
い
空
間
の
広
が
り
な
ど
独
自
の
趣
き
を
伝
え
る
が
、
雲
・
霞
を
描
い

て
構
図
を
仕
切
り
、
吹ふ

き
ぬ
け
や
た
い

抜
屋
台
、
顔
貌
表
現
の
引ひ

き
め
か
ぎ
は
な

目
鉤
鼻
な
ど
、「
作
り
絵
」
と
称
し
、

平
明
か
つ
抒
情
的
、
季
節
の
情
趣
・
情
感
を
表
現
。
様
式
は
徐
々
に
形
式
化
、
装
飾

性
も
強
め
ら
れ
る
が
、
和
歌
・
物
語
の
盛
行
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
本
居
に
「
女お

ん
な
え絵

」

と
称
す
る
洗
練
さ
れ
た
表
現
が
成
立
。
雲き

ら
ら母

刷
り
、
金き

ん
ぱ
く箔

散
ら
し
、
墨す

み

流
し
、
彩
色
・

金
銀
泥
に
よ
る
下
絵
料
紙
を
作
成
、『
源
氏
物
語
』『
寝ね

ざ
め覚

物
語
』
な
ど
の
絵
巻
類
が

制
作
さ
れ
た
。
以
後
、
こ
の
形
式
が
や
ま
と
絵
様
式
の
基
本
構
図
と
し
て
伝
承
す
る

が
、
平
安
後
期
に
は
貴
族
の
生
活
・
邸
宅
に
密
着
。
四
季
の
景
物
・
情
趣
を
主
題
に

四
季
絵
、
年
中
行
事
を
図
と
し
た
月
次
絵
、
歌
枕
・
由
緒
な
ど
を
題
材
と
し
た
名
所

絵
屏
風
・
障
子
な
ど
が
つ
く
ら
れ
る
。『
古こ

こ
ん
ち
ょ
も
ん
じ
ゅ
う

今
著
聞
集
』（
一
二
五
四
）
に
は
屏
風
中
央

に
巻
水
を
配
し
、
上
に
唐
絵
、
下
に
や
ま
と
絵
を
描
く
な
ど
と
あ
る
。

　

鎌
倉
期
に
は
中
国
か
ら
再
度
唐
様
式
が
移
入
、
漢
画
・
水
墨
画
が
舶
載
さ
れ
る
。

や
ま
と
絵
は
平
安
以
来
の
伝
統
的
絵
画
と
し
て
認
識
さ
れ
る
が
、
宮
中
に
あ
っ
て
藤

Ⅲ
　
乾
山
絵
画
作
品
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原
文
化
に
浸
り
切
っ
た
絵
師
に
代
わ
り
、
素
人
絵
師
・
僧
侶
な
ど
の
寺
社
派
の
絵
師

が
活
躍
す
る
。
主
題
も
変
わ
り
武
家
の
好
む
源
平
合
戦
な
ど
の
軍
記
物
、
新
仏
教
の

影
響
も
あ
り
写
実
的
な
仏
教
説
話
、
僧
正
・
上
人
な
ど
の
行
状
記
・
教
旨
を
題
材
と

し
た
物
語
が
現
れ
る
が
、
宮
廷
は
無
力
化
、
一
二
世
紀
末
期
に
は
奈
良
東
大
寺
・
春

日
大
社
、
住
吉
神
社
な
ど
の
大
寺
・
大
社
に
絵
所
（
工
房
）
が
設
け
ら
れ
、「
座
」
が

組
織
さ
れ
る
。
説
教
の
強
化
、
勢
力
維
持
の
た
め
も
あ
る
が
、
縁
起
・
絵
伝
な
ど
の

絵
巻
を
活
用
。
絵
所
に
は
専
門
職
に
限
ら
ず
制
作
に
関
係
し
、
詞
書
、
作
画
な
ど
種
々

の
役
割
を
担
う
人
々
が
集
合
す
る
。

　

室
町
期
、
幕
府
は
京
都
へ
と
移
転
を
し
た
。
武
家
の
貴
族
化
の
始
ま
り
で
あ
る
が
、

武
家
で
は
貴
族
文
化
の
摂
取
に
つ
と
め
、
権
力
、
財
力
、
文
化
力
を
誇
示
。
天
皇
や

公
家
を
招
き
行み
ゆ
き幸
・
御お
な
り成
な
ど
を
行
う
が
、
伝
統
的
な
室し
つ
ら
い礼
の
も
と
、
や
ま
と
絵
屏
風
、

絵
画
・
漆
芸
品
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
公
家
・
寺
社
か
ら
は
そ
れ
を
借
覧
、
模
写
（
絵

師
の
粉
本
と
な
る
）・
制
作
に
つ
と
め
、
大
書
院
の
大
画
面
、「
小
絵
」
と
称
す
る
絵
巻

物
・
色
紙
・
扇
制
作
な
ど
が
盛
ん
に
な
る
。
大
陸
・
半
島
へ
の
進
物
に
も
使
わ
れ
た
が
、

応
仁
の
乱
を
契
機
に
多
く
の
絵
師
・
仏
師
が
京
へ
上
る
。
奈
良
絵
所
・
座
衆
ら
も
上
京
、

「
奈
良
絵
」
を
描
き
仏
画
以
外
の
制
作
に
も
携
わ
る
が
、
民
間
に
は
絵
師
の
集
団
、
工

房
が
生
じ
、
扇
絵
師
・
扇
屋
、
や
が
て
絵
屋
と
称
す
る
職
業
が
成
立
。
み
や
こ
の
土

産
物
と
し
て
『
今こ
ん
じ
ゃ
く
昔
物
語
』「
浮
世
草
子
」
な
ど
の
説
話
・
童
話
を
描
き
、
小
絵
、
扇

絵
・
扇
つ
く
り
が
盛
行
す
る
。

　

や
ま
と
絵
は
平
安
中
期
に
興
り
、
南
北
朝
中
期
に
興
隆
、
流
派
と
し
て
土
佐
派
が

生
ま
れ
た
。
藤
原
行ゆ
き
み
つ光

（
生
没
年
不
詳
）
を
祖
と
し
、
光み
つ
ま
す益
・
光み
つ
く
に國
・
光み
つ
し
げ重
、
行ゆ
き
ひ
ろ広
・（
行

秀
・
光
弘
）・
広ひ
ろ
か
ね周
・
光み
つ
の
ぶ信
・
光み
つ
し
げ茂
・
光み
つ
も
と元
ら
が
継
続
。
が
、
絵
師
な
が
ら
光
元
（
一
五
三
〇

―
一
五
六
九
）
は
秀
吉
に
従
い
戦
さ
に
臨
み
戦
死
を
す
る
。
こ
こ
か
ら
土
佐
派
の
正
系
は

絶
え
て
し
ま
う
が
、
命
脈
は
門
人
光み
つ
よ
し吉

（
玄
二
）
が
保
持
、
光
元
父
光
茂
か
ら
は
文
書
・

証
書
・
粉
本
な
ど
を
譲
ら
れ
、
光
元
遺
児
三
子
の
養
育
を
約
束
と
し
た
。
土
佐
家
所
領

地
堺
へ
と
移
転
、
が
、
や
が
て
三
子
の
消
息
は
不
明
と
な
り
、
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）

光
吉
嗣
子
光み
つ
の
り則
は
息
光み
つ
お
き起
を
伴
い
京
都
へ
帰
還
。
光
起
は
光
元
以
来
絶
え
て
い
た
絵
所

預
に
就
任
、
同
家
の
再
興
を
果
た
す
が
、
以
後
土
佐
派
は
傍
系
一
派
が
継
承
し
て
ゆ
く
。

徳
川
幕
府
は
足
利
幕
府
を
範
と
し
た
。
古
典
復
古
の
時
代
に
あ
り
や
ま
と
絵
は
土
佐

派
に
よ
っ
て
屏
風
・
色
紙
・
画
帖
・
扇
な
ど
が
作
制
、
婚
礼
道
具
の
一
具
と
も
な
る
。

　

土
佐
家
に
は
「
土
佐
家
文
書
」（
東
京
国
立
博
物
館
）・「
土
佐
派
絵
画
粉ふ
ん
ぽ
ん本
」（
京
都
市

立
芸
術
大
学
）
が
伝
承
す
る
。
盛
衰
は
室
町
幕
府
に
同
じ
く
す
る
が
、
武
家
の
権
力
・

文
化
力
を
示
す
べ
く
、
足
利
氏
は
平
安
以
来
の
伝
統
あ
る
絵
巻
を
活
用
。
宮
廷
絵
所

で
は
物
語
絵
、
寺
社
で
は
主
に
縁
起
・
説
話
物
な
ど
の
制
作
が
専
ら
と
な
る
。

　

権
威
（
朝
廷
）・
権
力
（
武
家
）
に
結
び
つ
い
た
土
佐
派
の
特
色
は
、
平
安
期
の
や
ま

と
絵
様
式
を
基
本
と
す
る
。
中
国
院
体
画
に
学
び
花
鳥
画
な
ど
の
写
実
性
、
水
墨
画

の
画
技
を
吸
収
、
縁
起
絵
巻
（
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
）
な
ど
の
手
法
を
融
合
す
る
が
、

平
俗
・
簡
素
、
明
快
な
画
風
と
色
彩
に
よ
り
室
町
や
ま
と
絵
様
式
と
も
称
さ
れ
る
画

風
を
確
立
。
粉
本
を
重
視
、
同
じ
主
題
・
画
題
を
繰
り
返
し
、
仏
画
・
肖
像
画
も
描

く
が
、
光
元
没
後
絵
所
職
を
失
し
た
の
ち
は
（
永
禄
年
間
以
降
・
一
五
八
八
―
七
〇
）、
堺

に
お
け
る
活
動
が
中
心
。
京
都
で
は
や
ま
と
絵
絵
師
と
傍
流
、
狩
野
派
絵
師
と
傍
流
、

奈
良
絵
師
ら
な
ど
も
上
京
。
宮
廷
・
武
家
、
何
よ
り
町
衆
・
町
人
ら
の
需
要
・
支
援

も
あ
り
、
活
動
場
所
は
拡
大
し
、
在
野
に
あ
っ
て
は
新
興
絵
師
を
含
め
「
扇
屋
」「
絵

屋
」
な
ど
の
職
業
が
成
立
。
元
和
・
寛
永
年
間
の
盛
行
を
招
来
す
る
。
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徳
門
人
山
楽
ら
の
活
動
す
る
な
か
（
九
條
家
・
禁
裏
・
東
本
願
寺
絵
所
着
任
）
京
都
へ
は
鶴

沢
探た
ん
せ
ん川

（
探
山
・
一
六
五
五
―
一
七
二
九
）
を
送
る
な
ど
、
み
や
こ
に
お
い
て
も
江
戸
狩
野

派
が
根
を
下
ろ
す
。
庶
民
は
各
門
弟
筋
に
師
事
す
る
こ
と
を
常
と
し
た
が
、
門
人
は
上

流
階
級
の
子
弟
に
限
ら
れ
る
な
ど
、
江
戸
期
の
画
事
は
幕
府
・
大
名
・
庶
民
と
も
に
狩

野
派
様
式
・
同
一
派
が
中
心
と
な
る
。
画
技
の
伝
達
は
専
ら
粉ふ
ん
ぽ
ん本

（
絵
画
の
下
絵
・
手
本
）、

粉
本
は
か
つ
て
密
教
僧
ら
が
活
用
し
た
が
、
模
写
を
第
一
に
、
個
人
の
才
質
は
第
二
義

的
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
絵
を
志
す
者
は
先
ず
狩
野
派
絵
師
の
門
を
潜
る
。
全

国
の
画
事
教
育
を
掌
握
。
が
、
粉
本
に
よ
る
教
授
・
指
導
は
個
人
の
才
能
を
制
御
す
る

な
ど
、
格
式
・
画
法
を
重
ん
じ
画
技
・
画
法
は
定
型
化
、
新
鮮
味
を
欠
い
て
ゆ
く
。
従

う
者
、
離
れ
る
者
、
や
が
て
逸
脱
し
た
絵
師
の
中
か
ら
革
新
へ
の
道
も
開
か
れ
る
が
、

学
問
も
発
展
、
俳
諧
・
小
説
・
戯
曲
、
演
劇
な
ど
が
盛
行
し
、
文
化
は
伝
統
を
誇
る

上
方
か
ら
江
戸
へ
と
向
か
う
。
消
費
都
市
、
江
戸
で
は
活
気
に
み
ち
た
庶
民
の
暮
ら
し

を
筆
に
し
た
風
俗
画
、
役
者
・
美
人
・
力り

き
し士
な
ど
を
主
題
と
し
た
浮
世
絵
な
ど
が
も
て

囃
さ
れ
る
。
版
画
技
術
の
進
展
は
多
量
制
作
を
可
能
に
し
、
浮
世
絵
は
江
戸
土
産
の
一

品
と
な
る
が
、
絵
師
ら
は
「
大
和
絵
師
」「
日
本
絵
師
」
な
ど
、
自
ら
や
ま
と
絵
絵
師

の
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
た
。

　

琳
派
の
絵
師
は
、
こ
れ
ら
や
ま
と
絵
・
狩
野
派
、
二
派
の
様
式
、
画
法
・
手
法
を

も
と
に
、
従
来
、
背
景
ま
た
山
水
画
の
一
部
で
あ
っ
た
草
花
竹
木
を
独
立
さ
せ
装
飾
画

を
確
立
。
隠
逸
精
神
の
象
徴
で
あ
っ
た
水
墨
画
も
洗
練
し
、
洒
・
脱
の
世
界
へ
と
導
く

が
、
当
時
、
京
都
に
は
長
谷
川
等と

う
は
く伯

（
一
五
三
九
―
一
六
一
〇
）、
海か

い
ほ
う
ゆ
う
し
ょ
う

北
友
松
（
一
五
三
三
―

一
六
一
五
）、
岩い

わ
さ
ま
た
べ
へ

佐
又
兵
衛
（
一
五
七
八
―
一
六
五
〇
）
ら
と
そ
の
子
弟
・
門
弟
、
流
派
・
系

統
を
受
け
継
ぐ
絵
師
ら
の
活
動
・
存
在
が
あ
っ
た
。

（
二
）
漢
画
：
狩
野
派

　
『
本
朝
画
史
』（
狩
野
永
納
）
に
は
土
佐
「
倭
画
」、
雪
舟
「
漢
画
」、
狩
野
「
漢
而
兼

倭
者
」
と
あ
る
。
土
佐
の
倭や
ま
と
え画
は
狩
野
に
伝
統
を
譲
り
渡
し
衰
退
し
た
と
も
あ
る
が
、

土
佐
派
衰
退
説
の
根
拠
と
な
る
な
ど
、
文
書
・
書
物
の
影
響
は
大
き
く
、
い
ず
れ
に

し
て
も
記
述
・
口
伝
、
言
説
は
、
作
者
ま
た
そ
の
作
品
の
評
価
・
評
判
を
左
右
す
る
。

　

応
仁
の
乱
後
、
宮
廷・幕
府
に
準
じ
絵
所
預
、
同
朋
衆
は
弱
体
化
し
た
。
戦
国
大
名
、

町
衆
が
台
頭
、
文
化
形
態
も
大
き
く
変
わ
る
が
、
宮
廷
に
従
属
し
た
土
佐
派
の
衰
退

に
対
し
、
室
町
中
期
、
幕
府
の
御
用
絵
師
と
し
て
狩
野
派
が
興
る
。
関
東
の
武
家
出

身
、
始
祖
は
狩
野
正ま
さ
の
ぶ信

（
一
四
三
四
？
―
一
五
三
〇
）、
画
技
を
周
文
門
下
小お
ぐ
り
そ
う
た
ん

栗
宗
湛
に
師

事
、
の
ち
師
の
跡
を
継
ぎ
室
町
幕
府
の
御
用
絵
師
に
着
任
す
る
が
、
漢
画
様
式
（
水
墨

画
）
を
主
流
と
し
、
や
ま
と
絵
様
式
を
習
得
、
新
た
な
表
現
手
法
を
創
案
す
る
。
室
町

か
ら
江
戸
幕
府
へ
と
御
用
絵
師
の
地
位
を
継
続
。
探
幽
時
代
は
流
派
存
続
の
た
め
幕
府

体
制
を
模
倣
す
る
な
ど
一
族
・
門
人
、
絵
師
を
組
織
化
、
画
派
最
大
の
流
派
と
な
る
が
、

「
土
民
ま
で
も
安
楽
に
さ
か
え
た
」
桃
山
期
は
天
下
人
の
権
力
を
象
徴
。
壮
大
な
城
郭・

寺
社
建
築
の
装
飾
の
た
め
大
画
面
が
設
定
さ
れ
た
。
豪
放
な
水
墨
障
壁
画
、
金
碧
障

壁
画
な
ど
が
現
れ
、
時
代
に
即
応
、
大
広
間
に
は
巨
大
な
山
水
画
・
花
鳥
画
な
ど
、
狩

野
派
様
式
に
も
モ
チ
ー
フ
の
単
純
化
と
豊
潤
な
色
彩
、
大
胆
な
表
現
技
法
を
用
い
た
装

飾
性
が
加
え
ら
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
画
法
を
吸
収
、
江
戸
期
は
そ
れ
ら
を
集
大
成
。
瀟
湘

八
景
図
な
ど
の
漢
画
様
式
、
や
ま
と
絵
様
式
の
三
十
六
歌
仙
・
百
人
一
首
・
十
二
ヵ
月

花
鳥
図
な
ど
の
描
き
別
け
、
宋
元
画
・
室
町
水
墨
画
・
や
ま
と
絵
要
素
を
併
せ
も
つ
和

漢
折
衷
、古
典
様
式
を
成
立
さ
せ
る
。
一
族
は
将
軍
家
奥お

く
え
し

絵
師
、表お

も
て
え
し

絵
師
の
座
に
着
任
、

各
大
名
家
に
対
し
絵
師
派
遣
を
命
ず
る
権
利
を
得
る
が
、
入
門
者
は
武
士
に
限
定
。
永
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土
佐
派
絵
師
の
大
概

　

１
、
藤
原
行ゆ
き
み
つ光

（
生
没
年
不
詳
）：
土
佐
派
の
祖
。
足
利
尊
氏
・
義
詮
・
義
満
ら
の
画
事
を
担
当
、

観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
宮
廷
絵え

ど
こ
ろ
あ
ず
か
り

所
預
と
な
り
、
工
房
は
中
御
門
大
路
・
高
倉
小
路
の
交
差
す
る

辺あ
た
りに
あ
っ
た
と
い
う
（『
石
清
水
八
幡
宮
記
録
』）。
藤
原
光み

つ
ま
す益

（
一
三
四
八
？
―
一
四
二
四
）
は
南
北
朝
期

か
ら
室
町
初
期
に
活
躍
、
宮
廷
絵
所
預
、
義
満
に
も
近
接
。
高
倉
通
り
六
角
に
居
し
六
角
寂
斎

と
も
呼
ば
れ
、「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」（
一
三
八
三
）
な
ど
を
描
く
。

　

２
、
行ゆ

き
ひ
ろ広

（
生
没
年
不
詳
）：
土
佐
守
と
な
り
土
佐
姓
を
名
の
る
は
じ
め
の
絵
師
。
扇
制
作
（『
教

言
卿
記
』）、
山
科
教の

り
と
き言
夫
人
・
足
利
義
持
・
義
満
像
ら
の
肖
像
画
制
作
に
当
た
り
、「
昔
話
」（『
今

昔
物
語
』「
御
伽
草
子
」
な
ど
説
話
や
童
話
）
を
主
題
と
し
た
絵
巻
の
人
物
表
現
に
一
典
型
を
創
し
た
と

さ
れ
る
。
丸
太
町
通
り
春
日
に
居
住
、
絵
所
預
と
な
り
「
牛
板
絵
」
な
ど
を
描
い
た
行ゆ

き
ひ
で秀

（
生
没

年
不
詳
）
は
弟
と
も
伝
承
、
行
広
と
と
も
に
鎌
倉
期
の
謹
直
、
南
北
朝
期
の
奇
矯
な
表
現
を
融
合

す
る
な
ど
、
穏
雅
、
明
る
い
色
彩
に
特
徴
を
も
つ
室
町
や
ま
と
絵
様
式
を
確
立
。

　

３
、
広ひ

ろ
か
ね（
ひ
ろ
ち
か
）

周
（
生
没
年
不
詳
）：「
天あ

め
わ
か
ひ
こ

稚
彦
草
子
」、
子
の
行ゆ

き
さ
だ定
と
の
合
作「
明
恵
上
人
絵
巻
」を
描
く
。

　

４
、
光み

つ
の
ぶ信

（
？
―
一
五
二
二
頃
）：
応
仁
の
乱
中
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
絵
所
預
と
な
り
、
幕
府
・

寺
社
・
地
方
大
名
な
ど
の
画
事
に
従
事
。
工
房
は
大
炊
御
門
大
路
北
側
高
倉
小
路
交
差
す
る
辺
。

三
条
西
実
隆
・
桃
井
直
詮
・
後
円
融
天
皇
ら
の
肖
像
画
を
描
き
独
自
の
様
式
を
確
立
。
大
画
面

の
ほ
か
、
調
度
品
・
扇
面
・
冊
子
表
紙
な
ど
を
制
作
。
娘
は
狩
野
元
信
の
妻
と
さ
れ
る
。

　

５
、
光み

つ
も
ち（
み
つ
し
げ
）

茂
（
？
―
一
五
二
二
―
七
二
頃
）：
絵
所
預
、
伝
統
的
な
や
ま
と
絵
様
式
に
唐
様
式
の
水
墨

画
法
を
融
合
、
花
鳥
画
な
ど
も
得
意
と
し
た
。
が
、
嗣
子
光み

つ
も
と元

（
一
五
三
〇
―
六
九
）
は
秀
吉
に
従

い
戦
死
。
土
佐
家
は
一
旦
断
絶
し
、
正
系
は
こ
こ
に
途
絶
え
る
。

　

命
脈
は
光
茂
門
人
光み

つ
よ
し吉

（
玄げ

ん
じ二

）
が
保
つ
。「
土
佐
光
茂
譲
状
」
に
よ
れ
ば
、
永
禄
一
二
年

（
一
五
六
九
）
光
吉
は
土
佐
家
職
を
継
承
。
光
元
遺
児
三
人
を
養
育
す
べ
く
伝
家
の
粉
本
・
文
書
を

譲
ら
れ
、
土
佐
家
に
下
賜
さ
れ
て
い
た
泉
州
堺
（
上に
わ
だ
に

神
谷
）
へ
移
転
。
が
、
正
系
三
子
の
消
息
は

不
明
と
な
り
（
京
都
に
戻
り
町
絵
師
と
な
っ
た
か
）、
以
後
土
佐
派
の
画
技
は
傍
系
光
吉
が
中
心
と
な

っ
て
ゆ
く
。

　

６
、
光み

つ
よ
し吉

（
玄
二
・
一
五
三
九
―
一
六
一
三
）：
終
生
堺
に
住
し
、
宗
家
か
ら
譲
ら
れ
た
粉
本
を
も
と

に
『
源
氏
物
語
画
帖
』『
源
氏
物
語
手
鑑
』『
十
二
ヶ
月
風
俗
画
帖
』
な
ど
を
作
制
す
る
。

　

７
、
光み

つ
の
り則

（
一
五
八
三
―
一
六
三
八
）：
「
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
」『
人
物
禽
虫
画
帖
』
な
ど
が
伝
世
、

嗣
子
光
起
と
と
も
に
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）、
京
都
へ
帰
還
、
土
佐
家
再
興
に
尽
力
す
る
。

　

８
、
光み

つ
お
き起

（
一
六
一
七
―
九
一
）：
永
禄
一
二
年
、
土
佐
家
に
よ
る
宮
廷
絵
所
預
の
任
に
復
帰
、

内
裏
障
壁
画
制
作
な
ど
を
担
当
。
中
国
院
体
画
、
狩
野
派
画
法
を
学
び
絵
巻
・
掛
幅
・
屏
風
絵

な
ど
を
描
き
、
や
ま
と
絵
画
法
を
体
系
化
、『
本
朝
画
法
大
伝
』
を
残
す
。

　

光
起
父
光
則
の
門
人
に
住
吉
如じ

ょ
け
い慶

（
土
佐
光み
つ
ひ
さ陳
・
一
五
九
九
―
一
六
七
〇
）
が
居い

る
。
如
慶
は
承
応

三
年
（
一
六
五
四
）
探
幽
の
も
と
内
裏
障
壁
画
の
制
作
に
も
参
加
を
す
る
が
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）

後
西
天
皇
の
勅
に
よ
り
鎌
倉
中
期
の
住
吉
慶
恩
の
画
系
を
復
興
、
住
吉
派
を
名
の
る
。
長
男
具ぐ

慶け
い

（
一
六
三
一
―
一
七
〇
五
）
は
江
戸
寛
永
寺
に
お
き
「
元
三
大
師
縁
起
絵
」「
慈
眼
大
師
縁
起
絵
」

を
制
作
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
幕
府
御
用
絵
師
と
し
て
江
戸
へ
下
る
。

狩
野
派
絵
師
の
大
概

　

１
、
正ま

さ
の
ぶ信

（
一
四
三
四
？
―
一
五
三
〇
）：
確
証
は
な
い
が
、
京
都
に
お
い
て
幕
府
御
用
の
小
栗
宗

湛
（
一
四
一
三
―
八
一
）
に
師
事
。
宗
湛
の
跡
を
継
承
、
幕
府
御
用
絵
師
の
任
に
就
く
。
東
山
山
荘

銀
閣
寺
襖
絵
に
瀟
湘
八
景
図
、
や
ま
と
絵
技
法
を
摂
取
「
日
野
富
子
像
」
な
ど
を
描
く
。

　

２
、
元も

と
の
ぶ信

（
正
信
息
・
一
四
七
六
―
一
五
五
九
）：
土
佐
光
信
娘
を
妻
と
し
、
や
ま
と
絵
と
の
交
流

が
生
ず
る
。
足
利
将
軍
家
同
朋
衆
相そ

う
あ
み

阿
弥
（
生
没
年
不
詳
）
と
と
も
に
大
徳
寺
大
仙
院
客
殿
障
壁
画

制
作
を
担
当
、
一
門
を
率
い
て
仏
画
・
肖
像
画
・
絵
巻
・
水
墨
画
の
制
作
に
当
た
る
。

　

３
、
松し

ょ
う
え
い
榮
（
元
信
三
男
直
信
・
入
道
し
て
松
滎
・
一
五
一
九
―
九
二
）：
兄
の
早
世
に
よ
り
家
督
を
相
続
。

大
徳
寺
「
大
涅
槃
図
」
を
制
作
、
平
明
、
穏
や
か
な
画
風
で
知
ら
れ
る
。

　

４
、
永え

い
と
く徳

（
松
滎
長
男
・
一
五
四
三
―
九
〇
）：
御
所
・
安
土
城
・
大
坂
城
・
聚
楽
第
な
ど
の
大
作

金
碧
障
壁
画
、
水
墨
画
な
ど
を
担
当
す
る
。
秀
吉
以
来
大
広
間
の
壁
面
に
は
桃
山
様
式
と
呼
ば

れ
る
大
画
面
が
現
れ
た
。
新
意
・
斬
新
な
表
現
、
武
家
に
お
い
て
大
規
模
画
面
は
必
ず
永
徳
画

を
求
め
る
な
ど
（『
本
朝
画
史
』）、
花
鳥
図
、「
唐
獅
子
図
屏
風
」「
洛
中
洛
外
図
」
な
ど
が
残
る
。

　

５
、
山さ

ん
ら
く楽

（
永
徳
門
人
・
養
子
・
一
五
五
九
―
一
六
三
五
）：
永
徳
の
構
図
に
写
実
性
・
装
飾
性
を
加

え
、
大
坂
・
京
都
の
寺
院
・
城
郭
の
障
壁
画
を
制
作
。
大
坂
城
落
城
後
は
京
都
に
移
り
娘
婿
山さ

ん

雪せ
つ

（
一
五
八
九
―
一
六
五
一
）
と
の
共
同
制
作
「
妙
心
寺
天
球
院
障
壁
画
」
な
ど
に
当
た
る
。
江
戸

狩
野
（
探
幽
一
派
）
に
対
し
京
狩
野
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
繊
細
な
表
現
、
新
鮮
な
意
匠
性
は
琳
派

様
式
に
も
関
わ
り
を
も
つ
。

　

永
徳
長
子
光
信
没
後
、
狩
野
派
は
次
男
孝た

か
の
ぶ信

（
一
五
七
一
―
一
六
一
八
）
が
継
承
。
慶
長
一
八
年

（
一
六
一
三
）
内
裏
造
営
に
活
躍
す
る
な
ど
、
狩
野
派
に
お
け
る
基
礎
的
画
法
を
整
え
る
と
い
う
。

孝
信
長
子
が
探た

ん
ゆ
う幽

（
一
六
〇
二
―
七
四
）
で
あ
る
が
、
探
幽
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
江
戸
に
召
さ

れ
て
幕
府
御
用
絵
師
と
な
り
、
女
院
御
所
・
二
条
城
・
大
坂
城
・
名
古
屋
城
な
ど
の
障
壁
画
制

作
を
担
当
。
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）、
俵
屋
宗
雪
と
と
も
に
加
賀
前
田
利と

し
は
る治
江
戸
屋
敷
（
大
聖
寺
藩
）

に
「
金
碧
草
花
図
」
を
描
き
、
俵
屋
と
の
接
点
が
認
め
ら
れ
る
。
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―
琳
派
様
式
―

　

光
琳
に
代
表
さ
れ
る
「
琳り
ん
ぱ派
」
の
呼
称
は
、
文
化
・
文
政
時
代
、
江
戸
に
お
け
る

酒
井
抱ほ
う

一い
つ

（
一
七
六
一
―
一
八
二
八
）、
儒
者
亀か
め
だ
ぼ
う
さ
い

田
鵬
斎
（
一
七
五
二
―
一
八
二
六
・『
光
琳
百
図
』

前
編
序
文
著
）、
絵
師
谷た

に
ぶ
ん
ち
ょ
う

文
兆
（
一
七
六
三
―
一
八
四
一
・『
光
琳
百
図
』
後
篇
序
文
著
）
ほ
か
、

絵
画
研
究
者
・
鑑
識
家
、
俳
諧
仲
間
の
見
識
・
活
動
が
根
拠
と
な
る
。

　

抱
一
は
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
光
琳
百
回
忌
を
開
催
す
る
。
法
会
・
遺
作
展
・

図
録
を
刊
行
、
自
ら
光
琳
の
後
継
者
た
る
こ
と
を
表
明
す
る
が
、
琳
派
は
流
派
と
し

て
「
尾
形
流
」、
作
者
の
名
を
冠
し
「
光
悦
流
」「
光
琳
派
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

が
、
一
般
に
い
う
家
職
・
師
弟
関
係
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
画
題
・
様
式
・
画
技
・

表
現
の
継
承
を
主
眼
と
し
て
、
時
代
ご
と
作
者
の
特
性
を
具
え
る
点
で
異
色
で
あ
る
。

明
治
一
一
年
来
日
し
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
一
八
五
三
―
一
九
〇
八
）
な
ど
、
当
時
の
学
者
・

美
術
史
家
ら
の
言
説
が
作
用
。
出
版
物
、
光
琳
人
気
の
高
ま
る
明
治
時
代
に
作
ら
れ

た
美
術
用
語
と
さ
れ
て
い
る
。

　

創
始
者
は
本
阿
弥
光
悦
・
俵
屋
宗
達
、
継
承
者
は
加
賀
に
お
け
る
俵
屋
宗
雪
・
喜

多
川
相
説
、
京
都
に
お
い
て
は
野
々
村
氏
女む
す
め（

國
春
・
國
春
娘
か
重
春
）・
尾
形
光
琳
・

尾
形
乾
山
・
渡
邊
始
興
・
深
江
芦
舟
、
大
坂
で
は
中
村
芳
中
な
ど
、
絵
師
・
書
師
、

漆
芸
・
陶
芸
作
者
ら
が
含
ま
れ
、
抱
一
ら
江
戸
に
お
け
る
絵
師
の
作
画
・
活
動
は
「
江

戸
琳
派
」
と
称
さ
れ
る
。
宗
達
・
光
悦
か
ら
光
琳
・
乾
山
ま
で
に
八
〇
年
、
抱
一
ま

で
に
は
さ
ら
に
八
〇
年
の
歳
月
が
流
れ
、
京
都
に
生
ま
れ
加
賀
・
大
坂
に
分
派
、
江

戸
に
再
度
開
花
し
た
絵
画
・
工
芸
意
匠
様
式
で
あ
る
。
和
漢
の
古
典
を
基
本
に
し
て
、

そ
れ
を
磨
き
、
取
り
去
り
、
捨
て
去
り
、
辿
り
着
い
た
雅
域
で
あ
る
。

　

様
式　

：
古
典
を
題
材
と
し
た
草
花
・
花
鳥
・
人
物
な
ど
の
画
題

　
　
　
　
　

落
款
・
印
章
の
使
用
、
讃
・
書
の
有
無

　

用
材　

：
紙
・
絹
・
漆
・
土
な
ど

　

絵
具　

：
着
色
・
淡
彩
色
・
水
墨
な
ど

　

形
態　

：
屏
風
・
画
帖
・
画
巻
・
書
巻
・
掛
物
・
扇
面
・
色
紙
・
短
冊
、
小
袖
・

　
　
　
　
　

化
粧
具
・
趣
味
道
具
・
懐
石
道
具
・
菓
子
な
ど

　

刊
行
物
：
嵯
峨
本
―
『
伊
勢
物
語
』『
伊
勢
物
語
聞
書
』『
源
氏
小
鑑
』『
方
丈
記
』

　
　
　
　
　
『
撰
集
抄
』『
つ
れ
づ
れ
草
』『
新
古
今
集
抄
月
詠
和
歌
巻
』『
三
十
六
歌
仙
』

　
　
　
　
　
『
久
世
舞
三
十
曲
本
』『
観
世
流
謡
本
』
―

　
　
　
　
　
『
光
琳
絵
本
道
し
る
べ
』（
野
々
村
忠
兵
衛
）・『
光
琳
画
譜
』（
中
村
芳
中
）・

　
　
　
　
　
『
光
琳
百
図
』『
光
琳
百
図
後
編
』『
鶯
邨
画
譜
』『
乾
山
遺
墨
』（
酒
井
抱
一
）・

　
　
　
　
　
『
光
琳
新
撰
百
図
』
上
下
・『
抱
一
上
人
真
蹟
鏡
』
上
下
（
池
田
孤
邨
）・

　
　
　
　
　
『
尾
形
流
百
図
』上
下
（
中
野
其
明
）・『
百
世
草
』三
巻
（
神
坂
雪
佳
）な
ど

「
み
や
こ
」
な
ら
で
は
の
文
化
と
背
景
、
貴
族
と
そ
の
取
り
巻
き
、
天
皇
の
臣
属
と
し

た
意
識
を
も
つ
富
裕
町
人
・
商
人
、
そ
の
交
流
、
庶
民
の
愛
玩
が
本
居
と
な
る
が
、

宮
廷
絵
師
土
佐
派
、
御
用
絵
師
狩
野
一
派
の
全
盛
の
中
、
琳
派
の
町
絵
師
ら
は
京
都
・

加
賀
に
お
い
て
そ
の
伝
統
、
誇
り
と
し
た
日
本
古
来
の
画
技
・
表
現
に
挑
戦
。
従
来

の
典
型
を
脱
し
、
明
確
な
輪
郭
を
以
っ
て
生
ま
れ
出
る
な
ど
、
江
戸
期
か
ら
今
日
へ

と
今
な
お
広
く
親
し
ま
れ
る
絵
画
様
式
・
工
芸
意
匠
様
式
の
一
つ
と
な
る
。

　

作
者
に
関
し
て
は
『
緒
方
流
略
印
譜
』
に
「
俵
屋
宗
達
・
二
代
目
宗
達
・
法
橋
宗
仙
・
雛
屋
立
圃
・
喜
多
川

法
橋
相
説
・
緒
方
光
琳
・
緒
方
乾
山
・
以
十
・
立
林
何
帠
・
渡
邊
始
興
・
俵
屋
宗
理
・
長
洲
・
一
樹
」
と
あ
り
、

『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は
「
順
定
・
信
武
・
蘆
々
子
」
が
加
わ
る
。『
古
画
備
考
』
に
は
「
光
悦
流
」
と
し
て
「
本

阿
弥
光
悦
・
本
阿
弥
光
甫
・
俵
屋
宗
達
・
女
重
春
（
野
々
村
宗
達
女
）・
北
川
宗
説
・
喜
多
川
法
橋
相
説
・
野
々

村
通
正
・
北
川
正
五
・
順
定
號
宗
仙
・
宗
雪
・
野
々
村
是
眞
・
蓮
葊
孤
村
・
雛
屋
立
圃
・
友
禅
・
破
笠
・
伊
豊
・

尾
形
光
琳
・
方
淑
・
光
是
・
乾
山
・
何
帠
・
渡
邊
始
興
・
始
房
・
一
樹
・
剛
雪
軒
任
齋
・
法
橋
周
南
・
永
田
友

治
・
藤
原
古
致
・
古
廣
・
長
洲
・
蘆
舟
・
俵
屋
宗
理
・
永
海
・
島
元
旦
・
抱
一
上
人
・
鶯
蒲
・
鈴
木
其
一
・
抱
儀
・

抱
古
・
抱
二
・
元
一
」
と
あ
る
。
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（
一
）
創
始
者
：
俵
屋
宗
達
と
本
阿
弥
光
悦

　

江
戸
期
、
庶
民
間
に
は
浮
世
絵
が
も
て
囃は

や

さ
れ
た
。

　

宮
廷
に
は
土
佐
派
、
武
家
に
は
狩
野
派
、
住
吉
派
の
御
用
絵
師
が
お
り
、
琳
派
の

絵
師
ら
は
京
都
、
加
賀
・
大
坂
に
お
い
て
伝
統
と
な
っ
た
古
典
の
美
と
情こ
こ
ろの
表
現
を

追
う
。
昔
話
、
四
季
の
草
花
を
画
題
と
し
て
、
や
ま
と
古
来
の
詩
情
、
風
情
、
情
景

を
描
く
が
、
彩
色
画
・
水
墨
画
、
紙
・
絹
か
ら
漆
・
土
へ
と
材
質
を
転
換
、
絵
画
・

染
織
・
食
膳
器
、
趣
味
道
具
か
ら
文
房
具
、
和
菓
子
な
ど
へ
自
由
な
表
現
を
試
み
る
。

基
盤
と
な
っ
た
や
ま
と
絵
の
一
部
を
切
り
取
り
大
胆
な
造
形
、
構
成
、
色
感
の
も
と
、

簡
略
化
、
誇
張
化
を
繰
り
返
し
誰
も
が
わ
か
る
明
快
な
文
様
を
創
り
出
す
が
、
画
法
・

技
法
は
作
者
の
手
腕
、
独
自
性
に
委ゆ

だ

ね
ら
れ
る
。
応
仁
の
乱
後
に
力
を
つ
け
た
町
衆

と
積
極
的
な
そ
の
文
化
活
動
、
多
様
化
し
て
ゆ
く
文
事
・
芸
事
の
発
展
な
ど
に
基
因

す
る
が
、
人
の
人
た
る
所
以
は
俗
に
こ
そ
あ
る
。
琳
派
の
絵
師
ら
は
敏
感
に
時
代
の

流
れ
、
購
買
者
の
需
め
に
反
応
。「
み
や
こ
」
の
意
識
と
文
物
、
そ
れ
を
可
と
し
た
貴

族
・
僧
侶
、
そ
の
交
わ
り
を
誇
り
と
し
た
上
層
町
人
、
さ
ら
に
需
要
に
応
え
た
商
人
・

職
人
・
芸
人
な
ど
、
卓
越
し
た
意
識
・
見
識
、
技
能
・
技
術
が
基
盤
と
な
る
。

　

琳
派
の
創
始
者
は
、
桃
山
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
書・画
に
活
躍
し
た
光
悦
、

宗
達
で
あ
る
。
光
悦
は
光
悦
流
の
書
流
を
確
立
、
宗
達
（
生
没
年
不
詳
）
は
慶
長
・
元
和
・

寛
永
期
（
一
五
九
六
―
一
六
四
四
）
と
四
〇
年
余
を
絵
屋
と
し
て
活
躍
し
た
町
絵
師
で
あ
る
。

　

宗
達
の
出
自
は
能
登
と
い
う
。
が
、
詳
し
い
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
ず
、
若
年
期
の

絵
画
修
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
を
伝
え
る
資
料
は
皆
無
で
あ
る
。

画
法
の
習
得
は
、
師
は
と
疑
問
に
な
る
が
、
同
時
期
、
京
都
に
は
堺
か
ら
帰
還
し
た

土
佐
光み

つ
の
り則

・
光み

つ
お
き起

父
子
、
岩
佐
又
兵
衛
・
勝
重
（
？
―
一
六
七
三
）
父
子
、
狩
野
元
信
に
学

ぶ
海
北
友
松
と
友
雪
（
一
五
九
八
―
一
六
七
七
）
父
子
、
ま
た
長
谷
川
等
伯
と
そ
の
一
派
、
さ

ら
に
各
々
そ
れ
に
連
な
る
絵
師
・
工
人
の
存
在
が
あ
っ
た
。
市
中
に
は
奈
良
絵
師
を

は
じ
め
、
下
京
辺
り
に
は
土
佐
家
正
系
の
子
孫
の
活
躍
、
絵
師
集
団
・
工
房
の
活
動

が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

戦
乱
が
終
わ
り
、
町
の
修
復
・
発
展
に
伴
い
、
京
都
で
は
御
所
・
寺
社
・
城
館
の

造
営
・
修
理
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
建
築
・
造
形
・
装
飾
に
は
多
く
の
職
方
・
工
人

ら
が
求
め
ら
れ
、
普
請
・
作
事
奉
行
の
も
と
、
幕
府
「
御
大
工
頭
」
中
井
家
を
中
心

に
統
一
さ
れ
た
組
織
を
編
成
。
権
門
・
民
間
、
分
業
・
協
業
、
い
ず
れ
に
し
て
も
需

要
に
応
え
て
み
や
こ
の
工
人
・
諸
職
人
が
集
合
、
他
国
か
ら
も
続
々
と
種
々
の
専
門
、

下
働
き
の
人
々
が
入
京
す
る
。
大
工
・
瓦
師
・
造
園
師
、
装
飾
部
門
・
絵
画
で
あ
れ

ば
責
任
者
と
な
る
御
用
絵
師
狩
野
家
支
配
下
、
下
職
の
絵
師
・
工
人
ら
は
さ
ら
に
工

房
を
組
織
、
統
率
。
相
互
に
技
術
的
な
条
件
を
補
う
た
め
、
弟
子
ま
た
下
職
・
工
人
、

工
房
と
下
働
き
の
手
は
不
可
欠
の
存
在
で
あ
っ
た
。

①
　
俵
屋
宗
達

　

宗
達
は
、
同
時
期
み
や
こ
に
お
い
て
「
俵
屋
」
を
営
む
。
俵
屋
は
屋
号
、
工
房
は
五

条
辺
り
（『
竹
斎
』）、「
六
は
ら
」
辺
り
（
素
庵
書
状
）
と
推
定
さ
れ
、
扇
絵
の
量
産
、
色
紙・

短
冊
、
文
様
料
紙
を
制
作
す
る
絵
屋
・
工
房
の
責
任
者
で
あ
っ
た
（
源
豊
宗
）。「
絵
屋
」

は
桃
山
期
に
成
立
し
た
職
業
と
さ
れ
る
が
（
山
根
有
三
）、
画
事
関
係
の
制
作
、
販
売
を

生
業
と
し
、
扇
絵
・
貝
絵
、
屏
風
制
作
、
下
絵
描
き
で
は
金
銀
泥
・
雲
母
摺
り
の
料
紙
、

漆
芸
、
染
色
へ
と
及
ぶ
。
晩
年
に
は
「
法
橋
」
の
地
位
を
獲
得
、
絵
師
と
し
て
も
活
躍

す
る
が
、
烏
丸
光み
つ
ひ
ろ廣

（
一
五
七
九
―
一
六
三
八
）
な
ど
公
家
と
の
関
わ
り
か
ら
宮
廷
の
絵
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巻
を
模
写
、
制
作
に
当
た
る
。
模
写
し
た
絵
図
は
宗
達
工
房
の
粉
本
と
な
り
画
巻
・
扇

面
画
、
書
巻
の
下
絵
装
飾
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
輪
郭
線
の
な
い
「
没
骨
法
」・
濃
淡

の
絵
具
を
重
ね
る
「
た
ら
し
込
み
」
な
ど
の
技
法
を
多
用
。
水
墨
画
・
彩
絵
、
簡
素
化

し
た
唐
絵
・
や
ま
と
絵
を
描
き
、
落
款
に
は
「
法
橋
宗
達
」「
宗
達
法
橋
」、
印
章
に
は

「
對た
い
せ
い青
」・「
對
青
軒
」・「
青
軒
」・「
伊い
ね
ん年
」・「
太
藤
」（
た
わ
ら
や
藤
七
郎
）
な
ど
が
残
る
。

　

宗
達
の
消
息
は
一
條
兼か
ね
と
お遐（

後
水
尾
院
弟
）書
状
、
武
家
伝
奏
中な
か
の
い
ん
み
ち
む
ら

院
通
村
日
記
・
仮
名

草
子『
竹
斎
』・「
西
行
物
語
絵
巻
」奥
書
（
烏
丸
光
廣
）に
認
め
ら
れ
る
。
元
和
年
間
の

活
動
、
絵
屋
・
扇
・
俵
屋
の
名
称
、
寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）に
は
法
橋
の
地
位
に
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
。
後
水
尾
院
の
用
命（「
金
碧
楊
梅
図
屏
風
」）、
醍
醐
寺
（「
舞
楽
図
・
源
氏

物
語
図
屏
風
・
蘆
鴨
図
衝
立
」）・
養
源
院（「
松
図
襖
・
唐
獅
子
図
杉
戸
・
白
象
杉
戸
」）・
建
仁
寺
（「
風

神
雷
神
図
屏
風
」）・
頂
妙
寺（「
牛
図
掛
幅
」）な
ど
宮
廷
・
寺
院
と
の
関
わ
り
を
示
す
作
品

も
種
々
伝
世
す
る
。

　

が
、
近
年
「
町
衆
」
と
す
る
宗
達
の
出
自
に
疑
問
が
呈
さ
れ
た
。
光
悦
と
の
書
巻
共

作
の
再
検
討
も
促
さ
れ
た
が
、
宗
達
は
「
六
原
ノ
絵
か
き
」
で
あ
っ
た
と
す
る
論
考
で

あ
る
（
林
進
「
宗
達
を
検
証
す
る
―
宗
達
の
居
住
地
、
及
び
宗
達
の
社
会
的
基
盤
に
つ
い
て
―
」）。

町
衆
と
す
る
論
拠
は
千
少
庵
（
妙
持
宛
）、
光
悦
（
宗
徳
宛
）、
宗
達
自
筆
（
快
庵
宛
）
の
三

書
状
で
あ
る
が
、
書
状
の
人
物
が
絵
師
宗
達
で
あ
る
か
否
か
、
光
悦
と
は
所
縁
の
深
い

人
物
で
あ
っ
て
も
、
別
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

京
都
に
は
浅
井
家
・
豊
臣
家
所ゆ

か
り縁

の
者
が
多
く
居
住
。
狩
野
山さ

ん
ら
く楽

（
一
五
五
九
―

一
六
三
五
）、
海
北
友
松
（
一
五
三
三
―
一
六
一
五
）
も
浅
井
家
御
家
来
筋
の
出
自
で
あ
っ

た
。
宗
達
は
如
何
で
あ
ろ
う
。
尾
形
家
（
道
柏
・
宗
柏
）
も
浅
井
家
筋
の
家
柄
で
あ
る
。

関
わ
り
は
な
か
っ
た
も
の
か
。
宗
謙
妻
か
つ
（
光
琳
・
乾
山
の
母
）
も
豊
臣
家
北き

た
の
ま
ん
ど
こ
ろ

政
所
兄

木
下
宮く
な
い内
御
家
来
筋
の
父
（
佐
野
笑
悦
）
を
も
つ
。

扇
面

　
「
扇
屋
」（『
教の
り
と
き言
卿
記
』
他
）
は
絵
屋
よ
り
早
く
室
町
期
に
現
れ
た
職
業
と
さ
れ
る
。
扇

面
は
画
面
も
小
さ
く
形
状
も
限
定
、
構
図
・
構
成
に
限
り
が
あ
る
。
繊
細
な
や
ま
と
絵
、

瀟
洒
な
水
墨
画
を
大
き
な
図
柄
、
豊
か
な
色
彩
を
交
え
平
易
化
、
意
匠
化
す
る
が
、

扇
絵
は
屏
風
や
扇
子
に
仕
立
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
工
芸
と
は
深
い
繋
が
り
に
あ
る
。

　

宗
達
画
の
源
は
こ
の
扇
絵
、
料
紙
下
絵
の
装
飾
に
あ
る
が
、
扇
絵
は
扇
子
と
な
り
、

伝
統
的
な
絵
画
・
文
学
、
そ
の
主
題
が
庶
民
間
へ
と
流
入
す
る
。
町
人
参
加
の
芸
能
も

多
岐
に
渉
り
、
屏
風
・
扇
子
の
用
途
も
多
様
化
す
る
が
、
室
町
末
期
に
は
武
家
の
故
実

に
、
暑
中
に
涼
風
を
得
る
・
祝
言
に
用
い
る
・
盆
の
代
わ
り
に
物
を
乗
せ
る
・
力
を
用

い
ず
敵
を
退
け
る
・
ご
神
体
と
す
る
な
ど
、
扇
の
五
つ
の
効
用
が
著
さ
れ
た
（『
中
嶋
摂

津
守
宗
次
記
』）。
京
の
町
で
は
時
代
の
要
求
を
受
け
扇
絵
・
扇
制
作
が
盛
行
。
宮
廷
で
は

土
佐
派
に
よ
る
扇
絵
、
武
家
で
は
狩
野
派
、
在
野
で
は
無
名
の
町
絵
師
、
奈
良
絵
師
（
絵

仏
師
）、
種
々
の
新
興
絵
師
集
団
が
参
加
。
貴
族
・
寺
社
の
保
護
の
も
と
「
扇
座
」
が
組

織
さ
れ
、
人
々
の
集
ま
る
場
所
に
お
い
て
「
扇
市
」
が
立
て
ら
れ
た
。
画
題
の
多
く
は

昔
話
と
す
る
『
源
氏
物
語
』『
伊
勢
物
語
』『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
な
ど
で
あ
る
。

寺
社
に
お
い
て
は
縁
起
物
、
花
鳥
画
な
ど
が
人
気
を
集
め
る
。

　

扇
は
、
古
く
平
城
京
・
長
岡
京
・
平
安
京
・
鳥
羽
離
宮
遺
跡
か
ら
も
木
質
の
骨
な
ど

が
出
土
し
た
（
辻
裕
司
「
古
代
都
城
出
土
の
扇
」）。
薄
い
檜ひ

の
きの

柾ま
さ
め目

板
を
重
ね
た
檜ひ

お
う
ぎ扇

（
特
権
階
級
の

所
有
品
）、
骨
に
紙
・
布
を
貼
っ
た
蝙か

は
ほ
り蝠

扇
（
紙
貼
り
扇
）
な
ど
、
平
安
期
に
は
年
中
行
事
と

し
て
宮
廷
で
は
侍
臣
に
扇
を
お
く
り
（『
西
宮
記
』）、『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』『
貫
之
集
』

な
ど
文
学
・
和
歌
に
登
場
、
絵
巻
（「
年
中
行
事
絵
巻
」
な
ど
）
に
は
頭
上
に
乗
せ
る
、
顔
を
覆
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う
な
ど
の
仕
草
が
描
か
れ
、
服
飾
の
一
部
と
し
て
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

儀
礼
・
贈
答
用
・
戦
さ
に
お
い
て
は
軍
扇
と
な
る
が
、
挨
拶
の
手
み
や
げ
と
し
て
は
足

利
時
代
に
芸
阿
弥
、
宮
中
で
は
月
ご
と
絵
所
預
が
扇
を
調
進
（「
土
佐
家
文
書
」）。「
嘉か
れ
い
の
お
う
ぎ

礼
扇
」

は
正
月
杉
原
紙
に
添
え
年
始
の
礼
に
使
う
な
ど
、
贈
答
用
と
し
て
公
家
・
僧
侶
間
で
は

通
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
期
に
は
武
士
間
に
も
使
わ
れ
た
が
、
文
芸
の
活
発
化
す

る
室
町
期
に
は
庶
民
間
へ
と
波
及
、
日
明
貿
易
で
は
輸
出
品
の
一
つ
と
な
り
、
需
要
は

拡
大
、
多
く
の
扇
屋
の
記
録
が
残
る
。
応
永
中
頃
（
一
四
〇
五
―
九
）
に
は
川
内
屋
・
善
阿

弥
・
鎌
倉
屋
な
ど
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
―
五
五
）
に
は
時じ
し
ゅ
う宗
坊
舎
御み
か
げ
ど
う

影
堂
に
よ
る
御
影

堂
扇
が
知
ら
れ
（『
初
渡
集
』
下
）、
桃
山
期
に
は
一
町
内
に
一
一
軒
の
扇
屋
が
あ
っ
た
と
い

う
。
誂あ

つ
らえ

品
の
ほ
か
既
製
扇
子
も
作
ら
れ
る
な
ど
、「
町
物
」「
下
品
の
物
」
と
し
た
区

別
が
生
じ
、
下
職
は
骨ほ
ね

師
・
要か
な
め師
・
地じ
が
み紙
師
な
ど
に
分
業
化
、
絵
師
は
作
画
専
門
と
な

り
、
折
り
を
専
ら
と
す
る
扇
折
り
と
は
別
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
職
人
の
地
位
に
置
か

れ
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

年
代
の
分
明
す
る
宗
達
・
宗
達
派
作
品
：
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）「
平
家
納
経
」
修
理
に
際
し
表
絵
・
見
返

絵
を
描
く
と
伝
承
。
同
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）「
隆
達
節
小
歌
巻
」
版
下
絵
。
同
一
二
年
（
一
六
〇
七
）「
浜
松
図

扇
面
」「
藤
花
図
扇
面
」。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
後
水
尾
院
、
狩
野
興
以
に
俵
屋
絵
を
参
考
と
し
て
貝
合
わ
せ

絵
を
描
か
せ
る
。
同
七
年
（
一
六
二
一
）
養
源
院
本
堂
障
壁
画
・
杉
戸
絵
。
同
八
年
（
一
六
二
二
）
仮
名
草
子
『
竹

斎
』
に
俵
屋
の
扇
の
記
載
。
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
法
橋
の
地
位
に
あ
り
、「
西
行
物
語
絵
巻
」
を
模
写
（
烏

丸
光
廣
奥
書
）、
後
水
尾
院
よ
り
金
地
楊
梅
図
屏
風
の
制
作
依
頼
。
同
八
年
（
一
六
三
一
）「
源
氏
御
屏
風
壹
雙
宗

達
筆
判
金
一
枚
也
」（
醍
醐
寺
『
寛
永
日
々
記
』）
の
記
述
。
同
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
以
降
「
神
農
図
」。
同
一
三

年
（
一
六
三
六
）「
東
方
朔
図
」。
同
一
四
年
（
一
六
三
七
）「
伊
勢
物
語
隅
田
川
図
色
紙
」。
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）

頃
宗
達
没
す
る
か
。

②
　
本
阿
弥
光
悦

　

室
町
末
か
ら
江
戸
初
期
、
光
悦
流
の
書
以
前
に
は
宗そ

う
ぎ祇

流
（
飯
尾
宗
祇
）、
宗そ

う
か
ん鑑

流
（
山
崎

宗
鑑
）、堺
流
（
牡
丹
花
肖
柏
）、鳥と
り
か
い飼

流
（
鳥
飼
道ど
う
せ
つ晣

）
な
ど
の
書
流
が
知
ら
れ
る
。
光
悦
（
一
五
五
八

―
一
六
三
七
）
の
書
は
宗
達
と
の
共
作
が
伝
世
、
金
銀
泥
下
絵
、
雲
母
摺
り
な
ど
二
様
式

の
装
飾
料
紙
に
、『
新
古
今
和
歌
集
』「
百
人
一
首
」『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
の
和
歌
を

書
し
た
書
巻・色
紙・短
冊
な
ど
が
代
表
で
あ
る
。
料
紙
に
は
宗
達
工
房
「
伊
年
」
印
（
朱

円
印
）、
書
に
は
「
光
悦
」
印
（
黒
方
印
）・
落
款
、
時
と
し
て
紙
の
継
目
に
「
紙
屋
宗
二
」

印
の
あ
る
も
の
を
基
本
と
す
る
。
が
、
宗
達
画
に
署
名
の
あ
る
も
の
は
少
な
く
、
光

悦
筆
と
す
る
書
に
も
筆
致
の
相
異
、
印
の
押
捺
位
置
、
複
数
存
在
す
る
光
悦
印
章
な

ど
の
問
題
が
残
る
。
印
は
商
標
で
あ
る
。
嵯
峨
本
刊
行
（
慶
長
五
年
頃
始
）、
素
庵
ら
多
く

の
追
随
者
の
活
動
も
あ
り
、
宗
達
に
は
四
〇
年
近
い
活
躍
期
が
あ
っ
た
。
俵
屋
工
房
、

継
承
者
の
如
何
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
果
た
し
て
宗
達
、
光
悦
は
相あ
い
ま
み見
え

て
構
想
を
練
り
、
制
作
に
あ
た
る
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
料
紙
は
光
悦
の
意

に
沿
う
誂
え
品
か
、
既
成
料
紙
か
。
疑
念
は
去
ら
な
い
が
、「
花
卉
蝶
摺
下
絵
和
歌
巻
」

添
状
に
は
「
右
和
歌
貳
十
首
本
阿
弥
光
悦
筆　

下
繪
次
手
裏
有
印
俵
屋
宗
達
筆　

添
状

光
琳
弟
緒
方
深
省
」
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
乾
山
の
鑑
識
を
伝
え
る
一
資
料
で
あ
る
が
、

添
書
は
後
世
に
付
加
し
た
も
の
、
判
断
は
慎
重
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

書
は
一
本
の
線
に
も
心
は
映
る
。
模
倣
は
模
倣
な
り
の
特
徴
を
表
す
が
、
筆
先
は

書
者
そ
の
人
物
の
意
気
を
伝
え
る
。
中
国
絵
画
の
「
気
韻
」
に
も
重
な
ろ
う
。

料
紙
装
飾

　

料
紙
装
飾
、
下
絵
描
き
は
平
安
以
来
の
伝
統
を
も
つ
。
絵え
ど
こ
ろ所
絵
師
の
画
業
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
た
が
、
古
来
、
書
芸
は
筆
跡
に
限
ら
ず
料
紙
に
も
関
心
が
注
が
れ
て
い

た
。
書
き
手
は
己
れ
に
即
し
た
料
紙
を
求
め
る
。
平
安
期
、
十
二
単
の
概
念
も
あ
り
、

染
紙
を
継
ぎ
合
わ
せ
る
手
段
が
興
る
。
一
〇
、一
一
世
紀
に
は
染
紙
に
加
え
、
雲
母
摺

り
な
ど
絵
画
的
手
法
に
よ
る
装
飾
法
も
現
れ
る
が
、
経
巻
・
歌
巻
・
冊
子
な
ど
に
活
用
。
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一
二
世
紀
に
は
「
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
」「
平
家
納
経
」「
久
能
寺
経
」
な
ど
切
箔
・

砂
子
な
ど
を
用
い
た
工
芸
的
手
法
が
出
現
し
、
鎌
倉
期
に
は
箔
散
ら
し
、
一
三
世
紀

後
半
に
は
葦
手
絵
・
歌
意
絵
な
ど
の
影
響
も
あ
り
金
銀
泥
に
よ
る
下
絵
装
飾
が
活
発

化
す
る
。
四
季
絵
・
月
次
絵
・
景
物
絵
な
ど
の
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
が
主
体
と
な
り
、

絵
画
的
構
成
は
一
四
世
紀
「
平
家
納
経
」
宝
塔
品
紙
背
に
四
季
景
物
画
に
現
れ
る
が
、

金
銀
を
用
い
る
技
術
は
蒔
絵
装
飾
に
も
関
連
、
工
人
は
絵
師
・
蒔
絵
師
と
も
に
相
互

に
関
与
す
る
工
房
に
属
し
て
い
た
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　

南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
、
料
紙
装
飾
、
扇
制
作
は
と
も
に
土
佐
派
絵
師
代
々
の
仕

事
で
あ
っ
た
（
片
桐
弥
生
「
土
佐
派
と
装
飾
料
紙
」）。
一
五
世
紀
の
料
紙
下
絵
（
光
信
風
）、

伝
花
園
天
皇
宸
筆
「
源
氏
物
語
抜
書
断
簡
」（
巻
子
装
）
が
現
存
、
や
ま
と
絵
様
式
の

景
物
・
草
花
が
描
か
れ
て
お
り
、
書
さ
れ
た
詞
書
と
の
関
係
は
な
い
と
い
う
。

　

一
六
世
紀
は
能
が
盛
行
、
世
阿
弥
は
謡
本
を
著
し
た
。
の
ち
玄
人
用
に
は
簡
素
な

も
の
、
素
人
用
に
は
金
銀
泥
を
用
い
た
表
紙
絵
が
作
ら
れ
た
が
、
様
式
は
二
種
、
一

つ
は
内
容
に
は
関
わ
り
の
な
い
風
景
・
草
花
図
（
金
春
禅
鳳
・
観
世
身
雪
謡
本
な
ど
）、
二

つ
は
曲
・
内
容
に
因
む
図
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
観
世
小
次
郎
謡
本
な
ど
）。
慶
長
期

に
は
急
増
す
る
が
、
光
悦
謡
本
は
こ
れ
ら
の
流
れ
を
受
け
て
制
作
、
本
文
料
紙
に
も

雲
母
摺
り
文
様
の
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
（
天
野
文
雄
「
光
悦
と
能
」）。
内
容
に
関
係

す
る
図
・
し
な
い
図
、
細
密
な
筆
画
・
大
柄
な
摺
り
文
様
の
二
手
が
あ
り
、
出
版
に

は
角す

み
の
く
ら
り
ょ
う
い

倉
了
以
（
一
五
五
四
―
一
六
一
四
）
弟
宗そ

う
じ
ゅ
ん

恂
が
嵯
峨
に
設
け
た
古
活
字
印
刷
工
房
を

任
さ
れ
た
了
以
息
素そ

あ
ん庵

（
一
五
七
一
―
一
六
三
二
）
の
関
与
が
あ
っ
た
。
素
庵
は
和
漢
の

学
問
・
文
芸
に
通
じ
、
光
悦
流
の
書
の
名
手
、
貿
易
家
・
河
川
開
墾
土
木
事
業
家
な
ど
、

京
都
の
豪
商
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
嵯
峨
に
退
隠
、
光
悦
と

の
関
係
は
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
。
素
庵
没
後
五
年
し
て
光
悦
も
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
。

　

素
庵
の
概
略
：
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
頃
嵯
峨
本
『
史
記
』
刊
行
。
同
一
三
年
（
一
六
〇
八
）『
伊
勢
物
語
』。

慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
父
了
意
没
・
六
一
歳
。
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
狩
野
探
幽
幕
府
御
用
絵
師
と
な
る
。

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
素
庵
嵯
峨
に
退
隠
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
素
庵
没
す
る
・
六
二
歳
。

　

本
阿
弥
家
は
刀
剣
業
を
家
職
と
し
た
。
鑑
識
眼
、
鋭
利
な
五
感
を
要
求
さ
れ
る
が
、

光
悦
に
は
素
養
の
上
に
、
宗
教
（
法
華
信
仰
）
に
裏
打
ち
さ
れ
た
信
条
と
教
養
が
あ
っ

た
。
能
書
家
で
も
あ
り
、
青
蓮
院
流
・
上
代
様
・
唐
様
を
融
合
し
光
悦
流
を
確
立
、「
光

悦
流
」
は
元
禄
七
年
刊
『
万ま
ん
ぽ
う
ぜ
ん
し
ょ

宝
全
書
』、
文
化
九
年
刊
『
本
朝
古
今
新
増
書し
ょ
が
び
ん
ら
ん

畫
便
覧
』、

『
古
画
備
考
』
な
ど
に
確
認
さ
れ
る
。
門
人
に
は
素
庵
・
宗
柏
・
貢
庵
（『
光
悦
四
墨
』）

ほ
か
、
烏
丸
光
廣
・
阿
野
実
顕
・
油
小
路
隆
貞
・
観
世
黒
雪
ら
の
名
手
が
お
り
、
江

戸
中
期
に
は
衰
退
、
光
悦
と
そ
の
遺
業
は
『
古
画
備
考
』（
嘉
永
四
年
刊
）、
フ
ェ
ノ
ロ

サ
ら
の
言
説
な
ど
、「
琳
派
」
と
と
も
に
明
治
末
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
光
悦
の
偶

像
化
は
今
日
へ
と
つ
づ
く
。

　

筆
年
の
あ
る
光
悦
書
：
慶
長
一
一
年
（
一
六
〇
六
）
光
悦
書
宗
達
工
房
金
銀
泥
下
絵
謡
本
（
観
世
黒
雪
謡
本
）・

光
悦
書
宗
達
工
房
金
銀
泥
下
絵
和
歌
色
紙
類
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）「
始
聞
仏
乗
義
」「
立
正
安
國
論
」。
寛

永
三
年
（
一
六
二
六
）「
薄
忍
草
下
絵
和
歌
巻
」。
同
四
年
（
一
六
二
七
）「
草
木
摺
絵
詠
歌
大
概
巻
」。
同
六
年

（
一
六
二
九
）「
草
木
摺
絵
和
漢
朗
詠
集
詩
歌
巻
」。
同
七
年
（
一
六
三
〇
）「
薄
下
絵
和
漢
朗
詠
集
詩
歌
巻
」。
同
九

年
（
一
六
三
二
）「
漁
父
辞
」。
同
一
〇
年
（
一
六
三
三
）「
草
木
摺
絵
新
古
今
和
歌
巻
」。
同
一
三
年
（
一
六
三
六
）「
和

漢
朗
詠
集
」。
同
一
四
年
（
一
六
三
七
）
光
悦
八
〇
歳
に
て
没
す
る
。

（
二
）
継
承
者
：
宗
達
派
（
加
賀
と
京
都
）

①
　
俵
屋
宗
雪
・
喜
多
川
相
説
な
ど
　
―
加
賀
―

　

加
賀
の
宗
達
派
は
嶋
崎
丞
氏
・
岡
田
梓
氏
の
研
究
に
詳
細
が
あ
る
。
宗
達
工
房
に

は
数
人
の
弟
子
が
い
た
。
俵
屋
宗
雪
（
生
没
年
不
詳
）
は
そ
の
一
人
で
あ
り
、
伝
記
は

不
明
な
が
ら
宗
達
の
子
と
も
弟
子
と
も
伝
え
ら
れ
る
（『
燕
台
風
雅
』『
画
乗
要
略
』
な
ど
）。

画
風
・
画
技
、
宗
達
工
房
「
伊
年
」
印
（
朱
文
円
印
）
使
用
に
よ
っ
て
宗
達
後
継
者
と
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さ
れ
る
が
、
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
に
は
法
橋
と
な
り
（『
隔
蓂
記
』）、
同
年
、
加

賀
藩
前
田
家
三
代
利と
し
つ
ね常

（
一
五
九
四
―
一
六
五
八
）
の
縁
を
得
て
、
幕
府
御
用
絵
師
狩
野

探
幽
と
と
も
に
八
條
宮
家
襖
絵
制
作
に
携
わ
る
（『
今
枝
民
部
留
帖
』）。
寛
永
二
〇
年
以

後
正
保
頃
（
一
六
四
三
―
四
八
）
に
は
前
田
家
絵
師
と
し
て
金
沢
へ
移
る
が
、
利
常
三
男

利と
し
は
る治
の
江
戸
屋
敷
に
は
探
幽
の
唐
絵
と
と
も
に
宗
雪
筆
の
金
銀
彩
色
草
花
図
が
伝
承
。

装
飾
絵
画
を
得
意
と
し
、
一
つ
に
金
地
彩
色
、
二
つ
に
紙
地
彩
色
・
没
骨
法
の
活
用

な
ど
、
風
景
の
一
部
で
あ
っ
た
構
図
を
脱
却
、
草
花
を
一
群
に
纏
め
、
そ
れ
を
羅
列

ま
た
並
列
す
る
構
成
に
特
色
が
あ
る
。
写
生
的
な
筆
致
が
新
味
と
さ
れ
る
。

　

喜
多
川
相
説
（
生
没
年
不
詳
）
は
宗
雪
門
人
ま
た
子
供
と
い
う
。
伝
記
は
不
明
で
あ

る
が
、「
伊
年
」「
宗
雪
」「
宗
説
」
印
の
使
用
、
画
風
か
ら
宗
雪
工
房
の
絵
師
と
さ
れ
、

押
絵
貼
屏
風
を
得
意
と
し
て
専
ら
草
花
図
を
中
心
に
描
く
。
従
来
の
岩
絵
具
を
避
け

墨
と
淡
彩
、
た
ら
し
込
み
を
多
く
用
い
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
装
飾
性
を
強
め
一

群
の
草
花
を
分
散
配
置
、
扇
絵
で
は
一
扇
ご
と
に
独
立
し
た
構
図
・
構
成
に
独
自
性

が
指
摘
さ
れ
る
。
落
款
に
は
「
喜
多
川
法
橋
相
説
七
十
二
歳
畫
之
」（「
四
季
草
花
図
貼

交
屏
風
」）
と
あ
り
、
法
橋
の
地
位
を
得
た
こ
と
、
晩
年
に
は
「
宗
説
」
印
を
用
い
た

こ
と
、
加
賀
に
お
け
る
宗
達
派
の
活
動
は
江
戸
末
期
ま
で
継
続
す
る
。

②
　
野
々
村
氏
な
ど
　
―
京
都
―

　

京
都
に
お
い
て
は
、「
伊
年
」
印
を
用
い
た
絵
師
た
ち
、「
太
藤
」
印
を
用
い
た
「
俵

屋
藤
七
郎
」（
太
田
彩
「
宗
達
「
扇
面
散
屏
風
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」）
な
ど
、
宗
達
時
代
か

ら
同
工
房
で
活
躍
し
た
者
、
没
後
同
工
房
に
残
っ
た
者
、
独
立
し
て
工
房
を
設
け
た

者
な
ど
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
画
題
は
「
昔
話
」
か
ら
草
花
図
へ
と
移
行
、
専
ら

土
産
物
、
町
人
の
需
要
に
応
え
、
時
代
の
流
れ
に
随
い
既
成
品
の
屏
風
・
扇
子
、
諸

工
芸
の
下
絵
描
き
な
ど
、
活
発
化
す
る
出
版
界
に
お
い
て
絵
手
本
・
雛
形
本
・
草
子

本
（
御
伽
草
子
・
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
）
な
ど
の
画
者
・
作
者
と
な
っ
た
絵
師
も
居
る
。

　

推
定
で
は
あ
る
が
宗
達
に
は
娘
が
あ
っ
た
。
作
品
は
不
明
。
が
、
宗
達
工
房
は
女
む
す
め

野
々
村
重
春
が
継
承
、
印
章
に
は
「
野
」・「
伊
年
」
な
ど
と
あ
る
（『
古
画
備
考
』）。
重

春
の
の
ち
は
國
春
（
娘
か
）
が
継
続
、
扇
面
流
貼
付
屏
風
の
落
款
に
「
京
陽
女
國
春
筆
」

「
國
春
女
書
之
」「
國
春
筆
」
と
あ
り
、
印
章
に
は
「
野
々
村
氏
女
」（
朱
方
印
）。『
北

大
路
俊
光
日
記
』
に
よ
れ
ば
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
扇
絵
二
本
を
描
い
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
（
奥
平
俊
六
）。
俵
屋
野
々
村
氏
（『
雍
州
府
志
』）
は
野
々
村
信の
ぶ
た
け武
・
俵
屋
通み
ち
ま
さ正

で
あ
る
（『
扶
桑
名
公
画
譜
』『
古
画
備
考
』）。
加
賀
藩
の
武
家
出
身
。
彩
色
、
竹
・
朝
貌
・

鶺
鴒
画
な
ど
を
得
意
と
し
、
落
款
に
は
「
通
正
信
武
七
十
七
歳
筆
」、
印
章
は
重
春
と

は
異
な
る
「
野
」
印
を
使
用
（『
古
画
備
考
』）、
俵
屋
・
野
々
村
と
称
す
る
こ
と
か
ら
宗

達
工
房
の
絵
師
と
推
測
さ
れ
る
。
雛
形
本
『
雛
形
染
色
乃
山
』『
雛
形
音
羽
の
滝
』『
雛

形
軒
の
玉
水
』
な
ど
に
名
を
留
め
る
が
、
享
保
年
間
に
は
野
々
村
忠
兵
衛
（
一
説
に
信

武
と
同
一
人
物
と
も
）
の
活
躍
が
あ
り
、
光
琳
に
傾
倒
、
光
琳
筆
と
す
る
も
の
に
は
忠
兵

衛
筆
多
し
と
い
う
。
絵
手
本
『
光こ
う
り
ん
え
ほ
ん
み
ち
し
る
べ

琳
絵
本
道
知
辺
』（
享
保
二
〇
年
刊
）
は
「
衣
類
・
扇
子
・

団う
ち
わ・
風ふ
ろ
し
き

呂
敷
・
焼
物
」
な
ど
へ
と
広
が
る
琳
派
文
様
を
伝
え
る
が
、
乾
山
生
存
時
代

の
著
書
で
あ
り
、
乾
山
焼
に
用
い
た
琳
派
様
式
の
絵
付
け
を
裏
付
け
る
。

　

光
琳
は
宗
達
に
私
淑
。
宗
達
屏
風
（
工
房
作
と
も
推
定
）
を
所
持
、
画
風
を
慕
い
宗
達

模
倣
の
屏
風
・
扇
絵
、
水
墨
画
な
ど
を
描
く
が
、
光
悦
硯
箱
の
所
持
に
よ
っ
て
は
漆
芸

ま
た
陶
芸
の
下
絵
・
意
匠
化
な
ど
に
活
躍
、
両
者
を
範
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

乾
山
も
古
典
の
絵
画
と
そ
の
風
趣
、
絵
師
の
用
い
た
岩
絵
具
の
概
念
、
書
の
活
用
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と
黒
絵
具
の
工
夫
な
ど
、
積
極
的
に
そ
れ
ら
を
や
き
も
の
製
作
、
意
匠
・
文
様
な
ど

に
取
り
入
れ
る
が
、
半
世
紀
を
経
て
、
宗
達
・
光
悦
の
遺
業
は
、
同
じ
く
み
や
こ
の

絵
師
・
や
き
も
の
師
で
あ
っ
た
光
琳
・
乾
山
兄
弟
が
継
承
す
る
。

二
、
乾
山
の
絵
画
　
―
光
琳
・
乾
山
―

①
　
尾
形
光
琳

　

琳
派
、
そ
の
名
の
中
枢
光
琳
は
、
画
に
お
い
て
は
宗
達
、
工
芸
に
お
い
て
は
光
悦

の
足
跡
に
心
を
留
め
た
。
大
坂
狩
野
派
に
学
び
絵
師
で
あ
っ
た
大
岡
春し
ゅ
ん
ぼ
く
卜
（
一
六
八
〇

―
一
七
六
三
）
は
『
画が

ほ
ん
て
か
が
み

本
手
鑑
』『
画が

こ
う
せ
ん

巧
潜
覧ら

ん

』『
画が

し
か
い
よ
う

史
会
要
』
な
ど
を
著
し
、
専
門
絵

師
・
伝
統
画
派
で
あ
っ
た
狩
野
・
土
佐
派
に
加
え
、
市
中
に
あ
っ
て
多
彩
な
画
事
に

携
わ
っ
た
光
悦
・
宗
達
・
光
琳
ら
の
画
業
を
取
り
あ
げ
た
。
光
琳
に
関
し
て
は
「
軽

筆
、
頓
筆
、
草
々
と
描
く
」
と
あ
り
、「
己
が
新
意
を
出
し
た
る
当
代
の
名
手
」
と
述

べ
る
が
、『
蒔ま

き
え
た
い
ぜ
ん

絵
大
全
』（
大
岡
春し

ゅ
ん
せ
ん
川
・
一
七
一
三
―
七
三
）
に
は
「
一
風
の
雅
者
に
て
世
に

志し

る
所
な
り
」
と
あ
る
。『
翁お

き
な
ぐ
さ草』（

神か
ん
ざ
わ
さ
だ
と
も

沢
貞
幹
）
は
東
山
に
お
け
る
衣
裳
比
べ
の
逸
話

を
取
り
あ
げ
た
が
、『
装そ

う
け
ん
き
し
ょ
う

剣
奇
賞
』（
稲い

な
ば
み
ち
た
つ

葉
通
竜
）
は
光
悦
に
学
ぶ
と
し
、『
絵か

い
じ
ひ
げ
ん

事
鄙
言
』

（
桑く

わ
や
ま
ぎ
ょ
く
し
ゅ
う

山
玉
洲
）
に
よ
れ
ば
、
宗
達
は
古
意
・
簡
妙
・
気
韻
、
光
琳
は
古
拙
・
簡
略
奇
態
、「
其

迎
風
承
露
の
形
、
生
意
を
盡
さ
ざ
る
所
な
し
」
と
し
、「
近
衛
公
（
信の

ぶ
た
だ尹
か
）
の
戯
墨
、

惺
々
翁
（
松
花
堂
昭
乗
）・
宗
達
・
光
琳
な
ど
は
本
朝
の
南な

ん
し
ゅ
う

宗
と
も
云
は
ん
か
」
と
あ
る
。

俳
諧
師
、
南
宗
画
に
属
す
る
絵
師
ら
は
光
琳
を
本
朝
の
南
画
絵
師
と
し
て
分
類
し
た

が
、
中
国
明
代
に
お
け
る
画
派
の
分
類
・
理
念
を
応
用
、
北
宗
と
す
る
正
統
派
絵
師

狩
野
・
土
佐
派
に
対
し
、
従
来
雑
に
扱
わ
れ
て
き
た
在
野
・
民
間
の
絵
師
を
南
宗
派

と
し
て
光
を
当
て
る
。
専
門
絵
師
と
し
て
格
式
・
技
法
を
重
ん
ず
る
北
宗
に
対
し
、

技
巧
よ
り
は
心
を
重
視
、
南
宗
画
家
は
文
人
ら
の
唱
え
る
気
韻
を
尊
重
。
形
式
化
し

た
宮
廷
絵
師
、
幕
府
御
用
絵
師
に
対
し
て
絵
画
に
新
た
な
価
値
観
を
提
示
し
た
。

　

明
和
・
文
化
年
間
か
ら
明
治
期
、
光
琳
の
師
に
関
し
て
は
狩
野
安
信
・
常
信
、
山

本
素そ
け
ん軒
・
素そ
て
い程
な
ど
の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
（
福
井
利
吉
郎
「
光
琳
の
師
と
し
て
の
山
本
素
軒
」）。

『
尾
方
流
略
印
譜
』（
酒
井
抱
一
）
に
は
宗
謙
・
光
琳
の
師
と
し
て
素
軒
（
？
―
一
七
〇
六
）

を
載
せ
る
が
、
山
本
素
軒
は
素
程
（
？
―
一
六
七
四
）
息
、
守
次・数
馬・理
兵
衛
と
称
し
、

狩
野
派
に
学
び
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
法
橋
叙
宣
。
禁
裏
御
用
や
九
條
家
新
御
殿

の
絵
画
を
担
当
す
る
絵
師
で
あ
っ
た
。「
町
絵
師　

東
洞
院
通
下
立
売
上
が
ル
町
」（『
元

禄
覚
書
』）
と
あ
り
、
京
都
に
お
い
て
四
五
年
を
活
動
す
る
が
、
若
年
期
は
『
隔か
く
め
い
き

蓂
記
』、

元
禄
期
は
『
有あ
り
す
が
わ
の
み
や

栖
川
宮
幸
仁
親
王
行
実
』、
晩
年
期
に
は
『
二
條
家
内
々
御
番
所
日
次

記
』
に
消
息
が
見
出
せ
る
。
光
琳
と
は
二
條
家
伺
公
を
同
じ
く
す
る
が
、「
小
西
家
文

書
」
に
は
素
軒
寫
「
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
」
が
あ
り
、
同
図
は
さ
ら
に
「
元
禄
十
五
の
と

し
」
と
し
た
乾
山
焼
角
皿
に
も
現
れ
る
。
宗
謙
画
か
ら
も
師
は
素
軒
と
推
定
さ
れ
た
が

（
福
井
利
吉
郎
）、
尾
形
家
に
は
書
家
小
島
宗
真
、
絵
師
山
本
素
軒
の
出
入
り
が
あ
っ
た
。

　

が
、
終
局
、
光
琳
の
画
事
は
宗
達
画
へ
と
向
か
う
。
家
職
と
し
た
御
用
絵
師
と
は

立
場
を
違
え
る
が
、
町
人
絵
師
は
生
業
と
し
て
絵
画
、
工
芸
、
多
彩
な
仕
事
を
こ
な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
達
に
範
を
見
出
し
同
様
の
道
を
往
く
が
、
宗
達
は
古
典

の
世
界
を
文
様
化
す
る
。
文
様
は
工
芸
意
匠
に
結
び
つ
く
が
、
宗
達
及
び
宗
達
派
の

活
躍
も
あ
り
、
当
時
、
庶
民
間
に
は
草
花
図
が
普
及
し
て
い
た
。

　

文
化
活
動
の
活
発
な
み
や
こ
で
は
、
同
じ
画
題
で
あ
っ
て
も
常
に
新
鮮
味
が
求
め

ら
れ
る
。
町
人
の
好
奇
心
は
「
手て

ば
や早

い
・
手て

み
じ
か短

・
早
わ
か
り
」
で
あ
る
。
物
語
絵
で
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あ
れ
ば
即
刻
理
解
の
で
き
る
「
障さ
わ

り
」
を
探
る
。
断
片
的
な
構
成
は
刺
激
的
で
あ
り
、

さ
ら
に
そ
れ
を
軽
妙
、
機
転
の
利
く
タ
ッ
チ
で
描
き
出
す
な
ど
、「
一
風
の
雅
者
」
光

琳
の
創
す
る
図
様
は
時
代
を
象
徴
、
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
現
れ
た
図
様
で
あ
ろ
う
。

友
禅
の
「
軽
筆
」
意
匠
が
大
流
行
、
光
琳
文
様
・
雛
形
本
は
光
琳
の
生
存
時
代
に
刊

行
さ
れ
た
が
、
光
琳
は
素
養
、
鋭
敏
・
怜
悧
な
感
覚
の
上
に
技
術
を
磨
く
。
対
象
物

を
写
す
本
来
の
技
を
離
れ
、
自
然
観
を
無
視
、
簡
略
・
速
筆
、
自
由
な
絵
筆
は
画
面

上
の
面
白
さ
を
ね
ら
う
が
、
物
語
性
を
捨
て
、
叙
情
性
、
装
飾
性
を
拡
大
す
る
な
ど
、

繊
細
さ
と
大
胆
さ
、
技
術
と
素
材
、
大
画
面
と
小
画
面
、
相
互
の
域
を
自
由
に
往
来
。

御
用
絵
師
に
は
果
た
せ
な
か
っ
た
分
野
を
拓
く
。
本
格
的
に
書
・
画
を
取
り
入
れ
た

乾
山
焼
、
そ
れ
は
兄
光
琳
な
く
し
て
生
ま
れ
な
か
っ
た
や
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
　
尾
形
乾
山

　

乾
山
の
絵
画
は
江
戸
下
向
後
に
限
ら
れ
る
。
光
琳
文
様
の
全
盛
期
、
そ
の
弟
と
し

て
自
ら
光
琳
二
世
を
名
の
る
が
、
現
存
作
品
中
、
真
贋
を
含
め
七
〇
歳
以
下
の
絵
画

は
見
当
た
ら
ず
、
七
九
歳
の
作
画
が
最
も
多
く
伝
世
す
る
。
今
日
、
乾
山
銘
絵
画
は

三
〇
〇
余
点
を
数
え
る
が
、
素
描
・
下
絵
類
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
京
都
時
代
は
や
き

も
の
へ
の
絵
付
け
以
外
に
絵
筆
を
採
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
尾
形
流
略
印
譜
』『
近
世
逸
人
画
史
』『
古
画
備
考
』
に
は
立た

て
ば
や
し
か
げ
い

林
何
帠
の
名
が
あ
る
。

江
戸
下
向
後
の
乾
山
直
弟
・
門
人
で
あ
っ
た
が
、
光
琳
三
世
を
名
の
り
、
江
戸
に
お

け
る
乾
山
の
絵
画
活
動
に
深
い
関
わ
り
を
も
つ
。
加
賀
出
身
、
医
者
、
立
（
北
）
林
立

徳
・
白
井
宗
謙
、
喜
雨
斎
と
号
し
、
鎌
倉
ま
た
下し

た
や谷

・
三さ

ん
や谷

に
寓
し
た
が
（『
古
画
備
考
』）、

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
秋
九
月
重
陽
前
一
日
に
は
乾
山
か
ら
光
琳
筆
扇
面
画
（
宗
達
画

の
模
写
）
を
譲
ら
れ
た
。「
乾
山
與
方
祝
印
」
と
光
琳
の
「
方ま
さ
と
き祝
」
印
も
受
理
す
る
が
、

作
品
に
は
「
天
神
図
」「
乙お
と
ご
ぜ

御
前
図
」「
禊は
ら
え図
」
な
ど
が
伝
世
す
る
。
や
き
も
の
、
小

画
面
に
馴
れ
た
乾
山
に
は
自
ず
と
限
度
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
四
季
花
鳥
図
屏
風
な

ど
大
作
に
は
何
帠
の
参
加
を
考
え
る
が
、「
住
吉
家
古
画
留
帖
」
に
は
江
戸
に
お
け
る

乾
山
焼
鉢
の
絵
付
け
類
似
の
何
帠
画
、
牡
丹
図
が
み
ら
れ
る
。
当
時
江
戸
で
は
狩
野

派
の
ほ
か
、
英
一
蝶
と
そ
の
一
派
、
師も
ろ
の
ぶ宣
に
傾
倒
し
独
自
の
様
式
を
確
立
し
た
宮
川

長ち
ょ
う
し
ゅ
ん

春
（
一
六
八
二
―
一
七
五
二
）、
下
谷
大
火
の
折
り
乾
山
が
身
を
寄
せ
た
と
す
る
本
所
深

川
六
軒
堀
長
屋
の
持
ち
主
坂
本
米
舟
（
一
七
〇
五
―
七
七
）、の
ち
に
は
観か
ん
こ
う
げ
つ

崇
月
（
一
七
五
九

―
一
八
三
〇
）
な
ど
、
風
俗
画
・
浮
世
絵
絵
師
・
俳
画
絵
師
ら
の
活
躍
が
あ
っ
た
。

　

乾
山
の
絵
画
は
、
彩
絵
・
水
墨
、
和
様
・
漢
画
的
画
題
に
分
け
ら
れ
る
。
簡
潔
、

滑
稽
味
、
が
、
何
か
深
意
が
潜
ん
で
お
り
、
高
踏
的
な
精
神
、
吉
祥
な
ど
俗
世
の
願

い
を
込
め
た
雅
俗
両
道
、
文
人
的
墨
戯
こ
そ
が
模
倣
の
し
易
い
こ
と
の
一
因
と
な
る
。

江
戸
で
は
席
画
が
流
行
、
連
歌
・
俳
諧
師
ら
の
影
響
も
あ
る
が
、
宴
席
・
会
席
、
人

の
集
ま
る
座
に
お
い
て
即
興
的
に
絵
を
描
く
。
乾
山
関
係
の
作
画
も
想
定
。
偽
造
印

も
多
く
み
ら
れ
、
原
画
を
模
写
、
落
款
を
模
倣
、
印
を
押
捺
す
れ
ば
乾
山
画
と
な
る
。

作
品
中
に
紛
れ
込
め
ば
い
つ
し
か
乾
山
画
・
乾
山
書
に
名
を
変
え
る
が
、
確
認
に
は

様
式
・
讃
書
・
落
款
、
印
章
な
ど
の
総
合
的
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
陶
画
に
よ
っ

て
磨
い
た
技
は
、
紙
・
絹
の
上
に
も
独
自
の
妙
味
を
発
揮
す
る
が
、
余よ

げ
い芸

故
の
ゆ
と

り
、
遊
び
心
、
即
興
性
、
そ
れ
こ
そ
模
倣
は
む
づ
か
し
く
、
得
意
で
あ
っ
た
書
を
切

り
離
す
こ
と
は
不
可
で
あ
る
。
乾
山
の
書
は
画
と
同
等
の
位
置
に
あ
る
。
呼
吸
は
筆

者
の
み
の
も
の
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
真
作
は
少
な
い
も
の
と
考
え
る
。
本
筋
を
学

び
、
破
り
、
そ
れ
を
離
れ
た
所
に
乾
山
独
特
の
趣
き
が
あ
る
。

尾形乾山の書画(49)



一
、
土
佐
派
と
宗
達

（
一
）
宗
達
の
や
ま
と
絵
様
式

宗
雪　

四
季
草
花
図

根
津
美
術
館

野
々
村
國
春

扇
面
流
図
屏
風

部
分

喜
多
川
宗
説　

四
季

草
花
図　
根
津
美
術
館

土
佐
派
「
源
氏
物
語
・
澪
標
図
」

屏
風
部
分　

出
光
美
術
館

宗
達　

澪
標
図　

静
嘉
堂
文
庫

土
佐
派　

松
図　

出
光
美
術
館

宗
達　

松
図
扇
面

醍
醐
寺

（
二
）
宗
達
派
様
式

　

宗
達
の
活
躍
時
、
京
都
に
は
宮
廷
絵
師
土
佐
派
、

幕
府
御
用
絵
師
狩
野
派
、
市
中
に
は
庶
民
を
顧
客

と
し
て
そ
れ
に
連
な
る
絵
師
・
新
興
の
絵
師
ら
の

活
躍
が
あ
っ
た
。
土
佐
の
本ほ
ん
え絵
に
対
し
町ま

ち
え絵
と
い

う
が
、
や
ま
と
絵
の
基
本
は
彩
色
画
で
あ
る
。
歌

意
絵
・
物
語
絵
・
縁
起
物
な
ど
日
本
古
来
の
風
俗
・

風
景
を
主
体
と
し
て
お
り
、
平
安
以
来
の
伝
統
を

有
し
、
南
北
朝
期
に
は
土
佐
派
が
興
る
。
室
町
期

へ
と
継
続
す
る
が
、
戦
国
時
代
に
土
佐
派
正
系
（
光

元
）
は
断
絶
。
子
孫
は
京
都
市
中
の
町
絵
師
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
。
同
派
は
傍
系
光み
つ
よ
し吉

（
光
則
父
）
が
継

承
、
の
ち
代
々
傍
系
一
族
の
継
続
す
る
所
と
な
る

が
、
光
吉
は
師
の
光み
つ
も
ち茂

（
光
元
父
）
か
ら
粉
本
・
文

書
な
ど
を
受
理
、
堺
へ
移
る
。
こ
の
期
に
乗
ず
る

よ
う
に
狩
野
一
派
が
台
頭
す
る
。

　

宗
達
時
代
、
堺
か
ら
光
吉
子
光
則
・
そ
の
子
光

起
が
帰
還
。
光
起
は
や
が
て
宮
廷
絵
所
預
の
地
位

に
上
る
が
、
市
中
に
は
浮
世
絵
始
祖
岩い
わ
さ
ま
た
べ
へ

佐
又
兵
衛
、

奈
良
絵
師
、
下
京
辺
り
に
は
土
佐
派
正
系
ら
し
き

絵
師
が
活
動
。
古
典
の
復
興
期
、『
源
氏
物
語
』
な

ど
王
朝
古
典
の
画
題
が
人
気
を
集
め
る
。

　

宗
達
は
「
伊い
ね
ん年

」「
対た

い
せ
い
け
ん

青
軒
」
と
号
し
、
絵
屋
「
俵

屋
」
を
経
営
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
は
法
橋

の
地
位
に
あ
っ
た
。
料
紙
装
飾
、
襖
絵
・
屏
風
・

扇
面
・
色
紙
・
短
冊
な
ど
を
作
製
。
や
ま
と
絵
、

水
墨
画
を
得
意
と
し
て
後
世
琳
派
様
式
の
創
始
者

と
な
る
が
、
宮
廷
の
絵
巻
物
を
模
写
す
る
な
ど
、

そ
れ
ら
を
粉
本
と
し
て
活
用
。
下
京
五
条
辺
り
に

住
し
、
近
在
の
土
佐
正
系
一
族
と
も
関
わ
り
の
あ

っ
た
こ
と
が
推
考
さ
れ
て
い
る
。
上
段
は
土
佐
派
、

宗
達
の
「
松
図
」・『
源
氏
物
語
澪み
お
つ
く
し
標
図
』
比
較
で

あ
る
。
同
じ
構
図
・
構
成
が
指
摘
で
き
る
。

―
土
佐
派
―

―
俵
屋
宗
達
―

―
野
々
村
國
春
・
信
武
―

―
俵
屋
宗
雪
・
喜
多
川
宗
説
（
相
説
）
―

　

宗
達
派
様
式
（
上
段
）
は
、

宗
達
工
房
絵
師
、
加
賀
へ
移

転
し
た
俵
屋
宗
雪
・
宗
説
、

京
都
に
お
け
る
野
々
村
派

絵
師
が
中
心
で
あ
る
。

　

す
で
に
宗
達
時
代
後
水

尾
院
の
立
花
趣
味
、
屏
風
制

作
の
注
文
な
ど
も
あ
り
、
草

花
図
は
大
流
行
。
文
学
や
風

景
の
一
部
を
離
れ
、
草
花
の

み
が
独
立
、
大
画
面
に
描
か

れ
て
ゆ
く
。
装
飾
的
要
素
を

強
め
、
加
賀
で
は
嫁
入
り
道

具
の
貴
重
品
に
な
っ
た
と

も
い
う
。

　

左
図
は
、
土
佐
家
に
伝
わ

る
「
源
氏
花
鳥
色
々
」
と
題

し
た
粉
本
・
扇
面
模
写
巻
で

あ
る
。
同
派
図
様
の
大
半
を

占
め
る
が
、
風
俗
画
と
は
異

な
り
、
扇
面
画
に
は
『
伊
勢

物
語
』『
保
元
物
語
』『
平
治

物
語
』「
西
行
物
語
絵
」
な

ど
昔
話
・
決
戦
図
、
草
花
図

が
描
か
れ
た
。

野
々
村
信
武

『
雛
形
染
色
の
山
』

享
保
一
七
年
刊

扇
面
模
写
巻　

土
佐
家
資

料　
京
都
市
立
芸
術
大
学
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宗
達　
（
上
）
松
島
図　
フ
リ
ア
美
術
館

（
下
）
風
神
雷
神
図　
建
仁
寺

光
琳　
（
上
）
松
島
図　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

（
下
）
風
神
雷
神
図　
東
京
国
立
博
物
館

二
、
宗
達
と
光
琳
：
屏
風
・
扇
面
な
ど

宗
達　

蔦
図
扇
面

光
琳　

蔦
図
扇
面
画

稿
（「
小
西
家
文
書
」）

宗
達　

鹿
和
歌
図
巻

光
琳　

鹿
画
稿

（「
小
西
家
文
書
」）

　

一
七
世
紀
初
頭
、
光
琳
・
乾
山
の
活
動
す
る

八
〇
年
以
前
、
京
都
に
は
宗
達
（
生
没
年
不
詳
）、
光

悦
（
一
五
五
八
―
一
六
三
七
）
の
活
躍
が
あ
っ
た
。

　

や
ま
と
絵
は
異
国
へ
の
贈
答
品
に
も
使
わ
れ
た

が
、
桃
山
期
大
規
模
な
城
郭
・
寺
院
・
城
館
建
築

に
依
り
大
き
く
変
化
。
画
巻
・
画
帖
の
小
画
面
は

障
壁
画
な
ど
大
画
面
へ
と
移
行
。
淡
彩
・
水
墨
は

岩
絵
具
な
ど
の
明
快
、
重
厚
な
絵
具
へ
と
転
換
さ

れ
る
。
宗
達
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）「
平
家
納

経
」
の
修
理
に
お
き
表お
も
て
え絵・
見み

か
え
し
え

返
絵
を
描
く
と
伝
承
。

得
意
と
し
た
没
骨
法
、
平
安
以
来
土
佐
派
に
継
承

さ
れ
た
画
法
、
金
銀
泥
絵
の
技
法
を
駆
使
す
る
が
、

や
ま
と
絵
の
文
様
化
、
水
墨
画
の
簡
素
化
（
牧
溪
が

手
本
）、
大
胆
な
面
の
活
用
と
誇
張
化
な
ど
、
独
自

の
表
現
を
試
み
る
。
宮
廷
、
御
用
絵
師
に
異
な
り
、

宗
達
は
町
絵
師
で
あ
っ
た
。
画
事
は
生な
り
わ
い業

、
商
売

で
あ
る
。
購
買
者
は
多
く
庶
民
。
庶
民
で
あ
れ
ば

解
り
易
く
、
新
鮮
味
を
具
え
、
価
格
の
如
何
も
問

題
と
な
る
。
工
房
を
設
置
、
絵
師
を
お
き
、
室
内

装
飾
か
ら
料
紙
装
飾
、
屏
風
絵
、
扇
面
絵
を
描
き
、

屏
風
、
扇
子
に
仕
立
て
あ
げ
る
。

　

光
琳
は
宗
達
に
私
淑
。
同
じ
く
町
絵
師
で
あ
っ

た
が
、
上
図
は
「
松
島
図
」「
風
神
雷
神
図
」
屏
風

の
光
琳
の
宗
達
画
模
写
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

宗
達
は
室
町
期
の
屏
風
制
作
独
特
の
技
法
を
用

い
る
。
伝
統
、
古
意
、
そ
の
味
わ
い
を
伝
え
る
が
、

光
琳
は
元
禄
期
の
絵
師
で
あ
る
。
桃
山
時
代
の
名

残
り
か
ら
、
世
の
流
れ
、
絵
師
の
意
識
、
志
向
に

も
異
な
り
が
あ
っ
た
。
琳
派
様
式
は
、
古
来
王
朝

の
情
趣
・
風
情
を
主
眼
と
す
る
が
、
花
鳥
風
月
・

人
物
図
な
ど
如
何
に
光
琳
が
宗
達
を
目
差
し
て
い

た
か
は
「
小
西
家
文
書
」
の
画
稿
が
伝
え
る
。
光
琳

の
本
歌
は
宗
達
に
あ
っ
た
と
も
解
せ
る
で
あ
ろ
う
。

―
俵
屋
宗
達
―

―
尾
形
光
琳
―

―
俵
屋
宗
達
―

―
尾
形
光
琳
―

　

宗
達
と
そ
の
工
房
は
、
光

悦
ら
と
の
共
作
、
料
紙
装
飾

に
独
自
性
を
発
揮
す
る
。
土

佐
派
な
ど
従
来
の
小
紋
・
繊

細
な
線
描
を
、
絵
具
を
交

え
、
濃
淡
を
軸
と
し
て
大
胆

な
面
の
使
い
と
誇
張
し
た

表
現
な
ど
、
料
紙
と
は
い
え

か
つ
て
な
か
っ
た
手
法
を

み
せ
る
。
同
じ
こ
と
は
嵯
峨

本
版
摺
り
文
様
に
も
窺
わ

れ
る
が
、
草
花
竹
木
・
禽

獣
・
波
・
橋
に
及
ぶ
表
現
は
、

や
ま
と
絵
様
式
を
超
え
、
そ

の
描
法
・
技
法
こ
そ
が
琳
派

様
式
の
基
盤
と
な
っ
た
。
時

代
は
変
わ
る
が
、
各
々
に
王

朝
古
典
の
主
題
・
風
趣
を
貫

き
、
み
や
こ
の
詩
情
・
情
感

を
伝
え
る
。
文
様
化
は
文
芸

と
工
芸
の
接
点
を
生
む
が
、

作
者
は
自
由
な
立
場
に
あ

っ
た
町
絵
師
で
あ
る
。
や
ま

と
絵
の
一
部
を
切
り
取
り
、

素
材
の
異
な
る
紙
・
絹
・
漆
、

土
の
上
へ
と
転
換
す
る
な

ど
、
上
層
階
級
の
町
人
が
中

心
と
な
り
、
磨
き
洗
練
し
、

彼
ら
の
生
活
環
境
の
上
に

展
開
さ
れ
る
。

　

狩
野
に
非
ざ
れ
ば
絵
師

に
非
ず
と
し
た
風
潮
の
な

か
、
町
絵
師
ら
は
、
文
芸
と

工
芸
の
領
域
を
自
由
に
往

来
、
格
や
式
に
拘
泥
す
る
御

用
絵
師
に
は
果
た
さ
れ
な

か
っ
た
世
界
を
拓
く
。

尾形乾山の書画(51)



　

光
悦
、宗
達
の
関
わ
り
は
慶
長
一
一
年（
一
六
〇
六
）

頃
を
最
盛
期
と
し
、
前
後
十
数
年
に
及
ぶ
と
伝
承
。

光
悦
四
〇
歳
代
か
ら
六
〇
歳
頃
ま
で
と
推
定
さ
れ

る
が
、
は
じ
め
に
色
紙
・
短
冊
・
書
巻
の
料
紙
装

飾
に
関
わ
る
宗
達
と
そ
の
料
紙
に
和
歌
を
書
し
た

光
悦
。
嵯
峨
本
、
蒔
絵
に
お
い
て
も
扇
面
画
・
料

紙
装
飾
の
構
図
・
構
成
が
認
め
ら
れ
る
が
、
両
者

の
歩
み
、
活
動
こ
そ
が
光
琳
絵
画
、
乾
山
焼
、
さ

ら
に
兄
弟
合
作
を
生
み
出
す
本
居
に
な
っ
た
と
考

え
る
。
み
や
こ
に
生
ま
れ
、
古
典
の
知
識
・
美
意
識
・

色
彩
感
覚
な
ど
、
光
琳
・
乾
山
の
め
ざ
し
た
所
は

光
悦
・
宗
達
へ
と
つ
づ
く
道
で
あ
っ
た
。

　

平
安
以
来
、
漆
芸
は
や
ま
と
絵
と
は
深
い
繋
が

り
に
あ
る
。
や
ま
と
絵
を
調
度
に
活
か
し
た
工
芸

が
蒔
絵
で
あ
る
。
光
悦
は
従
来
の
精
妙
・
絵
画
的

な
意
匠
・
技
巧
を
離
れ
、
自
然
描
写
を
装
飾
的
な

表
現
に
変
え
る
。
漆
芸
に
書
を
取
り
入
れ
、
和
歌

を
散
ら
し
、
加
飾
素
材
に
貝
・
鉛
・
銀
な
ど
を
活

用
す
る
が
、
主
題
・
意
匠
・
技
法
は
巧
み
に
調
和
。

　

上
段
右
図
は
光
悦
の
「
舟
橋
」
蒔
絵
硯
箱
、
左

図
は
光
琳
意
匠
の
「
住
之
江
」
蒔
絵
硯
箱
で
あ
る
。

光
琳
は
箱
書
に
光
悦
造
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
を
記

す
が
、
形
状
・
図
案
・
素
材
と
も
に
相
似
。
盛
り

上
が
り
の
あ
る
蓋
、
鉛
板
を
嵌
め
込
ん
だ
橋
・
波
・

岩
、
銀
板
を
刳
り
ぬ
い
た
文
字
の
散
ら
し
、
金
蒔

絵
、
技
術
に
お
い
て
も
同
じ
く
す
る
。

　

舟
橋
に
は
和
歌
「
東あ
ず
ま
じ路
乃の

さ
乃の

ゝ
舟ふ

な
ば
し橋
か
け
て

濃の

み三
思お

も
ひわ
た
る
を
知し

る
ひ
と人
そ
な
き
」（
源
等
）。
住す

み

之の

え江

に
は
「
寿す

み

の

え

の

見
濃
江
乃
岸き

し

に
寄よ

る
な
み浪
よ
る
さ
へ
や
ゆ
め

乃の

通か
よ
ひ
じ路
人ひ

と
め目
よ
く
覧ら

ん

」（
藤
原
敏
行
）
と
あ
る
。
各
々

「
舟
橋
」・「
岸
に
よ
る
浪
」
の
文
字
を
省
略
、
図
様

を
以
っ
て
そ
の
意
に
当
て
る
構
想
で
あ
る
。

　

本
阿
弥
家
と
尾
形
家
は
、

曾
祖
父
道
柏
が
光
悦
姉
法
秀

を
娶
っ
て
以
来
縁
戚
関
係
に

あ
っ
た
。
本
阿
弥
の
家
職
は

祖
妙み

ょ
う
ほ
ん
本
以
来
の
刀
剣
業
、
光

悦
の
父
光
二
は
分
家
で
あ
っ

た
が
、
今
川
義
元
、
織
田
信

長
に
召
さ
れ
、
前
田
利
家
か

ら
は
知
行
二
〇
〇
石
を
給
さ

れ
た
と
い
う
。
慶
長
六
年
、

四
四
歳
の
光
悦
は
家
督
を
相

続
。
鑑
識
眼
・
審
美
眼
は
刀

剣
業
の
目め

き
き利
に
始
ま
り
、
見

識
は
事
物
・
人
物
、
美
の
判

定
の
本
居
を
為
す
が
、
同
家

は
日
蓮
宗
を
宗
旨
と
し
て
い

た
。
当
時
京
都
は
「
皆
法
華
」

と
評
さ
れ
る
な
ど
、
尾
形
・

佐
野
・
茶
屋
・
後
藤
・
片
岡
・

狩
野
・
樂
家
な
ど
も
日
蓮
宗

の
門
徒
で
あ
っ
た
。

　

乾
山
の
父
も
分
家
で
あ
る

が
、
書
は
光
悦
流
の
書
手
。

光
悦
の
影
響
は
、
書
に
加
え

て
、
光
琳
に
は
漆
芸
・
能
な

ど
、
乾
山
に
は
「
鷹
峯
隠
士

大
虚
庵
」
な
ど
隠
士
の
気
概
、

書
・
陶
・
能
の
芸
事
に
窺
わ

れ
る
。
鳴
滝
に
お
け
る
開
窯

も
、
鷹
峯
と
は
同
じ
「
王
城

の
乾
な
り
」（『
本
阿
弥
行
状

記
』）
の
地
で
あ
る
な
ど
共
通

性
が
見
出
せ
る
。

　

蒔
絵
は
平
安
期
、
貴
族
社

会
に
珍
重
さ
れ
た
。
江
戸
期
、

漆
芸
品
の
購
入
で
き
な
い
者

が
や
き
も
の
を
買
う
と
し
た

説
も
あ
る
。

光
悦　

舟
橋
蒔
絵
硯
箱

東
京
国
立
博
物
館

三
、
光
悦
と
光
琳

光
琳　

住
之
江
蒔
絵
硯
箱

静
嘉
堂
文
庫下

図
右
か
ら

蓋
表
・
見
込
・
底
部

光
琳
銘
い
ろ
い
ろ　

歌
仙
絵
画
稿
（「
小
西
家
文
書
」）

京
都
国
立
博
物
館

燕
子
花
図
屏
風

根
津
美
術
館

光
悦
書
状
（
寛
永
中
期
）

（
二
）
光
悦
銘
と
光
琳
銘

（
一
）
硯
箱
：
蒔
絵

―
尾
形
光
琳
―

―
本
阿
弥
光
悦
―

―
本
阿
弥
光
悦
―

―
尾
形
光
琳
―

蓋
表
・
見
込

　

光
悦
と
光
琳
銘
の
比
較
で
あ
る
。「
光
」
は
本
阿
弥
一
族

の
冠
字
で
あ
っ
た
が
、
光
琳
の
署
名
に
も
認
め
ら
れ
る
。

光
悦
書
状
は
寛
永
中
頃
（
一
六
三
三
頃
）
の
書
と
推
定
、
花

押
・
斎
号
は
「
徳
友
斎
」
と
あ
り
、「
立
正
安
國
論
」（
妙

蓮
寺
蔵
）
の
銘
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
の
書
で
あ
る
。

光
琳
「
光
」
は
二
体
い
ず
れ
も
光
悦
銘
に
著
し
く
相
似
。

燕
子
花
図
屏
風
は
元
禄
一
四
年
法
橋
以
前
の
作
と
さ
れ
る

が
、
絵
師
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
の
銘
で
あ
る
。
画
稿
中

に
は
署
名
稽
古
の
跡
が
残
る
が
（
フ
ラ
ン
ク
・
フ
ェ
ル
テ
ン

ズ
）、
尾
形
家
に
は
光
悦
流
書
の
伝
統
が
あ
っ
た
。
光
悦
へ

の
意
識
・
関
心
も
高
く
、
元
禄
・
宝
永
頃
に
は
同
様
の
「
光
」

の
崩
し
、「
緒
方
」「
積
翠
」「
澗
聲
」（「
澗
声
」）「
惟
亮
」「
伊

亮
」
印
を
押
捺
す
る
。
晩
年
に
は
「
光
」
は
明
確
化
。
江

光
悦
書
（「
立
正
安
國
論
」

元
和
五
年
）

紅
白
梅
図
屏
風

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館（

左
頁
に
つ
づ
く
）
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光
琳　

立
葵
図
屏
風

光
琳　

八
橋
図
屏
風

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

光
琳　

十
二
ヵ
月
和
歌
図
画

稿
（
正
月
）（「
小
西
家
文
書
」）

乾
山　

立
葵
図

チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
ー
美
術
館

乾
山　

八
橋
図

乾
山　

十
二
ヵ
月
和

歌
花
鳥
図
（
正
月
）

光
琳　

十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
（
正
月
）

山
本
素
軒　

十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
（
正
月
）

イ
ェ
ー
ル
大
学
美
術
館

乾
山
焼
角
皿　

十
二
ヵ

月
和
歌
花
鳥
図
（
正
月
）

　
『
尾
形
流
略
印
譜
』（
酒
井
抱
一
・
文
化
一
二
年
刊
）

に
は
光
琳
に
関
し
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

 

尾
形
宗
謙
が
子　

時
を
隔
て
宗
達
の
風
を
慕　

山

本
素
軒
の
弟
子
と
な
り　

後
法
橋
に
叙
す
と
浅
井

不
舊
の
印
譜
に
見
え
た
り　

又
尾
形
を
緒
方
に
改

む　

花
卉
を
画
き　

人
物
に
至
て
ハ
い
よ
い
よ
古

土
佐
の
風
韻
を
学
ぶ　

当
流
の
逸
筆
世
に
知
る
と

こ
ろ
な
り

文
中
の
浅
井
不ふ
き
ゅ
う舊

（
生
没
年
不
詳
）
は
京
都
の
古

筆
鑑
定
家
、
光
琳
と
は
同
時
代
の
人
物
と
さ
れ
る

が
、
不
舊
の
印
譜
は
現
存
し
な
い
。
光
琳
の
宗
達
私

淑
、
素
軒
門
人
な
ど
の
事
柄
が
分
明
、
素
軒
（
？
―

一
七
〇
六
）
は
土
佐
・
狩
野
折
衷
派
の
絵
師
で
あ
っ

た
。
鶴
澤
探
山
な
ど
と
並
行
、
貞
享
四
年
に
法
橋
と

な
る
が
、
光
琳
は
素
軒
の
十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
粉

本
を
所
持
。
両
者
に
は
同
図
の
押
絵
貼
屏
風
が
残

る
。
構
図
、
公
家
衆
ら
に
よ
る
和
歌
書
を
同
じ
く

し
、
素
軒
画
で
は
図
の
上
部
、
光
琳
画
で
は
散
ら
し

書
き
を
す
る
。
同
様
式
は
室
町
期
の
守
護
大
名
畠
山

匠し
ょ
う
さ
く
て
い

作
亭
（
賢
良
・
義
忠
）
邸
に
お
け
る
歌
会
、
公
家
・

僧
侶
詠
の
十
二
ヵ
月
障
子
絵
詩
歌
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。
素
軒
、
光
琳
画
に
は
共
通
の
書
者
（
公
家
衆
）

が
見
出
さ
れ
る
が
、
作
画
に
お
け
る
趣
意
・
構
想
も

共
通
、
光
琳
画
に
は
絵
画
修
業
時
代
、
未
熟
さ
が
残

る
と
さ
れ
る
。

　

同
画
題
は
乾
山
の
や
き
も
の
・
絵
画
に
も
認
め
ら

れ
る
。
乾
山
焼
で
は
専
門
絵
師
の
手
、
自
作
は
晩
年

の
絵
画
に
限
ら
れ
る
が
、
乾
山
の
絵
筆
は
や
き
も
の

に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
形
態
に
合
わ
せ

書
画
は
小
さ
な
空
間
を
活
用
、
要
領
よ
く
纏
め
る
必

要
が
あ
っ
た
。
絵
画
に
も
自
ず
と
工
芸
的
要
素
が
加

わ
る
が
、
和
歌
は
定
家
詠
十
二
ヵ
月
花
鳥
を
用
い
て

い
る
。

四
、
光
琳
と
乾
山

―
尾
形
光
琳
―

―
尾
形
乾
山
―

―
山
本
素
軒
―

―
尾
形
乾
山
―
（
画
帖
と
角
皿
）

―
尾
形
光
琳
―

　

型
の
成
立
は
、
洗
練
化
を

意
味
す
る
。
繰
り
返
し
用
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
が

生
ま
れ
、
装
飾
性
が
強
め
ら

れ
る
が
、
い
く
ら
か
の
「
ず

れ
」
に
従
い
異
な
る
風
趣
が

生
ず
る
こ
と
も
あ
り
、
型
は

一
種
の
軸
と
な
る
。

　

左
図
は
光
琳
画
稿
、
印
籠

の
た
め
の
十
二
ヵ
月
花
鳥
図

で
あ
る
。
や
ま
と
絵
伝
統
の

画
題
の
一
つ
、
土
佐
派
の
得

意
と
し
た
分
野
で
あ
っ
た

が
、
元
禄
期
に
は
『
鴫
羽
掻
』

な
ど
出
版
物
に
も
現
れ
る
。

和
歌
、
絵
図
と
も
に
広
く
一

般
に
流
布
、
文
化
人
・
教
養

人
の
好
み
と
す
る
画
題
で
あ

っ
た
。

　

光
琳
図
案
は
印
籠
の
下
絵

で
あ
る
。
明
快
な
図
柄
、
巻

き
つ
け
る
構
成
を
特
色
と
す

る
が
、
主
題
は
古
典
、
趣
き

に
は
品
位
が
み
ら
れ
る
。

戸
滞
在
以
後
没
年
ま
で
用
い
た
「
伊
亮
」「
方
祝
」「
寂
明
」

「
道
崇
」「
緒
方
」「
澗
声
」「
青
々
」
印
を
伴
う
。
初
期
に

お
い
て
は
光
悦
晩
年
の
銘
、
晩
年
に
は
光
悦
初
期
頃
の
銘

に
類
似
す
る
。

　

左
図
は
光
琳
画
と
乾
山
画
の
比
較
で
あ
る
。
構
図
・
構

成
・
描
写
・
技
法
・
絵
具
の
用
い
方
な
ど
、
絵
師
と
や
き

も
の
師
の
相
異
を
示
す
が
、
普
遍
性
を
基
盤
と
す
る
工
芸

で
は
説
明
的
な
要
素
を
省
き
、
事
物
の
本
質
を
第
一
と
す

る
。
光
琳
も
蒔
絵
意
匠
を
手
が
け
、
一
方
で
両
者
の
相
似

性
も
指
摘
で
き
る
が
、
乾
山
画
は
余
技
的
、
即
興
的
、
光

琳
の
模
倣
か
、
興
に
即
し
て
描
い
た
か
の
い
ず
れ
か
に
分

け
ら
れ
る
。
晩
年
に
集
中
す
る
絵
画
活
動
は
文
人
技
、
精

神
の
崇
高
さ
、
心
象
を
表
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。

尾形乾山の書画(53)



　

乾
山
の
文
事
は
自
作
「
過
凹
凸
窠
記
」、
画
作
品
、

文
書
の
ほ
か
、「
習
静
堂
記
」（
月
潭
）・『
義
山
艸
稿
』

（
那
波
義
山
）・『
蕉
牕
餘
吟
』（
那
波
祐
英
）
な
ど
、
師

や
知
人
の
筆
に
窺
わ
れ
る
。

　

画
事
は
専
門
で
は
な
か
っ
た
が
、
兄
光
琳
の
影

響
も
あ
り
、
晩
年
は
江
戸
へ
下
向
、
自
ら
光
琳
二

世
を
名
の
る
。
余
技
的
、
即
興
的
、
芸
に
遊
べ
ば

芸
に
遊
び
、
筆
を
執
れ
ば
書
画
を
描
く
な
ど
、
数

寄
者
の
心
情
を
伝
え
る
が
、
先
人
に
は
近
衛
信
尹
・

烏
丸
光
廣
・
松
花
堂
昭
乗
ら
の
活
動
が
あ
り
、
光

廣
の
画
に
は
『
徒
然
草
』
兼
好
法
師
図
が
あ
る
。

同
画
題
は
乾
山
画
、
光
琳
画
に
も
あ
り
、
人
気
の

あ
っ
た
画
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

西
鶴
が
讃
嘆
、
京
都
か
ら
江
戸
へ
移
っ
た
絵
師

に
英は
な
ぶ
さ
い
っ
ち
ょ
う

一
蝶
（
多
賀
朝
湖
・
一
六
五
二
―
一
七
二
四
）
が

居
る
。
狩
野
安
信
門
に
学
び
、
浮
世
絵
・
風
俗
画

を
得
意
と
し
た
が
、
俳
諧
は
芭
蕉
門
下
。
元
禄
七

年
に
没
す
る
芭
蕉
と
の
関
わ
り
は
蓑み
の
む
し虫
図
な
ど
に

推
測
。
俳
画
作
成
の
伝
統
は
後
世
へ
と
続
き
、
乾

山
画
に
も
相
通
す
る
趣
き
が
み
ら
れ
る
。

　

江
戸
の
乾
山
焼
は
入
谷
村
に
窯
場
が
あ
っ
た
。
京

都
時
代
の
総
復
習
、
低
火
度
焼
成
を
主
体
と
し
た

が
、
自
己
発
明
と
誇
る
白
絵
具
・
黒
絵
具
の
活
用
に

特
徴
が
あ
る
。
上
段
は
絵
画
鑑
定
家
住
吉
家
手
控
帖

に
記
録
さ
れ
た
立
林
何
帠
の
牡
丹
図
で
あ
る
。「
光

琳
の
稀
に
見
る
作
品
」
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
が
（
仲

町
啓
子
「
立
林
何
帠
に
つ
い
て
」）、「
華
洛
乾
山
㴱
省
製
」

と
あ
る
皿
（
下
段
左
端
図
）
の
絵
付
け
に
類
似
す
る
。

絵
画
的
描
写
、
拡
大
し
た
図
様
、
白
・
緑
・
黒
色

絵
具
の
用
い
方
な
ど
、
や
き
も
の
同
様
の
構
成
を
確

認
。
同
じ
く
江
戸
作
『
源
氏
物
語
』「
夕
顔
図
」
茶

碗
と
も
共
通
す
る
が
、
総
覧
し
て
江
戸
の
乾
山
窯
に

は
何
帠
の
参
加
が
推
定
さ
れ
る
。

烏
丸
光
廣

兼
好
法
師

図

乾
山

兼
好
法
師
図

伝
英
一
蝶
・

芭
蕉
讃

蓑
虫
図

天
理
大
学
中
央

図
書
館

短
冊
皿
寒
山
拾
得
和
歌

静
嘉
堂
文
庫

乾
山

拾
得
図

光
琳
画
・
乾
山
書

寒
山
拾
得
図

五
、
乾
山
と
墨
戯

―
烏
丸
光
廣
―

―
英
一
蝶
―

―
尾
形
乾
山
―

　

右
図
は
乾
山
焼
短
冊
皿
、

烏
丸
光
廣
詠
の
寒
山
拾
得
和

歌
を
自
作
の
皿
に
乾
山
が
書

し
た
も
の
で
あ
る
。
光
悦
は

自
ら
の
書
を
「
私
流
に
て
御

座
候
」（『
本
阿
弥
行
状
記
』）

と
述
べ
た
が
、
光
悦
、
乾
山

と
も
に
書
の
師
は
不
明
。
手

跡
か
ら
は
唐か

ら

様よ
う

は
王
羲
之
・

張
即
之
の
風
、
和わ

よ
う様

は
上
代

様
・
青
蓮
院
流
（
御
家
流
）

の
習
得
を
推
測
す
る
。

　

光
悦
書
に
は
宗
達
工
房
に

よ
る
下
絵
・
雲
母
刷
り
の
装

飾
が
あ
る
。
乾
山
焼
で
は
乾

山
の
書
、
呉
須
・
青
絵
具
に

よ
る
雲
、
す
や
り
霞
の
文
様

が
施
さ
れ
て
い
る
。

皿
（
鉢
）
色
絵
牡
丹
図

野
村
美
術
館

立
林
何
帠　

牡
丹
図
（『
住
吉
家
古
画
留
帖
』）

―
立
林
何
帠
―

同
焼
裏
面
の
落
款
で
あ
る
。

書
は
乾
山
の
筆
で
は
な
い
。
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歌
仙
絵
・
歌
仙
図
は
江
戸
初
期
か
ら
遊
具
・

文
具
の
画
題
と
な
る
な
ど
、
装
飾
、
意
匠
の
一

つ
と
し
て
賞
玩
さ
れ
て
い
た
。
探
幽
の
扁
額
も

伝
世
す
る
が
、
出
版
物
で
は
嵯
峨
本
『
伊
勢
物

語
』「
三
十
六
歌
仙
」「
百
人
一
首
」
な
ど
が
知

ら
れ
て
い
る
。

六
、
兄
弟
合
作
：
光
琳
画
と
乾
山
書

本
乃
〳
〵
登
明
石
能　

浦
の
朝
き
り
尓
（
ニ
）

志
万
可
久
禮
行
船

を
し
曽
お
も
ふ

　

光
琳
画
稿
中
（「
小
西
家
文
書
」）
の
人
麿
像
で
あ
る
。

光
琳
筆
歌
仙
絵
下
絵
、
上
部
に
は
乾
山
書
・
人
麿

和
歌
が
あ
り
、「
人＊

ひ
と
ま
ろ
え
い
ぐ

麿
影
供
」（『
探
幽
縮
図
』
同
図
に
も

同
じ
和
歌
が
あ
る
）
と
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
。
陶
器
以

外
の
兄
弟
合
作
を
伝
え
る
新
資
料
と
し
て
提
示
し

た
が
、
乾
山
の
能
筆
を
知
る
光
琳
の
試
み
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
書
は
乾
山
の
最
も
得
意
と
し
た
分

野
で
あ
っ
た
。
尾
形
家
に
は
祖
父
宗
柏
、
小
島
宗

真
門
下
父
宗
謙
、
宗
鑑
の
名
を
も
つ
長
兄
藤
三
郎

が
お
り
、
光
悦
流
は
同
家
伝
統
の
書
流
で
あ
っ
た
。

　

兄
光
琳
の
影
響
、
両
者
の
合
作
作
品
を
考
え
る

時
、
や
き
も
の
で
は
絵
付
け
と
讃
・
琳
派
様
式
の

文
様
、
伝
書
『
陶
磁
製
方
』
の
記
述
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
上
図
光
琳
画
・
乾
山
和
歌
書
の
人
麿
像
を

証
左
と
す
る
が
、
書
画
の
融
合
は
凡
そ
一
時
代
前
、

新
た
な
美
を
築
き
上
げ
た
光
悦
・
宗
達
の
遺
業
に

遡
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

 

題
し
ら
ず

ほ
の
ぼ
の
と
明あ
か
し石
の
浦う
ら

の
あ
さ
ぎ
り
に

島し
ま

が
く
れ
ゆ
く
舟ふ

ね

を
し
ぞ
お
も
ふ　

 

『
古こ

き
ん
わ
か
し
ゅ
う

今
和
歌
集
』
第
九
羈き

り
ょ
の
う
た

旅
歌
四
〇
九　

柿
本
人
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
読
み
人
知
ら
ず
と
も
）

　

持
統
・
文
武
両
天
皇
に
仕
え
た
宮
廷
歌
人
柿
本
人
麿

の
羈
旅
の
歌
で
あ
る
。
万
葉
時
代
の
頂
点
を
表
し
、
漢

詩
の
影
響
下
、
歌
謡
の
時
代
を
超
え
和
歌
の
本
流
を
築

く
が
、
人
麿
は
紀
伊
・
吉
野
・
筑
紫
を
廻
り
、
晩
年
石い

わ

見み

（
島
根
県
）
に
住
し
没
し
た
と
伝
承
。
画
像
崇
拝
「
人

麿
影
供
」
は
平
安
後
期
に
遡
る
。
像
を
描
く
こ
と
は
白

河
院
の
近
臣
藤
原
顕あ

き
す
え季

（
一
〇
五
五
―
一
一
二
三
）
に
始
ま

り
、
顕
季
は
六
条
烏
丸
に
邸
の
あ
っ
た
こ
と
か
ら
歌
道

六
条
家
と
呼
ば
れ
た
が
、
鎌
倉
期
、
御み

こ
ひ
だ
り
け

子
左
家
俊
成
・

定
家
の
出
現
ま
で
歌
壇
に
お
い
て
権
勢
を
ふ
る
う
。

　

顕
季
は
永
久
六
年
（
一
一
一
八
）
人
麿
影
供
を
行
う
。

こ
れ
が
同
家
恒
例
の
行
事
と
な
り
、
画
像
伝
承
は
歌
道

家
正
統
、
社
会
的
な
権
威
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
る
が
、

や
が
て
宗
教
と
結
び
つ
き
歌
壇
全
般
の
儀
礼
と
な
っ

た
。
影
供
は
人
麿
像
の
影
前
に
酒
肴
を
供
え
詠
歌
を
献

ず
る
こ
と
で
あ
る
。
中
世
に
は
歌
人
の
重
要
な
文
学
活

動
の
一
つ
と
な
り
、
人
麿
像
の
成
立
は
や
が
て
六
歌
仙
・

三
十
六
歌
仙
な
ど
の
歌
仙
絵
制
作
の
基
因
と
な
る
が
、

歌
仙
・
歌
神
、
人
麿
崇
拝
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
序
文
・

文
言
が
拠
り
所
と
な
っ
た
。

　

総
じ
て
乾
山
の
書
は
、
当
時
僧
侶
・
文
化
人
間か

ん

に
親

し
ま
れ
た
張
即
之
（
唐
様
）、
流
行
の
御
家
流
、
茶
人
愛

玩
の
定
家
様
式
（
和
様
）
の
筆
癖
が
混
在
す
る
。
用
筆
法
、

点
画
の
結
体
も
規
則
正
し
く
、
端
正
、
四
方
に
ゆ
っ
た

り
と
し
た
均
衡
を
保
つ
書
風
に
特
色
が
あ
る
。

拡
大
図

銹
絵
山
水
図
四
方
火
入

藤
田
美
術
館

―
柿
本
人
麿
図
（
人
麿
影
供
）
―

＊「
人
麿
影
供
」
は
中
国
の
儒
家
孔
子
画
像
を
祀
る

こ
と
に
由
来
。
日
本
で
は
藤
原
顕
季
に
始
ま
り
、
図

は
兼
房
の
夢
見
に
従
い
「
着
烏
帽
子
直
衣
、
左
手
操

紙
、
右
手
握
筆
、
年
齢
六
旬
余
之
人
也
」
と
あ
る
が
、

定
型
の
画
像
で
は
海
、
帆
影
を
描
き
、
歌
意
を
表
し
、

和
歌
を
添
え
る
。

探
幽　

縮
図

光
琳
筆
「
人
麿
」
図
・
乾
山
書
「
人
麿
」
和
歌
（「
小

西
家
文
書
」）

　

左
図
は
、
や
き
も
の
に
お

け
る
光
琳
画
・
乾
山
書
合
作

角
皿
、
火
入
で
あ
る
。
画
に

は
山
水
・
草
花
竹
木
・
人
物
・

禽
獣
図
な
ど
が
あ
り
、
書
の

讃
は
多
く
『
圓
機
活
法
』
を

典
拠
と
す
る
。

銹
絵
角
皿　
大
和
文
華
館
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た＊

つ
た
川
紅
葉
ば
な
が
る
神
な
び
の

み
む
ろ
の
山
に
時
雨
ふ
る
ら
し　

 

『
人
丸
集
』
一
七
八　

柿＊
か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま
ろ

本
人
麿　

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
五
秋
歌
下
二
八
四

す＊

み
よ
し
の
松
を
秋
風
ふ
く
か
ら
に

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
お
き
つ
し
ら
波

 

『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
左
八　

凡お
う
し
こ
う
ち
の
み
つ
ね

河
内
躬
恒

ま
き
も
く
の
ひ＊

ば
ら
の
い
ま
だ
く
も
ら
ね
ば 

小
松
が
原
に
あ
は
雪
ぞ
ふ
る

 

『
新
古
今
和
歌
集
』
第
一
春
歌
上
二
〇　

大お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持

月＊

や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ 

わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
十
五
恋
歌
五
・
七
四
七　

在あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平

お＊

と
に
の
み
き
く
の
白
露
よ
る
は
お
き
て

ひ
る
は
思
ひ
に
あ
へ
ず
け
ぬ
べ
し

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
十
一
恋
歌
一
・ 

四
七
〇　

素そ
せ
い
ほ
う
し

性
法
師

お
く
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
な
く
鹿
の

こ
ゑ
き
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
四
秋
歌
上
二
一
五　

猿＊
さ
る
ま
る
だ
ゆ
う

丸
太
夫
か

【
参
考
】

　

今
日
ま
で
に
乾
山
関
係
の
三
十
六
歌
仙
図
は
三
組
が
残
る
。
絵

姿
・
和
歌
の
選
択
か
ら
嵯
峨
本
が
基
調
と
思
わ
れ
、
手
描
き
、
摺

り
も
の
の
二
様
が
伝
世
。
印
も
「
傳
陸
」「
深
省
」「
霊
海
」「
緒
方
」

「
方
祝
」「
伊
亮
」
な
ど
が
混
在
す
る
が
、「
方
祝
・
伊
亮
」
は
光

琳
の
通
名
で
あ
る
。

　

陶
に
比
し
書
・
画
の
模
倣
は
容
易
で
あ
る
。
形
式
、
筆
癖
ま
で

相
似
、
図
で
は
光
琳
三
世
を
称
し
た
立
林
何
帠
の
存
在
も
推
考
さ

れ
る
。

　
　
③
人
丸

た
徒
多
川
紅
葉
　々

奈
可
類

神
奈
飛
乃　

御
室
乃
山
耳

時
雨
布
累
ら
し　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
傳
陸
か
・
方
祝

　
　
③
躬
恒

寸
美
よ
し
能
松
を　

秋
風
（
可
勢
）

吹
可
羅
尓　

聲
う
知
曽
ふ
類

興
津
し
ら
浪　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
中
納
言
家
持

万
起
毛
久
能
飛
者
ら
も　

い
ま
多

久
毛
羅
称
者　

小
松
可
原
耳

安
者
雪
曽
婦
留　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
業
平
朝
臣

月
や
阿
良
ぬ　

春
や
む
可
し
乃

春
奈
良
怒　

わ
可
身
悲
と
つ
盤

毛
と
能
身
尓
し
て　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
霊
海
・
緒
方

　
　
③
素
性
法
師

を
と
尓
の
ミ
き
久
乃　

白
露

よ
累
盤
を
支
て　

ひ
る
ハ
思
日
尓

あ
へ
数
个
ぬ
へ
し　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
猿
丸
太
夫

お
具
山
尓
紅
葉　

布
ミ
わ
希

南
具
し
可
能　

聲
き
久
時
曽

秋
盤
加
奈
し
幾　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

＊
人
丸
図
『
尾
形
流
百
図
』

上
（
其
明
）　
明
治
二
二
年
刊

＊「
す
み
よ
し
の
」
同
和
歌
は

和
歌
帖
・
陶
板
に
も
が
あ
る
。

＊
ひ
ば
ら
も
・
ひ
ば
ら
の

＊「
月
や
あ
ら
ぬ
」 

同
和
歌
は

和
歌
帖
・
重
色
紙
皿
に
も
あ

る
（『
乾
山
遺
墨
』）。

＊「
お
と
に
の
み
」
同
和
歌
は

和
歌
帖
・
重
色
紙
皿
に
も
あ

る
。 

＊「
た
つ
た
川
」
同
和
歌
は
和

歌
帖
・
陶
板
に
も
が
あ
る
。 
一
、
色
彩
画
：
和
歌
・
俳
諧

―
人
物
図
―

三
十
六
歌
仙
図
：
左
方
（
筆
年
不
明
）

① ②
＊

③

＊
猿
丸
太
夫

光
琳
か
る
た
『
百
人
一
首
』

① 
③③③③③

① 
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③
中
納
言
兼
輔

み
し
可
よ
の
更
行　

満
々
尓

高
砂
乃　

美
年
能
松
風　

吹
可
と
曽
き
久　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
中
納
言
敦
忠

伊
勢
の
海
知
ひ
ろ
乃　

濱
尓

飛
ろ
ふ
と
も　

今
ハ
何
て
ふ

可
飛
可
あ
る
へ
支　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
霊
海
・
緒
方

　
　
③
公
忠
朝
臣

登
の
毛
梨
能
と
も
乃　

宮
徒
こ

心
あ
ら
者　

古
の
春
ハ
可
里

朝
き
よ
め
寸
那　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
斎
宮
女
御

袖
尓
さ
へ　

秋
乃
ゆ
ふ
へ
盤

志
ら
禮
个
里　

き
え
し
浅
茅
可

露
を
可
遣
徒
々
（「
三
十
六
歌
仙
和
歌
帖
」）

　
　
③
敏
行
朝
臣

秌
萩
乃
花
佐
支
尓　

个
利

高
砂
の　

尾
上
能
し
可
盤

今
や
奈
久
ら
無　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

　
　
③
宗
干
朝
臣

山
里
盤
冬
曽
佐
比　

し
さ

満
佐
梨
个
る　

人
め
も
草
毛

可
禮
奴
と
思
へ
者　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
傳
陸
・
緒
方

み
じ
か
夜
の
ふ
け
ゆ
く
ま
ま
に
高
砂
の

み
ね
の
松
風
吹
く
か
と
ぞ
き
く

 

『
後
撰
和
歌
集
』
第
四
夏
一
六
七　

藤ふ
じ
わ
ら
の
か
ね
す
け

原
兼
輔

伊＊

勢
の
海＊

み

の
ち
ひ
ろ
の
は
ま
に
ひ
ろ
ふ
と
も

今
は
何い

か

て
ふ
か
ひ
が
あ
る
べ
き

 

『
後
撰
和
歌
集
』
第
十
三
恋
五
・
九
二
七　

藤ふ
じ
わ
ら
の
あ
つ
た
だ

原
敦
忠

と
の
も
り
の
と
も
の
宮
つ
こ
心
あ
ら
ば

こ
の
春
ば
か
り
朝
ぎ
よ
め
す
な

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
十
六
雑
春
一
〇
五
五　

源＊
み
な
も
と
の
き
ん
た
だ

公
忠

袖
に
さ
へ
秋
の
ゆ
ふ
べ
は
し
ら
れ
け
り

き
え
し
あ
さ
ぢ
が
露
を
か
け
つ
つ　

 

『
新
古
今
和
歌
集
』
第
八
哀
傷
歌
七
七
八　

斎＊
さ
い
ぐ
う
の
に
ょ
う
ご

宮
女
御
（
徽
子
女
王
）

秋あ
き
は
ぎ萩

の
花
さ
き
に
け
り
高
砂
の

尾お
の
へ上
の
し
か
は
今
や
な
く
ら
ん

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
四
秋
歌
上
二
一
八　

藤ふ
じ
わ
ら
の
と
し
ゆ
き

原
敏
行

山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る

人
め
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば　

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
六
冬
歌
三
一
五　

源＊
み
な
も
と
の
む
ね
ゆ
き

宗
干

 

「
百
人
一
首
」
二
八

【
参
考
】

　

三
十
六
歌
仙
は
村
上
天
皇
皇
子
具と

も
ひ
ら平

親
王
（
九
六
四
―
一
〇
〇
九
）、

藤
原
公き

ん

任と
う

に
よ
る
人
麿
、
貫
之
の
優
劣
論
に
端
を
発
し
、
公
任

が
万
葉
か
ら
平
安
ま
で
の
歌
の
上
手
三
六
人
と
そ
の
秀
歌
一
〇
首

ま
た
三
首
を
選
出
し
た
も
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
比
叡
山
の
僧

覚か
く
し
ょ
う

盛
（
生
没
年
未
詳
）
が
こ
れ
を
左
右
一
八
番
に
別
け
、
の
ち
数
十
種

の
三
十
六
歌
仙
が
作
ら
れ
た
と
い
う
。
俊
成
は
公
任
撰
の
和
歌
か

ら
好
み
と
す
る
三
首
を
選
択
、「
俊
成
三
十
六
歌
仙
」
を
著
し
た
。

＊
公
忠
図 『
尾
形
流
百
図
』
上

＊
徽よ
し
こ（
き
し
）

子
女
王
は
、
承
平
六
年

（
九
三
六
）
斎
宮
と
な
り
、
天
暦

三
年
（
九
四
九
）
村
上
天
皇
の

女
御
と
な
る
。

光
琳　

 

三
十
六
歌
仙
絵
「
宗＊

干
」

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ

＊「
伊
勢
の
海
」
同
和
歌
は
和

歌
帖
・
陶
板
に
も
あ
る
。

＊
海
・
海
の

②
＊

① 

③③③ ③③

斎
宮

③

　

乾
山
の
歌
仙
図
は
、「
小
西

家
文
書
」
の
人
麿
像
が
示
す
如

く
、
光
琳
・
乾
山
兄
弟
合
作
試

筆
に
始
ま
る
も
の
と
考
え
る
。

互
い
の
教
養
・
技
の
理
解
が
合

点
さ
れ
る
。

尾形乾山の書画(57)



＊「
契
り
け
ん
」
同
和
歌
は
和

歌
帖
・
陶
板
に
も
あ
る
。

＊「
み
よ
し
野
の
」
同
和
歌
は

和
歌
帖
・
陶
板
に
も
が
あ
る
。 

＊
さ
む
け
れ
ば
・
さ
む
け
き

に＊
た
つ
岩
波
・
岩
う
つ
波 

光
琳　

三
十
六
歌
仙
絵
「
小＊

大

君
」
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

－

Ｕ
Ｍ

　
　
③
清
正　

天
津
風　

布
け
井
の
浦
尓

ゐ
累
た
徒
乃　

奈
と
可
雲
ゐ
丹

加
遍
良
さ
類
へ
支
（「
三
十
六
歌
仙
和
歌
帖
」）

　
　
③
興
風

契
り
个
ん
心
曽　

徒
良
起

七
夕
乃
年
耳　

一
度

あ
ふ
ハ
阿
布
可
ハ　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
是
則

三
芳
墅
能　

山
乃
し
ら
雪

徒
毛
類
良
し　

故
郷
寒
久

成
万
佐
累
也　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

　
　
③
小
大
君

大
井
川
曽
万　

山
風
の

さ
無
个
禮
者　

 
多
つ
岩
波
を

雪
可
と
曽
見
類　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
能
宣
朝
臣

美
可
起
も
李
衛
士
の　

焼
火
乃

夜
盤
も
部　

飛
累
ハ
き
え
徒
々

物
越
古
曽
思
へ　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

　
　
③
兼
盛

忍
布
れ
と
色
尓　

出
耳
个
利

我
恋
ハ
毛
の
や　

於
毛
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
天　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
伊
亮

あ
ま
つ
風
ふ
け
ひ
の
浦
に
ゐ
る
た
づ
の

な
ど
か
雲く
も
い井

に
か
へ
ら
ざ
る
べ
き

 

『
新
古
今
和
歌
集
』
第
十
八
雑
歌
下
一
七
二　

藤ふ
じ
わ
ら
の
き
よ
た
だ

原
清
正

契＊
ち
ぎ
り

 

け
ん
心
ぞ
つ
ら
き
た
な
ば
た
の

年
に
ひ
と
た
び
あ
ふ
は
あ
ふ
か
は

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
四
秋
歌
上
一
七
八　

藤ふ
じ
わ
ら
の
お
き
か
ぜ

原
興
風

み＊

よ
し
野
の
山
の
白
雪
つ
も
る
ら
し

ふ
る
さ
と
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
六
冬
歌
三
二
五　

坂さ
か
の
う
え
の
こ
れ
の
り

上
是
則

大
井
河
そ
ま
山
風
の
さ＊

む
け
き
に

岩＊

う
つ
波
を
雪
か
と
ぞ
み
る

 

『
新
拾
遺
和
歌
集
』
第
六
冬
歌
六
六
九　

小＊
こ
だ
い
の
き
み

大
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三さ
ん
じ
ょ
う
い
ん
お
ん
な
く
ろ
う
ど
さ
こ
ん

条
院
女
蔵
人
左
近
）

み
か
き
も
り
ゑ
じ
の
た
く
ひ
の
よ
る
は
も
へ

ひ
る
は
き
え
つ
つ
も
の
を
こ
そ
思
へ

 

『
詞
花
和
歌
集
』
第
七
恋
上
二
二
五　

大お
お
な
か
と
み
の
よ
し
の
ぶ

中
臣
能
宣

 

「
百
人
一
首
」
四
九

し
の
ぶ
れ
ど
色
に
出
に
け
り
わ
が
恋
は

物
や
思
ふ
と
人
の
と
ふ
ま
で

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
十
一
恋
一
・
六
二
二　

平た
い
ら
の
か
ね
も
り

兼
盛

 

「
百
人
一
首
」
四
〇

【
参
考
】

　

歌
合
は
二
首
一
番
、
番つ
が
いの

勝
負
を
競
う
遊
戯
で
あ
る
。
中
国
に

は
な
く
、
日
本
に
お
い
て
考
案
さ
れ
た
と
伝
承
す
る
が
、
左
右
相

対
、
人
麿
か
ら
兼
盛
ま
で
を
左
方
と
し
、
紀
貫
之
か
ら
中
務
ま
で

を
右
方
と
し
た
。
が
、
歌
仙
絵
・
図
を
描
く
場
合
は
そ
の
限
り
で

は
な
く
、
絵
に
は
歌
人
の
肖
像
と
秀
歌
、
時
に
略
歴
を
書
す
こ
と

が
行
わ
れ
た
。

清
正

① 

③③③③③③

　

光
琳
筆
三
十
六
歌
仙
絵
に

は
、
歌
人
を
個
々
に
描
く
図
、

集
合
図
の
二
様
が
あ
る
。
嵯

峨
本
は
鎌
倉
期
の
業
兼
本
を

底
本
と
す
る
が
、
光
琳
は
嵯

峨
本
を
基
調
と
し
、
印
は
「
伊

亮
」
を
使
用
、
元
禄
一
四
年

二
月
法
橋
宜
敍
前
後
の
作
と

推
定
さ
れ
る
。
二
條
家
出
入

の
盛
ん
な
頃
で
あ
る
が
、
か

る
た
「
百
人
一
首
」
は
宝
永

年
間
（
一
七
〇
四
―
一
一
）
の

作
と
さ
れ
る
。

(58)



　
　
③
紀
貫
之

む
寸
ふ
手
乃
し
徒
久
尓　

に
古
流

山
乃
井
能　

あ
可
天
も
人
耳

和
可
礼
ぬ
留
可
奈　

紫
翠
㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
伊
勢

三
輪
乃
山
い
可
尓　

待
み
ん

と
し
ふ
と
も　

多
徒
奴
る
人
も

あ
良
し
登
思
へ
盤　

銘
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
霊
海
・
緒
方

　
　
③
赤
人

和
哥
乃
浦
尓
志
保
ミ
知　

久
れ
者

可
た
を
奈
ミ　

阿
し
へ
を
さ
し
て

た
徒
鳴
わ
多
流　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
霊
海
・
緒
方

　
　
③
遍
昭
僧
正

い
曽
乃
可
ミ
布
留
能　

山
邊
の

佐
久
ら
花　

う
へ
个
む
時
を

し
留
人
曽
奈
支　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
友
則

夕
久
れ
盤
蛍
よ
り
个
尓

も
由
連
と
も　

光
見
年
ハ
や

人
乃
徒
れ
奈
起　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

　
　
③
小
野
小
町

和
ひ
奴
連
ハ
身
を　

う
き
草
の

称
を
た
え
天　

さ
曽
ふ
水
あ
ら
ハ

い
奈
ん
と
曽
思
ふ　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

む
す
ぶ
手
の
し
づ
く
に
に
ご
る
山
の
井
の

あ
か
で
も
人
に
わ
か
れ
ぬ
る
か
な

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
八
離
別
歌
四
〇
四　

紀＊
き
の
つ
ら
ゆ
き

貫
之

み
わ
の
山
い
か
に
ま
ち
見
む
年
ふ
と
も

た
づ
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
十
五
恋
歌
五
・
七
八
〇　

伊い

せ勢

わ＊

か
の
浦
に
し
ほ
み
ち
く
れ
ば
か
た
を
な
み

あ
し
べ
を
さ
し
て
た
づ
鳴
き
わ
た
る 

 

『
続
古
今
和
歌
集
』
第
十
八
雑
歌
中
一
六
三
四　

山や
ま
べ
の辺
赤あ

か
ひ
と人

い
そ
の
神
ふ
る
の
山
べ
の
桜さ

く
ら
ば
な

花

う
ゑ
け
む
時
を
し
る
人
ぞ
な
き

 

『
後
撰
和
歌
集
』
第
二
春
中
四
九　

遍＊
へ
ん
じ
ょ
う
そ
う
じ
ょ
う

昭
僧
正

ゆ＊

ふ
さ
れ
ば
蛍
よ
り
け
に
も
ゆ
れ
ど
も

ひ
か
り
見
ね
ば
や
人
の
つ
れ
な
き

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
十
二
恋
歌
二
・
五
六
二　

紀き
の
と
も
の
り

友
則

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
ね
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
ば
い
な
む
と
ぞ
思
ふ

 

『
古
今
和
歌
集
』
第
十
八
雑
歌
下
九
三
八　

小＊
お
の
の
こ
ま
ち

野
小
町

【
参
考
】

　

歌
仙
絵
は
平
安
後
期
か
ら
描
か
れ
始
め
た
。
人
麿
影
供
が
興

り
、
人
麿
絵
姿
、
一
二
世
紀
に
は
和
歌
を
添
え
た
障
子
絵
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
藤
原
信
実
筆
絵
巻
・
佐
竹
本
、
上
畳
本
、
業
兼
本
、

為
家
本
と
称
す
る
遺
品
類
が
伝
世
。
狩
野
元
信
・
探
幽
、
土
佐
光

起
、
松
花
堂
昭
乗
、
光
琳
ら
の
歌
仙
絵
も
あ
る
が
、
刊
本
で
は
嵯

峨
本
を
最
古
と
し
、
延
寶
（
一
六
七
三
―
八
一
）
頃
に
は
浮
世
絵
師
の

先
駆
者
菱
川
師も

ろ
の
ぶ宣

（
？
―
一
六
九
四
）
が
『
武
家
百
人
一
首
』『
百
人

一
首
像
讃
抄
』
な
ど
を
描
く
。

＊
紀
貫
之　

光
琳
か
る
た

＊
小
野
小
町　

光
琳
か
る
た

＊「
わ
か
の
浦
」
同
和
歌
は
和

歌
帖
・
重
色
紙
皿
に
も
あ
る
。

＊
夕
く
れ
ば
・
ゆ
ふ
さ
れ
ば

②
＊

① ① ① 

③③ ③③③ ③

三
十
六
歌
仙
図
：
右
方

　

三
十
六
歌
仙
に
因
む
三
六

人
集
に
は
以
下
が
あ
る
。

新
三
十
六
歌
仙
（
撰
者
不
明
）

中
古
三
十
六
歌
仙
（
範
兼
撰
）

女
房
三
十
六
歌
仙
（
撰
者
不
明
）

集
外
三
十
六
歌
仙

　
（
東
福
門
院
の
た
め
の
撰
）

釈
門
三
十
六
歌
仙

　
（
勧
修
寺
正
榮
撰
）

職
人
三
十
六
歌
仙

　
（
烏
丸
光
廣
撰
）

漢
晋
唐
宋
三
十
六
歌
仙

　
（
石
川
丈
山
・
林
羅
山
撰
）

尾形乾山の書画(59)



よ
ろ
づ
代
の
始は

じ
めと

け
ふ
を
い
の
り
お
き
て

今
行ゆ

く
末＊

は
神
ぞ
し＊

る
ら
ん

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
五
賀
二
六
三　

藤ふ
じ
わ
ら
の
あ
さ
た
だ

原
朝
忠

春＊

す
ぎ
て
ち
り
は
て
に
け
る
梅＊

の
花

た
だ
か
ば
か
り
ぞ
枝
に
の
こ
れ
る

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
十
六
雑
春
一
〇
六
三　

藤ふ
じ
わ
ら
の
た
か
み
つ

原
高
光
（
如に
ょ
か
く覚

法
師
）

春＊

た
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
三み

よ
し
の

吉
野
の

山
も
か
す
み
て
け
さ
は
見
ゆ
ら
ん

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
一
春
一　

壬み
ぶ
の
た
だ
み
ね

生
忠
岑

子＊

日
す
る
野
べ
に
こ
ま
つ
を
ひ
き
つ
れ
て

か
へ
る
や＊

ま
べ
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く

 

『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
右
六
〇
（
大お
お
な
か
と
み

中
臣
）
藤ふ

じ
わ
ら
の
よ
り
も
と

原
頼
基

な
つ
か
り
の
た
ま
え
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き

む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ
そ
ら
ぞ
な
き

 

『
後
拾
遺
和
歌
集
（
抄
）』
第
三
夏
二
一
九　

源み
な
も
と
の
し
げ
ゆ
き

重
之

ほ＊

の
ぼ
の
と
有
明
の
月
の
月
影
に

紅
葉
吹
お
ろ
す
山
お
ろ
し
の
風

 

『
新
古
今
和
歌
集
』
第
六
冬
歌
五
九
一　

源み
な
も
と
の
さ
ね
あ
き
ら

信
明

【
参
考
】

　

鎌
倉
時
代
似に
せ
え絵
と
称
す
る
人
物
画
が
興
る
。
歌
仙
崇
拝
の
風
潮

と
と
も
に
発
展
、
着
彩
・
白
描
、
絵
巻
・
冊
子
・
屏
風
絵
な
ど
、
種
々

の
歌
仙
絵
が
描
か
れ
た
。
業
兼
本
を
基
本
と
し
て
室
町
期
に
は
扁

額
な
ど
も
作
成
、
地
方
へ
拡
散
し
、
和
歌
に
親
し
む
人
々
に
享
受

さ
れ
た
。
光
琳
は
歌
人
個
々
図
、
集
合
図
も
描
き
、
晩
年
に
は
百

人
一
首
か
る
た
も
作
成
し
た
。

＊
末す
え

を
・
末
は

＊
か
ぞ
え
ん
・
し
る
ら
む

＊「
春
す
ぎ
て
」
同
和
歌
は
和

歌
帖
・
陶
板 

に
も
あ
る
。

＊
桜
花
・
梅
の
花

＊「
春
た
つ
と
」
同
和
歌
は
和

歌
帖
・
陶
板
に
も
あ
る
。

＊「
子
日
す
る
」
同
和
歌
は
和

歌
帖
・
重
色
紙
皿
に
も
あ
る
。

＊
山
路
・
や
ま
べ

＊「
ほ
の
ぼ
の
と
」
同
和
歌
は

和
歌
帖
・
陶
板 

・
絵
画
に
も

あ
る
。

　

乾
山
の
三
十
六
歌
仙
画
帖

は
、
歌
人
・
和
歌
と
も
に
和

歌
帖
（
書
）
に
同
じ
で
あ
り
、

嵯
峨
本
（
三
十
六
歌
仙　

光
悦

畫
」）
と
も
、
番つ

が
い、

和
歌
を
同

じ
く
す
る
。

　

人
麿
（
左
）
を
筆
頭
に
中
務

を
終
わ
り
と
す
る
が
、
女
性

五
人
、
僧
侶
二
人
、
武
官
四

人
、
そ
の
他
二
五
人
、
乾
山

画
と
は
歌
人
の
服
装
、
座
す

る
向
き
・
姿
勢
な
ど
に
相
異

が
あ
る
。

　

室
町
期
に
な
り
歌
人
の
絵

姿
、
和
歌
の
選
択
は
自
由
に

な
っ
た
。
江
戸
期
に
は
出
版

物
も
多
く
、
屏
風
や
画
帖
、

注
釈
書
も
著
さ
れ
た
が
、
乾

山
画
帖
に
は
摺
り
も
の
に
よ

る
画
像
も
混
じ
る
。

　
　
③
中
納
言
朝
忠

萬
代
乃
始
と　

个
布
越

い
の
李
を
支
天　

今
行
末
を

神
曽
加
そ
へ
ん　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

　
　
③
高
光

春
過
天
知
利
ハ
天
尓　

个
累

桜
花
た
　ゝ

香
者
可
り
曽

枝
耳
乃
こ
連
流　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
傳
陸
・
方
祝

　
　
③
忠
岑

春
多
つ
と
い
ふ
者
可
り
尓
や

三
芳
墅
能　

山
も
可
寸
ミ
天

今
朝
盤
ミ
由
ら
ん　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

　
　
③
頼
基
朝
臣

子
日
寸
累
墅
へ
尓　

小
松
を

引
徒
連
天　

可
へ
累
山
路
耳

鶯
曽
奈
久　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

　
　
③
重
之

夏
可
李
能
玉
江
の　

あ
し
を

婦
ミ
し
た
支
む　

れ
ゐ
る
鳥
の

多
つ
空
曽
南
起　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
傳
陸
・
緒
方

　
　
③
信
明
朝
臣

本
の
〳
〵
と
有
明
乃　

月
能

月
可
希
尓　

紅
葉
吹
お
ろ
寸

山
於
路
し
乃
風　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

① ① ① ① 

③③③③③③

(60)



＊
中
務
図
『
尾
形
流
百
図
』

明
治
二
二
年
刊

　
　
③
順

水
の
面
尓
照
月　

奈
ミ
を

可
曽
ふ
連
ハ　

古
よ
比
曽
秋
の

毛
奈
可　

南
梨
希
類　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

　
　
③
元
輔

知
き
梨
起
奈
可
多
ミ
に　

袖
を

志
保
李
徒
　々

寸
衛
の
松
山

波
古
さ
し
と
ハ　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
傳
陸
・
方
祝

　
　
③
元
真

佐
幾
尓
个
利　

我
山
里
の

夘
の
花
ハ　

垣
年
尓
き
え
ぬ

雪
と
ミ
累
万
天　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

　
　
③
仲
文

思
日
し
流
人
尓　

見
勢
者
や

夜
も
寸
可
良　

和
可
と
こ
奈
つ
尓

お
き
ゐ
多
類
露　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
伊
亮

　
　
③
忠
見

い
徒
可
た
耳
鳴
天
行
ら
ん

本
と
ゝ
支
数　

よ
と
の
わ
多
り
乃

満
多
夜
深
き
尓　

紫
翠
㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
方
祝

　
　
③
中
務

秋
風
の
吹
尓　

徒
希
天
も

問
ぬ
可
奈　

荻
の
葉
奈
良
者

音
盤
し
天
ま
し　

㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省
・
緒
方

水＊

の
お
も
に
て
る
月
な
み
を
か
ぞ
ふ
れ
ば

こ
よ
ひ
ぞ
秋
の
も
中
な
り
け
る

 

『
拾
遺
抄
』
第
三
秋
一
一
五　

源み
な
も
と
の
し
た
ご
う

順

ち＊

ぎ
り
き
な
か
た
み
に
そ
で
を
し
ぼ
り
つ
つ　

す
ゑ
の
ま
つ
山
な
み
こ
さ
じ
と
は

 

『
後
拾
遺
和
歌
集
（
抄
）』
第
十
四
恋
四
・
七
七
〇  

清き
よ
は
ら
の
も
と
す
け

原
元
輔

 

「
百
人
一
首
」
四
二

咲
き
に
け
り
わ
が
や
ま
ざ
と
の
う
の
は
な
は

か
き
ね
に
き
え
ぬ
雪
と
み
る
ま
で

 

『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
右
八
八　

藤ふ
じ
わ
ら
の
も
と
ざ
ね

原
元
真

お
も
ひ
し
る
人
に
み
せ
ば
や
夜
も
す
が
ら

わ
が
と
こ
夏
に
お
き
ゐ
た
る
露

 

『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
右
九
六　

藤ふ
じ
わ
ら
の
な
か
ぶ
み

原
仲
文

い
づ
か
た
に
な
き
て
ゆ
く
ら
ん
郭ほ

と
と
ぎ
す

公

よ
ど
の
わ
た
り
の
ま
だ
夜
ふ
か
き
に

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
第
二
夏
一
一
三　

壬み
ぶ
の
た
だ
み

生
忠
見

秋
か
ぜ
の
ふ
く
に
つ
け
て
も
と
は
ぬ
か
な

荻お
ぎ

の
葉
な
ら
ば
音
は
し
て
ま
し

 

『
後
撰
和
歌
集
』
第
十
二
恋
四
・
八
四
六　

中＊
な
か
つ
か
さ

務

【
参
考
】

　

三
十
六
歌
仙
和
歌
は
、『
古
今
和
歌
集
』
人
麿
和
歌
に
始
ま
る
。

平
安
期
公
任
は
三
六
人
の
歌
人
に
順
い
一
〇
首
ま
た
三
首
を
選

定
。
鎌
倉
期
、
俊
成
は
歌
人
は
公
任
撰
の
ま
ま
、
和
歌
は
自
ら
好

む
と
こ
ろ
三
首
を
選
出
。
人
麿
詠
で
は
「
た
つ
た
川
紅
葉
ば
な
が

る
神
な
び
の　

み
む
ろ
の
山
に
時
雨
ふ
る
ら
し
」
を
筆
頭
と
し
た

が
、
業
兼
本
、
嵯
峨
本
、
乾
山
の
三
十
六
歌
仙
絵
画
帖
・
和
歌
帖

も
俊
成
撰
を
規
範
と
し
た
。

＊
能
絵
皿 「
融
」

＊「
水
の
お
も
に
」
同
和
歌

は
、
乾
山
焼
能
絵
皿
「
融と

ほ
る」

に
も
み
ら
れ
、「
恨
み
て
渡
る

老お
い

が
身
の
、
よ
る
べ
も
い
さ

や
定
め
な
き
、
心
も
澄
め
る

水
の
面
に
、
照
る
月
な
み
を

数
ふ
れ
ば
、
今
宵
ぞ
秋
の
最

中
な
る
、
実げ

に
や
移
せ
ば
鹽し

お

竈が
ま

の
、
月
も
都
の
最も

な
か中

か
な
」

と
あ
る
。

＊「
契
り
き
な
」
同
和
歌
は
和

歌
帖
・
陶
板
に
も
あ
る
。

① ① ① ① 

③③③③ ③③
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三
十
六
歌
仙
和
歌
は
『
古
今
和
歌
集
』

人
麿
和
歌
に
始
ま
る
が
、
平
安
期
公き
ん
と
う任
は

歌
人
に
順
い
一
〇
首
ま
た
三
首
を
選
定
。

　

鎌
倉
期
に
俊
成
は
公
任
撰
の
歌
人
は
そ

の
ま
ま
、
和
歌
は
自
ら
好
む
と
こ
ろ
三
首

を
選
出
。
業
兼
本
、
嵯
峨
本
も
そ
れ
に
準

じ
、
乾
山
の
三
十
六
歌
仙
絵
画
帖
・
和
歌

帖
も
俊
成
撰
を
範
と
し
た
。

　

乾
山
筆
と
す
る
三
十
六
歌
仙
図
に
は
三

種
類
が
伝
世
す
る
。
が
、
歌
仙
図
全
て
の

揃
う
組
み
合
わ
せ
は
な
く
、
こ
こ
で
は

「
斎
宮
」「
清
正
」
の
二
枚
を
欠
く
③
三
四

図
を
基
調
と
し
た
。
人
麿
和
歌
は
一
〇
首

あ
る
公
任
撰
の
う
ち
以
下
を
書
す
が
、

　

 

た
つ
た
川
（
飛
鳥
川
）
も
み
ぢ
葉
な
が

る
神
な
び
（
葛
城
）
の　

み
む
ろ
の
山

に
時
雨
ふ
る
ら
し
（
山
の
秋
風
吹
き
ぞ
し

ぬ
ら
し
）

「
小
西
家
文
書
」、
光
琳
・
乾
山
合
作
人
麿

画
稿
に
は
以
下
の
一
首
が
あ
り
、

　

ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
ぎ
り
に

　

島
か
く
れ
行
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ

さ
ら
に
次
の
一
首
が
残
る
と
い
う
。

　

梅
の
花
そ
れ
と
も
見
へ
づ
久
方
の

　

あ
ま
き
る
雪
の
な
べ
て
ふ
れ
ゝ
ば

万
葉
歌
人
人
麿
の
和
歌
は
不
確
か
な
も
の

が
多
い
と
さ
れ
る
。
勅
撰
和
歌
集
な
ど
に

掲
載
す
る
た
び
、
改
編
さ
れ
た
こ
と
に
も

原
因
の
一
つ
が
あ
る
と
伝
承
す
る
。

　

歌
仙
絵
、
最
上
段
①
一
六
図
、
②
＊
印

（
三
図
）
の
和
歌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
①
忠
岑　

春
多
つ
と
い
ふ　

者
可
り
尓
や

三
芳
墅
能　

山
も
可
す
ミ
て

今
朝
盤
ミ
由
ら
ん　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

　
　
①
頼
基
朝
臣　

子
日
寸
累
墅
へ
尓　

小
松
を

引
徒
連
天　

可
へ
累
山＊

路
耳

鶯
曽
奈
久　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

　
　
①
重
之　

夏
可
李
能　

玉
江
の
あ
し
を

婦
ミ
し
た
支　

む
れ
ゐ
る
鳥
の

多
つ
空
曽
南
起　
銘
な
し
（
印
）
霊
海

　
　
①
信
明
朝
臣　

本
の
〳
〵
と　

有
明
乃
月
能

月
可
希
尓　

紅
葉
吹
お
ろ
寸

山
於
路
し
乃
風　
銘
な
し
（
印
）
霊
海

　
　
①
元
輔　

知
き
梨
起
奈　

可
多
ミ
に
袖
を

志
保
李
徒
　々

寸
衛
の
松
山

波
古
さ
し
と
ハ　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

　
　
①
元
真　

佐
幾
尓
个
利　

我
山
里
の

夘
の
花
ハ　

垣
年
尓
き
え
ぬ

雪
と
ミ
累
万
天　
銘
な
し
（
印
）
深
省
か

　
　
①
忠
見　

い
徒
可
た
耳
鳴
天　

行
ら
ん

本
と
ゝ
支
数　

よ
と
の
わ
多
り
乃

満
多
夜
深
き
尓　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

　
　
①
中
務　

秋
風
の
吹
尓　

徒
希
天
も

問
ぬ
可
奈　

荻
の
葉
奈
ら
者

音
盤
し
天
ま
し　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸
か

①
最
上
段
（
五
六
頁
か
ら
）
の
歌
人
と
和
歌

　
　
①
人
丸　
　
　

た
徒
多
川　

紅
葉
々
奈
可
類

神
奈
飛
乃　

御
室
乃
山
耳　

時
雨
布
累
ら
し　
銘
な
し
（
印
）
霊
海

　
　
①
躬
恒　
　

寸
美
よ
し
能　

松
を
秋
可
勢
（
風
）

吹
可
羅
尓　

聲
う
知
曽
ふ
類

興
津
し
ら
浪　
銘
な
し
（
印
）
霊
海

　
　
①
素
性
法
師　

を
と
尓
の
ミ
き
く
乃　

白
露

よ
累
盤
を
支
て　

ひ
る
ハ
思
日
尓

あ
へ
数
个
ぬ
へ
し　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

　
　
①
公
忠
朝
臣　

登
の
毛
梨
能
と
も
乃　

宮
徒
こ

心
あ
ら
者　

古
の
春
ハ
可
里

朝
き
よ
め
寸
那　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

　
　
①
兼
盛　

忍
布
れ
と
色
尓　

出
耳
个
利

我
恋
ハ
毛
の
や　

お
毛
ふ
と

人
の
と
ふ
ま
天　
銘
な
し
（
印
）
霊
海

　
　
①
貫
之　

む
寸
ふ
手
乃
し
徒
久
尓　

に
古
流

山
乃
井
能　

あ
可
天
も　

人
耳

わ
可
れ
ぬ
る
可
奈　
銘
な
し
（
印
）
霊
海

　
　
①
遍
昭
僧
正　

い
曽
乃
可
ミ
布
留
能　

山
邊
の

佐
久
ら
花　

う
へ
个
む
時
を

し
る
人
曽
奈
支　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

　
　
①
友
則　

夕＊

久
れ
盤　

蛍
よ
り
个
尓

も
由
連
と
も　

光
見
年
ハ
や

人
乃
徒
れ
奈
起　
銘
な
し
（
印
）
霊
海

【
参
考
】

＊
夕
く
れ
ば
・
夕
さ
れ
ば

＊
山
路
・
や
ま
べ

②
＊
印

最
上
段
（
五
六
頁
か
ら
）
の
歌
人
と
和
歌

　
　
②
＊
業
平

月
や
阿
良
ぬ　

春
や
む
可
し
乃

春
奈
良
怒　

わ
可
身
悲
と
つ
盤

毛
と
能
身
尓
し
て　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

　
　
②
＊
斎
宮
女
御

袖
尓
さ
へ　

秋
乃
ゆ
ふ
へ
盤

志
ら
禮
个
里　

き
え
し
浅
茅
可

露
を
可
遣
徒
　々
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

　
　
②
＊
小
野
小
町　

和
ひ
奴
連
ハ
身
を　

う
き
草
の

称
を
た
え
天　

さ
曽
ふ
水
あ
ら
ハ

い
奈
ん
と
曽
思
ふ　
銘
な
し
（
印
）
傳
陸

三
十
六
歌
仙
和
歌

(62)



　
　

正
月

打
奈
飛
き

　

春
久
類
風
乃
色
那
れ
や

　

日
を
経
て
曽
む
留
青
柳
の
糸

春
き
て
ハ

　

幾
日
毛
す
き
ぬ
朝
戸
出
耳

　

鶯
き
ゐ
る
窓
の
村
竹 　
（
印
）
逃
禅

　
　

二
月　
（
印
）
逃
禅

可
佐
し
お
る

　

道
行
人
乃
た
毛
と
満
て

　

さ
く
ら
尓
匂
ふ
き
佐
ら
支
の
曽
ら

狩
人
乃
可
す
ミ
尓
多
と
る

　

春
の
日
越

　

妻
と
ふ
き
し
の
声
尓
多
つ
ら
ん

　
　

三
月　
（
印
）
逃
禅

行
春
乃
可
多
み
と
や
佐
く
藤
の
花

　

曽
越
多
尓
後
の
色
能
ゆ

　

可
里
尓

寸
ミ
禮
佐
く
ひ
者
梨
乃
と
こ
尓

　

や
と
可
里
て
墅
を
那
つ
可
し
ミ

　

く
ら
す
春
可
奈

 

正
月　

柳　
　
　

う
ち
な
び
き
春
く
る
か
ぜ
の
色
な
れ
や

日
を
へ
て
そ
む
る
青
柳
の
い
と

 

正
月　

鶯

春
き
て
は
い＊

く
夜
も
す
ぎ
ぬ
朝
と
い
で
に　
　

鶯
き
ゐ
る
里＊

（
窓
）
の
村＊

（
群
）
竹　
　
　
　
　
　

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
八
四
・
一
九
九
六　

藤ふ
じ
わ
ら
の
さ
だ
い
え

原
定
家

 

二
月　

桜　
　
　

か
ざ
し
を
る
道
行
人
の
た
も
と
ま
で

桜
に
匂
ふ
き
さ
ら
ぎ
の
空

 

二
月　

雉

か
り
人
の
か
す
み
に
た
ど
る
春
の
日
を

つ
ま
ど
ふ
雉
の
こ
ゑ
に
た
つ
ら
ん

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
八
五
・
一
九
九
七　

藤
原
定
家

 

三
月　

藤　
　
　

ゆ
く
春
の
か
た
見
と
や
さ
く
藤
の
花

そ
を
だ
に
後
の
色
の
ゆ
か
り
に

 

三
月　

雲
雀

す
み
れ
さ
く
ひ
ば
り
の
床
に
や
ど
か
り
て

野
を
な
つ
か
し
み
く
ら
す
春
か
な

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
八
六
・
一
九
九
八　

藤
原
定
家

【
参
考
】　　

　

同
和
歌
花
鳥
図
は
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
か
ら
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）、
京
都
か
ら
江
戸
期
へ
と
四
〇
年
に
渉
る
乾
山
の
道

程
を
示
す
作
品
で
あ
る
。
年
月
の
重
さ
、
工
人
・
絵
師
の
手
を
借

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
鳴
滝
窯
時
代
に
比
し
、
自
ら
の
手
を

頼
り
と
し
た
江
戸
入
谷
村
時
代
、
無
理
の
な
い
書
画
一
致
の
芸
域

が
顕
れ
る
。

角
皿
「
十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥

図
」（
三
月
）

＊
い
く
日
・
い
く
夜

＊
窓
・
里

＊
村
竹
・
群
竹

光
琳
書「
十
二
ヵ
月
和
歌
」（「
小

西
家
文
書
」）

十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
（
寛
保
癸
亥
・
三
年
・
一
七
四
三
）

色
彩
画
：
和
歌
　
―
草
花
竹
木
図
―

乾
山
八
一
歳

正
月

二
月

三
月

　

十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
は
も
と
画
帖
で
あ
っ

た
。
彩
色
は
控
え
め
、
絵
の
見
所
に
配
慮
し
和

歌
を
散
ら
す
が
、
五
分
五
分
の
書
・
画
空
間
の

捉
え
方
に
乾
山
ら
し
さ
が
窺
わ
れ
る
。

尾形乾山の書画(63)



　
　

四
月　
（
印
）
逃
禅

白
妙
乃
衣　

本
す
て
ふ
夏
の
き
て

　

可
起
年
も
た
者
尓
咲
る

　

夘
花

本
と
ゝ
き
す
志
の
ふ
能
里
尓

　

佐
と
奈
れ
よ
満
多
夘
の
花
乃　
　

　

さ
月
ま
つ
古
ろ

　
　

五
月

時
鳥
奈
く
や
さ
月
の

　

や
と
可
本
尓　

可
奈
ら
す
匂
ふ

　

軒
能
た
ち
者
奈 

 
槙
の
戸
越
た
ゝ
具
水
鶏
乃
あ
希
保
の
尓

　

人
や
あ
や
め
能

　

軒
の
う
徒
り
香　
（
印
）
逃
禅

　
　

六
月　
（
印
）
逃
禅

大
可
多
能　

日
可
希
尓
い
と
ふ

　

み
奈
徒
き
乃　

曽
ら
さ
へ
お
し
支

　

と
古
那
徒
の
花

み
し
可
夜
の
鵜
川
尓
の
本
る

　

可
々
梨
火
能

　

者
や
く
過
ゆ
く
ミ
奈
月
の
曽
ら

 

四＊

月　

卯
花

白
妙
の
衣
ほ
す
て
ふ
夏
の
き
て

か
き
ね
も
た
わ
に
さ
け
る
卯
花

 

四
月　

郭＊

公

郭
公
し
の
ぶ
の
里
に
さ
と
な
れ
よ

ま
だ
卯
の
花
の
さ
月
ま
つ
比

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
八
七
・
一
九
九
九　

藤
原
定
家

 

五
月　

盧
橘

郭
公
な
く
や
さ
月
の
や
ど
が
ほ
に

か
な
ら
ず
匂
ふ
軒
の
た
ち
ば
な

 

五
月　

水
鶏

ま
き
の
戸
を
た
た
く
く
ひ
な
の
明
ぼ
の
に

人
や
あ
や
め
の
軒
の
う
つ
り
が

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
八
八
・
二
〇
〇
〇　

藤
原
定
家

 

六
月　

常
夏

お
ほ
か
た
の
日
影
に
い
と
ふ
み
な
月
の

空
さ
へ
を
し
き
と
こ
な
つ
の
花

 

六
月　

鵜＊

み
じ
か
夜
の
う
河
に
の
ぼ
る
か
が
り
火
の

は
や
く
す
ぎ
行
く
み
な
月
の
空

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
八
九
・
二
〇
〇
一　

藤
原
定
家

＊
絵
画
「
十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥

図
」
四
月

　
　
「
子
規　
　
（
印
）
逃
禅

本
と
ゝ
支
数
志
の
ふ
乃
里
尓
佐

と
奈
連
よ　

満
多
夘
花
乃
さ
月

万
つ
比

　
　

四
月　

夘
花

白
妙
乃
衣
本
寸
て
ふ
夏
の
き
て

　

可
き
称
も
た
者
尓
咲
累
夘
の

花
」
と
あ
る
。

＊
子
規
・
郭
公

　

乾
山
画
「
六
月
」
は
左
図

『
光
琳
百
図
』
に
似
た
構
図
で

あ
る
。
光
琳
画
稿
に
本
居
が
あ

ろ
う
。

＊
鵜
飼
図
『
光
琳
百
図
』
上
文

化
一
二
年
刊

四
月

五
月

六
月

(64)



　
　

七
月　
（
印
）
逃
禅

秋
奈
ら
て
誰
毛　

あ
ひ
ミ
ぬ
女
郎
花

　

契
り
や
を
き
し

　

本
し
合
乃
曽
ら

奈
可
き
夜
尓
者
年
を
奈
ら
ふ
る

　

ち
き
り
と
て
秋
ま
ち
渡
留

　

可
さ
ゝ
き
の
者
し

　
　

八
月　
（
印
）
逃
禅

奈
可
免
徒
々

　

秋
の
奈
可
者
も
す
支
の
戸
尓　

　

ま
つ
本
と
し
る
き
初
可
里
の
声

秌
た
希
ぬ
い
可
奈
類
色
と

　

吹
風
尓　

や
可
て
う
つ
ろ
ふ

　

毛
と
あ
ら
乃
萩

　
　

九
月　
（
印
）
逃
禅

花
す
ゝ
き　

　

草
乃
た
毛
と
の　

露
希
さ
越　

　

数
て
ゝ
久
れ
ゆ
く　

秋
乃
徒
連
奈
佐

人
め
さ
へ
い
と
　ゝ

　

布
可
久
さ　

可
禮
ぬ
と
や

　

冬
万
徒
霜
耳　

宇
つ
ら
奈
く
ら
ん

 

七
月　

女
郎
花

秋
な
ら
で
た＊

れ
に
（
も
）
あ
ひ
み
ぬ
を
み
な
へ
し

契
や
お
き
し
星
合
の
空

 

七
月　

鵲

な
が
き
夜
に
は
ね
を
な
ら
ぶ
る
契
と
て

秋
待
ち
え＊

（
わ
）
た
る
鵲
の
は
し

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
九
〇
・
二
〇
〇
二　

藤
原
定
家

 

八
月　

初
雁

な＊

が
め
や
る
（
つ
つ
）
秋
の
半
も
す
ぎ
の
戸
に

ま
つ
ほ
ど
し
る
き
初
か
り
の
声　

 

八
月　

鹿
鳴
草　
　
　
　
　
　
　
　

秋
た
け
ぬ
い
か
な
る
色
と
ふ
く
風
に

や
が
て
う
つ
ろ
ふ
も
と
あ
ら
の
萩

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
二
〇
〇
三
・
一
九
九
一　

藤
原
定
家

 

九
月　

薄

花
す
す
き
草
の
た
も
と
の
露
け
さ
を

す
て
て
暮
行
く
秋
の
つ
れ
な
さ

 

九
月　

鶉

人
め
さ
へ
い
と
ど
ふ
か
く
さ
か
れ
ぬ
と
や

冬
ま
つ
霜
に
う
づ
ら
な
く
ら
ん

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
九
二
・
二
〇
〇
四　

藤
原
定
家

【
参
考
】

　
「
元
禄
十
五
の
と
し
十
二
月
朔
日
」
と
銘
し
た
や
き
も
の
（
角

皿
）
製
作
か
ら
、
江
戸
へ
下
向
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
描
い

た
「
十
二
ヵ
月
和
歌
」
画
帖
で
あ
る
。
作
陶
・
作
画
、
同
一
画
題

で
あ
っ
て
も
陶
の
実
績
が
あ
り
、
小
画
面
の
書
・
画
は
自
づ
と
融

和
、
乾
山
の
巧
み
な
解
釈
が
新
た
な
趣
き
を
添
え
る
。

＊
た
れ
も
・
た
れ
に

＊
わ
た
る
・
え
た
る

＊
な
が
め
つ
つ
・
な
が
め
や
る

七
月

八
月

九
月

　

十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
は

『
鴫
羽
掻
』（
元
禄
四
年
刊
）
に

一
つ
の
典
型
が
示
さ
れ
た
。

　

定
家
時
代
は
二
四
図
、
土
佐

派
に
お
い
て
も
古
く
は
花
図

一
二
枚
、
鳥
図
一
二
枚
の
構
成

で
あ
っ
た
が
、
探
幽
は
土
佐
派

様
式
を
習
得
、
同
主
題
を
一
二

枚
に
図
一
・
和
歌
二
首
を
描

く
こ
と
を
考
案
す
る
。
以
後
こ

の
形
式
が
主
流
と
な
る
が
、
光

起
・
探
幽
・
素
軒
・
宗
謙
・
光

琳
・
永
敬
、
烏
丸
光
廣
画
巻
な

ど
が
伝
世
。

　

乾
山
焼
に
も
表
に
彩
絵
、
裏

に
和
歌
を
書
し
た
角
皿
が
あ

る
。
絵
図
は
乾
山
の
い
う
絵
師

の
「
つ
け
た
て
法
」
で
あ
っ

た
が
、
上
段
画
帖
（
現
在
は
一

枚
ご
と
）
は
乾
山
自
ら
の
解
釈

に
よ
る
簡
略
化
し
た
構
成
、
明

快
な
モ
チ
ー
フ
、
控
え
め
な
色

調
、
無
造
作
な
書
の
散
ら
し
書

き
に
特
徴
が
あ
る
。

　
「
小
西
家
文
書
」
に
は
光
琳

筆
「
十
二
ヵ
月
」
漆
芸
図
案
が

残
る
。
印
籠
の
下
図
で
あ
る

が
、
意
匠
化
、
工
芸
化
の
手
法

が
わ
か
り
、
和
歌
・
書
と
も
に

定
家
盛
行
の
折
り
、
江
戸
中
期

に
は
大
い
に
も
て
囃
さ
れ
た
主

題
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。

尾形乾山の書画(65)



　
　

十
月　
（
印
）
逃
禅

神
無
月　

霜
夜
乃　

菊
の
尓
本
者
す
盤

　

秋
の
可
多
ミ
尓

　

那
尓
を
を
可
ま
し

夕
日
影
む
れ
多
る　

　

田
靏
盤　

さ
し
奈
可
ら　

　

時
雨
の
雲
曽　

山
め
く
梨
す
類

　
　

霜
月　
（
印
）
逃
禅

冬
の
日
ハ
木
草
の
こ
さ
ぬ

　

霜
乃
色
を
葉
可
へ
ぬ
枝
の

　

花
曽
満
可
ふ
る

千
鳥
奈
く
可
毛
の
川
瀬
の

　

夜
半
の
月　

飛
と
つ
尓
見
可
く

　

山
あ
ゐ
の
袖

　
　
　
　

紫
翠
深
省
八
十
一
歳
冩

　
　

十
二
月　
　
　
　
　
（
印
）
逃
禅

色
宇
津
む
垣
祢

　

の
雪
の
古
ろ
奈
可
ら 

　

年
の
古
奈
多
尓
匂
ふ
梅
可
枝

奈
可
め
数
る
池
の
氷
尓
布
る
雪
能

　

可
佐
奈
留
と
し
を

　

お
し
乃
毛
衣

 

十
月　

残
菊

神
な
月づ

き

し
も
夜
の
菊
の
に
ほ
は
ず
は

秋
の
か
た
み
に
な
に
を
お
か
ま
し

 

十
月　

鶴

ゆ
ふ
日
影
む＊

れ
た
つ
（
る
）
た
づ
は
さ
し
な
が
ら

時
雨
の
雲
ぞ
山
め
ぐ
り
す
る

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
九
三
・
二
〇
〇
五　

藤
原
定
家

 

十＊

一
月　

枇
杷

冬
の
日び

は
木こ

ぐ
さ草

の
こ
さ
ぬ
霜
の
色
を

は
が
へ
ぬ
枝
の
花
ぞ
ま
が
ふ
る

 

十
一
月　

千
鳥

千
鳥
な
く
か
も
の
河
せ
の
夜
は
の
月

ひ
と
つ
に
み
が
く
山
あ
ゐ
の
袖

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
九
四
・
二
〇
〇
六　

藤
原
定
家

 

十
二
月　

早
梅

色
う
づ
む
か
き
ね
の
雪
の
花＊

（
こ
ろ
）
な
が
ら

年
の
こ
な
た
に
匂
ふ
梅
が
え

 

十
二
月　

水
鳥

な
が
め
す
る
池
の
氷
に
ふ
る
雪
の

か
さ
な
る
年
を
を
し
の
毛
ご
ろ
も

 

『
拾
遺
愚
草
』
中
一
九
九
五
・
二
〇
〇
七　

藤
原
定
家

【
参
考
】

　
「
十
二
月
」
図
に
は
乾
山
最
晩
年
「
八
十
一
歳
」
の
落
款
が
あ

る
。
印
は
「
逃
禅
」、
逃
禅
は
江
戸
に
お
い
て
絵
画
（
乱
箱
を
含
む
）

に
使
用
、
京
都
時
代
を
通
じ
陶
磁
器
に
は
用
い
て
い
な
い
。
文

人
意
識
を
物
語
る
が
、
絵
画
山
水
図
画
讃
、
漢
詩
引
首
印
に
も

あ
り
、
作
品
の
真
贋
如
何
が
問
題
と
な
る
。

＊
む
れ
た
る
・
む
れ
た
つ

＊
霜
月
・
十
一
月

＊
こ
ろ
な
が
ら
・
花
な
が
ら

渡
邊
始
興　

紅
白
梅
図
部
分 

興
福
院
霊
室

   

十
二
月
拡
大
図

十
月

十
一
月

　

左
図
は
、渡
邊
始
興
筆
「
紅

白
梅
図
」
垣
根
の
雪
部
分
の

拡
大
図
で
あ
る
。
乾
山
焼
角

皿
「
十
二
月
」
に
同
じ
描
写

を
認
め
る
が
、
始
興
は
町
絵

師
時
代
、
乾
山
窯
絵
師
渡
邊

素
信
と
称
し
た
も
の
か
と
推

測
す
る
。
京
都
の
人
、
通
称

求
馬
、
狩
野
派
に
学
び
、
光

琳
風
を
慕
い
、
の
ち
一
家
を

成
す
が
、
近
衛
家
家
士
と
な

り
、
予
樂
院
に
近
仕
（『
古
画

備
考
』）、
伝
記
は
同
家
に
仕

え
て
以
後
に
明
ら
か
に
な
る
。

禁
裏
御
用
も
勤
め
る
が
、
筆

法
・
技
法
・
構
図
・
彩
色
な

ど
、
表
現
の
正
統
性
を
重
視
。

雪
舟
風
・
宗
達
風
・
光
琳
風

の
画
風
に
特
色
が
あ
る
。

十
二
月

(66)



　

曽
能
澤
尓
可
起
徒
者
多

　

い
と
お
も
し
ろ
久
咲
多
李

　

そ
れ
を
み
て
あ
る
人
の
い
者
く

　

可
き
つ
は
た
と
い
ふ
五
文
字
越

　

句
乃
可
ミ
尓
春
へ
て
旅
の
心
を

　

よ
め
と
い
ひ
个
れ
者　

与
め
類

唐
衣　

支
徒
々
奈
れ
尓
し
つ
万
し
あ
れ
者

者
流
〳
〵
き
ぬ
る　

多
飛
を
し
曽
思
婦

　
　

紫
翠
㴱
省
寫
之
（
印
）
習
静
堂
・
深
省

　　

曽
能
澤
尓
可
起
徒
者
多

　

い
と
お
も
し
ろ
久
咲
多
李

　

そ
れ
を
み
て
あ
る
人
の
い
者
く

　

可
き
つ
は
た
と
い
ふ
五
文
字
越

　

句
乃
可
ミ
丹
春
へ
て
旅
の
心
を

　

よ
め
と
い
ひ
个
れ
者　

与
め
類

唐
衣

支
徒
々
奈
れ
尓
し
つ
万
し
あ
禮
者

者
流
〳
〵
き
ぬ
る　

多
飛
を
し
曽
思
婦

　
　

紫
翠
㴱
省
寫
之
（
印
）
不
明
・
深
省
か

　
（
図
）
八
つ
の
橋
と
咲
き
乱
れ
る
杜
若
を
描

く
。
板
橋
は
一
般
に
三
折
、
五
折
な
ど
必
ず

屈
折
し
て
描
き
、
景
に
興
を
添
え
る
。

　
『
伊
勢
物
語
』（
九
段
）
業
平
の
東
下
り
を

主
題
と
す
る
が
、
橋
・
杭
・
杜
若
の
モ
チ
ー

フ
に
限
定
。
濃
淡
に
よ
っ
て
花
葉
の
重
な
り
、

量
感
な
ど
を
表
現
。
書
の
散
ら
し
方
も
八
つ

に
分
か
れ
水
の
流
れ
に
見
立
て
た
も
の
か
。

唐
衣
は
業
平
の
思
い
を
寄
せ
た
二
條
后
高た
か
い
こ子

の
着
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

 

あ
づ
ま
の
方
へ
友と

も

と
す
る
人ひ

と

ひ
と
り　

ふ
た
り
い
ざ
な
ひ
て

 

い
き
け
り　

み
か
は
の
く
に
や
つ
は
し
と
い
ふ
所と

こ
ろに
い
た
れ
り
け
る

に

　

そ
の
河＊

か
わの

ほ
と
り
に
か
き
つ
ば
た

　

い
と
お
も
し
ろ
く

　

さ＊

け
り
け
る
を
見み

て　

木き

の
か
げ
に
お
り
ゐ
て

　

か
き
つ
ば
た
と
い
ふ
い
つ
も
じ
を

　

く
の
か＊

し
ら
に
す＊

ゑ
て
た
び
の
心こ
こ
ろを

　

よ＊

ま
む
と
て
よ
め
る

唐・
か
ら
ご
ろ
も

衣　

き・

つ
つ
な
れ
に
し
つ・

ま
し
あ
れ
ば

は・

る
ば
る
き
ぬ
る
た・

び
を
し
ぞ
思お

も

ふ

 

『
伊い

せ
も
の
が
た
り

勢
物
語
』
第
九
段
一
〇

 

『
古こ

き
ん
わ
か
し
ゅ
う

今
和
歌
集
』
第
九
羈
旅
歌
四
一
〇　

在あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平

 

伊
勢
物
語
に
い
は
く　

こ
こ
を
八や

つ
は
し橋

と
い
ひ
け
る
は

 

水
行
く
川
の
蜘く

も

で
蛛
手
な
れ
ば
橋
を
八
つ
渡
せ
る
な
り

　

其そ
の
さ
わ澤
に
杜か
き
つ
ば
た
若
い
と
面お
も
し
ろ白
く
咲さ

き
乱み
だ

れ
た
る
を
あ
る
人

　

か
き
つ
ば
た
と
い
う
五い
つ

文も

じ字
を
句く

の
上か
み

に
置お

き
て

　

旅
の
心
を
よ
め
と
言
ひ
け
れ
ば

唐
衣
着
つ
ゝ
な
れ
に
し
妻
し
あ
れ
ば

は
る
ば
る
来
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ

 

こ
れ
在
原
の
業
平
の
此
杜
若
を
よ
み
し
歌
な
り

【
参
考
】

　

謡
曲
「
杜
若
」
は
、
東
国
へ
下
る
僧
が
三
河
国
八
橋
に
て
里

の
女
に
出
会
い
、『
伊
勢
物
語
』
の
業
平
に
因
む
故
事
を
耳
に
す

る
。
女
は
草
木
成
仏
し
た
杜
若
の
精
で
あ
っ
た
が
、
八
橋
は
三

河
国
、
今
日
の
愛
知
県
知ち
り
ゅ
う立

市
に
位
置
し
、
水
路
が
蜘
蛛
手
の

よ
う
に
八
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
架
け
ら
れ
た
橋
に
よ
っ

て
八
橋
の
名
が
生
じ
た
と
い
う
。
高
子
后
と
の
関
係
か
ら
都
を

追
わ
れ
東
国
へ
下
る
業
平
が
和
歌
を
詠
じ
た
所
と
さ
れ
、『
伊
勢

物
語
』『
古
今
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

＊
澤
・
河

＊
咲
た
り
そ
れ
を
み
て
あ
る

人
の
い
は
く
・
さ
け
り
け
る

を
見
て
木
の
か
げ
に
お
り
ゐ

て
・
咲
き
乱
れ
た
る
を
あ
る

人＊
か
み
・
か
し
ら

＊
す
え
て
・
お
き
て

＊
よ
め
と
い
ひ
け
れ
ば
・
よ

ま
む
と
て

和
歌
に
施
し
た
「
―・

」
印
は

合
わ
せ
て
「
か
き
つ
は
た
」

と
読
み
、
画
題
と
な
る
。

『
伊
勢
物
語
』
慶
長
一
三
年
刊

大
東
急
記
念
文
庫

光
琳　

燕
子
花
図
下
絵
（「
小

西
家
文
書
」）
大
阪
市
立
美
術
館

八
橋
図
（
筆
年
不
明
）

八
橋
図
（
筆
年
不
明
）

尾形乾山の書画(67)



花
登
以
へ
者　

千
種
南
可
羅
耳

あ
た
那
ら
ぬ　

色
香
尓
宇
徒
類

墅
邊
乃
露
可
奈

　
　

京
兆
逸
民
紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海

　
（
図
）
花
籠
に
盛
ら
れ
た
秋
花
を
描
く
。
女

郎
花
・
桔
梗
・
菊
・
薄
な
ど
が
あ
る
。

堂
知
残
す　

錦
以
具
む
ら　

秌
萩
乃

花
尓
お
く
あ
類　

宮
き
の
ゝ
原

　
　

京
城
紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海

堂
知
残
す　

錦
以
具
む
ら　

秌
萩
乃

花
尓
お
く
あ
類　

宮
き
の
ゝ
原

　
　

紫
翠
㴱
省
八
十
歳
（
印
）
深
省

　
（
図
）
秋
を
代
表
す
る
萩
の
群
れ
を
描
く
。

扇
面
に
は
図
は
な
く
和
歌
の
み
が
あ
る
。

能
古
累
日
乃

宇
数
支
可
遣
よ
梨　

咲
出
て

草
の
戸
涼
し　

夕
顔
乃
花

　
　

紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海

能
古
累
日
乃

　
　

紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海

　
（
図
）
夕
顔
の
白
い
花
と
緑
の
蔓
・
葉
を
描
く
。

茶
碗
図
は
実
隆
和
歌
か
ら
初
句
の
み
を
と
り
出

し
、
そ
の
文
様
に
夕
顔
を
描
い
た
も
の
。

＊
絵
画
扇
面
「
は
な
と
い
へ

ば
」 

京
兆
逸
民
紫
翠
㴱
省
（
印
）

逃
禅

小
袖
萩
文
様
『
音
羽
の
滝
』

元
文
二
年
刊

＊
絵
画
花
籠
図
「
は
な
と
い
へ

ば
」『
乾
山
遺
墨
』

＊
絵
画
萩
図
「
た
ち
残
す
」『
乾

山
遺
墨
』

 

夏
日
詠
百
首
和
歌
勅
点
竝
冷
泉
亜
相
政
為
卿
点
題
自
撰
文
集

 

句
題　

秋
二
十
首

 

秋
露
草
花
香

は＊

な
と
い
へ
ば
ち
く
さ
な
が
ら
に
あ
だ
な
ら
ぬ

色い
ろ
か香

に
う
つ
る
野の

べ
の
露つ

ゆ

か
な 
 

『
雪
玉
集
』
第
八
・
三
〇
八
二　

三
条
西
実
隆

 

萩は
ぎ
ぜ
ん
せ
い

漸
盛

 

享き
ょ
う
ろ
く
禄
七
廿
五
続し

ょ
く
せ
ん
撰
三

た＊

ち
残
す
錦に

し
きい

く
む
ら
秋
は
ぎ
の

花
に
お
く
あ
る
宮み
や
ぎ木
の
の
原

 

『
雪
玉
集
』
第
三
・
秋
一
〇
〇
一　

三
条
西
実
隆

 

夕ゆ
ふ
が
ほ顔

残＊
の
こる
日ひ

の
う
す
き
か
げ
よ
り
咲さ
き

出い

で
て

草く
さ

の
戸と

す
ず
し
夕
が
ほ
の
花

 

『
雪
玉
集
』
第
二
・
夏
八
三
〇　

三
条
西
実
隆

【
参
考
】

１
、「
秋
露
草
花
香
」
は
、
秋
花
千
草
に
宿
る
露
を
歌
の
心
に
、

美
し
い
そ
の
色
香
を
愛
で
る
思
い
を
い
う
が
、
中
国
で
は
八
仙
人

の
一
人
韓か
ん
し
ょ
う
し

湘
子
が
花
籠
を
手
に
つ
ね
に
花
の
命
の
短
い
こ
と
を
歌

っ
た
故
事
が
伝
承
す
る
。

２
、
扇
面
画
は
多
く
や
ま
と
絵
絵
師
が
描
く
が
、
室
町
末
期
か
ら

桃
山
期
に
は
土
佐
派
、
狩
野
派
、
漢
画
絵
師
ら
に
よ
る
扇
面
画
も

作
ら
れ
る
な
ど
、
本
来
扇
絵
は
贈
答
用
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
伝

承
す
る
。

＊
短
冊
「
残
る
日
の
」『
乾
山

遺
墨
』

夕
顔
図
（
筆
年
不
明
）

萩
図
（
筆
年
不
明
）

花
籠
図
（
筆
年
不
明
）

八
〇
歳

萩
図
扇
面
和
歌

夕
顔
茶
碗
図

（
筆
年
不
明
）
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紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海

う
へ
た
て
　ゝ

曽
乃
世
盤
佐
そ
と

秋
の
花　

墅
乃
宮
人
能

あ
と
も
奈
徒
可
し

　
　

紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
深
省

う
へ
た
て
　ゝ

曽
乃
世
盤
佐
そ
と

秋
の
花　

墅
乃
宮
人
能

あ
と
も
奈
徒
可
し

　
（
図
）
歌
意
を
含
み
、
籠
に
盛
ら
れ
た
溢
れ

ん
ば
か
り
の
桔
梗
・
女
郎
花
な
ど
、
秋
の
花
を

描
く
。

閑
々
類
し
も
我
秋
南
ら
ぬ

松
風
や
知
累
を
う
ら
み
乃

蔦
能
紅
葉
　々

　
　

紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
深
省

　
（
図
）
霜
を
受
け
、
日
に
日
に
赤
く
染
ま
る

蔦
の
葉
の
、
風
に
揺
ら
れ
て
散
る
姿
を
惜
し
む

思
い
。

知
き
梨
あ
れ
や　

本
布
木

阿
万
た
の
蔦
能
葉
毛

松
乃
う
へ
尓
盤　

色
古
と
に
し
て

　
　

華
洛
紫
翠
深
省
八
十
一
歳
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
深
省

　
（
図
）
常
磐
の
松
に
か
か
る
蔦
紅
葉
。

 

翫し
ゅ
う
か
を
め
で
る

秋
花

う＊

ゑ
た
て
し
そ
の
世よ

は
さ
ぞ
と
秋
の
花

野
の
宮み
や
び
と人

の
跡あ

と

も
な
つ
か
し

 

『
雪
玉
集
』
第
三
・
秋
一
〇
三
六　

三
条
西
実
隆

 

蔦つ
た　

文ぶ
ん
き亀
三
九
御お

ん
つ
き
な
み

月
次

か
か
る
し
も
わ
が
あ
き
な
ら
ぬ
松ま

つ
か
ぜ風

や 

ち
る
を
う
ら
み
の
蔦
の
も
み
ぢ
ば　

 
 

 

『
雪
玉
集
』
第
三
・
秋
一
四
四
七　

三
条
西
実
隆

 

春か
す
が
の
ば
い

日
陪　

春か
す
が
し
ゃ
だ
ん
ひ
ゃ
く
し
ゅ
の
わ
か
を
よ
む

日
社
壇
詠
百
首
和
歌　

松ま
つ

契ち
ぎ
りり

あ
れ
や
は＊

ふ
き
あ
ま
た
の
蔦
の
は
も

松
の
上
に
は
色
こ
と
に
し
て

 

『
雪
玉
集
』
第
十
・ 

四
二
一
六　

三
条
西
実
隆

【
参
考
】

１
、「
野の
の
み
や
び
と

宮
人
」
は
、
野
の
「
宮
」
に
仕
え
る
人
を
い
う
。「
野
宮
」

は
皇
女
が
斎
宮
、
斎
院
に
な
る
折
り
、
潔
斎
の
た
め
に
一
年
間
籠

る
仮
宮
殿
の
こ
と
で
あ
る
。
斎
宮
は
嵯
峨
、
斎
院
は
紫
野
に
あ
っ

た
が
、
神
に
仕
え
る
意
味
も
あ
り
清
浄
質
素
、
黒
木
の
鳥
居
に
小

柴
垣
が
構
え
と
さ
れ
た
。
斎
宮
、
斎
王
は
未
婚
の
内
親
王
・
女に
ょ
お
う王

で
あ
る
が
、
天
皇
の
代
変
わ
り
の
折
り
任
ぜ
ら
れ
て
伊
勢
神
宮
に

奉
仕
す
る
な
ど
、
伊
勢
の
大お
お
が
み神
に
仕
え
る
こ
と
は
垂す
い
に
ん仁
天
皇
（
前

二
九
―
七
〇
）
か
ら
後
醍
醐
天
皇
（
一
三
一
八
―
一
三
三
九
）
代
ま
で
つ

づ
き
、
野
宮
は
九
月
上
旬
吉
日
を
卜ぼ
く

し
て
下
る
こ
と
が
恒
例
で
あ

っ
た
。

２
、
蔦
は
秋
に
紅
葉
す
る
錦
蔦
（
地
錦
）、
冬
に
落
葉
し
な
い
冬

蔦
に
分
け
ら
れ
る
。
樹
木
や
岩
に
絡
み
つ
き
「
つ
た
う
」
所
か
ら

蔦
と
い
う
が
、
古
来
物
語
や
歌
に
詠
ま
れ
、
駿
河
国
蔦
の
細
道
は

『
伊
勢
物
語
』、
宗
達
の
絵
画
に
も
描
か
れ
た
。

３
、「
は
ふ
き
」
は
這
う
・
つ
た
う
・
ほ
と
・
ほ
や
な
ど
、
寄
生

す
る
植
物
を
表
す
と
い
う
。

＊
う
へ
た
て
ゝ
・
う
ゑ
た
て

し＊「
う
ゑ
た
て
し
」
同
和
歌
は

和
歌
帖
・
陶
板
に
も
あ
る
。

光
琳　

蔦
図
下
絵
（「
小
西
家

文
書
」）

松
（
蔦
）
図
扇
面

蔦
図

（
筆
年
不
明
）

花
籠
図

（
筆
年
不
明
）八

一
歳

花
籠
図

（
筆
年
不
明
）

＊
ほ
ふ
き
・
は
ふ
き

 

右
図
、
扇
面
蔦
図
下
絵
は
光

琳
に
よ
る
宗
達
画
の
模
写
で

あ
る
。
蔦
は
紅
葉
と
同
じ
く
秋

を
代
表
す
る
が
、
蔓
性
落
葉

木
、
巻
き
ひ
げ
が
伸
び
樹
石
・

壁
面
に
絡
み
つ
き
、
そ
の
風
情

を
賞
翫
。
琳
派
の
絵
師
の
得

意
と
し
た
画
題
で
あ
る
。

尾形乾山の書画(69)



花
登
い
者
盤　

可
々
類
を
う
へ
む

庭
毛
世
尓　

何
乃
草
木
も

匂
布
梅
可
香　
（
印
）
傅
陸
か

　
（
図
）
雪
中
、
春
に
魁
け
て
咲
く
梅
を
描
く
。

山
可
徒
乃　

可
き
保

有
と
毛
折
々
耳　

あ
者
禮
盤
可
希
よ

奈
て
し
古
の
露　
（
印
）
傅
陸

　
（
図
）
撫
子
に
は
片
身
草
の
異
名
が
あ
る
。

愛
し
た
我
が
子
を
失
い
、
そ
の
親
の
哀
し
み

を
込
め
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、『
雪
玉
集
』
に

は
「
夏
牆
」「
山
が
つ
の
か
き
ほ
な
り
と
も
な

で
し
こ
の　

此
ゆ
ふ
か
げ
を
あ
は
れ
と
は
み

む
」
と
し
た
和
歌
が
あ
る
。

行
人
乃　

袖
と
い
ふ
そ
て
尓

う
徒
ろ
飛
天　

あ
者
れ
色
奈
類

墅
邊
能
萩
原　
（
印
）
傅
陸
か

　
（
図
）
乱
れ
咲
く
野
辺
の
萩
を
画
題
と
す
る
。

た
禮
可
さ
天　

称
天
の
あ
さ
け
の

可
へ
留
さ
尓　

岡
邊
乃
雪
の

阿
と
思
ふ
ら
ん

　
　

華
洛
八
十
老
漢
紫
翠
㴱
省
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
霊
海

　
（
図
）
朝
、
積
も
っ
た
雪
に
岡
辺
の
雪
は
如
何

ば
か
り
か
と
思
い
を
馳
せ
る
歌
意
絵
で
あ
る
。

 

冬
日
詠

 

百
首
和
歌
明
応
五
秋
独
定
家
卿
九
月
十
三
夜
内
大
臣
家
百
首
題 

 

建
保
三
年　

春
十
五
首　

庭
梅

花は
な

と
い
は
ば
か
か
る
を
う
ゑ
む
庭に

は

も
せ
に

な
に
の
草く
さ
き木

も
匂に

ほ

ふ
む
め
が
香か

 

『
雪
玉
集
』
第
十
・
三
九
六
一　

三
条
西
実
隆

 

ひ
さ
し
う
せ
う
そ
こ
も
し
侍は

べ

ら
ぬ
を
と
こ
に
を
さ
な
き
子こ

 

な
ど
有あ

り
け
れ
ば　

な
で
し
こ
の
花は

な

を
を
り
て
や
る
と
て

山や
ま
が
つ賤

の
か
き
ほ
荒あ

る
と
も
を
り
を
り
に

哀あ
は
れは
か
け
よ
な
で
し
こ
の
露つ
ゆ

 

『
風＊

ふ
う
よ
う
わ
か
し
ゅ
う

葉
和
歌
集
』
第
十
六
雑
一
・
一
一
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　

源げ
ん
じ氏

の
夕ゆ

う

か
ほ
の
君き

み
（
紫む
ら
さ
き
し
き
ぶ

式
部
）

 

秋
十
五
首　

行こ
う
ろ
の
は
ぎ

路
萩

行ゆ

く
人
の
袖そ
で

と
い
ふ
袖
に
う
つ
ろ
ひ
て

哀あ
は
れい

ろ
な
る
野の

べ
の
萩
は
ら

 

『
雪
玉
集
』
第
十
・
三
九
八
一　

三
条
西
実
隆

 

冬
十
首　

岡お
か
べ
の
ゆ
き

雪

た
れ
か
さ
て
ね
て
の
朝あ
さ

け
の
か
へ
る
さ
に

岡
べ
の
雪
の
あ
と
お
も
ふ
ら
ん

 

『
雪
玉
集
』
第
十
・
四
〇
〇
二　

三
条
西
実
隆

【
参
考
】

　

撫
子
図
は
『
源
氏
物
語
』「
帚
木
」
巻
、
和
歌
で
は
女
が
自
分

を
「
山
が
つ
」、
子
を
「
撫
子
」、
頭
中
将
を
「
露
」
に
擬
し
て
詠
じ
、

私
に
は
疎
遠
で
あ
っ
て
も
、
子
供
に
は
折
々
心
を
か
け
て
や
っ
て

く
れ
と
し
た
意
で
あ
る
。
村
上
天
皇
に
は
次
の
和
歌
が
あ
る
。

　
　

山
が
つ
の
か
き
ほ
に
お
ふ
る
な
で
し
こ
に

　
　

思
ひ
よ
そ
へ
ぬ
時
の
ま
ぞ
な
き
（『
拾
遺
和
歌
集
』
第
十
三
）

　

上
段
、
四
枚
の
絵
画
は
春

に
梅
、
夏
に
撫
子
、
秋
に
萩
、

冬
に
岡
辺
の
雪
を
描
く
四
季

図
で
あ
る
。
各
々
図
に
は
戸

袋
の
引
き
手
跡
が
残
り
、
棚

の
押
絵
と
し
て
戸
袋
に
貼
り

付
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。

　
＊『
風
葉
和
歌
集
』
は
鎌
倉
時

代
の
物
語
歌
撰
集
で
あ
る
。

後
嵯
峨
院
后
の
命
に
よ
る
が
、

文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
成

立
、
院
の
女
房
ら
の
協
力
を

得
る
な
ど
、
為
家
撰
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
二
〇

巻
（
二
巻
は
散
逸
）、
二
〇
〇
余

り
の
物
語
歌
を
集
録
、
仮
名

の
序
を
設
け
て
そ
の
意
義
を

解
説
す
る
が
、
四
季
・
神
祇
・

釈
教
・
離
別
・
羈
旅
・
恋
・

雑
な
ど
に
分
類
、
合
わ
せ
て

一
四
一
八
首
の
和
歌
を
収
め

る
な
ど
、
以
後
こ
の
よ
う
な

大
規
模
な
物
語
歌
撰
集
は
作

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
紅
雪
」「
香
雪
」
は
花
の

落
ち
る
こ
と
を
い
う
。

梅
図

（
筆
年
不
明
）

萩
図

（
筆
年
不
明
）

撫
子
図

（
筆
年
不
明
）

雪
（
岡
辺
）
図

八
〇
歳

(70)



　
　

七
十
八
翁
紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海

阿
可
寸
奈
越　

美
支
李
の
松
乃

千
世
毛
見
無　

知
ら
須
盤
雪
能

花
乃
と
き
波
尓

　
（
図
）
積
も
る
雪
に
耐
え
る
常
盤
木
の
松
、

花
と
見
紛
う
春
の
雪
か
。

佐
曽
飛
古
し　

昕一
ら
尓
波
希
し
起

風
の
音
毛　

絶
て
保
と
婦
累

松
乃
し
羅
雪

　
　

七
十
九
翁
紫
翠
㴱
省
画

　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
霊
海
・
深
省

　
（
図
）
吹
く
風
に
耐
え
、
程
へ
て
つ
も
る
松

の
白
雪
。
艱
難
の
後
の
清
ら
か
な
心
情
。

夕
万
久
禮
可
支
具
毛
李
て
し

巻
向
乃
檜
原
盤
雪
耳

今
朝
晴
尓
希
李　
　

　
　

七
十
九
翁
紫
翠
㴱
省
画

　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
霊
海
・
深
省

　
（
図
）
奈
良
県
桜
井
市
三
輪
東
北
の
山
々
一

帯
を
檜
原
と
い
う
。
春
は
霞
、
冬
は
雪
を
詠

む
こ
と
が
一
典
型
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
　

七
十
九
翁
紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海

竹
の
葉
盤　

宇
数
雪
奈
可
ら　

色
可
へ
て　

し
久
禮
布
李
尓
し

徒
連
南
さ
毛
奈
し

　
（
図
）
う
っ
す
ら
と
雪
が
積
も
り
葉
色
を
変

え
た
竹
の
力
強
さ
、
美
し
さ
を
愛
で
る
。　

 

雪
庭
樹
花

あ＊

か
ず
猶な

お

砌み
ぎ
りの

松
の
千ち

よ代
も
見み

む

ち
ら
ず
は
雪
の
花
の
と
き
は
に

 

『
後ご

み
の
お
い
ん
ぎ
ょ
し
ゅ
う

水
尾
院
御
集
』
冬
六
四
七　

後ご
み
の
お
い
ん

水
尾
院

 

松ま
つ
の
ゆ
き
雪

さ＊

そ
ひ
こ
し
空そ

ら

に
は
げ
し
き
風
の
音
も

絶た
え

て
程ほ

ど

ふ
る
松
の
し
ら
雪

 

『
雪
玉
集
』
第
四
・
冬
一
七
〇
〇　

三
条
西
実
隆

 

常と
き
は
ぎ
の
ゆ
き

磐
木
雪　

文
亀
二
十
一
御
月
次

夕＊

ま
ぐ
れ
か
き
く
も
り
て
し
巻ま

き
む
き向

の

檜ひ
ば
ら原
は
雪
に
今け

さ朝
は
れ
に
け
り　
　

 

『
雪
玉
集
』
第
四
・
冬
一
七
〇
五　

三
条
西
実
隆

　

 

竹た
け
の
ゆ
き

雪　

永え
い
し
ょ
う

正
九
六
月
日
朝あ

さ
く
ら
さ
だ
か
げ
の
つ
い
ぜ
ん

倉
貞
景
追
善
に

 

人ひ
と
び
と人

に
す
す
め
し
歌

竹
の
葉は

は
う
す
雪
な
が
ら
色
か
へ
て

し
ぐ
れ
ふ
り
に
し
つ
れ
な
さ
も
な
し 

 

『
雪
玉
集
』
第
四
・
冬
一
七
〇
二　

三
条
西
実
隆

【
参
考
】

１
、
後ご

み（
ず
）の
お
い
ん

水
尾
院
に
は
「
雪
庭
樹
花
」
と
題
し
た
他
の
和
歌
一
首

が
あ
る
。「
今
さ
ら
に
匂
は
ぬ
花
の
恨
あ
れ
や　

み
か
き
の
柳
雪

に
な
び
き
て
」　
（
冬
六
四
八
後
水
尾
院
）。
欄
外
に
載
せ
た
雪
松
図

と
は
構
図
・
構
成
、
和
歌
・
書
も
同
一
で
あ
る
。

２
、「
常
磐
木
雪
」
と
題
し
た
他
の
一
首
に
は
以
下
の
和
歌
が
あ

る
。「
待
つ
雪
の
あ
さ
け
の
山
の
小
松
原　

か
く
て
葉
が
へ
ぬ
い

ろ
も
み
て
し
か
」（
同
集
一
七
〇
四
）。

＊
絵
画
雪
松
図「
さ
そ
ひ
こ
し
」

『
乾
山
遺
墨
』

＊
絵
画
雪
松
図 

「
あ
か
ず
猶
」

七
十
八
翁
紫
翠
㴱
省
画
（
印
）

霊
海

＊
絵
画
雪
檜
図
「
夕
ま
ぐ
れ
」 

『
乾
山
遺
墨
』

光
琳　

松
図
蒔
絵
下
絵
（「
小

西
家
文
書
」） 

大
阪
市
立
美
術
館

雪
松
図

雪
竹
図

雪
檜
図

七
八
歳

七
九
歳

七
九
歳

雪
松
図

七
九
歳

　

左
図
「
雪
松
図
」
は
上
段

の
雪
松
図
と
は
描
法
・
構
成
・

和
歌
・
書
と
も
に
酷
似
。
模
写

の
類
と
考
え
る
。

尾形乾山の書画(71)



＊
絵
画
紅
葉
白
菊
図
「
朝
日

か
げ
」「
影
し
あ
れ
ば
」 『
乾

山
遺
墨
』

朝
日
可
希　

宇
徒
類
梢
乃　

霜
と
け
て

　

色
曽
め
ま
さ
留　

庭
の
毛
み
ち
者

影
し
あ
連
者　

水
乃
う
へ
尓
も　

　

大
澤
の　

波
能
花
奈
類　

秌
乃
白
菊

　
　

華
洛
紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海
・
深
省

　
（
図
）
秋
の
景
、
紅
葉
と
流
水
、
白
菊
を
描

く
。
和
歌
は
紅
葉
と
白
菊
の
二
首
が
記
さ
れ
て

い
る
。
深
省
名
の
「
深
」
に
誤
り
が
あ
る
な
ど
、

「
深
・
㴱
」
の
誤
字
は
自
作
で
は
な
い
こ
と
の

証
左
と
な
る
。

美
類
多
飛
乃　

个
ふ
尓
満
佐
し
登

思
ひ
古
し　

花
盤
幾
世
能

さ
可
梨
奈
累
ら
ん

　
　

華
洛
紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海
・
深
省

　
（
図
）
春
の
景
、
満
開
の
桜
と
岡
辺
に
生
う

る
蕨
、
杉
菜
な
ど
を
描
く
。

年
都
毛
る　

志
る
し
も
見
え
て

雪
の
色
耳　

咲
や
ち
と
せ
の　

白
菊
の
者
□　
（
印
）
真
省

　
（
図
）
白
菊
を
連
ね
、
縦
の
画
面
構
成
を
意

識
、「
真
省
」
印
に
異
な
り
が
あ
る
。

あ
飛
尓
阿
ふ　

と
き
者
乃
宿
能

花
奈
れ
者　

長
く
久　

匂
婦
梅
可
香

　
　

紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
霊
海

　
（
図
）
梅
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
年
ご
と
に

芳
香
を
放
つ
。

＊
絵
画
桜
春
草
図
「
み
る
た

び
の
」『
乾
山
遺
墨
』

桜
春
草
図
（
筆
年
不
明
）

紅
葉
白
菊
図
（
筆
年
不
明
）

＊
短
冊
「
梅
花
久
芳
」「
あ
ひ

に
あ
ふ
」

＊
絵
画
梅
図
「
あ
ひ
に
あ
ふ
」

『
乾
山
遺
墨
』

梅
図

（
筆
年
不
明
）

菊
（
白
菊
）
図
（
筆
年
不
明
）

朝＊
あ
さ
ひ日

か
げ
う
つ
る
こ
ず
ゑ
の
霜し

も

と
け
て　
　
　

色
そ
め
ま
さ
る
庭に
わ

の
も
み
ぢ
ば

 

池い
け
の
ほ
と
り
の
き
く

辺
菊　

文
亀
二
九
御
月つ

き
な
み次

影＊
か
げし

あ
れ
ば
水
の
う
へ
に
も
お
ほ
沢さ

わ

の　

波な
み

の
花
な
る
秋
の
し
ら
菊ぎ

く　

 

『
雪
玉
集
』
第
三
・
秋
一
四
二
〇　

三
条
西
実
隆

み＊

る
た
び
の
け
ふ
に
ま
さ
じ
と
思お

も

ひ
こ
し

花
は
い
く
世よ

の
さ
か
り
な
る
ら
ん

 

『
雪
玉
集
』
第
一
・
春
四
〇
八　

三
条
西
実
隆

と
し
つ
も
る
し
る
し
も
み
え
て
雪
の
い
ろ
に

さ
く
や
ち
と
せ
の
し
ら
菊
の
は
な

あ＊

ひ
に
あ
ふ
と
き
は
の
や
ど
の
花は
な

な
れ
ば

な
が
く
久ひ
さ

し
く
に
ほ
ふ
梅う

め

が
香か

【
参
考
】

１
、「
朝
日
か
げ
」
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
類
似
の
和
歌
に
、「
朝

日
か
げ
う
つ
る
木
ず
ゑ
は
露
お
ち
て　

外
面
の
竹
に
の
こ
る
う
す

霧
」（『
風
雅
和
歌
集
』
第
七
秋
歌
下
六
五
九
前
太
宰
大
弐
俊
兼
）、「
朝

日
影
に
ほ
ふ
け
ぶ
り
の
む
ら
さ
き
に　

く
だ
け
て
か
か
る
滝
の
白

糸
」（『
雪
玉
集
』
第
六
雑
二
二
二
七
）
な
ど
が
あ
る
。

２
、
和
歌
「
み
る
た
び
の
」
は
、
花
の
盛
り
、
い
く
世
人
を
楽
し

ま
せ
た
か
と
感
慨
に
浸
る
意
で
あ
る
。

３
、
白
菊
図
「
と
し
つ
も
る
」
は
、
明
代
文
人
画
家
沈ち
ん
し
ゅ
う

周
（
一
四
二
七

―
一
五
〇
九
）
筆
「
菊
花
文
禽
図
」
に
縦
福
の
構
図
・
菊
花
・
描

法
な
ど
が
類
似
す
る
。「
寒
氷
潔
」
は
白
菊
を
賞
し
て
い
う
。

４
、
梅
図
横
幅
「
あ
ひ
に
あ
ふ
」
も
、
元
代
に
活
躍
し
た
呉ご
た
い
そ

太
素

（『
松
斎
梅
譜
』
著
者
）
筆
白
雲
自
悦
讃
「
雪
梅
図
」
に
類
似
す
る
。

(72)



咲
さ
久
ら　

あ
李
登
も
を
の
可

色
香
越
と　

お
も
ふ
尓
に
堂
累

梅
乃
く
禮
奈
井

　
　

京
兆
七
十
九
翁
紫
翠
㴱
省
画

　
　
（
印
）
霊
海
・
深
省
か

　
（
図
）
桜
に
も
似
る
紅
梅
の
美
し
さ
、
春
を

告
げ
る
香
、
隈
笹
が
添
え
ら
れ
る
。

梅
可
香
盤　

柳
佐
く
ら
乃

枝
毛
あ
羅
し

松
尓
万
可
勢
て　

春
風
曽
布
具

　
　

京
兆
野
夫
七
十
八
翁
紫
翠
画
㴱
省

　
　
（
印
）
紫
翠
・
深
省

　
（
図
）
春
を
告
げ
る
梅
香
に
松
樹
は
よ
く
似

合
う
。

　
　

紫
翠
㴱
省
冩
（
印
）
霊
海

保
乃
〳
〵
登　

有
明
の
月
能

月
可
希
耳　

紅
葉
吹
お
ろ
数　

山
於
路
し
乃
風

　
（
図
）
ほ
の
ぼ
の
と
夜
の
明
け
る
頃
、
吹
き

下
ろ
す
山
風
に
散
る
紅
葉
の
寂
し
さ
。

可
李
者
古
布

ま
柴
も
秌
盤　

色
〳
〵
乃

毛
美
知
を　

舟
耳　

わ
多
数
谷
川　

　
　

京
兆
處
士
紫
翠
㴱
省
冩
（
印
）
霊
海

　
（
図
）
柴
舟
か
、
散
る
紅
葉
を
乗
せ
て
谷
川

を
ゆ
く
。
川
は
紅
葉
を
集
め
て
流
れ
ゆ
く
。

 

紅こ
う
ば
い
お
そ
し

梅
遅

さ＊

く
桜
あ
り
と
も
を
の
が
色い

ろ
か香

を
と

お
も
ふ
に
に
た
る
梅＊

の
く
れ
な
ゐ

 

『
雪
玉
集
』
第
一
・
春
二
三
〇　

三
条
西
実
隆

 

梅う
め
は
ま
つ
に
ま
じ
わ
り
て
か
ん
ば
し

交
松
芳

梅
が
か
は
柳や

な
ぎさ

く
ら
の
枝え

だ

も
あ
ら
じ

松
に
さ＊

か
せ
て
春は

る
か
ぜ風

ぞ
ふ
く

 

『
柏は

く
ぎ
ょ
く
し
ゅ
う

玉
集
』
第
一
・
春
歌
上
一
七
一　

後ご
か
し
は
ら
い
ん

柏
原
院

 

題
し
ら
ず

ほ＊

の
ぼ
の
と
有あ

り
あ
け明

の
月
の
月つ

き
か
げ影

に

紅も
み
じ葉
吹
き
お
ろ
す
山
お
ろ
し
の
風

 

『
新
古
今
和
歌
集
』
第
六
・
冬
歌
五
九
一　

源み
な
も
と
の
さ
ね
あ
き
ら

信
明

 

谷た
に
の
も
み
じ

紅
葉

か
り
は
こ
ふ
ま
柴し

ば

も
秋
は
い
ろ
い
ろ
の

も
み
ぢ
を
ふ
ね
に
わ
た
す
谷た
に
が
わ川

 

『
雪
玉
集
』
第
十
二
・
四
七
五
一　

三
条
西
実
隆

【
参
考
】

１
、「
紅
梅
遅
」、
遅
咲
き
の
梅
は
桜
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
な

ど
、
盛
り
の
花
に
圧
倒
さ
れ
て
寂
し
げ
で
あ
る
。
が
、
毅
然
と
し

て
芳
香
を
放
つ
凛
々
し
い
姿
。
花
な
ど
枝
に
萎
ん
だ
よ
う
に
つ
く

姿
は
、
誰
か
ら
も
も
て
囃
さ
れ
な
い
こ
と
の
喩
え
と
さ
れ
る
。

２
、「
谷
紅
葉
」
と
題
し
た
和
歌
に
は
以
下
の
一
首
が
あ
る
。

　
　

い
づ
く
と
か
時
雨
れ
て
の
ぼ
る
雲
な
ら
ん

　
　

谷
の
梢
の
あ
き
を
の
こ
し
て　
（『
雪
玉
集
』
四
七
五
〇
）

３
、
蔦
・
紅
葉
・
笈
は
「
蔦
の
細
道
」、
流
水
・
板
橋
は
「
八
橋
」、

古
典
文
芸
の
内
容
を
意
匠
化
し
た
「
文
芸
意
匠
」
で
あ
る
。
蔦
、

紅
葉
を
極
め
尽
く
す
な
ど
、
そ
こ
か
ら
限
り
の
な
い
豊
か
さ
を
内

蔵
し
た
簡
素
な
美
が
生
ず
る
と
い
う
。

　

何か
げ
い帠

は
医
師
立
林
立
徳
の
号

で
あ
る
。
画
事
に
す
ぐ
れ
、
乾

山
か
ら
は
光
琳
三
世
に
認
め
ら

れ
た
が
、
乾
山
画
と
す
る
歌
仙

図
な
ど
に
関
係
す
る
か
と
考
え

る
。

　
「
帠
」
は
の
り
・
法
則
の
意
。

右
図
に
は
、

　
「
咲
さ
く
ら
あ
り
と
も
を
の

が
色
香
を
と　

お
も
ふ
に
に
た

る
た
ち
ば
な
の
花
（
梅＊

の
く
れ

な
ゐ
）　

京
城
紫
翠
㴱
省
書
（
書

印
）
乾
山
」
と
あ
る
。

＊
ま
か
せ
て
・
さ
か
せ
て

＊「
ほ
の
ぼ
の
と
」
同
和
歌
は

和
歌
帖
・
陶
板 

に
も
あ
る
。

＊
絵
画
紅
梅
図
「
さ
く
桜
」『
乾

山
遺
墨
』

梅
松
図

紅
梅
図

谷
紅
葉
図

（
筆
年
不
明
）

七
八
歳 七

九
歳

谷
紅
葉
図

（
筆
年
不
明
）

＊
何
帠　

歌
仙
図
「
咲
く
さ

く
ら
」（
印
）「
太
青
之
印
」

尾形乾山の書画(73)



福
徳
も　

茶
を
の
む

者
ら
も
ひ
と
つ
奈
り

　
　

乾
山
（
花
押
）「
爾
」
字
型

　
（
図
）
茶
碗
図
は
茶
の
湯
、
俳
諧
の
表
徴

と
な
る
が
、
黒
茶
碗
の
図
に
「
ま
都つ

む
し
能の

常と
き
は盤
の
色
や
黒
茶
碗
」、
自じ

ざ
い在
を
描
き
「
良
き

に
似
て
あ
し
き
に
似
な
き
な
べ
て
世
に　

ひ

と
の
心
は
自
在
が
き
な
り
」、
梅
を
描
い
て

「
面
白
ふ
曲
り
て
梅
の
匂
い
か
な
」（
宗
友
）
と

し
た
も
の
が
あ
る
。
宗
友
が
誰
で
あ
る
の
か

は
不
明
。

　
　

㴱
省
（
印
）
傳
陸

松
く
禮
多
人
尓　

見
セ
堂
し

个
さ
の
雪　
　

以
哉
坊

　
（
図
）
松
く
れ
た
人
と
も
分
か
ち
合
い
た
い

枝
に
積
も
る
雪
の
美
し
さ
。

　
　

乾
山
老
人
書　
印
不
明

う
め
徒
者
き

散
る
や
紙
子
の

袖
の
う
へ

　
（
図
）
旅
中
の
こ
と
か
、
紙
子
の
上
着
に
、

は
ら
り
と
落
ち
る
梅
花
と
椿
。
春
の
訪
れ
を

知
ら
せ
る
意
か
。

隅
々
へ　

き
可
ぬ
登
も
し
や　

き
り
〳
〵

寸
□

　
　

元
禄
癸
夘
夏
日
冩

　
　

於
紫
翠
軒
乾
山
㴱
省　

　
　
（
印
）
霊
海
・
深
淡
友
迎
か
・
逃
禅

福
徳
も
茶
を
飲
む
腹
も
一
つ
な
り

松
く
れ
た
人
に
見
せ
た
し
け
さ
の
雪　

以＊
い
さ
い
ぼ
う

哉
坊

う
め
つ
ば
き
ち
る
や
紙か

み
こ子

の
袖
の
う
へ

隅
々
へ
き
か
ぬ
と
も
し
や
き
り
ぎ
り
す
□

【
参
考
】

１
、
茶
碗
図
俳
句
は
江
戸
派
の
句
か
。「
福
」
は
幸
い
・
め
で
た

い
・
天
の
助
け
。「
徳
」
は
心
に
養
い
、
身
に
得
た
る
も
の
と
い
う
。

福
徳
は
仏
教
の
教
え
る
所
、
一
切
の
善
行
。
月
中
の
福
徳
神
を
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
己
れ
の
腹
一
つ
に
す
べ
て
が
あ
る
の
意
か
。

２
、
俳
諧
図
「
雪
松
」
は
、
そ
の
情
趣
、
朝
に
み
る
松ま
つ
が
え枝
に
積
も

る
雪
の
美
し
さ
。
安
田
以
哉
坊
は
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
、
芭
蕉
門

美
濃
派
五
竹
坊
の
門
人
と
さ
れ
る
。
以
哉
派
を
興
し
、
各
地
を
旅

す
る
な
ど
、
江
戸
に
お
い
て
乾
山
と
も
知
り
合
い
、
俳
諧
仲
間
の

一
人
で
あ
っ
た
か
。
松
図
、
俳
句
の
散
ら
し
方
に
も
乾
山
風
が
窺

わ
れ
る
が
、
古
来
、
松
は
め
で
た
い
樹
で
あ
り
、
種
々
の
伝
説
・

逸
話
が
伝
承
す
る
。

３
、「
紙
子
」
は
俳
句
の
季
語
、「
紙
衣
」
で
あ
る
。
旅
の
準
備
に

芭
蕉
は
つ
ね
に
紙
子
を
用
意
。
痩
せ
た
身
に
荷
物
に
な
ら
ず
、
軽

く
暖
か
、
防
寒
具
に
も
な
る
。
安
価
、
繕
い
も
簡
単
、
芭
蕉
の
愛

用
に
よ
っ
て
俳
諧
人
の
象
徴
と
な
る
が
、
奈
良
の
律
宗
僧
侶
に
始

ま
る
と
伝
承
。
貼
り
合
わ
せ
た
和
紙
を
揉
み
柔
ら
か
に
し
て
柿
渋

を
塗
る
。
寝
具
・
羽
織
も
の
・
胴
着
・
下
着
に
も
用
い
ら
れ
た
が
、

多
く
は
貧
者
の
衣
で
あ
り
、
惨
め
な
境
遇
の
代
名
詞
と
な
る
。

４
、
白
百
合
と
立
葵
図
、
白
く
耀
く
白
百
合
な
が
ら
、
光
届
か
ぬ

部
屋
の
隅
に
は
き
り
ぎ
り
す
が
潜
む
な
ど
の
意
か
。
図
ま
た
文
字

の
散
ら
し
方
に
無
理
が
あ
り
、
末
尾
の
「
元＊

禄
癸
夘
」
も
誤
り
で

あ
る
。
元
禄
に
「
癸
夘
」
は
な
く
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）、
享

保
八
年
（
一
七
二
三
）
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
が
、
書
・
画
に
「
乾

山
」
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
。

＊
以
哉
坊
は
、
安
田
以
哉
坊

（
一
七
一
五
―
八
〇
）。
江
戸
中

期
の
俳
人
。
通
称
忠
兵
衛
、

俳
号
に
は
二
狂
・
雪
炊
庵
・

無
事
窟
・
只
眠
舎
・
玉
茶
坊

な
ど
が
あ
り
、
芭
蕉
門
美
濃

派
に
属
す
る
五
竹
坊
の
門
下

で
あ
っ
た
。
各
地
を
旅
し
、

以
哉
派
の
創
始
者
と
な
る
が
、

乾
山
と
は
俳
諧
仲
間
で
あ
っ

た
ろ
う
か
、
詳
し
い
こ
と
は

解
ら
な
い
。

＊「
元
禄
癸
夘
」
は
元
禄
に
は

な
い
。「
癸
」
は
「
癸
酉
」・

元
禄
六
年
・
一
六
九
三
、「
癸

未
」
同
一
六
年
・
一
七
〇
三
。

「
夘
」
と
す
れ
ば
「
己
夘
」（
同

一
二
年
・
一
六
九
九
）
と
な
る
。

　

江
戸
期
一
般
に
人
々
が
ら

く
に
文
事
・
芸
事
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
、

世
の
中
は
平
和
、
自
由
、
金

銭
的
余
裕
な
ど
、
こ
れ
ら
が

一
つ
と
な
り
趣
味
人
・
数
寄

者
・
俳
諧
人
が
動
く
。
や
き

も
の
に
お
け
る
席
焼
、
絵
画

の
席
描
も
そ
の
現
象
の
一
つ

で
あ
っ
た
が
、
俳
諧
は
、

一
、
貞
門
（
松
永
貞
徳
）、
伝

統
的
な
美
学
・
新
奇
な
見
立

二
、
談
林
（
西
山
宗
因
）
は
洒

脱
・
自
由
な
見
立

な
ど
を
経
て
、
乾
山
時
代
は

蕉
門
（
松
尾
芭
蕉
）
が
盛
行
。

蕉
門
は
古
詩
・
古
歌
の
本

意
を
と
り
、
風
流
を
専
ら
に

し
た
。

雪
松

俳
諧
図

（
筆
年
不
明
）

椿俳
諧
図

（
筆
年
不
明
）

茶
碗
・
俳
句
図
（
筆
年
不
明
）百

合
俳
諧
図

元
禄
癸
夘
夏
日
寫
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露
希
佐
毛
あ
可
ぬ

柳
の
朝
称
可
見

人
尓
も
可
奈
や

春
の
お
も
可
希

　
　

京
兆
紫
翠
深
省
七
十
七
歳
冩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
印
）
傅
陸

露
け
さ
裳

あ
可
ぬ　

柳
の
朝
ね
可
見

人
尓
も
可
奈
や

春
の
お
毛
可
希

　
　

八
十
一
叟
㴱
省
画
（
印
）
傅
陸

　
（
図
）
朝
寝
髪
に
も
喩
え
ら
れ
る
春
柳
の
風

に
靡な
び

く
景
を
図
に
描
く
。

燈
火
乃　

夜
を
の
古
数
可
と

朝
露
耳　

飛
可
梨
こ
と
南
流

ゆ
り
能
一
花

　
　

紫
翠
散
人
深
省
冩
（
印
）
逃
禅

　
　

紫
翠
㴱
省
冩
（
印
）
逃
禅

登
毛
し
火
能　

夜
越
乃
古
数
可
と

朝
露
ニ
光
り　

古
と
那
累　

由
李
の
一
花

　
（
図
）
昨
夜
の
灯
火
、
残
り
火
か
と
思
う
ほ

ど
、
朝
露
に
輝
く
清
ら
か
な
白
百
合
を
図
と

す
る
。

 

文
亀
三
年
九
月
九
日
已
來
同
年
公
宴

 

朝あ
さ
の
や
な
ぎ

柳

露＊
つ
ゆけ

さ
も
あ
か
ぬ
柳
の
朝
ね
が
み

人ひ
と

に
も
が
な
や
春は

る

の
お
も
か
げ

 

『
雪
玉
集
』
第
十
二
・
四
六
七
〇　

三
条
西
実
隆

 

春か
す
が
の
ば
い

日
陪　

春か
す
が
し
ゃ
だ
ん
ひ
ゃ
く
し
ゅ
の
わ
か
を
よ
む

日
社
壇
詠
百
首
和
歌　

草く
さ

と＊

も
し
火び

の
よ
を
残の
こ

す
か
と
朝あ
さ
つ
ゆ露
に

光ひ
か
りこ

と
な
る
ゆ
り
の
一ひ

と

は
な

 

『
雪
玉
集
』
第
十
・
四
二
二
三　

三
条
西
実
隆

【
参
考
】

１
、
実
隆
詠
「
朝
柳
」
の
和
歌
に
は
他
の
一
首
が
あ
る
。

　
　

朝
ま
だ
き
折
り
け
む
跡
の
露
け
さ
を　

　
　

た
れ
わ
か
れ
ぢ
の
青
柳
の
い
と　
（『
雪
玉
集
』
四
六
七
一
）

２
、
朝
寝
髪
は
女
の
朝
の
乱
れ
髪
を
い
う
が
、
柿
本
人
麿
ま
た
読

み
人
し
ら
ず
の
和
歌
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

朝
宿
髪
吾
者
不
梳
愛
君
之
手
枕
觸
義
之
鬼
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（『
万
葉
集
』
十
一
・
二
五
七
八
）

　
　

朝あ
さ
ね
が
み

宿
髪
わ
れ
は
梳く

し
け
づら

じ
愛う

る
はし

き

　
　

君
が
手た
ま
く
ら枕

触ふ

れ
て
し
も
の
を

　

古
代
、
触
れ
る
こ
と
は
霊
魂
の
宿
り
を
意
味
し
た
と
い
う
。
手

枕
の
名
残
り
を
と
ど
め
、
触
れ
ら
れ
た
寝
乱
れ
髪
を
梳
ら
ず
お
こ

う
と
し
た
意
で
あ
る
が
、
春
風
に
や
さ
し
く
靡な
び

く
春
柳
、
春
の
訪

れ
、
思
う
人
の
お
も
か
げ
を
い
う
。

３
、
百
合
図
は
和
歌
・
表
現
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
乾
山
画
を
手

本
と
し
て
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
百
合
が
鑑
賞
花
と
な
っ

た
の
は
江
戸
中
期
と
さ
れ
、
憂
い
を
忘
れ
さ
せ
る
花
と
し
て
賞
翫

さ
れ
た
。
朝
露
に
輝
く
白
百
合
の
一
花
、
清
ら
か
な
美
し
さ
を
図

に
描
く
。

＊
絵
画
柳
図 

「
露
け
さ
も
」

『
乾
山
遺
墨
』

＊
角
皿
百
合
図
「
と
も
し
火

の
」

絵
画
百
合
図　

七
十
六
翁
紫
翠

㴱
省
書
（
花
押
）
爾
字
型

絵
画
百
合
図　

紫
翠
㴱
省
寫

（
印
）
霊
海

百
合
図
（
筆
年
不
明
）

二
、
水
墨
画
：
和
歌
・
そ
の
他

春
柳
図

七
七
歳

春
柳
図

八
一
歳

茶
碗
百
合
図
『
乾
山
』（
平
木
）

百
合
図
（
筆
年
不
明
）

尾形乾山の書画(75)



奈
れ
茄
子

南
連
〳
〵
那
寸
飛　

な
禮

奈
数
飛　

奈
ら
す
盤
棚
の

押
絵
と
も
奈
れ

　
　

紫
翠
老
人
省

　
　
　
（
花
押
）「
爾
」
字
型
（
印
）
逃
禅

な
れ
茄な

す
び子

な
れ
な
れ
な
す
び
な
れ

な
す
び
な
ら
ず
ば
棚た
な

の

押お
し
え絵
と
も
な
れ

　
（
図
）
没
骨
法
、
た
ら
し
込
み
に
よ
る
茄
子

図
で
あ
る
。
周
囲
に
讃
を
散
ら
し
書
き
す
る

が
、
茄
子
が
な
ら
ず
ば
棚
の
押
絵
に
す
る
と

し
た
乾
山
、
床
の
懸
物
に
な
れ
と
し
た
宗
旦

（
左
図
）、
こ
と
ば
通
り
乾
山
の
茄
子
図
に
は
棚

の
引
き
手
痕
が
残
る
。

【
参
考
】

１
、
茄
子
図
は
、
詞
章
の
ま
ゝ
に
千
宗
旦
図
は

掛
物
、
乾
山
図
は
棚
の
押
絵
に
用
い
ら
れ
た
。

２
、
茄
子
は
な
す
び
、
原
産
地
は
イ
ン
ド
で

あ
る
。
中
国
で
は
崑
崙
瓜
・
紫し
こ
ん崙

瓜か

・
落ら

く
そ蘇

と

も
称
し
漢
代
か
ら
蔬
菜
と
し
て
親
し
ま
れ
た

が
、
日
本
へ
は
奈
良
時
代
に
渡
来
し
た
と
伝

承
す
る
。

　

隋ず
い
の
よ
う
だ
い
な
す
び
を
あ
ら
た
め

煬
帝
改
茄
子　
　

為こ
ん
ろ
ん
し
か
と
な
し
た
り

崑
崙
紫
瓜　
（『
芝
田
録
』）

と
あ
り
、『
長ち

ょ
う
ぶ
つ
し

物
志
』に
よ
れ
ば
隋
の
煬よ

う
だ
い帝
が
大
業
四
年
（
六
〇
八
）、

茄
子
に
崑
崙
紫
瓜
の
名
を
付
け
た
と
い
う
。

３
、
道
元
は
『
典て
ん
ぞ座
教
訓
』
に
、
す
ぐ
れ
た
禅
僧
は
料
理
の
修
業

を
経
て
そ
の
地
位
に
あ
る
と
述
べ
る
。
日
々
の
食
物
の
真
味
は
醍だ
い

醐ご

（
乳
を
精
製
し
て
得
ら
れ
る
最
も
美
味
な
も
の
・
最
高
の
真
理
）
に
等

し
く
、
料
理
は
読
経
、
坐
禅
、
そ
の
他
の
作
務
と
同
じ
く
し
て
大

切
と
説
く
が
、
茄
子
は
蕪か
ぶ
ら、
大お

お
ね根
な
ど
と
同
様
に
寺
の
精
進
料
理

の
主
要
な
食
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

４
、
禅
林
に
は
、

　

崑こ
ん
ろ
ん
も
と
こ
れ
て
つ

崙
元
是
鐵　
　
　

崑こ
ん
ろ
ん
し
ょ
う
て
つ
を
か
む

崙
咬
生
鐵　
　

崑こ
ん
ろ
ん
さ
ん
て
つ
を
か
む

崙
嚼
生
鐵

　

崑こ
ん
ろ
ん
つ
ん
ざ
け
ど
も
ひ
ら
け
ず

崙
劈
不
開　
　
　

崑こ
ん
ろ
ん
て
っ
こ
を
つ
く

崙
著
鐵
袴

な
ど
の
機
語
が
あ
る
。
本
位
、
本
分
を
さ
し
て
崑
崙
と
し
、
理
屈

は
な
い
の
意
で
あ
る
。
崑
崙
山
が
鉄
の
袴
を
は
い
て
動
け
ぬ
な

ど
、
不
動
心
に
も
喩
え
ら
れ
る
。

５
、
茄
子
は
紫
色
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
花
は
薄
紫
、
果
実
は
濃

紫
、
葉
や
茎
に
も
紫
色
が
混
じ
る
が
、
日
本
で
も
紫
は
か
つ
て
最

高
位
を
表
す
色
で
あ
っ
た
。
牧も
っ
け
い谿
・
雪せ

っ
し
ゅ
う
舟
・
松
花
堂
昭
乗
も
画
題

と
し
て
お
り
、
平
凡
な
野
菜
、
果
物
を
描
く
こ
と
は
画
僧
や
文
人

に
と
り
彼
ら
の
境
地
、
雅
趣
を
表
現
す
る
た
め
に
適
し
て
い
た
と

さ
れ
る
。
乾
山
も
禅
の
人
、
周
囲
に
は
そ
れ
を
解
す
る
人
々
が
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

光
琳　

茄
子
図
画
稿
（「
小
西
家
文
書
」）

探
幽　

茄
子
・
蓮
図
（
三
幅
対

部
分
）

伝
牧
谿 

（
南
宋
）
蔬
菜
図
（
写

生
図
巻
部
分
）

千
宗
旦

茄
子
図

宮
本
武
蔵　

茄
子
図

茄
子
図
（
筆
年
不
明
）

　

上
図
は
、
千
宗
旦
筆
茄
子
図
画
讃
で
あ
る
。
讃
に
は
「
奈
れ

奈
す
ひ
奈
れ
〳
〵
奈
す
ひ
□
□　

奈
す
ひ
奈
ら
す
ハ
床
の
懸
物

と
も
な
れ
（
な
れ
な
す
び
な
れ
な
れ
な
す
び
□
□　

な
す
び
な
ら
ず
ば

床
の
懸
物
と
も
な
れ
）」
と
あ
り
、
図
に
描
か
れ
た
茄
子
は
床
の

懸
物
に
で
も
な
れ
と
し
て
縦
幅
・
掛
物
と
な
る
。
乾
山
画
は
棚

の
押
絵
と
も
な
れ
と
あ
り
、
横
幅
に
描
か
れ
た
。

　

右
図
は
、
光
琳
に
よ
る
茄
子
図
画
稿
（「
小

西
家
文
書
」）
で
あ
る
。
乾
山
画
と
は
茄
子
の
捉

え
方
、
形
状
、
蔕
や
棘
の
表
現
が
相
通
す
る
。
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袂
の
兼
好
図
文
様
『
好
色
五
人

女
』
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊

『
光
琳
百
図
』
兼
好
図

＊
こ
こ
も
ま
た
・
す
め
ば
ま
た

＊
か
ね
て
よ
り
・
よ
そ
な
が
ら

伝
烏
丸
光
廣　

兼
好
法
師
図

　
　

紫
翠
散
人
深
省
書
（
印
）
逃
禅

寸
め
者
満
多

う
起
世
奈
李
个
里

可
年
て
与
り　

お
も
飛
し
ま
ゝ
の
山
里
毛
可
奈

す＊

め
ば
ま
た
う
き
世よ

な
り
け
り
よ＊

そ
な

が
ら
お
も
ひ
し
ま
ま
の
山や
ま

ざ
と
も
が
な

　
（
図
）
喧
騒
を
避
け
、
独
り
燈
火
の
も
と
書

物
を
広
げ
、
遠
い
時
代
の
賢
人
を
友
と
す
る

喜
び
を
い
う
。
現
実
に
は
会
う
こ
と
も
な
い

人
々
の
心
に
触
れ
、
自
ら
の
わ
び
し
さ
も
慰

め
ら
れ
る
と
述
べ
る
が
、
書
物
の
貴
さ
、
心

の
友
の
如
何
に
得
難
い
か
を
い
う
と
さ
れ

る
。
兼
好
は
「
芸
を
世
に
ほ
ど
こ
す
」
と
し

て
、
す
ぐ
れ
た
才
能
を
示
し
世
を
過
ぐ
る
人

は
「
道
」
を
知
る
人
と
語
る
。

【
参
考
】

１
、（
心
に
も
あ
ら
ぬ
や
う
な
る
こ
と
の
み
あ
れ
ば
）

　

こ
こ
も
ま
た
（
す
め
ば
ま
た
）

　

浮
世
な
り
け
り
よ
そ
な
が
ら
（
か
ね
て
よ
り
）

　

思
ひ
し
ま
ま
の
山
里
も
が
な

　
　
『
兼け

ん
こ
う
ほ
う
し
し
ゅ
う

好
法
師
集
』
八
・『
新
千
載
和
歌
集
』

　
　

第
十
八
雑
歌
二
一
〇
六
兼
好

兼
好
法
師
（
一
二
八
三
―
一
三
五
二
）
は
四
〇
歳

代
前
半
横よ
か
わ川
に
お
い
て
剃
髪
、
木
曽
の
山
中

に
庵
を
結
ぶ
が
、
そ
こ
へ
国
守
が
鷹
狩
り
に
訪

れ
、
兼
好
は
同
歌
を
詠
じ
て
立
ち
去
っ
た
と
い

う
。
若
く
し
て
堀
川
家
、
後
二
條
院
に
出
仕
、

帝
の
崩
御
に
よ
っ
て
退
廷
し
、
出
家
を
す
る

が
、元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
頃
か
ら
『
徒
然
草
』

を
書
き
始
め
、
和
歌
を
二
条
爲た

め
よ世
に
学
び
、
当
時
頓と

ん
あ阿
・
浄じ

ょ
う
べ
ん
辨
・

慶き
ょ
う
う
ん
運
と
と
も
に
四
天
王
と
称
さ
れ
た
。
修
学
院
、
横
川
に
籠
り
、

晩
年
は
洛
西
双
岡
に
移
転
、
乾
山
の
習
静
堂
と
も
近
く
、
尚
古
・

隠
遁
士
な
ど
、
相
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２
、
兼
好
と
双
岡
の
関
係
は
「
な
ら
び
の
を
か
に
無
常
所
ま
う
け

て
か
た
は
ら
に
さ
く
ら
を
う
へ
さ
す
と
て
、
ち
ぎ
り
を
く
花
と
な

ら
ひ
の
を
か
の
へ
に　

あ
は
れ
い
く
よ
の
春
を
す
く
さ
む
」
と
あ

る
な
ど
、『
実
隆
公
記
』
に
よ
れ
ば
仁
和
寺
院
家
浄
光
院
が
兼
好

旧
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

３
、『
徒
然
草
』
中
、『
文
選
』（
六
〇
巻
）
は
梁
の
昭し

ょ
う
め
い
た
い
し

明
太
子
選
、

春
秋
末
期
か
ら
六
朝
梁
代
ま
で
の
詩
文
を
集
録
、
中
国
で
も
文

章
・
詩
賦
の
規
範
、
文
化
人
、
知
識
人
の
必
読
書
と
な
っ
た
書
物
。

『
白は
く
し
も
ん
じ
ゅ
う

氏
文
集
』
は
唐
代
白
居
易
の
詩
文
集
七
五
巻
（
七
一
巻
が
伝

世
）。
老
子
の
こ
と
ば
と
は
『
老
子
道
徳
経
』
二
巻
、
南な

ん
か
の
へ
ん

華
篇
と
は

『
荘そ
う
じ子

』
内
・
外
・
雑
篇
三
三
編
の
こ
と
で
あ
る
。
清
少
納
言
の
『
枕

草
子
』
に
も
「
ふ
み
は
文
集
、
文
選
、
論
語
、
史
記
、
五
帝
本ほ
ん
ぎ紀

、

願
文
、
博
士
の
申も
う
し
ぶ
み
文
」
と
あ
り
、
古
来
こ
れ
ら
の
書
物
は
日
本
に

お
い
て
も
教
養
人
必
読
の
書
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

４
、
挿さ
し
え絵
入
り
刊
本
は
松
永
貞
徳
著
『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
最
古
と

さ
れ
る
。
図
様
は
定
型
化
、『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』『
絵
本
徒
然
草
』

な
ど
の
諸
本
が
あ
り
、『
好
色
五
人
女
』
に
は
「
上
の
椛か
ば

つ
め
の

ひ
っ
か
え
し
に
本ほ
ん
え絵

に
か
ゝ
せ
て
、
左
の
袖
に
吉
田
の
法
師
が
面

影
、
ひ
と
り
燈
の
も
と
に
ふ
る
き
文
な
ど
見
て
の
も
ん
だ
ん
、
さ

り
と
は
子し
さ
い細
ら
し
き
物も

の
ご
の
み
好
」
と
あ
る
な
ど
、
貞
享
・
元
禄
頃
に
は

流
行
と
な
り
、
衣
裳
文
様
に
も
描
か
れ
て
い
た
。

　

左
図
は
伝
烏
丸
光
廣
の
兼
好
法
師
図
で
あ

る
。『
徒
然
草
』
第
十
三
段
詞
書
が
あ
り
、「
ひ

と
り
と
も
し
火
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
見
ぬ

人
を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ
の
う
な
ぐ
さ
む
わ
ざ

な
る
。
文ふ

み

は
、
文も

ん
ぜ
ん選

の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、
白

氏
文
集
、
老
子
の
こ
と
ば
、
南な

ん
か
の
へ
ん

華
篇
、
こ
の
国

の
博は

か
せ士

ど
も
の
書
け
る
も
の
も
、
い
に
し
へ
は

あ
は
れ
な
る
こ
と
多
か
り
」
と
あ
る
。

兼
好
法
師
図
『
つ
れ
づ
れ
草
絵

抄
』
苗
村
常
伯
挿
図　
元
禄
四

年
（
一
六
九
一
）
刊

光
琳　

兼
好
法
師
図

兼
好
法
師
図
『
絵
本
徒
然
草
』

西
川
祐
信
挿
図　
元
文
五
年
刊

兼
好
法
師
図
（
筆
年
不
明
）

尾形乾山の書画(77)



を
乃
徒
可
羅　

者
ら
ハ
ぬ
箒
毛
つ
人
能

　

心
の
昕一
ら
耳　

塵
盤
奈
支
も
乃

　
　

京
兆
逸
民
紫
翠
老
漢
㴱
省
毫 

印
な
し

を
乃
徒
可
羅　

者
ら
ハ
ぬ
箒
毛
つ
人
の

　

古
々
路
の
昕一
ら
尓　

塵
盤
那
支
毛
の

　
　

紫
翠
深
省
毫
（
印
）
霊
海

を
の
徒
可
ら　

波
ら
者
ぬ
箒
毛
つ
人
乃

　

心
能
曾
ら
に
塵
盤　

奈
支
毛
乃

　
　

紫
翠
老
人
書
（
花
押
）
爾
字
型

を
の
徒
可
ら　

盤
羅
者
ぬ
箒
毛
つ
人
の

　

心
の
空
尓
塵
盤
奈
き
毛
の

　
　

乾
山
老
人
拜
冩　
印
な
し

　
（
図
）
天
台
山
国
清
寺
の
雑
役
拾
得
の
箒
を

持
つ
図
で
あ
る
。『
光
琳
百
図
』
に
は
寒
山
拾

得
の
扇
面
図
が
あ
る
。

　
　
（
寒＊

山
）
拾
得

を
の
づ
か
ら
は
ら
は
ぬ
箒ほ
う
きも

つ
人ひ

と

の

こ
こ
ろ
の
そ
ら
に
塵ち
り

は
な
き
も
の

 

『
黄
葉
和
歌
集
』
第
九
釈
教
部
一
四
九
六　

烏か
ら
す
ま
る
み
つ
ひ
ろ

丸
光
廣

う＊

づ
も
れ
し
（
つ
も
り
ぬ
る
）
塵ち

り

を
払
い
て
わ
が
心

月
に
似に

た
り
と
思
ひ
し
り
け
ん

を
の
づ
か
ら
は
ら
は
ぬ
箒ほ

う
きも

つ
人ひ

と

の

こ
こ
ろ
の
そ
ら
に
塵ち

り

は
な
き
も
の

 

『
黄
葉
和
歌
集
』
第
九
釈
教
部
一
四
九
五
・
一
四
九
六

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

烏
丸
光
廣

【
参
考
】

１
、
和
歌
「
寒
山
・
拾
得
」
は
乾
山
焼
短
冊
皿
に
も
記
さ
れ
た
。

三
枚
一
組
。
拾
得
の
ほ
か
「
寒
山
」
に
は
「
う
づ
も
れ
し
」
と
あ
り
、

　

つ
も
り
ぬ
る
（
う
づ
も
れ
し
）
塵ち

り

を
は
ら
ひ
て
わ
が
こ
こ
ろ

　

月
に
似に

た
り
と
思
ひ
し
り
け
ん
（
同
集
一
四
九
五
）

「
本
来
面
目
」
と
題
し
た
一
枚
に
は
次
の
よ
う
な
和
歌
が
あ
る
。

　

花
ざ
か
り
み
し
人
い
づ
ら
ち
り
ひ
と
つ　

　

つ
も
ら
ぬ
さ
き
の
み
よ
し
野
の
山
（
同
集
一
三
七
四
）

皿
裏
面
に
は
「
烏
丸
亜
相
光
廣
卿
之
和
哥　

父
母
未
生
以
前
本
来

面
目　

八
十
一
翁
乾
山
㴱
省
敬
昼
」
と
あ
り
、
箱
書
付
に
は
「
烏

丸
亜
相
光
廣
卿
和
歌　

三
首
短
尺　

中
本
来
面
目　

左
右
寒
山
拾

得
」
と
あ
る
。
三
首
一
組
、
八
一
歳
、
江
戸
に
お
け
る
製
作
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
亜
相
」
は
大
納
言
の
唐
名
で
あ
る
。

　

光
廣
は
細
川
幽
斎
に
古
今
伝
授
を
受
け
た
。
仏
教
を
修
め
ず
し

て
歌
道
は
究
め
ら
れ
な
い
と
教
示
さ
れ
、
一い
っ
し
も
ん
じ
ゅ

絲
文
守
（
一
六
〇
八

―
四
六
）
に
参
禅
。
超
俗
的
な
和
歌
を
詠
じ
た
。

２
、
扇
面
画
は
古
代
に
始
ま
り
、
中
世
に
も
描
か
れ
た
が
、
南
北

朝
期
以
後
漢
画
絵
師
、
土
佐
派
、
室
町
末
期
か
ら
桃
山
時
代
に
か

け
て
は
狩
野
派
絵
師
の
作
品
も
多
く
残
る
。
本
来
、
扇
絵
は
贈
答

の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。 

＊
短
冊
皿
寒
山
拾
得
和
歌

静
嘉
堂
文
庫

寒
山
拾
得
図
（
光
琳
画
・
乾
山
書
） 

七
七
歳

＊
う
づ
も
れ
し
・
つ
も
り
ぬ

る

拾
得
図
（
四
図
と
も
筆
年
不
明
）

宇
徒
毛
禮
し　

塵
を
者
ら
ひ
て

　

吾
心
月
耳
似
多
李
と

　

思
飛
志
里
个
む

を
乃
徒
可
良
者
羅
者
ぬ
掃

　

毛
つ
人
乃
心
の
曾
良
尓

　

知
梨
盤
奈
き
毛
の

　
　

右
光
廣
卿
の
和
哥

　
　
　

京
兆
逸
士
七
十
七
翁

　
　
　

紫
翠
深
省
（
印
）
不
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
光
琳
百
図
』
下

絵
画
寒
山
拾
得
図
『
光
琳
百

図
』
下

(78)



饑
き
た
李　

睡
佐
無
禮
者　

芋
や
ひ
て

く
ふ
南
類
古
と
越　

し
流
可
曽
も
さ
ん

　
　

皇
城
峩
峯
直
指
座
下
霊
海
㴱
省
冩

      　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
逃
禅
・
霊
海

飢
幾
堂
梨　

睡
佐
む
礼
者

い
毛
や
飛
天　

く
ふ
奈
類
古
と
越

し
類
可　
　

曽
毛
さ
ん

　
　

華
洛
倣
民
紫
翠
㴱
省
昼
（
印
）
深
省

　
（
図
）
烏
丸
光
廣
の
和
歌
、「
懶ら

ん
さ（
ざ
）ん
わ
い
う

瓚
煨
芋
」
の

故
事
を
描
く
。
図
様
は
す
で
に
定
型
化
、「
直

指
座
下
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
乾
山
の
直
指
庵

独
照
門
下
を
伝
え
、『
直
指
獨
照
禅
師
後
録
』

に
も
「
煨わ
い
う芋

」
の
戒
が
み
ら
れ
る
。

宇
し
や
古
乃

あ
さ
徒
万
舟
の
あ
多
波
盤

可
け
て
も
つ
ゐ
の　

よ
る
へ
さ
た
め
ぬ

　
　

平
安
城
逸
民
紫
翠
㴱
省
八
十
歳
昼

　
　
（
花
押
）
爾
字
型　

印
な
し

　
　

紫
翠
散
人
毫
（
印
）
深
省

宇
し
や
古
乃　

あ
さ
徒
万
ふ
年
能

阿
多
波
盤　

可
希
て
も
つ
ゐ
の

よ
類
へ
さ
多
め
ぬ

　
（
図
）
近
江
朝あ

さ
づ
ま妻

の
渡
し
か
ら
大
津
を
結
ぶ

朝
妻
舟
の
故
事
を
描
く
。
英
一
蝶
に
よ
っ
て

広
め
ら
れ
た
画
題
と
さ
れ
、
の
ち
遊
君
の
別

称
と
な
る
が
、
慶
長
頃
か
ら
し
だ
い
に
衰
微

し
た
と
い
う
。

 

懶＊
ら
ん
さ
ん
残
の
絵
に　

飢う

え
き
た
り
眠ね

む
りさ

む
れ
ば
芋
や＊

き
て

く
ふ
な
る
事
を
し
る
か
乍そ
も
さ
ん

麼
生

 

『
黄
葉
和
歌
集
』
第
九
釈
教
部
一
四
九
四　

烏
丸
光
廣

う
し
や
こ
の
あ
さ
つ
ま
舟ふ

ね

の
あ
だ
波な

み

は

か
け
て
も
つ
ゐ
の
よ
る
べ
さ
た
め
ぬ　

【
参
考
】

１
、「
懶ら
ん
さ
ん
て
い
を
た
る

瓚
垂
涕
」
は
禅
林
に
よ
く
知
ら
れ
た
故
事
で
あ
る
。

　

唐と
う
の
こ
う
そ
う
ら
ん
さ
ん

高
僧
懶
瓚　
　
　
　

居こ
う
ざ
ん
の
ら
ん
さ
ん
が
ん
せ
き
く
つ
の
な
か
に
い
て

衡
山
懶
残
岩
石
窟
中　

　

徳と
く
そ
う
ひ
と
を
つ
か
い
て
こ
れ
を
め
す

宗
遣
人
召
之　
　
　

寒か
ん
て
い
か
た
に
た
る

涕
垂
肩　

使し
し
ゃ
こ
れ
を
わ
ら
う

者
咲
之　

　

且か
つ
な
み
だ
を
ぬ
ぐ
は
ん
こ
と
を
す
す
む

勸
拭
泪　
　
　
　
　

瓚さ
ん
が
い
は
く
わ
れ
あ
に
く
ふ
う
あ
り

曰
我
豈
有
工
夫　

　

爲ぞ
く
じ
ん
の
た
め
に
な
み
だ
を
ぬ
ぐ
は
ん
や

俗
人
拭
泪
耶　
　
　

自も
と
よ
り
し
る
く
っ
し
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
を

知
竟
不
能
屈
致　
　
　
（『
傳
燈
録
』）

　

懶
瓚
（
嬾
残
）
は
唐
代
、
五
岳
の
一
つ
、
湖
南
省
南な

ん
が
く岳

、
衡こ

う
ざ
ん山

（
寿

山
）
に
住
し
た
禅
僧
（
明
瓚
・
大た

い
め
い明

禅
師
）
で
あ
る
が
、「
懶
」
は
物

ぐ
さ
・
怠
け
る
な
ど
の
意
、
常
に
残
飯
を
食
べ
た
こ
と
か
ら
嬾ら
ん
ざ
ん残

の
名
で
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
徳
宗
帝
（
七
七
九
―
八
〇
四
在
位
）
の

招
請
に
対
し
そ
の
使
者
を
前
に
、
牛
糞
火
を
掻
き
分
け
芋
を
出

し
て
食
い
、
寒か
ん
て
い涕

（
涙
や
鼻
水
）
頤お

と
が
い（

下
あ
ご
）
に
垂た

れ
る
も
凝ぎ

ょ
う
ざ座

し
て
意
に
介
さ
ず
、
名
位
、
権
勢
を
黙も
く
は破

し
た
故
事
に
基
づ
く
。

「
煨わ
い

芋う
か
い戒

」
は
悟
道
に
至
っ
た
人
物
の
無
作
の
境
界
、
無
作
は
心

に
か
か
る
何
も
の
も
な
い
安あ
ん
ご居
た
る
意
に
解
さ
れ
る
。

２
、
朝
妻
は
浅
妻
と
も
書
く
。
琵
琶
湖
東
岸
入
江
村
に
あ
っ
た
渡

し
の
名
で
あ
る
が
、
大
津
ま
で
行
く
舟
を
朝
妻
舟
と
称
し
、
東
国

か
ら
不
破
の
関
を
越
え
京
坂
へ
行
く
旅
人
を
乗
せ
た
と
い
う
。
故

事
は
平
家
の
都
落
ち
に
際
し
、
や
む
な
く
こ
の
入
江
に
住
み
着
い

た
女
が
浮う
か
れ
め女

と
し
て
舟
を
操あ

や
つり

客
を
渡
し
宿
と
為
し
た
生な

り
わ
い業

に
因も

と

づ
く
と
さ
れ
、
西
行
は
「
お
ぼ
つ
か
な
伊
吹
お
ろ
し
の
風
さ
き
に

　

朝
妻
舟
は
あ
ひ
や
し
ぬ
ら
む
」
と
詠
じ
た
。
意
匠
化
さ
れ
て
太

刀
の
鍔つ
ば

、
元
禄
期
に
は
英＊

は
な
ぶ
さ
い
っ
ち
ょ
う

一
蝶
の
絵
画
に
よ
っ
て
巷
間
に
広
め
ら

れ
た
が
、
当
時
は
端は
う
た唄

と
し
て
も
流
行
し
た
と
い
う
。

＊
英
一
蝶
は
主
に
光
琳
時
代
の

人
、
門
人
の
英
一い

っ
ぽ
う峰

（
一
六
九
一

―
一
七
六
〇
）
は
乾
山
時
代
の

人
で
あ
る
。
一
蝶
も
描
く
が
、

一
峰
の
描
く
同
図
は
千
点
に

及
ぶ
と
さ
れ
（『
江
戸
近
世
著
聞

集
』）、
立
っ
て
舟
漕
ぐ
女
の
図
、

坐
し
て
柳
の
下
に
舟
を
繋
ぎ

烏え

ぼ

し
帽
子
水す

い
か
ん干

の
白し

ら
び
ょ
う
し

拍
子
が
鼓
を

手
に
す
る
図
な
ど
を
代
表
的
な

構
図
と
す
る
。

＊
英
一
蝶　

朝
妻
舟　
板
橋
区

立
美
術
館

＊
嬾
残
図
（
禅
機
図
屏
風
部
分
）

海
北
友
松

朝
妻
舟
図  

八
〇
歳

朝
妻
舟
図

（
筆
年
不
明
）

懶
瓚
和
尚
煨
芋
図

（
筆
年
不
明
）

懶
瓚
和
尚
煨
芋
図

（
筆
年
不
明
）

＊
や
ひ
て
・
や
き
て

尾形乾山の書画(79)



　
　

寂
蓮
法
師

村
雨
の
露
毛
万
た
飛
ぬ
槙
の
葉
耳

霧
多
知
の
本
類
秋
の
夕
く
禮

　
　

良
暹
法
師

佐
飛
し
さ
尓
宿
を
立
出
て
奈
可
む
連
者

い
都
具
裳
お
奈
し
秌
の
夕
暮

　
　

八
十
老
漢
紫
翠
㴱
省
冩
（
印
）
霊
海
か

　
（
図
）
深
山
の
幽
谷
の
景
・
幽
居
を
意
図
。

　
　

皇
都
下
民
紫
翠
㴱
省
八
十
歳
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
傳
陸
・
霊
海

寸
奈
を
奈
類
心
を　

な
ら
へ
呉
竹
乃　

奈
を
き
を
を
の
可　

姿
奈
可
ら
耳

　
（
図
）
呉
竹
の
直
な
る
姿
を
描
く
。

む＊

ら
さ
め
の
つ
ゆ
も
ま
だ
ひ
ぬ
槙ま

き

の
は
に

霧き
り

立た

ち
の
ぼ
る
秋
の
夕ゆ

う
ぐ
れ暮

 

『
新
古
今
和
歌
集
』
第
五
秋
歌
下
四
九
一　

寂じ
ゃ
く
れ
ん
ほ
う
し

蓮
法
師

 

「
百
人
一
首
」
八
七

さ
び
し
さ
に
や
ど
を
た
ち
い
で
て
な
が
む
れ
ば

い
づ
く
も
お
な
じ
あ
き
の
ゆ
ふ
ぐ
れ

 

『
後
拾
遺
和
歌
集
（
抄
）』
第
四
秋
上
三
三
三　

良り
ょ
う
ぜ
ん
ほ
う
し

暹
法
師

 

「
百
人
一
首
」
七
〇

す＊

な
を
な
る
心
を
な
ら
へ
く
れ
竹
の

な
を
き
を
を
の
が
す
が
た
な
が
ら
に

【
参
考
】

１
、『
新
古
今
集
』
か
ら
秋
の
夕
暮
れ
を
詠
じ
た
和
歌
三
首
を
三さ
ん

夕せ
き

の
歌
と
い
う
。
絵
画
に
も
な
り
狩
野
常
信
、
土
佐
光
起
な
ど
も

描
く
が
、
こ
こ
で
は
『
百
人
一
首
』
か
ら
秋
の
夕
暮
れ
二
首
を
ま

と
め
深
山
の
隠
棲
、
水
墨
画
の
世
界
を
表
現
。
槙
の
葉
に
残
る
村

雨
の
露
、
立
ち
上
る
夕
べ
の
霧
な
ど
、
寂せ
き
ぜ
ん然
と
し
た
情
趣
を
図
に

描
く
。
耐
え
難
き
ま
で
の
寂
し
さ
に
宿
を
出
た
が
、
寂
し
さ
と
は

我
が
心
中
に
あ
る
も
の
、
心
外
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
に
気
づ
く
こ
と
を
い
う
。

２
、「
く
れ
竹
」
の
典
拠
は
不
明
。「
窓
竹
」
と
題
し
た
和
歌
に
以

下
が
あ
る
。

　

す
な
ほ
な
る
心
は
猶
も
な
ら
ひ
て
ん　

　

友
と
し
ち
ぎ
れ
窓
の
呉
竹　
（『
師
兼
千
首
』
八
二
七
）

＊
絵
画
竹
図
「
す
な
を
な
る
」

『
乾
山
遺
墨
』

＊「
む
ら
さ
め
の
」
同
和
歌

は
百
人
一
首
小
色
紙
皿
に
も

あ
る
。 

秋
夕
暮
図

呉
竹
図

八
〇
歳

八
〇
歳

　

左
頁
は
乾
山
画
と
す
る
漢

画
的
主
題
、
山
水
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。

　

古
来
中
国
で
は
悪
し
き
山

水
画
と
し
て
、
配
置
が
窮
屈
、

曖
昧
な
楼
閣
、
不
自
然
に
断

ち
切
ら
れ
た
丸
木
橋
、
平
坦

な
道
・
岩
、
枝
の
不
釣
り
合

い
な
高
低
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
。
遠
近
の
不
明
瞭
な
こ
と
、

墨
の
濃
淡
に
も
深
み
を
要
求
、

厳
し
い
見
方
が
さ
れ
て
い
た

（『
長
物
志
』
な
ど
）。

　

江
戸
時
代
、
日
本
で
は
山

水
は
さ
び
し
い
と
し
た
意
。

後
期
に
至
り
風
景
画
の
意
に

転
ず
る
。

　

荘
子
の
こ
と
ば
に
「
丹
青
は
久
し
か
る
可
く
、
雅
道
斯こ
こ

に
存
す
」
と
あ
る
。

　
「
丹
青
」
は
風
流
の
道
。
中
国
で
は
書
と
と
も
に
画
は
風
流
の
道
、
雅
道
と
し
た
が
、
内

に
潜
む
気
の
余
韻
「
気
韻
」
こ
そ
が
大
事
と
考
え
た
。
古
く
は
人
物
画
を
尊
重
、
元
代
頃

か
ら
山
水
画
を
第
一
と
す
る
風
潮
が
生
じ
、
水
墨
に
よ
る
表
現
が
最
適
で
あ
る
と
し
た
。

　

水
墨
画
は
、
唐
代
に
興
り
、
五
代
に
発
展
、
北
宋
末
期
か
ら
盛
行
し
、
元
・
明
・
清
代

に
流
行
す
る
。
山
水
画
を
中
心
に
、
余
白
を
活
か
し
、
墨
の
濃
淡
、
描
法
な
ど
に
よ
り
万

象
を
表
現
す
る
技
法
で
あ
る
が
、
自
然
景
観
・
光
・
空
間
、
四
季
の
変
化
・
晴
雨
の
状
況
・

朝
夕
の
明
暗
が
極
め
ら
れ
、
絵
画
史
上
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。　

　

日
本
へ
は
鎌
倉
中
期
、
禅
僧
が
も
た
ら
し
た
。
中
国
様
式
の
模
倣
に
始
ま
り
、
室
町
期

に
は
五
山
の
画
僧
が
山
水
・
花
鳥
画
な
ど
を
描
く
が
、
詩
画
軸
が
盛
行
。
戦
国
期
に
は
地

方
へ
も
分
派
す
る
。
江
戸
期
に
は
漢
画
と
称
し
狩
野
派
絵
師
が
中
心
と
な
る
が
、
や
ま
と

絵
系
・
琳
派
の
絵
師
も
得
意
と
し
て
お
り
、
水
墨
画
の
日
本
化
に
貢
献
し
た
。
古
人
の
画

稿
を
「
粉
本
」
と
い
う
。
画
技
の
伝
達
、
流
派
存
続
に
は
不
可
欠
と
さ
れ
た
が
、
雅
道
に

即
し
た
理
想
的
・
空
想
的
な
山
水
画
は
、
や
が
て
本
朝
で
も
江
戸
後
期
に
向
け
て
実
景
山

水
画
へ
と
転
じ
て
ゆ
く
。

(80)



雲
山
四
面
畫
屏
圍

静
向
窩
中
結
艸
廬

　
　

紫
翠
㴱
省
毫
（
印
）
習
静
堂

　
（
図
）
黄
道
の
山
家
詩
、
詩
意
図
で
あ
る
。

雲
を
頂
く
山
々
が
ま
る
で
画
屏
の
よ
う
に
聳

え
立
ち
、
そ
の
山
中
に
粗
末
な
庵
を
結
び
住

ま
い
と
し
た
が
、
鳥
の
鳴
く
春
、
落
葉
の
秋
、

冬
の
月
な
ど
、
ま
さ
に
世
間
も
出
世
間
も
あ

り
は
し
な
い
。
山
は
こ
れ
山
、
水
は
こ
れ
水
、

悟
道
の
境
涯
を
表
す
か
。

家
在
船
中
船
是
家

船
中
何
物
是
生
涯

　
　

紫
翠
㴱
省
毫
（
印
）
逃
禅
・
霊
海
・
深
省

　
（
図
）
人
の
性
を
船
居
に
喩
え
、
船
中
に
在

り
船
こ
れ
家
。
船
は
水
上
に
在
っ
て
水
の
在

る
所
何
処
へ
も
向
か
う
。
兎
に
角つ
の

な
く
亀
に

尾
な
き
が
如
く
に
無
の
境
界
。
自
由
自
在
、

活
計
は
自
然
に
で
き
る
も
の
の
意
か
。

壷
中
日
月
長

　
　

紫
翠
㴱
省
寫
（
印
）
深
省

　
（
図
）
後
漢
代
壷こ

こ
う公
の
所
持
し
た
壷
は
、
内

に
入
れ
ば
俗
世
を
超
え
た
神
仙
世
界
と
し
た

不
思
議
な
壷
。
別
天
地
が
開
け
、
日
月
の
運

行
は
長
久
だ
と
し
た
意
で
あ
る
。

　
『
長
物
志
』
に
は
画
は
山
水
を
第
一
と
す
る

と
あ
る
。
清
ら
か
、
閑
か
、
ひ
っ
そ
り
と
な
ど
、

住
居
は
奥
深
く
、
丸
太
橋
、
そ
こ
を
往
来
す

る
人
物
、
水
は
明
る
く
岩
は
歳
ふ
り
な
ど
の

情
景
を
好
し
と
し
た
。

雲＊
う
ん
ざ
ん
し
め
ん
が
へ
い

山
四
面
畫
屏
の
圍か
こ
い

 
 

静
か
に
窩か

ち
ゅ
う中

向に

（
て
）
艸そ

う
（
草
）
廬ろ

を
結む

す

ぶ

雲
山
四
面
畫
屏
圍　

静
向
窩
中
結
草
廬

樹
影
晝
邀
鶯
轉
處　

花
陰
春
借
鹿
眠
時

門
堆
落
葉
知
秋
早　

簷
碍
喬
松
得
月
遅

一
束
生
芻
人
似
玉　

却
因
乗
彼
白
駒
歸

　
　

品
題
「
宮
室
門
・
山さ

ん
か家
」『
圓
機
活
法
』
巻
六

　
　

彙
選
・
黄こ

う
ど
う
が
し

道
詩
「
宮
室
門
・
山
家
」『
詩
學
大
成
』
巻
七

　
家い
え

は
船せ

ん
ち
ゅ
う

中
に
在あ

り　

船ふ
ね

は
是こ

れ
家

船
中
何な
に
も
の物

か　

是
れ
生し

ょ
う
が
い

涯

家
在
船
中
船
是
家　
　
　
　

船
中
何
物
是
生
涯

檣ほ
ば
し
ら
と
か
く
を
た
て
て
き
に
か
か
は
る
に
あ
ら
ず

栽
兎
角
非
千
木　
　
　
　

䌫ら
ん
き
も
う
を
つ
な
い
で
ま
を
も
ち
い
ず

繋
亀
毛
不
用
麻

水す
い
じ
ょ
う
の
ふ
お
う
ば
ん
こ
く
を
も
り

上
浮
漚
盛
萬
斛　
　
　
　

室し
つ
ち
ゅ
う
の
き
ょ
は
く
せ
ん
し
ゃ
を
さ
い
す

中
虚
白
載
千
車

山さ
ん
う
ん
け
い
げ
つ
つ
ね
に
い
に
ょ
う
す

雲
溪
月
常
圍
繞　
　
　
　

活か
っ
け
い
て
ん
に
な
る
あ
に
み
づ
か
ら
ほ
こ
ら
ん
や

計
天
成
豈
自
誇　

　
　

中ち
ゅ
う
ほ
う
み
ょ
う
ほ
ん

峯
明
本
「
船
居
十
首
」
其
五
『
三さ

ん
ら
い
し
ゅ
う

籟
集
』
下

壷＊
こ
ち
ゅ
う
に
ち
げ
つ
な
が

中
日
月
長
し

席せ
き
じ
ょ
う
ふ
う
う
ん
の
か
い

上
風
雲
會　
　

壷
中
日
月
長　
「
君
道
門
・
聖
壽
」

島と
う
が
い
え
ん
か
さ
む
し

外
煙
霞
冷　
　

壷
中
日
月
長　
「
釋
老
門
・
神
仙
」

　
　
『
圓
機
活
法
』
七
・
九
『
詩
學
大
成
』
十
二
・
十
四

壷こ
ち
ゅ
う
の
て
ん
ち
は
け
ん
こ
ん
の
ほ
か

中
天
地
乾
坤
外　
　

夢ゆ
め
の
う
ち
の
し
ん
め
い
は
た
ん
ぼ
の
あ
い
だ

裏
身
名
旦
暮
間　

　
　
「
仙
家
付
道
士
隠
倫
」『
和
漢
朗
詠
集
』
下
五
四
〇

【
参
考
】

１
、「
雲
山
四
面
畫
屏
圍
」
同
画
・
詩
讃
は
山
水
図
角
皿
に
も
あ
る
。

２
、
中
峯
明
本
「
家
在
船
中
」
は
、
船
中
に
人
あ
り
、
船
は
水
上
、

水
の
あ
る
所
自
由
に
往
来
す
る
と
し
て
そ
の
境
地
を
い
う
。

３
、「
壷
中
日
月
長
」
同
詩
讃
の
作
品
は
乾
山
焼
山
水
図
茶
碗
・

角
皿
、
絵
画
に
も
あ
り
、『
乾
山
遺
墨
』
に
掲
載
さ
れ
た
。「
壷
中
」

を
「
閑
中
」、「
閑
中
日
月
長
」
と
し
た
も
の
も
あ
る
。

＊
茶
碗
「
閑
中
日
月
長
」
乾
山

省
（
花
押
）「
爾
」
字
型

＊
角
皿
「
閑
中
日
月
長
」
南
山

伏
町
遺
跡
出
土
（
新
宿
区
）

＊
角
皿
山
水
図
「
雲
山
四

面
畫
屏
圍
」

＊
絵
画
山
水
図
「
壷
中
日
月

長
」『
乾
山
遺
墨
』

―
山
水
・
そ
の
他
―

詩
意
画
：
漢
詩

山
水
（
居
）
図

（
筆
年
不
明
）

山
水
（
居
）
図

（
筆
年
不
明
）

山
水
（
居
）
図

（
筆
年
不
明
）

尾形乾山の書画(81)



＊
宣
宗
は
李り

し
ん忱
、
憲
宗
の
第

一
三
皇
子
、
剃
髪
し
て
大

た
い
ち
ゅ
う中

と
称
し
、
香き

ょ
う
げ
ん
し
か
ん

巌
志
閑
の
会え

げ（
か
）下

で
あ
っ
た
が
、
廬
山
に
遊
行
、

滝
前
に
お
け
る
詩
作
の
話
が

伝
え
ら
れ
る
（『
絵
本
宝
鑑
』）。

封
は
光
王
、
在
位
一
三
年
で

あ
っ
た
。

＊
黄
檗
希
運
は
、
南な

ん
が
く嶽
の
門
、

福
州
閩び

ん

縣
の
人
。
幼
く
し
て

洪
州
黄
檗
山
に
て
出
家
、
天

台
・
京
師
を
遊
歴
し
、
百
丈

懐
海
に
謁
し
て
そ
の
法
を
嗣

ぐ
と
い
う
。『
傳
心
法
要
』
の

著
書
が
あ
る
。
問
答
は
隠い

ん
げ
ん元

の
師
費ひ

い
ん隱

通つ
う
よ
う容

（
一
五
九
三
―

一
六
六
一
）
の
『
費
隱
禅
師
語

録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

＊
殷
勤
春
在
曲
江
頭　

　

全
藉
群
仙
占
勝
遊

　

何
必
三
山
待
鸞
鶴

　

年
年
此
地
之
瀛え

い
し
ゅ
う
州

 

雍
裕
之
（
唐
）　
「
曲
江
池
上
」

『
佩
文
斎
詠
物
詩
選
』
上

穿
巌
越
壑
不
辭
労　

到
底
方
知
出
處
高

溪
澗
豈
能
留
得
住　

終
歸
大
海
作
波
濤

　
　

紫
翠
散
人
㴱
省
七
十
歳
書

　
　
（
印
）
習
静
堂
・
霊
海
・
深
省

　
（
図
）
瀑
布
を
前
に
唐
代
宣
宗
と
禅
僧
黄
檗

と
の
問
答
（『
費
隱
禅
師
語
録
』）
を
い
う
。

曽
見
牧
溪
画
比
本

　
　

乾
山
（
印
）
不
明
・
陶
隱

　
（
図
）
南
宋
代
画
家
牧
谿
画
を
模
し
た
図
か
。

白
漫
盈　

　
　

八
十
一
老
翁

　
　

京
城
紫
翠
㴱
省
昼
昼

　
　
（
印
）
習
静
堂
・
逃
禅
・
深
省

　
（
図
）
波
は
風
に
よ
っ
て
変
化
を
す
る
。
弱

い
時
は
さ
ざ
波
、
強
け
れ
ば
大
浪
と
な
る
。

殷
勤
好
去
刷
疎
翮

海
国
秋
深
残
夜
霜

　
　

紫
翠
老
人
㴱
省
冩
（
印
）
傅
陸
か

殷
勤
好
去
刷
疎
翮

海
国
秋
深
残
夜
霜

　
　

紫
翠
老
人
㴱
省
冩
（
印
）
傅
陸

　
（
図
）
波
に
燕
は
、
秋
深
く
霜
降
る
国
か
ら

南
方
の
暖
国
へ
と
来
た
る
意
を
表
す
が
、「
慇

懃
」
は
真
心
を
込
め
て
な
ど
の
意
。

穿せ
ん
が
ん巌

越え
つ
が
く壑

労ろ
う

を
辭じ

せ
づ　

到と
う
て
い底

方ま
さ

に
知
る
出し

ゅ
っ
し
ょ

處
の
高た

か

き
こ

と
を　

溪け
い
か
ん澗

豈あ

に
能よ

く
留と

ど

め
得え

て
住じ

ゅ
うせ

ん
や　

終つ
い

に
大た

い
か
い海

に
歸か
え

っ
て
波は

と
う濤

と
作な

す

　

唐と
う
の
せ
ん
そ
う
び
な
り
し
と
き

宣
宗
微
時　
　

以ぶ
そ
う
の
い
む
を
も
っ
て
あ
と
を
の
が
れ
て
そ
う
と
な
る

武
宗
忌
之
遁
迹
爲
僧　

　

宣＊
せ
ん
そ
う
ま
た
お
う
ば
く
と
お
な
じ
く
ば
く
ふ
を
み
る

宗
又
與
黄
檗
同
觀
瀑
布

　
　

黄＊
お
う
ば
く
が
い
わ
く

檗
云　
　

   

穿
巌
越
壑
不
辭
労　

到
底
方
知
出
處
高

　
　

宣せ
ん
そ
う
こ
れ
を
つ
づ
け
て

宗
續
之　
　

溪
澗
豈
能
留
得
住　

終
歸
大
海
作
波
濤

　
　
　
『
圓
機
活
法
』
巻
四
『
詩
學
大
成
』
巻
五

曽か
つ

て
見み

た
り
牧も

っ
け
い溪

が
比こ

の
も
と本

を
画え

が

く
を
（
出
典
不
明
）

白は
く
ま
ん
え
い

漫
盈

殷＊
い
ん
ぎ
ん

勤
好
去
刷
疎
翮　

海
国
秋
深
残
夜
霜

　

社
燕
飛
々
歸
意
忙　

安
巣
不
復
譲
花
堂

　

殷
勤
好
去
刷
疎
翮　

海
国
秋
深
残
夜
霜

　
　
　「
歸
燕
」『
続
群
書
類
従
一
二
上
文
筆
部
』

【
参
考
】

１
、
滝
図
讃
は
唐
の
武
宗
没
後
一
六
代
皇
帝
に
即
位
し
た
宣＊

宗
（
在

位
八
四
六
―
五
九
）
と
、
示じ

じ
ゃ
く寂

後
斷だ

ん
ざ
い際

禅
師
と
勅ち

ょ
く
し諡

さ
れ
た
黄

＊
お
う
ば
く檗

希き
う
ん運

（
？
―
八
五
〇
）
の
瀑
布
を
前
に
し
て
の
問
答
で
あ
る
。
宣
宗

は
大
中
二
年
（
八
四
八
）
黄
檗
を
招
い
て
開
元
寺
を
建
立
し
た
。

２
、「
白
漫
盈
」
の
「
漫
」
は
広
く
遙
か
な
・
遍あ

ま
ねく
つ
ら
な
る
さ
ま
、

「
盈
」
は
満
た
す
・
い
っ
ぱ
い
に
す
る
な
ど
の
意
で
あ
る
。
風
の

捲
き
起
こ
す
雄
大
な
波
濤
、『
樂が

ふ府
』
に
は
「
海
漫
漫
」
と
あ
る
。

３
、
中
国
で
は
杏
の
花
の
咲
く
頃
、
天
子
は
科
挙
試
験
後
及
第

者
に
宴
を
催
す
。
同
じ
頃
に
燕
は
渡
来
。
背
黒
く
腹
白
く
、
春

暖
地
へ
飛
来
し
繁
殖
す
る
が
、
秋
に
は
南
国
へ
去
り
越
冬
す
る
。

波
燕
図
で
は
「
燕
」
は
「
宴
」
の
音
に
相
通
、
長
寿
吉
祥
の
表

徴
と
な
り
、
古
巣
を
忘
れ
ず
秋
暖
国
へ
旅
立
っ
て
も
必
ず
戻
る

そ
の
習
性
が
愛
で
ら
れ
た
。
巣
の
あ
る
家
に
禍わ

ざ
わ
いは
な
く
、
安
息

を
意
味
す
る
と
い
う
。
同
図
は
光
琳
百
回
忌
に
展
観
、
紙
本
小

幅
、
乾
山
宛
に
は
下
絵
と
あ
り
、
何
帠
の
蔵
品
と
伝
承
す
る
。

光
琳　

波
燕
図
『
光
琳
百
図
』

上

波
図

滝
図

波
燕
図

（
筆
年
不
明
）

八
一
歳

七
〇
歳

滝
図
（
筆
年
不
明
）

波
燕
図

（
筆
年
不
明
）
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千
古
不
凋
存
勁
節　

四
時
長
見
布
清
陰

　
　

八
十
一
老
漢
紫
翠
㴱
省
昼
昼

　
　
（
印
）
不
明

不
老
千
年
操

　
　

華
洛
逸
民

　
　

紫
翠
深
省

　
　

八
十
一
歳
昼
昼

　
　
（
印
）
不
明

不
改
蒼
々
色

　
　

京
兆
紫
翠
㴱
省
八
十
一
歳
寫

　
　
印
な
し

　
（
図
）
以
上
三
点
は
松
図
で
あ
る
。
同
じ
詩

句
、
図
様
は
や
き
も
の
に
も
あ
る
。

風
来
弄
好
音

　
　

京
兆
紫
翠
㴱
省　

　
　
印
な
し

　
（
図
）
竹
図
、
同
様
の
画
・
讃
は
や
き
も
の

に
も
み
ら
れ
る
。

　

松
樹
は
竜
か
蛇
が
臥
せ
る
如
く
、
竹
は
風

雨
を
孕
む
が
如
き
描
法
が
好
ま
れ
た
。

千＊

古
凋し

ぼ

ま
ざ
る
勁け

い
せ
つ節

を
存そ

ん

す

四＊
し
い
じ時
長な
が

く
見み

る
清せ
い
い
ん陰
を
布し

く
こ
と
を 

　

亭
亭
老
朝余
倚
危
岑　

烟
雨
蒼
茫
黛
色
深

　

千
古
不
凋
存
勁
節　

四
時
長
見
布
清
陰

　

雪
晴
澗
底
蒼
龍
蟄　

月
冷
巣
中
白
鶴
吟

　

掛
向
堂
前
披
翫
久　

無
由
共
托
歳
寒
心　
（
嚴
介
谿
）

　
　
『
圓
機
活
法
』
巻
十
八
『
詩
學
大
成
』
巻
二
十

不＊
ふ
ろ
う
せ
ん
ね
ん

老
千
年
の
操み
さ
お（

老お

い
ざ
り
千せ

ん
ね
ん年
の
操み

さ
お）

（
常つ
ね

に
青あ
お

し
四し

き季
の
容か
た
ち） 

　

不
老
千
年
操　

常
青
四
季
容

　
　
『
圓
機
活
法
』
巻
十
八
『
詩
學
大
成
』
巻
二
十

蒼そ
う
そ
う々

の
色い
ろ

を
改あ
ら
ため
ず
（
枯か

れ
難が

た

し
鬱う

つ
う
つ鬱

た
る
枝え

だ

）

　

不＊

改
蒼
蒼
色　

難
枯
鬱
鬱
枝　

　
　
『
圓
機
活
法
』
巻
二
十
二
『
詩
學
大
成
』
巻
十
一

（
月つ
き

の
上の
ぼ

り
て
清せ
い
え
い影

を
分わ

か
ち
）

風か
ぜ
き来

た
り
て
好＊

こ
う
い
ん

音
（
修し

ゅ
う
ち
く

竹
）
を
弄も

て
あ
そぶ

　

月
上
分
清
影　

風＊

來
弄
好
音

　
　
『
圓
機
活
法
』
巻
二
十
二
『
詩
學
大
成
』
巻
十

　

秋
晩
行
堤
上　

書
聲
在
茅
屋　

月
出
不
逢
人　

風
来
弄
修
竹　
　

　
　

五
言
絶
句　

方
登
（
明
）「
秋
晩
」『
佩
文
斎
詠
物
詩
選
』
上

【
参
考
】

　

妙
手
の
作
画
は
山
を
描
い
て
高
峻
、
泉
流
は
さ
ら
さ
ら
と
し

て
雲
煙
は
見
え
隠
れ
、
野
道
は
曲
が
り
く
ね
る
と
い
う
。
人
物

は
振
り
向
き
語
り
、
鳥
獣
は
生
気
あ
ふ
れ
て
迫
真
的
。
松
は
竜

蛇
、
竹
に
風
雨
、
花
・
蔬
菜
は
風
を
受
け
て
露
を
含
む
な
ど
の

情
趣
が
求
め
ら
れ
た
（『
長
物
志
』）。
文
人
画
の
要
素
の
一
つ
で

あ
る
。

＊
花
入
竹
図 「
風
來
弄
好
音
」

＊
絵
画
松
図
「
四
時
長
見
」

皇
州
乾
山
七
十
八
歳
寫

＊
茶
碗
松
図
「
千
古
不
凋
」 

＊
長
方
額
皿
松
図 

「
不
老
千

年
操
」

＊
好
音
・
修
竹

＊
水
指
松
図 「
不
改
蒼
々
色
」

竹
図

（
筆
年
不
明
）

松
図八一

歳

八
一
歳八

一
歳

松
図

松
図

尾形乾山の書画(83)



陽
氣
潜

信
有
神

南
枝
向
暖
早
儲
真

　
　

帝
王
州
下
民
緒
方
㴱
省
昼

　
　
（
印
）
霊
海

　
　

紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
傳
陸
か

陽
氣
潜

信
有
神

南
枝
向
暖
早
儲
真

　
（
図
）
梅
花
は
南
枝
よ
り
開
き
、
い
ち
早
く

春
を
伝
え
る
。「
帝
王
州
」
は
帝
王
の
居
す
る

都
を
い
う
。

惟
有
枝
形
堆
白
雪

却
無
花
落
照
紅
塵

　
　

乾
山
（
花
押
）
不
明

　
（
図
）
葉
な
く
枝
に
点
々
と
雪
を
乗
せ
る
如

く
に
咲
く
白
梅
。
構
図
は
中
国
の
呉
太
素
以
来

よ
く
使
わ
れ
る
。

夕
風
生
遠
思

　
　

紫
翠
㴱
省
寫
（
印
）
傳
陸
か

　
（
図
）
蘭
の
夕
風
に
揺
れ
る
姿
。
蘭
は
君
子

の
道
、
君
子
の
交
わ
り
を
象
徴
。
中
国
で
は
紀

元
前
の
古
代
に
始
ま
り
、
日
本
へ
は
奈
良
時
代

に
渡
来
、
故
事
・
逸
話
は
文
人
に
親
し
ま
れ
た
。

陽よ
う
き氣

潜ひ
そ

か
に
回め

ぐ

り
て
信
に
神
有あ

り

南な
ん
し枝
は
暖だ
ん

に
向む

か
い
て
早は
や

く
真し
ん

を
儲そ
な

う　

陽
氣
潜
回
信
有
神　

南
枝
向
暖
早
儲
真

風
來
綺
閣
香
盈
座　

月
満
瑤
堦
影
逼
人

一
自
孤
山
歌
絶
調　

誰
能
千
載
繼
清
塵

無
情
白
髪
堪
惆
悵　

消
得
花
邊
幾
許
春

　
　

品
題
・「
百
花
門
・
早
梅
」『
圓
機
活
法
』
巻
二
十

南
枝
向
暖
北
枝
寒　
「
摭せ

き
い遺
」『
広
群
芳
譜
』
巻
二
十
四

一
樹
春
風
有
両
般　
『
槐
安
国
語
』
四

惟た

だ
枝し

け
い形

有あ

り
て
白し

ら
ゆ
き雪

を
堆お

く

却か
え

っ
て
花は
な

無な

く
落お

ち
て
紅こ
う
じ
ん塵
を
照て

ら
す

夕＊
ゆ
う
か
ぜ
え（
お
）ん
し

風
遠
思
を
生
ぜ
し
む

（
秋し

ゅ
う
ろ露

中ち
ゅ
う
り
ん

林
を
洒あ

ら

う
）

夕
風
生
遠
思　

秋
露
洒
中
林

　
　
「
百
草
門
・
蘭
」『
詩
學
大
成
』
巻
十
一

秋
蘭
逓
初
馥　

芳
意
満
冲
襟　

想
子
空
斎
裏　

凄
凉
楚
客
心　

夕
風
生
遠
思　

晨
露
灑
中
林　

頗
意
孤
根
在　

幽
期
得
重
尋

　
　

五
言
律
詩　

朱し
ゅ
き熹

・
朱し

ゅ
し子

・
晦か

い
あ
ん庵

（
宋
）「
秋
蘭
一
首
」

　
　
『
廣
群
芳
譜
』
巻
四
十
四
『
佩
文
斎
詠
物
詩
選
』
下

　
　
『
全
芳
備
祖
』『
歴
代
花
鳥
詩
』
蘭
花

【
参
考
】

　
「
南
枝
信
」
は
、
梅
花
の
南
枝
よ
り
開
き
春
の
訪
れ
を
伝
え
る

こ
と
で
あ
る
（『
詩
林
良
材
』）。「
一い

ち
じ
ゅ
の
し
ゅ
ん
ぷ
う
り
ょ
う
は
ん
あ
り

樹
春
風
有
両
般
」（『
槐
安
國
語
』）

な
ど
、
一
樹
で
あ
っ
て
も
南
枝
と
北
枝
で
は
梅
花
の
現
れ
か
た
が

異
な
る
と
し
て
、
平
等
中
の
差
別
を
表
す
と
い
う
。

絵
画
扇
面
「
浥
露
傲
㴱
秌
」

㴱
省
（
印
）
霊
海
か

＊
角
皿
蘭
図
「
夕
風
生
遠
思
」

梅
図
（
筆
年
不
明
）

蘭
図
（
筆
年
不
明
）

梅
図

（
筆
年
不
明
）

梅
図

（
筆
年
不
明
）

　

梅
・
菊
・
蘭
は
琳
派
絵
師

の
好
む
画
題
で
あ
っ
た
。
同

じ
く
文
人
の
好よ

し
と
す
る

所
、
梅
は
艱
難
に
耐
え
枯
枝

に
花
を
咲
か
せ
る
内
な
る
強

さ
。
菊
は
長
寿
延
命
、
君
子

の
表
徴
。
蘭
は
幽
草
、
君
子

の
交
わ
り
の
淡
く
清
く
、
友

情
の
堅
く
、
香
り
の
高
さ
は

節
操
の
高
い
こ
と
に
結
び
つ

け
ら
れ
た
。
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幾
樹
瓢
零
秋
雨
裡

千
般
爛
熳
夕
陽
中

　
　

京
兆
七
十
八
翁
紫
翠
㴱
省
寫

　
　
（
印
）
霊
海

　
（
図
）
秋
雨
の
後
、
紅
葉
し
た
楓
が
夕
陽
の

中
、
鮮
や
か
さ
を
ま
し
耀
く
さ
ま
。

恐
是
牡
丹
重
換
紫

又
疑
芍
薬
再
翻
紅

　
　

平
安
城
逸
人
七
十
九
翁

　
　

紫
翠
㴱
省
昼
興
昼
倶
一
筆　

 　
　
（
印
） 

霊
海
・
深
省

恐
是
牡
丹
重
換
紫

又
疑
芍
薬
再
翻
紅

思
□
□
□

炎
天
花
盡
歇
錦
綉

獨
成
林
不
入
當
時
眼

其
如
向
日
心

　
（
図
）
牡
丹
、
芍
薬
に
も
紛
う
立
葵
の
美
し

さ
を
描
き
、
讃
を
添
え
る
。

立
葵
図

　

光
琳
も
立
葵
図
を
得
意
と
し
た
が
、
上
図

は
乾
山
が
絵
師
と
し
て
筆
を
執
っ
た
立
葵
図

（
一
枚
の
サ
イ
ズ
九
三
、五
×
三
九
、四
㌢
）
で
あ
る
。

別
府
金
七
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
が
、『
乾
山
遺
墨
』

に
は
別
に
六
枚
折
り
の
立
葵
図
屏
風
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。

幾
ば
く
樹じ

ゅ

か
飄ひ

ょ
う
れ
い

零
す
秋し

ゅ
う
う雨

の
裡う

ち

千＊
せ
ん
し枝

爛ら
ん
ま
ん熳

た
り
夕ゆ

う
ひ陽

の
中な

か

天
留
佳
景
畫
難
同　

玉
露
凋
残
葉
畫
紅

幾
樹
飄
零
秋
雨
裡　

千
枝
爛
熳
夕
陽
中

呉
江
恍
若
晴
霞
照　

楚
岸
渾
如
野
火
烘

回
首
不
知
光
景
換　

等
閑
零
落
逐
西
風　
（
唐と
う
け
い
せ
ん

荊
川
）

　
　
『
圓
機
活
法
』
巻
二
十
二
『
詩
學
大
成
』
巻
十
一

恐＊
お
それ

る
は
是こ

れ

牡ぼ
た
ん丹

重
な
っ
て
紫
に
換＊

か
（
挋與
）
わ
り
た
る

　
（
恐
れ
る
是
れ
牡
丹
の
重ち

ょ
う
せ
ん
換
し
て
紫
た
る
）

又ま
た

疑う
た
がう

芍し
ゃ
く
や
く

薬
の
再
び
紅
を
翻ひ

る
が
へす

か
と

　
（
又
疑
う
ら
く
は
芍
薬
の
再さ
い
は
ん翻
し
て
紅
た
る
か
と
）

恐
是
牡
丹
重
換
紫　
　
　

   

又
疑
芍
薬
再
翻
紅

妖よ
う
じ
ょ
う
と
し
て
べ
ん
ぜ
ざ
る
そ
う
か
ん
の
ひ
と

嬈
不
辨
桑
間
女　
　
　

   

蔽へ
い
ひ
ふ
か
く
ま
よ
ふ
ち
ょ
か
の
お
う

芾
深
迷
苧
下
翁

　
　

七
言
律
詩
（
散
句
）
陳
簡
斎
「
葵
花
」『
全
芳
備
祖
』

　
　
「
百
花
門
・
紅
葵
」『
圓
機
活
法
』
巻
十
九

　
　
「
花
木
門
・
紅
葵
」『
詩
學
大
成
』
巻
九

炎え
ん
て
ん天
花は
な

盡こ
と
ご
とく
歇や

む　
　

   

錦き
ん
し
ゅ
う
綉  

獨ひ
と

り
林は
や
しを
成な

す

當と
う
じ時

の
眼ま

な
こに

入い

ら
ざ
り　

其そ

れ
如い

か

ん
日ひ

に
向む

か
う
心こ

こ
ろ

炎
天
花
盡
歇　

錦
綉
獨
成
林　

不
入
當
時
眼　

其
如
向
日
心

　
　
「
百
花
門
・
紅
葵
」『
圓
機
活
法
』
巻
十
九

　

北
宋
代
の
宰
相
韓か

ん
き琦

（
一
〇
〇
八
―
七
五
）
の
五
言
律
詩
で
あ
る
。

【
参
考
】

　

一
九
八
五
年
一
一
月
二
一
日
、
パ
リ
、
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
ー
美
術

館
を
訪
れ
た
。
上
段
立
葵
図
を
管
見
し
た
が
、
二
枚
折
り
は
パ
ネ

ル
に
表
装
（
も
と
は
屏
風
）。
落
款
に
は
「
華
洛
八
十
老
漢
紫
翠
㴱

省
画
」、
印
章
に
は
「
傅
陸
」（
円
印
・
径
二
、〇
㌢
）「
霊
海
」（
方
印
・

二
、三
×
二
、三
㌢
）
の
二
印
が
あ
り
、
白
花
下
地
は
銀
・
芯
は
金
・

花
弁
に
金
の
線
描
、
赤
花
は
朱
か
・
芯
は
白
、
葉
の
下
地
は
銀
・
緑
、

た
ら
し
込
み
が
あ
り
、
金
彩
の
線
描
が
施
さ
れ
て
い
た
。

＊
換
・
挋與

＊
長
方
皿
紅
葉
図 

「
千
枝
爛

熳
夕
陽
中
」

＊
絵
画
立
葵
図
「
恐
是
牡
丹
重

換
紫
」『
乾
山
遺
墨
』

立
葵
図

紅
葉
図

立
葵
図
（
筆
年
不
明
）

七
八
歳

七
九
歳

八
〇
歳

立
葵
図
　
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
ー
美
術
館

＊
絵
画
立
葵
図
「
恐
是
牡
丹

重
換
紫
」『
乾
山
遺
墨
』

＊
絵
画
立
葵
図
『
乾
山
遺
墨
』
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華
洛
散
人
㴱
省
画　
印
な
し

あ
可
数
奈
遠

佐
曽
へ
子
日
能
墅
邊
乃
友

徒
く
し
早
蕨　

折
〳
〵
の
春

　
（
図
）
春
の
野
辺
に
土
筆
・
早
蕨
・
杉
菜
な
ど
、

子ね

の
日
の
野
遊
び
を
歌
意
と
す
る
。

　
　

七
十
九
翁
紫
翠
㴱
省
画
（
印
）
不
明

春
風
盤　

布
類
佐
と
寒
支　

雪
南
良
天

色
香
耳
匂
婦　

美
与
し
墅
能
山

　
（
図
）
今
は
春
、
雪
に
代
わ
り
み
ご
と
な
桜

の
季
節
を
迎
え
た
三
吉
野
で
あ
る
。

材
大
可
同
天
地
老

色
堅
不
畏
雪
霜
寒

　
　

紫
翠
㴱
省
七
十
八
歳
冩
（
印
）
不
明

　
（
図
）
雪
霜
を
恐
れ
ず
色
も
変
え
ず
、
堂
々

と
立
つ
檜
。

柔
條
初
帯
媚

密
葉
遠
含
滋

　
　

京
兆
紫
翠
㴱
省
冩
（
印
）
不
明

　
（
図
）
土
手
の
柳
が
春
風
に
揺
れ
る
。
科
挙

試
験
の
及
第
者
は
い
よ
い
よ
故
郷
に
別
れ
を

告
げ
、
都
へ
上
る
。

あ
か
ず
猶な

お

さ
そ
へ
子＊

ね
の
ひ日

の
野の

べ辺
の
友と

も

つ
く
し
さ
わ
ら
び
お
り
お
り
の
春は

る

春
か
ぜ
は
ふ
る
さ
と
寒
き
雪
な
ら
で

色い
ろ
か香
に
に
ほ
ふ
み
よ
し
野
の
山

材
大
な
れ
ど
天
地
老
う
に
同
ず
可べ

し

色
堅か
た

く
し
て
雪せ

っ
そ
う霜

の
寒さ

む

き
を
畏お

そ

れ
ず

輪
囷
高
倚
五
雲
端　

密
葉
婆
娑
翠
作
團

材
大
可
同
天
地
老　

色
堅
不
畏
雪
霜
寒

陰
籠
白
鶴
雲
邊
宿　

影
動
蒼
龍
月
下
蟠

帯
得
山
川
烟
霧
氣　

看
團
秋
意
逼
吟
壇　
（
羅
念
庵
）

　
　

品
題
「
樹
木
門
・
檜
」『
圓
機
活
法
』
巻
二
十
二

　
　

彙
選
「
百
木
門
・
檜
」『
詩
學
大
成
』
巻
十
一

柔
條
初
め
媚
を
帯
ぶ

密み
つ
よ
う葉
遠
く
滋う
る
お
いを
含
む

陌
上
垂
楊
柳　

折
來
欲
寄
誰　

柔
條
初
帯
媚　

密
葉
遠
含
滋

未
喚
呉
閨
怨　

先
令
郢
客
悲　

只
愁
飄
絮
劇　

容
易
度
芳
時　

　
　

品
題
・
侍じ

ろ
う
じ
ょ
が
く
も
が
せ
つ
り
ゅ
う
の
し

郎
徐
學
謨
折
柳
詩
「
樹
木
門
・
柳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   『
圓
機
活
法
』
巻
二
十
二

【
参
考
】

　
『
乾
山
遺
墨
』
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
酒
井
抱
一
が
刊
行
し

た
遺
墨
集
で
あ
る
。
乾
山
絵
画
三
四
点
、
書
四
点
、
陶
器
五
点
を

収
録
。
不
明
で
あ
っ
た
乾
山
墓
所
を
同
年
十
月
古
筆
了
伴
の
茶

会
に
お
い
て
上
野
坂
本
善
養
寺
に
あ
る
こ
と
を
知
る
が
、
塵
を

払
い
水
を
注
ぎ
香
花
を
為
す
。
遺
墨
を
発
刊
、
さ
ら
に
乾
山
碑
の

建
立
（
跋
文
）
に
と
尽
力
す
る
が
、
背
後
に
は
乾
山
に
傾
倒
、
自

ら
「
紫
翠
」
と
号
し
た
武
州
行
田
の
富
商
大
沢
永な

が
ゆ
き之

（
一
七
六
九
―

一
八
四
四
）
の
協
力
が
あ
っ
た
。

陶
板 「
み
よ
し
野
の
」

春
草
図
（
筆
年
不
明
）

三
吉
野
図

雪
檜
図

柳
図
（
筆
年
不
明
）

―
『
乾
山
遺
墨
』（
文
政
六
年
・
一
八
二
三
）
―

四
、
そ
の
他

七
八
歳

七
九
歳

茶
碗
柳
図
「
陌
上
垂
楊
柳
折

來
欲
寄
誰
」
逸
翁
美
術
館

＊
正
月
子
日
、
貴
族
は
野
に
遊

び
、
小
松
を
引
き
抜
き
持
ち
帰

り
邸
宅
に
植
え
る
。
春
草
を
愛

で
、
そ
の
情
景
は
春
の
景
物
と

し
て
親
し
ま
れ
た
が
、
和
歌
に

詠
じ
、
絵
画
に
描
か
れ
、
乾
山

焼
に
も
蒲た

ん
ぽ
ぽ

公
英
・
蓮れ

ん
げ華
・
菫す

み
れ・

土つ
く
し筆
・
蕨わ

ら
び・
杉す

ぎ
な菜
な
ど
の
春
草

が
み
ら
れ
る
。
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眉
豊
目
秀　

身
短
顱
長

初
出
産
無　

人
占
禎
祥

　
　

六
如
か
（
印
）
不
明

　
　

紫
翠
㴱
省
八
十
一
歳
画
（
印
）
不
明

鴻
濛
肇
判　

南
極
儲
精

乾
坤
同
久　

曰
為
壽
星

　
　

乾
山
省
拝
書　
（
印
）
尚
古
・
陶
隱

      

寂
明
光
琳
（
花
押
）「
寿
」
型

　
（
図
）
福
禄
寿
を
描
く
が
、『
乾
山
遺
墨
』
に

は
「
菓
子
皿　

光
琳
畫
福
禄
壽
乾
山
讃
」
と

あ
る
。

眉
豊
か
に
し
て
目
秀ひ
い

で　

身
短
に
し
て
顱ろ

（
頭
）
長
し

初
め
出い

づ
る
も
産
無な

く　

人
禎＊

て
い
し
ょ
う

祥 

を
占せ

ん

す

鴻＊
こ
う
も
う

濛 

肇は
じ
めて

判わ
か

れ　

南な
ん
き
ょ
く

極
は
精ひ

か
りを

儲た
く
わえ

た
り

乾け
ん
こ
ん坤

同お
な

じ
く
久ひ

さ

し
く　

曰い
は

く
壽じ

ゅ
せ
い星

と
為な

る

　
　

品
題
・
賛
南
極
老
人
星
「
天
文
門
、
老
人
星
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 『
圓
機
活
法
』
巻
一

【
参
考
】

　

南
極
・
老
人
星
と
し
て
明
代
丘き
ゅ
う
し
ゅ
ん

濬
（
一
四
二
一
―
九
五
）
の
七
言

詩
に
「
壽
星
圖
」「
南
極
之
上
有
老
人　

星
光
芒
燁
煜
昭
示
」（『
題

畫
詩
類
』
三
）
と
あ
る
。
や
き
も
の
に
は
寿
老
人
の
ほ
か
布
袋
・

大
黒
・
寒
山
・
拾
得
図
な
ど
の
人
物
図
が
あ
り
、
光
琳
筆
と
あ
る

な
ど
、
銹
絵
具
を
用
い
て
水
墨
画
の
風
趣
を
取
り
入
れ
た
。

＊
角
皿
寿
老
人
図　
Ｍ
Ｏ
Ａ

美
術
館

　
『
乾
山
遺
墨
』
は
、
冒
頭
に

東
叡
山
麓
坂
本
町
善
養
寺
の
乾

山
の
墓
所
・
辞
世
・
来
歴
、
京

都
の
人
、
性
緒
方
、
鳴
滝
に
お

け
る
作
陶
を
載
せ
る
。
寛
保
三

年
六
月
二
日
八
一
歳
に
て
没
し

た
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
行
年

が
判
明
、
逆
算
し
て
寛
文
三
年

の
生
年
が
明
ら
か
に
な
る
。

＊
「
沙
界
大
千
」
は
独
照
『
直

指
獨
照
禅
師
後
録
』
に
、

　

坐ざ
だ
ん
す
い
ち
じ
ょ
う
の
み
ち

斷
一
條
道

　

笑し
ょ
う
さ
つ
す
だ
い
せ
ん
か
い

殺
大
千
界　

と
あ
る
。

一
口
に
呑
む
と
あ
り
、
遺
言
に

よ
れ
ば
、
気
ま
ま
に
生
き
た
生

涯
、
人
生
に
お
け
る
知
見
、
経

験
は
全
て
表
現
。
も
は
や
何
も

残
っ
て
い
な
い
と
も
解
釈
で

き
る
。

＊「
行
年
」
は
生
ま
れ
て
こ
の

か
た
の
年
を
い
う
。

＊「
禎
祥
」
は

　

禎て
い
し
ょ
う
ま
づ
あ
ら
は
れ
て

祥
先
見
而

　

後の
ち
は
い
こ
う
こ
れ
に
し
た
が
う

廃
興
従
之

な
ど
め
で
た
い
印し

る
し、「
占
」
は

覗
う
・
占
う
、
運
命
を
い
う
。

寿
老
人
図

寿
老
人
図
角
皿
図
（
筆
年
不
明
）

乾
山
墓
碑
（
薬
王
山
善
養
寺
）

八
一
歳

東と
う
え
い
ざ
ん
の
ふ
も
と

叡
山
麓　

  

坂さ
か
も
と
ち
ょ
う
し
ん
も
ん
ぜ
ん

本
町
新
門
前　

天て
ん
だ
い
し
ゅ
う
ぜ
ん
よ
う
じ

台
宗
善
養
寺

　

放ほ
う
い
つ逸
無む
ざ
ん慙
八
十
一
年
一ひ
と
く
ち口
に
呑ど
ん
き
ゃ
く
却
す
沙＊
し
ゃ
か
い
だ
い
せ
ん

界
大
千

　
　

憂う

き
こ
と
も
う
れ
し
き
折お

り
も
す
ぎ
ぬ
れ
ば

　
　

た
だ
あ
け
く
れ
の
夢ゆ
め

ば
か
り
な
る

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霊れ
い
か
い海

㴱し
ん
せ
い省

居こ

じ士

　

居こ

じ士
皇こ

う
と都

の
人
な
り　

其そ

の
は
じ
め
鳴な

る
た
き瀧

に
廬い

お
りを

結む
す

ぶ

　

の
故ゆ
え

に
世よ

に
乾け

ん
ざ
ん山

と
称し

ょ
うし

た
り　

陶と
う
し
ょ
う

匠
を
以も

っ
て
世
に

　

鳴な

り
既す
で

に
久ひ
さ

し　

実ま
こ
とは
緒お
が
た方
氏し

な
り 

　

行＊
こ
う
ね
ん

年
八
十
有
一
歳

 

　
　

寛か
ん
ぽ
う保
三
癸み
ず
の
と
い亥
六
月
二
日
寂じ
ゃ
く

東
叡
山
麓
坂
本
町
新
門
前
天
台
宗
善
養
寺

放
逸
無
慙
八
十
一
年
一
口
呑
却
沙
界
大
千

　

宇
幾
こ
と
毛
う
礼
し
支
折
毛
過
ぬ
れ
ハ

　

た
ゝ
阿
計
久
れ
の
夢
計
奈
類

　
　
　
　

霊
海
㴱
省
居
士

居
士
皇
都
人
也
其
先
廬
結
鳴
瀧

之
故
世
稱
乾
山
以
陶
匠
鳴
世
既

久
實
者
緒
方
氏
也
行
年
八
十

有
一
歳　

　
　
　
　

寛
保
三
癸
亥
六
月
二
日
寂
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一
、
花
押
の
こ
と

（
一
）
花
押
の
歴
史

　

花か
お
う押
は
書か
き
は
ん判
、
名
の
代
わ
り
に
署
す
る
記
し
で
あ
る
。

　

通
常
は
日
付
の
下
、
自
署
、
花
押
、
印
章
の
三
法
を
用
い
る
が
、
花
押
は
自
書
で

あ
る
こ
と
の
証
明
、
内
容
を
保
証
す
る
意
で
あ
り
、
天
平
時
代
に
は
自
署
に
代
わ
る

役
割
と
し
て
左
指
の
長
さ
と
そ
の
関
節
を
記
す
画か
く
し指

（
画が

し指
）、
平
安
初
期
に
は
手し
ゅ
い
ん印
、

後
期
に
な
り
符
号
を
用
い
る
略り
ゃ
く
し指
・
拇ぼ
い
ん印
・
爪つ
め

印い
ん

、
戦
国
期
に
は
血
判
が
行
わ
れ
、

江
戸
時
代
は
罪
人
に
爪
印
・
手
印
な
ど
を
行
っ
た
と
い
う
。

　

中
国
で
は
六
朝
期
に
興
る
と
伝
承
す
る
。
公
文
書
に
略
字
は
許
さ
れ
ず
、
発
展
し

た
の
は
唐
朝
中ち

ゅ
う
そ
う

宗
（
六
八
四
―
七
〇
九
在
位
）
以
後
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
文
辞
・
書
に

す
ぐ
れ
た
一
時
の
名
士
韋い
ち
ょ
く陟

（
六
九
七
―
七
六
一
）
が
「
陟
」
の
字
体
を
五
朶
雲
・
五
雲

体
と
称
し
五
房
の
垂
れ
た
美
し
い
雲
の
如
く
に
書
い
た
も
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
日

本
で
は
奈
良
時
代
の
末
期
に
興
る
。
楷
書
・
行
書
の
筆
書
き
が
、
真
似
、
偽
造
を
防

ぐ
た
め
に
そ
の
人
独
自
の
草
書
体
に
代
わ
り
、
平
安
中
期
に
な
り
花
の
よ
う
に
美
し

く
自
署
す
る
こ
と
か
ら
「
花か

お
う押

」
の
名
称
が
生
じ
た
と
い
う
。
盛
行
す
る
こ
と
に
因

り
印
章
の
役
割
も
果
た
す
が
、
平
安
後
期
に
は
印
章
が
衰
退
、
花
押
が
主
流
。
が
、

鎌
倉
期
以
降
一
六
―
一
七
世
紀
に
な
り
印
章
が
復
活
、
花
押
が
衰
退
、
明
治
以
後
は

ご
く
一
部
に
限
り
使
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

古
代
、
日
本
で
は
身
分
を
表
し
、
豪
族
ら
は
地
名
・
氏
名
、
天
皇
の
血
統
な
ど
を

意
味
す
る
姓か
ば
ねを
用
い
て
呼
称
と
し
て
い
た
。
公
家
は
朝
廷
か
ら
姓
を
下
賜
、
縁
者
は

そ
の
家
名
に
関
連
す
る
姓
を
名
の
る
が
、
平
安
末
期
以
降
、
武
家
の
苗み
ょ
う
じ字

（
苗み

ょ
う
え
い
裔
の
意
）・

名み
ょ
う
じ字

（
私
有
地
の
字あ

ざ
な）
の
使
用
が
始
ま
り
、
所
有
地
、
所
領
名
が
そ
れ
に
当
て
ら
れ
る
。

が
、
庶
民
に
名
字
は
許
さ
れ
ず
、
使
用
は
明
治
維
新
後
、
同
三
年
（
一
八
七
〇
）
を
迎

え
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

花
押
は
、
平
安
中
期
朝
廷
を
中
心
に
公
家
・
僧
侶
ら
が
用
い
て
い
た
。
書
道
の
隆

盛
に
伴
っ
て
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
の
三
跡
時
代
に
成
立
。
名
の
二
字

を
組
み
合
わ
せ
一
字
と
為
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
崩
す
な
ど
、
作
成
に
厳
し
い
制
限
や

決
ま
り
は
な
い
が
、
書
き
や
す
い
こ
と
、
重
複
を
避
け
、
名
と
花
押
、
そ
の
一
方
に

限
り
用
い
ら
れ
て
い
た
。
が
、
鎌
倉
か
ら
室
町
期
、
武
家
間
に
お
い
て
名
と
花
押
を

と
も
に
書
く
こ
と
が
興
る
。
そ
れ
が
丁
寧
な
や
り
方
と
認
識
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
実
名

と
は
別
に
理
想
、
願
望
を
込
め
る
な
ど
、
主
体
性
を
誇
示
、
花
押
に
形
式
と
し
て
均

衡
・
調
和
な
ど
の
美
が
求
め
ら
れ
た
。

　

禁
中
、
公
家
、
僧
侶
の
花
押
に
は
じ
ま
り
、
武
家
の
活
用
に
伴
っ
て
鎌
倉
風
、
足

利
風
、
戦
国
風
、
徳
川
風
な
ど
、
仕
様
・
形
態
の
変
化
が
あ
り
、
や
が
て
学
者
・
書
家
・

絵
師
・
数
寄
者
・
連
歌
師
な
ど
庶
民
間
へ
と
普
及
す
る
。
公
家
様よ

う

・
武
家
様よ

う

・
禅
僧

様よ
う

・
庶
民
様よ

う
（
町
人
様
）
な
ど
に
分
別
、
時
代
、
階
級
、
地
域
に
よ
っ
て
も
別
け
ら
れ

る
と
い
う
。
一
生
の
う
ち
に
数
種
異
な
る
花
押
を
用
い
る
こ
と
、
目
的
に
因
り
様
式

Ⅳ
　
花
押
と
印
章
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を
変
え
る
こ
と
、
特
殊
な
配
慮
を
施
す
こ
と
な
ど
、
作
成
に
は
専
門
家
の
知
識
を
交

え
自
ら
の
証
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
）
と
し
て
創
意
・
工
夫
を
凝
ら
す
が
、
鎌
倉
末
期

に
始
ま
る
「
花
押
型
」（
花
押
印
）
は
、
花
押
の
輪
郭
の
み
を
刻
し
た
印
章
に
、
押
印

の
後
、
担
当
者
が
墨
を
用
い
て
輪
郭
内
を
黒
く
塗
り
つ
ぶ
す
方
法
で
あ
る
。
戦
国
時

代
に
は
型
紙
を
用
い
る
填て
ん
ぼ
く墨
も
行
わ
れ
る
が
、
本
来
の
理
念
を
離
れ
、
後
世
に
お
け

る
印
章
隆
盛
の
原
因
と
な
っ
て
ゆ
く
。

（
二
）
花
押
の
種
類
と
作
り
方

　

姓
名
の
下
に
書
き
添
え
る
花
押
・
書
判
は
、
楷
書
か
ら
行
書
体
、
草
書
体
、
や
が

て
符
号
の
よ
う
な
形
式
が
考
え
ら
れ
た
。
様
式
化
は
鎌
倉
時
代
に
始
ま
る
が
、
一
三

世
紀
頃
に
は
作
成
法
に
も
基
本
が
生
じ
、
い
く
つ
か
の
花
押
型
が
考
え
ら
れ
た
。

　

草そ
う
み
ょ
う
た
い

名
体
・
二に
ご
う
た
い

合
体
（
二
字
合
体
）・
一い
ち
じ
た
い

字
体
・
明み
ん
ち
ょ
う
た
い

朝
体
、
戦
国
時
代
に
は
花
押
発
生
の

意
と
は
異
な
る
別べ
つ
よ
う
た
い

用
体
が
発
生
。
文
字
を
崩
す
こ
と
に
始
ま
る
伝
統
に
対
し
、
文
字

に
は
拘
泥
せ
ず
好
み
の
形
態
・
符
号
な
ど
が
花
押
と
な
る
。

　

①　

草
名
体
は
、
名
を
草
書
風
に
崩
し
た
も
の
。
平
安
時
代
の
道
風
・
佐
理
・
行

成
ら
に
代
表
さ
れ
る
が
、
二
字
を
縦
に
組
み
合
わ
せ
そ
れ
を
さ
ら
に
崩
し
た
縦
長
の

型
、
公
家
好
み
の
上
品
な
花
押
と
さ
れ
る
。

　

②　

二
合
体
は
、
平
安
末
期
・
鎌
倉
時
代
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。
室
町
期
に
は
公
家
・

武
家
社
会
に
盛
行
。
名
の
偏へ
ん

や
旁つ
く
り、
冠か
ん
む
りな
ど
の
部
分
を
組
み
合
わ
せ
る
、
ま
た
文
字

の
発
生
音
声せ
い

（
声
母
）・
韻い
ん

（
韻
母
）
を
求
め
五
行
の
性
質
を
探
る
な
ど
、
二
字
を
横
に

並
べ
て
一
字
と
す
る
横
長
の
型
、
武
家
好
み
の
形
式
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

③　

一
字
体
は
、
二
合
体
に
次
い
で
生
ま
れ
た
型
と
い
う
。
名
の
一
字
を
形
象
化
・

様
式
化
し
、
時
に
名
前
に
拘
わ
ら
ず
縁
起
の
よ
い
一
字
を
選
択
、
符
号
と
す
る
な
ど
、

鎌
倉
か
ら
足
利
期
の
武
将
・
僧
侶
間
に
流
行
。
や
が
て
公
家
・
武
家
、
あ
ら
ゆ
る
階

層
へ
と
普
及
し
た
と
い
う
。

　

④　

明
朝
体
は
、
中
国
明
代
に
盛
行
し
た
形
式
で
あ
る
。
太た
い
そ祖

（
洪
武
帝
）
に
始
ま

り
、「
陰
陽
五
行
説
」（
太
極
の
相
反
と
応
合
）
の
理
念
を
基
に
、
天
を
点
と
す
る
こ
と

も
あ
る
が
、
天
地
・
上
下
に
二
本
の
横
線
を
引
き
、「
天
平
地
平
」「
地
平
天
成
」
の

意
を
表
す
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
日
本
で
は
天
地
間
に
「
徳
」
の
古
字
を
入
れ
た
徳

川
家
康
の
徳
川
判
花
押
が
基
調
と
な
る
が
、
横
長
、
筆
太
、
安
定
し
た
様
式
は
武
家

様
体
と
称
さ
れ
た
。
花
押
を
つ
く
る
専
門
家
も
出
現
、
江
戸
期
を
通
じ
て
徳
川
一
族
、

家
臣
、
公
家
、
僧
侶
、
町
人
間
に
流
行
し
た
が
、
一
般
に
は
姓
名
・
雅
号
・
庵
号
・

斎
号
・
家
号
か
ら
選
択
、
僧
侶
は
梵
字
か
ら
一
字
・
二
字
を
取
り
出
す
こ
と
も
あ
り
、

法
則
に
従
っ
て
形
を
決
め
る
。
調
和
、
均
斉
、
吉
凶
な
ど
も
問
題
と
な
り
、
一
定
に

書
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
も
加
味
。
形
状
、
運
筆
、
線
の
長
短
・
肥
瘠
な
ど
の
変
化
、

用
紙
の
滲
み
な
ど
も
考
慮
さ
れ
た
と
い
う
。

　

出
版
物
に
は
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）『
花か
お
う
い
ん
ば
ん
く
で
ん

押
印
判
口
伝
』、
江
戸
期
に
は
『
貞
享
元

禄
花
押
集
』、『
花
押
薮そ
う

』（
丸
山
可よ

し
ず
み澄

・
正
編
は
元
禄
三
年
序
、
続
編
は
寶
永
五
年
序
）、『
花

押
新
集
』（
正
徳
二
年
刊
）・『
花
押
後
集
』（
享
保
三
年
刊
）、『
古こ
お
う
ふ

押
譜
』（
松
崎
祐す

け
ゆ
き之
・
正
徳

五
年
序
）
な
ど
が
あ
る
。
中
期
に
は
花
押
の
作
成
に
一
定
の
方
法
が
唱
え
ら
れ
、
享
保

一
七
年
（
一
七
三
一
）
僧
盛
典
は
『
印
判
秘
訣
集
』
を
著
す
が
、
明
朝
体
作
成
法
は
『
易

経
』（
陰
陽
・
五
行
説
の
融
和
）
及
び
仏
教
理
念
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

は
じ
め
に
自
己
の
生
年
の
干
支
を
求
め
、
次
い
で
姓
名
の
う
ち
原
字
と
な
る
一
字
を

選
ぶ
。
陰
陽
の
干
支
、
木
火
土
金
水
の
五
行
の
性
質
を
照
合
し
、
互
い
に
相
争
う
こ
と
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に
な
る
相そ
う
こ
く克
関
係
の
文
字
は
凶
、
事
物
を
生
む
と
す
る
相そ
う
し
ょ
う
生
関
係
の
文
字
は
吉
と
す
る

が
（『
南
石
花
押
約
説
』）、
崩
す
た
め
に
は
守
る
べ
き
七
つ
の
法
則
が
あ
り
、
命
運
・
住
所
・

身
魂
・
眷
属
・
敬
愛
・
福
徳
・
降
魔
の
七
点
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
少
な
く
と
も
天
と

地
、
上
下
二
点
（
命
運
・
住
所
の
二
本
線
）
を
具
え
る
こ
と
が
約
束
で
あ
り
、
い
ず
れ
に

し
て
も
素
人
に
は
難
解
。
多
く
は
専
門
家
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
と
い
う
。

　

尾
形
家
に
は
中
根
元げ
ん
け
い圭

（
元
伸
・
一
六
六
二
―
一
七
三
三
）
の
出
入
り
が
あ
っ
た
（「
小

西
家
文
書
」）。
光
琳
は
元
禄
一
五
年
「
光
琳
」、
宝
永
元
年
「
道
崇
」、
宝
永
二
年
に

「
小
形
」
の
姓
名
・
文
字
判
断
を
依
頼
す
る
が
、
元
圭
・
元
伸
の
帰
字
考
に
は
「
欽
考

韻
鏡
帰
字
」
と
あ
る
。『
韻い
ん
き
ょ
う
鏡
』
を
参
考
に
し
た
こ
と
を
証
す
る
が
、『
韻
鏡
』
は
唐

末
・
北
宋
期
に
著
さ
れ
た
漢
字
音
韻
学
の
研
究
書
で
あ
る
。
音
韻
の
根
拠
を
体
系
化
、

四
三
図
に
纏
め
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
帰
（
納
）
字
考
な
ど
選
定
し
た
文
字
を
展
転
、

発
生
す
る
音
に
因
っ
て
相
生
す
る
文
字
を
見
つ
け
る
法
（
切じ

を
か
え
す

字
の
学
）
を
教
示
す
る
な

ど
、
解
釈
に
は
専
門
的
な
知
識
を
要
し
、
日
本
に
お
い
て
は
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）

に
和
刻
版
が
刊
行
、
実
用
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

元
圭
は
和
算
・
天
文
暦
の
学
者
で
あ
る
。
姓
は
平た
い
ら、
名
は
璋あ
き
ら、
字
を
有
定
・
元
圭

と
称
し
、
医
師
中
根
定
秀
の
次
男
、
近
江
浅
井
の
人
で
あ
っ
た
。
京
都
に
お
い
て
は

和
算
家
田
中
由よ
し
ざ
ね真

（
一
六
五
一
―
一
七
一
九
）、
の
ち
建た
け
べ
か
た
ひ
ろ

部
賢
弘
（
一
六
六
四
―
一
七
三
九
）

に
学
び
、
御
池
二
条
の
白
山
町
に
住
し
た
こ
と
か
ら
白
山
先
生
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
銀
座
役
人
と
な
り
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
建
部
の
推
挙
に

よ
り
将
軍
吉
宗
に
仕
え
る
べ
く
江
戸
へ
下
向
。
舶
載
書
の
翻
訳
、
貞
享
暦
の
調
査
・

観
測
、『
皇
和
通
暦
』
の
執
筆
な
ど
に
と
活
躍
し
た
。
光
琳
と
は
銀
座
役
人
中
村
内
蔵

助
を
介
し
交
流
が
始
ま
っ
た
も
の
か
、
光
琳
は
蔵
元
を
試
み
る
な
ど
両
者
は
一
時
銀

座
に
関
係
。
元
圭
は
元
禄
一
五
年
七
月
一
二
日
「
光
琳
」
の
帰
字
考
を
著
す
が
（「
小

形
」「
道
崇
」
も
あ
る
）、
光
琳
名
は
早
く
元
禄
五
年
一
一
月
二
八
日
兄
藤
三
郎
と
と
も
に

二
條
家
『
内
々
御
番
所
日
次
記
』
に
認
め
ら
れ
る
。「
尾
形
家
由
緒
覚
書
」
に
は
「
元

禄
八
年
亥
三
月
ニ
光
琳
名
前
之
書
付
有
之
」
と
あ
る
が
、
元
禄
初
期
に
は
名
の
っ
た

称
で
あ
り
、
元
圭
は
お
そ
ら
く
名
の
吉
凶
確
認
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

光
琳
は
本
名
市
丞
、
惟
富
・
惟
亮
・
伊
亮
・
方
祝
、
号
浩
臨
・
光
琳
・
積
翠
・
澗
聲
・
道
崇
・
青
々
・
寂
明
と
あ
り
、

元
禄
四
年
に
市
丞
を
浩
臨
と
改
名
（「
屋
敷
売
渡
証
」）、
同
五
年
に
光
琳
と
し
た
。

　

光
悦
鹿
蒔
絵
硯
箱
、
宗
達
勝
手
屏
風
な
ど
の
光
悦
、
宗
達
作
品
を
所
持
し
て
お
り
（「
小
西
家
文
書
」）、「
光
」

は
光
悦
に
倣
い
書
体
を
模
倣
、「
伊
亮
」
は
宗
達
「
伊
年
」
へ
の
敬
慕
と
さ
れ
る
。
印
章
に
は
「
光
琳
」（
朱
字
円
印
・

朱
字
円
印
縁
な
し
印
・
白
字
長
方
印
）・「
光
琳
居
士
」（
朱
字
四
方
印
）・「
法
橋
光
琳
」（
白
字
長
方
印
）・「
方
祝
」（
朱

字
円
印
・
白
字
四
方
印
）・「
保
成
方
祝
」（
朱
字
円
印
）・「
道
崇
」（
朱
字
円
印
）・「
澗
声
」（
朱
字
円
印
・
白
字
四
方
印
）・

「
青
々
」（
朱
字
円
印
・
白
字
長
方
印
）・「
寂
明
」（
白
字
四
方
印
）
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。

（
三
）
乾
山
の
花
押

　

乾
山
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。

　

姓
名
の
ほ
か
、
号
を
用
い
て
作
る
こ
と
も
あ
る
が
、
乾
山
の
花
押
は
明
朝
体
の
ほ

か
、
別
用
体
と
称
し
自
ら
の
選
択
に
依
り
符
号
・
略
画
・
形
態
を
考
案
し
た
も
の
が

あ
る
。
文
人
時
代
、
陶
工
時
代
、
江
戸
時
代
と
生
涯
を
通
じ
い
く
つ
か
の
道
号
・
堂

号
・
斎
号
が
あ
り
、
実
名
権
平
、
諱
惟
允
、
通
称
深
省
と
称
し
、
や
き
も
の
に
は
乾

山
・
尚
古
・
尚
古
斎
・
陶
隠
・
扶
桑
・
雍
州
・
京
兆
・
平
安
城
。
書
・
画
に
は
習
静
堂
・

霊
海
・
双
岡
散
人
・
京
兆
・
紫
翠
・
華
洛
・
逸
民
・
逃
禅
・
傅
陸
な
ど
を
自
署
ま
た

印
章
と
し
て
活
用
し
た
。
自
己
の
証
明
、
行
為
の
表
示
、
社
会
的
な
立
場
を
象
徴
す

る
役
割
を
果
た
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
折
々
の
心
情
・
心
境
、
立
場
・
環
境
の
変
化
を

表
徴
。
形
状
か
ら
は
「
五
字
型
」「
巾
着
型
」「
爾
字
型
」
の
三
種
が
み
ら
れ
、
五
字

型
の
み
法
則
通
り
の
明
朝
体
。
巾
着
型
・
爾
字
型
は
別
用
体
（
一
字
体
）
で
あ
る
と
考
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え
る
。
五
字
型
は
父
宗
謙
の
花
押
に
相
似
。
用
途
は
正
式
文
書
ほ
か
、
や
き
も
の
・
書
・

画
の
作
品
類
、
晩
年
の
伝
書
・
書
状
な
ど
に
別
け
ら
れ
る
。

　

①　
「
五
字
型
」
は
「
一
札
之
事
」
に
記
さ
れ
た
花
押
で
あ
る
。
天
地
に
横
線
二
本
、

中
央
に
縦
線
一
本
が
あ
り
、
定
則
通
り
作
成
し
た
明
朝
体
形
式
で
あ
る
。

　

原
則
に
従
っ
て
簡
単
に
考
察
す
れ
ば
、
原
字
の
一
例
に
は
「
方
」
が
推
定
さ
れ
る
。

　

乾
山
の
生
年
は
寛
文
三
年
、
干
支
は
癸き
ぼ
う卯
、
五
行
の
性
は
水
性
、
陰・陽
で
は
陰
（
弟
）

で
あ
る
。
姓
名
は
尾
形
（
緒
方
）
権
平
（
惟
允
）、
五
行
の
音
声
の
性
質
を
探
れ
ば
尾土

形木

・

緒土

方木

・
権木

平水

・
惟木

允水

と
な
り
、
両
者
を
組
合
わ
せ
て
相
生
関
係
の
文
字
を
求
め
れ
ば

「
方
・
権
・
平
・
惟
・
允
」
が
吉
字
と
な
る
。
が
、「
火
に
火
を
重
ね
て
火
災
と
な
り
、

土
に
土
を
重
ね
て
墓
と
な
る
。
水
に
水
を
重
ね
て
漫
水
と
な
り
、
金
に
金
を
重
ね
て
刃

を
削
り
、
木
に
木
を
重
ね
て
枝
葉
枯
る
」
と
忌い

む
風
習
が
あ
り
、
生
年
の
水
性
、
姓
名

の
水
・
木
性
の
う
ち
重
複
す
る
水
性
を
避
け
る
と
な
れ
ば
木
性
だ
け
が
残
る
。
木
性
の

文
字
は
「
形
・
方
・
権
・
惟
」
の
四
字
で
あ
る
。
形
状
か
ら
推
考
し
て
も
「
方
」（
ま
た

は
「
平
」）
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
名
乗
字
を
帰
納
（
反は

ん
せ
つ切
）
と
称
し
「
切じ
を
か
え
す
字
」
法
が

あ
り
、
元
圭
な
ど
専
門
家
に
よ
る
帰
字
考
、
相
生
関
係
の
文
字
を
探
る
必
要
が
生
じ
て

く
る
。
が
、『
韻
鏡
』
は
専
門
書
で
あ
る
。
そ
れ
な
り
の
知
識
が
求
め
ら
れ
る
。

　

巾
着
型
、
爾
字
型
は
明
朝
体
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
好
む
と
こ
ろ
自
由
に
作
る

別
用
体
、
ま
た
一
字
体
に
属
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、

　

②　
「
巾
着
型
」
は
や
き
も
の
専
用
に
考
案
さ
れ
た
花
押
と
判
断
。
現
存
作
品
か
ら

は
鳴
滝
時
代
に
限
ら
れ
て
お
り
、
作
品
傾
向
、
花
押
の
形
状
、
乾
山
の
尚
古
趣
味
を

考
慮
、
原
字
は
尚
古
の
「
尚
」
に
拘
り
が
あ
る
か
。
光
琳
・
乾
山
兄
弟
の
敬
す
る
光

悦
は
禁
裏
を
中
心
に
隠
居
所
鷹
峯
を
「
乾い
ぬ
い」
と
記
し
た
。
鳴
滝
山
も
「
乾
」
に
あ
る
。

①
命
運
点
：
中
央
最
上
部
、
大
切
な
点
。

　
　
　
　
　

天
運
・
天
命
が
幸
い
す
る
。

②
住
所
点
：
最
下
方
横
一
線
。

　
　
　
　
　

地
運
・
宿
命
が
幸
い
す
る
。

③
身
魂
（
智
慧
）
点
：
全
体
の
中
央
、
垂
直
。

　
　
　
　
　

 

天
地
間
に
あ
り
安
住
、
生
成
発

展
、
智
慧
・
頭
脳
に
関
与
。
運
命

を
切
り
開
く
。

④
降
魔
点
：
住
所
点
左
端
外
向
き
、
剣
状
。

　
　
　
　
　

悪
魔
降
伏
・
厄
難
を
防
ぐ
。

⑤
眷
属
点
：
身
魂
点
左
、
降
魔
点
上
。

　
　
　
　
　

一
家
の
健
康
・
繁
栄
を
表
す
。

⑥
愛
敬
点
：
命
運
点
、
福
徳
点
の
間
、
福
徳
点

　
　
　
　
　

よ
り
小
さ
く
、
形
状
は
不
問
。

⑦
福
徳
点
： 

身
魂
点
右
下
、
住
所
点
上
、
円
く

た
っ
ぷ
り
と
自
ら
の
福
徳
の
大
き

く
な
る
こ
と
を
意
図
す
る
が
、
福

徳
点
の
内
・
外
の
い
づ
れ
か
に
荘

厳
点
と
称
し
花
押
の
画
数
を
調
節

す
る
点
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

住
所
点

乾
山
「
五
字
型
」
花
押
と
明
朝
体
の
七
法
則
（『
花
押
そ
の
歴
史
と
心
』
鑰か
ぎ
や
ま
き
ょ
な
ん

山
巨
楠
著
参
照
・
作
成
）

身
魂
点

降
魔
点

眷
属
点

愛
敬
点福
徳
点

①

　

一
考
で
あ
る
が
、
乾
山
「
一
札
之
事
」（
遺
産
受
理
書
）
の
花
押
に
つ
い
て
、
明
朝
体
七

法
則
に
従
い
検
証
を
試
み
た
。
作
成
に
は
以
下
の
手
順
が
求
め
ら
れ
る
が
、

　

１
、 

生
ま
れ
年
の
陰
・
陽
と
五
行
（
木
火
土
金
水
）
の
性
質
を
探
る
。

　

２
、 

発
生
音
か
ら
姓
名
の
文
字
の
五
行
を
求
め
、
花
押
と
す
る
文
字
を
決
め
る
。
そ
の

折
り
陰
陽
五
行
説
に
従
い
、
相
生
関
係
「
吉
」
と
な
る
文
字
、
相
克
関
係
「
凶
」

と
な
る
文
字
を
選
別
。
二
つ
以
上
あ
る
場
合
に
は
好
み
の
文
字
を
選
択
す
る
。

　

３
、 

七
つ
の
法
則
に
従
い
形
を
作
る
が
、
七
則
中
天
地
と
な
る
命
運
・
住
所
二
点
は
必

ず
具
備
、
総
体
の
画
数
を
考
慮
、
線
に
囲
ま
れ
た
空
穴
数
の
吉
凶
を
求
め
、
形
体

を
整
え
る
。

天
地
（
命
運
点
・
住
所
点
）
は
天
災
・
地
変
な
く
、
天
成
地
平
の
意
で
あ
る
が
、
書
す
る
場

合
は
楷
書
体
に
記
し
、
風
格
、
落
ち
着
き
の
あ
る
花
押
に
為
す
こ
と
を
好
し
と
し
た
。

　

残
る
五
点
は
自
ら
の
修
養
、
努
力
、
心
構
え
を
表
す
と
さ
れ
る
。（
享
保
一
七
年
・
僧
盛
典
）

―
地
―

―
天
―

③
②

⑤
④ ⑦

⑥

命
運
点

空
穴

天地
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故
に
鳴
滝
を
下
り
て
の
ち
使
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

③　
「
爾
字
型
」
は
や
き
も
の
作
品
、
陶
法
伝
書
、
晩
年
の
乾
山
書
状
に
現
れ
る
。

二
条
丁
子
屋
町
時
代
の
や
き
も
の
、
二
代
乾
山
尾
形
猪
八
（
伊
八
）
の
作
品
に
も
あ
り
、

二
条
時
代
、
乾
山
・
猪
八
に
関
わ
り
の
あ
る
事
柄
、
土
地
柄
、
志
と
し
た
方
向
に
関

連
す
る
原
字
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。「
爾
」
に
は
「
か
く
の
ご
と
し
」
と
し
た
意

が
あ
る
。
正
徳
以
後
の
使
用
で
あ
り
、
洛
中
二
条
通
り
へ
の
移
転
を
契
機
に
創
案
し

た
花
押
で
あ
ろ
う
が
、
乾
山
焼
は
山
城
国
の
土
産
物
と
な
っ
た
（『
和
漢
三
才
図
会
』）。
東

山
の
諸
窯
に
お
け
る
模
倣
も
あ
り
、
そ
れ
を
喜
び
認
め
つ
つ
、
乾
山
は
猪
八
と
と
も

に
自
ら
は
宗
家
で
あ
る
と
し
た
自
負
心
を
込
め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
原

字
は
「
宗
」
か
と
も
推
測
す
る
が
、
わ
か
ら
な
い
。

二
、
印
章
の
こ
と

（
一
）
印
章
の
歴
史

　

印
章
も
花
押
と
同
じ
く
中
国
か
ら
渡
来
し
た
。

　

古
く
春
秋
時
代
に
遡
る
が
、
中
国
最
古
の
印
章
は
朱
文
・
白
文
、
銅
製
で
あ
っ
た

と
い
う
。
秦
代
に
な
り
文
字
も
小し

ょ
う
て
ん

篆
・
隷れ

い
し
ょ
た
い

書
体
が
生
じ
、
文
字
の
統
一
、
印
章
制
度

な
ど
も
確
立
す
る
が
、
天
子
の
印
章
を
「
璽じ

」
と
称
し
、
印
文
は
篆て

ん
し
ょ
た
い

書
体
（
小
篆
）、

玉ぎ
ょ
くを

用
い
て
作
ら
れ
て
い
た
。
臣
下
は
銅
・
銀
・
金
製
な
ど
の
印
章
を
用
い
、
官
僚

制
度
の
確
立
し
た
漢
代
に
な
り
天
子
の
璽じ

、
太
子
・
将
軍
ら
の
「
章
」（
印
章
）、
官

僚
ら
は
官
印
を
給
さ
れ
、
印
の
鈕ち

ゅ
う（

つ
ま
み
）
に
孔
を
開
け
、
印
綬
を
通
し
て
帯
に
か

け
る
な
ど
佩は

い
た
い帯

し
た
と
伝
承
す
る
。
白
文
・
篆
書
を
主
体
と
し
、
印
形
に
応
じ
書
体

は
変
化
、
官
印
は
公
文
書
や
案
文
、
牒ち
ょ
う（

簡
札
）
に
使
用
。
私
的
な
目
的
に
は
私
印
を

作
製
、
規
制
は
な
い
が
官
印
に
比
し
小
さ
く
作
る
。
唐
代
に
な
り
書
・
画
の
収し
ゅ
う
ぞ
う
蔵
印
、

鑑か
ん
し
き識
印
、
閲え
つ
が
ん玩
印
の
活
用
な
ど
も
始
ま
る
が
、
書
斎
号
を
印
刻
す
る
こ
と
も
あ
り
、

李
泌
の
「
端
居
室
」（
白
文
・
玉
）
が
一
例
で
あ
る
。
書
・
画
の
落
款
印
は
五
代
・
北

宋
時
代
、
引
首
印
は
宋
代
か
ら
明
代
に
定
式
化
、
文
人
・
学
者
の
教
養
の
一
つ
で
あ
っ

た
自
書
自
刻
・
篆
刻
も
明
代
に
開
始
さ
れ
た
。
中
国
の
印
章
は
古
典
の
周
・
秦
・
漢

代
の
印
章
を
基
調
と
す
る
。
形
状
は
大
小
の
方
印
主
体
、
印
材
は
玉
・
石
・
金
・
銀
・

銅
・
象
牙
・
木
な
ど
が
使
わ
れ
て
お
り
、
印
文
は
官
印
に
は
記
号
、
官
位
官
職
を
表

す
も
の
、
私
印
に
は
姓
名
・
成
語
・
吉
語
・
銘
文
な
ど
を
用
い
、
印
刻
は
朱
文
・
白
文
、

書
体
は
小
篆
が
多
く
、
印
形
に
応
じ
て
篇
や
旁
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
伝
統
と
す
る
。

　

日
本
に
文
字
が
伝
来
し
た
の
は
大
和
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
大
陸
、
朝
鮮
半
島
か

ら
は
次
々
に
文
書
が
渡
来
、
帰
化
人
た
ち
の
助
成
の
も
と
、
日
本
に
外
国
語
の
漢
字
、

漢
詩
・
漢
文
を
読
む
習
慣
が
生
ず
る
が
、
や
が
て
自
国
本
位
の
読
み
や
用
法
が
確
立
、

和
漢
混
淆
、
仮
名
交
じ
り
の
表
現
も
工
夫
さ
れ
た
。
万
葉
頃
に
は
す
で
に
男
性
語
、

女
性
語
な
ど
の
判
別
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

文
書
に
自
署
す
る
風
習
は
律
令
時
代
に
遡
る
。
こ
れ
も
大
陸
、
半
島
か
ら
伝
え
ら

れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
文も

ん
む武
天
皇
（
六
八
三
―
七
〇
七
）
代
初
め
て
銅

製
の
印
章
鋳
造
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
当
時
、
公
文
書
に
は
印い

ん
ば
ん判

、
書か

き

判は
ん

と
称
す
る

二
様
式
が
あ
り
、
印
判
は
印
章
、
書
判
は
楷
書
で
実
名
を
署
名
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

主
と
し
て
貴
人
が
文
書
の
真
正
、
保
証
の
た
め
に
使
用
、
日
本
の
印
章
は
隋
・
唐
代

の
印
章
、
そ
の
制
度
を
規
範
と
し
て
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
、
平
安
遷
都
ま
で
継
続
す
る
。

書
体
は
篆
書
、
素
材
は
す
べ
て
銅
製
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
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律
令
制
度
の
衰
退
は
印
判
を
も
衰
退
さ
せ
た
。
が
、
鎌
倉
時
代
、
栄
西
や
道
元
、

留
学
僧
の
帰
国
と
と
も
に
再
び
活
力
を
取
り
戻
す
。
南
宋
文
化
が
移
入
、
書
・
画
の

落
款
、
書
物
の
識
語
・
蔵
書
印
な
ど
に
と
復
活
す
る
が
、
な
か
で
も
中
国
渡
来
の
書
・

画
の
尊
重
、
詩
作
の
風
習
は
、
室
町
時
代
に
五
山
僧
を
中
心
と
し
た
水
墨
画
、
詩
画

軸
の
盛
行
を
招
き
、
急
激
に
発
展
を
す
る
。
中
国
で
は
宋
代
に
始
ま
り
明
代
に
定
式

化
す
る
が
、
詩
画
軸
の
題
讃
右
肩
に
は
志
を
表
す
字
句
・
詩
句
・
堂
号
な
ど
を
刻
し

た
引
首
印
、
署
名
落
款
の
下
に
は
五
代
頃
に
始
ま
る
落
成
の
款
識
・
落
款
印
を
捺
押

す
る
こ
と
が
流
行
。
道
号
・
法
号
の
印
刻
も
行
わ
れ
、
足
利
将
軍
を
中
心
に
収
蔵
印
、

鑑
識
印
に
活
用
さ
れ
る
。
戦
国
期
に
は
武
将
の
権
限
、
命
令
を
伝
え
る
印
判
状
が
専

ら
と
な
り
、
四
字
成
語
を
用
い
功
徳
を
表
徴
す
る
が
、
上
杉
謙
信
は
「
地じ

て
い
み
ょ
う

帝
妙
」（
地

蔵
菩
薩
・
帝
釈
天
・
妙
見
菩
薩
）、
武
田
信
玄
は
「
信
」、
信
長
は
「
天て
ん
か
ふ
ぶ

下
布
武
」（
天
下
に

武
を
布
く
）、
秀
吉
に
は
「
豊
臣
」
な
ど
の
印
章
が
あ
り
、
天
正
頃
に
は
地
域
差
は
あ

る
が
、
一
部
百
姓
に
も
印
の
使
用
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

　

江
戸
期
は
武
士
階
級
か
ら
庶
民
へ
と
印
章
使
用
は
拡
散
す
る
。
五
山
僧
ら
室
町
期

の
私
印
流
行
を
継
承
、
藤
原
惺せ
い
か窩
「
惺
窩
之
印
」、
石
川
丈
山
「
六
々
山
人
」、
林
羅

山
「
羅
山
」「
白
雲
齋
」
ほ
か
、
光
悦
「
光
悦
」、
宗
達
「
對
青
軒
」「
伊
年
」、
光
琳
「
光

琳
」「
青
々
」「
寂
明
」
な
ど
の
方
印
・
円
印
、
そ
の
他
多
く
の
学
者
・
文
人
・
茶
人
・

絵
師
ら
の
印
章
が
伝
世
す
る
。
出
版
物
の
刊
行
も
あ
り
、
知
識
と
作
成
の
た
め
の
手

引
書
、
書
・
画
鑑
定
の
参
考
書
と
し
て
活
用
さ
れ
た
が
、
書
家
・
絵
師
・
茶
人
の
印

章
を
集
成
し
た
も
の
、
文
字
に
関
す
る
学
問
書
、
書
道
書
、
和
漢
の
印
章
と
そ
の
使

用
法
を
説
い
た
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

　
　

寛
永
二
〇
年
・
一
六
四
三
：『
君
台
観
左
右
帳
記
』

　
　

正
保
四
年
・
一
六
四
七　

：『
和
漢
歴
代
画
師
名
印
瀉
図
』・『
君
台
官
印
』

　
　

萬
治
二
年
・
一
六
五
九　

：『
群
印
宝
鑑
』（
玉
井
富
紀
『
和
漢
印
尽
』）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
増
補
和
漢
印
尽
』（
萬
治
年
間
・
一
六
五
八
―
六
一
）

　
　

寛
文
一
二
年
・
一
六
七
二
：『
画
工
印
章
弁
玉
集
』（『
茶
器
弁
玉
集
』
と
併
刊
）

　
　

貞
享
四
年
・
一
六
八
七　

：『
印い
ん
あ
ん案
』（
伴ば

ん
こ
う
ち
く

香
竹
・
資
矩
編
）

　
　

元
禄
六
年
・
一
六
九
三　

：『
本
朝
画
印
』（
狩
野
永
納
ら
の
撰
）

　
　

享
保
三
年
・
一
七
一
八　

：『
万
寳
全
書
』（
元
禄
六
年
序
）「
本
朝
画
伝
合
類
印
尽
」

な
ど
が
あ
る
。
寛
永
末
期
に
は
明
朝
の
滅
亡
に
よ
り
日
本
に
も
多
く
の
中
国
人
が
流

入
。
黄
檗
禅
師
隠
元
隆
琦
ら
の
来
朝
も
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
新
た
な
刺
激
は
物
心
両

面
に
及
び
、
自
書
自
刻
、
日
本
の
篆
刻
は
多
く
こ
れ
ら
黄
檗
僧
の
力
に
因
る
と
い
う
。

　

幕
府
は
公
家
・
僧
侶
・
武
家
ら
を
統
制
、
さ
ら
に
町
人
、
年
貢
を
担
う
百
姓
ら
を

掌
握
す
る
が
、
末
端
の
行
政
組
織
と
し
て
五
人
組
制
度
、
宗し
ゅ
う
も
ん
あ
ら
た
め
ち
ょ
う

門
改
帳
な
ど
を
作
成
。

経
済
力
、
地
位
あ
る
者
か
ら
徐
々
に
百
姓
の
印
章
使
用
を
認
可
、
庶
民
間
に
も
印
章

文
化
が
定
着
し
て
ゆ
く
。
文
書
作
成
に
印
章
は
便
利
で
あ
っ
た
。
自
己
と
他
人
の
判

別
、
行
為
の
確
認
、
寛
永
頃
に
は
百
姓
ら
の
印
章
使
用
は
全
国
に
広
が
る
が
、
平ひ
ら

百

姓
は
文
様
印
、
百
姓
代
・
組く
み
が
し
ら
頭
な
ど
は
一
字
印
、
名な
ぬ
し主
は
多
く
実
名
印
を
用
い
た
と

さ
れ
、
上
層
の
者
ほ
ど
大
き
く
下
層
の
者
は
小
印
で
あ
っ
た
と
い
う
。
楕
円
・
長
方
・

方
・
円
印
、
竹
筆
の
裏
を
用
い
た
軸
印
、
手
製
も
あ
れ
ば
判
子
屋
に
注
文
す
る
な
ど
、

当
時
京
都
か
ら
は
専
門
の
翻
刻
師
が
江
戸
へ
も
下
向
。
一
軒
に
一
つ
の
印
章
が
基
本

で
あ
っ
た
。
一
字
印
に
は
「
福
・
富
・
栄
・
宝
・
定
」
な
ど
の
縁
起
、
繁
栄
の
意
を

表
す
吉
字
を
選
択
、
字
体
は
篆
書
、
将
軍
の
朱
肉
使
用
に
対
し
、
大
名
以
下
家
臣
、

庶
民
は
す
べ
て
墨
を
使
用
し
た
。
印
肉
の
一
般
化
は
「
中
華
の
僧
の
爲
る
所
に
効
ふ
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な
り
。
以
来
、
専
ら
朱
印
を
用
ふ
。
画
師
も
亦
か
く
の
如
し
」（『
本
朝
画
印
』）
と
あ
り
、

江
戸
中
期
寛
文
、
正
徳
以
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

（
二
）
乾
山
の
印
章

　

印
章
は
、
作
成
時
、
印
刻
の
年
月
や
印
刻
者
を
記
す
こ
と
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
由

緒
・
由
来
、
伝
承
な
ど
を
伝
え
る
た
め
で
あ
る
が
、
作
成
に
は
実
名
、
姓
名
、
号
諸
々
、

志
、
好
み
と
す
る
句
語
・
詩
語
な
ど
も
選
択
可
能
。
印
文
は
右
か
ら
始
ま
り
左
へ
、

上
か
ら
下
へ
と
配
列
す
る
が
、
時
と
し
て
逆
方
向
に
読
ま
せ
る
回
文
法
も
あ
り
、
書
・

画
に
は
引
首
印
・
落ら
っ
か
ん款
印
、
書
写
に
は
識
語
印
、
刊
行
な
ど
に
は
認
印
、
収
集
家
な

ど
の
所
有
に
は
蔵
書
印
、
支
配
者
ら
は
時
に
権
威
を
象
徴
す
る
目
的
に
も
使
用
し
た
。

　

乾
山
は
文
人
、
乾
山
焼
の
創
始
者
、
書
・
画
の
作
者
で
も
あ
る
。
証
書
・
消
息
、
作

品
類
の
認
め
な
ど
に
使
用
し
た
が
、
印
章
は
多
く
書
・
画
作
品
、
や
き
も
の
に
は
筆
書

き
に
よ
る
書か
き
い
ん印
、型
紙
を
用
い
る
型か
た
ず
り摺
印
、釘
を
用
い
た
刻こ
く
い
ん印・釘く
ぎ
ぼ
り彫
印
な
ど
を
施
し
た
。

　

陶
磁
器
製
作
に
比
較
し
、
書
・
画
・
印
章
の
模
倣
は
容
易
で
あ
る
。
乾
山
の
書
・

画
も
贋
作
、
印
の
偽
作
も
種
々
存
在
。
乾
山
没
後
の
印
章
管
理
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。

一
例
で
あ
る
が
、
没
後
に
印
章
の
残
さ
れ
た
場
合
、
誰
か
が
書
・
画
を
偽
作
、
印
章

は
当
人
の
も
の
を
押
捺
す
る
。
作
品
も
印
章
も
偽
作
ま
た
模
倣
す
る
な
ど
、
真
贋
の

判
定
は
難
し
い
が
、
印
章
の
真
偽
は
、
押
捺
さ
れ
た
印
の
色
・
濃
淡
、
料
紙
の
滲
み
、

押
捺
の
位
置
・
間
隔
、
印
字
の
扁
・
旁
・
冠
、
丸
み
・
曲
線
な
ど
に
表
れ
る
。
誤
字
、

点
画
の
相
異
な
ど
翻
刻
の
誤
り
は
、
明
瞭
に
押
せ
ば
即
露
呈
す
る
。
二
印
で
あ
れ
ば

微
妙
な
そ
の
間
隔
も
問
題
と
な
り
、
当
時
は
、
招
か
れ
て
座
興
に
行
う
席せ
き
や
き焼

（
楽
焼
な

ど
）、
書
や
即
興
画
を
披
露
す
る
席せ
き
が
き描
な
ど
も
流
行
し
て
い
た
。
印
章
は
の
ち
に
施
す

場
合
も
あ
り
、
さ
ら
に
乾
山
焼
は
土
産
物
と
な
っ
て
い
た
。
模
倣
の
あ
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
文
人
と
し
て
の
自
負
心
、「
み
や
こ
」
生
ま
れ
の
や
き
も
の
師
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
江
戸
下
向
後
に
は
、
絵
師
光
琳
の
弟
と
し
て
の
名
跡
も
つ
い
て
廻
る
が
、

文
化
・
文
政
期
に
は
、
乾
山
書
・
陶
・
画
、
印
譜
も
出
版
。
難
な
く
偽
作
、
偽
造
印

の
可
能
な
時
代
と
な
っ
て
い
た
。
手
本
を
模
し
た
書
画
に
押
捺
、
下
手
な
絵
画
が
乾

山
作
品
に
紛
れ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

①
　
文
人
時
代

　

引
首
印
は
「
関か
ん
ぼ
う
い
ん

防
印
」（
冠
帽
印
）、
書
・
画
の
右
肩
、
本
文
よ
り
上
に
な
ら
な
い
位

置
に
押
す
が
、
公
文
書
の
捏ね
つ
ぞ
う造
を
防
ぐ
意
、
所
蔵
を
明
ら
か
に
す
る
意
、
作
者
の
認

め
と
な
る
印
で
あ
る
。
印
文
は
筆
者
の
意
向
、
志
向
を
表
す
詩
句
・
堂
号
・
書
斎
号

な
ど
を
選
択
、
朱
色
で
印
文
を
表
す
も
の
を
朱
文
、
白
字
を
白
文
と
い
う
。
落
款
印

は
約
束
と
し
て
漢
詩
の
場
合
は
二
印
を
押
捺
、
一
つ
は
姓
名
・
白
文
、
他
の
一
つ
は
号
・

朱
文
に
作
る
こ
と
を
常
と
す
る
。
乾
山
の
文
人
時
代
の
印
文
に
は
以
下
が
あ
る
。

（
一
）「
習し
ゅ
う
せ
い
ど
う

静
堂
」「
双な
ら
び
が
お
か
さ
ん
じ
ん

岡
散
人
」

　

と
も
に
父
の
没
後
、
生
家
小
川
中
立
売
か
ら
御
室
双
岡
へ
転
居
、「
習
静
堂
」
の
書

斎
名
と
文
人
意
識
が
基
盤
と
な
る
。「
習
静
」
は
習
禅
の
意
で
あ
る
。
坐
禅
に
よ
っ
て

心
を
静
寂
清
澄
な
ら
し
め
る
努
力
を
い
う
が
、
悟
道
の
上
に
真
の
世
界
を
築
け
と
し

た
月
潭
（
独
照
後
継
者
）
の
教
え
で
あ
り
、
自
署
で
は
あ
る
が
「
過
凹
凸
窠
記
」
に
残
る
。

　

引
首
印
は
「
尚
古
斎
」、
落
款
印
は
「
双
岡
散
人
」「
霊
海
」
の
二
印
で
あ
る
。「
散

人
」
は
文
人
墨
客
、
俗
世
間
を
離
れ
て
気
ま
ま
に
暮
ら
す
な
ど
、
官
途
に
就
か
な
い

人
物
を
表
徴
。「
霊
海
」
は
師
の
独
照
禅
師
か
ら
受
理
し
た
道
号
で
あ
る
。
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（
二
）「
霊れ
い
か
い海
」

　

元
禄
三
年
（
推
定
）、
乾
山
は
嵯
峨
直
指
庵
独
照
性
円
禅
師
か
ら
道
号
を
受
け
る
。

　
　
　

須す
べ
か
ら
く
す
い
て
い
に
し
ん
り
ょ
う
の
あ
る
こ
と
を
し
る
べ
し

知
水
底
有
神
龍　
　
　
　
　
　

常つ
ね
に
し
ら
な
み
を
ゆ
う
し
て
へ
き
く
う
に
ひ
る
が
え
む

湧
白
波
翻
碧
空

　
　
　

欲め
い
し
ゅ
を
う
ば
っ
て
し
ょ
う
あ
く
に
き
せ
ん
と
ほ
っ
せ
ば

奪
明
珠
帰
掌
握　
　
　
　
　
　

放み
を
は
な
っ
て
き
ゅ
う
え
ん
ち
ゅ
う
に
ち
ょ
う
に
ゅ
う
せ
よ

身
跳
入
九
淵
中

偈げ

は
以
上
の
よ
う
に
あ
り
（『
直
指
獨
照
禅
師
後
録
』）、「
霊
海
」
は
真し
ん
め
ん
も
く

面
目
、
自
ら
そ
の

渦
中
に
跳
び
込
み
真
理
を
会
得
す
る
意
と
解
さ
れ
る
。
生
涯
を
貫
く
哲
理
と
な
る
が
、

商
売
と
し
た
や
き
も
の
作
品
に
は
見
当
た
ら
ず
、
江
戸
下
向
後
、
文
人
意
識
の
高
ま

り
と
と
も
に
書
・
画
作
品
の
落
款
印
に
用
い
ら
れ
た
。

（
三
）「
尚し
ょ
う
こ
さ
い

古
斎
」

　

乾
山
の
斎
号
で
あ
り
、
習
静
堂
中
の
書
斎
名
と
考
え
る
。
古い
に
し
えの
文
物
を
尊
重
し
範
と

す
る
意
で
あ
る
が
、「
尚
古
」
は
『
文ぶ
ん
り
ん
り
ょ
う
ざ
い

林
良
材
』（
元
禄
一
四
年
刊
）
に
「
修
志
・
積
墨
・

香
雪・晴
雪・覚
非
」な
ど
と
と
も
に
斎
号
の
一
例
と
し
て
掲
載
。文
人
の
造
る
陶
器「
古

拙
」
の
意
、「
尚
古
」「
尚
古
斎
」、「
陶と
う
い
ん隠
」
と
合
わ
せ
て
「
尚
古・陶
隠
」
と
す
る
な
ど
、

作
者
乾
山
の
主
体
性
を
表
明
。
作
品
様
式
と
そ
の
傾
向
を
決
定
づ
け
る
。
乾
山
焼
と
は

如
何
な
る
や
き
も
の
か
、
そ
れ
を
表
徴
す
る
商
標
と
し
て
活
用
し
た
。

②
　
陶
工
時
代

　

窯
名
、
や
き
も
の
様
式
の
呼
称
と
な
っ
た
「
乾
山
」
が
基
本
で
あ
る
。
刻
印
、
型

摺
り
、
筆
書
き
に
よ
る
書か
き
い
ん印
が
主
流
、
古
に
擬な
ぞ
らえ
る
意
も
あ
り
「
尚
古
・
陶
隠
」
も

活
用
、「
陶
隠
」
は
俗
を
逃
れ
身
過
ぎ
と
し
て
陶
器
を
製
す
る
、
陶
器
を
製
し
つ
つ

精
神
の
理
想
郷
を
求
め
る
意
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
鳴
滝
時
代
の
筆
書
き
に
は
「
乾
山
」

「
緒
方
」「
深
省
」「
尚
古
斎
」「
扶ふ
そ
う桑
」「
雍よ
う
し
ゅ
う
州
」「
日
本
」「
大
日
本
」
な
ど
と
あ
る
。「
扶

桑
・
雍
州
」
は
日
本
国
京
都
よ
り
発
信
す
る
と
し
た
意
で
あ
る
が
、「
み
や
こ
」
へ
の

人
々
の
憧
憬
を
鑑
み
、
乾
山
焼
の
商
標
と
し
て
書
き
入
れ
た
。

③
　
江
戸
下
向
後

　

江
戸
に
お
け
る
や
き
も
の
に
は
「
尚
古
」
方
印・円
印
、「
乾
山
」「
深
省
」「
平
安
城
」

「
京け
い
ち
ょ
う
兆
」「
華か
ら
く洛
」
の
筆
書
き
が
あ
る
。
作
者
乾
山
及
び
や
き
も
の
と
出
処
京
都
を
明
示
、

書
・
画
に
は
「
深
省
」「
習
静
堂
」「
逃と
う
ぜ
ん禅
」「
傳ふ
り
く陸
」
の
印
章
を
用
い
る
が
、「
逃と
う
ぜ
ん禅
」

は
俗
世
を
逃
れ
僧
籍
に
入
る
・
禅
に
逃
れ
る
・
禅
を
逃
れ
る
な
ど
の
詩
語
で
あ
る
。

　

乾
山
は
公
寛
法
親
王
と
は
知
己
で
あ
っ
た
。
輪
王
寺
宮
東と

う
え
い
れ
ん
じ

叡
輦
寺
に
関
わ
り
が
あ

り
、「
傅
陸
」
は
王
臣
、「
傅
」
は
王
命
傅ふ
ぎ
ょ御

（『
詩
経
』）、「
陸
」
は
高
く
平
ら
な
土
地

の
意
か
ら
上
野
を
意
味
す
る
と
推
考
。
江
戸
上
野
寛
永
寺
に
お
き
東
山
天
皇
第
三
皇
子

公
寛
法
親
王
に
傅か

し
づく

と
し
た
意
、
そ
れ
を
誇
り
と
し
た
み
や
こ
人
乾
山
が
窺
わ
れ
る
。

　
「
深
省
」
の
典
拠
は
、
杜
甫
詠
五
言
古
詩
「
遊り

ょ
う
も
ん
の
ほ
う
せ
ん
じ
に
あ
そ
ぶ

龍
門
奉
先
寺
」、

　
　
　

天て
ん
け
つ
し
ょ
う
い
せ
ま
り

闕
象
緯
逼　
　
　
　
　

雲う
ん
が
い
し
ょ
う
ひ
や
や
か
な
り

臥
衣
裳
冷

　
　
　

欲さ
め
ん
と
ほ
っ
し
て
し
ん
し
ょ
う
を
き
か
ば

覚
聞
晨
鐘　
　
　
　
　

令ひ
と
を
し
て
し
ん
せ
い
を
は
っ
せ
し
む

人
發
深
省

　
「
逃
禅
」
も
同
じ
く
杜
甫
詠
七
言
古
詩
「
飲い

ん
ち
ゅ
う
は
っ
せ
ん
か

中
八
仙
歌
」
が
典
拠
と
考
え
る
。

　
　
　

蘇そ
し
ん
は
ち
ょ
う
さ
い
す
し
ゅ
う
ぶ
つ
の
ま
え

晉
長
斎
繍
仏
前　
　
　

醉す
い
ち
ゅ
う
お
う
お
う
に
し
て
と
う
ぜ
ん
を
あ
い
す

中
往
往
愛
逃
禅　
　

　
　
　

李り
は
く
は
い
っ
と
し
ひ
ゃ
っ
ぺ
ん

白
一
斗
詩
百
篇　
　
　

長ち
ょ
う
あ
ん
し
じ
ょ
う
し
ゅ
か
に
ね
む
る

安
市
上
酒
家
眠

　

作
者
に
と
っ
て
作
品
は
全
て
で
あ
る
。
思
想
・
情
趣
・
技
術
を
含
め
、
証
し
と
し

て
姓
名
・
号
・
花
押
・
落
款
・
印
章
な
ど
を
施
す
が
、
技わ

ざ

と
心
、
変
化
と
年
輪
を
表
徴
。

落
款
は
作
品
の
品
質
と
価
値
を
保
証
し
、
ブ
ラ
ン
ド
（
商
標
）
と
し
て
認
知
す
る
意
で

あ
る
。
伝
世
す
る
事
物
に
は
贋
作
が
つ
き
ま
と
う
。
金
銭
的
価
値
の
あ
る
限
り
と
ど

ま
る
こ
と
は
な
い
が
、
以
下
、
検
証
の
一
端
と
し
て
乾
山
の
花
押
・
印
章
を
考
察
し
た
。
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手書き・印章：習静堂

「
習
静
堂
」

「
双
岡
散
人
」

「
権
平
」
か

巾
着
型
花
押

印章：霊海・双岡散人・権平か 花押 　

習
静
堂
時
代
（
元
禄
二
年
か
ら
）　　

鳴
滝
時
代
（
元
禄
一
二
年
か
ら
正
徳
二
年
） 　
　

丁
子
屋
町
・
聖
護
院
時
代
（
正
徳
二
年
か
ら
享
保
中
頃
ま
で
）　　
　

 

江
戸
入
谷
村
時
代
（
享
保
中
頃
か
ら
寛
保
三
年
ま
で
）

　

花
押
は
文
人
時
代
、
や
き
も
の
時
代
に
分
け

ら
れ
る
。
や
き
も
の
で
は
鳴
滝
期
（
巾
着
型
）・
二

条
丁
子
屋
町
期
（
爾
字
型
）
の
別
が
あ
り
、
爾
字

型
は
江
戸
下
向
後
の
陶
法
伝
書
・
文
書
類
、
乾

山
焼
二
代
尾
形
猪
八
も
用
い
る
な
ど
、
乾
山
個

人
と
乾
山
焼
を
証
す
る
も
の
と
考
え
る
。

「
霊
海
」

「
霊
海
」

爾
字
型
花
押

五
字
型
花
押

　

こ
こ
で
は
乾
山
の
用
い
た
花
押
・
手て
が
き書
印
・
印
章
を
集
成
し
た
。
活
用
時
代
・
種
類
・
様
式

な
ど
が
総
覧
で
き
、
印
文
の
意
味
や
活
用
し
た
目
的
、
形
状
、
押お

う
な
つ捺

の
方
法
な
ど
も
明
確
に
な
る
。

　

個
々
の
花
押
・
印
に
関
し
て
は
、
九
八
頁
以
下
、
書
・
陶
・
画
別
に
各
項
目
を
設
け
た
が
、

上
段
に
は
典
型
・
関
係
作
品
、
中
段
に
は
類
型
別
の
花
押
・
印
、
下
段
に
原
形
模
写
（
レ
プ
リ
カ
）

を
掲
載
。
レ
プ
リ
カ
は
各
特
徴
の
把
握
に
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

素
材
、
技
法
、
趣
向
と
そ
の
巧
拙
が
問
題
と
な
る
や
き
も
の
に
比
し
、
紙
・
絹
上
の
書
・
画
、

そ
こ
に
押
捺
さ
れ
た
印
章
の
模
倣
は
容
易
で
あ
る
。
当
時
は
席せ

き
や
き焼
と
し
て
庭
焼
・
楽
焼
、
宴
席

に
お
け
る
書
・
画
の
席せ

き
が
き描
が
流
行
。
即
興
性
、
簡
略
化
の
妙
味
が
添
う
と
と
も
に
、
印
・
署
名

は
後
日
、
別
途
の
機
会
に
試
み
る
こ
と
も
あ
り
、
種
々
の
問
題
が
付
随
す
る
。
が
、
核
心
は
総

合
的
な
検
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

「
習
静
堂
」
手て

が
き書

「
霊
海
」
手
書

　
「
霊
海
」
は
手
書

き
に
始
ま
り
、
印
は

若
年
時
代
の
書
作
品

か
ら
晩
年
の
書
・
画

作
品
に
限
定
。
や
き

も
の
に
は
み
ら
れ
な

い
。
印
章
は
絵
画
と

同
じ
く
、
模
倣
は
容

易
。
乾
山
没
後
の
保

管
状
態
は
如
何
で
あ

っ
た
か
。
光
琳
名
跡

を
譲
る
な
ど
立
林
可

帠
ら
周
囲
の
人
々
へ

の
伝
承
も
問
題
と
な

り
、
刊
行
物
に
も
掲

載
さ
れ
た
こ
と
か
ら

偽
造
作
品
、
偽
造
印

も
現
れ
る
。

　
「
習
静
堂
」「
尚
古
」

は
生
涯
を
通
じ
て
活

用
し
た
が
、
四
方
・

円
印
と
も
に
手
書
印

が
特
色
で
あ
る
。

　

乾
山
の
姓
は
「
尾
形
・
緒
方
」、
実
名
「
権ご
ん
ぺ
い平
」、
名な
の
り乗

（
元
服
後
に
加
え

た
実
名
）「
惟こ

れ
み
つ允

」、
通
称
「
深し

ん

省せ
い

」
で
あ
る
。「
乾
山
」
は
窯
名
・
号
・
や

き
も
の
様
式
の
呼
称
と
な
っ
た
が
、
元
禄
一
二
年
、
禁
裏
か
ら
西
北
、
天

の
卦
、
乾い

ぬ
いの
方
角
に
位
置
す
る
鳴
滝
泉
谷
に
開
窯
し
た
こ
と
に
よ
る
名

称
で
あ
る
。
花
押
は
、
文
人
・
習
静
堂
時
代
の
使
用
と
考
え
る
緒
方
の

「
方
」・権
平
の「
平
」（
推
定
）
を
原
字
と
し
た
五ご
の
じ
が
た

字
型
、印
章
は
、推
定
「
権

平
」
円
印
、「
双
岡
散
人
」「
霊
海
」
方
印
、「
尚
古
斎
」
長
方
印
の
四
種

が
み
ら
れ
、「
習
静
堂
」
は
こ
の
時
点
で
は
手て

が書
き
で
あ
る
。
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印章：傅陸・逃禅・深省 手書き・印章：乾山

「
逃
禅
」

「
傅
陸
」

「
深
省
」

　
「
乾
山
・
深
省
」
印
は
二
代
乾
山
尾
形

猪
八
も
使
用
。
乾
山
焼
が
尾
形
深
省
作
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
と
推
測
す
る
。『
倭
漢
三
才
図
会
』（
正

徳
三
年
刊
）
に
は
「
山
城
國
土
産
」
と
あ
り
、

土み
や
げ
も
の

産
物
と
な
っ
た
以
上
、
洛
中
に
模
倣
品

の
造
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
鳴
滝

山
か
ら
洛
中
二
条
丁
子
屋
町
へ
と
移
転
を

す
る
が
、
も
は
や
「
尚
古
・
陶
隠
」
で
は

な
く
、「
乾
山
・
深
省
」
の
造
る
や
き
も

の
で
あ
る
。
養
子
を
迎
え
、
便
宜
の
よ
い

街
中
に
お
け
る
活
動
で
あ
っ
た
。

　

京
都
時
代「
深
省
」は

手
書
き
で
あ
っ
た
。

　

歌
仙
帖
、
絵
画
な
ど

は
江
戸
下
向
後
に
お
け

る
制
作
で
あ
る
。
文
人

意
識
の
昂
揚
と
と
も
に

印
章
を
考
案
。
大
小
二

印
の
「
深
省
」
は
伝
書

『
陶
工
必
用
』、
書
画
作

品
に
活
用
。
が
、『
尾
形

流
略
印
譜
』
に
は
同
印

の
ほ
か
「
習
静
堂
」「
逃

禅
」
印
が
あ
り
、
偽
造

印
の
手
引
き
と
な
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
傅
陸
」
印
も
江
戸
に

お
い
て
の
み
の
使
用
で

あ
る
。「
小
西
家
文
書
」

に
は
「
名
惟
允
又
扶
陸
」

と
あ
る
が
、
彦
右
衛
門

宛
書
状
に
は
「
扶
陸
」

と
筆
書
き
さ
れ
て
い
る
。

「
乾
山
」
手
書
印

「
乾
山
」
型
摺
印

「
乾
山
」
刻
印

「
乾
山
・
深
省
」
型
摺
印

　

や
き
も
の
に
関
す
る
花
押
は
、

鳴
滝
時
代
に
「
巾き
ん

着ち
ゃ
く
が
た
型
」

丁
子
屋
町
時
代
は
「
爾じ
の
じ
が
た

字
型
」

江
戸
時
代
の
作
品
に
は
み
ら
れ
な
い

印
は
、「
尚
古
」
手て
が
き
い
ん

書
印

　
　
　
「
尚
古
・
陶
隠
」
手
書
印
・
型か
た
ず
り摺
印
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

釘く
ぎ
ぼ
り
い
ん

彫
印

　
　
　
「
乾
山
」
手
書
・
刻こ
く
い
ん印
・
型
摺
印

　
　
　
「
乾
山
・
深
省
」
型
摺
印

手書き・印章：尚古（斎）・陶隠

「
尚
古
齋
」
引
首
印

「
尚
古
」
手
書
印

「
尚
古
・
陶
隱
」
型
摺
印

「
尚
古
」
手
書
印

「
乾
山
」
手
書
印

「
尚
古
・
陶
隱
」
手
書
印

「
尚
古
・
陶
隱
」
手
書
印
・
釘
彫
印

「
尚
古
・
陶
隱
」
型
摺
印

尾形乾山の書画(97)



　

形
状
か
ら
「
巾
着
型
」
と
呼
ば
れ
る
花
押
で
あ
る
。
字
形
、
乾
山
の
尚
古
精
神
及
び
斎
号
「
尚
古
斎
」
か
ら
原
字
は
「
尚
」

に
関
係
す
る
か
、「
尚
」
に
は
「
こ
い
ね
が
う
・
た
っ
と
ぶ
・
上
代
」
な
ど
の
意
が
あ
る
。
陶
磁
器
以
外
の
作
品
に
は
用
い

て
お
ら
ず
、
そ
れ
も
鳴
滝
時
代
に
限
ら
れ
る
特
徴
を
も
つ
。『
尾
形
流
略
印
譜
』（
文
化
一
二
年
刊
）
に
も
掲
載
さ
れ
た
が
、
書
・

画
作
品
に
は
み
ら
れ
な
い
。

　

一
例
で
あ
る
が
、
乾
山
自
筆
遺
産
受
領
書
「
一
札
之

事
」（「
小
西
家
文
書
」）
に
残
る
花
押
で
あ
る
。
原
字
は

不
明
、
形
態
か
ら
仮
に
「
五
」
字
型
花
押
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
が
、
簡
単
に
花
押
作
成
の
法
則
に
従
い
、
乾
山

の
生
年
、
姓
名
の
文
字
を
陰
陽
・
五
行
説
に
照
合
。
結

果
、
原
字
は
「
方
」
ま
た
「
平
」
と
も
推
測
す
る
が
、

下
図
は
刊
本
に
み
ら
れ
る
類
似
の
花
押
型
で
あ
る
。

明
朝
体
の
法
則
に
基
づ
き
具

備
す
べ
き
七
点
を
含
む
が
、

「
五
」
は
天
地
間
に
力
の
漲
る

現
象
の
意
と
な
る
。

書
１

「
一
札
之
事
」（「
小
西
家
文
書
」）

陶274

陶275陶311

陶312

陶313

陶169

陶522

陶523

陶119

陶120

陶174

陶176

陶258

陶273

陶95

陶96

陶97

陶100

陶101

陶118

陶
９
５
レ
プ
リ
カ

一
、
花
押
：
文
書
・
や
き
も
の

源
字
を
「
尚
」
と
す
る
花
押

の
一
例
で
あ
る
。

（
一
）「
五
字
型
」
花
押
（「
小
西
家
文
書
」）

（
二
）「
巾
着
型
」
花
押
（
や
き
も
の
）

『
永
代
節
用
無
尽
蔵
』
一
八
四
九
年
刊

色
絵
十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
角
皿

（
裏
面
） 

陶
９
５

「
光
悦
」
と
光
悦
の
花
押

イ
イ 

色
絵
橋
姫
図
型
香
合

図
中
、
陶
・
画
・
書
の

番
号
・
作
品
は
一
三
四

―
五
頁
に
掲
載
。
イ
ロ

ハ
記
号
は
左
記
に
記
す

作
品
を
表
す
が
、
頁
ご

と
に
提
示
位
置
が
異
な

り
、
容
赦
く
だ
さ
い
。

巾
着
型
花
押

『
尾
形
流
略
印
譜
』

中
野
其
明

明
治
二
五
年
刊

(98)



色
絵
六
歌
仙
図
額
皿　

陶
１
２
１

小
西
彦
右
衛
門
宛
書
状　

書
７（
２
）

（「
小
西
家
文
書
」）

二
代
乾
山
猪
八　

色
絵
燕
子

花
図
蓋
茶
碗　

陶
６
４
２

陶121

陶122

陶531

陶533

陶535

陶542

陶695

陶647

陶646

陶642

イ

ロ

書6

書7（1）

書7（2）

書９

書10（1）

書10（2）

画2

画9

陶639

陶640

陶684

陶685

陶687

陶688

　

形
状
か
ら
「
爾
字
型
」
と
称
し
て
い
る
が
、「
爾
」
は
本
字
を
「

」
と
し
（『
正
字
通
』）、「
か
く
の
ご
と
し
・
し
か
し
て
」

「
華
盛
」
な
ど
花
の
美
し
く
盛
ん
な
る
さ
ま
の
意
も
あ
る
と
い
う
。
原
型
は
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
造
の
六
歌
仙
図
額
皿
（
宝

永
辛
卯
）
に
あ
る
か
と
考
え
る
が
、
二
条
丁
子
屋
町
移
転
後
作
品
、
二
代
乾
山
猪
八
（
伊
八
）
作
品
、
江
戸
入
谷
時
代
の
陶
法

伝
書
、
甥
の
小
西
彦
右
衛
門
宛
書
状
に
使
わ
れ
た
。「
山
城
国
土
産
」
と
な
っ
た
以
上
、
東
山
の
諸
窯
に
お
い
て
乾
山
焼
模

倣
の
行
わ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
創
始
者
・
元
締
め
な
ど
の
意
味
を
含
め
、
同
焼
宗
家
「
宗
」
を
原
字
と
す
る
こ
と
も

想
定
。
が
、
帰
字
考
か
ら
の
選
択
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
推
定
の
域
を
出
な
い
。
内
に
点
の
あ
る
も
の
・
な
い
も
の
が
あ
る
。

陶
１
２
１
レ
プ
リ
カ

陶
６
８
８
レ
プ
リ
カ

書
７（
２
）レ
プ
リ
カ

（
三
）「
爾
之
字
型
」
花
押

（
や
き
も
の・伝
書・書
状
、
二
代
乾
山
尾
形
猪
八
）

小
西
彦
右
衛
門
宛
書
状

「
惟
允
」・
爾
之
字
型
花
押

イ　

色
絵
燕
子
花
図
蓋
茶
碗

ロ　

色
絵
燕
子
花
図
蓋
茶
碗
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書 8

　

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）、「
五
字
型
」
花
押
と
と
も
に
「
一
札
之
事
」
に
用
い
ら
れ
た

印
章
で
あ
る
。
黒
文
円
印
、
直
径
１
・
３
７
㌢
。
印
文
は
乾
山
の
実
名
「
権
平
」
と
推
測

す
る
が
、
は
か
り
・
お
も
り
・
平
ら
か
に
、
人
生
の
は
か
り
を
正
し
く
、
偽
り
な
き
よ

う
に
と
し
た
意
か
。
同
印
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
未
だ
部
屋
住
み
時
代
の
こ
と
。

元
禄
二
年
、
洛
中
を
去
り
御
室
双
岡
に
住
ま
い
を
移
し
独
居
を
始
め
る
が
、
お
そ
ら
く

生
前
父
宗
謙
と
も
話
し
合
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
ろ
う
。
名
を
改
め
る
に
は
動
機
が
あ
る
。

基
本
的
に
は
好
気
を
希
い
、
相
生
・
縁
起
の
好
い
文
字
、
印
章
が
選
択
さ
れ
る
。

書 1

「
権
平
」
印
か
レ
プ
リ
カ

書 8

書
８
レ
プ
リ
カ

　
「
双
岡
散
人
」
も
同
じ
く
「
過
凹
凸
窠
記
」
に
残
さ
れ
た
白
文
方
印
、
２
・
２
×
２
・

２
㌢
の
印
で
あ
る
。「
双
岡
」
は
京
都
市
右
京
区
御お
む
ろ室
に
あ
る
丘
陵
で
あ
る
。
山
上
に
は

秦は
た
し氏
関
連
の
古
墳
群
が
あ
り
、
頂
き
か
ら
一
の
丘
・
二
の
丘
・
三
の
丘
と
し
だ
い
に
低

く
な
り
、
周
辺
は
禁
裏
の
遊
猟
地
、
山
麓
に
は
古
く
か
ら
著
名
人
の
寓
居
跡
な
ど
が
残

る
と
い
う
。「
な
ら
び
の
お
か
」
は
歌
枕
に
も
な
っ
て
い
る
が
、「
散
人
」
は
文
人
墨
客

の
号
、
世
俗
を
離
れ
心
の
ま
ま
に
暮
ら
す
者
の
意
で
あ
る
。
乾
山
自
ら
が
考
案
し
た
号

と
推
定
す
る
が
、
絵
画
に
も
「
紫し
す
い
さ
ん
じ
ん

翠
散
人
」
と
筆
書
き
し
た
も
の
が
残
る
。

　
「
霊
海
」
は
独
照
禅
師
よ
り
与
え
ら
れ
た
道
号
で
あ
る
。
同
じ
く
「
過
凹
凸
窠
記
」
に

押
捺
さ
れ
た
印
で
あ
る
が
、
朱
文
方
印
、
２
・
３
×
２
・
３
㌢
。
商
売
と
し
た
や
き
も
の

に
は
み
ら
れ
ず
、
文
人
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
若
年
時
の
書
、
江
戸
へ
下
向
し
文
人

と
し
て
活
躍
す
る
晩
年
の
絵
画
作
品
に
用
い
た
印
で
あ
る
。
生
涯
を
通
じ
活
用
し
た
。

書
８
レ
プ
リ
カ

書8

「
一
札
之
事
」（「
小
西
家
文
書
」）

「
過
凹
凸
窠
記
」

「
過
凹
凸
窠
記
」

二
、
印
章
：
文
書

（
一
） 「
権
平
」
印
か

（
三
）「
双
岡
散
人
」・「
霊
海
」
印

（
二
）「
尚
古
斎
」
印

　
「
尚
古
斎
」
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）、「
過
凹
凸
窠
記
」
引
首
印
（
冠
冒
印
）
に
用
い

ら
れ
た
約
２・５
×
０
・７
㌢
の
朱
文
長
方
印
で
あ
る
。
現
存
作
品
中
「
尚
古
斎
」
と
し
た

も
の
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
が
、「
崇
古
」、
古
の
文
物
や
制
度
を
尊
重
、
範
と
す
る
意
か
ら
、

若
年
時
代
の
乾
山
の
生
活
態
度
、
趣
味
、
精
神
を
表
徴
す
る
。『
徒
然
草
』
に
も
尚
古
趣

味
、『
文
林
良
材
』
に
も
斎
号
と
し
て
「
尚
古
・
修
志
・
香
雪
・
積
墨
」
な
ど
が
あ
り
、「
尚

古
」
は
古
く
書
齋
号
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
乾
山
は
習
静
堂
の
書
斎
名
と
し

た
が
、「
尚
古
斎
」
と
称
し
た
人
物
に
は
荻
生
徂
徠
門
下
菅
原
正
朝
（
麟り

ん
し
ょ嶼
）
が
い
る
。

拡
大
図

拡
大
図

拡
大
図

(100)



陶
１
２
９
レ
プ
リ
カ

陶
２
７
０
レ
プ
リ
カ

　

陶
器
に
記
さ
れ
た
「
乾
山
」
引
首
書か

き
い
ん印
で
あ
る
。
１
・
０
ま
た
１
・
４
×
０
・
４
㌢
、
黒
・
朱
文
の
楕
円
形
印
で
あ
る
が
、

低
火
度
焼
成
、
山
水
画
讃
作
品
に
み
ら
れ
、
鳴
滝
・
丁
子
屋
町
時
代
を
通
じ
活
用
。「
乾
山
」
は
窯
名
、
雅
号
、
や
き
も
の

様
式
の
呼
称
で
あ
っ
た
。
禁
裏
の
西
北
、
天
の
卦
、
乾
の
方
角
に
あ
た
る
鳴
滝
山
に
開
窯
し
た
こ
と
に
よ
る
が
、
類
似
の
画

讃
作
品
に
は
長
方
形
ま
た
釘く
ぎ
ぼ
り彫
印
、
摺
り
込
み
形
式
の
引
首
印
が
あ
り
、
落
款
印
は
「
尚
古
・
陶
隠
」
で
あ
る
。

陶124

陶 126

陶 128

陶 130

陶 129

陶 325

陶 261

陶 270

陶 272

陶 495

陶 131

陶 198

陶 199（1）

陶 199（2）

イ

ロ

陶 200

陶 317

陶 318

陶 319

ニ

陶 193

陶 195

陶 197

ハ

　

陶
器
に
み
ら
れ
る
藍あ

い
え
の
ぐ

絵
具
の
「
乾
山
」
長
方
印
で
あ
る
。
２
・
４
×
１
・５
㌢
、
銘
を
透
し
彫
り
し
た
型
紙
を
使
用
。
二
重
・

一
重
囲
い
、
円
中
に
「
乾
山
」
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
応
じ
作
品
様
式
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
型
摺
り
文
様
の
装

飾
に
は
型か
た

摺ず
り

印
を
約
束
と
す
る
な
ど
、
基
準
と
な
る
作
品
は
鳴
滝
時
代
の
低
火
度
焼
成
藍
絵
四
方
向
付
に
求
め
ら
れ
る
。
汐

留
遺
跡
か
ら
も
同
じ
型
摺
り
印
藍
絵
四
方
向
付
の
陶
片
が
出
土
し
た
。

陶
１
９
８
レ
プ
リ
カ

銹
絵
独
釣
図
角
皿　

陶
１
２
９

藍
絵
四
方
向
付　

陶
１
９
８

藍
絵
四
方
向
付
陶
片　
汐
留
遺
跡
出
土

（
一
）「
乾
山
」
印

②
作
者
印
（
型
摺
り
）

①
引
首
印
（
手
書
き
）

三
、
印
章
：
や
き
も
の

「
乾
山
」
は
通
常
裏
面
に
手
書

き
で
あ
る
が
、
印
章
は
、
①

作
者
印
と
し
て
裏
面
に
型
摺

り
。
②
引
首
印
（
冠
冒
印
）
と

し
て
表お

も
て面

に
手
書
き
。
③
落

款
印
と
し
て
漢
画
的
主
題
に

白
文
（
姓
・
名
）・
朱
文
（
号
）

の
二
印
が
あ
る
。

　

引
首
印
は
右
肩
・
本
文
よ

り
上
に
出
な
い
こ
と
が
約
束

で
あ
り
、
落
款
印
は
和
様
に

は
押
さ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

イ　

藍
絵
型
摺
り
文
角
皿

ロ　

藍
絵
型
摺
り
文
角
皿　

ハ　

銹
絵
染
付
摺
り
菊
桐
文
四
方
皿

ニ　

色
絵
菊
図
角
皿
（
陶
片
）

　
　
　

東
京
都
港
区
承
教
寺
跡

尾形乾山の書画(101)



　

十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
角
皿
、
絵え

ご
う
ら
い

高
麗
大
鉢
な
ど
唐
物
写
し
、
江
戸
・
佐
野
逗
留
時
代
の
作
品
を
含
め
、
画
讃
の
茶
碗
や

火
入
、
向む
こ
う
づ
け
付
に
み
ら
れ
る
手
書
き
「
尚
古
」
方
印
・
円
印
で
あ
る
。
一
例
で
あ
る
が
上
段
絵
高
麗
大
鉢
（
１
４
６
）
の
印
は
約
２
・

１
×
２
・
１
㌢
。
例
外
も
あ
る
が
、
鳴
滝
時
代
か
ら
晩
年
ま
で
、
主
と
し
て
高
火
度
焼
成
色
絵
・
銹
絵
作
品
に
み
ら
れ
る
印

形
式
で
あ
る
。
変
形
印
、「
陶
隱
」
の
み
の
場
合
も
あ
る
。

陶98

陶136

陶146

陶151

陶526

陶527

陶528

陶471

陶481

陶525

陶480

陶278

陶329

陶551

イ

陶959

陶960

陶961

陶938

陶940

陶941

陶963

陶962

ロ

絵
高
麗
写
大
鉢　

陶
１
４
６

　

低
火
度
焼
成
、
山
水
画
讃
作
品
に
み
ら
れ
る
手
書
き
「
尚
古
・
陶
隠
」
朱
文
方
印
で
あ
る
。
二
印
を
合
わ
せ
て
２
・
２
×
１
・

１
㌢
、
ま
た
２
・
７
×
１
・
３
㌢
ほ
ど
。
低
火
度
焼
成
朱
印
は
黄お
う
ど土

、
高
火
度
焼
成
黒
文
方
印
に
は
銹さ

び
（
鉄
）
絵
具
を
用
い
て

い
る
が
、
鳴
滝
初
期
か
ら
丁
子
屋
町
時
代
を
通
じ
行
わ
れ
た
形
式
で
あ
る
。
乾
山
焼
を
代
表
す
る
漢
画
的
主
題
作
品
を
主
体

に
、
や
が
て
こ
れ
ら
の
書
・
画
は
簡
略
化
・
画
一
化
、
装
飾
化
さ
れ
て
し
だ
い
に
山
城
国
の
土
産
物
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　
「
陶
隱
」
と
は
世
事
を
逃
れ
身
過
ぎ
に
陶
器
を
製
す
る
、
陶
器
を
製
し
つ
つ
精
神
の
理
想
郷
を
目
指
す
意
か
と
考
え
る
が
、

中
国
で
は
六
朝
頃
か
ら
隠
逸
精
神
を
尊
重
、
隠
士
間
に
は
世
俗
を
脱
し
閑
適
を
求
め
る
風
潮
が
盛
行
し
た
。

（
二
）「
尚
古
」
印

（
三
）「
尚
古
」「
陶
隠
」
印

①
手
書
き

陶
１
４
６
レ
プ
リ
カ

　

日
本
で
は
、
作
品
に
加
え
、

真
贋
判
定
に
は
書
・
画
・
工

芸
に
拘
わ
ら
ず
落
款
・
花
押
・

印
章
な
ど
を
重
視
す
る
。

　

乾
山
焼
で
は
落
款
・
印
章

は
多
く
書
の
約
束
ご
と
に
従

う
が
、
印
章
に
代
わ
り
花
押

を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
、
土

の
上
で
は
朱
印
・
朱
文
字
は

筆
書
き
、
白
く
浮
き
出
さ
せ

る
白
印
は
釘
彫
り
に
よ
る
技

法
を
用
い
る
。

　

方
印
・
円
印
の
異
な
り
は
、

余
白
・
バ
ラ
ン
ス
、
書
・
画

構
成
上
の
都
合
に
因
る
か
と

思
わ
れ
る
が
、
花
押
・
落
款
・

印
章
類
は
模
倣
が
し
易
く
、

や
き
も
の
に
も
雑
多
な
印
が

入
り
混
じ
る
。

イ　

銹
絵
梅
図
長
方
皿

ロ　

染
付
竹
図
火
入
（
引
首
印
）

(102)



陶124

陶126

陶127陶325

陶518

陶129

陶130

イ

陶128

陶334

陶121

陶
３
２
５
レ
プ
リ
カ

銹
絵
山
水
図
八
角
皿　

陶
１
２
７

陶560

陶511

ヘ

陶510

陶487

ロ

ニ

ハ

陶508

ホ

陶512

陶561

　

黄
土
を
用
い
た
型
摺
り
「
尚
古
・
陶
隠
」
朱
文
方
印
で
あ
る
。
全
体
で
２
・
６
×
１
・
１
㌢
か
ら
２
・
９
×
１
・
４
㌢
。

長
方
皿
・
向
付
類
な
ど
組
物
類
に
み
ら
れ
、
印
文
の
透
し
彫
り
に
明
確
さ
を
欠
く
特
徴
を
も
つ
。
蘭
図
角
皿
裏
面
に
は

乾
山
の
落
款
が
あ
る
。
労
に
倦う

む
と
き
絵
師
渡
邊
素
信
が
任
に
当
た
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
光
琳
の
ほ
か
乾
山
窯
に
お

け
る
絵
師
の
参
加
が
分
明
。
形
態
の
画
一
化
、
書
・
画
の
簡
略
化
、
縁
文
様
の
様
式
化
、
さ
ら
に
不
明
瞭
な
印
の
押
捺
は
、

鳴
滝
時
代
と
は
異
な
る
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
。

銹
絵
蘭
図
角
皿　

陶
４
８
７

陶
４
８
７
レ
プ
リ
カ

銹
絵
桃
図
長
方
皿
レ
プ
リ
カ

②
型
摺
り

イ　

銹
絵
楼
閣
山
水
図
角
皿

ロ　

銹
絵
松
図
長
方
皿

ハ　

銹
絵
石
竹
図
長
方
皿

ニ　

銹
絵
桃
図
角
皿

ホ　

銹
絵
柳
図
長
方
皿

ヘ　

銹
絵
水
仙
図
長
方
皿

尾形乾山の書画(103)



陶267*

陶270*

陶271*

陶272*

陶261*

陶262*

陶264*

陶265*陶277

陶279

陶280

陶281

陶282

イ

陶1037

陶1038*

ハ

陶495

陶500

陶519

陶498

陶501

陶496

ロ

陶
２
８
２
レ
プ
リ
カ

銹
絵
菊
図
角
皿　

陶
２
７
１

銹
絵
菊
図
角
皿　

陶
２
８
２

銹
絵
山
家
図
角
皿

陶
４
９
８

③
型
摺
り
・
逆
印

陶
２
６
５
レ
プ
リ
カ

　
光
琳
・
乾
山
合
作
角
皿
に
認
め
ら
れ
る
型
摺
り
「
尚
古
・
陶
隠
」
朱
文
方
印
で
あ
る
。
型
紙
を
用
い
、
二
印
は
連
結
、

「
下げ

た駄
印
」
と
も
称
さ
れ
る
。
全
体
で
約
２
・
６
×
１
・
３
㌢
ほ
ど
、
鳴
滝
時
代
か
ら
光
琳
の
没
す
る
丁
子
屋
町
時
代
初
期
に

か
け
て
用
い
ら
れ
た
が
、
二
印
の
天
地
は
逆
に
押
捺
（
逆
印
）。
印
刻
に
は
微
妙
な
相
異
が
あ
る
な
ど
、
一
連
の
作
品
は
印
・

花
押
の
な
い
も
の
、
皿
裏
面
の
落
款
の
あ
る
も
の
・
な
い
も
の
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。（
＊
印
は
逆
印
）

イ　

銹
絵
竹
図
額
皿

ロ　

銹
絵
水
仙
図
角
皿

ハ　

重
色
紙
皿
（
陶
片
）

　
　
　

東
京
都
新
宿
区
内
藤
町
遺
跡

陶
２
７
１

　

左
図
は
上
段
角
皿
類
に
摺
り

込
ま
れ
た「
尚
古
」「
陶
隠
」
の

二
印
で
あ
る
。
間
違
っ
て
も
そ

う
簡
単
に
は
や
り
直
し
の
で
き

る
作
品
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

故
意
で
は
な
い
と
考
え
る
。
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陶321陶322

陶323

陶324

陶328

陶331

イ

陶333

　
書
印
・
釘
彫
印
「
尚
古
・
陶
隠
」
黒
文
・
白
文
方
印
で
あ
る
。
黒
文
は
銹
絵
具
に
よ
る
手
書
き
、
白
文
は
銹
絵
具
を
塗
布

し
た
の
ち
印
字
を
彫
り
出
す
釘
彫
り
技
法
で
あ
る
。
寸
法
は
約
１
・
８
×
０
・
９
㌢
ほ
ど
、
正
徳
年
製
の
落
款
が
あ
り
、
丁
子

屋
町
時
代
、
立
体
作
品
の
増
加
す
る
段
階
に
み
ら
れ
る
印
で
あ
る
。
釘
彫
り
は
鳴
滝
時
代
に
唐
物
写
し
絵
高
麗
手
な
ど
に
試

み
ら
れ
た
が
、
装
飾
、
落
款
と
印
様
式
の
調
和
を
図
る
こ
れ
ら
の
手
法
は
乾
山
焼
独
自
の
特
色
と
な
る
。

陶
３
２
２
レ
プ
リ
カ

銹
絵
獅
子
四
方
香
炉　

陶
３
２
１

　
画
讃
作
品
の
茶
碗
や
手
焙
、
角
皿
類
に
み
ら
れ
る
手
書
き
「
尚
古
・
陶
隠
」
黒
文
方
印
で
あ
る
。
寸
法
は
二
印
合
わ
せ

て
約
２
・
０
×
１
・
０
㌢
ほ
ど
、
色
絵
・
銹
絵
、
低
火
度
・
高
火
度
焼
成
、
平
面
・
立
体
両
作
品
に
用
い
ら
れ
た
。
鳴
滝
か

ら
丁
子
屋
町
時
代
（
正
徳
・
享
保
年
製
）
の
作
品
へ
と
継
続
す
る
。

陶99

陶326

陶327

陶288

陶255

ロ

陶140

陶
３
２
６
レ
プ
リ
カ

銹
絵
山
水
図
火
入　

陶
３
２
６

④
釘
彫
り

⑤
そ
の
他
の
手
書
き

イ　

銹
絵
芙
蓉
図
火
入

ロ　

銹
絵
楼
閣
図
角
皿
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型
摺
り
・
下
駄
印
・
黄
土
を
用
い
た
「
乾
山
・
深
省
」
朱
文
・
白
文
方
印
で
あ
る
。
二
印
合
わ
せ
て
５
・０
×
２
・
１
㌢
か

ら
２
・
９
×
１
・
５
㌢
ほ
ど
、「
尚
古
・
陶
隠
」
か
ら
印
文
は
「
乾
山
・
深
省
」
へ
と
移
行
。
享
保
九
年
の
箱
書
付
を
も
つ
作

品
の
様
式
変
化
に
照
合
、
丁
子
屋
町
時
代
か
ら
聖
護
院
時
代
、
二
代
猪
八
の
活
動
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
聖
護
院
遺
跡

（
京
大
病
院
）
か
ら
は
同
じ
印
を
も
つ
椿
図
額
皿
陶
片
が
出
土
し
た
。
聖
護
院
に
は
今
日
九
点
の
猪
八
作
品
が
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
伝
書
『
陶
磁
製
方
』
に
は
聖
護
院
門
境
に
商
い
を
す
る
「
愚
子
猪
八
」
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

イ

陶 570

陶 574

陶 618

陶 610

陶 615

陶 616

陶 617

陶 515

ロ

陶 575

陶 571ニ

陶 579

陶 581（1）

陶 581（2）

陶 582（1）

陶 582（2）

陶 569

ホ

陶 625

陶 619

陶 620

ハ

陶
５
７
４
レ
プ
リ
カ

陶
６
１
０
レ
プ
リ
カ

陶
５
７
９
レ
プ
リ
カ

銹
絵
菊
図
角
皿　

陶
５
７
４

猪
八　

蘭
図
角
皿　

陶
６
１
０

銹
絵
緑
地
山
家
図

長
方
皿

陶
５
７
９

（
四
）「
乾
山
」「
深
省
」
印

イ　

銹
絵
竹
図
角
皿

ロ　

銹
絵
薔
薇
図
角
皿

ハ　

銹
絵
松
図
長
方
皿

ニ　

銹
絵
山
家
図
角
皿
（
陶
片
）

　
　
　

京
都
大
学
病
院
構
内
出
土

ホ　

銹
絵
椿
図
四
方
深
向
付
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書
・
画
作
品
に
残
る
「
深＊

省
」
印
で
あ
る
。
２
・
４
×
２
・
４
㌢
の
白
文
方
印
、
１
・
２
×
１
・
２
㌢
の
朱
文
方
印
の
二
種

が
あ
り
、「
霊
海
」
印
を
伴
う
場
合
も
あ
る
な
ど
、
江
戸
期
に
の
み
使
わ
れ
た
特
徴
を
も
つ
。
真し
ん
が
ん贋

も
あ
り
、
こ
こ
で
は
乾

山
自
筆
『
陶
工
必
用
』「
深
省
」
印
を
基
準
と
し
た
が
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
掲
載
さ
れ
た
印
、
朱
文
円
印
、
画
・
陶
器

作
品
の
箱
書
、「
真
省
」
の
異
字
を
用
い
た
朱
文
円
印
も
あ
り
（
絵
画
作
品
に
の
み
見
ら
れ
る
が
、『
大
日
本
名
家
全
書
』・
明
治

三
六
年
刊
に
も
掲
載
）、
印
字
の
誤
り
、
書
体
の
相
異
な
ど
が
現
れ
る
。
作
品
同
様
、
印
章
も
作
者
の
品
格
、
風
格
を
表
徴
。

真
印
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
書
体
、
翻
刻
の
正
確
さ
、
曲
線
の
円
み
、
押
印
に
よ
る
濃
淡
の
現
れ
方
、
二
印
で
あ
れ
ば

印
の
間
隔
な
ど
も
問
題
と
な
る
。
印
章
が
他
者
に
渡
れ
ば
、
書
・
画
様
式
・
構
図
・
構
成
・
技
法
ほ
か
種
々
の
事
柄
に
注

意
を
要
す
る
。
自
署
に
は
「
深
」「
㴱
」
の
新
字
・
古
字
の
二
体
が
あ
る
。

画
１
１
レ
プ
リ
カ

画
４
５
レ
プ
リ
カ

書 9

画 25

画 11

画 13

画 71

画 6

画 15

画 20

画 21

画 33

画 37

画 45画 51

画 52

画 53

画 54

画 72

画 82

画 106 裏面

イ

画 126

ロ

画 120

画 117

画 119

『
陶
工
必
用
』　

書
９「

深
省
」『
尾
形
流

略
印
譜
』
文
化
一
二

年
刊

「
真
省
」『
大
日
本

名
家
全
書
』
明
治

三
六
年
刊

（
一
）「
深
省
」
印

四
、
印
章
：
書
・
画
作
品

＊「
深
省
」
は
乾
山
が
生
涯
用

い
た
通
称
で
あ
る
。

　

父
の
没
し
た
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
）
六
月
二
九
日
以

後
、
同
年
八
月
か
ら
翌
元
禄

元
年
六
月
ま
で
に
権
平
を
深

省
に
改
名
（「
小
西
家
文
書
」）。

典
拠
は
次
の
杜
甫
詠
五
言
古

詩
に
あ
り
、

　

欲さ
め
ん
と
ほ
っ
し
て
し
ん
し
ょ
う
を
き
か
ば

覚
聞
晨
鐘

　

令ひ
と
を
し
て
し
ん
せ
い
を
は
っ
せ
し
む

人
發
深
省

煩
悩
を
脱
し
悟
り
を
開
か
し

む
、
深
く
自
己
を
省
み
る
と

し
た
意
で
あ
る
。
一
般
に
改

名
、
ま
た
書
風
の
変
化
は
筆

者
内
面
の
変
化
に
応
ず
る
が
、

自
署
に
は
「
深
・
㴱
」
と
し

て
新
字
・
古
字
の
二
体
が
あ

り
、
模
倣
銘
に
は
二
字
の
混

合
体
が
み
ら
れ
る
。

「
深
省
」『
尾
形
流

略
印
譜
』
中
野
其
明

明
治
二
五
年
刊

イ　

布
袋
図
（
画
帖
）

ロ　

紅
葉
型
香
合
（
箱
書
）

尾形乾山の書画(107)



　

書
・
画
に
用
い
た
「
霊＊

海
」
朱
文
方
印
、
２
・
３
×
２
・
３
㌢
で
あ
る
。
早
い
例
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）「
過
凹
凸
窠

記
」
に
あ
り
、
そ
の
後
は
江
戸
期
に
お
け
る
絵
画
作
品
に
集
中
、
や
き
も
の
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
特
色
が
あ
る
。
印

字
の
線
刻
、
配
置
・
形
状
な
ど
の
相
異
の
ほ
か
、
翻
刻
の
誤
り
、
印
文
の
不
明
瞭
さ
、
印
影
の
極
端
な
薄
・
濃
な
ど
、
偽

造
印
の
疑
い
は
さ
ら
に
作
品
の
内
容
・
構
成
・
技
法
な
ど
の
変
化
に
結
び
つ
く
。『
尾
形
流
略
印
譜
』
な
ど
刊
本
に
も
掲
載
、

模
倣
の
原
因
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

書
８
レ
プ
リ
カ

書 8画 11

画 8

画 5

画 23

画 51画 52

画 53

画 54

画 55

画 59

画 46

画 47

イ

画
５
２
レ
プ
リ
カ

画
８
９
レ
プ
リ
カ

画 89

画 39

画 42

画 92

画 116

画 95（１）

滝
図　

画
１
１

桜
春
草
図　

画
５
１

雪
松
図　

画
８
９

「
過
凹
凸
窠
記
」　

書
８

画
１
１
レ
プ
リ
カ

（
二
）「
霊
海
」
印

乾
山
「
霊
海
」
自
書
（
左
図
拡
大
図
）

イ　

色
絵
短
冊
皿
（
共
箱
）
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書
２
２
レ
プ
リ
カ

画
１
０
６
レ
プ
リ
カ

画 44

画 41

画 76

画 77

画 67

画 30

書 22

書 26

書 27

書 29

書 32

書 33

画 105

画 106

画 134

画 63 

画 93

画 102

画 85

画 97

画 98

画 109

画 101

画 66

画 107

画 115

画 57

画 21

画 87

画 49

画 68

画 50

画 24

三
十
六
歌
仙
図　

書
２
２

雪
松
図
衝
立　

画
１
０
６

画 95（2）

画 118

画 100

画 99

画 79

画 113

「
霊
海
」『
尾
形
流

略
印
譜
』
中
野
其
明

明
治
二
五
年
刊

＊「
霊
海
」
は
元
禄
三
年
（
推

定
）
師
の
独
照
禅
師
か
ら
与
え

ら
れ
た
道
号
で
あ
る
。

　

偈
頌
に
よ
れ
ば
水
底
（
心
）

に
は
不
思
議
な
龍
が
潜
み
、

大
空
へ
と
白
波
を
興
し
舞
い

上
が
る
が
、
汚
れ
の
な
い
そ

の
神
龍
（
明
珠
・
霊
）
を
手
に

入
れ
た
い
と
欲
す
る
な
ら
ば
、

ま
ず
身
を
深
淵
に
投
げ
入
れ

よ
と
い
う
。
独
照
は
若
き
乾

山
の
「
真ま

こ
と」
を
見
抜
き
、
生

涯
の
公
案
と
な
る
「
霊
海
」

を
与
え
た
が
、
文
人
・
陶
匠
・

画
人
と
し
て
異
郷
に
尽
き
た

晩
年
な
ど
、
す
べ
て
は
独
照

の
公
案
に
帰
結
す
る
。
悟
道

に
至
っ
た
人
間
の
、
当
た
り

前
の
当
た
り
前
と
し
た
境
界

な
ど
、
没
年
ま
で
も
土
に
ま

み
れ
、
見
事
に
師
の
導
き
に

応
え
た
生
涯
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

尾形乾山の書画(109)



　
「
習＊

静
堂
」
白
文
長
方
印
、
寸
法
は
３
・０
×
１
・
２
㌢
で
あ
る
。
自
書
は
「
過
凹
凸
窠
記
」
に
あ
る
が
、
印
章
と
し
て
は

江
戸
下
向
後
、
現
存
す
る
絵
画
作
品
に
の
み
見
ら
れ
る
特
色
を
も
つ
。「
習
静
堂
」
は
父
の
没
後
、
元
禄
二
年
か
ら
同
一
二

年
ま
で
閑
居
し
た
洛
西
御
室
双な
ら
び
が
お
か
岡
に
設
け
た
隠
棲
所
の
堂
名
で
あ
る
。
斎
号
「
尚
古
斎
」
を
印
と
し
た
も
の
は
あ
る
が
、

堂
名
を
刻
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
ず
、「
み
や
こ
」
の
文
化
人
と
し
て
活
動
し
た
江
戸
入
谷
村
時
代
の
活
用
と
考
え
る
。『
尾

形
流
略
印
譜
』
に
も
確
認
さ
れ
る
。

画 13

画 11

画 19

画 25

画
１
３
レ
プ
リ
カ

画 27-1

画 27-2

画 27-3

画 27-4

画 27-5

画 27-6

画 27-7

画 27-8

画 27-9

画 27-10

画 27-11

画 27-12

画 2

画 3

画 5

画 13

画 21

画 28

画 130

イ

画
２
７
―
１
２
レ
プ
リ
カ

八
橋
図　

画
２
５

十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図　
画
２
７

－

２

「
逃
禅
」『
尾
形
流

略
印
譜
』
中
野
其
明

明
治
二
五
年
刊

　

絵
画
、
工
芸
品
（
乱
箱
）
な
ど
に
用
い
た
「
逃
禅
」
朱
文
長
方
印
、
１
・
９
×
１
・
１
５
㌢
で
あ
る
。
江
戸
で
は
上
野
寛

永
寺
坂
下
入い
り
や谷

村
に
住
し
、
陶
器
を
製
し
つ
つ
書
・
画
も
描
く
が
、
暮
ら
し
は
僧
侶
の
よ
う
な
日
々
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

か
。
法
親
王
に
召
さ
れ
紋
付
を
着
用
、
が
、
戻
れ
ば
そ
の
ま
ま
ロ
ク
ロ
に
向
か
う
姿
な
ど
（『
古
画
備
考
』）
忘
我
の
境
地
は

禅
と
い
う
意
識
す
ら
な
く
、
八
一
歳
、
没
年
に
製
作
し
た
短
冊
皿
に
表
れ
る
が
、「
逃＊

禅
」
は
禅
者
の
問
い
、
ま
た
答
で

あ
っ
た
。
独
照
禅
師
の
公
案
を
胸
裡
に
、
守
り
、
破
り
、
離
れ
て
到
達
し
得
た
乾
山
独
自
の
境
地
で
あ
ろ
う
。
模
倣
は
で

き
て
も
乾
山
に
は
な
り
得
な
い
の
理
で
あ
る
が
、
模
倣
者
に
は
必
ず
不
自
然
な
点
が
現
れ
る
。

（
三
）「
習
静
堂
」
印

（
四
）「
逃
禅
」
印

『
尾
形
流
略

印
譜
』

文
化
一
二
年

乾
山
自
書

「
習
静
堂
」

＊「
習
静
」
は
心
を
静
寂
、
清

澄
な
ら
し
め
る
意
で
あ
る
。

乾
山
は
隠
棲
し
た
双
岡
の
堂

名
と
し
、
不
動
の
明
浄
心
の

会
得
を
志
す
。
月
潭
禅
師
に

よ
る
「
習
静
堂
記
」
が
伝
え

ら
れ
る
。

＊「
逃
禅
」
は
杜
甫
詠
「
飲
中

八
僲
歌
」
に
典
拠
を
見
出
す
。

禅
の
戒
律
か
ら
逃
げ
出
す
、

仏
戒
に
背
く
、
俗
世
を
避
け

て
禅
に
逃
れ
る
、
さ
ら
に
そ

の
意
識
す
ら
な
く
忘
我
の
境

地
を
表
す
意
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
中
国
で
は
「
逃
禅
」「
習

静
」「
尚
古
」
な
ど
は
屡
々
堂

号
・
軒
号
に
用
い
ら
れ
て
い

た
。「
逃
禅
」
印
は
『
尾
形
流

略
印
譜
』
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

イ　

蛇
籠
図
乱
笘
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画 1

画 14

画 23

画 18

画 60

画 63

画 111

画 129

画 78

書 34

書 25

　

書
・
画
に
用
い
ら
れ
た
「
傅
陸
」
朱
文
円
印
、
直
径
２
・
０
㌢
で
あ
る
。
江
戸
に
お
い
て
の
み
使
用
し
た
か
、「
傅
」
は

「
王
命
傅
御
」
帝
に
奉
仕
す
る
も
の
の
意
（『
詩
経
』）、
輪
王
寺
宮
公
寛
法
親
王
に
か
し
ず
く
属
臣
の
意
味
が
秘
め
ら
れ
て
い

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。「
小
西
家
文
書
」
彦
右
衛
門
宛
書
状
に
は
「
扶
陸
」
と
自
書
、「
扶
」
は
助
け
る
・
守
る
・
支
え

る
な
ど
の
意
が
あ
り
、「
傅
」
と
は
同
義
で
あ
る
が
、『
茶
家
印
譜
』（
天
保
六
年
刊
）
に
も
確
認
さ
れ
、
偽
造
印
の
存
在
も

考
え
ら
れ
る
。

画
１
レ
プ
リ
カ

春
柳
図

画
１

「
傅
陸
」『
茶
家
印

譜
』
天
保
六
年
刊

　

雑
多
な
乾
山
印
で
あ
る
。
文
化
・
文
政
以
後
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
模
倣
に
多
く
、
椿
図
「
長
尚
」
朱
文
方
印
は
『
尾

形
流
略
印
譜
』、「
乾
山
」
朱
文
長
方
印
は
『
古
画
備
考
』（
嘉
永
三
年
刊
）
に
掲
載
。
書
・
陶
・
画
混
淆
の
扱
い
と
な
る
が
、

一
八
世
紀
後
半
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
乾
山
風
碗
・
角
皿
陶
片
に
そ
れ
ら
の
偽
造
印
、
手
書
き
朱
文
方
印
の
「
乾
」「
戟
」

「
國
」「
尾
形
」
な
ど
が
あ
る
。「
乾い
ぬ
い」
の
「
山
」、「
乾
山
」
は
や
き
も
の
に
用
い
た
銘
で
あ
る
。

画 104

画 121

画 123

画 125

イ

画 12

画 45

画 127

画 130

画 135

『
増
訂
古
画
備
考
』

明
治
三
六
年
刊

椿
図　

画
１
２

『
緒
方
流
略
印
譜
』

文
化
一
〇
年

（
五
）「
傅
陸
」
印

（
六
）
そ
の
他

ロ

ホ

ハ

乾
山
自
書

「
扶
陸
」

色
絵
水
仙
図
角
皿
（
ロ
）

銹
絵
茶
碗

南
伊
賀
町  

出
土
品

イ　

竹
図

ロ　

色
絵
水
仙
図
角
皿

ハ　

銹
絵
松
図
角
皿

ニ　

色
絵
芙
蓉
図
角
皿

ホ　

色
絵
梅
図
角
皿

ニ

尾形乾山の書画(111)



乾
山
：
尾
形
深
省
の
書
・
画
作
品
・
花
押
・
印
章

　

尾
形
深
省
乾
山
の
基
本
様
式
、
書
・
画
作
品
、
花

押
、
印
章
を
集
成
し
た
。
規
範
と
な
っ
た
様
式
、
基

準
と
な
る
花
押
・
印
章
な
ど
を
確
認
し
た
い
が
、
真

贋
判
定
の
手
懸
か
り
と
し
て
も
有
益
で
あ
ろ
う
。

　

乾
山
固
有
の
筆
癖
は
、
陶
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

培つ
ち
かわ
れ
た
。
書
は
一
貫
し
て
若
年
か
ら
晩
年
ま
で
そ

の
足
跡
を
伝
え
る
が
、
力
強
く
端
正
な
字
形
、
筋
の

通
っ
た
筆
法
、
正
し
い
結
体
に
特
徴
が
あ
る
。
点
画

の
省
略
方
法
、
空
間
の
処
理
の
仕
方
、
筆
の
傾
斜
な

ど
か
ら
用
筆
法
は
行
書
を
基
本
に
し
た
と
判
断
す
る

が
、
紙
上
・
陶
器
に
残
る
唐
様
・
和
様
の
書
は
誰
の

目
に
も
分
か
り
易
い
書
風
で
あ
る
。

　

画
は
、
光
琳
様
式
が
基
本
で
あ
る
（
作
品
・
光
琳

画
稿
参
照
）。
同
じ
く
陶
の
集
積
に
源
が
あ
り
、
陶
の

銹
絵
は
柳
図
な
ど
水
墨
画
様
式
、
色
絵
は
十
二
ヵ
月

和
歌
花
鳥
図
な
ど
彩
色
画
様
式
に
現
れ
る
。
画
は
工

芸
的
な
構
想
が
基
本
と
な
る
が
、
説
明
的
な
要
素
は

な
く
、
書
と
の
融
合
、
江
戸
の
流
行
を
取
り
入
れ
た

俳
画
に
お
い
て
は
余
技
的
、
即
興
的
な
風
趣
が
加
え

ら
れ
る
。
周
囲
に
は
数
寄
者
・
俳
諧
人
が
お
り
、
京

都
に
お
け
る
文
人
意
識
も
甦よ
み
が
える
が
、
印
章
は
そ
れ
を

誇
り
と
し
た
「
習
静
堂
」「
霊
海
」「
逃
禅
」。
新
た

に
「
傅
陸
」
印
も
加
わ
る
が
、
陶
の
「
尚
古
」「
陶

隠
」
も
同
義
で
あ
り
、
志
を
立
て
そ
れ
を
貫
き
悟
道

に
至
る
。
独
照
か
ら
与
え
ら
れ
た
道
号
「
霊
海
」
は
、

深
淵
に
そ
の
身
を
投
げ
入
れ
自
ら
実
践
、
掴
み
得
た

当
た
り
前
の
人
の
生
き
方
、
表
現
な
ど
に
顕
れ
る
。

芸
は
内
面
の
真
実
が
失
わ
れ
た
と
き
命
を
閉
じ
る
。

八
一
歳
、
乾
山
は
没
年
ま
で
も
土
に
ま
み
れ
、
絵
筆

を
握
る
。

―
書
―

―
画
― 「

過
凹
凸
窠
記
」（
元
禄
壬
申
・

五
年
・
一
六
九
二
）
出
光
美
術
館

崇
保
院
宮
追
善
和
歌
（
元
文
庚
申
・

五
年
・
一
七
四
〇
）
大
和
文
華
館

『
陶
工
必
用
』（
元
文
丁
巳
・

二
年
・
一
七
三
七
）
大
和
文
華
館

―
色
絵
の
世
界
―
十
二
ヵ
月
和
歌

花
鳥
図
（
寛
保
癸
亥
・
三
年
・
一
七
四
三
）

―
銹
絵
の
世
界
―
春
柳
図

（
七
七
歳
・
一
七
三
九
）
大
和
文
華
館

―
光
琳
画
を
基
本
と
す
る
―
立
葵
図
（
八
〇
歳
・

一
七
四
二
）
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
ー
美
術
館
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乾
山
深
省
の
花
押
・
印
章
を
取
り
出
し
た
が
、
印
は
証
明
、

商
標
、
需
要
の
高
ま
り
に
応
じ
て
作
ら
れ
る
。

　

参
考
と
し
て
陶
の
花
押
・
印
章
も
提
示
し
た
が
、
書
作
品

に
は
花
押
と
印
章
、
画
作
品
に
花
押
は
な
く
、
陶
の
「
尚
古
」

「
陶
隠
」
は
や
き
も
の
に
限
定
、
書
・
画
作
品
に
は
み
ら
れ
な

い
特
色
で
あ
る
。
落
款
に
は
「
扶
桑
雍
州
」
と
あ
り
、
日
本

国
京
都
よ
り
発
信
す
る
の
意
を
表
す
が
、「
雍
州
」
は
中
国
古

代
九
州
の
一
つ
。
漢
か
ら
唐
代
に
至
る
歴
代
帝
都
長
安
の
所

―
花
押
―

―
印
章
―

「
五
」
字
型
「
一
札

之
事
」 （
貞
享
四
年
・

一
六
八
七
）

「
巾
着
」
型

十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
角
皿

（
元
禄
一
五
年
・
一
七
〇
二
）

「
爾
」
字
型
か

六
歌
仙
図
額
皿 

（
正
徳
元
年
・
一
七
一
一
）

「
権
平
」
か 「
一
札

之
事
」 （
貞
享
四
年
・

一
六
八
七
）

《
書
》

《
や
き
も
の
》

《
画
》

①
「
尚
古
斎
」

②
「
双
岡
散
人
」

③
「
霊
海
」

「
過
凹
凸
窠
記
」

（
元
禄
五
年
・
一
六
九
二
）

「
尚
古
」
絵
高
麗
写
大
鉢 

（
宝
永
三
年
・
一
七
〇
六
）

「
尚
古
・
陶
隠
」 

獨
楽
園
記
火
入

「
尚
古
・
陶
隠
」

鶴
図
角
皿
（
角
皿
で
は

逆
印
と
な
っ
て
い
る
）

①
「
深
省
」

②
「
霊
海
」

滝
図
（
享
保
一
七
年
・

一
七
三
二
）

「
爾
」
字
型
『
陶
磁

製
方
』（
元
文
二
年
・

一
七
三
七
）

「
逃
禅
」 

十
二
ヵ
月
和

歌
花
鳥
図
（
寛
保
三
年
・

一
七
四
三
）

「
傅
陸
」 

春
柳
図

（
元
文
四
年
・
一
七
三
九
）

「
習
静
堂
」  

八
橋
図

「
深
省
」『
陶
工
必
用
』

（
元
文
二
年
・
一
七
三
七
）

①

②

①

③

②

「
尚
古
・
陶
隠
」

山
水
図
額
皿

（
宝
永
二
年
・
一
七
〇
五
）

書
印

型
摺
印
（
摺
込
印
）

花
押

在
す
る
州
の
意
と
な
り
、
日
本
に
お
け
る
皇
都
・
京
都
は

山
城
国
に
あ
る
所
か
ら
雍
州
に
擬
し
て
使
わ
れ
た
。

　

新
天
地
、
江
戸
に
お
け
る
活
動
は
京
都
時
代
の
総
復
習

で
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
工
人
も
お
ら
ず
、
自
ら
造
り
、
描
き
、

楽
し
む
が
、
作
品
、
作
者
の
魅
力
と
す
る
と
こ
ろ
、
贋
作
・

偽
作
の
多
い
こ
と
に
結
び
つ
く
。

　

鑑
賞
は
自
由
で
あ
る
。
が
、
鑑
識
は
そ
の
範
疇
に
な
い
。

尾形乾山の書画(113)



小
西
家
と
「
小
西
家
文
書
」

　

乾
山
に
は
や
き
も
の
・
書
・
画
作
品
が
伝
世
す
る
。
が
、
そ
の
生
涯
を
伝
え
る
記
録
・

覚
書
・
日
記
な
ど
の
類
い
は
な
く
、
蔵
書
、
図
書
目
録
な
ど
も
現
存
し
な
い
。
書
籍

類
は
鳴
滝
泉
谷
へ
の
移
転
時
、「
習
静
堂
」
に
移
り
住
ん
だ
書
家
桑
原
空く
う
ど
う洞
の
書
庫
に

収
ま
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。

　

乾
山
の
伝
記
は
多
く
他
者
の
記
述
・
文
言
、
出
版
物
を
頼
り
と
す
る
。

　

が
、
兄
光
琳
に
は
庶
子
辰た
つ
じ
ろ
う

次
郎
（
辰
二
郎
・
達
二
郎
・
寿
市
郎
）
が
お
り
、
伝
え
る
文

書
は
光
琳
研
究
の
基
本
的
、
根
本
的
資
料
と
な
る
。
各
種
消
息
・
証
書
・
覚
書
な
ど
、

尾
形
家
家
職
と
そ
の
系
図
、
宗
謙
・
光
琳
・
一
族
と
子
孫
、
趣
味
と
暮
ら
し
・
経
済

状
況
ほ
か
、
書
・
画
に
関
し
て
は
書
巻
・
書
帖
、
画
稿
・
写
生
帖
・
絵
巻
写
・
衣
裳

図
案
帖
・
印
章
な
ど
が
現
存
。
呉
服
商
雁か
り
が
ね
や

金
屋
、
東
福
門
院
・
将
軍
・
幕
臣
家
ら
の

注
文
お
よ
び
当
時
の
流
行
な
ど
を
推
量
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
乾
山
に
関
し
て
は
六

種
の
文
書
が
伝
世
す
る
。「
深
省
」
へ
の
改
名
時
期
、
受
理
し
た
遺
産
の
内
容
、
光
琳

と
の
関
係
が
わ
か
り
、
甥
彦
右
衛
門
と
の
交
流
か
ら
江
戸
下
向
後
の
乾
山
の
や
き
も

の
製
作
、
晩
年
の
健
康
状
態
な
ど
が
分
明
す
る
。

　

辰
次
郎
（
一
七
〇
〇
―
五
二
）
は
八
歳
の
折
り
京
都
銀
座
役
人
小
西
彦
九
郎
（
？
―

一
七
一
二
）
の
養
子
と
な
る
。
の
ち
の
小
西
彦
右
衛
門
方ほ

う
し
ゅ
く（
ま
さ
よ
し
）

淑
で
あ
る
が
、
同
「
文
書
」
は
、

光
琳
の
跡
目
を
継
ぐ
べ
き
勝
之
丞
が
早
世
、
弟
才
次
郎
も
他
家
に
養
子
入
り
す
る
な

ど
、
光
琳
後
継
者
の
絶
え
た
の
ち
、
妻
多
代
は
血
縁
で
あ
っ
た
辰
次
郎
に
そ
れ
ら
を

譲
渡
、
代
々
小
西
家
に
伝
承
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

小
西
家
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
伏
見
の
銀
座
役
人
に
取
り
立
て
ら
れ
た
九
郎

右
衛
門
を
家
祖
と
す
る
（「
小
西
家
由
緒
覚
書
」）。
当
時
銀
座
役
人
は
世
襲
制
、
駿
府
、

大
坂
・
江
戸
、
ま
た
京
都
に
も
拝
領
地
・
屋
敷
な
ど
を
有
し
た
と
い
う
。
い
つ
の
頃

に
か
売
渡
さ
れ
た
が
、
小
西
家
に
は
小
川
通
二
条
上
ル
槌
屋
町
東
側
・
両
替
町
押
小

路
上
ル
東
側
・
堺
町
二
条
下
ル
杉
屋
町
・
等
持
院
門
前
に
屋
敷
が
あ
り
、
菩
提
寺
は

安
養
寺
、
過
去
帳
に
よ
れ
ば
二
代
九
郎
右
衛
門
が
改
名
し
て
彦
右
衛
門
を
名
の
り
、

以
後
同
家
代
々
当
主
の
通
称
と
な
る
。

　

方
淑
は
小
西
家
四
代
彦
九
郎
の
養
子
で
あ
っ
た
。
元
禄
一
〇
年
彦
九
郎
は
銀
座
平ひ

ら

座ざ

役
を
勤
め
て
い
た
が
、
子
供
の
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
光
琳
も
「
悃こ

ん
い意

」
と
す
る

同
僚
の
銀
座
役
人
中
村
内
蔵
助
（
一
六
六
九
―
一
七
三
〇
）
が
仲
介
（
推
定
）、
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）
一
〇
月
尾
形
辰
次
郎
を
養
子
に
迎
え
る
。
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
二
月
一

日
、
家
督
を
相
続
、
同
年
八
月
養
父
彦
九
郎
の
死
に
よ
っ
て
名
を
寿
市
郎
と
改
め
た
。

寿
市
郎
は
同
四
年
九
月
三
日
銀
座
に
親
類
書
を
提
出
、
同
一
一
月
、
一
五
（
一
四
）
歳

を
以
っ
て
父
祖
以
来
の
銀
座
役
人
職
を
世
襲
し
た
が
（「
小
西
寿
市
郎
親
類
書
」）、
享
保
五

年
（
一
七
二
〇
）、
名
を
彦
右
衛
門
方
淑
に
改
名
、
号
を
浴
斎
、
俳
名
を
季
郎
と
し
、
寛

延
三
年
（
一
七
五
〇
）、「
小
西
彦
右
衛
門
方
淑
親
類
覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
五
一
歳
の

方
淑
は
銀
座
役
人
大
勘
定
役
を
勤
め
て
い
た
。
俳
句
短
冊
、「
日
本
書
紀
神
武
天
皇
巻

Ⅴ
　
乾
山
の
消
息
―
「
小
西
家
文
書
」
を
基
盤
と
し
て
―
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釈
」
写・足
利
義
政
好
板
文
庫
写
、「
不
審
庵
茶
カ
フ
キ
之
記
」
な
ど
を
残
す
が
、
文
事・

芸
事
へ
の
関
心
も
高
く
、
晩
年
の
乾
山
書
状
の
伝
え
る
両
者
の
交
流
に
合
点
が
ゆ
く
。

　

銀
座
は
、
慶
長
六
年
五
月
、
徳
川
家
康
が
伏
見
に
設
け
た
銀
貨
鋳
造・供
給
所
で
あ
っ

た
。
日
本
で
も
律
令
制
度
の
も
と
古
く
貨
幣
鋳
造
は
行
わ
れ
て
い
た
。「
皇
朝
十
二
銭
」

な
ど
「
和わ
ど
う
か
い
ち
ん（
ほ
う
）

同
開
珎
」
か
ら
「
乾か
ん
げ
ん
た
い
ほ
う

元
大
宝
」
ま
で
約
二
五
〇
年
の
間
に
一
二
種
の
銅
銭
が

造
ら
れ
て
お
り
、
流
通
は
畿
内
に
限
定
、
律
令
制
度
の
衰
退
と
と
も
に
平
安
中
期
頃

に
は
姿
を
消
す
。
そ
の
後
物
々
交
換
が
主
体
と
な
り
、
鎌
倉
期
を
迎
え
水
・
陸
の
交
通

も
発
達
、
定
期
市い
ち
・「
座
」
な
ど
が
全
国
へ
と
拡
散
、
貨
幣
経
済
が
発
展
す
る
。
通
貨

は
多
く
大
陸
か
ら
輸
入
し
た
宋
銭
を
利
用
、
商
工
業
の
大
き
く
進
歩
し
た
室
町
期
に
な

り
宋
銭
に
加
え
明
銭
「
洪こ
う
ぶ
つ
う
ほ
う

武
通
宝
」「
永え
い
ら
く
つ
う
ほ
う

楽
通
宝
」
な
ど
を
活
用
。
軍
用
金
を
必
要
と

し
た
戦
国
期
に
な
り
大
名
ら
は
競
っ
て
鉱
山
を
開
発
、
国
内
に
私
鋳
銭
が
造
ら
れ
て
ゆ

く
。
が
、
粗
悪
な
銭
は
取
引
を
混
乱
さ
せ
た
。
信
長
は
上
質
な
判
金
・
極
印
銀
を
鋳
造
、

撰え
り
ぜ
に
れ
い

銭
令
を
発
し
、
貨
幣
の
流
通
を
円
滑
に
す
る
が
、
関
所
も
廃
止
、
道
を
整
備
し
並
木

を
植
え
全
国
的
な
流
通
条
件
を
整
え
る
。
秀
吉
は
佐
渡
・
生い
く
の野
な
ど
の
鉱
山
を
直
営
、

金
座
・
銀
座
を
設
け
て
貨
幣
を
鋳
造
、
大
名
か
ら
は
運
上
金
を
取
り
立
て
た
。

　

江
戸
期
、
家
康
は
大
判
座
・
金
座
・
銀
座
を
設
置
、
鋳
造
権
を
一
手
に
掌
る
。
大

判
座
は
後
藤
四
郎
兵
衛
、
金
座
は
後
藤
庄
三
郎
、
銀
座
に
は
末す
え
よ
し吉
勘
兵
衛
・
湯ゆ
あ
さ浅
常

是
ら
の
御ご
よ
う
た
し

用
達
商
人
が
従
事
、
統
一
通
貨
を
発
行
し
、
金
・
銀
・
銭ぜ
に

の
三
種
の
貨
幣

が
並
用
さ
れ
た
。
金
貨
は
江
戸
、
銀
貨
は
主
に
上
方
地
方
、
銭
は
全
国
で
流
通
す
る

が
、
使
用
通
貨
の
相
異
、
相
場
の
変
動
（
慶
長
期
金
一
両
は
銀
五
〇
匁
・
銭
四
貫
文
）、
貨

幣
比
価
の
異
な
り
な
ど
問
題
は
多
く
、
幕
府
が
流
通
の
根
幹
を
掌
握
し
た
と
は
い
え
、

商
品
経
済
の
発
展
は
商
人
・
工
人
ら
民
衆
の
台
頭
を
促
進
し
た
。
幕
府
財
政
の
窮
乏

は
し
だ
い
に
表
面
化
。
年
貢
の
強
化
、
新
田
開
発
、
殖
産
興
業
対
策
な
ど
に
腐
心
す

る
が
、
財
政
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
貨
幣
悪
改
を
工
作
、
貨
幣
の
品
質
を
落
と
し
、

そ
の
差
額
の
利
益
銀
を
財
源
補ほ
て
ん填
に
当
て
る
こ
と
な
ど
を
画
策
し
た
。

　

正
徳
四
年
の
貨
幣
改
鋳
は
、
光
琳
に
関
係
し
、
中
村
内
蔵
助
ら
銀
座
不
正
事
件
と

し
て
摘
発
さ
れ
た
。
五
月
一
三
日
江
戸
銀
座
、
同
一
五
日
に
は
京
都
銀
座
役
人
が
捕

縛
、
二
人
が
逼ひ
っ
そ
く塞
、
四
人
が
流
罪
、
連
座
し
た
内
蔵
助
は
分
限
を
省
み
な
い
過
奢
に

よ
っ
て
財
産
没
収
、
諸
道
具
押
収
、
島
送
り
の
身
と
な
る
。
不
法
悪
銀
の
鋳
造
、
不

当
な
利
潤
の
貪む
さ
ぼり
な
ど
が
罪
科
で
あ
っ
た
が
、
粛
正
後
は
新
井
白
石
が
建
議
を
発
し

新
た
な
銀
座
時
代
が
整
え
ら
れ
る
。
通
貨
悪
鋳
は
、
実
質
価
値
の
低
下
を
招
い
た
。

物
価
高
騰
の
原
因
と
な
り
、
民
衆
を
圧
迫
す
る
が
、
武
家
に
お
い
て
も
主
要
財
源
は

年
貢
に
限
ら
れ
、
参
勤
交
代
の
経
費
は
増
大
、
江
戸
・
国
元
の
二
重
生
活
は
幕
藩
体

制
の
矛
盾
と
し
て
諸
藩
の
窮
乏
、
財
政
困
難
と
な
っ
て
表
れ
る
。
武
家
で
は
膨
ら
む

負
債
・
利
息
の
返
済
に
追
わ
れ
、
遂
に
は
台
頭
す
る
富
商
へ
の
借
財
と
な
る
が
、
京
都
・

大
坂
な
ど
の
豪
商
ら
に
借
入
金
・
御
用
金
と
称
し
献
金
を
課
す
。
こ
れ
が
大だ
い
み
ょ
う
が

名
貸
し

で
あ
っ
た
が
、
雁
金
屋
も
例
外
で
は
な
く
、
尾
形
宗
謙
も
巻
き
込
ま
れ
、
貸
し
手
形

は
光
琳
・
乾
山
へ
の
遺
産
の
一
部
と
し
て
贈
与
さ
れ
た
。
が
、
回
収
は
不
可
能
、
武

家
へ
の
献
金
と
し
て
手
形
の
み
が
残
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　

銀
座
は
京
都
・
江
戸
・
大
坂
・
長
崎
に
設
け
ら
れ
た
。

　

が
、
大
坂
・
長
崎
に
鋳
造
所
は
な
く
、
大
坂
は
京
都
銀
座
の
鋳
造
銀
の
買
集
を
専

ら
に
す
る
京
都
銀
座
の
た
め
の
出
店
で
あ
り
、
長
崎
銀
座
は
貿
易
に
よ
る
銀
の
持
ち
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出
し
を
取
り
締
ま
る
べ
く
特
殊
な
役
割
を
担に
な

わ
さ
れ
て
い
た
。

　

鋳
造
従
事
は
京
都
、
江
戸
に
限
ら
れ
た
。
が
、
銀
座
は
官
営
で
は
な
く
許
可
を
得

た
御
用
達
町
人
ら
が
座
を
組
織
、
町
人
に
よ
る
集
団
で
あ
り
、「
匁も
ん
め」
を
単
位
と
す

る
丁
銀
・
小
玉
銀
を
製
造
。
金
座
も
同
じ
く
特
定
町
人
に
よ
る
座
で
あ
り
、「
文も
ん

」
を

単
位
と
す
る
小
判
を
鋳
造
。
銭ぜ
に
ざ座
は
町
人
の
請
負
で
は
あ
っ
た
が
、
常
設
で
は
な
く
、

銭
の
不
足
に
伴
っ
て
各
地
に
設
け
ら
れ
た
組
織
で
あ
る
。
役
人
は
京
都
・
大
坂
・
江

戸
に
屋
敷
を
拝
領
、
世
襲
制
、
役
割
は
年
寄
・
大
勘
定
・
戸
棚
勘
定
・
戸
棚
・
平
役

な
ど
に
別
れ
勤
め
た
が
、
配
下
に
は
手
代
、
そ
の
他
多
く
の
使
用
人
を
抱
え
て
い
た

と
い
う
（
田
谷
博
吉
『
近
世
銀
座
の
研
究
』）。

　

京
都
銀
座
は
、
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
伏
見
銀
座
を
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

茶
染
屋
な
ど
染
屋
町
の
跡
地
で
あ
っ
た
室
町
烏
丸
通
り
の
間
、
二
条
よ
り
三
条
ま
で

の
間
四
町
の
土
地
を
拝
領
、
同
所
に
役
所
・
長
蔵
・
小
蔵
・
仕
建
場
な
ど
が
設
け
ら

れ
た
（『
銀
座
書
留
』）。
江
戸
銀
座
は
慶
長
一
一
年
（
一
六
〇
六
）
駿
府
（
両
替
町
・
七
間
町

四
町
）
の
銀
座
を
移
転
、
同
一
七
年
（
一
六
一
二
）
に
開
始
さ
れ
た
。
京
橋
か
ら
南
へ
四

町
の
土
地
を
得
て
、
役
所
・
座
人
家
宅
・
吹
所
な
ど
を
設
え
た
が
、
銀
座
は
「
両
替
町
」

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
産
地
か
ら
買
い
集
め
た
銀
を
鋳
造
、
銀
を
銀
貨
に
替
え
て
供

給
す
る
と
こ
ろ
か
ら
の
名
称
で
あ
る
。
京
都
か
ら
は
交
代
で
江
戸
へ
下
向
、
一
年
間

の
勤
番
が
定
め
ら
れ
た
が
、
乾
山
は
病
気
保
養
の
た
め
甥
彦
右
衛
門
の
江
戸
勤
番
中
、

そ
の
役
宅
に
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
書
状
に
残
し
た
。
彦
右
衛
門
や
銀
座
仲
間
を
輪

王
寺
宮
公
寛
法
親
王
に
紹
介
す
る
な
ど
の
労
も
と
る
が
、
乾
山
と
乾
山
焼
は
彦
右
衛

門
を
通
じ
こ
れ
ら
銀
座
役
人
に
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
小
西
家
文
書
」
の
研
究
史

　

光
琳
・
乾
山
没
し
て
八
〇
年
、「
小
西
家
文
書
」は
、文
化
・
文
政
時
代
、
酒
井
抱ほ
う

一い
つ

と
佐
原
菊き
く
う塢
ら
文
人
・
俳
諧
仲
間
の
活
躍
に
よ
っ
て
表
に
出
さ
れ
た
。
光
琳
絵
画
を
収

集
し
、流
派
と
し
て
光
琳
画
風
を
紹
介
す
る
が
、光
琳
画
の
鑑
賞
は
天
明
年
間（
一
七
八
一

―
八
九
）江
戸
に
お
い
て
は
太
田
南な
ん
ぽ畝
ら
一
部
の
識
者
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
た（
安
田
篤

生「
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
」）。
抱
一
の
活
動
し
た
文
化
年
間
に
は
そ
の

受
容
も
調
う
が
、
文
化
一
二
年（
一
八
一
五
）六
月
二
日
、
江
戸
下し
た
や谷
金か
な
す
ぎ杉
大
塚
村
の
抱
一

宅
で
は
光
琳
百
回
忌
の
法
会
、
記
念
事
業
と
し
て
根
岸
の
寺
で
は
二
日
間
に
渉
る
遺
作

展
が
催
さ
れ
た
。
追
善
供
養
と
し
て『
光
琳
百
図
』上
下
二
巻
（
文
政
九
年
・
一
八
二
六
に
は

後
篇『
光
琳
百
図
』上
下
二
巻
）、『
尾
形
流
略
印
譜
』一
冊
（
そ
れ
よ
り
早
く
文
化
一
〇
年
に
は
表

裏
一
枚
摺
り『
緒
方
流
畧
印
譜
』）も
板
行
さ
れ
た
が
、
同
年
七
月
一
八
日
付
光
琳
菩
提
寺
妙

顕
寺
宿
坊
本ほ
ん
ぎ
ょ
う
い
ん

行
院
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
抱
一
は
自
筆
観
音
菩
薩
像
桐
箱
入
一
軸
、『
尾

形
流
略
印
譜
』
板
本
一
冊
、
方
金
貳
百
疋
を
寄
進
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

抱
一
（
一
七
六
一
―
一
八
二
八
）
は
姫
路
藩
一
五
代
藩
主
忠た
だ
も
ち仰
次
男
で
あ
っ
た
。
忠た
だ
ざ
ね以

（
宗
雅
・
一
七
五
五
―
九
〇
）
弟
、
遡
れ
ば
一
二
代
藩
主
忠た
だ
お
き挙

（
一
六
四
八
―
一
七
二
〇
）
は

か
つ
て
絵
師
光
琳
を
二
〇
人
扶
持
を
以
っ
て
抱
え
た
大
名
で
あ
る
（
寶
永
二
年
以
後
四
年

間
）。
家
蔵
の
光
琳
絵
画
に
親
し
む
機
会
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
俳
諧
仲
間
な
ど
師
弟

関
係
を
尊
重
す
る
周
囲
の
影
響
も
想
定
、
敬
慕
の
念
は
画
風
・
名
跡
の
継
承
へ
と
進

む
。
法
会
、
展
覧
会
を
催
し
、
刊
行
物
を
発
行
、
菩
提
寺
な
ど
へ
の
寄
進
と
な
っ
て

表
れ
る
が
、
江
戸
に
み
や
こ
の
絵
師
光
琳
の
画
風
を
広
め
、
流
派
を
提
唱
。
自
ら
後

継
者
た
る
こ
と
を
表
明
し
、
作
意
も
加
え
、
の
ち
に
江
戸
琳
派
と
称
す
る
光
琳
様
式
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の
画
派
・
画
壇
の
礎い
し
ず
えを
築
く
。

　

名
を
忠た
だ
な
お因
、
号
抱
一
・
庭て
い
は
く
し

柏
子
・
鶯お
う
そ
ん村
、
俳
号
杜と
り
ょ
う綾
、
狂
歌
名
を
尻し
り
や
き
さ
る
ん
ど

焼
猿
人
、
庵
号

を
雨う
げ
あ
ん
華
庵
と
称
し
た
が
、
二
〇
代
の
中
頃
か
ら
絵
筆
を
執
り
歌
川
豊
春
風
の
浮
世
絵
を

描
き
、
狂
歌
・
俳
諧
、
能
（
金
春
流
）・
茶
の
湯
（
遠
州
流
）・
香
道
（
志
野
流
）
に
も
長
じ

た
と
い
う
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）、
三
九
歳
を
以
っ
て
剃
髪
、
西
本
願
寺
一
六
世
文も
ん

如に
ょ

光こ
う
き暉
上
人
（
一
七
四
四
―
九
九
）
の
門
を
潜
り
、
等
覚
院
文も
ん
せ
ん詮
・
暉き
し
ん眞
を
名
の
る
が
、

僧
籍
は
僅
か
三
ヵ
月
余
に
し
て
離
脱
、
築
地
安
楽
寺
、
さ
ら
に
浅
草
千せ
ん
ぞ
く束
に
閑
居
を
す

る
。
周
辺
に
は
遊
里
吉
原
が
あ
り
、
数
寄
者
・
風
流
人
ら
の
好
む
界
隈
。
同
時
代
か
ら

光
琳
画
に
心
を
寄
せ
た
と
さ
れ
る
が
（『
摘
古
採
要
』）、
放ほ
う
い
つ逸
か
ら
「
抱ほ
う
い
つ一
」
を
号
と
し
、

享
和
頃
（
一
八
〇
一
―
四
）
か
ら
俳
諧
仲
間
佐
原
菊き
く
う塢
と
の
交
遊
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　

菊
塢
は
北
野
屋
平
兵
衛
を
名
の
る
骨
董
屋
で
あ
っ
た
。
文
化
年
間
向む
こ
う
じ
ま
島
に
百
花
園

を
開
き
園
主
と
な
る
が
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
秋
か
ら
翌
三
年
春
ま
で
抱
一
の
命

に
よ
っ
て
妻
を
伴
い
京
都
へ
向
か
う
。『
梅
屋
日
記
』（
菊
塢
）
に
は
「
二
条
の
三
井
の

世
話
に
て
二
条
ノ
銀
座
旅
宿　

彦
右
衛
門
は
四
条
銀
座
丁
也
」
と
あ
る
。
菊
塢
は
光

琳
子
孫
・
銀
座
役
人
小
西
家
近
隣
に
宿
を
と
る
が
、
小
西
家
は
『
京
羽
二
重
』（
諸
職

名
匠
・
銀
座
）
に
「
新
町
六
角
下
ル
町
小
西
彦
右
衛
門
」（
貞
享
二
年
）、
世
話
を
し
た
三

井
家
も
「
新
丁
通
六
角
下
ル　

三
井
三
郎
助
」（
元
禄
二
年
）
と
あ
る
な
ど
、
両
家
は
極

め
て
近
い
距
離
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

抱
一
は
寛
政
後
期
頃
か
ら
光
琳
絵
画
と
そ
の
資
料
を
収
集
し
た
と
い
う
。
江
戸
に
は

乾
山
門
人
、
光
琳
画
を
学
ん
だ
立
林
何
帠
、
宗
達
・
光
琳
画
に
親
し
み
俳
画
を
得
意
と

し
た
俵
屋
宗
理
、寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
に
は
上
方
か
ら
三
年
に
及
ぶ
中
村
芳
中
（
？

―
一
八
一
九
）
の
江
戸
滞
在
が
あ
り
、
権
門
に
拘
わ
ら
ず
自
由
に
絵
筆
を
執
る
絵
師
の
存

在
を
意
識
。
文
兆
に
よ
れ
ば
光
琳
画
を
好
み
、
目
に
す
れ
ば
必
ず
手
控
え
た
と
い
う
抱

一
は
、
菊
塢
の
上
京
を
機
に
聞
き
及
ん
で
い
た
妙
顕
寺
塔
頭
本
行
院
内
（
興
善
院
は
無
住

と
な
り
、
延
享
元
年
隣
接
の
本
行
院
が
管
理
）
に
あ
る
光
琳
墓
所
の
修
復
に
も
着
手
す
る
。

　

当
時
銀
座
元も
と

〆じ
め

役
を
勤
め
て
い
た
小
西
家
八
代
当
主
方ま
さ（
か
た
）も
り

守
は
、
抱
一
の
求
め
に
応

え
菊
塢
と
と
も
に
墓
石
を
探
索
、
同
家
に
伝
わ
る
文
書
を
纏
め
る
。
抱
一
宛
に
は
光

琳
筆
下
絵
三
八
〇
枚
を
託
す
が
、
こ
れ
ら
の
下
絵
は
江
戸
に
お
い
て
焼
失
。
が
、
小

西
家
に
は
未
だ
多
数
の
尾
形
家
関
係
文
書
・
光
琳
関
係
文
書
、
書
巻
・
書
帖
、
写
生

帖
・
画
稿
、
絵
巻
写
、
印
章
な
ど
が
蔵
さ
れ
て
い
た
。
菊
塢
も
方
守
か
ら
そ
の
折
り

「
光
悦
よ
り
空
中
よ
り
の
陶
器
製
法
」
の
一
冊
を
受
理
し
た
が
、
即
、
京
都
に
お
い
て

や
き
も
の
修
業
を
志
し
、
尾
形
周
平
の
門
を
叩
く
。
帰
府
後
五
月
に
は
百
花
園
内
に

す
み
だ
川
焼
を
開
窯
す
る
が
、
乾
山
に
関
す
る
大
概
を
纏
め
、
小
冊
子
を
板
行
。
が
、

光
悦
・
空
中
よ
り
伝
え
ら
れ
た
陶
器
製
法
書
が
如
何
な
る
書
物
で
あ
っ
た
の
か
、
今

以
っ
て
不
明
で
あ
り
、
楽
焼
陶
法
の
一
種
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。

　

抱
一
は
さ
ら
に
文
政
六
年（
一
八
二
三
）、
古
筆
了り
ょ
う
は
ん
伴
の
茶
会
に
お
い
て
乾
山
墓
所
が
善

養
寺
に
あ
る
こ
と
を
知
る
。
乾
山
に
傾
倒
す
る
友
人
大
沢
永な
が
ゆ
き之（

一
七
六
九
―
一
八
四
四
）

の
支
援
を
得
て
、
光
琳
同
様
、
乾
山
に
関
し
て
も
善
養
寺
に
記
念
碑
を
建
立
す
る
が
、

乾
山
焼
・
乾
山
絵
画
を
収
集
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て『
乾
山
遺
墨
』を
刊
行
し
た
。

　

抱
一
が
、
何
ゆ
え
尾
形
家
で
は
な
く
、
光
琳
関
係
資
料
を
小
西
家
に
問
う
た
か
を

伝
え
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
酒
井
家
京
屋
敷
は
堀
川
通
二
条
上
ル
東
側
に
あ
っ
た

が
、
情
報
は
さ
ら
に
文
人
・
俳
諧
・
絵
画
関
係
の
仲
間
か
ら
も
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
尾
形
本
家
、
光
琳
後
継
者
は
途
絶
え
て
お
り
、
抱
一
は
文
化
四
年
小
西
方
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守
に
問
い
合
わ
せ
る
が
、
方
守
は
即
尾
形
家
、
小
西
家
・
石
井
家
（
光
琳
庶
子
才
次
郎
の

養
子
先
）
関
係
文
書
、
各
系
譜
、
そ
の
他
の
資
料
を
整
理
・
纏
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

明
治
一
一
年
一
二
月
一
一
日
、
川
崎
千
虎
は
中
京
区
柳
馬
場
二
条
上
ル
所
に
小
西

彦
右
衛
門
を
訪
ね
る
。
七
一
歳
の
当
主
は
裁
縫
師
で
あ
っ
た
が
、
光
琳
関
係
文
書
（
遺

書
・
系
図
な
ど
）・
屏
風
・
脇わ
き
ざ
し差
・
畫
印
な
ど
を
所
有
、
千
虎
は
そ
れ
ら
を
実
見
、
の
ち

に
そ
の
論
考
（「
光
琳　

抱
一
」）
を
公
表
す
る
。
大
正
二
年
相
見
香
雨
、
同
四
年
六
月

二
日
福
井
利
吉
郎
が
小
西
得
太
郎
宅
を
訪
れ
る
。
文
書
・
畫
稿
・
遺
物
一
五
〇
点
余

を
確
認
す
る
が
、
二
條
家
『
内
々
御
番
所
日
次
記
』
と
も
照
合
（
福
井
）、
新
た
な
事

実
が
纏
め
ら
れ
た
。
今
日
「
小
西
家
文
書
」
は
大
阪
市
立
美
術
館
、
京
都
国
立
博
物

館
が
保
管
す
る
。
散
逸
し
た
資
料
（「
佐
伯
系
譜
全
」「
小
形
歴
代
並
支
族
霊
名
記
」「
光
琳
ノ

父
宗
謙
ヨ
リ
才
次
郎
マ
デ
ノ
系
図
」
な
ど
）
も
あ
る
が
、
研
究
論
文
に
は
以
下
が
あ
り
、

一
、
明
治
二
七
年
：
川
崎
千
虎
「
光
琳　

抱
一
」『
國
華
』
五
七

二
、
大
正
四
年　

：
相
見
香
雨
「
小
形
光
琳
並
に
尾
形
家
の
事
」『
書
画
骨
董
雑
誌
』
七
八

三
、
同
四
年　
　

：
福
井
利
吉
郎
「
光
琳
考
」『
芸
文
』
六
―
六
・
七
・
八

　
　

同
五
―
六
年
：
福
井
利
吉
郎
「
光
琳
の
師
と
し
て
の
山
本
素
軒
」『
芸
文
』
七

　
　
　
　
　
　
　
　
「
光
琳
関
係
資
料
及
論
文
集
成
」（「
光
琳
の
父
祖
」「
光
琳
の
師
承
」「
光
琳
の
夢
」）

四
、
昭
和
一
三
年
：
田
中
喜
作
「
小
西
家
旧
蔵
光
琳
関
係
資
料
」『
美
術
研
究
』

　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
― 

五
七
、五
九
―
六
〇

さ
ら
に
望
月
信
成
（「
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
の
光
琳
資
料
」『
大
和
文
華
』
二
三
）・
小
林
太
一
郎
、

山
根
有
三
ら
の
調
査
・
研
究
も
公
刊
さ
れ
た
。「
文
書
」
中
に
は
書
家
小
島
宗
真
の
書

や
消
息
も
伝
世
。
宗
真
と
宗
謙
、
宗
謙
母
一
樹
院
（『
光
悦
四
墨
』
の
一
人
秋
葉
・
秋
場
氏

縁
者
と
推
測
）
と
の
濃
や
か
な
交
流
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

乾
山
関
係
の
文
書
に
は
、
遺
産
受
理
書
、
光
琳
宛
書
状
・
覚
書
帖
、
消
息
が
あ
る
。

光
琳
と
の
合
作
に
は
人
麿
像
・
和
歌
書
が
あ
り
、
光
琳
の
た
め
に
は
落
款
な
ど
の
書

法
・
形
式
、
手
跡
を
確
認
。
光
琳
妻
多
代
屋
敷
売
渡
状
控
え
に
よ
っ
て
は
乾
山
の
二

条
時
代
、
丁
子
屋
町
の
住
ま
い
が
判
明
。
各
々
に
や
き
も
の
、
書
・
画
作
品
の
年
代

推
定
、
真
贋
判
定
、
極
め
る
べ
き
事
項
の
基
準
・
補
助
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
。

　

乾
山
に
関
し
て
は
、
貞
享
四
年
（
父
宗
謙
の
没
年
）
か
ら
寛
保
三
年
（
乾
山
没
年
）
ま

で
の
五
五
年
間
、
折
々
で
あ
る
が
、
自
筆
文
書
六
点
が
確
認
さ
れ
る
。

①　

貞
享
四
年
八
月
十
七
日
付
、
父
の
遺
産
分
与
に
関
す
る
受
理
証
書

　
「
一
札
之
事
」
と
あ
り
、
尾
形
権ご
ん
ぺ
い平
・
花
押
惟こ
れ
み
つ允
・
印
権
平
か
、
宛
名
は
日
意
上
人
・

興
善
院
住
持
。
乾
山
へ
の
配
分
は
家
屋
敷
三
軒
（
室
町
花
立
町
・
本
浄
花
院
町
・
鷹
峯
）・

墨
蹟
（
元
代
禅
僧
月
江
正
印
）・書
籍
一
式・金
銀
諸
道
具・大
名
貸
し
手
形
な
ど
で
あ
っ
た
。

②　

推
定
元
禄
九
年
頃
、
三
月
十
一
日
付
、
光
琳
宛
借
金
返
済
催
促
状
と
覚
書

　

宛
名
は
光
琳
。
三
宅
好
庵
（
ま
た
は
事
好
庵
）・
藤
林
道
寿
・
宗
因
、
治
左
衛
門
、
覚

書
に
は
武
家
長
門
守
・
土
佐
守
・
長
九
郎
左
衛
門
・
永
井
市
政
、
質
屋
・
道
具
商
の
ひ

の
や
・
治
兵
衛
・
さ
が
み
や
・
ひ
ら
の
や
・
宇
左
衛
門
な
ど
の
名
が
み
ら
れ
る
。
元
禄

六
年
か
ら
三
ヵ
年
に
渉
る
光
琳
の
乾
山
宛
借
財
は
八
貫
目
弱
、
遺
産
の
大
名
貸
し
手
形

も
回
収
不
能
、
重
な
る
光
琳
の
質
入
れ
に
注
意
を
促
し
、
財
産
整
理
を
勧
告
す
る
。
乾

山
と
し
て
も
元
禄
初
年
「
習
静
堂
」
を
建
築
、
同
七
年
に
は
二
條
家
山
屋
敷
を
購
入
、

加
え
て
光
琳
の
借
財
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。
独
照
禅
師
の
示じ

じ
ゃ
く寂

（
同
七
年
）
も
あ
り
い
よ

い
よ
自
立
、
鳴
滝
に
お
け
る
や
き
も
の
商
売
を
算
段
し
て
い
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。

③　

推
定
正
徳
二
、三
年
頃
、
光
琳
覚
書
帖
に
認
め
た
讃
・
落
款
・
極き

わ
め
が
き

書
・
干か

ん
し支

な
ど

　

讃
に
は
「
普
陀
大
士
・
拾
得
・
布
袋
」。
落
款
に
は
「
青
々
光
琳
・
長
江
軒
・
蝉
川
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末
派
寂
明
光
琳
洛
北
處
士
（
長
江
軒
）
緒
方
光
琳
（
判
）」。
極
書
に
は
「
應
友
人
需
青
々

光
琳
畫
之
・
眞
筆
不
可
渉
疑
路
者
也
・
真
筆
無
疑
論
者
也
」。
十
干
・
十
二
支
が
あ
る
。

　

宝
永
二
年
光
琳
は
江
戸
へ
下
向
（
の
ち
妻
多
代
も
）、
四
年
を
経
て
同
六
年
（
一
七
〇
九
）

酒
井
家
勤
め
を
辞
し
て
帰
洛
し
た
が
、
養
子
に
出
し
た
辰
次
郎
も
養
父
が
没
し
小
西
家

家
督
を
相
続
、
乾
山
も
洛
西
鳴
滝
泉
谷
を
下
り
、
洛
中
二
条
通
丁
子
屋
町
へ
と
移
転
し

た
。
同
時
期
、
誰
も
が
新
た
な
出
発
を
迎
え
て
い
た
。
讃
の
用
句
、
落
款
、
極
書
に
は

文
人
と
し
て
培
っ
た
知
識
と
意
気
、
陶
匠
と
し
て
名
を
得
た
乾
山
の
自
信
が
顕
れ
る
。

④　

享
保
二
年
三
月
付
、
光
琳
妻
尚
貞
の
屋
敷
売
渡
状
控

　

正
徳
六
年
（
享
保
元
年
）
光
琳
は
五
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
同
三
年
正
月
に
は
小
西

寿
市
郎
（
辰
次
郎
）
宛
遺
書
、
妻
多
代
（
尚
貞
）
宛
て
譲
り
状
を
認
め
た
が
、
尚
貞
は
そ

れ
に
従
い
享
保
二
年
三
月
上か
み
ご
り
ょ
う

御
霊
中
町
藪
内
町
の
持
ち
家
を
手
放
す
。
さ
ら
に
光
琳
の

意
に
順
い
妾
腹
勝
之
丞
（
正
徳
五
年
没
）・
才
次
郎
（
石
井
家
養
子
）
を
養
育
、
そ
の
母
あ
や

を
「
こ
し
ら
え
も
宜
敷
致
し
」
勢
州
桑
名
住
山
田
彦
左
衛
門
へ
嫁
が
せ
る
が
（「
尾
形
家
由

緒
覚
書
」）、
光
琳
の
遺
言
通
り
家
屋
敷
を
処
分
、
代
銀
の
利
息
を
以
っ
て
暮
ら
し
を
立
て

る
。
同
書
は
家
屋
敷
売
渡
状
の
控ひ
か
えで
あ
る
。
書
式
に
則
り
御
家
流
の
筆
跡
は
乾
山
と
認

め
ら
れ
る
が
、
や
き
も
の
製
作
の
経
験
も
あ
り
ど
っ
し
り
と
し
た
自
信
に
満
ち
た
手
跡

で
あ
る
。
光
琳
亡
き
あ
と
尚
貞
の
よ
き
相
談
相
手
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
売
請
人
（
保

証
人
）
に
は
尾
形
深
省
と
あ
り
、
家
屋
敷
の
保
証
人
に
名
を
連
ね
る
。
住
ま
い
に
は
二

条
通
丁
子
屋
町
と
記
さ
れ
て
い
る
。
洛
中
に
移
転
、
乾
山
窯
を
記
録
に
留と
ど
め
た
『
京
都

御
役
所
向
大
概
覚
書
』
は
「
二
条
通
寺
町
西
入
」
と
記
載
し
た
が
、
寺
町
西
入
は
二
条

通
丁
子
屋
町
で
あ
る
。
洛
中
に
お
け
る
乾
山
の
住
ま
い
を
確
認
、
同
所
は
二
条
船
着
場
、

東
山
窯
に
も
近
接
す
る
な
ど
、
工
房
を
設
け
、
鳴
滝
窯
で
は
と
も
に
汗
を
流
し
た
二
代

仁
清
、
そ
の
子
猪
八
を
養
子
に
貰
い
受
け
る
。
猪
八
と
は
聖
護
院
窯
を
築
く
が
、
寶
永

七
年
（
一
七
一
〇
）
同
所
に
は
寺
か
ら
領
地
三
三
九
四
坪
の
新
家
地
願
い
が
出
さ
れ
て
い

た
（『
御
役
所
向
大
概
覚
書
』）。「
従
弟
伊
八
郎
」
は
彦
右
衛
門
親
類
書
に
も
名
を
留と
ど
め
る
。

⑤　

元
文
二
年
正
月
廿
八
日
付
、
江
戸
か
ら
の
小
西
彦
右
衛
門
宛
書
状

　

乾
山
甥
彦
右
衛
門
宛
、
緒
方
深
省
・
扶
陸
・「
爾
」
字
型
（
花
押
）
の
書
状
で
あ
る
。

准
后
・
新
宮
・
監
物
・
長
谷
川
長
兵
衛
・
長
尾
様
な
ど
の
名
が
あ
り
、
彦
右
衛
門
に

は
新
年
の
挨
拶
、
義
姉
尚
貞
に
も
よ
ろ
し
く
と
述
べ
る
。
前
年
に
は
病
に
倒
れ
、
一

年
間
の
江
戸
銀
座
勤
番
で
あ
っ
た
彦
右
衛
門
宅
に
世
話
に
な
っ
た
礼
を
記
す
が
、
彦

右
衛
門
も
そ
の
折
り
乾
山
を
通
じ
公
寛
法
親
王
に
も
お
目
見
え
叶
い
、
同
僚
長
谷
川

長
兵
衛
の
法
親
王
対
面
も
依
頼
す
る
な
ど
、
長
兵
衛
か
ら
は
乾
山
焼
の
注
文
を
受
け

て
い
る
。
彦
右
衛
門
を
通
じ
銀
座
仲
間
に
乾
山
焼
の
親
し
ま
れ
た
例
を
見
出
す
が
、

三
月
五
日
『
陶
工
必
用
』
を
認
め
、
同
年
秋
九
月
に
は
佐
野
を
訪
問
、
同
所
に
お
い

て
も
陶
法
伝
書
『
陶
磁
製
方
』
を
著
し
た
。

⑥　

寛
保
二
年
正
月
十
九
日
付
、
江
戸
か
ら
の
小
西
彦
右
衛
門
宛
書
状

　

先
の
書
状
（
元
文
二
年
）
に
同
じ
く
彦
右
衛
門
宛
、
緒
方
深
省
・
惟
允
・「
爾
」
字
型

花
押
の
あ
る
書
状
で
あ
る
。
新
年
の
挨
拶
、
彦
右
衛
門
の
大
坂
勤
番
と
な
っ
た
出
世

を
よ
ろ
こ
ぶ
が
、
乾
山
没
し
て
七
年
後
（
寛
延
三
年
・
一
七
五
〇
）、
五
一
歳
の
彦
右
衛
門

は
京
都
銀
座
の
大
勘
定
役
に
抜
擢
さ
れ
る
。
文
面
か
ら
は
光
琳
妾
腹
と
推
測
す
る
が
、

冨と
み

・
市い

ち
す
け佑

な
る
人
物
の
世
話
を
す
る
彦
右
衛
門
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
別
面
に
は
昨
冬
逝

去
し
た
光
琳
妻
尚
貞
の
死
を
悼
む
こ
と
ば
が
続
く
。
尚
貞
と
は
四
〇
年
来
の
旧
知
の
こ

と
、
今
一
度
登
京
い
た
し
対
顔
す
べ
く
と
あ
る
が
、
江
戸
下
向
後
は
お
そ
ら
く
帰
京
す

る
こ
と
も
な
く
、
乾
山
は
こ
の
一
年
後
、
自
ら
も
虚
し
く
鬼
籍
の
人
と
な
っ
た
。
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「
一
札
之
事
」 （
貞
享
四
年
・
一
六
八
七
）

　
　

一
札
之
古
又

一　

老
父
宗
謙
書
置
之
通
室
町
花
立
町

家
屋
敷
一
ヶ
昕一
本
浄
花
院
町
家
屋
敷

一
ヶ
昕一
鷹
峯
家
屋
敷
一
ヶ
昕一
印
月
江

墨
蹟
書
籍
一
式
自
分
へ
被
讓
興
候
金
銀

諸
道
具
萬
事
之
儀
者
市
丞
と
我
等
と

半
分
宛
ニ
立
合
配
分
仕
書
置
之
通
請

取
申
候
此
已
後
跡
式
之
古
又

ニ
付
少
モ
違
乱

無
之
候
爲
其
仍
如
件　

　

貞
享
四
年

　

丁
夘
八
月
十
七
日　

尾
形
権
平
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惟
允
（
花
押
）

　
　
　

日
意
上
人
様

　
　
　
　

興
善
院
様

日
意
上
人
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
形
権
平

　

興
善
院
様

包
紙
上
書

日＊

意
上
人
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
形
権
平
（
包＊

紙
上
書
）

　

興＊

善
院
様　

　
　

一＊
い
っ
さ
つ

札
の
事こ

と

一
、
老ろ

う
ふ父

宗そ
う
け
ん謙

書か

き
置お

き
の
通と

お

り

　

室む
ろ
ま
ち
は
な
た
て
ち
ょ
う

町
花
立
町　

家い
え
や
し
き

屋
敷
一
ヵ
所し

ょ

、

　

本も
と

（
元
）
浄じ

ょ
う
か
い
ん
ち
ょ
う

花
院
町　

家
屋
敷
一
ヵ
所
、　

　

鷹た
か
が
み
ね

峯　

家
屋
敷
一
ヵ
所
、　

　

印い
ん
げ
っ
こ
う

月
江
墨ぼ
く
せ
き蹟
、
書し
ょ
せ
き籍
一い
っ
し
き式
、
自じ
ぶ
ん分
へ
讓ゆ
ず

り
与あ
た

え
ら
れ
候
そ
う
ろ
う

金き
ん
ぎ
ん銀

諸し
ょ
ど
う
ぐ

道
具
萬ば

ん
じ事

の
儀ぎ

は
、
市い

ち
の
じ
ょ
う

丞
と
我わ

れ

ら
と
半は

ん
ぶ
ん分

宛づ
つ

に

立た
ち
あ
い合

配は
い
ぶ
ん分

仕つ
か
ま
つり

、
書
き
置
き
の
通
り
請う

け
と取

り
申も

う

し
候　
　

此こ

れ
以い

ご後
、
跡あ

と
し
き式

の
事
に
付つ

い
て
少す

こ

し
も
違い

ら
ん乱

こ
れ
無な

く

候　

其そ

れ
の
為た
め

に
、
仍＊
よ

っ
て
件く
だ
んの
如ご
と

し　

　
　

貞じ
ょ
う
き
ょ
う

享
四
年

　
　

丁て
い
ぼ
う（
ひ
の
と
う
）

卯
八
月
十
七
日　

尾
形
権
平
（
印
）
権
平
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惟こ
れ
み
つ允

（
花か

お
う押

）「
五
」
字
型

　
　
　

日＊
に
ち
い
し
ょ
う
に
ん

意
上
人
様

　
　
　
　

興＊
こ
う
ぜ
ん
い
ん

善
院
様

　

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）、
乾

山
二
五
歳
の
文
書
。

　

名
は
権
平
。
深
省
へ
の
改
名

は
貞
享
四
年
八
月
か
ら
翌
元
禄

元
年
六
月
ま
で
の
間
。
兄
市
丞

は
元
禄
四
年
に
浩
臨
、
翌
年
光

琳
に
改
名
し
た
か
（「
小
西
家
文

書
」・『
二
條
家
日
次
記
』）。

＊
日
意
上
人
（
一
六
一
八
―

八
九
）
名
は
英
和
、
宗
柏
子
、

本
家
宗
甫
弟
、
宗
謙
兄
で
あ

る
。
頂
妙
寺
一
三
世
を
継
承
。

＊
興
善
院
は
妙
顕
寺
塔
頭
尾
形

家
代
々
の
菩
提
寺
。
書
状
、
金

子
受
取
状
な
ど
が
残
る
。

＊
包つ

つ
み
が
み
紙
の
上う

わ
が
き書
は
宛
名
と
差
出

者
名
を
記
す
こ
と
が
定
則
。

＊「
一
札
」と
は
一
枚
の
書
札
、

一
通
の
文
書
。
証
文
・
約
束
と

し
て
の
意
味
を
含
む
。

＊「
仍
」
は
す
な
わ
ち
の
意
。

　

左
頁
上
段
図
は
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
頃
、
乾
山
三
四
歳

の
折
り
の
光
琳
宛
書
状
。

　

父
の
遺
産
受
領
後
、
乾
山
は

同
二
年
御
室
双
岡
に
「
習
静

堂
」
を
設
け
、
同
七
年
八
月
二

日
二
條
綱
平
か
ら
鳴
滝
泉
谷
の

山
屋
敷
を
譲
渡
（
購
入
）
さ
れ

る
。
大
き
な
金
銭
の
動
き
が
あ

り
、
光
琳
も
同
二
年
細
井
つ
ね

に
家
屋
敷
と
金
銭
を
払
い
、
同

四
年
裏
屋
敷
を
購
入
、
同
六
年

遺
産
の
広
大
な
山
里
町
の
家
屋

敷
を
売
却
し
中
町
藪
内
町
に
屋

敷
を
購
入
。
同
九
年
頃
に
は
吉

田
八
兵
衛
娘
多
代
を
妻
と
し
、

　

右
図
は
「
一
札
之
事
」
に
認
め
ら
れ
た
乾
山
の
花

押
で
あ
る
。
尾
形
権
平
、
惟
允
時
代
の
も
の
で
あ
る

が
、
上
下
に
二
本
の
線
を
引
き
「
天
平
地
平
」「
地

平
天
成
」
の
意
味
を
表
し
、
江
戸
時
代
広
く
行
わ
れ

て
い
た
「
明
朝
体
」
で
あ
る
。
原
字
は
権
平
の
「
平
」・

緒
方
の
「
方
」、
ま
た
別
の
文
字
か
。
の
ち
の
文
書
、

作
品
類
に
用
い
た
形
跡
は
な
い
。

【
参
考
】　

１
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
六
月
二
九
日
父

宗
謙
は
六
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
遺
産
は

三
兄
弟
に
分
与
。
兄
弟
は
各
々
に
受
理
書
「
一

札
の
事
」
を
認
め
た
。

　

乾
山
の
同
書
は
、
部
屋
住
み
時
代
の
こ
と
、

名
は
権
平
、惟
允
と
あ
り
、立
会
人
は
伯
父
（
父

の
兄
）で
あ
る
頂
妙
寺
一
三
世
日
意
上
人
、
尾
形

家
菩
提
寺
妙
顕
寺
塔
頭
興
善
院
住
持
日
眞
（「
妙

顕
寺
過
去
帳
」
福
井
利
吉
郎
）
の
両
人
で
あ
る
。

　

延
宝
末
期
、
長
兄
藤
三
郎
が
勘
当
さ
れ
る
。

【
読
み
下
し
】

金
銭
問
題
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
が
、
多
額
の
遺
産
分
与

は
二
男
市
丞
（
光
琳
）、
三
男
権
平
（
乾
山
）
へ
と
及
び
、
藤
三
郎

は
元
禄
中
期
に
江
戸
へ
下
り
、
川
口
源
三
郎
方
に
仕
官
す
る
。

２
、
乾
山
へ
の
遺
産
配
分
は
、
家
屋
敷
三
軒
、
月
江
正
印
墨
蹟
、

書
籍
一
式
、
光
琳
と
は
二
分
し
た
呉
服
反
物
、
金
銀
諸
道
具
な
ど

で
あ
っ
た
。
室
町
花
立
町
・
本
浄
花
院
町
の
家
屋
敷
は
生
家
ま
た

禁
裏
か
ら
も
極
め
て
近
く
、
鷹
峯
は
光
悦
の
没
後
、
幕
府
・
禁
裏

の
薬
草
の
栽
培
地
、
別
荘
地
と
な
っ
て
い
た
。
尾
形
家
と
も
縁ゆ
か
りの

あ
る
土
地
で
あ
っ
た
が
、
乾
山
の
足
は
洛
北
で
は
な
く
、
洛
西
御

室
へ
と
向
か
う
。
洛
西
に
は
師
と
す
る
「
嵯
峨
の
古こ
ぶ
つ仏
」
黄
檗
禅

直
指
庵
独
照
性し
ょ
う
え
ん

円
（
一
六
一
七
―
九
四
）
が
待
っ
て
い
た
。

右
証
書
花
押　
拡
大
図

乾
山
二
五
歳
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頃
日
者
御
遠
ニ
拝
奉

存
候
三
宅
事
好
庵
へ

申
談
候
匆
今
一
両
人
も
町
ノ

年
寄
候
間
是
へ
尋
近
日

返
事
可
申
由
ニ
候
又
道
寿
老
へ
も

委
細
宗
因
ヲ
以
申
候
由
ニ
候
間

明
日
鷹
峯
へ
私
参
候
間
弥
相
尋

可
申
候
膳
所
之
事
此
中

治
左
衛
門
ニ
逢
申
候
不
思
議
成

事
有
之
候
故
先
々
様
子
ヲ

見
候
て
居
申
候

一　

貴
様
御
可
り
銀
指
引

致
掛
御
目
申
候
此
通

手
前
帳
之
面
無
相

違
候
右
之
銀
子
之
入

王
け
私
存
寄
別
紙
ニ

書
付
掛
御
目
申
候
又
々

御
了
簡
も
候
ハ
ゝ
可
被
仰
聞
候

此
通
ニ
て
盤
春
ミ
不
申
候
事
ニ
御
座
候

尤
者
し
め
の
四
貫
目
之
御

手
形
此
方
ニ
有
之
候
右
御
改
メ
可

被
下
候
一
両
日
中
以
前
可

得
御
意
候
御
書
付
之
帳
御

紛
失
無
之
様
尓
奉
憑
候　

已
上

　
　

三
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　

深
省
拝
（
花
押
か
）

　

頃＊
け
い
じ
つ

日
は
御お

ん

遠と
お

き
に
拝は

い

し
存ぞ

ん

じ
奉た

て
ま
つり

候

三＊
み
や
け宅
こ
と
好こ
う
あ
ん庵

（
又
は
事
好
庵
か
）
へ
申も
う

し
談は
な

し
候
と
こ
ろ
、

今い
ま 

一い
ち
り
ょ
う
に
ん

両
人
も
町ま

ち

の
年と

し
よ
り寄

に
候
あ
い
だ
、
是こ

れ
へ
尋た

ず

ね
、

近き
ん
じ
つ日

返へ
ん
じ事

申
す
べ
き
由よ

し

に
候

　

又ま
た 

、
道＊

ど
う
じ
ゅ
ろ
う

寿
老
へ
も
、
委い

さ
い細

、
宗＊

そ
う
い
ん

因
を
以も

っ
て
申
し
候

由
に
候
あ
い
だ
、
明あ

す日
鷹た

か
が
み
ね

峯
へ
私
参ま

い

り
候
あ
い
だ
、
弥あ

ま
ねく

相あ
い
た
ず尋

ね
申
す
べ
く
候

　

膳ぜ

ぜ所
の
事こ
と

、
此こ

の
中う
ち

、
治＊
じ
ざ
え
も
ん

左
衛
門
に
逢あ

い
申
し
候 　

不ふ

し

ぎ
思
議
な
る
事
こ
れ
有あ

り
候
故ゆ

え

、
先さ

き
ざ
き々

様よ
う
す子

を
見み

候
て
居お

り
申
し
候

一
、
貴＊

様 

御
借か

り
銀ぎ

ん

、
指さ

し
引ひ

き
致い

た

し
お
目め

に
掛か

け
申
し

候　

此こ

の
通と

お

り
手て

ま
え前

帳ち
ょ
うの

面お
も
てに

相
違ち

が

い
な
く
候

右み
ぎ

の
銀ぎ
ん
す子
の
入い

り
訳わ
け

、
私
存
じ
寄よ

り
の
別べ
っ
し紙
に
書か

き
付つ

け

お
目
に
掛
け
申
し
候　

又
々
ご
了＊
り
ょ
う
け
ん

簡
も
候
は
ば
、
仰お

お

せ
聞き

か
さ
る
べ
く
候　

此
の
通
り
に
て
は
済す

み
申
さ
ず
候
事
に

ご
ざ
候　

尤も
っ
とも

は
じ
め
の
四
貫か

ん
め目

の
御
手て

が
た形

、
此こ

の
方ほ

う

に

こ
れ
有
り
候　

右
御
改あ
ら
ため
下く
だ

さ
る
べ
く
候

　

一い
ち
り
ょ
う
じ
つ

両
日
中
に
前ま

え
も以

っ
て
御ぎ

ょ
い意

を
得
べ
く
候

御
書か
き
つ
け付
の
帳
、
ご
紛ふ
ん
し
つ失
こ
れ
無な

き
様よ
う

に
憑た
の

み
奉た
て
ま
つり
候　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　

三
月
十
一
日　
　

深し
ん
せ
い
は
い

省
拝
（
花
押
か
）

【
参
考
】

　

光
琳
宛
、
乾
山
の
借
金
返
済
催
促
状
で
あ
る
。
丁
寧
な
こ
と
ば

遣
い
、
別
紙
「
覚お
ぼ
え」（

次
頁
）
を
伴
い
、
そ
れ
に
は
詳
細
に
年
度
、

金
額
、
関
係
し
た
人
物
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鷹
峯
の
年
寄
、

仲
介
者
、
地
主
ら
と
の
交
渉
ご
と
を
伺
わ
せ
る
が
、
分
与
さ
れ
た

鷹
峯
家
屋
敷
の
処
分
に
関
係
し
た
も
の
か
。
乾
山
は
す
で
に
洛
西

御
室
「
習
静
堂
」
に
住
し
て
い
た
が
、
光
琳
と
は
土
地
を
交
換
、

習
静
堂
は
光
琳
の
与
え
ら
れ
た
西
京
屋
敷
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
（
山
根
有
三
「
小
西
家
文
書
中
の
乾
山
関
係
資
料
」）。

同
一
四
年
二
月
二
七
日
法
橋
叙

任
。
光
琳
の
出
費
も
重
な
る
。

当
状
は
光
琳
へ
の
借
金
催
促
状

で
あ
る
が
、
乾
山
も
同
一
二

年
、
鳴
滝
山
に
や
き
も
の
窯
を

開
窯
す
る
。

＊
頃
日
は
日
ご
ろ
・
こ
の
頃
。

＊
三
宅
好
庵
（
事
好
庵
か
）
は

町
の
世
話
役
か
。
三
宅
姓
は

『
町
人
考
見
録
』に
三
宅
五
郎
兵

衛
の
名
が
あ
り
、
元も

と

筑
後
立た

ち
ば
な花

家
御
用
商
人
、
法
体
し
て「
宗

因
」
を
名
の
る
と
い
う
。
好
庵

が
五
郎
兵
衛
、
宗＊

因
か
否
か
は

解
ら
な
い
が
、
五
郎
兵
衛
は
立

花
家
か
ら
は
名
物
道
具「
ち
と

せ
」の
硯
箱
を
譲
ら
れ
、
同
硯

箱
は
深
江
庄
左
衛
門
の
手
を
経

て
正
徳
四
年
銀
座
不
正
事
件
に

よ
り
片
輪
車
の
手
箱
・
若
狭
盆

と
と
も
に
幕
府
が
没
収
。

＊
道ど

う
じ
ゅ寿

（
壽
）
は
藤
林
道
寿

（
一
五
七
三
―
？
）。
五
六
〇
〇

坪
程
の
明
地
を
預
か
り
薬
草
園

「
鷹
ケ
峰
薬
園
」
を
管
理
経
営
、

薬
草
・
野
菜
を
幕
府
、
禁
裏
・

仙
洞
御
所
に
調
達
す
る
。
道
寿

は
二
條
家
『
日
次
記
』
に
元
禄

八
年
八
月
一
八
日
・
九
月
一
七

日
に
光
琳
と
、
宝
永
二
年
一
二

月
一
日
・
宝
永
四
年
七
月
一
二

日
に
乾
山
、
三
宅
定
右
衛
門
ら

と
と
も
に
現
れ
る
。

＊
治
左
衛
門
は
質
屋
主
人
か
。

＊
貴
様
は
江
戸
中
期
ま
で
は
目

上
の
相
手
に
対
す
る
敬
称
。

＊
了
簡
は
思
案
、
対
策
。

光
琳
宛
書
状
・
覚
（
元
禄
九
年
・
一
六
九
六
）
頃

乾
山
三
四
歳
頃

尾形乾山の書画(121)



光
琳
宛
書
状
・
覚 （
元
禄
九
年
・
一
六
九
六
）
頃
　
　

覚

一　

酉
戌
亥
三
ヶ
年
之
指
引
勘
定
仕
掛

御
目
申
候
旧
冬　

迄
ニ
指
引
致
候
て
七

貫
九
百
八
匁
三
分
ト
相
見
ヘ
申
候

　

但
子
正
月
ゟ
御
取
可
へ
し
申
候

此
内
江
長
門
守
様
土
佐
守
様
長
九
郎
左

衛
門
様
三
ヶ
所
之
御　

納
崩
銀
壱
貫
百

目
よ
是
ニ
て
ハ
漸
利
銀
本
と
奈
ら
て
ハ

無
之　

其
上
元
銀
児
天
御
納
崩
故
連
々

ニ
元
銀
遍
リ
申
候
其
外
ニ　

永
井
市
正

様
両
通
有
之
候
ヘ
共
是
モ
然
と
致
多
る

事
志
れ
不
申
候　

此
通
ニ
仕
置
候
テ
ハ

何
と
も
迷
惑
仕
候
此
銀
高
只
今
手
前
ニ

　

有
之
候
へ
者
大
分
ノ
利
得
ヲ
と
里
候

事
ニ
候
ヘ
共
右
之
仕
合
故　

無
是
非
候

責
テ
ハ
何
と
そ
銀
高
減
少
仕
候
や
う
ニ

仕
度
候　

然
と
も
只
今
御
手
前
ゟ
銀
子

御
出
シ
候
事
ハ
定
而
被
成
可
多
く　

候

半
と
存
し
候
何
と
そ
外
ニ
有
之
候
質
物

共
御
可
き
つ
希
ニ
て　

皆
々
御
見
せ
可

被
成
候
此
質
物
共
ヲ
手
前
ゟ
請
出
し　

賣
出
し
ヲ
以
此
銀
御
春
ま
し
可
被
下
候

今
の
通
ニ
て
盤　

手
前
ニ
も
ひ
の
や
に

て
大
分
可
り
有
之
候
故
無
用
之
利　

銀

に
引
と
ら
れ
候
事
何
の
や
く
ニ
立
不
申

候
今
又　

何
と
成
と
も
調
法
い
多
し
此

銀
相
春
ミ
候
へ
者
末
々
ハ　

右
の
四
五

通
之
手
形
之
銀
御
手
前
へ
入
候
へ
者
御

　

爲
ニ
も
成
可
申
候
と
奉
存
候
又
質
物

共
も
其
ま
ゝ
に
お
き
候
て
段
々
ニ
利
足

　
　

覚お
ぼ
へ

一
、
酉と

り

戌い
ぬ

亥い

三
ヵ
年ね

ん

の
指さ

し
引ひ

き
勘か

ん
じ
ょ
う

定 

仕つ
か
ま
つり

お
目め

に
掛か

け
申も

う

し
候そ

う
ろ
う

　

 

旧き
ゅ
う
と
う

冬 

迄ま
で

に
指
し
引
き
致い

た

し
て
七
貫
九
百
八

匁
三
分
と
相あ
い
み見

へ
申
し
候　

但た
だ
し

 

子ね

正し
ょ
う
が
つ

月
よ
り
御
取と

り
か
へ

し
申
し
候　

　

此こ

の
内う

ち

へ
長＊

な
が
と
の
か
み

門
守
様
、
土＊

と
さ
の
か
み

佐
守
様
、
長＊

ち
ょ
う
く
ろ
う
ざ
へ
も
ん

九
郎
左
衛
門
様

三
ヵ
所し
ょ

の
御
納お

さ
め

 

崩く
ず

れ
の
銀ぎ

ん

一
貫
百
目め

余あ
ま
り、

是こ

れ
に
て
は

漸よ
う
やく
利り
ぎ
ん銀
ほ
ど
な
ら
で
は
こ
れ
無な

く
、
其そ

の
上う
え

、
元も
と

銀ぎ
ん

に

て
御
納
崩
れ
故ゆ
え

、
連れ

ん
れ
ん々

に
元
銀
減へ

リ
申
し
候　

　

其そ

の
外ほ
か

に
永＊
な
が
い
い
ち
ま
さ

井
市
正
様
両り
ょ
う
つ
う
通
こ
れ
有
り
候
へ
ど
も
、
是

れ
も
然し
か

と
致い

た

し
た
る
事こ

と

知し

れ
申
さ
ず
候　

　

此
の
通
り
に
置お

き
仕
り
候
て
は
何な
ん

と
も
迷め
い
わ
く惑
仕
り
候　

此こ

の
銀ぎ

ん

高だ
か

只た
だ
い
ま今

手て
ま
え前

に
こ
れ
有
り
候
え
ば
、
大だ

い
ぶ分

の
利り

と
く得

を
と
り
候
事こ
と

に
候
へ
ど
も
、
右み
ぎ

の
仕し
あ
い合
故ゆ
え

是ぜ

ひ非
無な

く
候　

責せ

め
て
は
何な

に

と
ぞ
銀
高
減げ

ん
し
ょ
う

少
仕
り
候
よ
う
に
仕
り
た
く
候

　

然し
か

れ
ど
も
、
只
今
お
手
前
よ
り
銀ぎ
ん
す子
御
出い
だ

し
候
事こ
と

は
、

定さ
だ

め
て
成な

さ
れ
が
た
く
候
は
ば
と
存
じ
候　

何
と
ぞ
外ほ

か

に

こ
れ
有
り
候
質し
ち
も
つ物

ど
も
、
御
書か

き
つ
け付

に
て
皆み

な
み
な々

御
見
せ
成
ら

る
べ
く
候　

此
の
質
物
ど
も
を
手
前
よ
り
請う
け
だ出

し
、
売う

り

出だ

し
を
も
っ
て
此こ

の
銀
御
済す

ま
し
下く

だ

さ
る
べ
く
候

　

今
の
通
り
に
て
は
手
前
に
も
ひ＊

の
や
に
て
大
分
借
り
こ

れ
有
り
候
故ゆ
え

、
無む

よ
う用

の
利り

ぎ
ん銀

引ひ

き
と
ら
れ
候
事こ

と

、
何
の
役や

く

に
立た

ち
申
さ
ず
候　

今い
ま
ま
た又
何
と
成
り
と
も
調ち
ょ
う
ほ
う
法
い
た
し
此

の
銀
相あ
い
す済

み
候
へ
ば
、
末す

え
ず
え々

は
右
の
四し

ご五
通つ

う

の
手
形
の
銀

お
手
前
へ
入
り
候
へ
ば
、
御
為た
め

に
も
成
る
べ
く
申
し
候
と

存
じ
奉た
て
ま
つり

候　

又ま
た

、
質
物
ど
も
も
其
の
ま
ま
に
お
き
候
て
、

段だ
ん
だ
ん々

に
利り
そ
く足

（
利
息
）
か
さ
な
り
、

　

元
禄
九
年
、
催
促
状
（
前
頁
）

に
伴
う
別
紙
、
覚お

ぼ
え
が
き
書
で
あ
る
。

　

酉
戌
亥
の
三
ヵ
年
と
あ
り
、

元
禄
六
・
七
・
八
年
。
子ね

年
は
翌

元
禄
九
年
に
当
た
る
。
乾
山
へ

の
光
琳
三
ヵ
年
の
借
財
は
八
貫

目
弱
、
覚
書
は
そ
の
内
訳
、
詳

細
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
光

琳
か
ら
は
担
保
と
し
て
父
の
遺

産
、
大
名
貸
し
の
手
形
を
得
て

い
た
が
、
回
収
は
不
充
分
、
諸

道
具
類
の
質
入
れ
な
ど
も
度
重

な
り
、
乾
山
自
ら
も
ひ
の
や
に

借
財
の
あ
る
身
で
あ
っ
た
。

　

当
時
銀
一
貫
は
金
一
六
両
、

金
一
両
は
銀
六
〇
匁
、
今
日
の

価
値
で
は
五
万
五
〇
〇
〇
円
程

度
か
と
推
定
さ
れ
る
。

＊
長
門
守
は
不
明
。
醍
醐
三
寶

院
諸
大
夫
に
北
村
長
門
守
、
輪

王
寺
諸
大
夫
に
矢
田
陪
長
門
守

の
名
が
あ
る
。

＊
土
佐
守
は
当
時
京
都
に
松
平

土
佐
守
・
津
軽
土
佐
守
の
名
が

み
ら
れ
る
。
松
平
土
佐
守
は
緒

方
宗
哲
を
二
〇
〇
石
で
抱
え
た

大
名
。
河
原
町
三
条
下
ル
三
丁

目
に
京
屋
敷
が
あ
り
、
津
軽
土

佐
守
は
釜
座
通
御
池
下
ル
町
に

屋
敷
が
あ
っ
た
（『
京
都
御
役
所

向
大
概
覚
書
』）。

＊
長
九
郎
左
衛
門
は
不
明
。

＊
永
井
市
正
は
永
井
文
九
郎

か
。
摂
津
高
槻
城
主
、
蛸
薬
師

乾
山
三
四
歳
頃
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可
さ
奈
り
の
ち
ニ
盤
う
け
候
て
ハ　

や

く
ニ
立
不
申
候
半
と
存
候
今
ニ
て
盤
中

〳
〵
御
と
里
出
し
候
ニ　

手
多
て
も
有

間
敷
可
と
被
存
候

　

一　

隱
居
治
兵
衛
方
ニ
候
屏
風
之
事

是
ハ
旧
冬
ゟ　

此
賣
出
し
手
前
へ
御
渡

可
被
成
候
由
ニ
て
此
中　

隱
居
可
多
へ

参
候
へ
者
未
う
れ
不
申
候
間
何
と
そ　

手
前
へ
銀
子
出
し
と
里
お
き
候
て
直
段

も
出
候
ハ
ゝ
光
琳
様　

御
爲
ニ
も
成
可

申
候
由
治
兵
衛
も
申
候
此
儀
い
か
ゝ
可

仕
候
や　

尤
賣
出
し
ハ
大
分
可
有
候

　

一　

さ
可
見
や
方
短
冊
手
鑑
是
ハ

四
百
目
出
し
候
へ
者
と
里
出
し
候
事
自

由
ニ
て
こ
れ
ニ
て
も
賣
出
し
可
有
候

　

一　

 
又
此
中
飛
ら
の
や
ノ
道
具
品
々

も
藤
三
様
へ
盤　

参
候
銀
子
無
之
算
用

ト
相
見
へ
申
候　

是
も
質
物
と
里
出
し

貴
様
御
と
里
前
ノ
分　

手
前
御
春
ま
し

口
へ
御
渡
し
候
ハ
ゝ
一
勝
負
仕
候
て
見

可
申
候　

右
之
外
宇
左
衛
門
方
其
外
い

つ
可
多
ニ
も
有
之
候
ハ
　ゝ

可
被
仰
聞

候
右
之
外
之
思
案
無
之
候　

然
と
も
何

と
そ
埒
明
候
御
了
簡
も
候
ハ
ゝ
可
承
候

　

此
分
ニ
仕
指
置
申
候
事
貴
様
御
爲
ニ

も
成
不
申　

又
手
前
ニ
盤
あ
と
へ
も
先

へ
も
不
参
候　

已
上

　
　

三
月
十
一
日　

深
省
拝
（
花
押
か
）

　
　

光
琳
様

の
ち
に
は
請う

け
候
て
は
役
に
立
ち
申
さ
ず
候
ば
か
り
と
存ぞ
ん

じ
候　

今
に
て
は
な
か
な
か
御
と
り
出
し
候
に
手
だ
て
も

あ
る
ま
じ
き
か
と
存
ぜ
ら
れ
候

一
、
隠＊
い
ん
き
ょ
じ
へ
へ

居
治
兵
衛
方か

た

に
候
屏び

ょ
う
ぶ風

の
事こ

と

、
是
れ
は
旧
冬
よ
り

此
れ
売
り
出
し
手
前
へ
お
渡わ
た

し
成な

ら
る
べ
き
候
由よ

し

に
て
、

此
の
中う
ち

隠
居
方
へ
参ま

い

り
候
へ
ば
、
い
ま
だ
売
れ
申
さ
ず
候

あ
い
だ
、
何
と
ぞ
手
前
へ
銀ぎ
ん
す子

出
し
と
り
置
き
候
て
直ね

だ
ん段

も
出い

で
候
は
ば
、
光こ

う
り
ん
さ
ま

琳
様
御
為た

め

に
も
成
る
べ
く
申
し
候
由
、

治
兵
衛
も
申
し
候　

此
の
儀ぎ

い
か
が
仕つ
か
ま
つる
べ
く
候
や
、
尤
も
っ
と

も
売
り
出
し
は
大
分
有
る
べ
く
候

一
、
さ＊

が
み
や
方
短た
ん
ざ
く冊
、
手て
か
が
み鑑
、
是こ

れ
は
四
百
目め

出
し
候

へ
ば
、
と
り
出
し
候
事こ
と

自じ
ゆ
う由

に
て
、
こ
れ
に
て
も
売
り
出

し
有
る
べ
く
候　

一
、
又
、
此
の
中
、
ひ＊

ら
の
や
の
道ど
う
ぐ具
品し
な
じ
な々

も
藤＊
と
う
ざ
さ
ま

三
様
へ

は
参ま
い

り
候
銀ぎ

ん
す子

こ
れ
無
き
算さ

ん
よ
う用

と
相
見
へ
申
し
候　

是
れ

も
質
物
と
り
出
し
貴
様
御
と
り
前
の
分ぶ
ん

、
手
前
御
す
ま
し

口ぐ
ち

へ
お
渡
し
候
は
ば
、
一ひ

と
し
ょ
う
ぶ

勝
負
仕
り
候
て
み
申
す
べ
く
候

　

右
之
外ほ
か

、 

宇＊
う
ざ
へ
も
ん

左
衛
門
方
、
其
の
外
い
づ
か
た
に
も
こ
れ

有
り
候
は
ば
、
仰お
お

せ
聞き

か
せ
ら
る
べ
く
候　

　

右
の
外
の
思し
あ
ん案
こ
れ
無
く
候　

然
れ
ど
も
、
何
と
ぞ
埒ら
ち

明あ

き
候
ご
了り

ょ
う
け
ん

簡
も
候
は
ば
、
承う

け
た
ま
わ

る
べ
く
候　

此
の
分ぶ

ん

に
さ

し
置
き
仕
り
申
し
候
事こ
と

、
貴
様
御
為
に
も
成
り
申
さ
ず
、

又
手
前
に
は
あ
と
へ
も
先さ
き

へ
も
参
ら
ず
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　

三
月
十
一
日 　
　

深
省
拝
（
花
押
か
）  　
　
　
　
　

　
　
　

光
琳
様

通
大
宮
西
江
入
町
に
京
都
大
名

屋
鋪
（
敷
）
を
構
え
て
い
た
。

＊
ひ
の
や
は
光
琳
宛
書
状
に

「
ひ
の
や
次
郎
」
と
あ
る
。
日

野
屋
で
あ
れ
ば
油
小
路
下
立
売

り
を
中
心
に
幾
つ
か
店
を
構
え

た
質
屋
（『
京
羽
二
重
織
留
』）、

『
町
人
考
見
録
』
に
は
「
日
野

屋
長
左
衛
門
」
間あ

い
の
ま
ち
町
二
条
下
ル

丁
に
住
し
た
物
産
問
屋
が
あ

る
。

＊
隠
居
治
兵
衛
は
質
屋
か
古
美

術
商
か
。

＊
さ
が
み
や
は
質
屋
か
。
短

冊
・
手
鑑
は
父
宗
謙
の
蔵
品
で

は
な
か
っ
た
か
。

＊
ひ
ら
の
や
は
平
野
屋
、
質
屋

か
両
替
屋
か
。
も
と
衣
棚
二
条

下
ル
に
平
野
屋
清
左
右
衛
門
な

る
金
貸
し
・
質
屋
も
あ
り
（『
町

人
考
見
録
』）、
大
坂
銅
吹
所
の

関
係
者
に
も
同
名
の
人
物
が

居い

る
。

＊
藤
三
は
光
琳
・
乾
山
の
兄
藤

三
郎
。「
参
り
候
銀
子
こ
れ
な

き
算
用
」
と
あ
り
、
ひ
ら
の
や

に
は
兄
弟
三
人
揃
っ
て
出
入
り

を
し
て
い
た
か
。

＊
宇
左
衛
門
も
質
屋
か
古
美
術

商
か
。
三
兄
弟
の
出
入
り
が
解

り
、
光
琳
は
屏
風
、
短
冊
、
手

鑑
、
道
具
品
々
を
質
入
れ
し
て

は
金
を
借
り
る
が
、
父
宗
謙
の

遺
産
は
こ
の
よ
う
に
し
て
し
だ

い
に
消
え
る
。

　

宗
謙
は
大
名
貸
し
も
す
る
が
、
金
銭
貸
借
証
文
に

は
以
下
の
人
々
の
名
が
残
る
（「
小
西
家
文
書
」）。

　

藤
や
伝
三
郎
・
叶
大
和
・
長
七
郎
か
・
渡
辺
九
郎

左
衛
門
尉
・
川
村
無
休
・
佐
久
間
備
中
守
・
伊
沢
惣

左
衛
門
・
鈴
木
七
右
衛
門
・
久
保
和
泉
守
・
同
平
左

衛
門
・
藤
枝
帯
刀
・
高
橋
又
右
衛
門
・
河
合
六
郎
左

衛
門
・
中
島
甚
五
衛
門
・
辻
又
左
衛
門
な
ど
。

　

左
図
は
「
一
札
」
と
し
た
深
省
名
に
よ
る
光
琳
の
借

金
証
文
案
と
推
定
。
中
町
藪
内
町
七
兵
衛
（
年
寄
）
宛
、

「
正
徳
三
年
巳
十
一
月
廿
日
、
小
形
深
省
・
七
左
衛
門

事
吉
田
千
碩
」「
十
三
年
以
前
酉
之
年
、
金
子
四
拾
五

両
借
用
仕
候
」と
あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

書
状
（
一
二
一
頁
）

深
省
銘
と
花
押

覚
（
一
二
二
頁
）

深
省
銘
と
花
押

光
琳　
「
小
形

深
省
」
名
を
用

い
た
借
金
証
文

正
徳
三
年
（「
小

西
家
文
書
」）

尾形乾山の書画(123)



光
琳
覚
書
帖  （
正
徳
三
年
・
一
七
一
三
）
頃

賛
　

普
陀
大
士　

乘
蓮

渡
人
自
度
劅犬
泛
蓮
舟

　

同　
　

持
蓮
行
道

一
塵
不
染
香
徧
河
沙　

　

拾
得

元
無
點
塵
掃
個
甚
麼

　

布
袋　

揮
麈

手
内
有
拂
身
外
無
染

　

同
嚢
蔵
大
地
坐
断
古
今

賛さ
ん　

普ふ

だ陀
大だ

い
し士　

乘じ
ょ
う
れ
ん

蓮
（
蓮は

す

に
乘の

る
）　

渡と
じ
ん人

自お
の
ずか

ら
度ど

し
た
り
、
独ひ

と

り
蓮れ

ん
し
ゅ
う

舟
に
浮う

か
ぶ

　
　

同お
な
じ
く

　

 

持じ
れ
ん
こ
う
ど
う

蓮
行
道
（
蓮
を
持も

ち
て
道み

ち

を
行い

く
）　

一い
ち
じ
ん塵
に
染そ

ま
ら
ず
、
香か

は
河か

さ沙
に
徧あ
ま
ねし

　
　

拾じ
っ
と
く得　

元も
と

よ
り
點て
ん
じ
ん塵
な
し
、
個ひ
と

り
掃は
ら

う
は
甚い
か
ん麼
ぞ

　
　

布ほ
て
い袋　

揮き
し
ゅ麈

（
拂ほ

っ
す子
を
揮ふ

る

う
）

手し
ゅ
な
い内

に
拂ふ

つ

有あ

り
、
身し

ん
げ外

に
染そ

ま
る
こ
と
無な

し

　
　

同 

　
　

嚢ふ
く
ろに

大だ
い
ち地

を
蔵ぞ

う

し
た
り
、
古こ

こ
ん今

を
坐ざ

だ
ん断

す

鴨＊
お
う
す
い

水
の
下か

り
ゅ
う流

青せ
い
せ
い々

光こ
う
り
ん琳

慢み
だ
りに

所し
ょ
い居

長＊
ち
ょ
う
こ
う
け
ん

江
軒　

干に

て
畫え

が

く

戲た
は
むれ
に

蝉＊
せ
ん
か河

の
隠い

ん
し士　

隠
隠
（
書
体
異
な
る
）

蝉＊
せ
ん
せ
ん

川
の
末ま

つ
は派

（
下
流
）
寂じ

ゃ
く
み
ょ
う
こ
う
り
ん

明
光
琳　

戲
れ
に
畫
く

京け
い
ほ
く北
の
處し
ょ
し士
長
江
軒
光
琳
画　
　
　

友＊
ゆ
う
じ
ん

人
の
需も

と

め
に
應お

う

じ
而て

青
々
光
琳
こ
れ
を
畫
く

【
参
考
】

１
、「
普
（
補
）
陀
大
士
」
は
普ふ

だ
ら
く
さ
ん

陀
落
山
に
住
む
菩
薩
、
観
世
音
菩

薩
の
異
称
で
あ
る
。「
渡
海
達
磨
」「
蘆
葉
達
磨
」
は
イ
ン
ド
か
ら

中
国
へ
一
片
の
蘆
葉
に
乗
っ
て
来
た
達
磨
の
伝
説
に
因
る
。

２
、「
拾
得
」
は
寒
山
と
並
び
称
さ
れ
る
唐
代
後
期
の
道
士
。
天

台
山
国
清
寺
の
豊
干
禅
師
に
拾
わ
れ
、
そ
の
名
の
由
来
と
な
る

が
、
同
寺
厨
房
雑
役
係
を
勤
め
た
と
伝
承
。
寒
山
を
文
殊
菩
薩
、

拾
得
を
普
賢
菩
薩
の
化
身
と
す
る
（『
傳
燈
録
』）。

３
、「
布
袋
」
は
後
梁
代
四し
め
い
ざ
ん

明
山
に
住
し
た
禅
僧
で
あ
る
。
豊
か

な
体
躯
、
大
き
な
腹
、
つ
ね
に
布
袋
（
ぬ
の
ぶ
く
ろ
）
と
杖
を
持

っ
て
い
た
。
袋
に
は
日
々
一
切
の
も
の
を
入
れ
、
時
に
子
供
と
戯

れ
、
踊
り
、
川
を
渡
り
、
瀑
布
を
眺
め
、
牛
に
乗
り
、
月
を
指
さ

す
な
ど
、
絵
画
の
画
題
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

＊
実
例
「
蝉
川
末
派
」「
應
友

人
求
畫
之
」『
光
琳
百
図
』
下

　

正
徳
二
、三
年
頃
と
推
定
す

る
乾
山
の
書
（「
光
琳
覚
書
帖
」）。

＊
鴨
川
は
賀
茂
川
と
も
書
く
。

水
源
を
京
都
の
雲
畑
村
に
発

し
、
鞍
馬
山
か
ら
下
賀
茂
神
社

南
糺た

だ
す
の
も
り

森
に
至
り
高
野
川
と
合

流
、
桂
川
、
淀
川
へ
と
注
ぐ
。

＊
長
江
軒
は
漢
籍
に
通
じ
た
乾

山
が
、
鴨
川
を
中
国
最
長
の
大

河
揚
子
江
に
擬な

ぞ
らえ

、
上
御
霊
に

移
っ
た
光
琳
の
軒
号
と
し
て
考

案
し
た
か
。

＊
蝉
河
・
蝉
川
は
「
瀬
見
の

小
川
」、
賀
茂
社
の
祭
神
賀か

も茂

建た
け
つ
ぬ
み
の
み
こ
と

角
身
命
の
「
狭さ

く
あ
れ
ど
も

石
川
の
清す

み
か
わ川
な
り
」
と
し
た
言

に
因
る
（『
山
城
国
風
土
記
』）。

後
水
尾
院
に
召
さ
れ
た
石
川
丈

山
の
和
歌
に
は
「
わ
た
ら
し
な

瀬
見
の
小
河
の
浅
く
と
も
老
の

波
そ
ふ
影
も
は
す
か
し
」
と
あ

る
。

＊
蝉
川
末
派
は
鴨
川
の
支
流
、

藪
内
町
家
屋
敷
の
側
を
流
れ
る

御
用
水
か
。

鴨
水
下
流
青
々
光
琳

慢
畫
干
昕一
居
長
江
軒

戲蝉
河
隱
士　

隱
隱
（
別
筆
）

蝉
川
末下

流派
寂
明
光
琳

戲
畫

京
北
匆
士
長
江
軒
光
琳
画

應
友
人
需而

青
々
光
琳

畫
之

乾
山

五
一
歳
頃

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
光
琳
覚
書
帖
に
は
定
家
十
二

ヵ
月
花
鳥
和
歌
（
乾
山
焼
・
画
に
同
じ
）・
中
古
・
新

三
十
六
人
哥
合
（
乾
山
に
は
な
い
）・
古
冊
六
人
哥
仙
・

硯
蓋
寸
法
・
屏
風
寸
法
・
数
年
来
の
腹
痛
の
こ
と
・

二
條
家
番
頭
本
多
因
幡
守
・
阿
部
志
摩
守
ら
御
用
人

の
こ
と
・
二
條
様
御
香
包
寸
法
・
本
多
図
書
殿
家
老

桜
井
丹
助
・
御
用
人
深
見
喜
太
夫
・
筆
師
・
刷
毛
師
・

に
か
わ
や
・
筆
や
な
ど
の
住
所
が
留と

ど

め
ら
れ
て
い
る
。

(124)



虎
溪
三
笑
之
圖
畫
遂

管
見

畢己十
雲
舟
眞
筆

不
可
渉ワ
タ
ル

 

疑キ

ロ路
者
也

　
　

洛
北
匆
士
緒
方
光
琳
判

水
墨
梅
一
軸
雪
邨村

真
筆
無
疑
論
者
也

最モ
ッ
ト
モ可

有
珎
蔵
頓
首

　
　

長
江
軒
緒
方
光
琳
判

玉
蟾　

鐵
械

  

甲　

乙　

丙　

丁　

戊　

巳

　
　

十
干

  

子　

丑　

寅　

夘　

辰　

已　

午
  

未　

申　

酉　

戌　

亥

　
　

十
二
支

  

庚　

辛　

壬　

癸

　

  

キ
ノ
ヘ　

  

キ
ノ
ト　

  

ヒ
ノ
ヘ　

  

ヒ
ノ
ト　

  

ツ
チ
ノ
ヘ   

ツ
チ
ノ
ト

ボ
ウ　
　
　

キ

      

シ　

       

チ
ウ　

     

イ
ン　

     

ボ
ウ　

    

シ
ン　

      

シ　

        

ゴ

      

ヒ          

シ
ン        

ユ
ウ        

ジ
ュ
ツ     

カ
ツ

     

カ
ノ
ヘ　

  

カ
ノ
ト　

 

ミ
ツ
ノ
ヘ  

ミ
ツ
ノ
ト

     

カ
ウ　

     

シ
ン　

     

ジ
ン　

      
キ   

虎こ
け
い溪
三さ
ん
し
ょ
う
笑
の
図ず

が畫
、
遂つ
い

に
管か
ん
け
ん見
畢お
わ

ん
ぬ

雲せ
っ
し
ゅ
う

舟
の
真し

ん
ぴ
つ筆

、
疑き

ろ路
に
渉わ

た

る
不べ

か
ら
ざ可

る
も
の
な
り　

　
　

洛ら
く
ほ
く北
の
處し
ょ
し士
緒お
が
た方
光こ
う
り
ん琳
判は
ん

水す
い
ぼ
く墨

梅ば
い

一い
ち
じ
く軸

、
雪せ

っ
そ
ん村

真し
ん
ぴ
つ筆

疑ぎ
ろ
ん論

無な

き
も
の
な
り

最も
っ
とも

珍ち
ん
ぞ
う蔵

有あ

る
べ
し　

頓と
ん
し
ゅ首

　
　

長ち
ょ
う
こ
う
け
ん

江
軒　

緒お
が
た方

光こ
う
り
ん琳

判は
ん

玉＊
ぎ
ょ
く
せ
ん

蟾　

 

鐵＊
て
っ
か
い

械
（
拐
）（
書
体
異
な
る
）

　
　

十
干

甲　
　

乙　
　

丙　
　

丁　
　

戊　
　

己＊　

庚　
　

辛　
　

壬　
　

癸 　

　
　

十
二
支

子　
　

丑　
　

寅　
　

卯　
　

辰　
　

巳＊　

 

午　
　

未　
　

申　
　

酉　
　

戌　
　

亥

コ
ウ

き
の
え

コ
ウ

か
の
え

オ
ツ

き
の
と

ヘ
イ

ひ
の
え

テ
イ

ひ
の
と

ボ
ウ

つ
ち
の
え

キつ
ち
の
と

シ
ン

か
の
と

ジ
ン

み
ず
の
え

キみ
ず
の
と

シね

チ
ュ
ウ

う
し

イ
ン

と
ら

ボ
ウ

う

シ
ン

た
つ

シみ

ゴう
ま

ビひ
つ
じ

シ
ン

さ
る

ユ
ウ

と
り

ジ
ュ
ツ

い
ぬ

カ
ツ

い

本
乃
〳
〵
登
明
石
能

浦
の
朝
き
り
尓
（
ニ
）

志
万
可
久
禮
行
船

を
し
曽
お
も
ふ

　
　

光
琳
筆
人
麿
像
・
乾
山
人
麿
和
歌

ほ
の
ぼ
の
と
明あ
か
し石
の
浦う
ら

の
あ
さ
ぎ
り
に

し
ま
が
く
れ
ゆ
く
舟ふ
ね

を
し
ぞ
お
も
ふ

　
『
古こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う

今
和
歌
集
』
第
九
羈き
り
ょ
の
う
た

旅
歌
四
〇
九　

柿か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま
ろ

本
人
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
ず
と
も

【
参
考
】

１
、「
虎
溪
三
笑
」
は
六
朝
期
、
廬ろ

ざ
ん山

の
白び

ゃ
く
れ
ん
し
ゃ

蓮
社
に
集
う
恵
遠
・

陶
淵
明
・
陸
修
静
の
三
者
が
、
人
を
送
っ
て
常
に
渡
ら
ず
と
し
て

い
た
虎
溪
橋
を
、
淵
明
・
修
静
の
二
友
を
送
り
恵
遠
が
思
わ
ず
渡

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
三
者
大
笑
の
図
を
い
う
。

２
、
雪
舟
は
室
町
後
期
の
画
僧
で
あ
る
。
山
水
画
の
名
手
、
名
を

小
田
等
楊
、
備
中
赤
濱
の
人
。
雲
谷
軒
・
備
淡
斎
・
米
元
山
主
人

と
号
し
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
渡
明み
ん

、
四
明
山
に
上
り
、
名
勝

の
地
こ
そ
が
我
が
師
と
悟
る
と
伝
承
。
雪
村
も
室
町
後
期
の
画
僧

で
あ
る
が
、
周
継
と
称
し
、
常
陸
の
人
。
雪
舟
を
慕
い
同
じ
く
水

墨
画
の
名
手
と
な
り
、
生
涯
を
地
方
絵
師
と
し
て
奥
州
に
お
く
る
。

光
琳
・
乾
山
合
作 

人
麿
図 

（「
小

西
家
文
書
」） 

大
阪
市
立
美
術
館  

乾
山
焼
布
袋
図
角
皿
「
家
兄
法

橋
光
琳
昕一
圖
畫
眞
蹟
不
可
渉
異

論
者
也
」（
裏
）
藤
田
美
術
館

＊
玉
蟾
と
は
劉り

ゅ
う
か
い
せ
ん

海
蟾
、
蝦が

蟇ま

仙

人
の
こ
と
で
あ
る
。
終
南
山
に

て
仙
術
を
学
び
、
妖
術
を
行
う

た
め
手
に
三
匹
の
蝦
蟇
を
も

つ
。

＊
鐵
械
は
李り

て
っ
か
い

鐵
拐
、
八
仙
人
の

一
人
で
あ
る
。
気
を
吐
き
、
絵

画
で
は
自
ら
の
分
身
を
空
中
に

吐
き
出
す
姿
、
蝦
蟇
仙
人
と
対

幅
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

＊
巳
（
覚
書
）・
正
し
く
は
「
己
」

＊
已
（
覚
書
）・
正
し
く
は
「
巳
」

き
・
こ
の
声
、
お
の
れ
つ
ち
の

と
下
に
つ
き
（
己
）、
い
・
す

で
に
中
ば
（
已
）、
し
・
み
な

み
な
つ
く
（
巳
）
と
記
憶
す
る

（『
字
彙
』）。

人
麿
図
和
歌
（
筆
年
不
明
）

尾形乾山の書画(125)



　
　

永
代
賣
渡
申
家
屋
敷
之
事

壱
ヶ
昕一　

三
軒
役　

上
御
霊
藪
内
町

　

表
口　

七
間
貮
尺　

東
ハ
御
用
水
川
限

　

裏
行　

貮
拾
四
間　

西
隣
十
一
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
兵
衛

右
之
家
屋
敷
我
等
致
昕一
持
候
得
共
此
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
用

有
之
ニ
付
代
銀
五
貫
四
百
五
拾
目
ニ
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
江
永
代

賣
渡
銀
子
請
取
申
処
無
紛
候
尤
右
家
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敷
ニ
付

親
類
縁
者
其
外
他
之
障
毛
頭
無
之
候
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
来

如
何
様
之
出
入
出
来
候
共
此
判
形
之
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

罷
出
急
度

埒
明
可
申
候
爲
後
日
永
代
賣
券
状
仍
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
件

　
　

享
保
二
年
酉
三
月　

　
　
　
　
　
　

賣
主　
　
　

尚
貞　
　

　
　
　
　
　
　

吹
拳
人　

　
　
　
　
　
　

八
文
字
屋　

勘
兵
衛

　
　
　
　
　
　

年
寄　
　
　

加
兵
衛

　
　
　
　
　

二
条
通
丁
子
屋
町

　
　
　
　
　
　

売
請
人　
　

尾
形
深
省

　
　

永
代
売う

り
渡わ

た

し
申も

う

す
家い

え
や
し
き

屋
敷
の
事こ

と

一
ヵ
所し
ょ　

三さ
ん
げ
ん
や
く

軒
役　

上か
み
ご
り
ょ
う
や
ぶ
の
う
ち
ち
ょ
う

御
霊
藪
内
町
、

　

表お
も
て
ぐ
ち

口　

七
間け

ん

二
尺し

ゃ
く

　

東ひ
が
しハ

御ご
よ
う
す
い

用
水
川か

わ
か
ぎ限

リ
、

　

裏う
ら
ゆ
き行　

二
十
四
間　

西に
し

隣と
な
り

　

十じ
ゅ
う
い
ち
や

一
屋
藤と

う
べ
へ

兵
衛
、

右み
ぎ

の
家
屋
敷
、
我わ

れ

ら
所し

ょ
じ持

致い
た

し
候そ

う
らへ

ど
も
、
此こ

の
た
び

要よ
う
よ
う用

こ
れ
有あ

る
に
付つ

き
、
代だ

い
ぎ
ん銀

五
貫か

ん

四
百
五
十
目め

に
其そ

の

方
へ
永
代
売
り
渡
し
、
銀ぎ
ん
す子

請う
け

取と

り
申も

う

す
と
こ
ろ
紛ま

ぎ

れ
無な

く
候

　

尤も
っ
とも

右
家
屋
敷
に
付つ

き
、
親し

ん
る
い類

縁え
ん
じ
ゃ者

、
其そ

の
外ほ

か

他た

の
障さ

わ

り
、
毛も

う
と
う頭

こ
れ
無
く
候　

若も

し
以い

ら
い来

、
如い

か何
よ
う
の
出で

入い

り
出で

き来
候
と
も
、
此こ

の
判は

ん
ぎ
ょ
う

形
の
者も

の

罷ま
か

り
出い

で
、
き
っ
と
埒ら

ち

明あ

き
申
す
べ
く
候

　

後ご
じ
つ日
の
為た
め

に
、
永え
い
た
い
ば
い
け
ん
じ
ょ
う

代
売
券
状
、
仍よ

っ
て
件く
だ
んの
如ご
と

し

　
　

享き
ょ
う
ほ
う

保
二
年
酉と

り

三
月　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

賣う
り
ぬ
し主　
　

尚し
ょ
う
て
い
貞　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹す
い
き
ょ
に
ん

拳
人   

八は
ち
も
ん
じ
や
か
ん
べ
へ

文
字
屋
勘
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年と
し
よ
り寄　
　

加か

へ

へ
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

売う
り
う
け
に
ん

請
人　

二に
じ
ょ
う
ど
お
り
ち
ょ
う
じ
や
ち
ょ
う

条
通
丁
子
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾お
が
た
し
ん
せ
い

形
深
省

【
参
考
】

　

享
保
二
年
、
光
琳
没
後
の
翌
年
、
多
代
の
家
屋
敷
処
分
に
際
し
、

乾
山
が
売
渡
状
（
控
）
を
代
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
御
霊
中
町

藪
内
町
と
あ
り
、
光
琳
遺
書
に
認
め
ら
れ
た
家
屋
敷
の
売
り
渡
し

で
あ
っ
た
。
西
隣
は
十
一
屋
藤
兵
衛
、
代
銀
は
五
貫
四
五
〇
目
と

あ
る
な
ど
、
光
琳
の
遺
言
通
り
、
多
代
も
暮
ら
し
の
た
め
に
は

や
む
を
得
な
い
選
択
で
あ
っ
た
ろ
う
。
乾
山
は
売
請
人
（
保
証
人
）

と
な
る
が
、
書
は
書
式
に
の
っ
と
り
、
ど
っ
し
り
と
し
た
御
家
流

の
書
体
で
あ
る
。
住
ま
い
に
は
二
条
通
丁
子
屋
町
と
あ
る
。
鳴
滝

山
か
ら
洛
中
へ
と
移
転
、『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
に
「
二

条
通
寺
町
西
入
」
と
記
さ
れ
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
。

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
光
琳

妻
多
代
の
乾
山
代
筆
、
家
屋
敷

売
渡
状
控
。

　

江
戸
期
、
年
貢
を
収
入
源
と

し
た
武
家
社
会
で
は
農
民
の
田

畑
売
買
は
禁
止
。
寛
永
二
〇
年

（
一
六
四
三
）
に
は
「
田
畑
永
代

売
買
禁
止
令
」
が
出
さ
れ
て
い

た
。
が
、
現
実
に
は
質
入
れ
な

ど
の
形
を
と
り
、
困
窮
し
た
農

民
は
田
畑
を
手
放
す
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。

　

町
人
の
家
屋
敷
所
有
、
売
り

渡
し
、
譲
渡
な
ど
は
自
由
で
あ

っ
た
。
が
、
保
証
や
確
認
の
た

め
、
証
文
に
は
名
主
、
年
寄
り
、

五
人
組
な
ど
の
加
判
が
必
要
と

さ
れ
て
い
た
。

　
「
年
寄
」
は
役
名
で
あ
る
。

江
戸
期
の
村
役
人
・
町
役
人
・

宿
役
人
を
い
う
が
、
村
・
町
住

民
の
長
で
あ
り
、
村
年
寄
・
町

年
寄
な
ど
各
村
・
町
に
一
―
三

人
が
お
か
れ
、
庄
屋
・
名
主
な

ど
の
補
佐
を
務
め
る
。

　
「
五
人
組
」
は
江
戸
時
代
に

お
け
る
末
端
の
行
政
単
位
。
村

方
・
町
方
と
も
に
地
主
や
家
主

に
命
じ
近
隣
五
戸
を
も
っ
て
一

組
と
し
、
火
事
や
洪
水
な
ど
の

災
害
の
取
締
ま
り
、
婚
姻
、
相

続
、
貸
借
な
ど
の
立
会
や
連
印

の
責
務
、
納
税
、
犯
罪
な
ど
の

連
帯
責
任
を
負
わ
せ
た
制
度
で

あ
る
。
五
戸
に
は
限
ら
れ
な
か

っ
た
と
も
い
う
。

尚
貞
家
屋
敷
売
渡
状
控
（
享
保
二
年
・
一
七
一
七
）

乾
山
五
五
歳

(126)



　
　

一い
っ
さ
つ札
の
事こ
と

一
、
当と

う
ち
ょ
う

町  

尚し
ょ
う
て
い

貞 

所し
ょ
じ持

の
家い

え
や
し
き

屋
敷
一
ヵ
所し

ょ　

代だ
い
ぎ
ん銀

一
貫

五
百
五
十
目め

に
相あ

い
き究

め
、
今こ

の
た
び度

　
　

文も
ん
ご
ん（
ぶ
ん
げ
ん
）

言　
　
　

此こ

の
奥お

く

同ど
う
ぜ
ん前

　
　

年
号
月
日 

　

上か
み
ご
り
ょ
う
な
か
の
ち
ょ
う

御
霊
中
町 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年と
し
よ
り寄      

塗ぬ

し師　

平へ
い
べ兵

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大だ
い
く工　

庄し
ょ
う
じ
ろ
う

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五ご
に
ん
ぐ
み

人
組　

絹き
ぬ
や屋　

四し

ろ

べ

へ

郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工　

次じ

ろ

べ

へ

郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹す
い
き
ょ
に
ん

拳
人　

大
工　

吉き
ち
べ兵

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

売う
り
に
ん人　

　
　
　
　

尚
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

売う
り
う
け
に
ん

請
人　

二
条
通
丁
子
や
町　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　

買か
い
ぬ
し主

そ
の
他
の
家
屋
敷
売
渡
状
控

（「
小
西
家
文
書
」）
京
都
国
立
博
物
館

　

乾
山
は
洛
中
に
凡
そ
二
〇

年
、
享
保
中
頃
江
戸
へ
下
る
。

長
兄
藤
三
郎
、
次
兄
光
琳
・
妻

多
代
も
暮
ら
し
た
土
地
で
あ
っ

た
が
、
乾
山
の
下
向
に
は
二
條

家
、
聖
護
院
関
係
か
ら
公
寛
法

親
王
と
の
知
遇
、
毘
沙
門
堂
御

用
人
進
藤
氏
と
の
関
わ
り
、
ま

た
押
小
路
町
内
に
は
日
光
御
用

勤
人
で
あ
る
町
人
坂
本
屋
弥

七
、
折
戸
小
左
衛
門
が
お
り

（『
御
役
所
向
大
概
覚
書
』）、
一
仕

事
成
し
終
え
た
老
陶
匠
は
、
ゆ

る
り
と
新
天
地
を
め
ざ
し
、
や

き
も
の
、
さ
ら
に
絵
画
を
嗜た

し
なむ

な
ど
、
積
み
重
ね
た
文
人
と
し

て
の
日
々
を
楽
し
ん
だ
も
の
と

考
え
る
。

【
参
考
】

１
、
家
屋
敷
売
渡
状
（
控
）
の
下
案
で
あ
る

が
、
売
買
に
関
し
て
は
幾
度
か
乾
山
と
も
話

し
合
い
、
多
代
に
最
も
良
い
結
論
が
出
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
名
を
連
ね
た
人
物
は
各
々

に
町
内
の
役
職
に
あ
っ
た
人
と
思
わ
れ
る
が
、

詳
し
い
こ
と
は
解
ら
な
い
。

　

控
え
（
右
頁
）
に
は
売
主
尚
貞
、
推
挙
人
八

文
字
屋
勘
兵
衛
、
年
寄
加
兵
衛
と
あ
る
。
売

請
人
に
尾
形
深
省
の
名
が
あ
り
、
家
屋
敷
の

保
証
人
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

２
、
当
下
案
の
平
兵
へ
は
年
寄
・
塗
師
で
あ
り
、

庄
次
郎
は
大
工
、
五
人
組
の
四
郎
兵
衛
は
絹

物
扱
い
で
あ
れ
ば
呉
服
商
か
、
次
郎
兵
衛
・
吉
兵
衛
は
大
工
で
あ

っ
た
。

　

以
上
の
ほ
か
、
家
屋
敷
売
渡
状
の
控
に
は
他
の
一
通
（
上
段
左

図
）
が
残
る
。
宛
名
に
大
黒
源
左
衛
門
と
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と

は
不
明
で
あ
る
。

３
、
乾
山
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
鳴
滝
山
を
下
り
る
。
翌
三

年
正
月
一
一
日
、
同
所
を
菱
屋
十
兵
衛
へ
売
り
渡
し
、
代
銀
四
貫

五
〇
〇
目
を
受
領
し
た
が
（『
葛
野
郡
社
寺
上
地
』「
譲
渡
申
山
屋
鋪
之

事
」）、
拝
領
時
二
條
家
に
も
そ
れ
相
当
の
礼
金
を
渡
し
た
も
の
と

推
察
す
る
。
菱
屋
は
呉
服
商
（『
京
羽
二
重
』）、
尾
形
家
縁
故
の
人

物
か
と
推
定
す
る
が
、藤
三
郎
の
江
戸
下
向
に
伴
い
中
立
売「
雁
金

屋
」も
菱
屋
に
渡
る
な
ど
、
菱
屋
は
同
族
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
。

右
売
渡
状
控

御
家
流　

尊
円
法
親
王
消
息

部
分

　

右
図
二
通
の
ほ
か
、
家
屋
敷
売
渡
状
控
に
は
他
の

一
通
「
永
代
売
渡
申
候
家
屋
敷
之
事
一
札
之
事
」（
左

図
）
が
あ
る
。
下
案
で
あ
り
、
走
り
書
き
、
仲
町
藪

内
町
の
家
屋
敷
、
代
銀
は
一
〇
貫
目
、
売
主
は
無
名

で
あ
る
が
、
宛
人
に
は
大
黒
源
左
衛
門
の
名
が
あ
る
。

　
　

一
札
之
事

一　

當
町
尚
貞
所
持
之
家
屋
敷
壱
ケ
昕一

代
銀
壱
貫
五
百
五
拾
目
ニ

　
　

相
究
メ
今
度

　

文
言　

此
奥
同
前

　

年
号
月
日 

　
　

　
　
　

上
御
霊
中
町 

　
　
　
　

年
寄   　

塗
師 　

平
兵
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

大
工　

庄
次
郎

　
　
　
　

五
人
組　

絹
屋　

四
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

大
工　

次
郎
兵
衛

　
　
　
　

吹
拳
人　

大
工　

吉
兵
へ

　
　
　
　

売
人　
　
　
　
　

尚
貞

　
　
　
　

売
請
人　

二
条
通
丁
子
や
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
省

　
　
　
　

買
主

尾形乾山の書画(127)



小
西
彦
右
衛
門
宛
書
状 

（
元
文
二
年
・
一
七
三
七
）

尚
々
長
尾
様
へ
も
春
の

御
祝
志
宜
御
申
傳
可
被
下
候

何
と
そ
近
年
ノ
内
上
京
今
一
度

得
貴
意
度
旨
宜
御
申
達
可
被
下
候

爲
歳
首
之
御
祝
詞
芳
墨
を

忝
拜
見
仕
候
如
仰
改
年
之
御
慶

賀
目
出
度
不
可
有
尽
期
候
弥

御
一
家
御
安
泰
御
超
年
之

御
事
欣
喜
無
量
奉
存
候
愚
老

今
春
者
無
異
致
加
年
候
先
以

舊
年
ハ
御
下
向
久
々
ニ
而
遂
面

謁
其
上
老
身
重
〆
相
煩
候
匆

於
貴
亭
緩
々
保
養
致
彼
是

御
心
添
ニ
而
快
復
致
寔
以
生
別

難
忘
大
慶
忝
奉
存
候
御
登
京

之
節
御
氣
分
も
御
勝
被
成
其

後
弥
御
堅
達
之
旨
承
怡

悦
之
至
ニ
御
座
候
今
春
爲
御
年

序
之
御
賀
義

准
后
様
御
内
両
士
へ
御
状
被
指
下

即
致
披
露
候
監
物
殿
義

新
宮
様
御
下
向
之
御
迎
ヒ
ニ

早
春
ゟ
上
京
被
致
候
押
付

供
奉
ニ
而
帰
府
可
被
致
候
其
節

返
書
被
致
候
ハ
ゝ
早
速
差
登
可
申
候

一　

長
谷
川
長
兵
衛
殿
今
春
廿
六
日
ニ

准
后
様
江
御
對
面
之
御
礼

首
尾
能
被
相
勤
候
捧
物
去
年

（
礼＊

ら
い
し
が
き

紙
書
・
追お

っ
て
が
き

而
書
）

　

尚な
お
な
お々 

長＊
な
が
お
さ
ま

尾
様
へ
も
春は

る

の
御お

し
ゅ
く
じ

祝
志
（
詞
）

　

宜よ
ろ

し
く
御お

ん

申も
う

し
伝つ

た

え
下く

だ

さ
る
べ
く
候そ

う
ろ
う

　

何な
に

と
ぞ
近き

ん
ね
ん年

の
内う

ち

上じ
ょ
う
き
ょ
う

京

　

今い
ま

一い
ち
ど度
貴き

い意
を
得え

た
き
旨む

ね

　

宜
し
く
御
申
し
達た

っ

し
下
さ
る
べ
く
候

歳＊
さ
い
し
ゅ

首
の
御
祝
詞
と
し
て
芳ほ

う
ぼ
く墨

を
忝か

た
じ
けな

く
拝は

い
け
ん見

仕
り
候　

如ま
さ

に
改か

い
ね
ん年

の
御
慶け

い
が賀

め
で
た
く
仰あ

お

ぎ
、
尽じ

ん
ご期

あ
る
べ
か
ら
ず

候　

弥あ
ま
ねく

ご
一い

っ
か家

ご
安あ

ん
た
い泰

ご
超ち

ょ
う
ね
ん

年
の
御
事こ

と

、
欣き

ん
き喜

無む
り
ょ
う量

に

存ぞ
ん

じ
奉た

て
ま
つり

候　

愚ぐ
ろ
う老

、
今こ

ん
し
ゅ
ん

春
は
無む

い異
に
加か

ね
ん年

致い
た

し
候　

先ま

づ
以も

っ
て
旧き
ゅ
う
ね
ん
年
は
ご
下げ
こ
う向
久ひ
さ
び
さ々

に
て
面め
ん
え
つ謁
が
遂か
な

い
、
其そ

の

上う
え

老ろ
う
し
ん身

重お
も

き
に
し
て
相あ

い

煩わ
ず
らい

候
と
こ
ろ
、
貴＊

き
て
い亭

に
お
い
て

緩ゆ
る
ゆ
る々

保ほ
よ
う養
致い
た

し
、
か
れ
こ
れ
の
お
心こ
こ
ろ
ぞ添
え
に
て
快か
い
ふ
く復
致

し
、
寔ま
こ
とに

以も

っ
て
生せ

い
べ
つ別

忘ぼ
う

じ
難が

た

き
大た

い
け
い慶

、
忝か

た
じ
けな

く
存
じ
奉

り
候

　

ご
登と
き
ょ
う京

の
節せ

つ

ご
氣き

ぶ
ん分

も
御
勝ま

さ

り
成な

ら
れ
、
其そ

の
後ご

も

弥い
よ
い
よ 

ご
堅け
ん
た
つ達
の
旨む
ね

承う
け
た
ま
わ
り
、
怡い
え
つ悦
の
至い
た

り
に
ご
ざ
候

　

今こ
ん
し
ゅ
ん

春
御
年ね

ん
じ
ょ序

の
御
賀が

の
義ぎ

と
し
て
、
准＊

じ
ゅ
ご
う
さ
ま

后
様
御
内
両り

ょ
う
し士

へ
御
状じ
ょ
うさ
し
下く
だ

さ
れ
、
即そ
く

披ひ
ろ
う露
致
し
候　

　

監＊
け
ん
も
つ
ど
の

物
殿
の
義ぎ

、
新＊

し
ん
ぐ
う
さ
ま

宮
様
御
下
向
の
お
迎む

か

え
に
早そ

う
し
ゅ
ん

春
よ
り

上じ
ょ
う
き
ょ
う

京
致
さ
れ
候　

押お
し
つ
け付
供ぐ

ぶ奉
に
て
帰き

ふ府
致
さ
る
べ
く
候　

其そ

の
節せ

つ

返へ
ん
し
ょ書

致
さ
れ
候
は
ば
、
早さ

っ
そ
く速

差さ

し
登の

ぼ

り
申も

う

す
べ
く

候一
、
長＊
は
せ
が
わ
ち
ょ
う
べ
へ
ど
の

谷
川
長
兵
衛
殿
、
今
春
二
十
六
日
に
、

准じ
ゅ
ご
う后

様
へ
ご
對た

い
め
ん面

の
御
礼れ

い

、
首し

ゅ
び尾

よ
く
相あ

い
つ
と勤

め
ら
れ
候

捧さ
さ
げ
も
の
物
は
、
去き
ょ
ね
ん年

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
乾

山
書
状
。

　

前
年
に
は
病
に
倒
れ
、
無

為
に
年
を
重
ね
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
が
、
こ
の
年
に
は

元
気
を
回
復
。
春
三
月
に
は

陶
法
伝
書
『
陶
工
必
用
』、
秋

九
月
に
は
下
野
国
佐
野
に
旅

し
、
作
陶
、
伝
書
『
陶
磁
製

方
』、
和
歌
帖
「
三
十
六
歌
帖
」

な
ど
を
認
め
た
。

＊
礼
紙
書
は
追
而
書
。
今
日

の
追
伸
の
意
。

＊
長
尾
様
は
銀
座
戸
棚
役
、

小
川
六
角
下
ル
町
に
住
し
た

長
尾
七
郎
右
衛
門
か
。

＊
歳
首
は
年
頭
・
年
の
初
め
。

＊
貴
亭
は
、
京
橋
三
丁
目
に

あ
っ
た
江
戸
銀
座
屋
敷
か
。

＊
准
后
様
は
上
野
寛
永
寺
・

輪
王
寺
宮
六
世
公こ

う
か
ん寛
法
親

王
・
崇
保
院
宮
（
一
六
九
七
―

一
七
三
八
）
で
あ
る
。
二
條
綱

平
室
栄
子
内
親
王
弟
東
山
帝

の
第
三
皇
子
、
一
二
歳
で
僧

籍
と
な
り
、
正
徳
四
年
法
嗣

と
し
て
江
戸
へ
下
向
、
同
五

年
輪
王
寺
宮
を
受
職
す
る
。

＊
監
物
は
公
寛
法
親
王
家
士
、

奥
御
用
人
と
推
測
す
る
。

＊
新
宮
様
は
公こ

う
そ
ん遵
法
親
王
・

随
自
意
院
、
中
御
門
帝
の
第

二
皇
子
で
あ
る
。
元
文
三
年
、

公
寛
法
親
王
の
死
去
に
伴
い

輪
王
寺
宮
七
世
を
受
職
し
た
。

＊
長
谷
川
長
兵
衛
は
銀
座
平

役
、
両
替
町
姉
小
路
西
北
角

に
住
ま
い
が
あ
っ
た
。

乾
山
七
五
歳

(128)



＊
「
永
日
」
は
い
ず
れ
他
日

の
意
。
別
れ
や
手
紙
の
終
わ

り
に
用
い
る
語
。

＊
「
貴
報
」
は
相
手
に
対
す

る
書
面
の
尊
敬
語
。

　

か
つ
て
書
状
は
本
紙
・
礼

紙
（
本
紙
に
書
き
足
り
な
い
時
に

用
い
る
）・
包
紙
の
三
枚
の
紙

を
用
い
た
が
、
乾
山
書
状
は

室
町
時
代
に
始
ま
っ
た
「
折お

り

紙が
み

書
状
」
と
称
す
る
形
式
で

あ
る
。
無
駄
を
避
け
、
用
紙

を
二
つ
折
り
に
し
一
枚
を
以

っ
て
本
紙
・
礼
紙
・
包
紙
と

し
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
別

に
包
紙
を
用
意
す
る
こ
と
が

興
り
、
そ
こ
に
上
書
を
記
す

な
ど
、
本
紙
に
書
き
切
れ
な

い
場
合
に
は
裏
返
し
、
乾
山

書
状
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま
書

き
続
け
る
。
広
げ
れ
ば
左
図

の
よ
う
に
文
章
は
逆
に
な
る
。

其
許
様
ゟ
御
上
候
通
ニ
御
相
談

申
指
上
申
候
長
兵
衛
殿
御
方
ゟ
手
前

燒
物
之
事
御
世
話
被
成
被
下
御
用
事
も

承
候
無
程
御
上
京
可
有
由
起
々
候
ニ

於
其
許
宜
御
礼
御
挨
拶
申

成
可
被
下
候
此
已
後
御
下
向
之

　
　
　
　
　
　
　
　

御
衆
中
方
へ
も

各
々
於
御
當
地
不
相
更
御
用
を

仰
付
候
様
ニ
御
申
入
頼
入
奉
存
候

其
元
御
内
各
様
尚
貞
様
へ
も

宜
御
傳
可
被
下
候
他
事
期
永

日
時
候　

恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　

緒
方
深
省

　
　
　
　
　
　
　
　
扶
陸
（
花
押
）

　
　

正
月
廿
八
日

　

小
西
彦
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　

貴
報

其そ
こ
も
と
さ
ま

許
様
よ
り
御
上あ

げ
候
通と

お

り
に
ご
相
談
申
し
、
差さ

し
上あ

げ

申
し
候

　

長
兵
衛
殿
御
方
よ
り
手て
ま
え前
焼や
き
も
の物
の
事こ
と

、
お
世せ

わ話
成な

さ
れ

下く
だ

さ
り
、
御
用よ

う
じ事

も
承う

け
た
ま
わ

り
候　

程ほ
ど
な無

く
ご
上じ

ょ
う
き
ょ
う

京　

有あ

る
べ

き
由よ
し

聞き

き
候
に
、
其そ

こ
も
と許

に
お
い
て
も
宜よ

ろ

し
く
御
礼
、
ご

挨あ
い
さ
つ拶

申
し
成
し
下
さ
る
べ
く
候

　

此
の
以
後
、
ご
下
向
の
ご
衆し
ゅ
う
ち
ゅ
う
か
た

中
方
へ
も
、
各お

の
お
の々

ご
当と

う
ち地

に
た
が
わ
ず
、
更さ
ら

に
御ご
よ
う用
を
仰お
お

せ
付つ

け
候
よ
う
に
、
御
申

し
入い

れ
頼た

の

み
入
り
存
じ
奉
り
候

　

其そ
こ
も
と元
御お
ん
な
い
か
く
よ
う

内
各
様
、
尚し
ょ
う
て
い
さ
ま

貞
様
へ
も
宜
し
く
お
伝
へ
下
さ
る

べ
く
候　

他た

じ事
は
永＊

え
い
じ
つ

日
時
に
期ご

し
候　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恐き
ょ
う
こ
う
き
ん
げ
ん

惶
謹
言

　
　

正
月
廿
八
日　

緒
方
深
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　

扶ふ
り
く陸

（
花
押
）「
爾じ

」の

字じ
が
た型

　

小
西
彦
右
衛
門
様　

貴＊
き
ほ
う報

【
参
考
】

１
、
江
戸
か
ら
京
都
の
甥
小
西
彦
右
衛
門
に

認
め
た
乾
山
書
状
で
あ
る
。
彦
右
衛
門
は
「
浴

斎
」、
俳
名
を
「
季
郎
」
と
号
し
、「
小
西
家

文
書
」
に
は
俳
句
短
冊
、
自
筆
『
日
本
書
紀
』、

茶
の
湯
「
不ふ
し
ん
あ
ん

審
庵
茶
カ
フ
キ
之
記
」
な
ど
の

記
録
が
残
り
、
か
な
り
の
文
化
人
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
文
面
か
ら
は
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
七
五
歳
の
乾
山
が
同
年
九
月
ま

で
病
気
療
養
の
た
め
、
一
年
間
江
戸
銀
座
勤

番
で
あ
っ
た
彦
右
衛
門
宅
に
世
話
に
な
っ
た

こ
と
が
分
明
す
る
。
彦
右
衛
門
も
そ
の
折
り
乾
山
の
紹
介
を
得

て
公
寛
法
親
王
に
対
面
、
従
者
監
物
と
も
知
己
と
な
る
が
、
同

僚
長
谷
川
長
兵
衛
の
法
親
王
対
面
の
計
ら
い
も
依
頼
。
長
兵
衛

か
ら
は
乾
山
焼
の
注
文
を
受
け
る
な
ど
、
彦
右
衛
門
は
銀
座
に

お
け
る
乾
山
焼
流
通
の
仲
介
を
果
た
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

２
、「
傳ふ
り
く陸

」「
扶ふ

り
く陸

」
は
乾
山
が
晩
年
に
用
い
た
号
で
あ
る
。

『
詩
経
』
に
は
「
王
命
傳
御
、
皇
帝
に
奉
仕
す
る
も
の
」
と
あ
り
、

公
寛
法
親
王
に
傅か
し
づく

近
臣
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
法
親
王
は
「
桂け
い
し
ゅ
う

州
」
と
号
し
和
歌
・
絵
画
に
も
巧
み
で

あ
っ
た
が
、
江
戸
に
お
け
る
乾
山
の
絵
画
活
動
開
始
の
一
つ
の

理
由
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

乾
山　

彦
右
衛
門
宛
書
状

扶
陸　

爾
之
字
型

（
花
押
）

　
　
　
　
　

拡
大
図

尾形乾山の書画(129)



旧
冬
之
日
付
ニ
て
冨
并
市
佑
方
ゟ

書
状
指
越
被
申
候
匆
右
之

書
漸
四
五
日
以
前
彦
六
方
ゟ

相
達
候
故
本
書
及
延
引
候

先
以
貴
様
御
一
家
御
揃
被
成

御
堅
勝
御
超
歳
殊
更

今
程
者
大
坂
表
御
勤
役

之
由
寒
天
之
剋
御
労
倦
ニ
も

可
有
御
座
候
得
共
御
中
ヶ
間

多
人
数
之
内
撰
ミ
被
出
大
儀
之

御
用
御
勤
被
成
候
事
御
大
慶
ト

随
悦
無
限
奉
存
候
市
佑
茂

無
異
事
其
元
ニ
被
指
置
候
条

是
又
御
世
話
之
程
察
入
存
候

猶
期
後
音
萬
縷
可
申

述
候　

謹
言

　
　
　
　
　

緒
方
深
省

　
　
　
　
　
　
　

惟
允
（
花
押
）

　
　

正
月
十
九
日

　

小
西
彦
右
衛
門
様

　

 

乍
御
六
ヶ
敷
此
書
状
御
届
可
被
下
候

旧
冬
の
日ひ

づ付
け
に
て
、
冨と

み

并な
ら

び
に
市い

ち
す
け佑

方か
た

よ
り
書し

ょ
じ
ょ
う

状
さ
し

越こ

し
申も

う

さ
れ
候
と
こ
ろ
、
右み

ぎ

の
書し

ょ

、
漸よ

う
やく

四
五
日
以い

ぜ
ん前

彦ひ
こ

六ろ
く

方か
た

よ
り
相あ

い
た
っ達

し
候
故ゆ

え

、
本ほ

ん
し
ょ書

延え
ん
い
ん引

に
及お

よ

び
候そ

う
ろ
う

　

　

先ま

ず
以も

っ
て
貴あ

な
た
さ
ま

様
ご
一い

っ
か家

お
揃そ

ろ

い
成な

さ
れ
、
ご
堅け

ん
（
健
）

勝し
ょ
うご

超ち
ょ
う
さ
い

歳
、
殊こ

と
さ
ら更

、
今こ

の
ほ
ど程

は
大お

お
さ
か
お
も
て

坂
表 

御ご
き
ん
や
く

勤
役
の
由よ

し

、
寒か

ん
て
ん天

の
剋き
び
しさ

、
ご
労ろ

う
け
ん倦

に
も
有あ

る
べ
く
ご
ざ
候
へ
ど
も
、
御
仲な

か

間ま

多た
に
ん
ず
う

人
数
の
う
ち
撰え
ら

み
（
び
）
出い
だ

さ
れ
、
大た
い
ぎ儀
の
御
用
お
勤つ
と

め
成な

ら
れ
候
事こ

と

、
ご
大た

い
け
い慶

と
随ず

い
え
つ悦

無む
げ
ん限

に
存ぞ

ん

じ
奉た

て
ま
つり

候　

　

市
佑
も
異こ
と

な
り
無な

き
事こ
と

、
其そ
こ
も
と元
に
さ
し
置お

か
れ
候
条じ
ょ
う、

是こ

れ
ま
た
お
世せ

わ話
の
程ほ

ど

、
察さ

っ

し
入い

り
存
じ
候

　

猶な
お

、
萬＊
ば
ん
る縷
は
後＊
こ
う
お
ん
音
に
期ご

し
申
し
述の

ぶ
べ
く
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹き
ん
げ
ん言　

　
　

正
月
十
九
日　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

緒
方
深
省　
　
　

　
　
　
　
　
　

惟こ
れ
み
つ允

（
花
押
）「
爾じ

」の

字じ
が
た型

　
　

小
西
彦
右
衛
門
様

　
　
　

御
む
づ
か
し
き
な
が
ら
、

　
　
　

此こ

の
書し

ょ
じ
ょ
う

状
御
届と

ど

け
下
さ
る
べ
く
候

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
乾

山
書
状
。

　

彦
右
衛
門
は
元
文
三
年
か

ら
大
坂
表
勤
番
、
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
五
一
歳
の
折
り
大

勘
定
役
に
抜
擢
さ
れ
た
。

　

寛
保
元
年
一
一
月
、
光
琳
妻

多
代
（
尚
貞
尼
）
が
生
涯
を
閉

じ
る
。
乾
山
の
追
悼
の
こ
と
ば

は
左
頁
上
段
書
状
に
認し

た
ため

ら

れ
た
。

　

彦
右
衛
門
は
、
同
乾
山
書
状

を
受
け
取
っ
た
同
年
、
六
月

一
九
日
、
表
千
家
七
代
家
元
如

心
斎
の
招
き
に
応
じ
、
六
代

覚
々
斎
追
善
十
三
廻
忌
茶
事
に

参
会
し
た
（
如
心
斎
会
記
）。
相

伴
客
は
沼
波
五
兵
衛
、
塗
師

宗
哲
、
樂
吉
左
ヱ
門
と
あ
り
、

沼ぬ
な
み波
は
万
古
焼
、
宗
哲
は
千
家

十
職
中
村
宗
哲
、
吉
左
ヱ
門
は

楽
家
七
代
長
入
吉
左
衛
門
で
あ

る
と
推
察
す
る
。
道
具
組
は

覚
々
斎
好
み
、
懐
石
は
精
進

で
あ
っ
た
が
、
覚
々
斎
門
人

に
は
町
田
秋し

ゅ
う
は波

（
一
六
五
九
―

一
七
二
三
）
が
居
る
。
秋
波
は

彦
右
衛
門
実
母
「
さ
ん
」
の
嫁

ぎ
先
で
あ
っ
た
が
、
覚
々
斎
に

選
さ
れ
て
紀
州
へ
と
茶
道
指
南

と
し
て
旅
立
つ
な
ど
、
彦
右
衛

門
に
は
因
縁
の
あ
る
集
い
で
あ

っ
た
。

＊「
萬
縷
」
は
い
ろ
い
ろ
細
か

い
こ
と
の
意
。「
縷
」
は
糸
す

じ
、
詳
し
い
こ
と
。

＊「
後
音
」
は
の
ち
の
音
信
。

小
西
彦
右
衛
門
宛
書
状
（
寛
保
二
年
・
一
七
四
二
）

初
そ
ね　

の
ち
と
み
、
妾
腹
、
元
禄
八
年
生
。
江
戸
町
人
小
島
や

田
井
庄
兵
衛
妻
」「
小
西
彦
右
衛
門
方
淑
姉
、
後
京
都
に
住
居
」

と
あ
り
、
彦
右
衛
門
の
異
母
姉
、
小
島
庄
兵
衛
妻
、
江
戸
に
住
し

た
の
ち
京
都
に
戻
っ
た
と
み
（
一
六
九
五
―
一
七
七
四
）
で
あ
る
と

推
測
す
る
。「
治
助
母
」
と
も
あ
り
、
治
助
は
市
佑
か
、
親
子
で

あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
文
中
の
彦
六
が
誰
で
あ
る
の
か
は
不
明
。

【
参
考
】

１
、
書
状
は
新
年
の
挨
拶
、
彦
右
衛
門
の
出

世
を
喜
び
、
光
琳
縁
者
の
富
、
市
佑
ら
の
世

話
に
つ
い
て
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
る
。

２
、
富
、
市
佑
が
誰
で
あ
る
の
か
は
不
明
で

あ
る
が
、「
小
西
家
文
書
」
に
は
光
琳
の
娘
「
名

惟
允　

爾
之
字
型

（
花
押
）　

　
　
　
　
　

 

拡
大
図

乾
山

八
〇
歳

(130)



光
琳
の
子
供
に
は
乾
山
書
状
の

「
と
み
」
を
含
め
、
以
下
の
七

人
が
考
え
ら
れ
る
。

①
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
生
。

翌
年
松
屋
勘
左
衛
門
方
へ
養
子

に
出
さ
れ
た
次
郎
三
郎

②
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
生
。

母
を
細
井
つ
ね
と
す
る
元
之
介

③
生
年
不
明
。
母
を
す
ま
と
す

る
文
三
郎

④
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
生
。

そ
ね
（
と
み
）、
母
不
明

⑤
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）

生
。
母
は
さ
ん
、
辰
次
郎
（
小

西
彦
右
衛
門
方
淑
）

⑥
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
生
。

母
を
あ
や
と
す
る
勝
之
丞
（
同

五
年
没
）

⑦
正
徳
三
年
生
。
母
を
あ
や
と

す
る
才
次
郎

　

末
子
才
次
郎
は
彦
右
衛
門
の

子
と
な
り
宗
左
衛
門
を
名
の
る

が
、
享
保
一
九
年
に
は
実
母
あ

や
の
実
家
、
大
坂
の
河
内
屋
・

石
井
吉
右
衛
門
の
養
子
と
な

り
、
名
を
石
井
吉
右
衛
門
嘉
定

と
改
め
る
。

尚
貞
尼
旧
冬
御
逝

去
之
由
驚
入
奉
存
候

御
愁
傷
絶
言
語
候

老
拙
凡
四
十
余
年
之

舊
知
ニ
て
今
一
度
致
登
京

可
致
對
顔
と
存
罷
有
候

処
千
萬
殘
憾
至
極
ニ
存
候

御
弔
慰
申
度
愚
札
如

此
御
座
候
恐
惶
謹
言　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

緒
方
㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　

惟
允
（
花
押
）

　
　

正
月
十
九
日

　

小
西
彦
右
衛
門
様

尚し
ょ
う
て
い
に

貞
尼
旧き

ゅ
う
と
う

冬
ご
逝せ

い
き
ょ去

の
由よ

し

、
驚お

ど
ろき

入い

り
存ぞ

ん

じ
奉た

て
ま
つり

候

ご
愁し
ゅ
う
し
ょ
う

傷　

言げ
ん
ご語

を
絶ぜ

っ

し
候

老ろ
う
せ
つ拙

凡お
よ

そ
四
十
余よ

ね
ん年

の
旧き

ゅ
う
ち知

に
て
、
今い

ま

一い
ち
ど度

登と
き
ょ
う京

致い
た

し
、

對た
い
が
ん顔

致い
た

す
べ
く
と
存
じ
罷ま

か

り
有あ

り
候
と
こ
ろ
、
千せ

ん
ば
ん萬

殘ざ
ん
か
ん憾

至し
ご
く極
に
存
じ
候

ご
弔ち
ょ
う
い慰

申も
う

し
た
く
、
愚ぐ

さ
つ札

此こ

の
如ご

と

く
に
御ご

ざ座
候

　

恐き
ょ
う
こ
う
き
ん
げ
ん

惶
謹
言　
　

　
　

正
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　

緒
方
㴱
省

　
　
　
　
　
　
　
　

惟
允
（
花
押
）「
爾
」
字
型

　

小
西
彦
右
衛
門
様

【
参
考
】

　

同
状
別
面
に
述
べ
ら
れ
た
光
琳
妻
多
代
（
尚

貞
）
の
死
を
弔
う
乾
山
の
こ
と
ば
で
あ
る
。「
小

西
緒
方
石
井
三
家
過
去
帳
」（「
小
西
家
文
書
」

中
散
逸
し
た
資
料
）
に
は
、
多
代
に
関
し
、

　

光
岸
軒
清
江
尚
貞
幽
尼

　
　

寛
保
元
辛
酉
十
一
月
二
十
六
日

　

小
形
光
琳
妻　

俗
名
た
よ　

行
年
七
十
七

　
　

京
都
町
人
吉
田
八
兵
衛
娘　

墓
妙
顕
寺

と
あ
り
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
行
年
七
七

歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
京
都
町
人

吉
田
八
兵
衛
の
娘
で
あ
っ
た
が
、
小
西
寿
市

郎
親
類
書
（
正
徳
四
年
九
月
三
日
）
に
は
、
実
母

方
と
し
て
、

　

叔
父　

八
幡
山
社
僧　

宜
寛

　

叔
母　

大
阪
町
人
吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛
へ
嫁
申
候

　
　
　
　

吉
田
八
兵
衛
娘

　

叔
母　

京
都
町
人
小
刀
屋
伊
兵
衛
へ
嫁
申
候

　
　
　
　

吉
田
八
兵
衛
娘

と
あ
る
。
弟
は
八
幡
山
社
僧
宜
寛
、
戒
名
は
「
因
月
光
残
信
士
」

（「
尾
形
・
小
西
家
由
緒
覚
書
断
簡
」）、
妹
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
大
坂
、

京
都
町
人
の
妻
と
な
っ
た
。

　

多
代
の
墓
所
は
光
琳
と
同
じ
く
妙
顕
寺
で
あ
る
。
乾
山
と
は

四
〇
年
余
の
旧
知
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
下
向
後
に
は
再
び
会
う
こ

と
も
な
く
永
別
す
る
。
光
琳
に
随
い
宝
永
期
に
は
江
戸
に
住
ま

い
、
家
内
・
尾
形
家
名
跡
を
守
り
、
庶
子
を
養
育
。
晩
年
は
彦
右

衛
門
と
同
居
し
た
か
と
推
定
す
る
が
、
尚ま
さ

に
貞
淑
の
人
。 

　

翌
寛
保
三
年
六
月
二
日
に
は
乾
山
も
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
。

惟
允　

爾
之
字
型

（
花
押
）

　
　
　
　
　

 

拡
大
図

　

書
状
は
長
文
の
場
合
、
乾
山

の
よ
う
に
裏
返
し
書
き
続
け
る

が
、
さ
ら
に
長
い
場
合
は
継つ

ぎ
が
み紙

と
称
し
貼
り
継
ぐ
こ
と
も
行
わ

れ
て
い
た
。
そ
の
折
り
に
は
継

ぎ
目
裏
に
花
押
・
印
章
を
押
捺
、

本
人
の
証
と
し
た
と
い
う
。

尾形乾山の書画(131)



参
考
文
献

田
谷
博
吉
『
近
世
銀
座
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
六
三
年
刊

鑰
山
巨
楠
『
花
押　

そ
の
歴
史
と
心
』
政
弘
社
一
九
七
七
年
刊

林
屋
辰
三
郎
著
者
代
表
『
光
悦
』
第
一
法
規
出
版
一
九
六
四
年
刊

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
編
『
光
悦
と
能　

華
麗
な
る
謡
本
の
世
界
』
一
九
九
九
年
刊

五
島
美
術
館
編
『
乾
山
の
絵
画
』『
光
悦　

桃
山
の
古
典
』
一
九
八
二
年
・
二
〇
一
三
年
刊

高
岸
輝
『
室
町
王
権
と
絵
画　

初
期
土
佐
派
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
二
〇
〇
四
年
刊

宮
島
新
一
『
土
佐
光
信
と
土
佐
派
の
系
譜
』 （
日
本
の
美
術
二
四
七
号
） 

ぎ
ょ
う
せ
い
一
九
八
六
年
刊

四
辻
秀
紀
「
宸
翰
様
・
青
蓮
院
流
の
書
の
伝
来
と
料
紙
装
飾
―
徳
川
美
術
館
「
ふ
み
の
み
ち
」
展
に

　
　
　
　

   

よ
せ
て
」『
古
美
術
』
七
八
号
一
九
八
六
年
刊

太
田
彩
「
宗
達
「
扇
面
散
屏
風
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
修
理
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
」

　
　
　
　
『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
宮
内
庁
二
〇
〇
六
年
刊

岡
田
梓
「
十
七
世
紀
宗
達
派
を
中
心
と
す
る
草
花
図
の
変
革
と
そ
の
意
義
」

　
　
　

  『
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
第
一
三
―
四
号
日
本
女
子
大
学
二
〇
〇
七
―
八
年
刊

林
進
「
宗
達
を
検
証
す
る : 

宗
達
の
居
住
地
、
及
び
宗
達
の
社
会
的
基
盤
に
つ
い
て
」

　
　

  『
美
術
史
論
集
』
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
二
〇
一
三
年
刊

東
京
国
立
博
物
館
編
『
琳
派
』
一
九
七
二
年
刊

山
根
有
三
編
『
琳
派
絵
画
全
集
宗
達
派
一
・
二
』 『
同
光
琳
派
一
・
二
』
日
本
経
済
新
聞
社
一
九
七
七
年

　
　
　
　
　
　

―
八
〇
年
刊

村
重
寧
・
小
林
忠
編
『
琳
派
』
紫
紅
社
一
九
九
二
年
刊

河
野
元
昭
『
琳
派　

響
き
あ
う
美
』
思
文
閣
出
版
二
〇
一
五
年
刊

蔵
中
ス
ミ
『
江
戸
初
期
の
三
十
六
歌
仙
―
光
琳
・
乾
山
・
永
納
』
翰
林
書
房
一
九
九
六
年
刊

仲
町
啓
子
監
修
「
酒
井
抱
一　

江
戸
琳
派
の
粋
人
」 『
別
冊
太
陽　

日
本
の
こ
こ
ろ
一
七
七 
』 

　
　
　
　
　
　
　

平
凡
社
二
〇
一
一
年
刊

谷
晃
「
研
究
資
料　

茶
会
記
に
現
れ
た
絵
画
」『
美
術
研
究
』
三
六
二

　
　
　
　
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
一
九
九
五
年
刊

Feltens, Frank. "O
gata Korin 

（1658-1716

） and the Possibilities of Painting in Early 
M
odern Japan" 

（Ph.D
. dissertation, Colum

bia U
niversity

）, 2016. 

訂
正
事
項

本
誌
『
人
文
科
学
研
究
』
四
七
号
「
乾
山
焼
画
讃
様
式
の
研
究
（
一
）
山
水
・
人
物
・
禽
獣
」

　

二
四
頁
下
段
六
行
「『
陶
工
必
用
』」（
誤
）
―
「『
陶
器
密
法
書
』」（
正
）

お
わ
り
に

　

如い

か何
よ
う
の
も
の
で
あ
れ
、
表
現
に
は
そ
の
人
物
の
す
べ
て
が
籠こ
も

る
。

　

乾
山
焼
、
乾
山
書
・
乾
山
画
、
そ
れ
は
京
都
に
生
ま
れ
、
文
人
を
志こ
こ
ろ
ざし
、
土
に
興

味
を
も
っ
た
尾
形
深
省
乾
山
の
表
徴
で
あ
る
。
文
人
・
工
人
・
商
人
・
画
人
の
道
を

往ゆ

く
が
、
若
年
時
に
立
て
た
志こ
こ
ろ
ざ
し
は
生
涯
を
貫
き
、
師
の
教
え
は
そ
の
胸
中
か
ら
消
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
教
養
を
積
み
、
修
練
、
実
践
し
た
か

は
作
品
群
が
伝
え
る
が
、
や
き
も
の
で
あ
れ
ば
、
き
ち
り
と
し
た
成
形
・
装
飾
・
焼

成
に
、
書
・
画
で
あ
れ
ば
点
画
・
筆
法
、
構
図
・
構
成
・
彩い
ろ
どり
に
表
れ
る
。
現
存
す

る
大
量
の
模
倣
・
偽
作
・
贋
作
は
、
作
品
の
風ふ
う
て
い体
、
人
間
乾
山
に
つ
い
て
廻
る
世
評

に
関
わ
り
を
も
つ
が
、
乾
山
焼
の
豊
か
な
こ
と
は
、
和
漢
の
文
学
、
絵
画
、
能
、
染
織
、

漆
芸
・
陶
芸
、
さ
ら
に
そ
れ
が
細
か
く
分
担
を
変
え
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

鳴
滝
か
ら
洛
中
御
所
ま
で
は
一
里
一
〇
丁
、
丁
子
屋
町
へ
の
移
転
に
は
乾
山
焼
が

山
城
国
の
土
産
も
の
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。
聖
護
院
工
房
は
猪
八
の
養
子

入
り
、
寶
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
一
一
月
に
出
さ
れ
た
聖
護
院
門
跡
領
地
新
家
地
願
い

に
刺
激
さ
れ
て
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
江
戸
下
向
は
そ
の
聖
護
院
門
跡
に
関
係

し
、
二
條
家
、
輪
王
寺
・
毘
沙
門
堂
御
用
人
進
藤
氏
と
の
繋
が
り
、
押
小
路
に
住
ま

い
し
た
日
光
御
用
町
人
ほ
か
（『
御
役
所
向
大
概
覚
書
』）、
藤
三
郎
、
光
琳
な
ど
、
動
機

に
は
諸
々
の
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

　

玉
石
混
淆
で
あ
っ
た
作
品
群
の
検
討
・
分
類
、
作
陶
実
験
、
化
学
分
析
、
各
時
代
の

活
動
と
窯
行
体
制
・
そ
の
特
徴
を
考
察
。「
長
崎
」「
佐
野
」
乾
山
を
考
え
、
二
代
乾
山

猪
八
の
作
品
・
窯
と
そ
の
重
要
性
な
ど
を
提
示
し
た
が
、
鳴
滝
窯
発
掘
に
参
加
、
聖
護

院
窯
の
出
土
品
を
検
証
、採
集
し
た
陶
片
を
集
成
す
る
な
ど
「
陶
片
資
料
と
そ
の
工
房
」
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を
著
し
た
。
人
物
を
学
ぶ
べ
く
「
年
譜
を
礎
と
し
て
乾
山
伝
記
」
を
纏
め
、
乾
山
焼
の

「
発
想
と
デ
ザ
イ
ン
の
資
源
」
を
考
察
し
た
が
、
乾
山
焼
に
は
「
雅
」「
俗
」
の
趣
き
が

あ
る
。
典
拠
を
探
り
、
志
し
た
や
き
も
の
は
そ
の
知
識
・
見
識
・
能
筆
を
活
か
す
画
讃

様
式
（「
雅
」）
で
あ
っ
た
こ
と
を
突
き
止
め
た
が
、
紙
・
絹
の
芸
術
を
土
の
上
に
移
し
、

額
・
掛
物
・
巻
物
な
ど
か
ら
額
皿
・
角
皿
・
茶
碗
な
ど
の
形
態
を
考
案
。
和
様
・
唐
様

の
世
界
を
展
開
、
落
款
・
印
章
・
花
押
を
用
い
て
乾
山
窯
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
明
示

し
た
。
養
子
を
迎
え
る
、
土
産
物
（「
俗
」）
に
な
る
な
ど
も
理
由
の
一
つ
、
画
讃
様
式

は
簡
略
化
、
流
行
し
て
い
た
光
琳
意
匠
を
本
格
化
さ
せ
る
。
従
来
と
は
一
味
異
な
る
や

き
も
の
が
生
ま
れ
、「
用
の
器
」
は
「
陶
の
芸
」
へ
と
今
日
に
つ
づ
く
道
が
拓ひ
ら
か
れ
る
。

　

こ
の
大
地
、
土
に
ま
み
れ
て
も
ぐ
ら
は
思
う
。
果
て
し
な
い
。
が
、
目
前
の
泥
を

搔
き
分
け
る
の
み
と
動
き
の
と
れ
な
い
土
の
中
を
ひ
た
す
ら
歩
む
。
一
つ
一
つ
が
発

見
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
が
連
動
す
る
。
や
が
て
い
つ
し
か
ぼ
ん
や
り
に
も
せ
よ
総
体

が
浮
か
び
あ
が
る
。
こ
つ
こ
つ
と
唯た
だ

こ
つ
こ
つ
と
乾
山
の
足
跡
を
辿た
ど

る
。

　
「
真
」
は
電
光
石
火
の
世
界
で
あ
る
。
通
ず
る
と
こ
ろ
に
即
通
す
る
が
、
時
を
超
え
、

国
を
超
え
、思
考
を
超
え
る
。
道
は
な
い
。
ひ
た
す
ら
目
前
の
こ
と
に
心
を
向
け
る
が
、

極
ま
る
と
こ
ろ
、生
き
る
こ
と
は
志こ
こ
ろ
ざ
し
を
同
じ
く
す
る
者
を
求
め
る
旅
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
出
会
い
」「
め
ぐ
り
あ
い
」
は
人
に
許
さ
れ
た
さ
さ
や
か
な
「
醍
醐
味
」
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
掲
載
に
あ
た
り
、
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
・
出
光
美
術
館
・
逸

翁
美
術
館
・
板
橋
区
立
美
術
館
・
梅
沢
記
念
館
・
頴
川
美
術
館
・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
・
大

阪
市
立
美
術
館
・
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
・
神
戸
美
術
館
・
五
島
美
術
館
・
高
津
古
文

化
会
館
・
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
・
石
水
博
物
館
・
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館
・
根
津
美
術
館
・

野
村
美
術
館
・
畠
山
記
念
館
・
浜
松
市
立
美
術
館
・
福
岡
市
立
美
術
館
・
藤
田
美
術
館
・

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
・
大
和
文
華
館
・
湯
木
美
術
館
・
樂
美
術
館
。
ま
た
文
化

庁
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
・
東
京
芸
術
大
学
・
各
遺
跡
調
査
会
。
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

オ
ブ 

グ
レ
イ
タ
ー 

ビ
ク
ト
リ
ア
・
イ
エ
ー
ル
大
学
美
術
館
・
ギ
メ
東
洋
美
術
館
・
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
美
術
館
・
シ
ア
ト
ル
美
術
館
・
シ
カ
ゴ
美
術
館
・
大
英
博
物
館
・

チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
ー
美
術
館
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル 

ヒ
ス
ト
リ
ー
（
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
）
博
物
館
・
ハ

ン
ブ
ル
グ
工
芸
美
術
館
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ 

エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
・
フ
リ
ア
美
術
館
・
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
美
術
館
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
・
ホ
ノ
ル
ル 

ア
カ
デ
ミ
ー 

オ
ブ 

ア
ー
ト
・
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
美
術
館
・
ロ
ー
ヤ
ル 

オ
ン
タ
リ
オ
美
術
館
・

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス 

カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
美
術
館
。
文
書
・
文
献
な
ど
に
関
し
て
は
国
立
国
会
図

書
館
・
天
理
大
学
中
央
図
書
館
・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
・
国
際
基
督
教
大
学
図
書
館

の
皆
さ
ま
の
御
力
添
え
を
頂
い
た
。

　

乾
山
を
書
け
と
度
々
勧
め
て
下
さ
っ
た
元
京
都
市
立
芸
術
大
学
学
長
故
佐
藤
雅
彦

氏
、同
大
学
陶
磁
器
科
教
授
故
栗
木
達
介
氏
、京
都
市
考
古
資
料
館
元
館
長
小
川
武
氏
、

故
中
村
敦
氏
、
東
京
大
学
美
術
史
学
教
授
故
山
根
有
三
氏
、
故
楢
崎
彰
一
氏
、
大
槻
幹

郎
氏
、
鈴
木
重
治
氏
、
藤
田
直
照
氏
、
河
野
元
昭
氏
、
竹
内
順
一
氏
、
小
田
静
夫
氏
、

小
日
置
晴
展
氏
、
林
徹
氏
、
故
Ｊ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
キ
ダ
ー
氏
、
ル
イ
ー
ズ
・
コ
ー
ト
氏
。

　

励
ま
し
続
け
て
下
さ
っ
た
雄
山
閣
元
出
版
本
部
長
芳
賀
章
内
氏
、
聖
護
院
御
門
跡

宮
城
泰
年
師
、
善
養
寺
舘
克
亮
師
、
法
蔵
寺
西
川
秀
敏
師
に
は
独
照
禅
師
に
つ
い
て

の
御
教
示
を
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
五
島
美
術
館
副
館
長
名
児
耶
明

氏
、
福
島
修
氏
の
ご
厚
情
、
星
野
裕
子
氏
、
レ
プ
リ
カ
作
成
に
は
田
畑
幸
嗣
氏
、
Ｉ

Ｃ
Ｃ
前
所
長
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
サ
イ
モ
ン
ズ
氏
、
所
長
矢
嶋
直
規
氏
、
助
手
並
木

英
子
氏
ほ
か
皆
さ
ま
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尾形乾山の書画(133)



陶193  藍絵型摺り菊桐文角鉢 高津古文
化会館

陶195 藍絵型摺り菊桐文四方皿
陶197  藍絵型摺り菊桐文四方皿 ボスト

ン美術館
陶198 藍絵型摺り草花文角皿
陶199 藍絵型摺り草花文角皿 神戸美術館
陶200 藍絵型摺り草花文角皿
陶255 銹絵松鶴図六角皿
陶258 銹絵梅図角皿
陶261 銹絵芦鶴図角皿 藤田美術館
陶262 銹絵梅図角皿 藤田美術館 
陶264 銹絵菊図角皿 藤田美術館
陶265 銹絵竹図角皿 藤田美術館
陶267 銹絵柳図角皿 藤田美術館
陶270 銹絵梅図角皿 根津美術館
陶271 銹絵菊図角皿 出光美術館
陶272 銹絵竹図角皿 出光美術館
陶273 銹絵寿老人図角皿
陶274 銹絵竹図角皿
陶275 銹絵梅図角皿
陶277 銹絵寒山図角皿 京都国立博物館
陶278 銹絵拾得図角皿 京都国立博物館
陶279 銹絵寿老人図角皿 MOA美術館
陶280 銹絵看瀑図角皿 ボストン美術館
陶281 銹絵牡丹図角皿 MIHO MUSEUM
陶282 銹絵菊図角皿 大和文華館
陶288  銹絵寿老人図角皿 ブルックリン

美術館
陶311 色絵燕子花図角皿 シアトル美術館
陶312 色絵紫陽図角皿 ギメ東洋美術館
陶313 色絵蔦細道図角皿 
陶317  色絵蔦図角皿 アートギャラリー・

オブ・グレーター・ビクトリア
陶318 色絵菊図角皿
陶319 色絵萩図角皿 出光美術館
陶321 銹絵獅子四方香炉
陶322  銹絵獅子四方香合 モントリオー

ル美術館
陶323 銹絵独楽園記大鉢 大松美術館
陶324  銹絵梅図大鉢 ローヤル・オンタ

リオ美術館
陶325 銹絵独楽園記四方火入
陶326 銹絵山水図火入 フリア美術館
陶327 銹絵山水図手焙 大阪市立美術館
陶328 銹絵獅子四方香炉 出光美術館
陶329 銹絵獅子四方香炉 大英博物館
陶331 銹絵松図火入 フリア美術館
陶333 銹絵薔薇図八角火入
陶334 銹絵絵替わり画讃額皿
陶471 色絵薔薇図茶碗
陶480 色絵梅蘭水仙図火入 
陶481 色絵桔梗形鉢
陶487 銹絵蘭図角皿 根津美術館 

陶495  銹絵山家図角皿 ホノルル・アカ
デミー・オブ・アート

陶496  銹絵滝図角皿 ハンブルグ工芸美
術館

陶498  銹絵山水図額皿 京都府立総合資
料館

陶500 銹絵牡丹図角皿 善養寺
陶501 銹絵芙蓉図角皿
陶508 銹絵山水図火入
陶510 銹絵薔薇図角皿 東京国立博物館
陶511 銹絵椿図長額皿 大英博物館
陶512 色絵竹図角皿
陶515 色絵梅図角皿 東京国立博物館
陶518 銹絵山水図茶碗 根津美術館 
陶519 銹絵松図茶碗 楽美術館
陶522 銹絵染付柳図茶碗 逸翁美術館
陶523 銹絵染付芙蓉図茶碗
陶525 銹絵滝図茶碗
陶526 銹絵山水図茶碗 野村美術館
陶527 銹絵染付梅図茶碗 梅沢記念館
陶528 銹絵染付松図茶碗
陶531 銹絵山家図茶碗
陶533 銹絵染付山家図茶碗
陶535 銹絵山家図茶碗
陶542 銹絵牡丹図茶碗
陶551 色絵伊万里地絵替わり輪花皿
陶560 銹絵柳図扇面皿
陶561  銹絵楼閣山水図重色紙皿 ピーボ

ディ・エセックス博物館
陶569 銹絵絵替わり角皿 
陶570 銹絵水仙図額皿 
陶571 銹絵竹図額皿
陶574 銹絵菊図角皿 出光美術館
陶575  銹絵水仙図角皿 ハンブルグ工芸

美術館
陶579 銹絵緑地絵替わり長方皿 
陶581  銹絵絵替わり入角四方皿 MIHO 

MUSEUM 
陶582  銹絵絵替わり長方額皿 出光美術館 
陶610  銹絵絵替わり角皿 シアトル美術館
陶615 銹絵梅図長方皿
陶616 銹絵松図長方皿
陶617 銹絵絵替わり角皿 出光美術館 
陶618  銹絵山水図硯屏 メトロポリタン

美術館
陶619 銹絵山水図硯屏 フリア美術館
陶620 銹絵山水図鉢
陶625 銹絵絵替わり筒向付 
陶639 色絵燕子花図短冊皿 フリア美術館
陶640  色絵燕子花図短冊皿 モントリオー

ル美術館
陶642 色絵燕子花図蓋茶碗 フリア美術館
陶646 色絵流水図長方皿 大阪市立美術館
陶647 色絵椿図四方火入

陶684  色絵襷文水指 メトロポリタン美
術館

陶685  藍絵渦唐草文小壺 ナチュラル・
ヒストリー（スミソニアン）博物館

陶687 色絵型摺り菊文茶碗
陶688  色絵銀杏羊歯図水指 メトロポリ

タン美術館
陶695 色絵型摺り襷文平鉢 フリア美術館
陶938 銹絵山水図平茶碗 フリア美術館
陶940 銹絵立鶴図茶器 フリア美術館
陶941  銹絵染付鳥図香合 モントリオー

ル美術館
陶959  銹絵瀟湘八景図水指 ハンブルグ

工芸美術館
陶960 銹絵瀟湘八景図水指 出光美術館
陶961  銹絵瀟湘八景図巾筒 ハンブルグ

工芸美術館
陶962 銹絵獅子香合 東京国立博物館
陶963 銹絵山水図敷板 フリア美術館
陶1037 銹絵楼閣山水図角皿 
陶1038 銹絵立葵図角皿
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印・花押の一覧表

書
書1 尾形権平証書 京都国立博物館
書6  小西彦右衛門宛深省書状 大阪市立

美術館
書7  小西彦右衛門宛深省書状 大阪市立

美術館
書8 「過凹凸窠記」 出光美術館
書9 『陶工必用』大和文華館
書10 『陶磁製方』鐵竹堂瀧澤資料館
書22 三十六歌仙絵 柿本人麿
書25 三十六歌仙絵 源公忠
書26 三十六歌仙絵 平兼盛
書27 三十六歌仙絵 紀貫之
書29 三十六歌仙絵 紀友則
書32 三十六歌仙絵 源重之
書33 三十六歌仙絵 源信明
書34 三十六歌仙絵 清原元輔 

画
画1 春柳図 大和文華館
画2 茄子図 福岡市美術館
画3 白百合図
画5 懶瓉和尚煨芋図
画6 懶瓉和尚煨芋図
画8 拾得図
画9 拾得図
画11 滝図
画12 椿図
画13 波図
画14 春柳図 福岡市美術館
画15 叭々鳥円窓 頴川美術館
画18 糸瓜図 
画19 山水図
画20 山水図扇面
画21 破墨山水図
画23 立葵図 チェルヌスキー美術館
画24 立葵図屏風
画25 八橋図 文化庁
画27-1 十二ヶ月和歌花鳥図 一月
画27-2 十二ヶ月和歌花鳥図 二月 
画27-3 十二ヶ月和歌花鳥図 三月
画27-4  十二ヶ月和歌花鳥図 四月 メト

ロポリタン美術館
画27-5 十二ヶ月和歌花鳥図 五月
画27-6  十二ヶ月和歌花鳥図 六月 メト

ロポリタン美術館
画27-7 十二ヶ月和歌花鳥図 七月
画27-8 十二ヶ月和歌花鳥図 八月
画27-9  十二ヶ月和歌花鳥図 九月 根津

美術館
画27-10 十二ヶ月和歌花鳥図 十月
画27-11 十二ヶ月和歌花鳥図 十一月

画27-12 十二ヶ月和歌花鳥図 十二月
画28 十二ヶ月和歌花鳥図 四月
画30 梅図 出光美術館
画33 蟹図扇面
画37 蔦図 メトロポリタン美術館
画39 花籠図
画41 夕顔図
画42 夕顔図
画44 夕顔図 フリア美術館
画45 梅松図
画46 秋山水図
画47 秋山水図 MIHO MUSEUM
画49 花籠図 福岡市美術館
画50 萩図 畠山記念館
画51 桜図 東京国立博物館
画52 紅葉菊図 東京国立博物館
画53 雪檜図 フリア美術館
画54 雪松図 フリア美術館
画55 雪竹図
画57 立葵図 畠山記念館
画59 梅図 根津美術館
画60 梅図 逸翁美術館
画63 四季花鳥図屏風 五島美術館
画66 紅葉図扇 梅沢記念館
画67 紅葉図
画68 紅葉図 MIHO MUSEUM 
画71 芙蓉図扇 東京国立博物館
画72 乙御前扇面 フリア美術館
画76 雪草図扇面 フリア美術館
画77 雪松図扇面 フリア美術館
画78 雪松図扇面
画79 撫子図扇面 東京芸術大学
画82 朝顔図扇面
画85 春草図扇面
画87 梅図
画89 雪松図 MOA美術館
画92 桔梗図 MOA美術館
画93 桔梗図
画95 蝶菊図三幅対 五島美術館
画97  十二ヶ月花鳥図 九月 スタンフォ

ード大学美術館
画98  十二ヶ月花鳥図 三月 スタンフォ

ード大学美術館
画99 楼閣山水図
画100 楼閣山水図
画101 桐図
画102 雪松図 フリア美術館
画104 立葵図 善養寺
画105 雪松図円窓 五島美術館
画106 雪松図衝立 根津美術館
画107 梅図
画109 雪梅図 メトロポリタン美術館
画111 富士図 群馬県立近代美術館
画113 菊図扇面

画115 白百合図
画116 松燕子花図屏風
画117 草花図屏風 フリア美術館
画118 燕子花図屏風
画119 禊図屏風 フリア美術館
画120 菊（白菊）図 フリア美術館
画121  雪月花図三幅対 メトロポリタン

美術館
画123 蓮図
画125 人参図
画126 菊竹雀図
画127 滝楓図 善養寺 
画129 茶碗松図
画130 百合立葵図
画134 振々毬杖図 根津美術館 
画135 近江八景図屏風

陶
陶95  色絵十二ヶ月和歌花鳥図角皿 十二

月 MOA美術館
陶96  色絵十二ヶ月和歌花鳥図角皿 十二

月
陶97  色絵十二ヶ月和歌花鳥図角皿 十二

月出光美術館
陶98  色絵十二ヶ月和歌花鳥図角皿 十二

月ロサンゼルス・カウンティー美
術館

陶99  色絵十二ヶ月和歌花鳥図角皿 十二
月

陶100  色絵十二ヶ月和歌花鳥図角皿 
十二月出光美術館

陶101  色絵十二ヶ月和歌花鳥図角皿 
十二月フリア美術館

陶118 色絵和歌短冊皿 梅沢記念館
陶119  色絵百人一首和歌図小色紙皿 出

光美術館
陶120  色絵百人一首和歌図小色紙皿 ハ

ンブルグ工芸美術館
陶121 色絵六歌仙図額皿
陶122 色絵藤原俊成詠和歌図額皿
陶124 銹絵山水図額皿
陶126 銹絵破墨山水図軸盆
陶127 銹絵山水図八角皿
陶128 銹絵山水図八額皿 出光美術館
陶129 銹絵破墨山水図角皿 根津美術館
陶130 銹絵独釣図角皿 根津美術館 
陶131 銹絵山水図角皿 フリア美術館
陶136 色絵氷紋皿 京都国立博物館
陶140 色絵唐草文水注 フリア美術館
陶146 絵高麗写し大鉢 浜松市立美術館
陶151 オランダ写し火入 フリア美術館 
陶169 銹絵竹図茶碗
陶174 色絵椿図四方水指 MOA美術館
陶176 色絵芥子図四方向付 
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to assess this latter mode; the disciples of Hanabusa Itcho (1652-1724), who can be 
linked to those salons and obliquely to Kenzan’s late-life milieu though a patron, 
Sakamoto Beishu (1705-1777), may offer some models.

Seals and ciphers: Seals (insho) appear on Kenzan’s calligraphy, ceramics and 
painting, and ciphers (kao) appear on his ceramics and on a few documents. To 
the extent possible the authors have grouped similar seals and ciphers to serve as 
a resource in distinguishing original Kenzan works and derivatives. Early in his 
career Kenzan signed and sealed his ceramics using names like Shoko (Antiquity 
Lover) and Toin (Pottery Hermit), conjuring up the kind of literati persona that 
late seventeenth-century townspeople had come to admire. Kenzan’s late-life 
painting uses other seals, notably Reikai (Sea Spirit), the Zen name he received 
from his teacher Dokusho Shoen (1617-94), Tozen (Escape from Zen), and Furiku 
(Tutor of the Prince). Furiku must refer to Kenzan’s relationship with Prince 
Kokan (1697-1738), a late-life patron in Edo. Regarding ciphers, Kenzan’s Narutaki 
ceramics occasionally display a mark in the shape of a moneybag (kinchaku), and 
from around 1712 this is replaced with one resembling the character ji 爾. The 
latter is also commonly used by Kenzan’s adopted son and heir Ogata Ihachi (act. 
mid-18h c.). 

Related documents: The Ogata family papers were preserved by Korin’s heir 
Juchiro (b. 1700), adopted into the Konishi family of government mint officials 
shortly before Korin’s death. These papers, called Konishi-ke monjo (Konishi 
archive; coll. Kyoto National Museum and the Osaka Municipal Museum of Art), 
include documents from the hand of Kenzan, spanning 1687 to the year of his 
death. In addition to trustworthy biographical details they provide evidence for 
changes in Kenzan’s calligraphy.

Considering Kenzan’s painting as a whole, works like the aforementioned 
Hollyhocks and Willow in Spring may be considered as standards in distinguishing 
authentic works. Kenzan’s untutored manner opened up the field to imitators, 
but taken up by Kagei and other still-unknown late 18th-century painters, it 
formed one of the foundations for Edo Rinpa, which was ultimately inherited 
and transformed into a sharp, Korin-retro style by Sakai Hoitsu (1761-1828). 

This article is the final installment in a series of seven articles (2013-2019) 
aimed at assembling a comprehehensive resource base for the life and work of 
Kenzan. It would not have been possible without the past and present 
achievements of scholars of literature, art history and archaeology, and the 
unstinting support of curators and librarians. For this the authors are profoundly 
grateful. We also extend our deepest appreciation to the past and present 
directors of ICU’s Institute for Christianity and Culture, and our sincere thanks 
to the Institute’s editorial staff for their untiring efforts in the editing and 
publishing stages.

Keywords: Edo-period Japanese ceramics; Ogata Kenzan; Ogata Korin; Kenzan 
ware; Rinpa; Early Modern Japanese calligraphy, Early modern Japanese painting
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Abstract
Calligraphy and Painting in the Art of Ogata Kenzan,  

and Related Documents

As the Japanese term shoga suggests, calligraphy and painting were seen as 
allied arts until Meiji-era internationalization forced their separation. It is not 
uncommon to see inscriptions, chiefly poetic ones, on all kinds of premodern 
painting. In the first half of the Edo period inscriptions on paintings were 
carefully planned, and in any single painting the two arts were compartmentalized 
in the sense that the writers and painters were usually different, the writing and 
painting were carried out in separate stages, and the writing and painting 
occupied discrete spaces on the picture surface. In the mid-18th century, 
however, under the influence of Chinese literati aesthetics, this distance was 
breached by Nanga and other painters, bringing a great deal of spontaneity into 
the pictorial arts. The art of Ogata Kenzan (1663-1743) occupies an interstitial 
place in this trend. In order to fully characterize Kenzan’s shoga and its multifold 
background, this article will survey writings, inscribed paintings, seals and 
ciphers, and related documents (specifically the Konishi archive of Ogata family 
documents). 

Calligraphy: Ogata Kenzan developed his calligraphic skills as a pastime, but 
they became integral to his success as a ceramic designer. Eschewing the manner 
of Hon’ami Koetsu (1558-1637), which was followed by his father and brothers, 
Kenzan pursued the Song style of Zhang Jizhi (1186-1286) and the indigenous 
style of Fujiwara Teika (1162-1241). Both of these modes were popular in the tea 
ceremony from the 16th century. However by the end of his first decade as a 
pottery designer, Kenzan demonstrated less interest in imitating classical 
calligraphy style and more concern about maintaining a lucid script appropriate 
to writing on ceramic surfaces. As attested to in a draft manuscript in the Konishi 
archive, Kenzan also planned inscriptions for his brother Korin’s (1658-1716) 
painting, but such works, if they indeed were made, do not survive. Then, at the 
end of his life, Kenzan’s writing and painting became intermingled and 
considerably less fettered, anticipating the literati mode—where the work is 
experienced as an act rather than as a thing. 

Painting: Despite the attestations of later Edo-period painting treatises, there 
is no convincing evidence that Kenzan ever studied painting under a teacher. 
Trained painters or artisan-decorators carried out most of the painting on his 
Kyoto ceramics. However, Kenzan encounted new expectations and opportunities 
upon his move to Edo in about 1731. There he was hailed as a “second-generation 
Korin”, encouraging him to essay a colorful Korinesque style of flowers-and-
grasses subjects, notably his Hollyhocks (1742; coll. Cernuschi Museum). This new 
sense of entitlement is also manifested in efforts to transmit the Korin style to a 
follower, Tatebayashi Kagei (act. mid-18th c.). At the same time Kenzan seems to 
have been warmly received in Edo haikai salons, which inspired a more 
impromptu “painting on the spot” or sekiga, chiefly in monochrome. An example 
is Willow in Spring of 1739 (coll. Yamato Bunkakan). Further research is necessary 
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